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戦前期タイ鉄道業の発展と技術者形成

第1章 工業化の社会的能力と技術形成

1工 業化の社会的能力

本書は、19世 紀末か ら1941年 までのタイにおける 「鉄道業」、すなわち

鉄道建設と鉄道運営の双方において、技術者、労働者がどのように生 まれ、発展

してきたのかを研究の課題 とする。なぜ鉄道業なのかは次章で詳 しく述べ るので、

ここではまず 「技術形成」についての私の問題関心か ら説明 しておきたい。

私 は現在、アジア諸国の工業化に強い興味を抱いている。ある国において工業

化がより速 く、またより順調に進むのはなぜなのか、逆に工業化を阻害す る要因

は何 なのか、その解 明が当面の課題である。 もちろん、この問題 に対 してはさま

ざまの回答が可能であろう。例えば、人 口成長率の抑制、産業イ ンフラの整備、

教育制度の普及 と拡充、政治的な安定性などが、後発国の工業化の成否 とそのス

ピー ドに大きな影響力を与えるものと考え られる。 しか しここではそうした要因

はとりあえず捨象 して、考察の対象を工業化を推進するための人的な側面、つ ま

り 「工業化の社会的能力」に限定 しておきたい。

この問題について私はすでに議論 したことがあるので、ここではその要点だけ

提示 してお くη 。主な項 目は次の3点 である。

(1)政 府や経済テクノクラー トの能力。単に目的合理的な経済政策の立案 だけ

でな く、これを実行 しえる効率的な行政組織 ・制度の整備 と有能な経済テクノク

ラー トの存在(私 のい うGT能 力)。

(2)民 間企業の経営組織の発達 と旺盛な企業家精神の存在(EM能 力)。

(3)生 産現場における技術形成の能力。教育の一定の普及を前提に、技術者、

技能者、熟練労働者の存在 とその結合関係(LT能 力)。

以上の3つ である。換言すれば、政府、企業、生産現場の3つ の次元で、どの

ように工業化の経済主体が形成 されてきたのか、その点を主 としてタイを事例に

明らかにす ることが、私の当面の研究課題である。

後発工業国は、一一般に先進工業国が発達 させてきた技術を 「バ ッグロッグ(備

η 末廣昭 「アジア工業化のダイナミズム」(工 藤章編 「20世 紀資本主義H

祉国家』東京大学出版会、1995年 、所収)

覇権の変容と福
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蓄)」 として利用することができるために、先発国の過去の経験以上に速 く工業

化を実現できる優位性をもつ。これが、ガーシェンクロンのい う経済的後進性の

優位、 もしくは後発性の利益である。ただ し、この優位性を利用 し工業化を実現

するためには、後発国に何 らかの主体的な条件が必要である。それを渡辺利夫は、

「後発性の利益を内部化する能力」、つまり 「工業化の社会的能力」 と呼んだ1。

渡辺が提示 した工業化の社会的能力は、①強い政府、②民間分野の企業家精神、

③熟練労働力の3つ である。なかでも、渡辺が強調するのは①の政府による合理

的な政策体系 と、国内外の経済環境の変化に対応 して迅速かつ機敏 に既存の政策

体系を転換できる能力であった。

アメ リカやオース トラリアでもアジア諸国の急速な工業化 と経済的発展を政府

の主導 的役割に求める見解が、最近では強 くなっている。例えば、経済開発政策

の実行を可能な らしめる開発行政機関の整備 とその能力(韓 国の経済企画院など)

に注 目するアメ リカ新制度学派の東アジア研究、国家の相対的 自律性を重視する

オース トラ リア政治経済学派の研究な どが、これに該 当する。いずれ も工業化の

社会的能力のうち(1)のGT能 力や政府 ・国家の役割に着 目している点では共

通 していると言えよう2[。

(2)のEM能 力については、民間企業の存在、 とりわけその企業家精神の存

在が重要である。韓国やタイは財閥主導型、台湾 ・香港は中小企業主導型 という

ように、工業化の担い手には企業形態に違いがあるが、民間企業が旺盛な企業家

精神を発揮 した点は同 じである。従来、工業化の企業主体については、外国資本

や多国籍企業の存在に注 目す る議論が多か った。 しか し、ア ジアNIES諸 国の

工業発展が、外国資本や借款の大量の導入を重要な契機 としつつ も、地場民間企

業の成長 と事業拡大 によって支えられきたことは否定できない事実である。なお、

この問題につ いては、私はかつてファミリービジネスとその 自己変革(イ ノベ」

ション)と い う視角か ら議論 したことがあるので、そちらを参照され たい3}。

(1)(2)に 比べて研究の蓄積があま りな く、 しか し最近 より重視されてい

るのが、後発 国の技術形成の問題である。 「後発性の利益仮説」が主張す るよう

に、後発工業国 (late industrializers) は 、 先進国が開発 した技術体系を導入 し、こ

れを利用する優位性を もつが、技術を導入 し定着 させ、さらに改良を加えて競争

1〕渡 辺 利夫 『ア ジア中進 国 の挑 戦』 日本 経済 新 聞社
、1979年 。

 2) Deyo
, F. (ed.), The Political Economy of the New Asian Inthistrialism, Ithaca: Cornell University 

Press, 1987; Hewison K. et al (eds.), Southeast Asia in the 1990s : Authoritarianism, Democracy and 
Capitalism, Sydney : Allen & Unwin, 1993; Maclntyre, A. (ed.), Business and Government in 
Industrialising Asia, Sydney : Allen & Unwin, 1994.

3)
末廣 昭 ・南原 真 『タイ の財 閥 一 フ ァ ミリー ビジネ ス と経 営改 革 』

Suehiro, Akira, "Family Business Reassessed 

Thailand," in The Developing Economies, Vol.

同 文舘 出版 、199 I*;

 Corporate Structure and Late-Starting Industrialization in 

XXXI, No. 4, December 1993, pp.378-407.
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優位を獲得す るためには、何より受け入れ国の主体的な条件が不可欠 となるか ら

である。近年、 日本の産業競争力の強さを検討するとき、導入技術の不断の改善 ・

改良過程 (process innovation) や、生産現場におけるフレキシブルな組織の存在

が強調されるのも、そのためである11。 とりわけ、東アジア、東南アジア諸国と

も、産業構造の高度化の要請 に直面 しており、従来のように大量の若年女子労働

者の手先の労働 に依存 した生産体制だけでは、成長を維持 しえな くなっている。
一・方で技術の体系的な導入 ・定着 ・改良と

、他方で技術者、技能者、熟練労働者

の育成 と連携が不可欠の課題 とな りつつある。そこで以下では、この問題につい

てもう少 し整理 しておきたい。

2技 術移転 と技術形成

従来、後発国の技術導入は 「技術移転」の問題として議論されて きた。そ して、

議論の対象 も、技術移転のチャネル(技 術供与、プラン ト輸出、直接投資、無償

技術援助)や 、移転される技術の中身(ハ ー ドの生産技術 とソフ トの経営資源)

をめ ぐって議論 されることが多かった2}。 また、技術移転が後発国や途上国で順

調に進 まない場合に、問題は技術の 「出 し手」にあるのか、あるいはその 「受 け

手」にあるのか、その責任の所在のみが問題とされてきた。

しか し、国連大学の 「日本の経験」プロジェク トが試みたように、最近では後

発国がいかにして導入技術を定着 させ改良 してきたのか、その歴史的プロセスの

解明が新たな関心 として浮上 している3}。 つまり、技術の移転ではな く、受け手

の側の技術の形成その ものを取 り上げるようになった。中岡哲郎たちのグループ

が行なっ た 「中進国の技術形成」(日 本、韓国、台湾、メキシコの比較研究)な

どは、そうした研究の流れの代表と言えよう41。

中岡たちの議論は技術の移転チ ャネルをそれほど重視 しない。む しろ彼 らが注

1}橋 本寿 朗 『臼本経 済 論 一20世 紀 システ ムと 日本 経済』 ミネル ヴ ァ書房
、1991年;フ リー

ドマ ン、D(丸 山 恵也 監 訳)「 誤解 され た 日本 の 奇跡 一 フ レキ シブ ル生 産の 展 開』 ミネル ヴ ァ書

房 、1992年;ピ オ リ&セ ー ブル(山 之 内靖 ほか 訳)r第 二 の産 業分水 嶺 』 筑 摩 書房 、199

3年  Amsden,

University Press,

Alice,

1989.

Asia's Next Giant:

ほかを参照。

South Korea and Late Indistrializ(tion, New York: Oxford

2)技 術移転論の整理については
、さしあたり次の文献を参照。菰田文男r国 際技術移転の理論』

有斐閣、1987年;大 道康則 「アジアの工業化と技術移転の意義」(谷 浦孝雄編 『アジアの工

業化と技術移転』アジア経済研究所、1990年 。なお最近では、国間ではな く多国籍企業の親

会社から子会社への 「企業内技術移転」をめぐる議論の方が盛んになっている。
3}林 武編 『技術と社会一日本の経験』東京大学出版会、1986年;中 岡哲郎、石井正、内田

星美r近 代日本の技術と技術政策』東京大学出版会、1986年 。
4〕中岡哲郎編 「技術形成の国際比較一工業化の社会的能力』筑摩書房、1990年 。
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目す るのは 「技術移転のサイクル」 と移転す る技術の性格である。 まず 「技術移

転のサイクル」は、①操作技術の導入 ・習得段階、②保守修理技術の定着段階、

③導入技術や機械の模倣段階、④改良 ・改善 と部分的自主設計 ・開発の段階、⑤

自主設計 ・開発の段階の5つ に分類する。経験的に言 うと、①か ら②の段階、そ

して②か ら③の段階でそれぞれ大きな飛躍があり、海外か ら導入 した機械設備が

模倣できる段階まで来れば、導入技術の定着は一応成功 したと見なす。

次に、対象となる技術の性格につ いては、①化学や鉄鋼産業のようなプラ ント

型技術、②電気機器や 自動車組立などの最終組立技術、③工作機械産業や金型産

業な どの加工型技術の3つ に分類する。高林二郎の分類に従えば、 「操作す る技

術」 「組立てる技術」 「加工す る技術」がこれに該 当する。彼はこの3種 類の技

術を、 「生産技術における技能形成の3類 型」 と規定 したη 。

プラ ン ト型技術 は基本的にはパネルのスウィッチを操作す る単純作業であるが、

本当に重要なのは異常事態や突発事故が生 じた場合の対応能力である。後者の場

合にはスウィッチ操作のように習得が容易な反復作業ではな く、プラ ン トの構造

に関す る科学技術知識 と長期にわたる現場経験(熟 練)の 双方が必要不可欠とな

る。

これに対 して、最終組立型技術の場合には、必要 とされる作業 は標準作業書や

マニ ュアルでほぽ示されているので、技術習得にはそれほど困難 は伴わない。い

わば 「プラモデル型技術」(作 業指示書 どお りに、順番に部 品を組み付けてい く)

で、労働コス トの上昇に伴い自動化・省力化が進みやすい分野である。む しろこ

の分野で生産性や品質の向上の決め手 となるのは、生産 ライ ンの設計の仕方、段

取 りや金型交換の工夫、 日常的に生 じる小さい偶発事故や不具合 に対処する能力、

生産現場における生産 ワーカーと保守要員、監督者 の間の連携プ レーな ど、生産

組織に関わるノウハウ ・技能である。家電や 自動車など耐久消費財が 「大量生産

をベースとする多品種生産」へと移行 した現在、こうした生産管理組織に関わる

工夫やノウハウはますます重要になってきている。

一方
、中岡たちが重視するのは、以上の① と②の技術ではな く、資本財の生産

技術の導入 と形成であった。つまり、簡単な組立作業やパネルスウィッチの操作

ではな く、素材、部品、機械な どの加工技術 こそが 「技術形成」のなかで ももっ

ともスキル(技 能、熟練)を 要請す ると、彼 らは考えるか らである。例えば、鋳

造 ・鍛造、金型産業、工作機械産業などが これに該当する。そ して、 これ らの産

業は後発国の経済 自立化の要 となる資本財供給の技術的基礎をなすと捉える21。

なお、鉄道業の発展を支える主要な産業 も、 じつはこうした加工型技術 に依存す

η高林二郎 「技術移転におけるいくつかの視点一技能形成の型からみた発展途上国の技術移転」

(大阪国際大学 『国際研究論叢』第6巻 第3号 、1993年)55-76ペ ージ。
21中 岡哲郎ほか編 『新技術の導入一近代機械工業の発展』同文舘出版、1993年 。
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る分野が多いことに注意を促 しておきたい。

3技 術形成の3層 構造

さて以上の点を念頭に置いた上で、後発国(途 上国)の 技術形成を どう考えた

らよいのか。私はさ しあたりこの問題 に対す る接近方法 として、①個人 レベルの

技術形成、②企業 ・組織 レベルの技術形成、③社会的 レベルの技術形成の3つ の

次元で、それぞれ考察を進めるのが妥 当ではないか と提唱したい。

まず 「個人 レベルの技術形成」であるが、これは技術者(技 師)、 技能者、熟

練労働者な どのそれぞれの個人の技術 ・科学知識の学習や、経験 ・カ ン ・固有の

技能の蓄積の幅 と深 さで示される。その習得方法には、海外留学、大学や専門学

校 における教育、職業訓練所などにおけるOf卜JT、企業内における現場での訓練

(OJT:On　 the　Job　 Training) などが考え られるだろう。 ~ L 7 -C, WD L tt l T O

タイにおける企業 ・工場での聞き取 り調査か ら言 うと、個人 レベルでの学習能力

には とりたてて国別 の格差を見いだす ことはできなか った。む しろ問題 となるの

は、個人が習得 した知識な り経験がいかに生産現場や組織 に波及 してい くのか、

その点 こそが 日本 とタイ、あるいは 日本 と韓国のあいだの生産性や国際競争力の

違いを生み出 しているように思われる。

　理解を助けるために、タイで経験 した2つ の例を掲げておこう。ひとつは個 々

の技術者の能力 と企業経営形態の ミスマッチの事例である。私がかつて訪れた鉄

鋼二次製品の工場では、タイ人工場長が機械設備の更新を構想 していた。彼の見

通 しでは、あ る生産工程の機械を替え生産 ラインを変更することで、生産効率は

かな り上昇す るという。ところが、この工場(会 社)は ある華人系一族の企業グ

ループの子会社であった。そのため、取締役会は一族のメンバーで構成 され、工

場長である彼は企業の意思決定機構か らは排除されていた。その結果、彼の考え

や工場管理の ノウハ ウは、まった く企業経営 には反映されないままとなった。

　 日本社会では工場長は技術系の最高ポス トであり、大企業の工場長は本社の取

締役 と同格の権限を与え られるのが普通である。経理畑出身 と共に、技術畑出身

の社長が多いことも、 日本の大企業の トップ人事の大きな特徴であろ う。これに

対 して、タイのようにファミリービジネス型財閥が支配的な国では、オーナー一

族以外の工場長は単なる 「工場現場監督官」 として しか待遇 されず、企業の最高

意思決定 にコ ミッ トす ることはまれである。 このようにファミリービジネスが技

術形成を阻害 している事例は、タイでは容易に見いだすことができる。

　 もうひとつの事例 は、海外留学や国内研修で得た知識な りノウハウを、タイ人

技術者、技能者が しば しば個人で占有 し、周 りの人々に教えようとしない事実で

ある。国内外の研修で得た知識は個人の 「キ ャリアパス」に利用され、生産現場
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や企業全体 の生産性の向上に生かされないという問題は、タイで訪問 した企業

(と りわけ 日系企業)で しば しば聞 く不満であった。この習得 した技術知識 ・技

能の職階間、個人間の分断状況は、 じつはタイ社会のなかに古 くか らある身分、

学歴による社会の階層化 と不可分の関係にある。

以上の点を要約すると、タイ、そ してより広 くは後発国(途 上国)の 場合には、

個人 レベル で習得 した技術知識 ・技能が、どのように企業 ・組織全体へ と移転 ・

波及するか、あるいは阻害され るかが、きわめて重要であるということになる。

この問題は本書全体を通 じる大きなテーマであり、私はこの問題を さしあた り

「技術 形成 にお ける組織 的対応能 力」 も しくは 「技術 形成 のため の組 織 的

統一性 」 と呼んでお きたい。というの も、組織全体の共通 目標の設定、意思決定

への参加(コ ミッ トメ ント)、 そ して情報の共有を可能にする 「組織的統一性」

の実現こそが、後発 国の技術形成にとっては不可欠の要件 と見な しえるか らであ

る1[。 こうした視点は、次章であらためて取 り上げることに したい。

さて技術 形成の第三の レベル、すなわち技術形成の社会的 レベルは、①教育制

度の在 り方 とその普及、②伝統的な技術の蓄積 とその転用可能性の2点 に集約す

ることができるだろう。技術形成の社会的条件についてはさまざまの事項が想定

されるが、 ここでは何 よりもまず教育の役割を重視 しておきたい2}。 より具体的

には、公的初等教育の普及の度合い、普通教育(イ ギ リス型の一般教養重視の思

想)と 職業教育(ド イツ型の実学重視の思想)の 組み合わせ、企業内教育 と企業

外教育のバ ランス、海外留学 ・研修の利用な どが問題 となる。
一方

、②の伝統的技術の蓄積 とその転用可能性は、発明ではな く改良 ・改善 に

比較優位を もつ後発 国の場合には、きわめて重要な意味をもつ。 日本の明治以降

の経験はその点を端的に示 していると言えよう。例えば、鉄道建設の場合 には、

それ以前の治水工事 、燧道建設、鉱山事業、架橋事業のノウハ ウが、また、鉄道

車輌修理工場の場合 には、鍛冶屋や造船技術のノウハウが重要な意義を持つだろ

う31。 ヨー ロッパ とは異なる政治文化体系の もとで経済運営を行な ってきた後発

国が、既存の技術体系を産業革命以後の外来技術にどう結合 したのかは、後発国

の工業化を考える上 で大切な問題となる。

η 切り口は異なるが、似たような問題関心は次の文献に見いだすことができる。猪木武徳 「技

能移転と経済組織」(小 池和男 ・猪木武徳編 『人材形成の国際比較一東南アジアと日本』東洋経

済新報社、1987年 。また、組織的対応能力を技術形成ではなく経営管理組織の発達と関連さ

せて壮大な国際比較研究を行なったのが、チャンドラー(安 部悦生ほか訳)『 スケール ・アンド・

スコープー経営力発展の国際比較』有斐閣、1993年 、である。
21こ の点について示唆を与えるのは

、三好信浩 『明治のエンジニア教育一日本とイギリスのち

がい』中公新書、1983年 、である。
3}原 田勝正 『鉄道史研究試論一近代化における技術と杜会』 日本経済評論社、1989年 、第

1章 などを参照。
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なお、教育制度 にしろ伝統的技術体系にしろ、これ らは技術形成の個人 レベル、

企業 ・組織 レベルに も大きな影響を与える。3つ の異なる次元の諸条件は相互に

密接 に関係 してお り、後発国の工業化を考える際には総合的なアプローチが不可

欠であろう。

第2章 タイ鉄道業研究の意義 と分析視角

1鉄 道業研究の6つ の意義

鉄道業の研究は、先発工業国、後発工業国を問わず過去きわあて盛んになされ

てきた。輸送手段(軍 事用、産業用)と しての役割のほか、鉄道業が鉄鋼産業や

機械産業などの発展を広範に促す産業誘発効果を もち、さらに地域社会や国民経

済に与える外部効果 もきわめて大きいと見なされたからである。同時に鉄道建設

は、旧植民地の場合、政治的な意味合い もきわめて大きか った。そのため、鉄道

業研究は国際政治学や植民地研究の分野で も一定の地位 を占め続けているり 。そ

こで、ここでは後発国の政治経済史研究にひきつけて、 「鉄道業研究」が どのよ

うな貢献をな しえるのか、改めて整理 しておきたい。鉄道業研究の意義は、次の

6点 に要約できる。

(1)輸 送手段、 もしくはイ ンフラス トラクチャー形成 としての側面。

(2)国 防 ・国内治安維持、あるいは植民地支配強化のための政治的手段 として

の側面。

(3)技 術導入 と技術者 ・技能者の形成手段 としての側面。

(4)近 代的経営管理組織の形成手段 としての側面。

(5)資 本市場 と資本家グループの形成手段 としての側面。

(6)賃 労働者 グループの形成手段、組織労働者の労働運動の媒体 としての側面。

鉄道研究の第1の 意義は、輸送手段 としての側面である。鉄道が大量かつ迅速

で しか も低廉な輸送手段 として発展を遂げ、同時に重要な社会共通資本 と しての

貢献を果た してきたことは、改めて説明するまでもないだろうa。 加えて、鉄

道業 は国民経済や地域社会に著 しい影響を与えてきた。地図上 の領土概念ではな

く、 「時間距離」 と 「費用距離」で測 った経済空間がいつ どのように変容 してき

1}例 え ば
、 次 の よ う な文 献 を 参照 。Davis, Clarence Bk et al (eds.), Railway Imperialism, London

Greenwood Press, 1991.
2>日 本 につ い て は

、鉄 道 院編 「本邦 鉄 道の 社 会 及経 済 に及 ぽ せ る影響 』 上 ・中 ・下 、 付 図 、1

916年 が 、集 大 成 的な 研究 を 行 な ってい る。
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表0-1タ イにおける鉄道開通と時間距離の短縮

区 間

北部 線

バ ンコク=ア ユ タヤー

バ ンコク=チ エ ンマイ

南部 線

バ ンコク;シ ンガ ポール

バ ンコク=ペ ナ ン

東北 部線

バ ンコクヒ ヒ ンラ ップ

バ ン コ ク=コ ー ラ ー ト

バ ン コ ク=ノ ー ン カ ー イ

バ ンコク=ウ ボ ン

時間距離の短縮

鉄道 開通 前:河 川をボー トで上る

◆半 日か ら1日 間

1897年3月 開通 ◆2時 間40分

鉄道 開通 前:ボ ー ト、駄獣 、徒歩 を利用

◆上 り1カ 月以上 、下 り2-3週 間

1922年11月:急 行列車 を運行

◆25時 間30分

1933年5月:デ ィーゼ ル電気機関車

◆20時 間30分 、5時 間短 縮

鉄道 開通 前:郵 便 船の航海 ◆4日 間

1932年:デ 仁ゼル電気機 関車半島縦 断

◆54時 間

1921年:イ ギ リス人の列 車旅 行

◆3日 間、乗車 時間は60時 間

1922年:国 際急行 列車 の導入

◆31時 間30分

1931年12月;テ"イ ーゼル電気機関車

◆26時 間30分 、5時 間短 縮

鉄道 開通 前1893年:郵 便物

◆10-12日 間

1897年12月 開通

◆6時 間20分

鉄道 開通 前:ボ ー ト、駄獣 、徒歩を利用

◆2週 間、 も しくは10日 間

1900年 開通

◆8時 間40分(1936年 当時)

1923年1コ ー ラー トまで鉄道、

以下 、車利用 ◆15日 間

1926年:プ アヤ イ分 岐駅 まで鉄道利 用、

以下 、車利用 ◆4日 間

鉄道 開通前:ボ ー ト、駄獣 、徒歩利用

◆1カ 月 以上 の旅行

1930年 開通

◆18時 間(1938年 当時)

東部 線

バ ンコク=チ ャチ ュンサオ

開通 前:ボ ー トを利用 ◆2日 間

1908年1月 開通 ◆2時 間

出 所

B7WM1904/11/21

B7WM1933/03/25

BTV1/M1904/11/21

BTWM1922/11/01

RSRS1932,p.6

BTWM1905/03/08

BTWM1932/05/18

B7WM1920/02/28

BTWM1922/01/06

BTWM1931/12/02

ヴ ァイ ラ ー の 手 紙

(1893/11/18)

ヴ ァイ ラ ー の 日記

(1897/12/24)

岩本千 綱(1897年)

BTWM1936/02/18

BTWM1926/07/31

BTWM1926/07/31

BTWM1938/03/22

RSRS1907,pp.14-15

文 献3008,P.127

(出 所)BTWM:BangkokTimesWeeklyMail;RSRS:鉄 道 局 年 次 事 業 報 告 書
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たのかは、国民国家 ど国民経済の成立を考える場合、不可欠の検討課題である。

表0-1は 、王都バ ンコクと地方主要都市のあいだの 「時間距離」を、鉄道開

通の以前と以後について整理 した ものである。北タイの中心都市であるチエ ンマ

イ(バ ンコクか ら700km)と バ ンコクのあいだを例にとると、陸路の駄獣、

運河 ・河川の船などを利用 していた時代には、 「上り」が1カ 月、 「下り」が2-

3週 間を要する文字通 りの大旅行であった。それが1922年1月 に鉄道が開通

してか らは、旅程は3日 間に、そ して急行列車が運行を開始 した後は25時 間半、.

ディーゼル電気機関車の導入のあとは じつに20時 間半に短縮 した。まさに画期

的な変化が生 じたと言える。 これに伴 って、チエ ンマイの特産物や コメのバ ンコ

ク向け輸送費 も、い っきょに10分 の1へ と劇的な低下を示 した。
一方、バ ンコクと東北タイの中心都市コーラー ト間については、1896年 末

か ら合計111日 間をかけて、バ ンコク=コ ーラー ト=ノ ー ンカーイ=ル ア ンプ

ラバ ン=ハ ノイの大踏査旅行を行な った岩本千綱たちの貴重な記録が残 されてい

る1[。 この記録によると、彼 らはアユダヤーまでは小蒸気船を使 って川を遡 り

(1日)、 アユタヤーか らは当時建設中の鉄道線路沿いに1日 平均20キ ロの行

程で歩 き続け、10日 目にコーラー トに到着 した。それか ら3年 後、バ ンコクー

コーラー ト間には鉄道が開通 し、時間距離はいっきょに10時 間に短縮している。

さらに鉄道の開通に伴い、沿線の農家には、市場向けの米だけでな く、バ ンコク

経 由で中国に輸出される木材、同じくシンガポールに輸出される豚 も新たに導入

された2[。 こうした鉄道開通に伴 う経済社会変化については、すでにい くつかの,

優れた研究がな されている31。

鉄道業研究の第2の 意義はその政治的な側面である。アメリカや 日本などの後

発工業国の場合、もっぱ ら強調されるのはその経済効果であるが、イ ン ドな どの

植民地の場合、政治的側面の方がより重要な意義を もった事実は軽視すべ きでは

ない。例えば、イ ン ドで鉄道の建設や電信ケーブルの敷設が本格 的に実施 される

のは、セポイの叛乱 に代表される反植民地運動の弾圧や域内政治支配の徹底 こそ

が、緊急の課題 として強 く認識 されたか らであった4}。

11岩 本 千 綱 『シ ャ ム ・ラ オ ス ・安 南 三 国 探 検 実 記 』 中 公 文 庫 、1989年(復 刻 版 。 原 著 は

1897年 に 博 文 館 か ら 刊 行)。 な お 、 この 本 は19世 紀 末 の 東 北 タ イ 、 ラ オ ス を 知 る 上 で の 貴

重 な 旅 行 記 で あ る 。

a>"NakonRajasimaCircle:IxrturebyMinisterofPublicInstruction
,"BmigkokTimesWeeklyMail

(BTWM),June15,1929,pp.48-49.
3)Som

popManarungsan,Ecoπ απfcDεvψ ρ加ε'多'qズ刀凋'～伽41850-195αRθ Ψoπ3e'o孟 舵 α ηπθη8ε{げ

theWorldEconomy,Bangkok:ClmlalongkomUniversity,1989,p.79ff.な お 、 鉄 道 開 通 に 伴 う 経 済 社

会 変 化 に つ い て は 、 本 章 の 「第2節 タイ 鉄 道 業 の 先 行 研 究 」 を 参 照 。
4)Headrick

,D.,TheTentaclesofProgress'TecluiologyTransferintheAgeofImperialism,1850-1940,

Oxford:OxfordUniversityPress,1988.
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これ に対 して、政治的独立を守 ったタイの場合には、鉄道建設はイギ リス、 ド

イツ、フランスなどの西欧列強のタイ植民地化の圧力 と、鉄道車輌、資材、技術

者の供給を通 じたイ ンフォーマルな政治的影響力の行使 に対す る対抗手段 として

実施 された。例えば、タイで最初の鉄道建設は、バ ンコクニパ ークナム間(18

91年7月 着工、1893年4月 完工、21km)で あったが、パークナムはバ

ンコクの玄関口であ り、国防上の理由か ら路線の選定が行なわれた。 しか もその

建設は、早 くか らタイでの鉄道建設を要請 していたイギ リス人ではな く、デ ンマー

ク人 に委託された。その理由は、デ ンマークはタイを植民地化する意 図も能力 も

ない小国という認識が国王たちにあ ったか らである1}。 さらにより本格 的な鉄道

建設 はバ ンコク=コ ーラー ト間か ら開始 された。当時、経済効果をそれほど期待

できない東北 タイのコーラー ト向け鉄道建設から着手 したのは、1880年 代末

か らフラ ンスがこの地域において積極的に植民地化の動きを示 し始めてお り、 こ

れへの対抗が焦眉の課題だったからである2}。 いずれにせよ、初期の鉄道建設は、

経済 よりは政治的配慮をより重視する形で開始された。その経緯 と影響 は、本稿

の第4章 で改めて述べたい。

鉄道業研究の第3の 意義は、鉄道建設 とその運営があ らゆる技術 ・技能を集約

する事業体だ とい う側面である。具体的には、

①建設に先立つ精密な測量技術

②建設、

(planning and survey)

保線事業などを実施するための土木工学的技術 (civil engineering) 一

れには土台や築堤のための単純な土木工事だけでな く、一定の傾斜角度やカーブ

を伴 う線路を敷設す る技術、河川 ・運河に対する架橋技術、 トンネル掘削技術な

ど広範な土木工学を含む。 とくに架橋 は日本で ももっとも自立化に時間のかか っ

た技術である。

③機関車など車輌の修理 保全や保線事業、架橋工事などに必要な機械 工学 的技

術 (mechanical engineering)

④鉄道運営に必要な信号装置、

engineering) な どがそれである。

電信サービスのための電気工学的技術 (electrical

じっさい、産業革命を主導 したヴィク トリア王朝期イギ リスのエ ンジニア リン

グを研究 した ロー ト (Rolt) は 、 「世界の工場 (the workshop of the world) 」に向

けての技術革新の進行を、鉄道技師たちの活躍を中心に見事に描き出 している。

1) Sanphasiri Wirayasiri
, Rao Rak Rotfai, Bangkok: Ongkankha Khru Sapha, 1991, pp.20-21, 37-38;

著 者 の サ ンパ シ リか らの 聞 き取 り調査(バ ンコ ク、1994年8月5日)。 な お、 サ ンパ シ リは

タイ鉄 道 博 物館 の 館長 であ る。 また彼 の 父 プ ラ ヤー ・マ ハー ア ム マ ー トは、 ラ ーマ5世 王 の 技 術

関係 の相 談 役 を務 め 、 同時 に測 量地 図局 の発 展 や乗 用車 の タイへ の導 入 に尽 力 した人 物 で あ る。

　 2)フ ラ ンスの動 き とタイ側の 対応 につ いて は、 ソム チ ャイ(1974年 、 文献3054)や バ ッ

テ ィエ(1974年 、文 献3571)に 詳 しい。

12



また彼は、土木担当技師長に対比できる機械担当技師長(chiefmechanicalengineer,)

という新 しい地位 と名前が、鉄道の機関車長(locomotivesuperintendentengineer)

か ら派生 して生 まれてきたことを指摘 している11。 この点か らも容易に推測 され

るように、鉄道業はその国の技術の形成 ・定着 ・発展を示すもっとも重要な指標

となりえる。タイの技術形成の歴史に関心を抱 く私が、 「鉄道業」の分析に着 目

する最大の理由もまさにそこにある。

鉄道業研究の第4の 意義は、 「技術形成の組織的対応能力」を、鉄道業 こそが

適確に反映するという側面に由来 している。鉄道業は、先に述べた技術面での人

材の結集だけでな く、広範囲に及ぶ専門的仕事を統合する組織 的な管理能力 も必

要 とす る事業である。つまり、 「時刻表通 り」の列車運行や配車作業、厳密な収

支計算 にもとつ く経理計算、貨物輸送のための倉庫管理、建設用土地買収のため

の法律処理な ど、多分野にわたる近代的な経営管理 と知識の体系化を必要不可欠

とする事業であった。アメ リカ経営学の泰斗チャン ドラーが、経営者資本主義に

見合 う近代企業(modemoorporation)の 原型、つまり 「事業部制 と集権制を備え

た近代的企業経営管理組織」の母胎を鉄道会社に求めたの も、むべなるかなであ

るa。 鉄道業が、その国の経営管理組織体系の発展を考察する上で もっとも重要

な素材を提供 している点は、タイも同じである。

鉄道業研究の第5の 意義は、資本市場(株 式市場)と 資本家形成の側面である。

鉄道業が リスクを伴 う莫大な投資資金を必要 とし、それゆえに公共性を強めたこ

とは事実である。 しか しにもかかわ らず、多 くの国では国鉄だけでな く民間部門

による鉄道の建設 ・運営が実施され、それは株式会社組織や地場の資本家グルー

プの発展を促す重要な契機 とな った。この点は、 日本 における明治期の 「企業勃

興」が鉄道投資 と密接に絡んでいたこと3)、 アメ リカにおける 「金融資本」の発

展が鉄道建設(そ の素材産業 としての鉄鋼業 も含めて)と 表裏一体であったこと

を想起するだけで十分であろう4)。 鉄道業がその国の資本家的発展の牽引車であ

ることは、多 くの国の経験が示 している。

1〕R・lt
,LT・C.,Vict・riseEngineering:A伽 ・matingS1・ryofhtverUi・ncmdAchievemait,Peng・i・

Books,1970,pp.72-73.

21Changer
,AlfredJr.,"TheRailroa(b:PioneersinMo(艶mCorporateManagement,"Business、Flistory

Review,Spring1965,pp.16-40.

3}野 田 正 穂 『日本 証 券 市 場 成 立 史 』 有 斐 閣
、1980年 、 ほ か を 参 照 。

4Jア メ リカ の 金 融 資 本 成 立 と 鉄 道 業 の 関 連 につ い て は
、 呉 天 降 『ア メ リカ 金 融 資 本 成 立 史 』 有

斐 閣 、1970年 、 が 優 れ て い る 。
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ただ し、タイではそうした鉄道に絡む企業勃興は発生 しなか った1}。 初期 はと

もか く、20世 紀 に入ると鉄道業はほぼ完全に国家(鉄 道局直轄)の 事業 とな り、

しか も鉄道局か らスピンアウ トした技師たちが、民間企業の技術形成を促す とい

う、 日本で見 られたような展開もなか ったか らである。 この点をどう捉えるかは、

タイ資本主義発展を考察する上できわめて興味深いテーマであ ると考える。'

最後に鉄道業研究の第6の 意義は、賃労働者グループ、とりわけ組織的な労働

者の形成手段 としての側面である。タイの鉄道建設、保線事業、運輸事業は、他

の産業あるいは省庁 とは比較にな らないほどの大量の 「賃金労働者」を生み出す

契機 となった。本書の表皿一1(本 書の第m部 鉄道関連基本統計集を参照。以

下同 じ)は 、その点を計量的に示 した ものである。1930年 代 に鉄道局の従業

員数は1万 人以上。これを越える政府部局はなかった し、また、マ ッガサ ン鉄道

工場の労働者数1000人 を凌駕する近代工場 も、戦前のタイには存在 しなか っ

た。別言すれば、タイにおける賃労働の形成や労働条件の解明は、鉄道業の研究

か ら始 まるといっても過言ではない。さらに、1934年 に勃発するマ ッガサ ン

鉄道労働者の大規模 なス トライキは、タイにおける労働運動のまさに幕開けであっ

た(詳 しくは年表参照)21。 その点でも鉄道業は不可欠の研究対象 となりえ る。

2タ イ鉄道業の先行研究

以上述べたタイ鉄道業の研究意義の順番にそう形で、以下では既存研究の簡単

な紹介を行なっておきたい。,

現在 まで比較的研究が進んでいるのは、輸送手段 としての鉄道研究である。つ

ま り、鉄道敷設 と地域の経済社会の変容に関する研究がそれで、 とりわけ鉄道敷

設の経済効果が明確に現れた北タイについては、詳細な実証研究がタイ人の修士

論文の レベルでなされている。具体的にはプー ンポン(1987年 、文献303

5、 本書の第H部 文献 目録を参照。以下同 じ)が チエ ンマイを含むパ ーヤ ップ

州の事例 を、またスパーパ ン(1991年 、文献3063)が ピッサヌローク、

スコータイ、サ ワンカローク、タークな どの北タイ下部の事例をそれぞれ扱 って

いる。 また、北 タイの資本家発達史を研究 したプラーイオー(1987年 、文献

1}初 期 の外 国人 や王 族 ・貴 族 に よる鉄 道投 資 につ いて は、 ピ ヤナー ト(1984年 、文 献35

23)、 末 廣 昭 「戦 前期 タイの 登記 企業 分析1901-1933年 」(大 阪 市立 大 学 『季 刊 経

済 研究 』第14巻 第1号 、1991年 、所 収)を 参照 。 ただ し、 いず れ も本 格 的 な研 究 で はな い。

こ の分 野 は まだ 未開 拓 で ある。

2}マ
ッガ サ ン鉄 道工 場 の労 働 運 動 とス トライ キは、 その重要 性 に もかか わ らず ほ とん ど解 明 さ

れ て い な い。 タ イ労 働運 動 史の 基本 的な 研究 で あ るダ ム リー ほ か(文 献 労 働5100)、 ア ー

ロ ム財 団(文 献 労 働5101)、 サ ンシ ッ ト(文 献 労働5103)の いず れ も、 資料 不 足 を

理 由に この 運動 につ い て は ご く簡単 に しか 触れ て いな い。
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3083)は 、チエ ンマイに鉄道が開通する1922年 を契機 として、地方財閥

がどのように事業展開を変えていったかを跡付けた。

もっとも北タイを除 くと、他の地域については本格的な研究はまだ登場 してい

ない。南タイの鉄道建設を扱 ったポックの報告書(1991年 、文献3029)

は1909年 か ら始まる建設の歴史を描いてはいるが、その経済効果は100人

の存命 中の地元住民か らのア ンケー ト調査の紹介のみに留ま り、分析はほとん ど

行な っていない。また、東北タイについては、私はまだプー ンポ ンたちの成果に

匹敵する研究書を確認 していない。

次に政治的手段 としての鉄道業概究については、国立古文書館の史料 に依拠 し

つつ、西欧列強 とタイ政府(国 王)の 間の対立 と協調を克明に描 き出した2つ の

優れた研究成果がある。ひとつは、チュラーロンコー ン大学歴史学科に提出され

た 「ラーマ5世 王、6世 王期のタイ鉄道建設 における西欧列強の役割」と題す る

修士論文(ソ ムチ ャイ、1974年 、文献3054)で 、これは550頁 に及ぶ

労作である。また、1892年 か ら1932年 までのタイ鉄道局 と西欧列強の対

立を描いたホルム(DavidHo㎞)の エール大学提出博士論文(1977年 、文献

3517)も 、この分野では必読の文献であろう。外交史、国際政治の観点か ら

す る鉄道建設の研究は、1970年 代 になされた二人の研究でほぽ尽きてお り、

実際 これを越え る研究は現在 まで出ていない。
一方

、技術形成、経営管理組織、資本家形成の観点か らす る鉄道業研究は、タ

イ国内外を見て も皆無である。ウィタヤーの修士論文(1984年 、文献304

6)は 、1917年 か ら28年 まで鉄道局総裁を務めたブラチ ャッ ト(ク ロムマ

プラ ・ガムペーンペ ッ トアッカラヨティン、以下プラチ ャッ トと表記)の 鉄道、

道路、電信、航空の4分 野における経営改革の研究であ り、ブラチャットの経歴、

1920年 代の政府事業の一部民営化構想を知 るには貴重な研究である。ただ し、

鉄道局の内部組織や経営のタイ人化政策については記述がほとん どな く、問題関

心 も限定 されている。また、ラメール の一連の鉄道紹介本(1984年 、文献3

524;1994年 、文献3525)は 、機関車の車輌の型の変遷を知 る上では

便利であるが、新たな機関車、客車などの導入に伴 って、鉄道局が経営、技術面

で どう対応 したのかについてはまった く記述がな く、良質の 「鉄道マニア」の本

の段階に留まっている。

賃労働 と労働運動 については、ワル ンユパーの修士論文(1984年 、文献3

044)が 存在す る。彼女の研究は、マッガサ ン鉄道工場の労働運動を初めて扱 っ

た点で評価 できるが、実証性に乏 しく資料 も当時のタイ語新聞以外、見 るべき も

のを利用 していない。なお、鉄道ではな くバ ンコク内を走 る路面電車の労働者の

ス トライキ(1923年1月 、本書の年表を参照)に ついては、当時の英字新 聞
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の記事な どを利用 したブラウンの研究論文が存在するη 。最後に、本書が対象 と

す る時期か ら外れるが、太平洋戦争中の泰緬鉄道の建設状況 と 「労務者」の動員

状況については、国立古文書館の史料を駆使 した2つ の優れた研究成果が、最近

刊行されたことを付記 しておきたいa。

以上の検討か ら分かるように、タイ鉄道業研究は、きわめて興味深い論点を多

数含みなが らも、外交史的研究を除 くとほとん ど見るべき成果がないとい うのが

現在の状況である。 もっとも、鉄道業を直接の研究対象にしていないが、鉄道建

設を灌概事業計画 との比較でタイの経済発展(も しくは低発展)に どう位置づけ

るかについて、興味ある論争がこれまでなされているので、ここで簡単に紹介 し

ておきたい。

もともとこの問題は、イングラム(JamesIngram、 文献3519)が タイ経済

の長期 的な推移を 「発展なき変化」と捉えたことに端を発す る。つまり、土地や

労働の生産性を上昇 させるのではな く、 フロンティアの食い潰 しと移民労働の追

加的投入によって量的拡大を遂げた点がタイ経済の大 きな特徴であるというのが、

彼の主張であ った。そ して、国王や政治エ リー トは、灌瀧事業のように土地生産

性を引き上げ る政策には消極 的であったとみなす。より具体 的には、1900年

代初めに政府が蘭領イ ン ドの土木技師ファンデル ・ハイデ(vanderHeidc)を 招

聰 し、詳細な灌概事業計画を提出させたにもかかわらず、結局、この計画の採用

を拒否 したことを指 している31。

この灌概事業計画を政府(国 王)が 拒否 した理由として、従来の研究が指摘 し

てきた点は次の4つ である。すなわち、①国王や政治エ リー トが農業改善に無関

心であ ったこと、②限 られた国家資金の配分を政治目的の明確な鉄道建設に回そ

うと したこと、③灌概事業に比べて鉄道建設は一定の収入が見込めること、④当

時財務顧問であ ったイギ リス人 ウィリアムソンが、鉄道資材などイギ リスのタイ

向け輸出に貢献する鉄道建設を優先させ、オランダ人のファンデル ・ハイデの提

案を拒否するよう政府に勧告 したこと、以上の4点 である。そ して、経済効果の

期待できる灌概事業 よりは政治 目的の強い鉄道建:設を優先 させ ようとした政府

(国王)の 方針やイギ リスの政治的圧力が公共事業を鉄道投資に集中させ、 この

ことがひいてはタイの長期的発展を阻害 したというのが、これまでの通説であっ

1}Brown
,Andrew,"TheAntinomyofRightAgainstRight,ClassFormationunderAbsoluteMonarchy:

The1923Tramwaymen'sStrike,"(掲 載 雑 誌 、 掲 載 年 は コ ピー の 際 の 不 注 意 に よ り不 明)。

2)吉 川 利 治 『泰 緬 鉄 道 一 機 密 文 書 が 明 か す ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 』 同 文 舘 出 版 、1994年;

PhanniBualek,"BotbatkhongPhokhabonSenthangRotfaiSaiMorana,"WarasanThammasat,Vo1.21,

no.2,May-August1995,pp.41-87.

3)フ
ァ ン デ ル ・ハ イ デ の 灌 概 事 業 計 画 に 関 す る 詳 しい 分 析 は 、 ブ ラ ウ ン(1988年 、 文 献3

509)、8-59ペ ー ジを 参 照 。
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た。

しか しこの見解 に対 しては、フィーニー(DavidFeeny,文 献3512)や ブラ

ウ ン(lanBrown、 文献3509)が 批判を行なっている。すなわち、①か ら④の

理 由は認めるが、灌概事業を拒否 した別の理 由として、当時政策決定に重要な影

響力を もっていた王族や貴族高官の階層的利害の存在を強調 した。 というの も、

政治エ リー トたちは当時、バ ンコク北部のランシッ ト地区に広大な土地を所有 し

てお り、農民利益を優先 させる灌概事業計画は自分 たちの既得権益を危 うくする

馨 な し、それがゆえ に反対 したと考えたか らである.そ して、タイ繍 の発展を

阻害 したのは、政治優先の政府 ・国王の方針だけではな く、国内の政治エ リー ト

の経済基盤(す なわち制度的要因)に も大 きな理由があったと主張 した。 フィー

ニーの論文には、こうした制度要因を重視す る見解がより鮮明に示 されているη 。

彼 らの議論は確かに興味深いが、 しか し、鉄道建設を灌概事業 と比較 して経済

効果の低い政治 目的の事業 とみな している点では、 さきのイ ングラムたちの研究

と共通 していた。そのため鉄道建設や鉄道運営に関連する他の問題、例えば、技

術形成や経営管理組織の問題に目を向けるという可能性を 自ら絶ち切 って しまっ

た。タイ鉄道業研究の貧困さの大きな理由は じつはここにあると言えよう。私が

本書で鉄道建設ではな く、あ くまで 「鉄道業」(保 線、運輸を含む)に こだわる

のは、その ことで研究の領域を広げたいと考えるか らである。

3資 料の存在

タイ鉄道業研究の立ち遅れの重大な原因は、タイ人を含む研究者の問題関心の

狭さに拠るが、同時に無視できないのは、1952年 のタイ国鉄本部の火事で戦

前の資料の大半が焼失 して しまった点であろう21。 そのため、国鉄図書館や国立

古文書館に も、鉄道局の 『年次事業報告書』や関連資料はまとまって保存 されて

いない。私が現在までに収集 しえた、 もしくは新聞でその内容の要約を知 りえた

『年次事業報告書』の一覧は、表0-2に 示 したとお りである。研究に不可欠の

作業 日誌や建設事業報告書の類は、残念なが らまだその所在を確認 していない3)。

r年 次事業報告書』を別 とすると、利用可能な第一の資料群は、鉄道局 もしく

はタイ国鉄が刊行 している記念本で、現在、 『36年 史』(文 献3039)、

『50年 史』(文 献3040)、 『60年 史』(文 献3002)、 『72年 史』

りFeeny
,D・vi"℃ ・mpeti・gHyp・theses・fU・derdevel・pm・ ・li・ ・¶1aiC紹 ・S重・dy,・i・Journalof

EconomicHistory,Vo1.30,No.1,pp.113-127.

2}タ イ 国 鉄 編(1970年
、 文 献3003)、80ペ ー ジ。

3〕 国 王 へ の 鉄 道 建 設 報 告 書 の 一 部 は
、 ス ー ム サ ワ ー ト ・グ ル ダ ー ゴ ンの 葬 式 本(文 献3065)

の 資 料 編 の な か に 再 録 さ れ て い る 。
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表0-2鉄 道局年次事業報告書の所在とr週 刊バ ンコクタイムズ紙」の要約

通し番号 年 次 オ リジナル文書の所在 週刊バ ンコクタイムズ紙 通し番号 年 次 オ リジナル文書の所在 週刊バ ンコクタイムズ紙

1 1897-98 ○(タ イ国立 古文書館) 該当記事なし 20 1916-17 未確認 北部線 該当記事なし
2 1898-99 ○(タ イ国立 古文書館) 該当記事なし 8 1916-17 ○(大 英図書館) 南 部 線1917111109

3 1899-00 ○(タ イ国立古文書館) 1900/08/09 21 1917-18 ○(大英図書館) 未確認
4 1900-01 ○(タ イ国立 古文書館) 1901/11/27 22 1918-19 ○(大 英図書館) 1919/11/03,4,5,6

5 1901-02 ○(タ イ国立古文書館) 1902/07/25 23 1919-20 ○(大 英図書館) 1920/12/13

6 1902-03 ○(タ イ国立古文書館) 1903/11/05 24 1920-21 ○(大 英図書館) 未確認
7 1903-04 ○(タ イ国立古文書館) 1904/09/30. 25 1921-22 ○(大 英図書館) 1923/1/4

8 1904-05 ○(タ イ国立古文書館) 1905/11/02. 26 1922-23 ○(大 英図書館) 1924/1/4

9 1905-06 ○(大 英図書館) 1906/911 27 1923-24 ○(大 英図書館) 1925/10124

10 1906-07 ○(大 英図書館) 該 当記事 なし 28 1924-25 ○(大 英図書館) 1925/12/28,29,30

11 1907-08 ○(大 英図書館) 1908/9/18,19,22 29 1925-26 ○(大 英図書館) 1927/06/21,24

12 1908-09 ○(大 英図書館) 該 当記事 なし 30 1926-27 ○(大 英図書館) 1928/06/26,27,29

13 1909-10 未確認 北 部 線1910/09122 31 1927-28 ○(大 英図書館) 1929/07/10,11

1 1909-10 未確認 南部線 該当記事なし 32 1928-29 ○(大 英図書館) 該当記事な し

14 1910-11 未確認 北部 線1911110!06 33 1929-30 ○(大 英図書館) 該当記事な し

2 1910-11 未確認 南部線 該当記事なし 34 1930-31 ○(大 英図書館) 1932/09/24,27

15 1911-12 ○(大 英図書館) 北部 線1912/10/11、12 35 1931-32 ○(大 英図書館) 1933/10/23

3 1911-12 未確認 南部 線1912/10123 36 1932-33 ○(大 英図書館) 1934/6/2

16 1912-13 ○(大 英図書館) 北部 線1913/09/11。13 37 1933-34 ○(大 英図書館) 月別の収入のみ報告
4 1912-13 未確認 南部線 未確認 38 1934-35 未確認 月別の収入のみ報告
17 1913-14 ○(大 英図書館) 北部 線1914/09118 39 1935-36 ○(国 立古文書館) 月別の収入のみ報告
5 1913-14 未確認 南部 線1914111106 40 1936-37 未確認 月別の収入のみ報告
18 1914-15 ○(大 英図書館) 北部線1915109/24 41 1937-38 未確認 月別の収入のみ報告
s 1914-15 未確認 南部 線1915/11119 42 1938-39 未確認 月別の収入のみ報告
19 1915-16 ○(大 英図書館) 北部線1916/09120 43 1939-40 未確認 該当記事なし
7 1915-16 未確認 南部 線1916/11/03,09 44 1940-41 未確認 該当記事なし

(注)1908年 度 までは、コー ラー ト線含めてひとつの報告。

別 々の報告書となる。(出 所)末 廣の調査による。

1909年 度一1916年 度は、北部線(標 準軌)と 南部線(メ ー トル軌)が



(文献3003)の 四冊が刊行 されている。 『72年 史』は全体で500頁 に達

す る大部の本であるが、記述の中心は1960年 代以降であ り、戦前に限って言

えぱ 『50年 史 』が、今の ところもっとも充実 している。なお、1996年 はタ

イ鉄道局創設100周 年記念(仏 暦2439年=1897年3月 にアユタヤーま

で開通 した年を もって、鉄道元年とする)に あた り、 『100年 史』の刊行が予

定 されている。ただ し、先に述べたように戦前の資料は焼失 ・散逸 してお り、新

しい事実がでて くる可能性は低い。

第二に利用可能なそ して有用な資料は、当時の英字新聞である。 とりわけ 『週

刊バ ンコクタイムズ紙(BangkokTimesWeeklyMail)』 は、当時、バ ンコク在住

の外国人がタイの交通網の進展や西欧列強の鉄道をめ ぐる争いに強い関心を抱い

ていたこともあって、驚 くほど,多 くのスペースを鉄道や道路関係の記事に割

いている。地方に在住す る読者や旅行者が編集部に投稿す る手紙や彼 らが提供す

る情報 も、きわめて貴重である。本書の 「年表」には、 こうした新聞記事か ら得

られる情報をできる限 り盛 り込むように努めた。

第三に利用可能な資料は、1893年 か ら97年 まで工区担当エ ンジニア、1

904年 か ら17年 まで鉄道局長の職にあった ドイツ人 ヴァイラーの 日記(文 献

3566)と ミュンヘ ン博物館に所蔵されている彼の彪大な手紙類(文 献356

7)、 そ して息子のクレメンスの回想録(文 献3565)で ある。ヴァイラーは

きわめて克明に鉄道事業についての日記を残 し、同時に毎週のように ドイツの父

親(彼 も鉄道技 師であ った)宛 てに手紙を書き送 った。これらの資料か ら判明す

る事実 も、本書の 「年表」に翻訳 して掲載 した。

最後に個 々の鉄道技師 ・幹部職員の経歴については、葬式頒布本がきわめて有

用であるη 。鉄道関連の物故者 としては、現在までに約40名 の葬式本を収集 し、

主要な人物 については、本書の表W-1か ら表孤一23ま でにその経歴を示 した。

葬式本の収集作業は今後 も続行する予定である。

4タ イ鉄道業研究の分析視角

表0・3は 、タイと日本の鉄道業の比較を行な ったものである。

日本 に最初の鉄道模型が持 ち込まれたのはペ リーが2度 目に来航 した1854

η 葬式本については
、末廣昭 「タイのr葬 式本』一社会経済史研究の宝庫」(『UP』 東京大

学出版会、1995年3月 号、所収)を 参照。なお、 ドイツの鉄道技術集団を研究 している鳩澤

(ばんざわ)氏 は、 ドイツ鉄道管理協会発行の技術機関誌に掲載された鉄道関連技師の追悼文1

08名 分をもとにデータベースを作成し、その出自、学歴、昇進の分析を行な っている(鳩 澤歩

「19世 紀 ドイツ語圏における社会集団としての鉄道技術者」 『滋賀大学経済学部研究年報』1

994年 第1巻 、123-148頁)。 発想は私も同じである。
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表0-3 日本とタイの鉄道業発展の対照表(1854-1942年)

主要事項 年 日 本 年 タ イ

1)鉄 道模型

の寄贈と対応

1854年

1855年

アメリカのペ リーが機関車模型を持参。

佐賀藩が蒸気機関車の模型試作を計画。

完成年は不明であるが、汽船 と共に成功させる

1856年 イギ リスのヴィク トリア女王使節団が、

蒸気機関車の模型を持参す る。機関車模型の

試作の試みなく、のち博物館で展示する。

2)鉄 道視察

1863年

1872

-73年

長州藩の伊藤博文,井 上馨,山 尾庸三、'山田勝

井上勝が,密 かにロンドンへ留学。井上勝は

ロン ドン大学で鉱山学、鉄道学を5年 間学ぷ。

明治政府の岩倉使節団60名,米,欧 州の

政治,経 済,技 術視察。鉄道について克明な

報告を行 う。

1857年

1871年

ラーマ4世 王が27名 の使節団をイギ リスに

派遣(1856年 の答礼)。 鉄道などの視察

を行う。ただし、報告書は簡略なもののみ。

ラーマ5世 王、英領マラヤ、シンガポール、

インド旅行。鉄道を視察す る。

3)鉄 道建設

計画

1868年

1869年

徳川幕府、アメリカの公使館員ポー トマンに、

江戸 ・横浜間鉄道建設の免許書を与える。

のち却下する。

政府、イギ リスのパークス公使と協議 し、

東京 ・横浜、京都 ・神戸間などの鉄道建設

を決定する。

1859年

1888年

1891年

イギ リス人、サイアム鉄道会社設立計画。

マ レー半島横断鉄道、国王が不許可。

イギ リスのパ ンチャー ド社に鉄道建設の

事前調査を許可する。

コーラー ト線の鉄道建設の公開入牲。

イギ リスのキャンベル社に決定。

4)鉄 道運営

組織の変遷

1869年

1871年

1877年

1885年

1890年

1892年

1908年

1920年

民部 ・大蔵省に鉄道掛を設置。

鉄道寮設置。井上勝を初代鉄道頭に任命。

以後、1896年 まで鉄道事業を統括する。

工部省に鉄道局設置。

鉄道局を内閣直属に移管。
,

鉄道局を鉄道庁に改称。内務省の管轄に移管。

逓信省に移管、鉄道庁(93年 、鉄道局)

鉄道院を設置す る。鉄道局は廃止。

鉄道省を新設する。鉄道院は廃止。

1890年

1909年

1914年

1917年

1921年

土木省 のな かに、 鉄道 局(RoyalRai㎞ay

Depar重ment=RRD)を 設置 す る。

局長 は1917年 まで ドイ ツ人 。

北部線 、南 部線 の2つ の鉄 道局 設置

(RoyalStateRailwaysofSiam)

鉄道局 の管轄 、土 木省 を運 輸省 へ改 組す る。

北部線 、南 部線を 統合 す る。(RoyalS量atg

Rai㎞ay)。 初代 タ イ人鉄 道局 総裁 が実 現。

鉄道局 の上 に鉄道 理事 会 を設 置す る。

5)鉄 道業の

事業発展

1872年

1874年

1878年

1882年

1885年

1886年

1889年

1891年

1876年

新橋 ・横浜間が開通。両停車場で開通式。

明治天皇がご臨席、試乗する。

大阪 ・神戸間が開通。

京都 ・大津間が開通。 日本人技術者が担当。

最初の馬車鉄道、新橋 ・日本橋間開業する。

阪堺鉄道(現 南海電鉄)が 難波 ・大和川間開業

幹線を中山道から東海道へ変更する。

新橋 ・神戸間の東海道線が金通する。

日本鉄道、上野 ・青森間が全通する。

新橋 ・品川聞が複線化する。

1892年

1897年

1900年

1903年

1918年

1922年

1927年

1931年

1920年

1942年

バンコク=パ ークナム間が開痘(私 設鉄遭)

バンコク ・アユタヤー間が開通。ラーマ5世 王

が開通式にご臨席。

コーラー ト線の開通式を行 う。

南部稼、 トンブ リー=ペ ッブ リー間開通

南部線、英領マラヤと接続する。

北部線、チエンマイまで開通。

チャオプラヤー川の東西両岸を結ぷラーマ

6世 王橋(鉄 橋)が 完成。

ディーゼル電気機関車の導入。

鉄道軌間をメー トル軌に統一す る工事を開始

1930年 にすべて完了す る。

バーンパイン冨アユタヤー間複緯化。

6)外 国人

技術者

1874年

1877年

1880年 代

外国人技術者115名 でピーク。以後、漸減

最後の外国人建築師長が退任。

官営鉄道の日本人技術者集団が成立。

1898年

1933年

1934年

外国人65名;1924年 、39名 。

最後の外国人技師長が退任。タイ人へ。

タイ人技術者集団が成立。

7)工 学学校

鉄道研修

1873年

1877年

工部大学校を設立。

鉄道技術者養成のため、大阪停車場に工技生

養成所を設置。その卒業生が京都 ・大津間の

鉄道建設、 トンネル掘削を行う。

1913年

1910

年代 以降

1940年

チュラーロンコン国王文官学校の中に

エンジニア学校設置。1917年 、工学部に。

陸軍工兵局などの軍兵士を訓錬する。

そのほか研修学生を受け入れる。

マッガサン鉄道工場内に鉄道技術学校を設置

(次頁に続く)
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表0・3 日本とタイの鉄道業発展の対照表(1854-1942年)

主要事項 年 日 本 年 タ イ

8)鉄 道業の

技術形成

1878年

1879年

1870年 代

1880年

1881年

1890年 代

1893年

1896年

1897年

1908年

1910年

1920年 代

1928年

井上技師長のもとで、日本人だけによる鉄道

建設が完成。

新橋鉄道局で最初の 日本人機関士を採用。

鉄道用橋梁の桁設計の国産化がほぼ実現する。

逢坂山 トンネル(最 初の山岳 トンネル)完 成。

日本人技術者による トンネル工事完成。

前半、列車ダイヤ作成技術の自立化が進む。

イギ リス人 トレビシックの指導で、最初の国産

機関車の製造を行う。

汽車製造合資会社を設立。

最初の民間鉄道学校(現 岩倉高校)の 設置許可

自動信号機を設置

日本人技術者による橋梁の桁製作が完成。

信号、閉塞、連動装置の日本人による操作。

最初の国産竃気機関車、EF52形 を完成。

1922年

不 明

不明

1918年

一

1910年

.

1918年

1932年

不明

.

コーラー ト=タ ーチ ャン間21kmを 外国人

技師の助力なしで完工。東北部線は以後同様。

該当記録な し。

該当記録な し。

北部線、クンターン ・トンネル完成。

該当記録な し。1920年 代か(?)

該当記録な し。

マッガサン鉄道修理工場を建設。ただ し、

現在に至 るまで、機関車の製造はできず。

該当な し。

鉄道局奨学生、第1期 生アメ リカに留学

以後、1924年 まで毎年続く

鉄道の建設、運営、保線の 自立化完成。

該当な し。

9)鉄 道業の

サー ビス拡大

1896年

1897年

1899年

1900年

1906年

新橋 ・神戸間に急行旅客列車を導入する。

鉄道入場券切符を導入す る。

食堂車を山陽鉄道に初めて導入する。

寝台車を山陽鉄道に初めて導入する。

急行料金を初めて設定する。

1922年

1922年

1926年

バンコク=チ エンマイ間、急行列車を運行。

寝台車、食堂車を連結す る。

南タイ線、国際急行列車の運行開始。

パヤタイパ レスホテルが開業。最初の

近代的な鉄這駅ホテル。

10)鉄 道

関連法規

1887年

1890年

1906年

1910年

私設鉄道条例を公布。

軌道条例を公布。

鉄道国有法を公布。1907年 までに私鉄

17路 線を国有化する。

軽便鉄道法を公布。

1897年

1898年

1921年

サイァム鉄道規則を公布。

大臣会議で主要幹線の国家による建設を

決定する。それまでは外国人請負業者に委託

仏暦2464年 鉄道 ・道路法を公布。

私有鉄道も政府の管理下に入る。

(出所)(1)タ イ:末 廣昭作成 「タイ鉄道関連年表(1856-1941年);タ イ鉄道局r年 次事業報告書」各年版。

(2)8本:野 田正穂 ほか編 「B本の鉄道:成 立と展開」 日本経済評諭社、1986年 、付属年表;

原田勝正 「鉄道史研究試論:近 代化における技術 と社会」日本経済評諭社、1989年;

中村尚史氏の東京大学社会科学研究所における研究報告。
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年であった。興味深いことに、その2年 後の1856年 にはバ ウ リング条約締結

の答礼 として、イギ リスのヴィク トリア女王が、タイの国王 に鉄道模型一式(ビ

ク トリア号)を 贈呈 している。ただし、 日本では1855年 に、佐賀藩が早 くも

同 じ機関車模型の試作 に乗 り出し、完成年は不明であるが鍋 島藩主の前で とにか

く試運転を成功 させた11。 これに対 しタイでは、送 られた模型は宮廷の奥深 く

に飾 られ、その後は国立博物館の展示室に場を移 して今 日に至 っているa。

以後、鉄道局の設置は 日本が1869年 、タイが1890年 、最初の鉄道開通

は日本が1872年 、タイが1897年 である(パ ークナム鉄道は1892年)。

この時間差は、外国人技師への依存か らの脱却や、 自国の鉄道技術集団の形成に

なると大き く開き、技術集団について言 うと日本は1880年 代、タイは193

0年 代初めにほぼ 自立化を達成 した3}。 もっとも印象的な時間差は、 日本が鉄道

専門の技術養成学校(工 技生養成所)を1877年 に設立、民間鉄道学校 も18

97年 に設立 しているのに対 し、タイで鉄道技術学校ができるのは じつに194

0年 だったという事実である。また、 日本では機関車は1890年 代末にほぽ 自

力で製作が可能 となったが、タイでは現在に至るまで機関車、客車 とも依然 とし

て外国メーカーに依存 している。

この違いは一体なぜ生 じたのか。この素朴な疑問が本書のそ もそ もの出発点で

ある。なお、あ らか じめ断ってお くと、表0-3は タイが 日本 と比べて どれだけ

「後れている」かを示すために作成 したものではない。むしろ、ほぼ同 じ時期に

鉄道模型に接 し、 さらに日本より早 くヨーロッパに政府視察 団さえ派遣 してい る

タイで、技術形成が進まなかったのはなぜなのか、その問題を考えるための引照

基準を得るのが 目的である。 したがって、単に横の比較だけではな く、分野毎の

2国 の縦の流れにも注 目しておきたい。そうすることで、例えばタイでは、国内

での技術者養成への取り組みが日本に比べてはるかに遅か った事実が、項 目(7)

や項 目(8)な どか ら判明するからである。'

1〕佐賀 藩 の鉄 道 模 型 の試 作 は
、1853年 、 ペ リー よ り1年 早 く長 崎 に来 航 した プ チ ャー チ ン

率 い る ロ シア艦 隊 の艦 内 で、 テ ーブ ルの 上を 走 る汽車 模 型を見 学 した 佐賀 藩 精 練 所技 師の 中村 奇

輔 な どの 発案 に よ る。 中村 たち は、か ら くり人 形 師 田中久 重 な どの協 力 を得 て 、1855年 に 蒸

気船 と蒸 気 機 関車 の試 作を 開始 し、何年 か 先 に試運転 を成 功 させ た。 原 田勝 正 『鉄 道史 研 究 試論 一

近 代化 にお け る技 術 と社 会』 日本経 済評 論社 、1989年 、30-32ペ ー ジ。
2)ChaophrayaThiphakorawong

,P㎞ αPゐoπ8∫のγα勧置R鷹 乃欲σ;'飯4P痘 盈'痂1,Bangkok:

Ongkan㎞aK㎞ISapha,pp。134-135;タ イ国鉄 編(文 献3003)、23ペ ー ジ。

3)日 本 にお ける鉄 道 技術 者 集 団 の形 成 につ いて は
、 中村 尚史 氏 「近代 日本 に お ける 移植 技術 の

習得 と普及 一鉄 道技 術者 集 団の 形 成過 程 」(東 京 大学 社 会科学 研究 所 全体 研 究 会 、 開発 主 義研 究

班 での1995年12月11日 の報告)に よる 。 タイ鉄道 業 の 技術 者 形成 に関 す る ヒ ン トは 、 同

僚 で あ る中村 助 手 、 もと助手 の 鈴 木淳 氏(現 東 京 大学 教養 学部)と の 度重 な る議 論 か ら多 くの 示

唆 を得 た 。記 して 謝意 を表 した い。
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図0-1タ イ鉄道局 の主 要幹 部:外 国人 とタイ人(1893-1936年)

● タイ人、 ○ 外国人、国籍不明、 ◎ ドイツ人、 ◇ イギ リス人、 ロ イ タ リア人 、デ ンマー ク人

18961910 1917 1932

セタションエンジ ニア ooo..................... ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1909

地 区 エンジ ニア ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1893 1917 1932

鉄道局長 ・総裁 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

189? 1917

運 輸 事 業 部 長 00000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1893 1917

本 部 事 業 部 長 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1893 1917

経 理 部 長 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1897 1923

機 関 車 長 00000000000000000000 000000 ● ● ● ● ●

1923

法 律 局 長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1897 1924

機 械 技 師 長 00000000000000000000 0000000........ ● ● ● ● ●

isio 1929

鉄 道 工 場 長 0000000 0000000000000.. ● ● ● ● ●

1897 1932

保 線 技 師 長 00000000000000000000 000000000000000 ● ● ● ● ●

1893 1933

技 師 長 000000000000000000000000 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ □ □ □[コ ロ ロ ロ □ ● ● ● ●

1905

技 術 サービ ス局 長 00000000000000000000 ◇ ◇ ◇ ◇ ロ ロ ロ ○ ○ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○

(出所)筆 者の調査により作成。



一方
、図0-1は 、鉄道局のなかの技師 ・幹部職員のうち、いつ、 どの職種が

外国人か らタイ人へ と移ったのか、その点を一つの図にまとめたものである。図

が示す ように、タイ人による代替は工区担当エ ンジニア(セ クシ ョンエンジニア)

か ら始 まり、1917年 には鉄道局総裁、運輸事業部長、本部事業部長、経理部

長 といった非技術系部門の トップにいっせいに及んだ。これに対 し技術系の代替

はかな り遅 く、機械担当技師長は1924年 、鉄道工場長は1929年 、最後 ま

で残 ったのが技師長の1933年 であった41。 このプロセスと、 どのような経歴

のタイ人が外国人技師に代替 してい ったのか、その点が本書で解明すべき重要課

題のひとつ となる。

そこで、次の第3章 ではタイの組織 ・機構、技師、労働者の推移 について概観

を与え、次いで時期を、①英独による鉄道局支配の時代(1890-1917年 、

第4章)、 ②ブラチ ャッ トによる鉄道改革 とタイ人化政策の時代(1917-1

932年 、第5章)、 ③軍 による鉄道運営への介入の時代(1932-1941

年、第7章)の3つ に区分 して、各時期における主要な問題 について論 じてみた

い。そ して第6章 では、1918年 に始まり1924年 に終わる鉄道奨学生の海

外派遣(74名)と その意義について取 り上 げ、より詳 しく検討 してみたい。

鉄道奨学生の派遣は、第一次大戦のさなか、1917年 にタイが枢軸国側に宣

戦布告を行ない、 ドイツ人鉄道技師 ・幹部職員全員を国外に追放 し、タイ人によ

る鉄道建設 と運営が避けられない課題 にな ったために実施された。私がこの鉄道

奨学生にと りわけ注 目するのは、彼 らが帰国後、 「鉄道業のタイ人化政策」の要

とな ったからである。事実、1932年8月 に実施された大規模な機構改革では、

鉄道奨学生出身が重要なポス トのすべてを独 占した(表V・37を 参照)。19

17年 末 に構想された鉄道業のタイ人化政策は、15年 後にまさに実現 したので

ある。

しか も鉄道局の奨学生制度は、74名 のうち計55名 が身分や家柄に関係な く、

実力本位の試験で選抜 された(残 り19名 は推薦組)(表VI-1か ら表VI-3を 参

照)。 そのため、奨学生の学力水準はきわめて高 く、 じっさいアメ リカに派遣 さ

れた第1期 生 と第2期 生はマサチューセ ッッ工科大学(MIT)や ミシガ ン大学、

イギ リスやフランスに派遣された第3期 生か ら第7期 生は、ケ ンブ リッジ大学や

バー ミンガム大学、 リヨン大学など、それぞれ一流大学で土木、機械、電気、会

計商学、経済学の学士の資格をとって帰国 した。したが って第1章 の議論 に照 ら

して言 うな らば、 「個人 レベルの技術形成」は1918年 以降、鉄道局により集

団的かつ 目的意識的に推進されたことになる。

にもかかわ らず、鉄道業全体のタイ人による技術形成は、外国人技師依存時代

と同 じく、1920年 代一30年 代以降も順調には進まなかった。それはなぜな

4)技 師長 の 席 は
、1932年 は 空席 で あ った。
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のか。この点を さきに提示 した 「企業 ・組織 レベルでの技術形成」、つ まり 「組

織 的統一性」と 「社会的 レベルでの技術形成」とい う2つ の視点 と関連 させて検

討 してみたい。そ して、私の暫定的な結論は、第8章 の 「タイ鉄道業における技

術形成の限界」で展開す る予定である。

第3章 タイ鉄道業 の組織、鉄道局長、技 師、労働者

1鉄 道局の組織 と職制

『年次事業報告書』などを参考に鉄道局の組織の変遷を年表として示 したのが、

表IV-1「である。図IV-2か ら図IV-4に は、判明す る限りの組織図を掲載 してお

いた。また、1917年 以降の部局 と職種の英語名、タイ語名、 日本語仮訳は表

IV-2に 、同 じくマ ッガサ ン鉄道工場の部署 と職制の名称は表IV-6、 表IV-7に

それぞれ示 してある。

さて組織 ・機構か ら見ると、鉄道局 は大き く4つ に時期区分す ることができる。

①1890-1909年:鉄 道局を土木省のなかに新設 し、 ドイツ人を中心 に

建設、運営を行な った時期。なお、1890-1896年 までは、実際の鉄道建

設や列車の運行はイギ リス人の建設請負い会社キ ャンベル社が担 当し、 ドイツ人

が局長や技師長を務める鉄道局は、工事や運輸の監督のみを担当 した。ところが、

1896年 に政府はキャンベル社との契約を破棄 し、以後は主要路線の建設、運

営 ともに鉄道局が直接担 当する体制を とっている。

②1909-1917年:北 部線、南部線の2重 体制の時代。1909年 、南

部線の建設をイギ リスの借款によって開始 したため、鉄道局をチ ャオプラヤー川

の東岸を担当す る 「北部線局」 と、同川の西岸つま りマ レー半 島に伸びる鉄道を

担当する 「南部線局」の2つ に分割 し、北部線はもっぱ ら ドイツ人、南部線 はイ

ギ リス人が統括するとい う体制をとった。また、北部線各線(コ ーラー ト線、東

部線、北部線の3つ)は 幅1・435メ ー トルの標準軌、南部線は幅1メ ー トル

の狭軌をそれぞれ採用したため、使用する車輌や鉄道資材 も異な っていた。なお、

2つ の局を設置 したのは1913年4月 か らであるが、職務の分割は1909年

か ら開始 され、建:設、保線、整備工場関係のいずれについて も、2つ の局がそれ

ぞれ別個 に担当 した。ただ し運輸事業、経理、統計は北部線局が全国を統括 した。

③1917一 ・1932年:北 部線局 と南部線局を再び統合 し、同時に全国の線

路の軌道を 「1メ ー トル軌」に統一する事業を開始 した時代。バ ンコクノーイに

あった南部線用の車輌整備工場も、北部線用のマッガサ ン鉄道工場に併合 され た。

同じ1917年 には、道路局が鉄道局に統合されている。 さらに、1921年 の
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「鉄道 ・道路整備法」の制定に伴い鉄道理事会を新設 し、同理事会が鉄道政策全

般 と私鉄の管理監督を行なった。1926年 には、ディーゼル電気機関車導入計

画 と信号 ・電信の体系化のために、政府所有のサームセーン発電所の所轄官庁 も

鉄道局に移管 している(以 上、表W-1を 参照)。

④1932年 以 降:鉄 道局の内部機構を大幅に改革 した時代。新 しい組織体制

は図V-3に 示 したとお りである(詳 しくは年表の1932年8月 の項を参照)。

また、1938年 にも中規模の機構改革 と職種の名称変更を行なっている。

職制と職種については、まず全体を統括するものとして鉄道局長(1917年

以降は鉄道局総裁に名称変更)が 存在 し、その下に建設、保線、機械工場など技

術関連のすべてに責任を負 う技師長(ChiefEngineer)、 日本で言 う建築師長が存

在する。またその下には、当初は工場機械関係を統括する機関車長

Superintendent,

Superintendent,

Phu Amnuai-kan fai Rotchak)

Phu Amnuai-kan Doen Rotfai)

(Locomotive

と運輸関係を統括する運輸長

の2名 が存在 しだ1。

(Traffic

建設 ・保線部

門は独立の部局を構成することはな く、工区(セ クション)毎 に担当技師、担当

技 師補佐が任命 され(1・896年 以降)、 彼 らは局長(も しくは技師長)に 直属

していた2}。

　それがおおよそ1901年 頃に図V-2の ような体制になり、 さらに1907

年以後は、図V-2の うち 「エグゼキューティヴ ・サー ビス」が建設事業部 と保

線事業部に発展 した。1909年 以降は、建設、保線事業部 とも、それぞれ北部

線 と南部線に分かれている31。 その後 も機構は、ホテルなどの新規事業や軌道統
一事業が加わることで複雑多岐化 してい くが

、1920年 代を念頭にあえてグルー

ピングをすれば、①本部事業部、経理部、法律局、②技術サー ビス局、③運輸事

業部、ホテル事業部、④建設、保線事業部、⑤機械事業部(車 輌整備工場を含む)、

倉庫部、⑥道路事業部の6つ であった。因みに、1918年 か ら1932年 まで

の部署毎の人種別職員及び労働者の分布は表V-5か ら表V-19ま でに示 したと

お りである。そ して、1932年8月 の機構改革 によって複雑な組織は整理統合

され、①本部事業部(総 務、統計、法律の3課)、 ②運輸事業部(総 務、営業、

運転の3課)、 ③機械サー ビス部(建 設、保線、工場、倉庫の4課)、 ④経理部

の4事 業部体制に整備 された。

1}タ イ鉄 道 局 『第1回 年 次 事 業 報告 書 ラ
ッタナ コー シン暦117年 』(英 文)、 同 『第2回

年 次 事業 報 告書 ラ ッタ ナ コー一シ ン暦118年 』(タ イ文)よ り。
2)『 年 次事 業 報 告書 』 の第1回 か ら第7回 ま での機 構

、人員 に関す る 報 告 の なか には、 工 区 担

当技 師は 含 まれ ず 、職 員 の みが 記載 され て い る。
3)こ の 時期 の 組織 図 は残 され て い な いの で 詳細 は 不 明で あ る

。 ダイ レ ク トリー(Di爬 α01yfor

BangkokandSiam)の 各年 版 に は、政 府 官庁 の幹 部 の名前 を 掲載 してい るが 、1909年 以 降 の 鉄

道 局 の人 事 は、 北 部線 局 の みを 掲載 してい る。
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技 師長 、機械 担 当技 師長 、機関車長 、地 区担当保線技 師、工 区担 当建設 技 師 な

どは、 タイ語で エ ンジニ ア(lhginia)も しくはナーイ ・チ ャー ン(NaiChang)

と呼ばれη 、原則 的 には学士相 当の資格 がな い と昇 進 できな い。工学 系 の学士

(ParinyaWisawakammasatBanthit)は1935年 ・にチ ュラー ロ ンコー ン大 学工 学

部が初 めて導 入 したか ら、 それ以前 は海 外 に留学 して 学士 を取 得 しな い限 り、 タ

イ人 が 「技 師」 に な るこ とはで きなか った。 学士を もたな い外 国人 の技能 者 、 タ

イ 国内のエ ンジニ ア学校卒業者(RongrianYantrakam、1913年 設 立)、191

7年 に開設 され た チ ュラー ロ ンコー ン大 学工 学部卒業証 書取得 者(こ れ を タイ語

でニ ヤバ ッ トと呼ぶ)は 通 常 「チ ャー ン」(Chang)(日 本 の技手 に相 当)と 呼

び、各 技 師の下 で技 師補佐(NaiChangPhu-chuai)に なるか見習 い にな るほか な

か ったa。 た だ し、外 国人技 師の場合 には経験 を積 む と技 師補佐 か ら技 師 に昇 進

した もの もい たよ うであ る。

一方 、鉄道 工場 の場 合 には、機械担 当技 師長(ChiefMecha㎡calEngineer,Nai

Chang-konEk)の 下 に機 関:車長 がお り、 その下 に課長 と同格 の各工 場長(機 関 車

整 備 ・修 理 、客車 整備 ・修理 、貨車整備 ・修理 、機械 、電気な ど)が 存在 した。

工 場長以 上 の職種 はす べて学 士相 当で あ る。.工場長の下 には フ ォアマ ン(Nai

Ngan,Sarawat)、 さ らにその下 に熟練労働 者 、r般 労働者(KhonNgan)が 存

在 した。 タイ の職制 では、仮 に勤続 年数 を重ね て も、熟練 労働者が フォアマ ンに、

フ ォアマ ンが技 師補佐 や技 師に、技 師補佐 が技 師に昇進 す る道 は、 それ ぞれ 閉 ざ

されて い たので あ る31。

運輸事業部門 も仕組みは建設、保線技師とほぽ同 じで、運輸長 、運輸長補佐、

地区の運輸担 当責任者はそれぞれ会計、商学、経済の学士号が必要だった。技師

補佐 に相 当す るのは運輸検査官(Traf∬cInspector)で 、 この中間管理職の地位 も

国内の卒業生が昇進す る道はほとんどなかったようである。国内の学校の卒業生

は事務員、下級職員 に留 まり続けるしかなか ったわけである(な お、駅長の資格

111910年 以前 の 国立 古 文 書舘 の 史料 や鉄 道用 地 の収用 な どの法律 を 見 る と
、工 区 担 当 エ ン

ジニ アは 、英 語 の セ ク シ ョ ンエ ンジニ アをそ の まま タイ語 に翻 字 して い る。 「ナー イチ ャー ン ・

パ ー ク」 とい う タイ語 が 定着 す るの は、1910年 代 以 降の こと と思 わ れ る。

2)チ
ュラー ロ ンコー ン大 学工 学部 卒 業者 は、 鉄道 局 、郵 便電 信 局 、灌 概 局 な どに職 を 得 た が 、

学士 の資 格 を持 たな いため 、技 師(ナ ーイ ・チ ャー ン)で はな く、 技 師見習 も し くは技 手(チ ャー

ン)に しかな れ な か った(文 献3045、27ペ ー ジ)。

3}鉄 道奨 学 生推薦 組 で
、1930年 代 当時 、 マ ッガサ ン鉄 道 工場 の発電工 場 長 ル ワン ・プ ラ シッ

トゴ ン ラマイ(本 名 プ ラ シ ッ ト ・メ ー ナ サ ウ ェ ー ト、1898年 生 ま れ)か らの 聞 き取 り調 査

(バ ンコ ク、1995年7月29日 、30日)よ り。
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要件 は不 明。1910年 代か らほぼタイ人が就任 している)。

さて、最後に職員と労働者の構成とその推移を見てお くと、表V-1と 表V-2

の如 くであ った。1890年 か ら1904年 までは、幸い部署毎の職員の数を

『年次事業報告書』が報告 しているが、労働者の数は不明である(後 述)。
一方、1911年 か ら16年 までは、鉄道局の従業員を職員(staff)、 監視員

(watc㎞en)、 労働者(wor㎞en)、 苦力(◎oolies)に 分類 して、それぞれの人

数を報告 している(北 部線局のみ)。 ここでいう 「労働者」は、おそ らく車輌整

備工場や倉庫部門などに日給ベースで雇用された人 々、 「苦力」は建設や保線部

門に雇用された請負い契約べ一スの労働者を指す ものと思われる。そ して191

8年 以降は、再び部署毎に従業員数を報告するようになった。1918年 以降は

部署別人種別 に詳 しく人員が把握できるというメリッ トがあるが、逆に職員 と労

働者 ・苦力の区別がな く、それ以前の統計 とは連続 しない。連続 した人員表は今

後、国立古文書館の史料探索を通 じて補足 していきたいと考える。

2鉄 道局長 と鉄道局総裁

1890年 に鉄道 局が 設置 されて か らの鉄道 局長(Director-Genelal)、191

7年 以 降の鉄 道局 総裁(Commissioner-General)、1935年 以降 の鉄道 局長

(D加ctor-General)、1951年 か ら73年 までの タイ国鉄 総裁(Govemor)の

それ ぞ れの人 名 と略歴 は、表IV-3に 一括 して示 してお いた。

表 か ら分か るよ うに、1890年 か ら1917年 まで は、鉄道 局 も し くは北 部

線 局の局 長 は、 ベー トゲ(KarlBethge)、 ゲーアツ(HemlannGe㎞s)、 ヴァイラー

(LuisWe皿er)と3代 と も ドイツ人が独 占 した。1909年 に新 た に設 け られ た

南 部線 建 設担 当責任 者(の ち南 部線局長)は 、 さきに述べ た イギ リスか らの借款

に付 随 して締結 され た秘密 協定 に よ りイギ リス人 に限定 され、 ギ ッテ ィ ンズ

(HenryGi廿ins)が そ の地 位 に就 任 して い る(そ れぞれ の経 歴 は、第IV部 外 国

人技 師一覧 の該 当項 目を参 照)。

1917年6月 、 第 一次 大戦へ の参戦(ド イ ツへ の宣戦布 告)に 先 だ って、 国

王 は新 しい鉄 道局 総 裁 に ブ ラチ ャッ トを任命 した。 ブ ラチ ャ ッ トは、 ラ ーマ5世

王 の 第35番 目の皇 子 で、 ワチ ラウ ッ ト皇 子(の ちラー マ6世 王)と は 同 じ18

81年 生 まれ の異 母兄 弟で あ る(図 粗一1を 参 照)。 イギ リス に留学 して 、ケ ン

ブ リッ ジ大学 とチ ャタ ム陸軍 工兵学校 で土木工 学 を学 び、帰 国後 は新設 された陸

軍工 兵 局 の監 察長 官(CharcThahanChang)に 就任 した。 当時 、弱冠24歳 の若 さ

で あ った。監察 長官 とい うのは、① 陸軍の制度 全般、施 設設備 の規 格 に関す る査

察、② 陸軍 内部 の各 部局 間の 調整、③ 陸軍工兵学校(通 信、鉄道 、土木建設 な ど)

の統 括 、④ 陸軍 の技 術 に関 わ るすべ ての事業 の統括 とい う4つ の権 限 を もつ特 別
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な地位で、同時に、彼は国王警護を任務 とする第一師団長を兼任 していたか ら、

陸軍司令官に劣 らぬ大きな権限を有 していだ}。 したが って国王の異母兄弟で、

イギ リスで土木工学を学び、軍人技術者の前歴をもつ人物が、 タイ人最初の鉄道

局総裁に就任 したことになる。彼の詳 しい経歴については、表孤一1に 示 してあ

るので参照されたい。

ブラチ ャッ トは通常、 「タイ鉄道の父」と呼ばれているが、その活動 と業績の

範囲は極めて広 く、のちに紹介する鉄道改革や鉄道電化計画だけでな く、道路行

政の整備 と道路事業の一部民営化、陸軍の通信設備の近代化、郵便電信事業の近

代化、陸軍航空課の新設(の ち空軍に発展)と 航空事業の一部民営化、対外貿易

の促進(商 業普及会議=の ちの商務省の委員長)な ど数多 くの事業を実施 した 。

その意味では、戦前期 タイの 「技術近代化の父」 と呼んで も差 しつかえない人物

である。彼は強力な リーダーシップを発揮 し、1926年5月 には鉄道局総裁兼

任のまま新 しく設置 された商務運輸省の大臣に就任 した。そ して、大臣職が激務

のために1928年2月 に鉄道局総裁を退任するが、1932年6月 の 「立憲革

命」で政治的に失脚す るまでは、商務運輸大臣として、実質的に鉄道局に も君臨

していた。 したが って、1917年 か ら1932年 までは、広義には 「ブラチ ャッ

トの時代」 と考えることができるa。

絶対王制を立憲君主制に変えた1932年 の人民党の革命以後は、新政府が省

庁部局の統廃合をひんぱんに実施 したため、鉄道局 も大混乱に陥 った。、1932

年6月 か ら1934年4月 までのわずか2年 弱のあいだに、総裁代行 も含めて5

名 も総裁が替わ っていることが、その何 よりの証左である。事実、1933年 半

ばには 「マ ッガサ ン鉄道工場の労働者であって も、プラヤー ・パ ホン首相の承認

さえあれば総裁になれる」といった椰楡ともとれる噂が流されたほどであった3}。

そ して、1934年4月 末にマッガサ ン鉄道工場の労働者が史上最大のス トラ

イキを断行す ると、政府は即座にプラ ・ウ ドムヨータティユ ッ ト陸軍少将を派遣

して、鉄道局総裁の代行に任命 した。さらに、1936年2月 には陸軍工兵局通

信学校長官代理のチャルー ン ・ラッタナグン陸軍中佐(階 級は当時、人民党の有

力メンバー)が 、鉄道局長に就任す る。なお、この時代の陸軍工兵局通信部隊と

ブラチ ャッ トの時代の陸軍工兵局のあいだには人脈的つなが りはない。 また、プ

ラ ・ウ ドムヨータテ ィユ ッ トやチャルー ンはいずれ も海外留学の経験のない、陸

軍士官学校卒の現役の軍人であったことも、1933年 以前のタイ人鉄道局総裁

1}ウ ィ タヤ ー(文 献3046)
、23ペ ー ジ。

2[ブ ラ チ
ャ ッ トの 運 輸通 信 の近 代化 の試 み につ いて は、 ウ ィ タヤーの ほか 、次 の文 献 を 参照 。

タイ 国鉄 編(1983年 、 文献3004)、 陸 軍 通信 部 隊編(1988年 、 文 献3026)、 ブ

ラチ ャ ッ ト殿下 生 誕100年 記 念(1982年 、文 献3033)な どを 参照 。
31"StateRailways

,1「βT〃M,July20,1933
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の経歴 とは大 き く異なっている。つまり、鉄道局総裁(局 長)職 は、海外留学の

経験を もつ学士資格の技 師か ら資格を持 たない生粋の軍人技術者へ と移行が見 ら

れたのである。

したが って以上の点を整理す ると、タイの鉄道局長(総 裁)は 、① ドイツ人の

時代(1890-1909年)、 ② ドイツ人、イギ リス人の二重体制時代(19

09-17年)、 ③ブラチャッ トの時代(1917-32年)、 ④混乱期(19

32-34年)、 ⑤軍による介入の時代(1934-41年)に まとめることが

できる。

3ヨ ー ロッパ人技 師

タイの鉄道建設と運営 は、少な くとも1917年 まではヨーロッパ人、いわゆ

る政府お雇い外国人に全面的に依存す る形でなされた。表V-23(1893年

と1897年)、 表V-24(1896年 と1898年)、 表V-27(1901

年)、 表V-30(1908-1909年 の外国人技師一覧)、 表V-32(19

17年 に追放 された ドイツ人技師一覧)を 見る限 り、重要なポス トは完全 にヨー

ロッパ人が掌握 していたことが判明する。

ただし国籍別に見ると、1890年 から96年 までのキ ャンベル社の建設請負

い時代には、人材不足 もあってイギ リスをはじめ多数の国の技師が高額の給与で

招聰されていた。具体的にはイギ リス人、 ドイツ人、デ ンマーク人、オランダ人、

オース トリア人、ポル トガル人、フランス人、イタリア人、スイス人、アメ リカ

人などが混在 していた。興味深いことに、 日本人鉄道技師も雇用されている。例

えば、1893年 か ら95年 までは、九州鉄道株式会社の技師長であった野辺地

久紀(の べち ・き ゅうき)が 、タイ鉄道局の招聰に応 じてコーラー ト線のアユ タ

ヤー工区担当エ ンジニアにな っている。なお、この野辺地はアメ リカのペ ンシル

バニア大学工学部卒(1888年)で 、タイでの任期満了後、 日本に帰国 し東京

帝国大学工科大学教授に就任 した1i。

1896年 の統計を見 ると、鉄道局職員51名 のうち32名 が外国人、189

8年 には90名 のうちじつに65名 が外国人である。鉄道局長、技師長、運輸長、

機関車長 はもちろんのこと、タイ人1名 を除 く工区担当建設技師のすべても外国

人であった。 タイ人が進出できたのは通訳や下級職員の職のみで、機関手や火夫

(汽罐夫)で さえも、 ヨーロッパ人かイン ド鉄道、連邦マ レー鉄道に雇用 された

アジア人(イ ン ド人やイギ リス人 との混血)か らリクルー トされた(年 表参照)。

ところが、1901年 頃になると、主要路線はすべて鉄道局の直轄事業にな っ

たこともあ って、技師や幹部職員の大半を ドイツ人が占めるようになる。国籍は

11井 関 九郎 「大 日本 博士 録 第 五巻 工 学 博士 之部 』発 展社 出版 部
、1930年 、29頁 。
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確認できないが、表V-27が 示す人名はその点を示唆 している。 また、鉄道局

長であったヴァイラーは、1905年3月1日 付けの彼の 日記のなかで、当時の

鉄道局職員の総数は313名 、うちスタッフが243名 、技術者(Bau)が70

名で、スタッフ部門の多 くはタイ人、技術者の多 くは外国人が占めていたことを

指摘 している。そ して、鉄道建設工事を指揮する工区担当エ ンジニア

(Sektionsingenieurcn)は 計17名 。その国籍別 内訳は、 ドイツ人8名 、イギ リス

人4名 、デ ンマーク人2名 、イタリア人1名 、タイ人2名 であったと記録 してい

る11。 その後、1909年 か らは、すでに述べたように北部線、南部線の2重 体

制に移行 し、北部線の建設 ・保線事業を ドイツ人 とタイ人が、南部線の建設 ・保

線事業をイギ リス人 とタイ人が、本部事業部や運輸事業部を ドイツ人 ほかの ヨー

ロッパ人が担当するという国籍別の分業体制が確立 した。

しか し1917年7月 、先に述べたように、タイ政府は ドイツほかに宣戦布告

し、鉄道局 に所属す る合計28名 の 「敵国人」を逮捕 し、国外に追放 した。そし

て、1921年4月 に、ブラチャッ ト鉄道局総裁は、重要な地位 に今後 ヨー ロッ

パ人技師を任命 しない という 「鉄道運営のタイ人化方針」を国王に奏上 し、その

了承を得た。その結果、1920年 代後半には ヨーロッパ人技 師の数は次第 に低

下 してい く。 もっとも、表V-35、 表V-36を 見ると、1927年 の時点で も

なお多 くの部署にヨーロッパ人技師やフォアマ ンが残留 していた。結局、最後の

ヨーロッパ人技師クラム(A曲urJ.Crum)が 鉄道局を退職 し21、 タイ人技 師と幹

部職員 による鉄道運営が実現するのは1932年 末のことであった。

タイで働いていた ヨーロッパ人技師について、ここでは2点 だけ付記 しておき

たい。第一は、当時の外国人技師あるいは幹部職員のなかには 「出稼ぎ ・短期移

動組」 と 「長期滞在組」の2つ のグループが存在 した点である。まず 「出稼ぎ ・

短期組」は3年 か ら5年 の任期で、ひとつの工区の建設を終え るとタイを離れる

建設請負いタイプの技師である。イ ン ド鉄道や連邦 マレー鉄道か ら機関手、汽罐

夫、保線技師補佐な どの職 として雇用された経験者な どにも、このタイプが多かっ

た。
一方

、 「長期滞在組」は、例えば、1904年 から17年 まで局長を務めたヴァ

イラー(建 設担当技師時代を加えると計18年 間)、1898年 か ら1917年

まで運輸長を務めたシュネル(ド イツ、19年 間)を はじめ、技師長のギ ッティ

ンズ(29年 間)、 保線担当技師長のス ミス(Smyth,R.F.)(29年 間)、 建設

担 当技師のパ スモア(26年 間以上)、 技術担当責任者のス ミス(Smyth,Gilb鉱

C.)(25年 間)、 建設 ・保線担当技師のカノーヴァ(25年 間)、 クラム(2

1}ヴ
ァイ ラー の 日記(文 献3566)、129ペ ー ジ。

2〕ク ラム は
、1932年12月 、保線 担当技 師長 を退任 し、い ったん は鉄 道局 顧問 に就 任 す る。

彼 が 最終 的 に タイ を離 れ 、母 国イ ギ リスに帰 国す るの は1934年10月 の こ とで あ った 。

31



4年 間)な ど、期間はいずれもきわめて長い(第IV部 外国人技師一覧を参照)。

しか も重視すべ きは、彼 らが鉄道局に雇用されてか らは、他の政府部局や民間

会社へ移 ることな く、退職するまで一貫 して鉄道局のなかに留ま り続けている事

実である。 これだけ長期間いれば、当然言葉の習熟、緊密な人間関係、タイに見

合 った ノウハ ウも集積され、タイ人への現場訓練は容易になったと考え られる。

しか し、彼 らの もとでタイ人技師が養成 された という記録は残 されていない。長

期間、 しかも鉄道局内部で勤続年数に応 じて昇進 してい く雇用システムは、かえっ

てタイ人の技術形成を妨げたのだろうかη 。

第二 は、鉄道局に限 らず、当時の政府お雇い外国人がきわめて高給を得ていた

点である。この点は、表V-28、 表V-30に 示 したとお りである。例えば、1

902年 を例 に取 ると、最高額は政府財務顧問の りベ ッ トカルナ ック(イ ギ リス)

の年給3000ポ ン ド(約5万7000バ ーツ)で あり、鉄道局長のゲーアツは

月収2000バ ーツであった。また、1907年 頃の鉄道局の外国人幹部 ・技 師

の月収を例 にとると、鉄道局長が116ポ ン ド(1547バ ーツ)、 技 師長が9

0ポ ン ド(1170バ ーッ)、 運輸事業部長が60ポ ン ド(780バ ーツ)、 工

区担当エ ンジニアが21ポ ンド(273バ ーッ)か ら45ポ ンド(585バ ーツ)

であ った。勤続20年 、郵便電信局郵便担当局長のタイ人の1907年 の給与が

400バ ーツ、教員の初任給が40バ ーツであることを勘案するな らば、彼 らの

給与がいかに高いかが分かるだろう2〕。.

実際、1912年 度の鉄道運営費の内訳を見ると、表H-10に あるように、

幹部職員や技師の人件費だけで(保 線や車輌整備、工場関係の賃金を含めない)、

全体 の45%を 占めるほどであった。 日本ではこうしたお雇い外国人に対する高

額の給与支払 いが政府の財政を圧迫 し、これが 日本人鉄道技師 ・幹部の養成の大

きなイ ンセンティブへ と発展 した。 しか し、タイではこうした議論はあまりなさ

れなか ったようである。

4タ イ人鉄道技師

タ イ人 最初 の鉄 道技 師 は、私 の調査 による とプ ラヤー ・ラムパ イ ポ ンボ リパ ッ

ト(本 名 チ ッ ト ・ブ ンナ ーク、1864-1928年)で ある(詳 しい経歴 は表

W-5を 参照)。 プ ラヤー ・ラムパ イポ ンボ リパ ッ トは、13歳 の時 にベル リン

η 長 期 に タイ に滞 在 した外 国 人 技 師が
、保 身の ため に 自らの 技 術 ・技能 を タイ人 に伝え る こ と

に消極 的 で あ っ た可能 性 もあ るが、 定 かで はな い。
2〕給与 水 準 は

、 プ ラヤ ー ・カ ブ ワ ンバ ンナーサ ー ン(1867年 生 まれ 、 郵 便 電信 局)と ル ワ

ン ・チ ャー ンダ ル ンウ ィ ッ ト(1892年 生 まれ 、教 育 省)の 葬 式本 か ら、 そ れ ぞれ 得 たデ ー タ

によ る。
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に留学 し、のち シャル ロッテ ンブルグの技術学校(BauakadcmieCharlo鵬nburug)

で土木工学を学んだ。12年 間の ドイツ滞在のあと帰国して外務省に入 り、当初

は通訳官として勤務する。その後、1890年 のパンチ ャー ド鉄道調査に参加 し、

1892年 に正式に鉄道局に入局 した11。1896年 の ドイツ人技師ヴァイラー

の 日記によると、この時、コーラー ト建設工区で工区担当エンジニアに 「ベル リ

ンの技術学校で学んだタイ人を任命 した」 とい う記録がある21。 このタイ人最初

の工区担当建設技師こそが、プラヤー ・ラムパイポンボ リパ ッ トであ った。

次いで彼は、1899年 に、土木大 臣の命令により3年 間、ヨーロッパでの鉄

道研修の任を帯びてイギ リスに派遣された。 これは鉄道局が派遣 した最初のタイ

人研修生である。もっとも彼の場合、 「鉄道留学生」 というよりは、ヨーロッパ

で鉄道資材購入先の事前調査を行な うタイ政府代理人の役 目の方が大 きか った。

とい うのも、それまで ヨーロッパ における鉄道資材買い付け代理人であ ったイギ

リス人商人の不正行為が発覚 し、プラヤー ・ラムパイポンボ リパ ッ トは、解雇 し

た彼の替わ りとして派遣 された側面が強かったからである31。

いずれにせ よ彼は、1902年 にイギ リスか ら帰国 した後、北部線、次いで南

部線の工区担当エ ンジニアに任命 され、1921年 か らは東北部線建設担当技師

長に任命 された。特定の 「路線」の建設担当技師長にタイ人が任命 されたのは こ

の時が初めてであ り、別言すれば1921年 は、タイ人が指揮する鉄道建設の最

初の記念すべき年 とな った。前掲の表0-3の 項 目(8)で 、1922年 にコー

ラー ト=タ ーチャン間21キ ロメー トルの建設工事を 「外国人の助力な しで初め

て完工」とい う記載があるのは、まさに彼の指揮 した工事を指す。そ して、のち

にはタイ全路線の建設担当技師長に任命 された。彼の場合には建設担当技師 とし

て38年 間、ひたす ら鉄道局に奉職 し、退職後4カ 月 もたたないうちに病死 した。

鉄道局一筋に過 ごしたもう一人のタイ人鉄道技師は、プラヤー ・サ リッ トディ

ガーンバ ンチ ョン(本 名 サマーン ・パ ンヤーラチュン、1889-1967年)

である(詳 しい経歴 は、表孤一3を 参照)。 彼の場合 には、1906年 、16歳

の時に、年2名 の枠 しかない国王奨学金給費生の選抜試験に合格 し、イギ リスに

留学 した。その後ラグビー校を経てヴィク トリア大学で工学を習得 し、さらに鉄

道会社で実習経験を 積むな どして、結局8年 間イギ リスに滞在する。

彼は1914年 に帰国した後、鉄道局にただちに入局。コーラー ト地区の保線

技師を皮切 りに、以後、地区担当保線技師(1917年)、 マ ッガサ ン鉄道工場

の機関車長(1921年)、 機械担当技師長(1924年)、 新設 された電気担

当技師長(1926年)、 技師長代理(1930年)を 歴任 して、1932年8

り 『官 報 』 第44巻
、1928年3月18日 、4053-4054ペ ー ジ 。

2}ヴ
ァ イ ラ ー の 日記(1896年11月4日 付 け 、 文 献3566)、94-95ペ ー ジ。

3}ホ ル ム(文 献3517)88 -89ペ ー ジ
。
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月には短期間なが らも鉄道局総裁の地位に昇 りつめた。ブラチャッ ト総裁が もっ

とも信頼を置いた側近の一人が、彼である。また、1935年 に軍人が介入 して

鉄道局長のポス トを 占めた後は、実質的に鉄道局の実務を担当す る次長(こ の時、

新設)に 就任 している。1943年 か ら54年 までは、鉄道技能者の育成を目的

に設立 された 「鉄道技術学校」の校長(長 官)を10年 間以上務めだ)。

以上の経歴か ら分か るように、彼はタイ鉄道局の初期の技術者 としてはもっと

もキャ リアを積んだ、そ してヨーロッパ人技師と同様、内部昇進を代表する人物

である。図0-1に 示 した外国人からタイ人への主要ポス トの移行が、王族や貴

族高官の子弟ではな く、彼のように平民の出身で、国王奨学生制度 とい う、当時

としては唯一の立身 出世の手段を活用 した人物によって担われたことは、きわめ

て興味深い。蛇足であるが、プラヤー ・サ リットデ ィガーンバ ンチ ョンは、19

91年 のクーデタのあ と暫定内閣を指揮 し、タイの政治体制 に 「行政改革」の新

風を巻き起こすアナ ン ・パ ンヤーラチュン首相の伯父 にあたる2}。

以上2名 のほかにも、鉄道局初期のタイ人技師のなかには、例えば、国王奨学

金給費生でイギ リスに留学 し、帰国後一時鉄道局に働き、その後1917年10

月にチュラーロンコー ン大学工学部が設立 された際、初代工学部長 に就任 したプ

ラヤー ・ニパ ッ トグンポン(本 名チン ・ブンナーク)3}、 技師ではないが、19

15年 以降、陸軍戦略局鉄道課か らタイ鉄道局に出向 して運輸、保線、ダイヤ編

成の実習を受け、1917年 の ドイツ人技師追放以後、ブラチ ャッ ト鉄道局総裁

の命令によ り鉄道局に移籍、以後、運輸事業部長補佐に就任 し、1932年 には

運輸事業部長、1933年7月 には鉄道局総裁代理に昇進 したプラヤー ・ウィ ト

サダー ン ドゥンヤラッ トキッ ト(表 孤一4を 参照)な ど、幾人かの注目すべき人

物が存在す る。

しか し総 じて言えば、1920年 代まで タイ人鉄道技師の存在はきわめて少

なか った。 とくにここで強調すべきは、1903年2月 、1906年11月 と、

当時の鉄道局の所轄官庁である土木省の大臣が、熱心に国王に対 して 「タイ人技

師養成のための海外研修計画」を進言 した際、この提案が大臣会議や国王の意見

で ことごと く退け られた事実である41。 例えば、1906年 の土木大臣か ら国王

宛て奏上文のなかでは、当時の鉄道局長のヴァイラーの意見 として、 とりあえず

1}こ の鉄 道 技 術学 校 につ い て は
、教 え子 た ちの 回想 が プラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィガ ー ンバ ンチ ョ

ンの葬 式 本(文 献3052)に 収録 され て いる。
2}ア ナ ン ・パ ンヤ ー ラチ ュ ン首相 の父 プ ラヤー ・プ リチ ャー ヌサー ト(サ ル ー ン ・パ ンヤ ー ラ

チ ュ ン、1890-1974年 、 チ ャラ ッ ト文 庫6735)は 、 タイ新 聞協 会 の 創立 者(194

1年)で あ り、 この父 は プ ラヤ ー ・サ リッ トデ ィガ ー ンバ ンチ ョ ンの実 弟 で あ る。 な お、 ア ナ ン

首相 の 行 政 改革 に つい て は、 末廣 昭 『タイ ー開発 と民主主 義 』岩 波新 書 、1993年 を参 照 。
31文 献 教 育207

、37ペ ー ジ。
4}国 立 古文 書 館資 料1903年2月16日 覚 書 き(NA5

,KrasuwangYo電ha5。1/40)
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タイ人の国内での訓練は、習得が容易な保線事業部門 と倉庫部門か ら始めるべ し

という計画が紹介 されている。 しか し、この計画は結局実施 されなか った し、本

来の提案である海外派遣計画 も却下された。それ どころか国王は、当時建設 ・運

営 していたコーラー ト線、南部ペ ッブ リー線、東部ペー トリュウ線の各路線 にお

いて、それぞれ異なる国籍の外国人局長を任命 し、指揮権の分散化を図る計画を

示唆 したほどであ った11。

鉄道業は技術形成や技術者育成の 「場」 としてではな く、あ くまで植民地化の

危機を回避するための外交戦術を発揮する 「場」として、より強 く認識 されたわ

けである。タイの不幸 はまさにここにあった。タイ政府が、そ して鉄道局総裁が

「タイ人による鉄道運営」のためにタイ人技師の組織的な育成に目を向けるには、

ドイツ人技師の追放 とい う外在的契機を待たねばな らなかった。1918年 か ら

始 まる 「鉄道奨学生」の海外派遣事業がそれである。 この問題は、本書の第6章

で改めて論 じることに しよう。

5鉄 道建設労働者 ・鉄道工場労働者

最後に鉄道建設に従事 した苦力労働者、マ ッガッサ ン鉄道工場の労働者の動向

についても、簡単 に触れておきたい。鉄道建設労働者(苦 力)の 動 きについては、

表0-4に まとめておいたので、まずそちらを参照されたい。

鉄道建設を請負 ったキャンベル社は、当初 タイ人の雇用を計画 したが まもな く

この考えを放棄 し、次にスマ トラのタバ コ農園における遊休中国人労働者 の輸入

を考えた。 しか し、 この計画 も失敗に終わ り、結局は中国本土か ら中国人移民を

大量に導入することに決定 したa。

コーラー ト線の雇用方式は、キ ャンベル社(の ち鉄道局 自身)が 労働請負いを

担 当す る苦力頭(多 くは中国人秘密結社の有力者)と 契約を結び、労働者の募集

を委託する。現場作業の監督 も彼 ら苦力頭が直接行なった。賃金の支払い形態は
一般に出来高制で

、運搬 した土砂の量に応 じて支払われた(図0-2を 参照)。

能率の高い苦力の場合には、1日 で1・25か ら1・75バ ーツ近 くを稼いだと

言われる3)。 これはバ ンコクの苦力の通常の賃金水準(0・75バ ーツ)よ りも

2倍 以上、高い ものだった。ただし、建設現場の労働条件はきわめて劣悪だ った。

猛烈な暑さに加え、サ ソリ、蛇、虎な どに襲われる危険、マラ リアや コレラなど

1〕国立 古 文書 館 資料1906年11月24日 プ ラヤ ー ・ス クム土木 大 臣か ら国王 へ の奏 上

とそれ へ の返 答(NA5,K㎜wangYoIha5.1/50}
2}BangkokTimes

,Februaryl6,1891.;ヴ ァイ ラー の 日記(文 献3566)、52ペ ー ジ。
3〕 も

っ と も具 体 的 な記 述 は、 キ ャ ンベ ル社 の建 設担 当技 師 で あ ったア メ リカ 人の ベ ンネ ッ トの

記録(文 献3505)に 見 られ る。 ホル ム(文 献3517)、92ペ ー ジ も参 照 。
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表0-4タ イ鉄道建設労働者(苦 力)に 関する報告一覧(1891-1916年)

年 月 鉄道建設労働者'.苦 力 に関す る報道記録 出 所

1891/12 ◆ コーラー ト線の建設 で、建設請負い会社キャンベル社は 当初、スマ トラ BT1891/2/16

の タバ コ農業労働者の 中国人を導入 しようと したが、失敗。結局、 中国

本土か ら中国人苦力を導入することに した。

1893 ◆ コー ラー ト線のバ ンコク建設工区では、1カ 月3人 分の賃金が 文 献5110、127-128

60バ ー ツ に達 す る

1893 ◆ ヴ ァイ ラ ー の手 紙 よ り。 苦力 頭 の月 給 は100-120バ ー ッ と記 録

1893/8 ◆ 当初、建設請負い会社キ ャンベル社は、タイ人を導入 しようとしたが、 文 献3566、52

結局失敗に終 わる。

1895 ◆キ ャンベル社の建設工事では、出来高賃金制を採用 し、土木工事は 文 献3517、92

1立 方 米 当 た り20-25ア ッ ト(64ア ッ ト=1バ ー ツ)。 熟練 の

中国人では5立 方米を運搬するので、B当 は1・25バ ーツと報告。

189514 ◆ヴ ァイラーの 日記 より/サ ラブ リー建設工区では、中国人、タイ人、 文献

ヒンディ人、 クリングス人、ベ ンガル人、 日本人などを雇用 と記録。

1895/04 ◆ヴ ァイラーの 日記 より/中 国人のサボタージュに対抗す るため、初めて 文 献3566、81-82

タ ミール人を試験的に雇用 したと、 日記に記録。

1895/10 ◆ 日本の広島県農民が、 「移民計画」に従 ってタイに移住 。 宮崎酒天 「三十三年の夢」

賃金水準が よいため、タル ラックの工区に赴き、 コレラに罹 って死亡。 61-62.82

1896 ◆1891-1896年 の5年 間に 、 コー ラー ト線 の建 設 で、

5000名 の苦力 と36名 の ヨーロッパ人技師が死んだ。死者の数が Smyth1898,244-245

多か ったのは、ペ ー トプ リュウ(サ ラブ リー)建 設工区よ り先の地 区で

あ ったと、政府お雇い外国人ス ミス(英)が 記録。

1896 ◆コーラー ト線のの鉄道建設は、人命の面か ら見 ると高くついた。 BCR1900,11

文書が明 らかに したことか ら言えば、数千人の苦カー中国人、ラオス人、

タ イ 人 、 イ ン ド人 一が 、建 設 中に死 ん だ。 ヨー ロ ッパ 人の 間 では 、

少な くとも30名 が死去 し、このうち19名 がイギ リス人だ ったと、

イギ リス領事官が記録する。

1897 ◆中国人苦力の賃金支払いは出来高払い制で 日当は約2バ ーツに達する。 文献3505、552

1897-98 ◆ コーラー ト線建設の 山岳部での罹病率は16-18%と 高い。 BTYVM1898/11/4

2091名 の苦力のうち9%が 死亡 した、と鉄道局付き医師ヘイズが報告

1899 ◆ コーラー ト線の山岳部の建設に従事 しているタイ人の日当は 文献3517、91・92

◆ゲーアツ鉄道:局長は当初、日本か ら建設労働者を導入 しようと し、 文献3566、119・120

日本の移民会社 と契約 したが、国王の反対で中止 となる

1901 ◆ コー ラ ー ト線 の 建設 で は 、32名 の ヨー ロ ッパ 人 と7000名 の 苦 力 BTWM1901/10/10

の犠牲者を出 した と、 「週刊バ ンコクタイムズ紙」が報道。

1904/06 ◆北部線の建設にイ ン ド人苦力の導入を ヴァイラー鉄道局長が提案。 文 献3517、117・118

オ ラ ンダ政府 は蘭印の農民導入を提案 し、バ ンコクの 日本領事館は、

日本人移民の利用を提案す るが、国王が反対す る。

1904/11 ◆北部線の中国人苦力が賃金引き上げを要求 してサボタージュ。 BTINM1904/11/21

1905 ◆ 中国人苦力は、効率的で募集が容易。建設を急 ぐときには、中国人に 文 献3517、118

依存せ ざるを得ない。北部線の ピチ ッ ト=サ ワンカ ローク間の建設 は

同地域の客家系の 中国人綿花農業労働者を雇用。 日当は1・5バ ーツ。

1907/10 ◆北部線の中国人苦力のサボタージュに対抗 して、鉄道局はイギ リス 文 献3517、120

保護民の ク リングス(マ ラヤ在住イ ン ド人)、 フランス保護民のカム族

導入 しようとする。 また、ヴァーラー局長はラオス人の雇用をスクム

土木大 臣に申し入れ。
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表0-4タ イ鉄道建設労働者(苦 力)に 関する報告一覧(1891-1916年)

年 月 鉄道建設労働者.苦 力に関する報道記録 出 所

1908 ◆北部線のクー ンター ン ・トンネルの掘 削工事 には、ラオス人を投入 BTWM1908/8/3

していると報道。

1909 ◆南部線 ソンクラー建設工区では、300名 の苦力を使用と報道。

1911 ◆南部線の建設労働者数は契約べ一スが5620人(中 国人5100人 、 BTWM1912/10/23

タ イ人220人 、 イ ン ド人300人)、 日雇 いべ 一 スで1920人

(タイ人1800人 、中国人120)と 年次事業報告書が報告。

1912/3 ◆鉄道局北部線局の年次事業報告書(1911年 度)が 、鉄道建設労働者 文 献3517、12

(苦 力)の 数 を1715名 と発 表。

1912/4 ◆北部線の建設 にラオス人を導入。チエ ンマイだけでなくムアンロング、 BTYVM1912/4/30

ウボ ンな どか らも連れて くる。また、相 当数のカム族がルアンプラバ ン

か ら来ている。

1912/6 ◆北部線の建設で1000名 の苦力を雇用。 うち75%が 中国人では

な く地元の労働者。 ラオス人が多 く、ホウ族や シャン族 も雇用 と報道 BTWM19126/14

1913 ◆南部線の建設労働者数、契約 べ一スが3962人(中 国人3306人 、 BTWM1914/11/6

タ イ ・ラオ ス人649人 、 イ ン ド人7人)、 日雇 いベ ー ス が3574人

(中 国 人48人 、 タイ ・ラオ ス人3456人 、イ ン ド人70人)と 報 告

1913/03 ◆鉄道局北部線局の年次事業報告書(1912年 度)で 、鉄道建設労働者 文 献3518、11

の数 を1702名 と報 告。

1913/04 ◆北部線建設状況を視察 したヴ ァイラー鉄道局長の報告。400名 の BTWM1913/4/10

中国人に対 し、1800名 のラオス人が働いてい る。賃金が安いためで、

1年 前 と比率はまった く逆転と報告。

1913/05 ◆南部線の建設。 ソンクラーか らバ ッタニーへの延長工事を中止。 BTWM1913/5/22

1000名 の苦力を解雇す る。

1913/06 ◆ 北 部 線 の ク ー ン ター ン ・トンネル では 、6月 に1170名 の ラオス 人 と BTWM1913/8/7

200名 の中国人が、建設労働 に従事 していたと、 「週刊バ ンコク

タイムズ紙」が報道。

1913/12 ◆北部線の建設 に従事 している地元労働者(タ イ人、 ラオス人)は 、 B7WM1913/12/6

給与を支払うと、 それを使い切 るまで現場に来ない。 トンネル工事で

使え るのは、アヘ ン常飲者であると報告。

1913/11 ◆ クー ンタ ー ン ・トンネル 工事 に1800名 の 苦 力を 雇用 と報 道。 BTWM1914/1/10

1914/3 ◆鉄道局北部線局の年次事業報告書(1913年 度)が 、鉄道建設労働者 文 献3539、11

(苦力)の 数を1868名 と発表。

1916/3 ◆鉄道局北部線局の年次事業報告書(1915年 度)が 、鉄道建設労働者 文 献3540、14

(苦力)の 数を1792名 と発表。

(注)1918-1934年 の鉄道建設 と保線労働者の人種別推移は、本書の表V・2、 表V-4を 参照。
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の病気の蔓延、真水や野菜の恒常的不足などがそれである。その結果、仕事半ば

で逃げた り、サボタージュを行なう苦力たちが多かった。また、飲酒、アヘ ンの

喫煙に伴 う暴力沙汰 も絶えなかったと言われる。

こうした事態に対処するため、鉄道局は途中から、イン ド人、マレー系イ ン ド

人、ラオス人を積極的に導入 しようと努めた1i。 しか し、まとまった数 の労働力

を確保するためには中国人の協力が不可欠で、コーラー ト線の場合には最後まで

中国人苦力が主力であった。なお、コーラー ト線は犠牲者 も多 く、当時タイに滞

在 していたス ミスは、1891年 か ら96年 の5年 間に5000名 の苦力と36

名の ヨー ロッパ人が病死 したと書き残 している2}。

多数の犠牲者を出したコーラー ト線の教訓を生かすために、1902年 か ら開

始 された北部線の建設では、い くつかの新 しい措置が とられた。1904年 には

苦力の暴力事件に対処するために鉄道警察隊を補強 し、他方で苦力の健康状態を

維持す るために専属の医師を派遣 した。さらに、頻繁に繰 り返 され る賃上げ要求

とサボタージュに対抗するために3)、 地元住民、ラオス人、東北部のラオス人、

イ ン ド人を導入する方針を積極化させた4[(表0-4を 参照)。 その結果、19

12年 か ら1913年 頃には、北部線建設に従事 していた労働者のうち約4分 の

3近 くが地元のラオス人や非 中国人で占め られたと言われる。なお、 こうした地

元労働者を集めた請負い事業 には、地方国の伝統的支配者層(国 司)や 地方王族

などにつな が りを もつ地元の商人なども参加 した5}。

1909年 か ら始まった南部線建設に関 しては情報が少ない。ただ し、191

1年 度 と1912年 度の 『南部線局 年次事業報告書』には、①契約べ一スと②

日雇いベースの2つ の雇用形態別の労働者数が記録されてい る。 これを見ると、

①契約ベースは圧倒的に中国人が多 く、② 日雇いベースはタイ人、ラオ ス人が大

半を 占めていた。 したが って、①は鉄道局南部線局が中国人苦力頭 と契約を結ん

で、労働者の確保 ・監督を委託 した場合、②は鉄道局 自身が 日雇いベースで直接

1}ヴ
ァイ ラー の父 親宛 て 手紙(1895年4月9日 付 け)に は 、 この 頃か ら試験 的 にタ ミー ル

人労働 者 の導 入 を 試み た とい う記 述 が残 され て いる。 ヴ ァイ ラーの 日記(文 献3566)、81-

82ペ ー ジ も参 照。
2[ス ミス(文 献3577)

、244-245ペ ー ジ。
3〕 北 部 線 に お け る 中 国 人 苦 力 の サ ボ タ ー ジ ュ に つ い て は 、"Tra〔bofNonhemSiam:

Communications,"BTWM,November21,1904.

4)ヴ
ァイ ラー 鉄道 局 長 は、1904年6月 に 、北 部線 建設 に イ ン ド人 を導 入 す る こ とを 国王 に

提案 して い る。 ホル ム(文 献3517)、117-118ペ ー ジ。
5〕 ク ン ・ア ピパ ッ トパ クデ ィの葬 式本(文 献3067) 。 ク ン ・ア ピパ ッ トパ ク デ ィ(タ ー ・

チ ャル ン ジ ン)は 、 ラムパ ー ン生 まれ で北 タ イ 地 区の木 材搬 送 に従事 して い た が 、 ラ ムパ ー ン の

国 司(チ ャオム ア ン)の 信 頼 を 獲 得 した。 そ の 結果 、1915年 に鉄 道 局 がパ ー コーか らチ エ ン

マイ 間の 鉄道 建 設 に必 要な 労働力 の 調達 を 同国 司に要請 した とき、 その 事業 全 体 を ク ン ・ア ピパ ッ

トパ クデ ィが請 負 った 。
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地元住民や東北、北 タイのラオス人を雇用 した場合 と考え られる。人数的に言え

ば、①の方がはるかに多かった(表0-4を 参照)。 なお、南部線に動員 された

中国人は多 くが客家系であり、ハ ジャイ市の建設者(客 家出身の中国人)が 協力

したと言われる6}。

1918年 以降の人種別労働者の推移(建 設事業部門と保線事業部門)は 、一

部 その中に職員を含むが、表V-4に 示 したとお りである。1927年 頃を契機

に、中国人労働者の比重が急速に下が り、タイ人の比重が大き く上昇 しているこ

とが表か ら判明す る。なお、1920年 代か ら保線事業部門の人数が増減を繰 り

返 しているのは、 「軌道統一事業」が通常の保線作業に加わ ったためである。

次にマ ッガサ ン鉄道工場の労働者(職 員を含む)の 状況を見 ると、表IV-9の

とお りであった。1918年 当時363名 であったのが、1929年 にはすでに

1000名 を越え る規模に拡大 している。その後、経済不況の影響で一時人数は

減少す るが、1936年 には、職員55名 、労働者1023名 に回復 した。当時、

数少ない近代工場のひとつであるマ ッチ製造工場が、昼勤務325名 、夜間勤務 、

225名 であったことを勘案す ると、鉄道工場の従業員規模の大 きさは際だ って

いた2}。 なお、人種別構成を見ると、1920年 代後半か らはタイ人が全体の8

割以上を占めるようになった。

マ ッガサ ン鉄道工場の労働組織は人種別の編成ではな く、修理や車輌整備の工

程毎に細か く 「組」(タ イ語でムー と呼ぶ)に 分かれ、ひとつの車輌を分担 して

担当 した31。 組のなかにはタイ人 も中国人 も混在 していたようである。また、同

工場の賃金支払いは、1924年 以降、 日給ベースか ら時間給ベースとな り、同

年、標準労働時間も1日8時 間半か ら8時 間に引き下げられた4}。 平均の賃金水

準は1日50サ タン(0・5バ ーツ)で 、1934年4月 のス トライキの結果、

1日1バ ーツに上昇 している。

鉄道工場は、ある意味ではきわめて多種類の技術の集合体であ り、同時に技術

者、技能者、熟練労働者のチームワークを必要 とする職場である。同工場につい

ては、1920年 代後半か ら 「熟練労働者の不足問題」が 『年次事業報告書』で

指摘 され るようにな り、この指摘は以後 も繰 り返 し行なわれた51。 詳 しい実態は

まだ解明できていないが、1930年 代に同工場の発電工場長を務めたプラ シッ

トの話 しによると、各工場の工場長(技 師、課長 と同格)、 その下の技師補佐、

6}ソ ン クラー 大学 南 タイ研 究所 で の 聞き取 り調 査(1994年5月6日
、7日)。

2}四TheSiamMalchFactory
,"8:r躍M,February28,1931.

3》タイ 鉄道 局(文 献3040)
、57ペ ー ジ。

4}タ イ鉄 道局r年 次 事業 報告 書1924年 版 』
、27ペ ー ジ。

5〕例えば
、 タイ鉄 道 局 『年 次事業報 告書1928年 版』 、30ペ ー ジ;『 同1930年 版 』 、

24ペ ー ジな ど。 と りわ け1932年 の立 憲革命 の あ と、熟練 労働 者不 足 の 問題 は悪 化 した 。

39



フォアマ ン、一般労働者のあいだの人間関係は必ず しもよ くな く、協調体制はな

か ったようである。

また、労働者やフォアマ ンは仮 に熟練を形成 しても、今 より上 の地位に昇進す

る見込みがないので、中国人の場合には、ある期間勤め上げると退職 し、自分の

事業(修 理工や冶金)を 開始する場合が多か った。さらに、よ り深刻な問題は言

葉の問題であ り、技師補佐以上は英語(伝 令や業務上の書類 も英語)、 フォアマ

ンか ら下の レベルではタイ語 と中国語が使われていた。一般的な共通語は身振 り

手振 りによる指示 しかな く、技師、フォアマン、熟練労働者のあいだの意思疎通

や情報の共有化は、到底期待できる状況ではなかったη 。

ガ プ ラ シ ッ ト ・メー ナサ ウ ェー トか らの 聞 き取 り調査(バ ンコ ク、1995年7月30日)。
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図0-2 鉄道建設労働者(苦 力)の スケ ッチ

ヴァイラ ーの父 親宛て 手紙1893年7月30日(No.29,Pakpreo)

ヴ ァイ ラーの父 親宛 て手紙1893年8月26日(No.31,Pakpreo)

ヴ ァイ ラーの父 親宛 て手紙1894年10月3日(No.68,HinIap)
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第4章 鉄 道 建 設 と西 欧 列 強(1890-1917年)

1パ ンチ ャー ド調査 とコーラー ト線

タイにおいて鉄 道建設を 目的とする調査が実施 されたのは、1888年 で あ

る。 これに先だ って、1859年 にはイギ リスのロイズ社が南タイの クラ地峡を

横切 るサイアム鉄道会社(SiamRaihvayCo.,Ud.)の 設立計画を提案 したが、イギ

リスの植民地的意図を恐れるタイ側は この提案を却下 した1}1し か し、1871

年末か ら連邦マラヤ、 シンガポール、イ ン ドの外遊を行なった国王(ラ ーマ5世

王)は 、各地で乗:車した鉄道に強い関心 を抱 く。その結果、1876年 にバ ンコ

クを訪れた シンガポ ール総督に対 して、国王はタイにおける鉄道事業化調査の可

能性について打診を行なった2}。 そうしたなかで、1884年 にイギ リス人ハ レッ

トたちが、チエ ンマイか らバ ンコクまで鉄道ルー トの調査を行な った。バ ンコク

に到着 したハ レッ トは直 ちにこの結果を外務大臣を通 して国王 に報告 し、国王は

その結果に強い関心を示 したといわれる3[。

それか ら4年 後 の1888年3月 、 シ ンガポ ール総督で あ っ た クラー ク

(Lt-GeneralAndrewCla1・k)と イギ リスの土木設計会社パ ンチャー ド社(Messrs.

Punchard,MacTaggard,Low血er&Co.,Ltd.)が タイ政府 と契約を結び、全国での鉄

道建設事前化調査を開始 した。いわゆる 「パ ンチャー ド調査 」がそれである。契

約の内容は、①バ ンコクからロッブ リー、ウ ッタラディッ トを通 って北タイの ラ

ムプー ンに至る線、②サラブ リーから分岐 してコーラー トに至 る線、③北タイの

ウッタラディッ トで分岐す る支線、④北 タイのチエ ンマイか らチエ ンセンに向か

う支線、 とい う4つ のルー ト(合 計8つ の区間)の 調査であ り、期間は区間毎 に

8カ 月か ら48カ 月以内、調査費用の総額は63万 バーツ(3万8000ポ ンド)

であ った41。 この時の調査には計4名 のイギ リス人土木技師が招聰 され、そのな

かの一人にのち南部線建設総責任者に就任す るギ ッティンズ(H.Gi廿ins)も 含 ま

れていた5}。

もともとハ レッ トたちの調査の時には、バ ンコクとチエ ンマイを結ぷ北タイ線

の建設が有力視 され ていた。穀倉地帯が広が り、鉄道開通による経済効果が大 き

いと判断されたか らである。ところが、最初の鉄道建設は北部ではな く、東北 タ

1}ソ ム チ ャ イ(文 献3054)
、10-11ペ ー ジ 。

2h1Mr
.HemyGi1tins:Bu皿derofSiameseRa皿ways,"8T㎜f,Febmary25,1937.

3)"Ra皿
wayHistoryinSiam=FreehomMalayanInΩuence,"BT躍M,Novemberl8,1933.

4)P田chum
-ko1maiPracham-sok,VoL11,pp.136-137;タ イ 国 鉄 編(文 献3006)、11-12

ペ ー ジ;ソ ム チ ャ イ(文 献3054)、46-48ペ ー ジ 。

5jBTWM
,August27,1909.
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イの中心地で あ る コーラー トとバ ンコクを結ぶ コーラー ト線、 も し くはナ コ ンラー

チ ャシー マー 線(NagaraR句asimaRailway)に 決 定す る。 これ は、1880年 代

後半 か ら、 フラ ンス の影響 力が東北 タイ 全域 で強 ま り、 と りわ け コー ラー トに住

む ラオス系 タイ人 を次 々と フラ ンス保護 民 に組 み込ん でい ったか らで ある11。 こ

の フラ ンスの植民 地 化 の試 み に対抗す るため 、国王 は経 済効 果 の少 ない コー ラ ー

ト線 の着工 を決定 した。 これに対 して フ ラ ンスは、の ち コー ラー ト線 は文字 通 り

「政治 鉄道(poHticalrailway)」 であ る と批 判 した2〕。

さて注意 すべ き は 、イギ リスの事前化 調査 が終わ った段 階 で 、 タイ政府側 が ド

イ ツの建設省 付 き官 吏土木技 師で、 かつ ドイ ツ最 大の鉄鋼 会 社 クル ップ社 の ア ジ

ア地域 の顧 問技 師で もあ ったカール ・ベー トゲ(KarlBαhge)3iを 雇 用 し、パ ン

チ ャー ド社 の調査 結 果 の評価 と見直 しを 命 じた ことで あ る。 ベ ー トゲは直 ち に検

討 を行 な い、 ビル マ や英領 マ ラヤで使 わ れて い るメー トル軌 で はな く、1・43

5メ ー トル の 「標準 軌 」へ の変更を進言 した(1889年2月)。 一 方、彼 の 進

言 を受 け入 れ た タイ側 は、 イギ リスに よ る鉄道 調査、鉄道 建 設請 負 いの独 占に歯

止 め を か け る た め に 、 ベ ー トゲ を 新 し く土 木省 内 に 設 置 した 鉄 道 局(Royal

RailwayDepartment:RRD)の 局長 に任命 した(1890年10月)41。 なお、 鉄

道局長 の任 命 は、外 国人で あ るこ と、外交 上 きわめて重要 な ポス トであ る こ とを

理 由に、所 轄 の土 木 大 臣で はな く外務 大 臣(当 時、 テー ワウ ォ ン殿下)の 管轄 事

項 とな った。 いずれ にせ よ、 この ドイ ツ人の鉄 道局長任命 を 契機 に、イギ リス と

ドイツは タイ の鉄 道 をめ ぐって、以後 こと ごと く対立 を繰 り返 す こ とにな る5}。

2コ ー ラー ト線 建設 をめ ぐる英独の角逐

英 独の対 立 は、 コ ー ラー ト線の建 設請 負 い業 者を決 め る入 札 に おいて直 ちに 顕

在化 したこ鉄道 局 は、1891年4月 に新聞を使 って公 開入札の公 示 を行 な うが 、

この入 札 に応 じた の は最 終 的に は 、 ① イ ギ リス の キ ャ ンベル(GeorgcMuπay

Ca血pbe皿)と 、② クル ップを は じめ とす る ドイツ企業 シ ン ジケ ー ト(JointStock

CompanyforConstrucdo皿ofRailwaysinSiam)の2つ であ っ た。入札 金 額 はそ れ ぞ

れ イギ リスが974万 バ ー ツ、 ドイ ツが1198万 バ ー ツで あ る。

1)ソ ム チ ャ イ(文 献3054)、51-52ペ ー ジ;ス ミス(文 献3577)、249-2

50ペ ー ジ。

2)"LetleronSiam
,"㎜,Apri118,1903。

3)ベ ー トゲ の 経 歴 は 、 本 書 の 第W部 の 「外 国 人 技 師 一 覧 」 を 参 照 。

4}「 ベ ー トゲ 鉄 道 局 長 か ら 国 王 へ の 奏 上 」(1897年3月26日 付 け)。 ソ ム チ ャ イ(文 献

3054)付 録 に 再 録 。512-513ペ ー ジ。

5〕 ベ ー トゲ の 任 命 に 対 して 、 イ ギ リス の タ イ ム ズ 紙 は 、 た だ ち に ドイ ツ の タ イ に お け る 権 益 拡

大 を 警 戒 す る 記 事 を 掲 載 して い る 。"GennanAclivi重yi皿Siam,'餓 επ〃置θ∫,Sep1ember30,1890・
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ところが、 この入 札結果に対 して鉄道局は、入札金額が220万 バーツも高 い

ドイツ企業の方を建 設請負業者に指名 した。イギ リスのキ ャンベルは、英領マラ

ヤ(セ ランゴール州)の わずか60kmの 鉄道建設 しかまだ手掛けたことがな く

経験不足であること、建設計画がず さんであること、 さらに保証金を裏書きす る

はずの ジャーディン ・マセソン社の合意 もまだ取付けていな いことが、入札金額

の低いキ ャンベルを退けた理 由である。 これに対 して、 ドイツはクル ップ社をは

じあ代表的な企業が 連携 してお り、複数 の大手銀行が保証金 を裏書きす る体制 も

整 っていることを強 調 した。そして、イギ リス側の提案を検討 し直すと、実際の

見積 り金額 は ドイツとそれほ ど差がないと主張 しだ}。 ドイツ人鉄道局長が、 自

国の企業の誘致 に熱心であったことは明らかである。

この決定に対 して 、イギ リス側は外交手段 も含めて猛烈な巻 き返 しを図 った。

加えて、鉄道局の方 針に対 して国王 も異議をさしはさんだ。つ まり、鉄道局 も鉄

道建設請負いも同じ ドイツ人に委ねるこ とは、タイの独立維持 にとって好まし く

はないとい う判断を示 したのである。その結果、公開入札結果が告示されてか ら

2カ 月後の1891年12月12日 、タイ政府(国 王)は 鉄道局の決定を覆 し、

イギ リスのキャンベルに建設請負いの権限を与えた2}。

以上の結果、コーラー ト線は測量、建設、資材運搬用の機関車の運行な どをキャ

ンベル社が担当 し、 この作業を鉄道局に所属する外国人技師(ド イツ人ほか)が

監督するという、2重 体制を とることになった3}。 コーラー ト線は全長わずか2

60kmの 距離であ る。にもかかわ らず 、途中のアユタヤー(71km)ま で開

通するのが1897年3月 、コーラー トまで開通するのは1900年11月 と、

その建設 には合計8年 近 くもかかった。 その理由としては、建設労働者(苦 力)

の確保の難 しさや、 山岳部の工事におけるコレラやマラリアの猫薇な どいろい ろ

な点が指摘できるが、鉄道建設の意思決定や機構が最初か ら分裂 していたことこ

そが、 もっと考慮 されて しかるべきであろう。見方を変えれば、タイ政府(国 王)

は鉄道建設の効率化 よりは、植民地化の危機を回避す るために、あえて建設工 事

の遅滞を促すような事業主体の分散化を図ったと理解できるか らである4}。

当初、タイ政府 とキャンベル(社)の あいだの契約では、 コーラー ト線の建設

は5年 以内に完了させることを義務づけていた(1896年 末が期限)。 しか し、

先に述べたような理 由と、ポン ドに対す るバ ーツ価の予想外 の急激な低下に伴 い

1)ホ ル ム(文 献3517)
、57-65ペ ー ジ;ソ ムチ ャイ(文 献3054)、79-80

ペ ー ジ。

21『 官 報 』第8巻(1891年)
、447ペ ー ジ。

3)表V ・23を 参 照
。 建 設請 負 いのキ ャ ンベ ルを は じめ、建 設総 責 任者 の ベ ンネ ッ ト(土 木 技

師 、ア メ リカ人)の ほか 、 土木 技 師、技 師補 佐 、機 関車 長、機 関手 、 検査 官 な ど計24名 の 名 前

が 、キ ャ ンベ ル社 の雇 用 者 と して掲 載 され て いる 。
") Sanphasiri

, Rao Rak Rotfai, Bangkok, 1991  pp.22-23.
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(建設費用の支払いはバーツ建(で あった)、 建設工事は大幅な遅れを示 し、キャ

ンベル社は建設期間の延長や建設請負い金額の全面的見直 しなどを要求する。 こ

れに対 して、政府(国 王)は キャンベル との契約を1896年 に破棄 し、以後

は、鉄道局 自身が コーラー ト線の建設を担当することになった。タイ政府 とキ ャ

ンベルの間の補償金 をめ ぐる係争はその後国際法廷の場で争 われ、結局1901

年3月 にタイ政府が 総額275万 バーツ という巨額の賠償金 を支払 うことで決着

をみた1[。 なお、キ ャンベル社との独 占的な契約が破棄 された後、イギ リス、デ

ンマー クな どの技師や商人が相次 いで鉄道建 設の計画 をタイ政府 に申請 するが

(表1-6を 参照)、 タイ側は1899年6月 の大臣会議で、全国の主要路線 の

建設 と運営をすべて 鉄道局が行なうことを決定 した(鉄 道建設の事実上の国有 化

方針)21。

さて、1896年 以降の英独の対立は、 もっぱ ら車輌、建設資材の受注競争 に

その力点を移 した3[。 そ して、イギ リス人財務顧問はコーラー ト線建設のコス ト

高や非効率性をその 『財務報告書』で批判 し、逆 に ドイツ人鉄道局長がバ ンコ ク

の英字新聞や鉄道局の 『年次報告書』を使 って反論す るという論争が見 られた41。

機関車、客車、貨車、 レールや継ぎ目板の発注先の推移は、表 皿一3と 表 皿一5か

ら表 皿一7に 示 したとお りである。鉄道局は当初、 ドイツか ら資材を含 めて一括

納入することを希望 していたが、公開入 札を強 く主張するイギ リス、フランスの

強硬な反対 に直面 して、発注先はイギ リス、 ドイツ、ベルギ ーなどが入 り乱れ る

ことにな った。例え ば、 ドイツ人技師が指揮す る北部線の車輌、資材にはときに

イギ リス製品が、逆 にイギ リス人技師が指揮す る南部線の車輌や資材には今度 は

ドイツ製品が使われ るなど、建設を指揮する技師のノウハ ウ と使用される車輌 、

資材の規格のあいだには、国籍の違いに よる不統一が生 じることになったので あ

る。

32つ の鉄 道局 への分裂

表V-27か ら分かるように、1901年 前後のタイ鉄道局 の技師 ・幹部職員

η タ イ政府 とキ ャ ンベ ル社 の 会 い だの5年 間 に及ぷ 係争 の経 緯 につ いて は
、 ホル ム(文 献35

18)、125-126ペ ー ジ 、本 書の 年表 な どを参 照。 な お 、1901年 の 土木 省 全 体 の支 出

が470万 バ ー ツ、 国 全 体 の支 出合 計額が3665万 バ ー ツ(表H-2)で あ った こ とを 勘案 す

るな らば 、275万 バ ー ツの賠 償金 が いか に 巨額 で あ るかが 判 明す る。
2[国 立 古文 書 館 資料

、NA5Yotha5.2/19(June29,1899).
3) "The Railway Tenders

," BTWM, December 14, 1900; "The Railway Dispute," BTWM, January 7,

1902

4)ゲーアツ鉄道局長は、世界各国の単位当た り建設費用の数字を挙げて、タイでの建設の効率

性を訴えた。
"Siam's State Railways: Reply to the Financial Adviser

," BTWM, November 26, 1901.
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は、ほぽ ドイツ人が その主要ポス トを独 占し、人的側面では ドイツの優位が確立

した。 また、1898年 から1900年 までに、 ドイッの北独ロイ ド汽船会社が、

アジア地域のイギ リス籍の船舶40隻(5万8200ト ン)を 買収 し、タイとの

貿易に従事する船舶で も優位を確保 した。 じっさい、バ ンコ クに入港出港する船

舶 トン数のうち、1898年 はイギ リス籍が全体の76%、 ドイツ籍が6%で あっ

たのが、1902年 にはイギ リス籍は15%に 激減 し、 ドイ ツ籍がいまや44%

を支配す るまでにな ったのであるn。

そ うしたなかで、北タイのプレー県で シャン族の叛乱が生 じる。コーラー ト線

のバー ンパーチーか らロッブ リー、ナコ ンサワンを経て北タイに通 じる北部線 の

建設を計画 していた鉄道局 とタイ政府(国 王)は 、 この叛乱 を契機に北部線の建

設を急いだ。コーラー ト線が国防重視で あった とするな らば、北部線は国内治安

の維持が より前面にでたわけである。それはともか く、鉄道局は資金 と必要資材

を この北部線の建設 に集中させた2〕。北部線の建設資金はそれまで鉄道収入をあ

てていたが、資金不 足に対処するために、1905年3月 に、は じめて鉄道債券

(100万 ポン ド)の 発 行を、次 いで1907年1月 には第2回 目の鉄 道債券

(300万 ポン ド)の 発行を、それぞれヨーロッパで行 なった3}。

しか し、山岳部を縦貫 し、架橋や トンネル掘削の多い北部線の工事 は難航 し、

単位当た りの建設費用 も当初の予想 をはるか に越える ものにな った(表H-6の

主要路線の建設費の比較を参照)。 その結果、1909年4月 には北部線の建設

は資金不足を理由に一時中断が決定 され る。一方、同じ年の3月 に連邦マ レー鉄

道 とのあいだに締結 された総額400万 ポ ン ドの借款を利用 して、タイ政府 は南

タイの縦断鉄道建設(英 領マラヤ とバ ンコクの連結)を 開始す ることになった。

この南部線は、路線のなかに人口密集地や穀倉地帯がほとん どな く、経済効果

は地域住民にとって それほど期待できないものだった。にもかかわ らず、タイ政

府(国 王)が 建設に踏み切 ったのは、仏領 ラオスにつなが るコーラー ト線、仏領

カンボジアにつなが る東部線、北 タイの要衝地チエ ンマイへ とつなが る北部線の

いずれ も、王都バ ンコクを起点にタイ側のイニ シアチブでこれまで建設しており、

イギ リスがその政治 的影響力をマ レー半 島全域に拡大する前 に、 タイ側の主導 で

輸送手段を確保 しておきたいという政治的判断が働いたもの と思われる。

ただ し、 この建設のためにタイ側が支払 った犠牲は大きか った。第一 に、 タイ

1〕 ス エ ヒ ロ(文 献3563)
、54ペ ー ジ。

2}北 部 線 は1898年11月 か ら建 設 開 始
。1900年 末 か ら ロ ッブ リー=ナ コ ン サ ワ ン(パ ー

ク ナ ム ポ)間 の 工 事 に 取 り掛 か っ た が 、1901年 に は 一 時 工 事 を 中 断 し 、 南 タ イ の べ ッ ブ リ ー

線 の 建 設 を 優 先 させ て 、 そ の 工 事 を 完 了 さ せ た 経 緯 が あ る 。 パ ー ク ナ ム ポ 線(北 部 線)の 工 事 再

開 は1902年5月 か ら で あ る 。βア曜M,November2,1905,pp.22-23.
3)Sta重isticalYearBookofSiamfortheYearofl923/24

,VoL8,pレ78and80.
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は400万 ポン ドの借款供与の見返 りとして、ケダー、プル リス、ケラ ンタン、

トレンガヌというタ イ側がそれまで主権 を主張 していた南タイの4国 をイギ リス

に割譲 した。 また第二に、このときの借款契約に付随する秘密協定で、タイ側は、

①南部線の測量その他の事業について連邦マレー鉄道に優先権を与える、②南 部

線の建設にはイギ リス人技師を任命する、③将来、南部線を英領 マラヤに接続 す

るとい う3条 項に合意 した4[。

以上の結果、 タイ政府はそれまで北部線の建設に従事 して いた15名 の外国人

技師(う ち11名 が ドイツ人)を 解雇 し、新たに建設す る南部線 に計13名 の技

師(イ ギ リス人5名 、 ドイツ人5名 、イタリア人1名 、タイ人3名)を 任命 した。

当初は、英独半々で あったが、翌1910年 からは地区建設担当者か ら ドイツ人

をすべて排除 し、実質的にイギ リス人中心の体制で南部線の建設を開始 した。 な

お、南部線建設総責任者(ConmningEngineeroftheRoyalSou{hemStateRailway)

には、秘密協定に したがってイギ リス人 のギ ッティンズを任命 したが、彼はイ ギ

リス側が送 り込んで きた人物ではな く、1890年 以来、鉄道局で働いてきた タ

イ政府お雇いの技師 であった。ギ ッティンズの任命は、タイ側(鉄 道局)の せ め

てもの対抗措置であ ったと考えられる2}。

いずれにせ よ1909年6月 を転機に、タイの鉄道局は、チ ャオプラヤー川 を

はさんで 「北部線局 」 と 「南部線局」の2重 体制に移行 した。組織機構上で2つ

の部局が成立するのは1913年 か らであるが、指揮系統が2つ に分裂す るのは、

1909年 か らであ り、前掲表0-2に 示 したように、 『年次事業報告書』 も別 々

に作成されている。 なお、北部線の建設 はまもな く再開され 、南部線の建設 と並

行してチエンマイまでの延長工事が進め られた。そして、 ドイツ人中心の北部線、

イギ リス人中心の南部線 という2重 体制はその後、1917年 まで続 いた。

第5章 ブラチ ャッ ト鉄道局総裁の鉄道改革(1917-32年)

1第 一次世界大戦 とドイツ人技師の追放

1917年7月 に、 タイは連合国側に参加 し、枢軸国を構成 していた ドイツ、

オース トリア、ハ ンガ リーに宣戦布告を行な った。1914年 に第一次大戦が勃

発 してか ら約3年 間、タイ政府は情勢の推移を見守 るという慎重な態度を取 り続

けた。 しか し、形勢 が次第に連合国側に有利になると、 「国際的な正義は連合 国

4)国 立 古 文 書 館 資 料
;ポ ッ ク(文 献3029)、75ペ ー ジ。

2〕 ソ ム チ ャ イ(文 献3054)
、318ペ ー ジ 、340ペ ー ジ。
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側にある」 という理由か ら、英仏両国への参加を決定す る11。 その背後 には、戦

争終結前に連合国側 に参加 し協力することによって、終戦後の国際政治において、

領土問題を含めより有利に対英弘外交を進めたいという政治的目論みが存在 した。

枢軸国側への宣戦布告は、 ドイツ等 との貿易断絶だけでな く、当時、タイ政府

が雇用 していた多数 の ドイツ人、オース トリア人など 「敵国」技 師の国外追放 を

意味 した。当時、 ドイツ人は鉄道局をは じめ郵便電信局、大蔵省、農務省、教育

局(博 物館)、 政府 医療局、サイアム商業銀行などに雇用されていたが、とりわ

け技師と幹部職員は鉄道局に集中していた。そのため、宣戦布告 はただちに鉄道

局の機能マ ヒを引き起 こす可能性があった。 、

そ うした状況をに らみ合わせなが ら、 タイ政府(国 王)は7月22日 に、大 臣

会議の決定 とお りに宣戦布告を行なう。その結果、タイに潜在する 「敵国人」2

67名(う ち ドイツ人229名)が 国外追放の命令を受 けた。同時に、ウィンザー

商会(Windsor&Co.,Ltd.)、 マークウォル ド商会(AMarkwald&Co.,Ud.)な

どの ドイツ系商社の閉鎖、国王勅許会社 に務めていた ドイツ人役員の追放、 ドイ

ツ籍の船舶の没収なども実施 された21。 そ して鉄道局では、計28名 の技 師と幹

部職員(う ち24名 が ドイツ人)が 即 日逮捕 されるか退職勧告の扱いを受け、国

外に追放 された。 ヴ ァイラー鉄道局長、 シュネル運輸事業本部長をは じめとす る

これ ら技師 ・幹部職員の一覧 は、表V-32に 示 したとおりであ る。

枢軸国への宣戦布 告に先だ って、タイ政府内部では鉄道局 をどうするかについ

て、外務大臣と運輸 大臣(運 輸省は1914年 に土木省を改組 して設立)の あい

だで意見の食い違いが見 られた。すなわち、外務大臣(テ ー ワウォン殿下)は 、

ドイツ人技師は追放 するが、その空席は外国人で埋めず、タイ人を連邦マラヤ鉄

道などに研修に出 して速やかに鉄道経営 の現地化政策を進め ることを主張 したの

に対 し、運輸大臣(チ ャオプラヤー ・ウ ォンサーヌプラパ ッ ト)は 、 ドイツ人技

師の追放 には賛成 したものの、敵国以外 の外国人で ドイツ人の代替を図 り、タイ

人技 師の育成は国内で徐々に図るという意見であった3,。 外務大臣の意見は、 ド

イツ人追放後の空席 をイギ リスが全面掌握することへの危惧があ り、他方、運輸

大 臣の方には鉄道建設 と運営がマ ヒす ることに対する懸念が より強 くあった もの

と考え られる。当時 の国王(ラ ーマ6世 王)は 、基本的には外務大臣の意見を支

持 した。

その結果、国王は6月27日 に、それ まで2つ に分かれて いた北部線局 と南 部

1}こ の 間 の 詳 しい 経 緯 は
、 ソ ム チ ャ イ(文 献3054)、377-401ペ ー ジ 。

2}1嘲SiamChoose
,Howitwas(bne?,"βr躍M,July22,1917,pp.25-26;1量TheStateRailway,1'

BT"M,July23,1917,pp.2-3;タ イ 鉄 道 局 『年 次 事 業 報 告 書1917年 版 』 、1ペ ー ジ 。

3)ソ ム チ ャイ(文 献3054)
、377ペ ー ジ;国 立 古 文 書 館 資 料(1917年5月23日 付

け)。
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線局 を 統 合 して 、 新 た に鉄 道 局(DcpartmentoftheS給teRailwaysofSiam:Krom

Rot一面Luang)を 設置 す る こ と、そ して初 代 鉄道局 総裁 に 外 国人 技 師で はな く、

陸軍 工兵局監察 長官 であ ったブラチ ャッ ト(ク ロムマ クン ・ガムペ ー ンペ ッ トア ッ

カ ラ ヨーテ ィ ン)を 任 命す る布告 を発布 した11。 ブ ラチ ャッ トはすで に述 べ た よ

うにラー マ5世 王 の 皇 子で 、 ラーマ6世 王 と も一 時期 ヨー ロ ッパ 留学 が重 な った

ことがあ る。 イギ リスで土木工 学を学 び 、帰 国後 は陸軍 の第1師 団を率 い ると 同

時 に、軍 の エ ンジニ ア リング関係の近代 化 を進 めてい た総責 任 者 だ った。鉄 道 局

の初代 タイ人 総裁 と しては、格 好の人物 だ った と言 え よ う。

2鉄 道業のタイ人化政策

鉄道局総裁に就任 したブラチャッ トは、 ドイツ人などの追放のあと、鉄道建 設

と運営の当面の維持 のために、次のような措置を矢継 ぎ早に とった。すなわち、

①陸軍省(戦 争省)、 司法省、大蔵省な どか ら、土木工学、法律、経理の専門家

を出向させ る(そ の一覧は、表V-33を 参 照)、 ② 陸軍工兵局に所属す るエ ン

ジニア部隊を借 り受け、鉄道建設を続行する21、 ③道路局を鉄道局に統合 し、道

路局に所属する外国人並びにタイ人土木技師、技師補佐を活用する、④南部線建

設 に従事 していた外 国人技師を、当面の建設、保線、機械担 当技師長に据える、

とい う方針がそれで ある。④については、南部線局長のイギ リス人ギ ッティンズ

を鉄道局の技師長(全 線の建設担当責任者)に 、南部線の機 械担当技師長であ っ

たイギ リス人ギ ッブ(No㎝anGibb)を 全線の機械担当技 師長に、そ して南部線

建設に従事 し、当時道路局技師であったイタリア人カノーヴァ(G.Canova)を 北

部線建設担当技師長 に、それぞれ昇格させた31。

ただ し、ブラチ ャ ッ トの基本方針は、 ドイツ人のあとをイギ リス人やイタ リア

人 といった別の外国人で補充するという方針ではなかった。7月27日 付 けの国

王への奏上文が端的に示 しているように、彼の目標は 「10年 後にはタイの鉄 道

運営をタイ人で行 な う」、つま り現地化(nationalization)を 意 図 してお り、新 た

な外国人化(intemationalization)へ の回帰ではなかった4}。 さきの外務大 臣と運

1}タ イ国鉄 編(文 献3003)
、183ペ ー ジ;「 年次 別法 律集 成』(タ イ 文)、 第30巻 、

249ペ ー ジ。
2)タ イ鉄 道 局 『年 次 事業 報 告 書1919年 版 』

、1、12ペ ー ジ。 な お 、 この エ ンジニ ア 部

隊は 英語 でRailwayBaualionoftheRoyalEngineerと 書 かれ て い るが、 陸軍 工 兵局 の エ ンジニ ア部

隊を 指す と考 え られ る。 ま た、 この年 の 年次 事 業 報告 書 には 、100名 を越 え る彼 ら部 隊 の 記 念

写 真 が掲 載 され て い る。
3〕 タイ鉄 道 局 『年 次 事業 報 告書1917年 版 』

、2ペ ー ジ。
4〕国 立 古文 書 館資 料 「ク ロム

マ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト鉄 道局 総裁 か ら国王 へ の奏 上 文」(1

917年7月27日 付 け)、NARo.6Kho.Kho.3/1
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輸大臣のあいだの意 見の対立に照 らして言 うな らば、外務大 臣に近い意見だ った

のである。 じっさい、ブラチ ャッ トはタイ人 によるタイ鉄道 の経営を 目指 して、

1918年 か らは次章で見るように 「鉄道奨学生」の海外派遣を開始す る。

加えて、1921年4月 、長年タイ鉄道局 に貢献 してきた技師長、兼鉄道:局顧

問のギ ッテ ィンズが 健康を理由に退職を 申し出たときには、次のような鉄道局人

事に関す る基本方針 を打ち出すのである。その方針 とは、①今後、外国人 によ る

鉄道顧問は任命 しない、②鉄道局の重要な地位にヨーロッパ人を任命 しない、③

外国人が退職 したあ との地位を外国人で補充 しない という、 「タイ人化政策」 が

それである1エ。1903年 頃から、何度かタイ人技師の育成や鉄道建設 ・運営 の

タイ人化方針は、大 臣会議などで議論 されたが、こうした方針が 目的意識的に設

定 され たのは、ブラチ ャッ トが総裁に就任 してか らであった。 この点は、 「タイ

人化政策」の進捗状 況を国王に経過報告 したブラチ ャッ ト鉄道局総裁の国王へ の

奏上文(1918年9月25日 付け)に 明確に示されている21。

3鉄 道の軌道統一と法的整備

ブラチ ャッ トは1917年6月 に初代鉄道局総裁に任命 されて以来、1928

年2月 まで10年 間以上、総裁 として リーダーシップを発揮 した。なお、192

6年4月 か らは鉄道局総裁兼任のまま商務運輸大臣に任命 されている。また、1

928年 に退任 してか らも、鉄道局に対 しては絶大な権限をふるい、1932年

6月 の立憲革命によ って政治的に失脚す るまで指揮をとった。別言す ると、ブラ

チャッ トが鉄道局総裁時代は、所轄官庁 の運輸大臣(当 時は、チャオプラヤー.

ウォンサーヌプラパ ッ ト)は3[、 鉄道局の事業には関与できず(ブ ラチ ャッ トは

重要事項 はすべて国王に直接進言 した)、 逆にブラチ ャッ トが商務運輸大臣にな

るや、鉄道局は同大 臣の傘下に組み込まれたのである。ブラチ ャッ トは文字通 り

「タイ鉄道の父」で あると同時に、鉄道業全般を 「統一の組織体」と して指揮 し

た最初 のワンマ ン型の総裁であった。

このブラチャッ ト総裁時代に、鉄道局はさまざまの事業 と改革を実施す る4}。

その主なものを列記すると、次の5点 に要約することができる。

第一は、北部線局 と南部線局を統合 し、全国の路線を相互 に結 び付けるために、

11ウ ィタヤ ー(文 献3046)
、55-56ペ ー ジ。

2)ソ ム チ ャイ(文 献3054)
、409-414ペ ー ジに収 録 され てい る 。

3}チ ャオプ ラヤ ー ・ウォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ トの運 輸 大 臣と しての業 績 は
、 ア ッチ ャラー(19

80年 、 文献3085)の 修 士 論文 に詳 しい 。
4,ブ ラ チ ャ

ッ ト総裁 時代 の事 業改 革 につ いて は 、タ イ鉄道 局 の 『年 次 事業 報 告書 』 各年 版 の ほ

か、 タイ 国鉄 編(文 献3004)、 パ ンタ ナポ ン(文 献3033)が 参考 にな る。
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軌道を 「メー トル軌」に統一する10力 年計画(1920年11月 か ら1930

年 まで)を 、総額155万 バーツを投入 して実施 したことである11。 軌道の不 統
一 による経済的な弊害は

、イン ドなどの植民地地域では深刻 な問題 に発展 してい

たが、タイのように軌道統一に踏み切 った所はきわめて稀であった。

軌道統一の集大成 は、それまでチ ャオ プラヤー川によって東西両岸に分断され

ていた北部線、東部線、東北部線の 「旧標準軌」と南部線を連結す る 「ラーマ6

世王橋」の完成であ る(建 設の決定は1920年1月 。開通 式は、この偉業を計

画 した故ラーマ6世 王の誕生日に合わせて、1927年 の1月1日 に実施 された)。

この橋 は、フ ランスの会社(恥E励lissementsDaydeofPais)に 構造物 の建設を

委託 し、全長442メ ー トル、総額278万 バーツを投入 して完成 した。歴史 的

にチ ャオプラヤー川で分断されてきたタイの領土が鉄橋で結 び付いたのは今回が

初めてであ り、開通 式における国王の祝辞にあるように、 「タイ王国史上の画期

をなす出来事」だったa。

第二は、1918年7月 に南部線 と連邦マ レー鉄道を連結 させ、マラヤ半島を

縦貫する国 際列車の運行を開始 したことである31。 これは約10年 前 のイギ リ

スか らの鉄道借款借 り入れの条件であったとはいえ、国際列車の運営を 連邦マ レー

鉄道 とタイ鉄道局の共同運営下に置いた点はきわめて重要である。バ ンコクとシ

ンガポールをつな ぐ国際列車の運行 は、タイ鉄道局 と連邦マ レー鉄道のあいだで

年1回 行なわれる合 同会議で運営の方法、時刻表の改訂、その他の施行規則に至

るまで決定 した。さ らに1926年 になると、東部線をアラ ンヤプラテー トまで

延長 し、仏領カ ンボジアとの連結 も完了させている。

ブラチャッ トは1926年7月 に、バ ンコクのロータリークラブの席上で19

10年 から15年 間のタイ鉄道業の発展を総括する講演を行なったことがある41。

この講演のなかで、彼はタイの鉄道を人 間の手に模 し 「手首 は南部線、親指は ビ

ルマに連結する鉄道 、人指 し指は北部線、中指はコーンゲー ン線、薬指はウボ ン

線、そ して小指は東 部線に該当する」と表現 し、国際的な鉄道網の接続の動きに

タイの鉄道を連結 させることの重要性を訴えた。

第三 は、この講演 で も強調 しているように、鉄道網の拡充 を明確に国民経済 の

11軌 道 統 一 は
、 す で に敷 設 さ れ た標準 軌 の2本 の レールの 間 に第3の レー ル を敷 設 し、 の ち外

側 の レー ルを 外 す とい う方 針 が と られ た。 この 軌道 統一 事業 の 技術 的な 問題 は1920年8月 に

マ ッガサ ン鉄 道 工 場 で設 計 を行 な い、 同年11月 に試験 的 な作 業 が実 施 され た 。 タイ鉄 道 局 「年

次事 業 報告 書1920年 版』 、1-2ペ ー ジ 、21ペ ー ジ;タ イ鉄 道局(文 献3040)、3

ペ ー ジ以下;ホ ル ム(文 献3517)、178ペ ー ジ以 下 。

2j"RamaNBridge:OpenedbytheKing
,"BTWM,January3,1927,pp.19-21.

3)こ の 国際 鉄 道 の 開通 と詳 しい 時刻表
、旅 行 案 内につ い ては 、 ア ンデル セ ン(文 献3501)

に詳 しい。
41℃ommunicationinSiam:SpeechbythePrinceofKambaengBejra

,"BTWM,Ju】y31,1926.
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発展に位置づ けた点であるη 。政治的目的ではなく経済 目的を重視 して鉄道建 設

を計画的に実施 した のは、ブラチ ャッ トの時代からだ った。実際、彼の時代に鉄

道収入は営業キ ロ数の伸び以上に、大き く伸びている(表1-2を 参照)。 また、

ブラチャッ トは鉄道建設と並行 して道路行政の整備 も積極的に行なうが、収入 が

鉄道のように見込めず、補修費用も相対 的に高 くつ く道路建 設については、あ く

まで鉄道を補完する フィーダー型(支 線)道 路に限定 し、道 路による鉄道の代 替

計画は構想 しなか った21。 この問題が浮上す るのは、1930年 代半 ばに入 って

か らである。

第四は、ブラチャ ッ トが鉄道業の設備近代化、とりわけ電信関係 とディーゼル

電気機関車の導入を推進 した点である3}。 彼は鉄道局総裁就任 中、1920年4

月か ら翌21年3月 までと、1924年1月 か ら12月 まで 、それぞれ一年近 く

に及ぷ長期の鉄道研修を目的とする欧米出張を二回も実施 している41。 最高責 任

者がこのように 自国を留守にすることは異例であるが、彼は こうした出張をあえ

て実施 し、有能なタイ人技師を同行 して欧米各地の鉄道会社や車輌工場を視察 し、

帰国後は克明な報告書を提出 した51。

第五 は、ブラチ ャッ トが 「・仏暦2464年(1921年)鉄 道 ・道路整備法 」

を制定 し、鉄道用地 の取得手続きや、国鉄 ・私鉄間の事業計画の調整、鉄道 ・道

路間の事業調整などを、法的に整備 したことである61。 タイの鉄道建設 と運営 が

制度的にみて近代 的装いをもつようにな るのは、この時の法律が嗜矢 といって も

過言ではない(こ の法律に伴 う機構改革等にっいては、本書 の年表の1921年

8月 の項を参照)。

以上の ようにタイの鉄道業は、ブラチ ャッ ト総裁の指揮の もと数 々の改革や事

1}1926年 に従 来 の商 務省 と運 輸省 が統 合 した 時
、 その初 代 大 臣に ブ ラチ ャ ッ トが就 任 した

こ とは、 象徴 的 で あ る。ま た、貿 易促 進 を 目的 に設 置 された商 業普 及 会議(日 本 貿 易 振興 会=ジ ェ

トロに相 当す る)の 委員 長 にも 、 ブ ラチ ャ ッ トは就任 してお り、彼 は国 内輸 送 手段 の 発達 と貿 易

の発 展 を結 び付 け よ う と した 最初 の人 物 で もあ った。
2)タ イの 道路 行 政 とその整 備 につ いて は

、本 資料集 の 作成 に あ た って協 力 を 得 た、 東京 外 国

語大 学博 士課 程 の柿 崎 一郎 氏 が 精 力的 に研 究を 進め て い る。 氏 の見解 で は 、初 期の タイ の道 路 の

大 きな特 徴 は、 独 立 の輸 送 網 で は な く、バ ンコ クを 中心 とす る 鉄道 網 を補 完 す る フ ィー ダー と し

て位 置づ け られ た 点に あ る とい う。な お、 ホ ルム(文 献3517)、180ペ ー ジ も参 照 。
3}デ ィーゼ ル 電気機 関車 の導 入 につい て は、 ラ メール(文 献3524)、 同(文 献3525)

第5章 を参 照 。
4〕タ イ鉄 道局 『年次 事 業 報告 書1920年 版 』

、 同 『年 次事 業報 告 書1924年 版 』 。
5}タ イ国 鉄編(文 献3005)

、38ペ ー ジ。 た だ し、 この 時 の報 告 書 自体 は、 私 は まだ 見 て

い な い。
61「1921年 鉄 道 ・道路 整備 法」 の 全文

、 その後 の補遺 と改訂 、 それ に対す る解説 につ い

て は、 ウ ィロー ト(文 献3075)を 参 照 。 ま た、 全文 のオ リジナル は 『年 次 別法 律 集成 』(タ

イ文)、 第34巻 、97-163ペ ー ジに収録 されて い る。

52



業拡大を実施 してきた。ただ し、私がもっとも重視するのは、ブラチ ャッ トが鉄

道奨学生制度 を導入 し、 「タイ人による鉄道運営」を推進 した点である。本書 の

課題であるタイにお ける技術者形成を、鉄道業において 目的意識的に構想 した最

初の人物がまさにブラチ ャッ トだったか らである。そこで以下ではこの問題 を検

討 してみたい。

第6章 鉄道奨学生とタイ人技術者養成(1918-32年)

1鉄 道奨学生の選抜試験と海外派遣

鉄道奨学生の選抜 試験は、1918年 か ら開始され1924年 まで計7期 にわ

たって続いた。また この期間中に選抜試験 もしくは推薦によ って鉄道局か ら奨 学

金を受け、海外留学 を行なった人数は判明 しているだけで74名 に達する(そ の

リス トは表VI-1ほ かを参照)11。

タイでは、1880年 代から王族 ・貴族がその子弟をイギ リスな どに留学させ

る風潮が強ま り、大蔵省、教育省、司法省、陸軍海軍なども19世 紀末か ら官 費

による留学生を ヨー ロッパに派遣 し始めた2[。 しか し、鉄道奨学生制度が他の官

費留学生制度 と大 き く異な っていたのは、⑦きわめて厳格な実力本位の選抜試験

を導入 したこと、②海外留学中に履修すべき科 目について選抜試験で指示 したこ

と、③帰国後、鉄道局への入局 と勤務を義務づけたことの3点 である。

大蔵省や教育省、 そして軍の官費留学生の場合には選抜試験 はな く、大臣や所

轄官庁の有力者の意向で留学候補者が決定されるのが、それ までの慣行であ った。

そのため、対象は王 族や有力貴族の子弟 に集中することが多 く、留学生本人の能

力は二の次であ った と言われる。例外は1897年 か ら開始 される 「国王奨学生」

で、これは年に二名 、スワヌグラープ校高等課やアサ ンプシ ョン校などに在籍 す

る17歳 までの有能な男子生徒を対象に、実力試験によって選抜 した。そのため、

王族 ・貴族の子弟の ほか、平民や中国人商入の息子 もときに選ばれることがあ っ

た(表VI-4の 国王奨学金給費生一覧を参照)。 ただ し、この国王奨学金給費制

度 は、①留学先をイ ギ リスー国のみに限定 していたこと、②派遣する学生の留学

期 間をパ ブ リックス クールの入学かち始 まり、大学での学士の取得、軍や民間企

業での実習 も含めて最低8-10年 間を想定 していたこと、③履修科 目は法律、

教育、軍事、工学など多岐に及んでいたことなど、技術形成の観点か らす ると色々

1〕鉄 道 奨学 生 の人 名 と派 遣 国 の 一覧 につ い ては
、 タイ国鉄 編(文 献3005)、119-12

1ペ ー ジほか に掲 載 され て い る。

2♪タイ に お ける官費 留 学制度 につ い ては
、 ラオ ー トーン(文 献 教育215)の 修 士 論 文が も っ

と も優れ て い る。
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な問題を抱えていた'1。 明確な 目的のもとに、かつ大量の留学生を派遣する制 度

では決 してなか ったのである。

そうした伝統的な留学制度のなかで、ブラチャッ ト鉄道局総裁が導入 した新 し

い方法は、①イギ リスだけでな くアメリカ、フランスにも派遣す る21、 ②留学 期

間を従来の9年 間に対 し5年 間に短縮す る、それに伴い留学費用 も節約する3}、

③選抜にあたっては身分ではな く、あ くまで実力を重視する、④選抜試験では工

学(エ ンジニアコー ス)と 運輸(商 学会計 コース)の2つ に分 け、留学先の専 攻

科 目をあ らか じめ特 定す る、⑤帰国後、鉄道局への勤務を義務づけるとい うもの

で、外国人技師 ・幹 部職員に替わって鉄道建設と運営を担 う将来の人材を育成 す

ることを明確に掲げていた。なお、派遣先が第1期 生(1918年)と 第2期 生

(1919年)の 場 合にアメ リカとなったのは、学士の資格がイギ リスに比べ て

取 りやすいこと、鉄 道実習の面で有利で あることのほか、当時、ヨ ーロッパ諸 国

は戦争の さ中であ り、研修に支障がある と判断されたからで ある。 とくに ドイツ

な どは敵国関係 にあったため、タイの留学生はすべて逮捕拘禁 されていた41。

この鉄道奨学生の選抜試験がいかに厳格であったかは、い くつかの葬式本 に掲

載 された回想録が明らかにしている51。 試験問題は当時のタイの高校では教え て

いない高度の 「数学 」も含み、英語、算 術、教養などの 「共通科 目」9つ と、数

学、科学、歴史、地理など 「選択科 目」3っ の合計12科 目であった(1科 目は

100点 満点)。 これ らの試験は1科 目3時 間を充て、全体 の試験期間は じつ に

3日 か ら4日 に及ん だ。受験生は、すでに官庁で働いている若手の官僚か、ス ワ

ヌグラープ校、テープシリン校、バ トゥムコンカー校、バ ンコク ・ク リスチャ ン

校な ど、当時の有名校の最終学年 に在籍する学生たちであった6;。

もっとも重要な点 は、鉄道奨学生の合格者たちが、本人の名前だけでな く、年

齢、出身校、親の職業、そ して成績結果 を公表され、英字新 聞などにも転載 され

た事実で ある7〕。 したが って、コネクシ ョンや情実による選抜は困難であ った と

1}ブ ラ ウ ン(文 献3507)
、 同(文 献3508)を 参 照 。

2}フ ラ ン ス が 留 学 先 に 加 わ
っ た の は 、 将 来 、 カ ンボ ジア 、 ベ トナ ム と の 鉄 道 連 結 を ブ ラチ ャ ッ

トが 構 想 した か ら だ と 言 わ れ る。

31ホ ル ム(文 献3517)
、183ペ ー ジ。

4}タ イ 人 の ドイ ツ 留 学 生 と第 一 次 大 戦 につ い て は 、 ウ ドム の 葬 式 本(文 献3072)に 詳 しい 。

,51ウ ィ トゥ ー ン ウ ィ テ ィ ゴ ン(文 献3047)、 サ ム ラ ー ン(文 献3057)、 ル ワ ン ・シ ッ

トテ ィ ドゥ リパ ッ ト(文 献3061)、 ア ー ト(文 献3069)な ど に 見 ら れ る 。

β}ル ワ ン ・シ ッ トテ ィ ドゥ リパ ッ ト(文 献3061)
、110-113ペ ー ジ 。

7}例 え ば
、 次 の よ う な 記 事 を 参 照 。"TlainingfortheRailwayDep飢ment,"8T㎜f,June5,1918;

"TrainingfortheRailways
,"BTWM,July23,1919;"TrainingfortheRailways,"BTWM,may27,1920.

理 由 は 分 か ら な い が 、1921年 か ら 『週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』 は 、 鉄 道 奨 学 生 合 格 者 の 得

点 や 親 の 出 身 の 報 告 を 止 め て い る 。
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思われる。また合格 したあとは、王族、貴族 と平民出身の奨学生をまった く平 等

に扱い、例えば、留 学先に赴 く船のなかでは、王族の子弟と平民が同 じ部屋に起

居 した。 こうしたや り方はそれこそ厳格な身分社会のタイで は晴天露塵の事態 を

意味 した。鉄道奨学 生第2期 生のチャル ン ・ピア ンキエ ンは 、そ うした驚 きと感

動を自身の回想録のなかで細か く綴 っているη 。

ただ し、鉄道奨学 生には実力本位の 「選抜試験組」とは別 に、 「推薦組」 も存

在 していたことを軽視すべきではない。 「推薦組」には、グルダーゴンー族やウォ

ラワンー族な どの王 族、サニ ッ トウォンー族などの当時有力 な貴族高官の子弟 が

優先的に選ばれたか らである。帰国後の即戦力を考えたため に、すでにヨー ロッ

パに留学 している王 族 ・有力貴族の子弟の中か ら、優秀な ものを鉄道奨学生に改

めて任命 した事例が 多か った点 も、 「推薦組」の特徴である。なお、鉄道奨学 生

の一覧 は、表VI-1か ら表VI-3に 整理 した通 りである。また、選抜試験の結果 は

年表のなかに示 して おいた。出自か ら言 うと 「選抜試験組」55名 の鉄道奨学 生

うち4名 のみが王族 で、同 「推薦組」19名 のうち9名 が王族であるの と好対 照

をな している。

さて表が示す ように、鉄道奨学生の留学先はアメリカの場合にはマサチューセッ

ツ工科大学や ミシガ ン大学、イギ リスの場合にはケ ンブ リッジ大学、バ ー ミンガ

ム大学、 シェフィール ド大学、マンチェスター大学、 フランスの場合 には リヨン

大学な ど一流大学に集中 していた。 しか も、それまでの官費、私 費留学生の場合、

留学先で女性問題 を起こした り大学受験 に失敗 した りして、学業半ばにして帰 国

する者が多いなかで 、鉄道奨学生の場合 にはその大半が希望す る大学 に進学 し、

かつ学士の資格をと って帰国 した。 これ だけ大:量の しかも工学を中心 とす る学 士

資格者を輩 出したケースは、タイでは皆無である。因みに表VI-6に よると、1

923年 現在、海外 留学生の総数は303名 、そのうち じつ に54名 が鉄道局 に

所属する奨学生であった。

2鉄 道奨学生の帰国と1932年 機構改革

鉄道奨学生の帰国は、第1期 生としてアメリカに派遣 され(1918年7月 、

バ ンコク出発)、 マサチューセ ッツ工科大学で電気工学を修得 したスー ト ・パ ー

ラシ リが、1922年1月 に鉄道局に入局 し勝 最初である。 これを皮切 りに以

後毎年、1932年 まで途切れることな く続いた。新規に採用す る鉄道局の幹 部

候補生の大半 は、鉄道奨学生か ら徴募 したのである。彼 らは通常、工学系の場合

には、外国人 もしくはタイ人技師の下で 「技師補佐」に任命 されて現場に派遣 さ

れるか、運輸系の場合 には検査官、同補 佐として勤務を開始 した。帰国後の月給

11チ ャル ン ・ ピア ン キ エ ン(文 献3047)、18-20ペ ー ジ。
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は工学系学士が250バ ーツ、運輸系学士が200バ ーツで ある。当時、公務 員

の大学卒業資格者(学 士ではない)の 初任給が40-60バ ーツであ ったことを

考えると、破格の待 遇であったと言えよ う(も っとも外国人技師はこれ よりもは

るかに高給であったが)。 じっさい回想録によると、月給を使い切れず、毎月余 っ

た給与を、土地や棟割 り長屋の購入にあてるほどだったというη 。

鉄道奨学生は最初 か ら 「幹部候補生」 として特別待遇を受 け、高給による優遇

と同時に、地位的に も身分的にも昇進 ・昇格の道が保証 され ていた。まず、学 士

取得者の彼 らには、将来の技師(ナ ーイ ・チャー ン)も しくは部局課長以上の上

級管理職への昇進の道が開けていた。この点は、 「学士」の資格を持たない国内

の大学卒業者が 「技 師補佐」やそれ以外の下級職員どまりで あったの とは、根本

的に異な っている。

しか も、当時のタイでは文官 も軍人 と同 じように厳密な階級の序列のなかに位

置づけ られ、一定期 間の勤務を終えると位階称号(ヨ ッ トバ ンダーサ ック)と 欽

賜名(プ ラテ ィンナナーム)を 、国王が直接与えるという慣習があった。そ して、

この位階欽賜名を与 え られ ると、平民商人の子供で も以後は、 「勅任官吏」(ク

ンナーン)と して支 配階層の仲間入 りを果 たす ことができたのである。なお、学

士取得者である鉄道奨学生は勅任官吏への仲間入 りが格段に速 く、事実、193

1年 か ら32年 には、鉄道奨学生の大半 が 「ル ワン」の位階称号を与え られて い

る2}。 選抜試験の段階では本人の実力のみを頼 りにした平民の子弟たち も、留学

で学士号を取得 した後には、王族や貴族 高官の子弟と同様、資格 と身分に守 られ

ていた事実を、ここで強調 しておきたい。

さて、彼 ら鉄道奨学生は、1932年8月 にいっせいに鉄道局の主要ポス トに

就任 した。表V。37が 示す ように、この時の人事は完全に鉄道奨学生を中心 に

展開 してお り、技術 関係(建 設、保線、機械工場)、 運輸事 業関係 、経理関係 の

いずれをとって も、 そのすべての主要ポス トを鉄道奨学生が独占 した。なお、 こ

の時の鉄道局の機構改革は、同年6月 に勃発 した立憲革命以後に実施 されてい る

ので、一見新政府に よる方針 と誤解されやすい。 しか し、 『年次事業報告書』 な

どを見る限 り、この人事は明らかに立憲革命以前の方針であ り、1917年 にブ

ラチ ャッ トが打ち出 した 「タイ人 による鉄道運営方針」の総 仕上げを意味 した。

「10年 後によるタイ人の鉄道運営」を国王に約束 したブラチ ャッ トの意図は、

遅ればせなが ら実現 したわけである。

しか も重視すべ きは、同窓意識が強い鉄道奨学生が主要ポ ス トを独 占したこ と

は、タイの鉄道局が は じめて、技術形成 のための 「組織的統 一性」を確保 したこ

1}ア ー ト(文 献3069) 、124ペ ー ジ。 その他 、葬 式本 を利 用 した職 種別 給与 変 遷 の デ ー

タベ ース に よ る。
2}タ イ鉄 道 局 『年 次 事業 報 告書1931年 版 』

、1-2ペ ー ジ。
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とを意味 した。1928年 に、鉄道奨学生を中心とす るタイ人技 師が、タイで最

初の 「サヤーム ・エ ンジニア協会」を設立 した事実は、そう した技術形成への歩

みが開始 されたことを示唆 している1〕。 しか し、その後事態はタイ人技術者集 団

の形成には発展 しなか った。それはなぜなのか。この点を次章では、1932年

の立憲革命以降の政変を追 うことで解明 したい。

第7章 立憲革命以後の軍の介入(1932-41年)

1立 憲革 命 とブ ラチ ャッ トの政 治的失脚

1932年6月24日 に生 じた人民党(カ ナ ・ラーサ ドン)の 革命 、いわゆ る

「立憲革命」は、それまで続いてきた絶対王制を崩壊に追いや り、立憲君主体 制

をタイにもた らした。そ して、この革命は鉄道局の事業 にも大きな影響を与える。

その影響は、①鉄道 局を1917年 以降牽引してきたブラチ ャッ ト商務運輸大 臣

が政治的に失脚 し、強力な指導者を失ったこと、②クーデタ後の政治的混乱 と度

重なる省庁の統廃合 の もとで、鉄道局の独立性 と権限が大 き く低下 し、同時に多

数のタイ人鉄道技師が他部局へと転出したこと、の2点 に集約することができる。

革 命 が勃 発 した 時 、 ラー マ7世 王は イ ギ リス の兵 器 製造 会 社(Vickers

AmsmngLhnited)の 代表を歓迎するために プア ヒンの離宮に滞 在 し、代表団 の

メ ンバーたちとゴル フに興 じていた。そ こへ 「革命勃発」の知 らせを もた らした

のが、ブラチ ャッ ト自身だ った2}。 ブラチャットは鉄道局に命 じて特別列車を準

備させ、南部線の中途にあるフア ヒンへ駆け付け、同 じく特別列車で国王をバ ン

コクへ連れ戻 したのである。 しか し、この時点で大勢はすでに決 してお り、国王

はブラチャッ トたちの意見を受け入れて、憲法制定を求める人民党の方針を受 け

入れた。そ して、王 族や貴族高官を中心 に構成されていた旧大臣たちは退職 し、

新たな閣僚メンバーが任命 された。この時、王族閣僚の筆頭 であ ったブラチ ャッ

トも商務運輸大臣を退任 し、以後は、シ ンガポールを拠点に、映画制作やネオ ン

サイ ンの製造を手掛ける事業家へ と転身する。

鉄道局は、際だ った指導者を失 っただ けではない。立憲革:命以後 は、新政府 の

行政の混乱 にも直面 した。例えば、1932年8月 に政府は、農業省 と商務運輸

省を統合 して新 しく農商務省を設置、鉄道局をこの傘下に置いた。次いで翌19

33年5月 に は、経 済 事業 全般 を統 括す る省 と して 「経済 省(Krasuwang

η ウ ィ チ ャ ー(文 献3045)
、27ペ ー ジ。

2〕 ア ル ドリ
ッチ(1993年 、 文 献3500)、91-92ペ ー ジ。
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Se仙akan)」 を新た に設立 し、鉄道局の所轄をこの省に移 した。また、同 じ年 の

6月 には、鉄道局 の下にあった道路局を 内務省 に移 し、都市土木局道路課へ と改

組 してい る(表IV-1を 参照)。1932年 以前は局 とい うよ り独立の省 として

強大な権限を持 って いたが、立憲革命以後の鉄道局は、文字通 り経済省の一部局

へ と格下げにな ったのである。

こうした行政機構 再編のなかで、鉄道局総裁 も頻繁に交替 させ られ た。192

8年2月 にブラチ ャッ トか ら鉄道局総裁の地位を引き継いだ プラ ・サーラサー ト

シリラ ック(表W-2)は 、1932年8月 、農商務省の設立 と同時に総裁職 を

退任 し、当時、電気 担当技師長だったプ ラヤー ・サ リッ トデ ィガー ンバ ンチ ョン

(表冊3)が 新 たに鉄道局総裁に就任 した。 しか し、1933年3月 末には彼

も退任を余儀な くされ、4月 か ら7月 までは鉄道局道路担当技師のプラヤー ・プ

ラキ ッ トゴ ンラサー トが鉄道局総裁に就任する。そ して、1933年7月 か らは

鉄道局運輸事業本部長 であったプ ラ ・ウィ トサダーン ドゥンラヤラ ッ トキ ッ ト

(表孤一4)が 総裁 に就任 するが、彼 も1934年4月 の鉄道工場労働者のス ト

ライキを契機 に、軍 から派遣されたプラ ・ウ ドムヨータティユ ッ ト鉄道局総裁代

行(表 町 一6)に その地位 を譲 った。結局、1932年6月 の立憲革命 か ら19

34年4月 までの1年10カ 月の間に、 じつに5名 もの総裁 もしくは総裁代行が

実現 したことになる(表IV-3を 参照)。 こうした度重なる トップ人事 の交替が、

鉄道局の組織的統一性を著 しく損なったであろうことは容易に推測できる。

すでに述べたように、1932年8月 に鉄道局は大幅な機構改:革を実施 し、鉄

道奨学生 による経営管理体制を実現させ た。 しか し、この 「タイ人 自身 による鉄

道運営体制」が実現 したまさにその時、 この体制は不幸 にも分裂 と分断の道を歩

み始める。 というの も、革命を主導 した人民党は 「6大 綱領 」のなかで、タイ人

の経済的地位の向上 を公約 し(経 済省の新設はそのためである)、 不足するタイ

人技師や経済官僚の補充を、鉄道局に集 まる人材の引き抜きで賄おうとしたか ら

であった。その結果 、1932年 末か ら1934年 にかけて 、鉄道奨学生を含 む

多数の有能な人材が、他の省庁、部局へと流出していった。

2ボ ワラデ ー ト親 王の叛乱

鉄道局の組織的統一性により深刻な影響を与えたのは、1933年10月 に勃

発 した 「反革命」、 すなわ ちボワラデー ト親王を指導者に仰 ぐ反革命派の叛乱 で

ある。 この叛乱は、10月10日 から11日 、北タイのピッサ ヌローク、西タイ

のペ ッブ リー、東北 タイの コー ンゲー ンやコーラー トなどい くつかの地方で、同

時的に発生 した。そ して重視すべきは、叛乱軍 とこれを鎮圧 しようとする政府軍

の双:方が、鉄道局 のスタッフ、鉄道施設、そ して鉄道局が掌握する電信設備を最
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大限に利用 したことである。鉄道がクーデタや政変に決定的な意味を持 もったの

は、このボワラデー ト親王の叛乱がタイ史上最初であったu。

地方各地でいっせ いに蜂起 した叛乱軍 のうち主力であった コーラー トの兵士 と

ボワラデー ト親王は、10月11日 にバ ンコク近郊の ドーンムアン(現 在の国際

空港の近辺)に 結集 し、陸軍工兵局通信部隊の駐屯基地を 占拠す る。そのため 、

政府はのち首相兼陸軍司令官 となるピブーンを鎮圧軍特別司令官に任命すると同

時に、陸軍工兵局通 信部隊に所属 していたチ ャルー ン ・ラッタナグ ン ・セー リー

ル ンリッ ト陸軍少佐(表 孤 一7)を 、 ドー ンムアンに結集 して いた叛乱 軍の説得

特使 に任命 した。チ ャルー ンが選ばれたのは、彼が革命を実施 した人民党の中核

メンバ ーの一人で、 当時のプラヤー ・パ ホン首相 と緊密であ ったことと同時に、

叛乱軍に協力 した陸軍工兵局通信部隊アユタヤー地区の責任者 と知己の関係 にあ っ

たか らである2}。 ところが、チ ャルー ンを代表者とす る説得団4名 は、逆 に叛乱

軍によって拉致 されて しまう(4日 後、解放 される)。

注意すべ きは、 この時拉致されたチ ャルー ン、そ してチ ャルーンの部下クン ・

ピヤラッ トロナユ ッ ト、サ ワイ ・サ ワイセー ンヤーゴ ン(表 孤一15)、 セ ン ・

チュラチャー リッ トの4名 が、1934年 の鉄道工場労働者のス トライキのあ と、

政府が派遣する鉄道 局の事業見直 し委員会のメンバーにな ったことである。加え

て、チャルー ンはの ち鉄道局長(1936-42年)、 そ して初代国鉄総裁(1

951-59年)に 、部下のサ ワイがチ ャルー ンの後を継 いで 第2代 目の総 裁

(1959-64年)に 、そ してセンが第3代 目の総裁(1964-71年)に

それぞれ就任す るの である。陸軍通信部隊による鉄道局の支配は、まさにこの1

933年 の 「拉致事件」か ら始まった。

それは ともか く、 このボワラデー ト親王の叛乱 は、鉄道局 の内部に深刻な対 立

を もたらす契機 とな った。 というのも、王族であるブラチ ャッ ト総裁時代 に育 成

された鉄道局幹部職員のなかには、人民党グループの革命に不満を持つ ものが少

な くな く(と くに地方支部)、 ボワラデー ト親王の叛乱に同情 し手を貸す ものが

相 当数いたか らであ る。他方、政府は鉄道局の機関手、駅職員、電信技師な どに

協力を求め、政府軍輸送のための臨時列 車の運行や鉄道電信 の使用を要求 した。

つ まり鉄道局の内部 は、叛乱軍協力派 と政府軍協力派に分裂 して しまったのであ

る31。

しか も、叛乱を制圧 したあと政府は、鉄道局の幹部職員の うち数10名 を叛乱

1〕ボ ワ ラデ ー ト親王 の 叛乱 につ いては 、 『週刊 バ ンコク タイ ムズ紙 』、1933年 の官 報 特 別

版 が 克 明 にその 動 きを伝 え て い る。
21チ ャル ー ンの葬 式 本(文 献3015) 、111-115ペ ー ジを 参 照。
31ボ ワ ラデ ー ト親 王 の 叛乱 と鉄 道局 職員 につ い て は、 ル ワ ン ・シ リア ッカニ ーガ ー ンの 葬 式 本

(文 献3062)、55-87ペ ー ジを参照 。
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軍への加担 もしくは その容疑で逮捕 し、モームチャオ ・スカ プラーロップの終身

刑をは じめ実刑判決 を下 した。鉄道奨学生の第1期 生であ り、ブラチ ャッ ト鉄道

局総裁が特別に目を かけていたルワン ・シリア ッカニーガー ン電気担 当技師が 、

叛乱加担の容疑で逮 捕され、のち無罪放免になったにもかかわ らず、結局193

4年2月 に懲戒免職 に処せ られたのは、 ボワラデー ト親王の叛乱が産み出 した悲

劇の一幕 のひ とつであった(彼 のその後の経歴は表W-12を 参照)。 その一方

で、政府鎮圧軍に協 力 した鉄道局職員 に対 しては、恩賞供与 の措置がな されたか

ら、立憲革命後の行政再編のなかですで に揺 らいでいた鉄道局の結束力は、ます

ます崩壊に向かっていった。

3鉄 道労働者のス トライキと軍の介入

鉄道局の組織的統 一性の崩壊は、立憲革命、ボワラデー ト親王の叛乱 に留ま ら

ず、1934年4月 に勃発 したマッガサ ン鉄道工場労働者のス トライキによって、

最終段階に入 った。 この時のス トライキ は、①1929年 世界恐慌に端を発す る

経済不況の長期化のなかで悪化する生活条件の改善、具体的には賃金の引き上げ、

②鉄道局幹部職員に よる不公正なふ るまいの是正、そして、③ ボワラデー ト親 王

の叛乱 に協力 した鉄 道局幹部職員の処分 の徹底、な どを背景 に勃発 した(年 表 を

参照)。

4月29日 、鉄道 工場の労働者2000名 が、朝からバ ンコク中央駅 に集ま り

職場放棄を行な った。こうした大規模なス トライキはタイでは初めてだったため、

政府 と軍は機敏かつ 迅速な対応を示す。つま り、プラヤー ・パ ホン首相 は、鉄道

労働者の賃金を50サ タ ン(0・5バ ーツ)か ら1バ ーツに引き上 げることに 同

意す る一方、鉄道局 総裁、運輸事業部長 、運輸事業部長補佐 、鉄道工場長などの

要職に軍人を 「代行職」として派遣するという異例の人事を決定 したのである1}。

ブラチャッ ト総裁時代に作 られた、幹部 職員の 「内部昇進 システム」は、この時

の政府の強引な人事で、事実上崩壊 して しまった。

しか も軍は、鉄道労働者のス トライキが終結 したあと、1934年5月 か ら7

月にか けて3カ 月間、さきに述べたチ ャルー ンたち軍人技術者を鉄道局に派遣 し、

仕事や業務内容の見直 しを実施 した。鉄道工場労働者たちは、 こうした軍の見直

し作業にきわめて協力的だったようであ る。 とくに、鉄道奨学生を含む計16名

の幹部職員の罷免を要求 していた労働運動の指導者たちは、鉄道局に対する軍 の

介入を歓迎 した。そ して、1936年 にはチャルー ン自身が鉄道局長 に就任 し、

軍 との連携がいっそ う明確になるのである。
一方、ほぽ同 じ1936年6月 、内務大臣はラジオ放送を通 じて、合計1万4

1〕 ワル ンユ パ ー(文 献3044) 、46-51ペ ー ジを 参 照 。
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900キ ロ、総額1億5300万 バーツを投入する 「道路整備事業18力 年計画」

を発表 した11。 そ して、向こう5力 年にまず3000万 バーツを投入するという、

道路重視の方針を打ち出 した(表H-4の 予算 と支 出の推移を参照)。 ブラチャッ

トの時代には道路事 業はあ くまで鉄道を補完するものと位置づ けられ、道路局 自

体 も鉄道局の下に置 かれていたが、いまや道路は鉄道 に競合す る輸送手段にな り

つつあった。少な くとも鉄道局が、絶対的な優位を主張する時代は、すでに去 り

つつあった。

第8章 タイ鉄道業における技術形成の限界

1組 織的統一性と技術形成

第1章 で私 は、技術形成の能力には、個人 レベル、企業 ・組織 レベル、社会 的

レベルの3つ があ り、後発国の場合には 「組織的な対応能力」や 「組織的な統一

性」が重要であるという仮説を示 しておいた。この仮説に照 らし合わせ た場合 、

戦前期タイの鉄道業 はどうであったのか。

はっきりしているのは、タイの鉄道業 はその誕生段階か らすでに組織的統一 性

を失 っていたとい う事実である。イギ リス人の建設請負い会社 と ドイツ人の鉄 道

局のあいだの対立、 北部線 と南部線の並 存などは、その最 たる例であろう。鉄 道

局が意思決定や指揮系統で統一性を実現 できたのは、ブラチ ャッ ト総裁時代 だけ

であ った。 しか しそれ も長 くは続かず、1932年 の立憲革命以降は、再び混乱

と分裂の時期を迎え る。なおこうした事態は、鉄道局が 自ら望んで作 りだして き

たのではな く、1917年 以前は植民地化の危機や西欧列強の影響力拡大に対抗

するために、また、1932年 以降は国 内政治変動によって もた らされた もので

ある。つま り、国王 や政治支配層の判断や動きが、技術形成 を助ける組織的統 一

性を犠牲に して きたのである。

しかも、鉄道業の初期の段階では、植 民地化の脅威に対抗するために、特定 国

や特定国籍の外国人に依存することを、できるだけ避けようとした。 この方針 と、

国内における技術基盤の未熟 さ、労働者 ・技師の不足が結合 して、タイでは じつ

に多様な国籍の技師 と労働者が、鉄道建 設やその運営に動員 された。コーラー ト

線の一工区を担当していたヴァイラーは、1895年 に、次 のように 日記 に記 し

ている21。

「私の工区では、民族学的に見てすこぶ る興味深い現象がある。(鉄 道建設に従

1}冊SiamTo -day:HighwayConstrucIion ,「サBr躍M,June30,1936,
2)ヴ

ァイ ラ ー の 日記(文 献3566)、82ペ ー ジ(1895年4月9日)。
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事す る労働者一一引用者)中 国人、タイ人、 ヒンデ ィ人、ク リングス人(英 領 マ

ラヤのイ ンド人)、 ベ ンガル人、マレー人、アラビア人、 日本人などが混 じり合 っ

ている。午前中の仕 事ぶ りをみても、その宗教や生活習慣の違 いを見 ることがで

きる。それに輪をか けて、ヨーロッパ人職員 もイギ リス人、 ドイツ人、デ ンマ ー

ク人、スウェーデ ン人、オ ランダ人、イタリア人、フランス人、アメ リカ人、オー

ス トリア人、スイス人、ポル トガル人な どがいる。まるで聖 書に出て くる 『バベ

ルの塔』の話 と同 じだ。いろんな言語が入 り乱れている点で は、それ以上 といえ

る」 と。

タイが西欧列強 との駆け引きの もとで、か らくも独立を維持 した結果が、この

「バ ベルの塔」の状 況だ った。そ して、 こうした状況は植民地化 の危機が去 った

1910年 代以降 も、程度の差はあれ続いてい くのである。また、鉄道工場では、

1930年 代においてさえ、フォアマ ンレベルにタイ人、中国人、 日本人、ポル

トガル人、イタ リア人な どが入 り乱れて いた。そのため、技 師や幹部の間の公 用

語には英語が使用 され、ヨーロッパ人技師にはタイ人の通訳がついた。

しか し当時、 ドイ ツ人やイタリア人技 師がどこまで英語が できたかは疑 問で あ

り、意思疎通は困難 であった ものと推測 される。加えて、 ヨーロッパ人技師とタ

イ人のあいだで も、海外留学組を除 くと、英語での意思疎通はきわめて困難であ っ

た。結局、伝達 は文 書による英語か身振 り手振 りに頼 るしかなか った。組織成員

の意思決定へのコ ミッ トメン トと成員間の情報の共有を、技 術 ・技能の組織的形

成の重要な契機 と考 えるな らば、タイの鉄道業にはこうした条件が決定的に欠 け

ていた と言わざるを得ない。

2身 分社会と技術形成

一方、組織的統一性がある程度確保 されたブラチ ャッ ト総裁時代(1917-

1932年)に は、別の問題が存在 した。それは一言で言え ば、国王を頂点 とす

る身分社会、エ リー ト社会の弊害であるη 。

すでに述べたように、ブラチャッ トはラーマ5世 王の皇子 であり、当時は絶 大

な権限を持 っていた。それと同時に、イギ リスでエ ンジニア リングの教育 と実習

1[ラ ー マ5世 王期 か ら1932年 の 立憲 革命 までの 政治 的支 配層 や 閣僚 が 、 いか に ラー マ4世

王 や5世 王 の皇 子 た ち(チ ャク リー家)と ご く少 数 の貴族 高 官 の一 族 に よ って 独 占 され て い た か

は、 本 書 の 図V皿一1、 図V皿一2か ら も窺 い知 れ る。 な お、 この問 題 につ いて は 、玉 田 芳史 「チ ャ ク

リー 改革 と王権 の 強 化」(「 チ ャク リー改革 と タイ の近代 国 家 形成 』 〈総 合 的 地 域 研究 〉 第1

1号 、京 都 大学 東 南 ア ジア研 究 セ ンター、 所収)を 参照 の こと。
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経験を積んだエ リー トであるη 。その結果、彼は国内での技師 ・技能者の養成 よ

りは、海外への留学制度を奨励 した。ブラチ ャッ トが推薦組 とは別 に、実力主義

による選抜試験で、多数の しかも平民や下級官吏の子弟を海外 に送 りだ し、帰国

した彼 らを 「タイ人 による鉄道運営」の中軸にすえた政策は、高 く評価 して よい

だろ う。実際、第二 次世界大戦以前に、これほ ど多数の工学 関係の官費留学生を

派遣 した省庁や部局 は、鉄道局をおいてほかはなかった。

ただし、海外か ら帰国 した鉄道奨学生 は、個人 としてはきわめて有能であった

が、組織的な技術形 成 と技術伝播の面で は必ず しも貢献 した とは言い難い。まず

第一 に、彼 らは帰国後、特別昇進のエスカレーターに乗 り、特権的な扱いを受 け

た。当時、 タイ国内には工学系の学士資格を与える教育機関 はな く、学士はきわ

めて貴重な存在だったか らである。また第二に、彼 らは帰国後、高い給料だけで

はな く、早 くか ら 「ルワン」というタイの位階制度では下か ら2番 目に位置す る

称号 と欽賜名を与え られ(い わゆる勅任官吏の身分)、 国王 による身分支配制度

のなかに組み込まれ た。一方、国内の高校や大学を卒業 した鉄道局の職員は、 こ

うした位階制度による称号は与え られず 、仮 に授与 されたと しても、 「ル ワン」

よ り一つ下の 「クン」どまりであった。実際、1910年 代 か ら20年 代の駅長

の名前を見ると、 「クン」どま りの職員 が圧倒的に多い。鉄 道奨学生は、最初 か

ら上級幹部、幹部候補生 として待遇されたのである。

その結果、チュラ ーロンコーン大学工学部卒業者やその他 の高校卒業者 と、海

外留学組の鉄道奨学 生のあいだには感情 的な対立が生 じ、両者のあいだには協 調

体制は生まれなか った。1928年 に鉄道奨学生な どを中心 に誕生 した 「サヤー

ム ・エ ンジニア協会 」は、国内の学卒技手たちをメンバーか ら排除 し、活動 の重

点をもっぱ らヨーロ ッパ人技師たちとの交流に置いたのであ る。他方、チュラー

ロンコー ン大学工学 部卒業生は、これに対抗 して同大学工学協会を別途、創設 し

た(1934年)。 当時のタイでは、海外留学組を 「プア ・ノーク」(外 の頭)、

非留学組を 「プア ・ナイ」(内 の頭)と 呼び、明確に区別 していたが21、 これ な

どは特権 グループとそうでないグループのあいだの差別、そ して両者の間の蔑視

とひがみの関係を象徴的に示 している。

手厚い特権に守 られた海外留学組が、 自らの地位を危 うくするような技術知識

1}ブ ラチ ャ
ッ ト総 裁 は1920年 に長期 の海 外 出張 にで た際 、 ロ ン ドンに も立 ち寄 り、新 聞社

の イ ンタ ビュー に応 じて い る。 この時 の会 見 で 彼 は、 自分 がハ ロー校 や ケ ンブ リッジ大学 で 「イ

ギ リス人 と して 」 教 育 を受 けた こ と、 チ ャタ ム 陸軍工 兵 学校 や アル ダ ー シ ョ ッ トで 実地 研 修 を 完

壁 に受 け た こ と を強 調 して いる 。彼 の イギ リス 留学 の経 験 は、 エ リー トの海 外 留学 を 重視 す る彼

の方 針 の もとに な った 。"RoyalTransponMinis重er,"β7脇f,0αober29,1920.

2}ウ ィチ ャー(文 舐3045) 、27ペ ー ジ。 なお 、 サ ヤー ム ・エ ン ジニ ア協 会 とチ ュ ラー ロ

ンコ ー ン大 学工 学 協 会が 合 併 して 「タイ技 術 者協 会」(Wo.So.Tho.)が で きる の は 、戦 争 の さな

かの1943年 で あ った。
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の教授、伝播 に消極 的であ ったとして も、別に不思議ではない。 しか も、タイ政

府や鉄道局は、国内の職業専門学校の設立や鉄道局内部での技師や技能者の養成

には、一:貫して無関心だった。鉄道局のr年 次事業報告書』によると、1923

年には、学生研 彦生29名 、機関手訓練生3名 を受け入れたと記録されているη 。

その後 も鉄道工場は、毎年20名 近い研修生を受け入れ生産現場で一定の訓練 を

行な ってきた。

しか し、組織的かつ体系的に技師や技能者を養成す るプログラムは構想 されな

かった。体系的養成 計画が現実化するには、プラヤー ・サ リッ トディガー ンバ ン

チ ョンの提案(1937年)で 、鉄道技術学校を開校する1940年 まで待たね

ばな らなか ったので ある。日本 と比べて あま りに遅い対応と言えよう。なお、鉄

道技術学校は一般の高校卒業資格者 と同時に、地方の鉄道職員の子弟 も受け入れ、

入学定員は、①土木工学30名 、②機械工学60名 、③運輸 関係60名 の計15

0名 であった。1943年 か ら45年 までの同校の卒業者 は、合計314名 に達

する2[。

ブラチャッ ト総裁 のタイ人技術者養成の構想は、あ くまでエ リー ト主義を前提

にしてお り、 ヨー ロ ッパ人に替わる技師を育成す ることが主 たる目的だ った。 そ

のため、技師、技師補佐、フォアマンや技能者、熟練労働者、一般労働者のあい

だの協調体制や、技 師より下の人材の育成は、ほとんど 「タイ人化政策」の対象

にな らなかった。その結果、1917年 の ドイツ人技師の追放以後 は、鉄道建設

の続行 に当時 もっとも規律が整い、現場経験 も豊富な陸軍工 兵局の兵士を大量 に

投入 し、1932年 の立憲革命以後は同 じく、陸軍工兵学校卒の軍人エ ンジニ ア

を鉄道局の運営に投入することになった。それは鉄道局内部の技能者や熟練労働

者の不足を問わず語 りに示 している。

結局、ブラチャッ トの鉄道奨学生制度 は、個人 レベルの技術形成 を促 したが、

それを企業 ・組織 レベルまで拡充、波及させる制度的枠組みまでには発展 しなか っ

たと言えよう。そこに彼の政策の限界はあ り、同時にこの問題は、今 日のタイ の

企業社会や官庁のなかでも引き続き克服すべき課題として残 されているのである。

η タイ 鉄道 局 『年次 事業 報 告書1923年 版 』
、21ペ ー ジ。

21タ イ鉄道 局(文 献3040)
、75-76ペ ー ジ。
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凡 例

*本 文献 目録の通 し番号は、第1部 の解説、第 皿部以降の統 計表、 ヨー ロッパ 人

技師一覧、タイ人技 師 ・幹部職員一覧、年表のなかでそれぞれ引用す る番号を示

す。

*本 文献 目録の通 し番号は、3000番 台か ら始まっているが、これは将来計画

している 「タイ近代総合年表」作成のための通 し番号であり、3000番 台は タ

イの 「技術 ・エ ンジニア リング」に関連する文献番号を示す 。 したが って、本書

のための通 し番号で はない。 「教育201」 とか、 「労働5100」 といった番

号が出現す るのは、そのためである。

*タ イ語文献 につい ては、原則的にタイ語の順序に従 って配 列 した。ただ し、の

ちに文献を追加 した ため、文献3075以 降はその限 りではない。同様 に、欧語

文献の場合に も、文献3570以 降はアル ファベッ ト順になっていない。
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図1-1

.タイ 鉄 道 地 図:全 国.
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図1-2タ イ鉄道地 図(2)

コー ラー ト線 、東 部線 ほか
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表1-1 タイ鉄道建設と鉄道業の発展略史(1856-1941年)

年 月

1856年3月

1859年7月

1884年6月

1888年3月

1890年10月

1891年3月

1891年10月

1891年12月

1892年3月

1892年6月

1893年4月

1896年8月

1896年9月

*1896年

1897年3月

1897年4月

1897年10月

1899年6月

1899年7月

1899年9月

1900年4月

1900年11月

1901年3月

1901年4月

1901年5月

*1901年

1902年7月

1903年2月

1903年4月

1904年2月

1904年6月

1904年7月

1905年1月

1905年3月

1905年3月

1905年7月

1905年10月

1905年11月

1905年12月

1906年2月

1906年5月

1906年6月

主要事項

ヴィ ク トリア女王がバ ウ リング条約 の答礼 と して鉄道模型 を ラーマ4世 王 に寄 贈

イ ギ リスが サイア ム鉄道 会社の設立 計画を提 案、実現せず 。

イギ リスのハ レ ッ ト、北 タイ調査 と鉄道建設計 画を提案 。国王 、関心を 示す。

イギ リス人 ク ラー クとパ ンチ ャー ド社が、 タイ政府 と鉄道 建設 調査の契 約締結 。

土木省 に鉄 道局 を設 置。 ドイ ツ人 べ 一 トゲ土木 技 師を初代 鉄道 局長 に任 命

イギ リス人 ダ ンロ ップに ソンクラー=ケ ダ ー間の鉄道建設 を認 可す る。

(着工 しなか ったた め、1899年3月 、認可 を取 り消す)

コーラー ト線 の建設請負 いの公開入 札。鉄道局 は ドイ ツの企 業 グル ープを指定 。

その後 、国王 の政治判断 でイギ リスの企業へ変更 す る。

コー ラー ト線の 建設 一請負 い契約 を イギ リス人 キ ャ ンペ ル と締 結す る。

コー ラー ト線 の着工式、 国王の臨席 の もと行 な う(開 通 は1900年11月)

九 州鉄 道技師 、野辺地久紀 をタイ鉄道 局が招聴、 アユ タヤー工 区の建設 責任者 ヘ

タイ最 初の鉄 道 、パ ークナ ム鉄這20キ ロが開 通(1891年7月 、着工)

契 約期 限の連反 で、建設請 負い業者 キ ャンベ ルとの契約を政 府が破 棄す る。

バ ンコ ク=チ エ ンマ イ間 の鉄道建設計 画を ロン ドン金融 グルー プが提案 、却下 。

この前 後、多数 の鉄道建設計 画が外 国人に よ り提案 されたが 、 いず れ も認 可せず 。

バ ンコ ク=ア ユ タヤ ー間71キ ロが 開通。 の ちタイ鉄 道元年 とす る。

政 府 とキ ャンベ ルの間の関係 が紛糾。 オラ ンダ イ人 ボ ッセ に調停 を任 せ る。

(調停失 敗→1899年2月 、イギ リス人 クラークを新た な調停者 に任命)

サイア ム鉄道管理規 則を制定 、公布す る。

政府 「鉄遵建 設3原 則」 を決 定。主 要路線 をすべ て鉄道 局が 建設 す る方針

ペ ップ リー線の着工 式、 国王 臨席の もと行 なわれ る。

鉄道 局 のタイ人 を初 めてイ ギ リスに技術研 修生 と して派遣す る。

ベ ー トゲ鉄道局長 コレラで病死 。5月/ド イ ツ人技 師ゲー アツを2代 目局 長に。

バ ンコク 罧コー ラー ト間が 開通 、 国王臨席 の もと開通式 典 を行 な う。

8年 の建 設期 間、32名 の ヨー ロッパ人 と7000名 以 上の 区苦力 の犠牲 者を 出す

クラー ク調停 。政府 はキ ャンベ ルに275万 バー ツの賠 償金 を支払 う ことを決定

北部線 、バ ー ンパ ーチー=ロ ッブ リー 間が 開通。北部線 の路線 を最終 決定 。

フラ ンスのイ ン ドシナ ・雲南鉄道 会社が設立 され る。以 後、政 治問題 に発展 。

コーラ ー ト線 建設の 効率 性 と建設 費をめ ぐってイギ リス人財務 顧問 と ドイ ツ人

鉄道局 長が激 しく応酬 。同時 に鉄 道建設を め ぐる英、仏 、独 の対抗が 顕在化 。

北 タイの プ レーで シ ャン族の叛乱 。北部線 の建設事業 に拍車が 掛か る。

タ ーチー ン鉄 道会社 の設 立を認可(国 王勅許会社)

バ ンコクノーイ=ペ ッブ リー間150キ ロが 開通/フ ラ ンスが コー ラー ト線

タ イと フラ ンスの間で領 土協定 を締 結。

北部線 建設 に 日本人労働 者を雇用す るよう 日本領 事館が圧 力、 国王 が反対 す る。

ドイ ツ人技 師ヴ ァイ ラーが3代 目鉄道 局長 に就任(1917年6月 まで)

私 鉄 ター チー ン鉄道33キ ロが開通 。

第1回 鉄道借款(100万 ポ ン ド、利 率4・5%)を ロン ドンとパ リで公 募。

デ ンマー ク人 ウエス テ ンポル ツ、 マラヤ半島縦 断道 路計画 を提案、 話題 にな る。

メー ク ロン鉄道 会社の設立 を認可(国 王勅許会社)

サイ アム路面 電車の開業式 典が、 国王 臨席の もと行 なわれ る。

北 部線 、 ロ ッブ リー=パ ー クナ ムポ(ナ コンサ ワ ン)間117キ ロが開 通。

海 軍兵 学校が第1期 研修生11名 を 日本 に派遣。 日本陸軍 が受 け入 れ る。

イギ リス投資家 、ペ ッブ リー=ケ ダー間の鉄道建設 計画提 案、認可 せず 。

国王、 陸軍大 臣を 日露戦争 の戦勝式典 参加のた め東 京 に派 遣。翌年 、軍艦 を発 注

陸軍工 兵課を工 兵局 に格上 げ。エ ン ジニア関係の 中心 となる。
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表1-1 タイ鉄道建設と鉄道業の発展略史(1856-1941年)

年 月

1906年11月

1907年1月

1908年1月

1908年1月

1909年3月

1909年4月

1909年4月

1909年6月

1909年8月

1910年6月

1911年2月

1911年12月

1912年4月

1913年4月

1913年6月

1914年6月

1914年12月

1916年4月

1916年12月

1917年6月

1917年7月

1917年8月

1917年10月

1918年3月

1918年6月

1918年7月

1919年9月

1919年11月

1920年4月

1920年5月

1920年11月

1921年2月

1921年4月

1921年8月

1921年11月

1921年9月

1922年1月

1922年11月

1923年1月

1924年1月

*1923年

主要事項

土木大 臣、 タイ人のエンジニアリング専攻 の留学生研修 を提案す るが、 大 臣会 議で却下

第2回 鉄道借款(300万 ポ ン ド)を 英、仏、独 の銀行が 引受 け る。

東部線 、バ ンコ ク=チ ャチ ュンサ オ間61キ ロが開通。

北部線 、パ ークナ ムポ=ピ サ ヌロー ク間139キ ロが開通 。

第3回 鉄遭 借款(400万 ポ ン ド、利率4%)を 連邦 マ レー鉄 道 と締結

見返 りに、 タイ政府 はケダー、 ケラ ンタ ン、 トレンガ ヌ、、 プル リスの南4県

を イギ リスに割 譲。南部 線建設責 任者 には イギ リス人を任 命す る ことが条件。

資金 の不足 を理 由に、北 部線の建 設を 中断。 ドイツ人技 師を多数 解雇す る。

土木 大臣、 タイ人技 師養 成学校 の設立を提案。 大臣会議 で却下 され る。

イギ リス人 ギ ッテ ィ ンズを南部線 建設総責任者 に任命。

北部 線、バ ー ンダ ーラー=ウ ッタラデ ィ ッ ト間51キ ロが開通 。

マガ ッサ ン鉄道 工柵 が完成 す る(1907年 か ら建 設)

陸軍 工兵局 のなか に工 兵訓練学校 を設立。

北部 線の ドイツ人技 師は1909年 の34名 か ら16名 に減少 。

中断 して いた北部線 デー ンチ ャイ;チ エ ンマイ間の建設 を再 開す る。

同時に 中国人 苦力 に替 えて ラオ ス人や地元住 民を投入す る。

映遭 局を 北部線 局(標 準軌)と 南部線 局(メ ー トル 軌)に 分 割す る。

チュ ラー ロ ンコーン国王文官官吏 学校内 にエ ンジニア学校 を新設 。

土木 省を運輸省 に改組 。鉄道局 をその もとに置 く。

陸軍 工兵局 のなか に鉄 道課を 置 く。

北部線 、 メーチ ャー ン=ラ ムパ ー ン間42キ ロが開通。

バ ンコクか ら南 タイへの鉄 道(南 部線)が 全面 開通 。

ブ ラチ ャッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガムペ ー ンペ ッ ト)初 代 タイ 人鉄這 局総 載

北部 線局 と南部 線局 を統合、 サイア ム鉄道局 とす る。

第一 次大 戦 に参 戦、 ドイツ に宣 戦布告 。 ドイツ人技 師を 逮捕 ・国 外追放

道路 局を鉄道 局 に併合/タ イ人 に よる鉄道運 営方針を 決定。

ドイ ツ人技 師追放後 のポス トに 日本人を雇用す るように 日本大 使館が 申 し入 れ。

チュ ラー ロ ンコー ン大 学 に工学部 を設置。 初代 工学部長 は元鉄 道局技 師。

北部 線の ク ンタ ー ン ・トンネ ルが開通(工 事 貫通は1915年10月)

鉄道 奨学生 第1期 生 の合格発表 。全員 アメ リカ に留学(3期 生 か らイギ リス)

英領 マ レー鉄道 と接 続/ハ ジ ャイ ーパ デ ンパ サー ル間が 開通 。

北部 線、東 部線、東北 部線 をメー トル軌 に統一す る10力 年計 画を 国王が認 可。

北部 線延長 工事再 開。技師 、熟 練工不足 のため陸軍工 兵局エ ンジニ ア部隊 を投入

ブラチ ャ ッ ト鉄道局総 裁、1年 間の 欧米諸 国鉄道視察 に 出発 す る。

北部 線、 チエ ンマイまでの レール敷設が完 成。1892年3月 が北部 線建設 開始

軌道 統一 の工事開始 。総工費155万 バ ーツ。 アジアでは最 初の事業 となる。

サイ アム路 面電車 の運 転手 ・労働者が ス トライキ(最 初の本 格的 な労働運動)

ギ ッテ ィ ンズ鉄道 局顧 問が退 職。 ブラチ ャッ ト鉄道局 総裁、 新人事新 方針 を公表

外 国人技 師の新 規探 用 は以後行 な わない ことを明 らか にす る。

鉄道 ・道 路整 備法 を制定 、公布 す る。政府 の鉄道集 中管 理 を強化 。

バ ンコクノーイ=ス ンガ イ コー ロ ック間1144キ ロが開通 。

デ ィーゼ ル電気機 関車の導 入の検討 を開始す る。

バ ンコク=チ エ ンマイ 間の 開通式 典が行な われ る。北部 線 が全面 開 通。

バ ンコク=チ エ ンマイ 間で急 行列車運行 開始。所要 時間は25時 間半。

バ ンコク路面電車 がス トライキ。12月 末 と1月 半 ばの2回 。

ブ ラチ ャッ ト鉄道 局総裁、11カ 月 の ヨー ロ ッパ鉄道 視察 に出発 。

マ ッガサ ン鉄道工 場で29名 の学生研修 生 と4名 の機 関手訓 練生 を受 け入 れ る。
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表1-1 タイ鉄道建設と鉄道業の発展略史(1856-1941年)

年 月

1924年5月

1924年10月

1925年1月

*1925年

1926年2月

1926年4月

1926年11月

1927年1月

1927年1月

1927年3月

1928年2月

1928年8月

*1928年

1929年1月

1929年8月

1930年4月

1930年4月

1930年4月

1931年1月

1931年4月

1931年12月

1932年6月

1932年8月

1932年10月

1933年3月

1933年10月

1933年4月

1933年10月

1934年1月

1934年4月

1934年5月

*1934年

1935年6月

1936年3月

1936年6月

1937年2月

1937年8月

1938年5月

1940年6月

1941年6月

(1951年6月)

主要事項

コー ラー トか らコー ンゲ ンへ の東北部 線延長工事 を開始す る。

鉄 道局 の名称 をRoyalRai8waysDepartmentに 変更。'

東 部線 、チ ャチュ ンサオ=ガ ビンブ リー間100キ ロが開通 。

この年 か ら鉄道奨 学生が帰 国。鉄道局 で技師補佐 として勤務 を開始 す る。

サー ムセー ン発 電所を鉄道局 に移管。 電気信号課 と電気技 師長の ポス トを新設 。

パ ヤ ータイパ レス鉄道ホテ ルの開業式 典を国王臨席 の もと行 な う。

商 務省 と運輸省 を統合。 ブラチ ャ ッ ト鉄道 局総裁 を兼 務の まま初代 大 臣に任命 。

東部 線 、 カ ンボ ジア と接 続。バ ンコ ク=ア ラ ンヤプ ラテー ト間が 開通 。

チ ャオ プ ラヤー川 を結ぷ ラー マ6世 王橋 の開通 式典、 国王 臨席下 で実 施

ラーマ7世 王、歴 代国王 と しては初 めてチエ ンマ イ、 北 タイを訪 問。

バ ンコク=バ ー ンスー間の複線 工事が完 了。

ブラチ ャッ ト鉄道局 総裁が退任 、後任 は道 路局長 プラヤ ・サ ラサ ー トシ リラ ック。

マ ッガ サ ン鉄道工場 内に新 しい機関車修理工 場が完成 。熟練工 の不足 が深刻 化。

鉄道 局 のタイ人技 師を中心 に 「サイ アム ・エ ンジニ ア協 会」 を設立す る。

国王 ・王妃 、列車 を利用 して初 めて南 タイ全 域訪 問に出発。

バ ンコク近 郊の列車 電化計画 を、政府が決 定。

最初 の タイ人マ ッガサ ン鉄道工場長 が実現す る。

メ ー トル軌へ の統一 事業が完 了す る(工 事開 始 は1920年11月)

東北部 線、 ウボ ンラーチ ャー ターニー まで 開通す る。

日本 の鉄鋼 メーカ ー、初 めて鉄橋 の構造物 の受注 に成功 、以後積 極化。

経済不 況の深 化 に伴 い、運 賃の大 幅な 引き下 げ と山岳部特 別料金 制度を 廃止。

バ ンコ ク=ペ ナ ン間にデ ィーゼル電 気機関車導 入。31時 間半 か ら26時 間半 へ

立憲革:命が起 こる。 ブラチ ャ ッ ト商務 運輸大 臣退 任。鉄道 局職員 、他部局 へ転 出

鉄 道局 で大 帽 な機構 改革。す べて の部局 長課長 を鉄道 奨学 生 に替え る。

路面電 車労働者 協会が発足 す る。 タイ最初の労働 組合。

バ ンコ ク=チ エ ンマ イ間にデ ィーゼ ル電気機 関車導 入。26時 間か ら20時 間半

東 北部 線、 コー ンゲ ンまで 開通す る。

路 面電 車協会 がス トライ キを決行。

ボ ワラデー ト親王 の叛乱。鉄 道局幹部 が関与 した疑 いで多数 逮捕。

一 方、政 府鎮圧軍 に協力 した鉄 道局職員 ・労働者 も多 く、分 裂状況 が生 まれ る。

マ ッガ サ ン鉄道工 場労働者800名 が ス トライキ とデモを実施 す る。

マ ッガ サ ン鉄 道工 塙労働 者2000名 が ス トライキ。 タイ最 大 の労働 運動

政府 は 鉄道 局総裁 、運輸部 長 、鉄道 工楊長 に軍人 を 「代 行 」 と して派 遣

軍 がマ ッガサ ン鉄道 工場 に調査 団を派遣 。3カ 月滞在 、軍 との関係 が強化 され る

外 国留学 組のサイアムエンジニア協会 に対抗 してチ ュラー ロ ンコー ン大 学工学 協会 が発足

チュ ラーロ ンコー ン大学工学部 が、32名 に対 して初 めて 「学 士」 の資格 を授与

(そ れ までは卒業証 書で学士で はな く、エ ンジニ アにな る資格 を持 たなか った)

8輌 の機 関車 車輌 を、 日本の合 同車輌 メーカー グル ープが初 めて受注 に成功 。

内務省 、 「道 路整備 事業18力 年 計画」を公 表。総額1億5300万 バ ー ツ。

陸軍工 兵 局長 ル ワ ン ・セ ー リール ン リッ トを鉄 道局総 裁 に任命 。

マ ッガサ ン鉄 道工場 設備 拡張委員会 を設置。 ただ し、 のち戦争 のため 中断す る。

タ イ鉄 道局で 大幅 な機構 改革。鉄道 局総裁 を鉄道 局長 に改組。

マ ッガサ ン鉄 道工場 内に鉄 道技術 学校を設立 。

東北部 線、 ウ ドンターニ ー まで開 通。

タイ鉄 道局 を廃止。 国営企 業 「タイ国鉄」を新設 す る。運 輸省 の管轄。

(注)本 書の 「タイ鉄道関連年表」ほかより筆者作成。
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表1・2 タイ におけ る鉄 道発展 の指標(1897-1941年)
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表1-2 タイにお け る鉄道 発展 の指標(1897-1941年)

(注)(嘘 》年度 は1941年 を除 いて、 当年 の4月1日 か ら翌年 の3月31日 まで の1年 を指す 。

したが って総延 長距離数 は翌年の3月 末の数字 を示す。

(2)1940年 は暦 年の変 更の ため,連 続 的数字を とれ ない.

(出 所)タ イ国鉄 『タイ国鉄50年 史 』(タ イ文)、 付表 よ り作成。
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表1-3タ イにおける鉄道建設投資、総収入、支出、国庫収益(1897-1941年) (単 位:1000バ ー ッ)

鉄道建設 国庫移転 借入金

年度 投資 累積投資 総 収入★ 旅客収入 貨物収入 総支出 管理費 保線作業 機 械 サービ フ列車運行 新規事業 純収益 返済

1897 s,ooo 8,000 231 188 42 147 .●,, 唖■,, ■「.■ ●謄.. .■.. 54 30

1898 2,000 8,200 435 314 116 232 ■■・■ ●■●■ ■,■ 噸 ■■墜・ ,o● 璽 143 so

1899 0 8,200 552 370 177 314 謄■●. ●.●9 ・... ■■●■ ,唖.. 164 74

1900 3,700 17,500 643 404 232 342 ●■■・ ,● ・. ,■●. ..■, ●唖., 263 38

1901 1,700 19,400 1,112 678 424 523 ■■「■ ..「 ■ ,「■. ●,.■ .,,. 543 46

1902 0 19,400 1,450 876 558 sss ..「. ■■齢■ ,■,. ■■.■ ■o,・ 703 78

1903 7,880 27,279 1,972 1,363 580 887 .■., ,... .,.. ●..■ .■.■ 976 Los

1904 0 27,279 2,312 1,581 697 963 ..■ レ ■.o・ ■.., ■,,, .■ ■唖 1,213 136

1905 3,489 30,769 2,780 1,873 869 1,026 ,.■, ■,■. ,●●, ,■ ■, .■ ■. 1,578 176

1906 4,492 35,261 3,511 2,313 1,156 1,276 9,.o ...■ ,.■ ■ ...,
■,■ 唖 2,011 224

1907 2,691 37,953 3,762 2,393 1,328 1,304 ■・■■ ■●.■ ●,.● ...o ,「., 2,219 239

1908 14,220 52,174 4,188 2,796 1,345 1,657 .9■, ,... .,.. ■.・ ■ ■,.■ 2,249 282

1909 4,829 57,003 4,303 2,760 1,484 1,706 .■・. ,.., ■.■. .,「, 昌●・o 2,310 287

1910 1,874 58,877 4,526 2,824 1,632 1,788 ..., ■,■, .■., .■,. ●●9. 2,417 321

1911 2,572 61,450 4,623 2,993 1,556 1,676 ,,., ・・,● レ.● ・ ,・.. ■■■. 2,619 328

1912 804 62,254 4,368 2,770 1,516 1,624 o.■o .o.■ ,... ・..「 ..9. 2,422 322

1913 10,749 73,003 5,380 3,248 1,889 1,951 43 630 763 473 39 3,064 365

1914

.

9,429 82,433 5,821 2,471 2,089 2,360 44 825 841 514 135 3,063 398

1915 9,632 92,065 6,422 3,749 2,311 2,483 87 852 913 537 92 3,480 459

1916 13,775 105,840 7,080 4,155 2,502 2,891 102 993 1,129 599 ss 3,667 522

1917 5,140 110,981 7,523 4,120 2,886 3,476 112 1,196 1,257 672 236 3,491 556

1918 6,037 117,019 9,254 5,300 3,316 5,010 249 1,163 1,612 721 792 3,659 585

1919

.

3,805 120,824 10,257 6,185 3,409 4,682 249 1,556 1,708 805 362 4,971 604

1920

.

4,231 125,055 9,651 5,623 3,378 5,005 248 1,726 1,926 955 149 4,020 s2s

1921

.

6,164 131,220 10,774 5,611 4,507 5,286 257 1,609 2,084 948 386 4,831 657



表1-3タ イにおける鉄道建設投資、総収入、支出、国庫収益(1897-1941年) (単 位;1000バ ー ツ)

鉄道建設 国庫移転 借入金

年度 投資 累積投資 総収入嚢 旅客収入 貨物収入 総支出 管理費 保線作業 機 械 サーピフ列車運行 新規事業 純収益 返済

1922 12,107 143,328 11,547 5,602 5,208 5,786 285 y,ssi 2,048 944 817 5,043 718

7923 2,308 145,646 12,686 5,957 6,066 s,oso 333 i,ssi 2,338 932 825 5,867 729

1924 2,964 148,611 13,879 6,663 6,581 6,034 441 1,677 2,407 970 538 7,100 745

1925 訓,408 160,020 16,117 7,289 7,768 7,316 392 1,682 2,650 981 sos 900 7,901

1926 s,sss 166,918 16,857 7,774 7,985 6,437 388 1,792 2,595 1,048 612 9,584 836

1927 8,124 175,042 20,584 8,675 10,598 7,390 413 1,812 2,938 1,102 1.霊23 11,194 2,000

1928 4,203 179,245 20,465 8,319 10,908 8,063 434 2,287 3,249 1,161 930 11,003 1,399

1929 2,811 182,057 19,330 8,026 9,913 8,203 461 2,385 3,139 1,283 934 10,215 912

1930 3,890 185,948 16,182 sass 8,285 8,731 340 2,361 3,020 1,225 1,692 6,521 930

1931 4,587 190,535 10,755 4,823 5,259 7,321 444 2,296 2,651 1,128 799 2,481 953

1932 5,003 195,539 10,814 4,244 5,742 6,131 388 2,123 2,312 1,028 277 3,704 979

1933 3,944 199,481 10,785 4,197 5,910 5,940 291 2,107 3,305 236 3,847 998

1934 160 199,644 13,06嘘 4,464 7,779 s,20s 279 2,162 3,455 312 5,853 999

1935 249 199,894 13,752 5,097 8,005 6,767 320 2,320 3,642 482 5,985 1,000

1936 676 200,570 15,096 5,592 8,813 7,117 346 2,454 3,917 398 6,976 1,003

1937 201,039 13,925

1938 201,435 15,855

1939 203,029 19,300

1941 204,616 21,873

(注)(1》 年度 は1941年 を除いて、 当年の4月1日 か ら翌年 の3月31日 までの1年 を指す。

(2)1897年 度 か ら1912年 度 までは、貨物 収入 のなか に家畜輸送 収入 を含む。

(3)総 収入 は、旅 客収入、貨物 、家畜輸送 、そ の他(鉄 道資材運搬 な ど)の 合計 。

(4)1933年 度 か らは、機械 サー ビスのなか に列車運行費用を含 め る。

(出所)タ イ国鉄 『タイ鉄道業50年 史』 、付表 よ り作成。1

StatisticalYearBookSiam,Vo1.19,B.E.2478(t935-36)andB.E.2479(1936-37),pp.208-209.



表1-4鉄 道業発展の国際比較:総 延長距離 (1860-1940年)

(単 位;キ ロ数)

年次 イギ リス ドイ ツ アメ リカ 日 本 イ ン ド タ イ

1860 14,603 個,089 49,286 騨 1,542 一

1870 21,000 18,876 85,167 一 8,637 一

1880 25,060 33,838 186,111 123 15,764 一

1890 27,827 42,869 334,979 2,251 27,227 一

1900 30,079 51,678 416,461 5,999 40,396 264

1905 31,456 56,739 493,728 7,793 46,084 574

1910 32,184 61,209 566,099 8,661 52,767 927

1915 32,650 62,091 629,446 14;094 59,585 1,668

1920 32,707 57,545 654,309 15,771 61,957 2,252

1925 32,849 57,716 672,613 20,038 64,707 2,581

1930 32,632 58,176 691,811 24,035 70,565 2,922

1935 32,450 58,841 674,664 26,539 72,126 3,100

1940 32,094 61,940* 653,356 27,289 72,144 3,272

(注)★1939年 の 数 字 。 イ ン ド(1915年 以 降)、 タ イ は 会 計 年 度 を 指 す 。

し た が っ て 、 タ イ の 場 合 に は1910年 は1911年3月 末 現 在 の 数 字 。

日 本 は 国 鉄 、 私 鉄 、 軌 道 電 車 の 合 計 を 示 す 。

(出 所)イ ギ リス 、 ドイ ツ 、 ア メ リ カ:B.R,Mitchell,EuropeHistoricalStatistics

1750-1988,NewYork:StocktonPress,1992,pp.655-663;

イ ン ド:Headrick,D.R.TheTentaclesofProgress:TechnologyTransferin

theAgeofImperialism1850-1940,0xfordUniversityPress,1988,p.55;

日本 二南 亮 進 『長 期 経 済 統 計12巻 鉄 道 と 電 力 』 東 洋 経 済 新 報 社 、1965年 、

204-205頁 。

タ イ:タ イ 国 鉄 編rタ イ 鉄 道 業72年 史 』 、 バ ン コ ク 、1970年 、 付 録 表 。
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表1-5 鉄道業発展の国際比較:旅 客輸送人キロ/5力 年平均(単 位:100万 人キロ数)

5力 年平均 ドイ ツ
一

フ フ ンス 日 本 イ ン ド タ イ

1890-94

■

12,124 9,162 975 8,281 .・..

1895-99 16,400 11,482 2,533 9,425 「6・.

1900-04 21,740 13,360 3,162 12,275 ・.9.

1905-09 29,720 15,220 4,462 17,591 9■o「

1910-14 38,875費 17,080 5,990 23,497 .「.・

1915-19 噸..o 12,200 9,905 27,781 215白

1920-24 .・ ・. 26,560 17,283 30,713 231

1925-29 47,520 27,860 22,922 33,353 309

1930-34 35,940 26,360 24,140 28,482 196嚢

1935-39 48,200* 23,100 37,026 29,473 ・.・.

(注)(1)イ ン ド(1915年 以 降)、 タ イ は 会 計 年 度 を 指 す 。

(2)ド イ ツ の*は,そ れ ぞ れ1910-13年 と1935-38年 の4力 年 の 平 均 。

(3)タ イ*は 、 そ れ ぞ れ1916-19年 と1930-33年 の4力 年 の 平 均 。

(出 所)イ ギ リ ス 、 ドイ ツ 、 ア メ リカ:B.R.Mitchell,EuropeHistoricalStatistics

1750-1988,NewYork,MStocktonPress,1992,pp.677-685;

イ ン ド:Headrick,D.R.TheTentaclesofProgress:TechnologyTransferin

theAgeofImperialism1850-1940,0xford:OxfordUniversityPress,1988,p.57;

日本:南 亮 進 「長 期 経 済 統 計12巻 鉄 道 と 電 力 』 東 洋 経 済 新 報 社,1965年 、

192-193頁 。

タ イ:タ イ 鉄 道 局r年 次 営 業 報 告 書 』 各 年 次 版 よ り集 計 。
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表1-6タ イにおける鉄道建設計画申請の一覧(1859-1909年)

年月 日 申請者(国 籍) 建設区間 許認可

1859年7月 英/WiseofLloydls クラ地峡横断鉄道。サイアム鉄道会社の設立計画

1886年9月 不 明 バ ンコ ク=バ ー ンマイ 間。 認 可 され る 建設せず

1888年7月 英/HoltS.Hal[ett バ ンコ ク=チ エ ンマイ 間 認可せず

1890191年 JoachimGrassi チ ャ ンタ ブ リー=バ ッタ ンバ ン間 。認 可 建設せず

1891年3月 英/CharlesDunbP 南 タ イの ソ ンクラ ー=グ リム間 。認 可 され る。 のち廃棄

1892年9月 英/FrederickClarke バ ンコクと東部タイのサゲーオ間 認可せず

1892年11月 GrassiBrothers バ ンコ ク=バ ッタ ンバ ン間 認可せず

1894195年 英/J.MaCanhy ア ユ タヤ ー 篇 ウ ッタ ラデ ィ ッ ト間 認可せず

1895年1月 デ/PlessisdeRischelgu バ ンコ ク=ナ コ ンパ トム=カ ー ンチ ャナ ブ リー 間 認可せず

1894/95年 デ/W.H.Andersen バ ンコ ク;バ ッタ ンバ ン間 認可せず

1β95年5月 タイ/PhrayaMaha・yok バ ンコ ク;チ ャチ ュ ンサ オ 間 認可せず

1895年10月 伊/CaptainGerini サ ラ ブ リー=ロ ムサ ック;ル ー イ=チ エ ンカ ン間 認可せず

1896年6月 英/KeithAnstruther バ ンコ ク=チ エ ンマイ 間 認可せず

1896年9月 英/M司orG.Schau ペ ッブ リー;チ ュムポ ン=ク ラ地 峡=ラ ノー ン間 認可せず

1896年9月 デ/PlessisdeRischileu バ ンコ ク=レ ーム テー ン(東 部 タイ) 認可せず

1896年9月 英/SirEdwardThorton バ ンコ ク=チ ュラ イ=ク ラ地 峡 。 認可せず

1896年9月 英/W。H.Newmanほ か バ ンコク=チ エ ンマイ間。1年 半の検討 却 下

1896年10月 英/J.MaCanhy バ ンコ ク=ウ ッタ ラ デ ィ ッ ト間 認可せず

1896年10月 米/LE.Bennett バ ンコ ク=チ ャチ ュ ンサ オ 間 認可せず

1896年10月 LouisMariaXavier バ ンコ ク霜バ ー ンマハ ーチ ャイ(サ ム ッ トサ ー コ ン)間 認可せず

1896年10月 JosephFerrando ランシッ ト運河=ナ コンナーヨ ック;プ ラーチー ン=ガ ビンブ リー 認可せず

1896年10月 タイ/PhrayaMaha。yotha バ ンコ ク=レ ーム テ ー ン(東 タイ)間 認可せず

1897年1月 英/BorneoCompany アユタヤー=チ エンマイ(チ ャオプラヤー川沿岸線) 認可せず

1898年5月 デ/P且C.Kinch バ ンコ ク;ペ ッブ リー間 認可せず

1898年12月 米/LE.Bennett バ ンコ ク=ラ ー トブ リー=ペ ッ ブ リー 間 認可せず

1904年3月 タイ/ChaophrayaSurasak 東部タイ ・シーラーチャーに軽便鉄道の建設 認可せず

1904年5月 タイ/KrommunNarathip ラ ンシ ッ ト運 河=プ ラー チ ー ン ブ リー 間 認可せず

1905年3月 タイ/地 元住民 南タ イの ナ コ ンシータ ンマ ラー ト=ロ ー ンピブー ン間 認可せず

1905年7月 独/Schmidt,Fertsch&Co. 南 タイの サ ラブ リー=タ ンヤ ブ リー 間 認可せず

1906年2月 英/LouisT.1-eonowens 南タ イの ペ ッブ リー ニナ コン シータ ンマ ラー ト=ケ ダ ー 間 認可せず

1906年11月 英/R.W.Duff、 金 融 グル ー プ 南 タイのペ ッブ リー=英 領マラヤ間の鉄道建設 認可せず

1909年1月 蘭/ArthurHoogeruwerf 南 タイの バ ッタニ ー=サ イ ブ リー=ケ ダ ー 認可せず

(注)デ は デ ン マ ー ク を 指 す 。 産 業 用 軽 便 鉄 道 の 建 設 申 請 は 除 く。

(出 所)Holm,David,"TheRoleoftheStateRailwaysinThaiHistory,1892.1932,"

PhD.dissertation,YaleUniverslty,1977,pp.251-256よ り作 成 。
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表H・1タ イの国家財政 と鉄道収入(1895-1939年).

年次 合 計 アヘ ン1 アヘ ン2 酒販売1 酒販売2 賭 博 富 くじ 徴税請負い 土地税 人頭税 直接税 関 税 森林収入 鉱山収入 政府事業 鉄道収入 鉄道/総 収入

(1) 政府直営 C2) 政府直営 (3) (4) 小 計 C%)



1

一
〇
心

1

表H・1タ イの国家財政と鉄道収入(1895-1939年)

轍 合 計 アヘ ン1 アヘン2 酒販売1 酒販売2 賭 博 富くじ 徴税請負い 土地税 人頭税 直接税 関 税 森林収入 鉱山収入 政府事業 鉄道収入 鉄道/総 収入

(1) 政府直営 (2) 政府直営 (3) (4) 小 計 (%)

1920 80,340 一 19,889 一 8,220 o o 419 8,225 8,178 14,401 6,231 3,382 2,357 11,825 9,851 12.0

1921 79,825 一 18,808 . 6,083 一 一 263 9,704 7,749 17,453 8,993 3,211 1,311 12,795 10,774 13.5

1922 78,077 . 18,585 曹 8,448 一 一 261 9,799 7,207 17,008 9,447 3,023 1,622 13,540 11,547 14.8

1923 81,599 o 17,850 曹 8,883 一 騨 243 10,282 8,930 17,212 10,254 3,775 2,651 11,887 14.3

1924 85,182 雫 16,447 . 9,835 曹 一 221 10,502 7,127 17,829 10,276 3,384 3,152 15,808 12,878 15.1

1925 92,713 一 18,213 ρ 雫0.470 ・ . 200 10,178 7,038 17,214 11,389 3,397 3,828 18,898 16,117 17.4

1928 栂0,591 o 18,001 曹 10,873 一 一 197 11,821 10,080 21,881 11,442 3,823 4,339 20,908 18,857 16.8

1927 117,443 . 18,183 ・ 12,149 一 一 268 12,835 10,047 22,882 21,238 4,550 4,009 24,815 20,585 霊7.5

1928 108,983 , 18,915 o 判,192 一 一 240 11,428 9,723 21」49 20,234 4,723 3,008 24,716 20,485 19.1

1929 107,118 一 15,291 , 璽0,468 曹 一 293 10,306 9,887 19,993 20,742 5,073 3,で22 23,887 19,330 18.0

1930 98,322 一 12,822 騨 8,880 ・ o 259 9,592 9,589 19,181 17,251 4,881 2,333 20,983 18,183 18.8

1931 78,948 一 9,288 . 8,388 , ・ 90 10,418 9,085 19,501 17,080 3,258 1,833 15,2胴 10,756 13.8

1932 79,851 o 8,884 圏 6,228 一 一 22 8,828 7,743 17,338 21,799 2,494 1,955 14,901 10,814 13.8

1933 83,735 一 8,093 ● 8,290 o . 181 7,480 7,389 15,828 24,804 2,844 saes 14,887 10,785 12.9

1934 94,005 ・ 8,250 . 7,388 冒 一 179 7,751 8,198 15,723 28,785 3,228 a,sze 17,203 13,081 13.9

1935 94,883 雫 8,237 . 7,433 , o 178 7,072 8,921 15,701 28,782 3,815 3,938 18,179 13,752 14.5

1938 120,319 ・ 10,047 一 8,014 一 一 113 7,881 7,254 18,721 38,900 4,194 4,995 19,907 15,144 12.8

1937 109,412 曹 9,899 一 7,188 一 一 9 5,705 8,923 14,708 32,093 4,313 6,978 18,999 13,995 iz.e

1938 網3,233 一 10,388 一 8,978 曹 一 璽 7,422 7,738 18,022 38,388 3,775 5,287 21,111 15,928 14.1

1939 141,330一 12,747 曹 15,988 , , , 228 塵 4,345 40,970 4,493 9,338 24,823 19,381 13.7

(注)(1)「 徴税請 負い」は微税 請負人 に任せ たアヘ ン(1)、 酒販 売(2)、 賭博(3)、 富 くじ(4)の 小計。 政府直営 による収入 を含 めな い。

(2)森 林収入、鉱山収入は、主としてヨーロッパ企業、商会に対 して与えたコンセッションに対するロイヤリティ収入。

(3)直 接税には○○を含む。IIiliIl[

(出 所)繭histryofFhance{Siam,,Rep捌oflheFhamialAdvisθr,uponlh98udge沁ftheKingdomofSiam,各 年次版 よ り筆者作成。



表H-2タ イ に お け る財 政支 出 と鉄道 ・道路 関連(1)(1892-1903年)

(単 位:1000バ ー ッ 、%)

一般会計 鉄道/

年度 合 計 土木省 鉄道建設
`鉄 道 運営

鉄道小計 総支出

(運輸省) (%)

1892 予算

支出 14,918 5,075 2,119 一 2,119 14.2

1893 予算

支出 18,174 3,326 1,127 層 1,127 6.2

1894 予算

支出 12,487 3,759 1,431 騨 1,431 11.5

1895 予算

支出 12,685 3,802 1,530 一 1,530 12.1

1896 予算

支出 18,482 6,151 1,592 曹 1,592 8.6

1897 予算

支出
幽23

,996 7,722 3,185 一 3,185 13.3

1898 予算

支出 23,787 7,844 3,416 170 3,586 15.1

1899 予算

支出 27,052 6,985 3,224 3,224 11.9

1900 予算 32,669 2,920 303 3,223 9.9

支出 31,841 5,547 3,897 3,897 12.2

1901 予算 38,074 4,695 2,000 650 2,650 7.0

支出 36,646 4,695 4,361 570 4,931 13.5

1902 予算 38,971 4,695 2,000 700 2,700 6.9

支 出 唱 39,248 5,608 2,788 968 3,756 9.6

1903 予算 43,908 5,968 3,069 996 4,065 9.3

支出 43,908 5,968 3,069 996 4,065 9.3

(注)(1)1892-97年 は鉄 道 建 設費 の み 。 1
1898-1905年 までは、鉄道のなかに鉄道建設費と管理運営費の両方を含む。

(出 所)MinistryofFinance,ReportoftheFinancialAdviser,upontheBudgθt

oftheKingdomofSam,各 年 次版 よ り作 成。Ill
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表 且一3タ イ にお ける財政 支 出と鉄道 ・道路 関連(2)(1904-1923年)(単 位:1000バ ー ッ)

一般会計
特別会計(鉄 道借款を財源) 特別会計(国 庫留保金) 鉄道/

年度 合 計 土木省 鉄道 道路 合 計 北部線1南 部線 合計 北部線1南 部線 軌道統一 東部線 東北部線 鉄道他 総支出

1904 予算 47,241 2,856 1,042 2.2

支出 46,635 2,845 1,098 631 4,987 4,987 11.8

1905 予算 52,837 3,257 1,200 一644 5,800 5,800 11.9

支出 50,036 2,794 1,202 460 4,217 4,217 10.0

1906 予算 54,430 3,744 1,688 669 7,250 7,250 14.5

支出 56,837 3,338 1,500 569 5,581 5,581 11.3

1907 予算 56,262 3,571 1,483 607 6,800 6,900 13.3

支出 56,503 3,593 1,543 635 6,432 6,432 12.7

1908 予算 60,600 3,954 1,932 475 6,000 6,000 11.9

支出 58,379 3,921 1,939 463 4,295 4,294 9.9

1909 予算 s2,s2s 4,056 2,043 463 5,000 5,000 10.4

支出 58,845 3,894 1,993 434 4,042 3,313 ssa 665 665 10.5

1910 予算 60,523 3,941 2,119 445 6,864 z,zoo 2,939 2,560 2,560 14.0

支出 59,077 3,846 2,154
一430

3,713 663 2,557 2,247 2,247 8.6

1911 予算 62,236 4,117 2,172 533 9,821 1,315 6,491 1,854 1,854 16.0

支出 64,017 3,853 2,032 5,351 400 3,764 1,444 1,353 10.7

1912 予算 61,582 4,105 2,216 ●● ●,. 14,149 z,sso 9,930 1,079 271 19.6

支出 63,642 4,316 2,101 744 9,049 1,016 6,843 1,274 736 14.5

1913 予算 64,599 4,898 2,402 875 15,024 3,900 9,919 823 20.2

支出 63,220 4,627 2,306 714 10,101 2,202 7,000 1,051 35 15.5

1914 予算 67,997 5,211 2,773 762 15,997 3,900 10,138 616 19.9

支出 65,536 5,087 2,757 561 7,534 7,534 3,857 1,976 477 16.6
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表n-3タ イ にお ける財政支 出 と鉄道 ・道路 関連(2)(1904-1923年)(単 位:1000バ ー ッ)

一般会計 特別会計(鉄 道借款を財源) 特別会計(国 庫留保金) 鉄道/

年度 合 計 土木省 鉄道 道路 合 計 北部線 南部線 合計 北部線 南部線 軌道統一 東部線 東北部線 鉄道他 総支出

1
1915 予算 70,272 5,296 3,079 429 7,980 7,980 5,767 3,650 100 17.6

支出
.

70,027 5,050 2,942 189 7,002 7,002 2,643 1,713 258 15.0

1916 1予 算 72,142 5,992 3,594 601 6,289 6,289 11,366 3,600 687 15.8

支出 70,959 5,629 3,413 769 4,994 4,994 3,524 1,570 293 12.9

1917 予算 72,135 s,isz 3,726 796 5,795 5,795 13,350 3,700 573 15.1

支出 74,149 6,336 4,031 sss 2,897 2,897 4,236 1,631 201 10.8

1918 予算 73,126
.

6,819 4,317 868 5,385 5,385 11,776 2,227 so 13.3

支出 89,711
.

8,037 5,595 853 2,465 2,465 6,810 1,317 67 9.5

1919 予算 76,057 7,237 4,357 1,071 5,520 5,520 10,802 2,987 13.9

支出 82,559 8,492 5,385 1,221 5,022 16 5,006 9,819 2,586 55 56 13.5

1920 1予 算 82,130
.

8,587 5,327 1,500 8,290 3,000 5,290 6,816 1,002 2,972 18.1

支出 86,129 9,150 5,765 1,470 5,100 5,100 9,590 725 22 33 3,893 719 6 16.1

1921 予算
.

82,033 8,877 5,397 1,500 2,116 2,116 14,136 4,049 330 3,958 2,598 18.8

支出 85,361
.

9,993 5,971 駕868 2,179 2,179 10,323 2,573 29 225 2,709 1,536 15.6

1922 予算 87,417
.

10,459 6,322 2,000 1,730 1,730 14,609 2,953 299 320 2,836 2,721 16.6

支出 as,s2a
.

10,801 6,504 1,991 844 844 8,192 173 3,055 1,602 12.7

1923 予算
.

90,216
.

11,037 6,691 2,005 300 300 15,556 1,610 160 412 4,171 3,525 .15.9

支出 91,053 6,819 2,204 7.5

(注)(1)特 別会計は、1904年2月 の英 仏独 の銀行団か ら借 りた鉄道建設 借款200万 ポ ン ドと、1907年3月 にイギ リスか ら借 りた

鉄道建設借款400万 ポンドを財源とする。(2)国 庫留保金による特別会計は、鉄道収入の移転を財源とする。i

(3)1908年 か ら特別会 計2に は、鉄 道だ けで な くバ ンコク水道事業が 、さ らに1913年 か らは灌概事業 が計上 され る。

(出 所)MinistryofFinance,RepoほoftheFinancialAdviser,upontheBudgetoftheKingdomofSiam,各 年 次 版 よ り作 成 。



表H-4タ イにおける財政支 出と鉄道 ・道路関連(3)(1924-1938年)(単 位:1000バ ーッ)

1 1
一般会計 資本会計 鉄道/

年次 合 計 鉄道 道路 合 計 北部線 南部線 軌道統一 東部線 東北部線 鉄道他 総支出

<%)

1924 支出

1925 予算 94,875 7,383 2,005 7.8

支出 94,652 2,005 7,927 359 199 2,123 2,340 1,079 5.9

1926 予算 85,892 2,005 7,370 1,441 3,347 5.1

支出 100,552 2,100 5,780 210 742 1,039 2,372 4.1

1927 予算 100,016 2,495 7,808 565 3,752 4.0

支出 117,390 2,636 5,255 49 406 2,651 346 2.8

1928 予算 99,982 3,300 7,801 4,000 3.7

支出 106,921 3,716 4,573 2,532 124 2.4

1929 予算 106,267 4,000 7,050 3,790 3.3

支出 107,102 4,559 7,406 219 4,133 553 4.3

1930 予算 106,534 4,500 6,961 2,388 2.1

支出 96,305 4,490 6,468 3,402 959 4.2

1931 予算

支出 87,482 4,155 4,873 1,684 1,752 3.7

1932 予算 74,455 2,429 4,000

支出 70,032 1,231



表H-4タ イにおける財政支 出と鉄道 ・道路関連(3)(1924-1938年)(単 位:1000バ ーッ)

1 1
鉄道/

年次 一般会計 資本会計 鉄道建設 道路建設 総支出

合 計 (%)
1933 予算 76,172 5,996 2,500 1,100 3.0

支出 73,639 3,794 995 735 1.3

1934 予算 79,535 5,183 1,547 1,165 1.8

支出 75,860 3,932 634 1,057 0.8

1935 予算 88,697 9,179 1,434 3,276 1.5

支出 84,587 7,052 721 3,029 o.e

1936 予算

支出 98,141 12,406 721 4,500 0.7

1937 予算 105,456 27,757 2,350 s,ooo 1.8

支出 101,627 23,785 2,318 5,365 1.8

1938 予算 109,397 24,160 2,500 8,930 1.9

支出 110,714 22,216 2,432 8,254 1.8

(注)1933年 よ り、道路 建設 は一般会計か ら資本 会計へ移転 した。

(出 所)MinistryofFinance,ReporloftheFinancialAdviser,upontheBudgetoqheKingdomo奮Siam,各 年 次 版 よ り作 成 。
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表H・5タ イ財政支出に占める鉄道建設 と道路建設の比重の比較(1904-1938年)

(単 位:1000バ ー ツ 、%)

年度 総支出 鉄道関連 鉄道建設 道路建設 (2)/(1) (3)/(1)

(1) (2) (3) C%) (%)

1904 51,622 6,085 4,987 631 9.7 1.2

1905 54,253 5,419 4,217 460 7.8 o.$

1906 62,418 7,081 5,581 569 8.9 o.s

1907 62,935 7,975 6,432 635 10.2 1.0

1908 62,674 6,233 4,294 463 6.9 0.7

1909 63,552 6,651 4,658 434 7.3 0.7

1910 65,037 5,601 3,447 430 5.3 0.7

1911 70,812 7,549 5,517 ● ・oo● 7.8 o...

1912 73,965 10,696 8,595 744 11.6 1.0

1913 74,372 11,543 9,237 714 12.4 1.0

1914 76,927 12,744 9,987 561 13.0 0.7

1915 79,672 11,915 8,973 189 書1.3 0.2

1916 79,477 10,270 6,857 769 8.6 1.0

1917 81,282 8,760 4,729 sss 5.8 o.s

1918 98,986 9,444 3,849 853 3.9 o.s

1919 97,400 13,104 7,719 1,221 7.9 1.3

1920 100,819 16,263 10,498 1,470 10.4 1.5

1921 97,863 15,222 9,251 1,868 9.5 1.9

1922 95,964 12,178 5,674 1,991 5.9 2.1

1923 91,053 6,819 0 2,204 0.0 2.4

1924 ・ ●.. 9・.o .o.畳 o・ ■9 電o◎ ● 09● ・

1925 102,579. 6,100 4,822 2,005 4.7 2.0

1926 106,332 4,363 1,781 2,100 1.7 2.0

1927 122,645 3,452 3,057 2,636 2.5 2.1

1928 111,494
.

2,656 2,532 3,716 2.3 3.3

1929 114,508 4,905 4,352 4,559 3.8 4.0

1930 102,773 4,361 3,402 4,490 3.3 4.4

1931 92,355 3,436 1,684 4,155 1.8 4.5

1932 70,032 0 0 1,231 o.o 1.8

1933 77,433 匿 ・9. 995 735 1.3 0.9

1934 79,792 .・ 唇 ・ 634 1,057 o.e 1.3

1935 91,639
.

■ ■ 噛 匿 721 3,029 o.$ 3.3

1936 110,547 ● ● ●9 721 4,500 0.7 4.1

1937 125,412 o・ ● ・ 2,318 5,365 1.8 4.3

1938 132,930 6● ・● 2,432 8,254 1.8 6.2

(注)表H-3、H-4よ り作 成 。
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表n-6タ イ鉄道建設費の支 出明細(1907年3月 末現在)(単 位1バ ーツ)

1

3
支出費目1路線名 コーラー ト線1% ロッブ リー線 パ ーク払 ボー線 ペ ッブ リー線 合 計 %

(東北部線)1 (北部線) (北部線) (南部線)

3
2

鉄道敷設距離数(km) 264.Oi 42.5 117.5 151.0 575.0

…

1

1.土 地収用 336,022;1.9 1,442 7,202 316,872 661,540 1.9

……萎i鱒 鱗 難 華il…i…i…i…i…i…i…類㈱ 毒 …i………i…i欝粥…難 韮…i…i…i…i綴購 撒 ……i…ii…i…1鱗難 ㈱ 魏iiiiiii…}iii…纐i黛 醐 …iiii

測鼠 調査 127,396,0.7 4,908 67,903 28,184 228,392 0.7

伐採,整 地 97,67710.6 9,587 59,029 54,150 220,444 0.6

土台作 り,砕 石 3,406,865,19.3 332,463 1,236,120 1,394,288 6,369,755 18.2

3.囲 い作 り 5,41710.0 19 2,956 8,392 o.o

4.踏 み切 り 1t242;0.1 175 1,047 381 12,845 o.o

5.排 水溝,橋 梁 1,561,92718.8 273,505 446,027 1,044,429 3,325,897 9.5

排水溝壷 490,329 2.8 43,629 216 33,619 567,796 1.6'

木製橋梁 158,242 o.s 83,214 390,725 414,661 1,046,843 3.0

鉄製橋梁 913,356 5.2 146,662 55,086 596,唯49 1,711,258 4.9

6。 トンネ ル .1 響 ・ , a o.o

i…iiiiii鶴鱗iiiiiiiiiiii魏豪i纈 蓬iiiiiiiiiii嫌 麟i繭iii…i iiiiiii瀬雛i

レール 1,825,446110.3 301,139 882,575 ち493,053 4,502,223 12.9

砂利石
1

1,454,17018.2 281,178 767,853 738,743 3,241,952 9.3

撚 950,52415.4 143,160 309,228 328,276. 1,731,193 4.9

資材運搬,レ ール敷設
1534

,6953.0 24,986 272,487 234,267 1,066,438 3.0

保守作業 463,19612.6 42,371 15,290 32,842 553,702 1.6

8.電 信,信 号,ラ イ刀 一ク 197,46311.1 9,402 46,324 83,198 336,388 1.0

9.鉄 道駅 1,451,51818.2 92,978 526,003 636,021 2,706,528 7.7

幽 1,184,6086.7 92,099 409,148 537,294 2,223,156 6.3

転車台 76,06410.4 587 47,756 30,298 154,705 0.4

プラッ トフォーム,道 路 88,53010.5 zsz 17,512 68,429 174,764 0.5

国王用の応接設備 102,31610.6 騨 51,587 , 153,904 0.4

10.作 業場
■

412,767,2.3 13,093 11,713 149,642 587,217 1.7

幽 .1。 口 ・ . 一 ■

機械 道具類 ・1・ . 11,713 149,642 161,355 0.5

11.臨 時作業 咀1層 ■ 249,938 ■ 249,938 0.7

……i…蓑肪 塗iii蓬i鱒iiiiiiiiiii韮liお疲翻i暮i;iii …i…iiiii葦灘 緩 葺繍 …iiii

13.事 業運営 費 2,263,93312.8 143,382 394,227 364,339 3,165,894 9.0

人件費(輸 送施設含む) 2,171,78912.3 138,519 365,961 339,133 3,015,414 8.6

オフィス関係支出 92,14410.5 4,863 28,266 25,206 150,480 o.a

14,建 設用 資材在庫 130,42910.7 3,110 365,侶6 101,854 600,580 1.7

15.一 般支 出費 839,0054.7 15,777 197,829 35,720 1,088,336 3.1

医療,祝 祭関係 211,36fi-.2 2,459 28,335 32,277 274,438 0.8

雑費 その他 627,6393.6 13,318 iss,asa 3,443 813,898 2.3

旨
1

総 計
017

,873,18Dj100.0 2,049,860 7,198,828 8,115,877 35,035,654 100.O

キロメートル当りの建設費 67,000 48,210 61,248 53,747 60,932

;
(注)数 字は1パ ーツ未満切 り捨 て。各路線の累計投資額を示。*10メ ー トノ味 満の橋梁含む。

(出 所)TenthAdministrationReportonthe'rrafficoftheRoyalStateRailwaysinSiamFortheYear125

d906・7},Tabb5よ り作成。1[llI
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表H-7鉄 道建設費の支出明細(1922年3月 末現在)(単 位:バ ーツ)

1 1
支出費 目1路線 名 北部線1% 南部線1%

114i 1,038

1.土 地 収 用 40,522,0.4 117,84210.2
2.土 木工事 2,131,109120.7 11,724,779!20.3

測量,調 査 .51,51110 .5
1

390,05310.7

伐採,整 地
「

35,284]0.3
1378

,47010.7

土台作 り,砕 石 2,003,497;19.5 10,932,829;18.9
杭打 ち,擁 壁 40,817!0.4

1
23,427!0.0

3.囲 い 作 り 647iO.0
1

421iO.0

4.踏 み 切 り lo.o 1

排水溝★ 330,766!3.2 1,033,8591.8

木製橋梁
1

177,278i1.7
1

2,418,92314.2

鉄製橋梁
11,751,201j17.0 ■7

,469,16712.9

6.ト ンネル 1,812,308;17.6 176,210;0.3
土木工事 977,4999.5 1

コンクリート,レ ンガ
1752

,69817.3 :
掘削機械 82,111;0.8 旨

i…i萎i鯉il銚iiii
l「';';':;` `'「';';':'

レー ル 1,388,805i13.5 6,480,777111.2

砂利石
1566

,395,5.5
r5

,900,685110.2

枕木 186,7161.8 2,475,4304.3

資材運搬,レ ール敷設 204,153!2.O
l

1,681,582!2.9

保守作業 1,88910.0
f

298,79410.5

8.電 信,信 号,ラ インマーク
■

91,46910.9
■

450,150jO.8

9.鉄 道 駅 724,345i7.0 1,686,312;2.9

建造物 573,288!5.6 1,136,072!2.0

転車台
1109

,875i1.1
1

467,97510.8

フoラヲトフォーム,道 路
141,18210.4 ■82

,1060.1

国王用の応接設備 2 159!0.0
瞳

10.作 業 場 210.0 1,054,77111.8

建造物 3
1181

,52110.3

機械,道 具類 : 871,469]1.5
11.臨 時 作 業 51,980!0.5 1,78110.0

「..11』......, ...読_

13.事 業運営費
1

700,606i6.8
■

3,300,75615.7

人件費(輸 送施設含む) 638,37216.2 2,863,229,5.0
オフィス関係支 出 62,234!0.6

1
437,527!0.8

1

14.建 設用資材在庫 1 324,821iO.6

15.一 般 支 出費
1

52,78410.5
1

222,53610.4

医療,祝 祭関係 50,957;0.5 58,9270.1

雑費,そ の他 1,8270.0 163,609!0.3

: 1
総 計

6

10,279,335i100.0
1

57,836,952i100.0

キロメートル当 りの 建 設 費 90,170 55.7201

…
1

(注)数 字は1バ ーツ未満 切 り捨て。各路線の累計投資額を示す。

(出 所)TwentySixthAnnualReportontheAdministrationoftheStateRaiiways

fortheYearBuddhistEra2465,pp.26・29よ り作 成 。1
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表H-8タ イ鉄道業初期の営業実績(1899-1903年)

項目/年度 単位 1899190019011902 1903 1903

標準軌 メートル軌

人キ ロ数 1000人 キロ 17,17615,14334,955.... .,.. ,.■,

km当 り収入 バ ー ツ ....3,5783,6374,740 ,●.. ,.・ ●

Km当 り乗客数 人 ....2,4482,7794,740 09., ●o.●

一人当 り乗車距離 km 34.534.3941.0941.94 41.35 32.45

一人当 り支払 い運賃 バ ー ツ 0,710,900,780.79 o.a2 o.sa

トンキ ロ数 1000ト ンキロ 3,8004,4479,012.... ,●., ●,,.

トン当り貨物輸送距離 km ....128.00145.90143.71 154.28 74.57

トン当り貨物収入 バ ー ツ ....s.sss.ass.i2 6.14 7.44

乗車率 % ....41.7251.3462.45 60.47 41.26

車両数

機関車 輌 10111416 20 8

客 車 輌 28313636 42 30

貨 車 輌 211211211251 251 109

職員数 人 ........143152 ・●,. ●幽,曹

(注)(1)年 次 は 事 業年 度(そ の年 の4月1日 か ら翌 年 の3月31日 まで)

(2)1900-1902年 度 ま では 標 準軌 道:(コ ー ラ ー ト線 、 ロ ッブ リー線)の 数 字 、

1903年 度 は 標 準 軌 と メー トル 軌(ペ ッブ リー線)の 数 字 。

(3)車 両数 は 年 度 末 の数 字 。

(出 所)(1)鉄 道 局 「年次 事 業 報告 書 」 、第1次 か ら第7次 報 告書 よ り作 成 。

(2)BangkokTimesWeeklyMail,July25,1902;Nov.5,1904;Sept.30,1904
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表H-9タ イ鉄道の運行距離数 と1キ ロ当 りの収入 ・コス ト推移(1917-1933年)

年度曹 総延長距離 運行距離数 運行距離 運行距離 キロ当 り 新規開通 新規開通

(キ ロメートル) (キロメートル) キロ当 り キロ当 りコスト 収入 キロ当 り投資 キロ当 り投 資
一

収入 (バ ー ツ) (バ ー ツ) (バ ー ツ) (バ ー ツ)

(バ ー ツ)

1917 2,120 2,848 ,・., 1.22 2.64 ● ● ● 3,549

1918 2,215 3,353 .... 1.49 2.76 ● ● ● 4,178

1919 2,215 3,244 3.16 1.44 3.16 54,548 4,631

1920 2,252 3,611 2.67 1.39 2.67 55,531 4,351

1921 2,370 3,879 2.78 1.36 2.78 55,367 4,705

1922 2,392 3,976 2.95 1.48 2.95 59,945 4,829

1923 2,392 4,175 3.04 1.46 3.04 60,889 5,304

1924 2,490 4,314 3.22 1.40 3.22 59,683 5,574

1925 2,581 4,951 3.25 1.28 3.25 61,999 6,245

1926 2,738 5,058 3.33 1.27 3.33 60,964 6,330

1927 2,799 5,674 3.63 1.30 3.63 s2,ssa 7,568

7928 2,833 6,205 3.30 1.30 3.30 63,271 7,255

1929 2,862 6,337 3.05 t29 3.05 63,536 6,761

1930 2,922 s,oss 2.67 1.44 2.67 63,637 5,538

1931 2,996 5,180 2.08 1.42 2.08 63,597 3,598

1932 2,996 5,399 2.00 1.13 2.00 65,267 3,609

1933 3,100 5,810 1.86 1.02 1.86 64,350 3,479

(注)(1)年 度は財 政年度 。 当該年 の4月 か ら翌年の3月 までを指す 。

(2)総 延長キロ数は営業キロ。運行距離は車輌の走行距離の合計。

(出所)タ イ鉄道局 『年次活動報告書』各年次版より、筆者作成。1
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表II-10タ イ鉄 道 運営 の年 間支 出明細(1912年 度)(単 位:バ ー ッ 、%)

i i
費 目 標準軌道 % 1m軌 道 ova

(東北,北 部線) (へ㍉ ブ リー線)

α 》人俸費 闘 轟989訓 44曾' 壌25764 435

1.局 長及び本部の人件費 28,620 2.1 5,460 1.9

2.運 輸関係の人件費 446,202 33.5 91,394 31.4

a,保 線事業部人件費 71,871 5.4 16,263 5.6

b.運 輸事業部人件費

監 督 者Superintendence 76,630 5.7 24,000 8.2

駅 員Stationo什icials 94,392 7.1 26,378 9.0

乗 務 員Runningstaff 31,883 2.4 6,778 2.3

c.機 関車部人件費

機関車検査長 70,047 5.3 6,468 2.2

機関車運転手 101,379 7.6 11,507 3.9

3.運 輸のB当 労働人件費 69,082 5.2 16,444 5.6

4.旅 費,治 療 費,そ の 他 15,137 1.1 4,457 1.5

5.残 業手当手,夜 勤手当て 31,214 2.3 7,287 2.5

(2>一 喚般業務費

1.印 刷費

62360

23,350

47'

1.8

箆348鵡2

4,599t6

2.文 具,備 品 費 19,541 1.5 3,149 1.1

3.制 服 費 9,208 0.7 2,451 0.8

4.飾 り付 け 6,327 0.5 1,175 0.4

5.雑 費 3,071 0.2 181 0.1

(鋤 傑線雛業関係費

うち賃金関係 【B1

304057

237,971

鍛8

17.9

54586

42,996

捕7

14.7

1.恒 常的仕事

賃 金 206,238 15.5 36,504 12.5

砂利,附 属品 39,214 2.9 3,748 1.3

2.土 木事業

賃金その他 6,529 0.5 427 0.1

3.橋 梁 関 係

賃 金 8,537 o.s 2,603 o.s

資 材 5,619 0.4 2,950 1.0

4.駅,建 造 物 関係

賃 金 11,282 o.s 2,289 o.s

資 材 9,451 0.7 1,754 o.s

5.電 信,信 号 関係

賃 金 5,385 0.4 1,173 0.4

資 材 7,112 0.5 1,490 0.5
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表 皿一10タ イ鉄道運営の年間支出明細(1912年 度)(単 位:バ ーツ、%)
一

i 1
1 1

一

費 目 標準軌道1% 1m軌 道1%

(東北 北部線)1 (へ.,ブ リ線)1

3
.・.・1・・… 蕨:::・:;:;:・、

11二'='ン:':'

;
.,:,、,、;、二:畳、;、:、;,・、;、

・…}'=ウ=く1:'

うち賃金 【C1 85,950!
1

12,111!
1

1。 燃 料 146,210!11.01 55,679119.1
1一

2.給 水 25,531!1.9
1

5,097!1.7
1

3.車 両の潤滑油,洗 浄油 35,945!2.7
1

6.55312・2

4.機 関車修理 2 2
賃 金 52.06213・9 7,14812.5

π

資 材 17,33411.3 6,966;2.4

5.客 車 修 理 3 2
賃 金 15,09811.1 2,3230.8

資 材 13,2821.0 6,18612.1

6.貨 物車修理 3 }
賃 金 16,40911.2 2,38410.8

資 材 10,01410.8 2,063,0.7

7.機 械,工 場 の 保 全 3 1

賃 金
1

2,381,0.2
1256
10.1

資 材
1

3,18610.2
1360
10.1

3 ヨ

(6)総 計
1■

1,333,104i100.0
1

291,509100.0

う ち人 件 費,賃 金 合 計 【A,B,C】

1922
,852i69.2

1

181,871i62.4

3 3

(注)支 出は本部事業部、運輸事業部、機関車 ・機械サービス部、保線事業部の4つ に分類

数字は、1バ ーツ未満切 り捨て。費目の小計はその他細目を含む。

(出 所)SixteenthAdministrationReportontheTrafficoftheRoyalState

RailwaysinSiamfortheYear131(1912一 綿),Table2よ り作 成 。
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表H-11鉄 道事故の死傷者数の推移(1907-1934年)

計合

1

3

8

2

6

8

11

8

9

18

15

15

2

15

10

31

14

20

25

29

38

28

37

62

11

28

36

23

者傷負

者入侵客乗員道鉄

■

0

1

1

2

5

1

1

3

4

9

9

8

1

3

5

16

8

15

16

17

21

18
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11

23

16

170000†02545200715216765311028512700780144715410443511572303121

1

計合

7

22

13

10

9

17

15
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26

15

8

24

13

27

47

23

18

25

35

38

35

20

37

33

24

29

45

者死故事

者入侵客乗員道鉄

1

5

"

10

5

5

7

8

17
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9

8

17

11
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15
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27
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1
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9

0

1
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8

9

0

1
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9

0

1
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3
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洗齢者

。殺成自作は者く筆しり

も

よ者版た年つ各入』で書断告無報に業内事地次敷年路『線局、道は鉄者イ入タ侵))所注出((

118



表 皿一1機 関車,客 車,貨 車 の保 有台 数推 移(1897-1936年)

1
機 関 車 客 車 貨車

年度 標準軌 メートル軌 合計 標準軌 メートル軌 合計 標準軌 メートル軌 合計

1897 s 騨 s 27 一 27 58 ● 58

1899 10 , 10 28 一 28 211 一 211

1900 11 一 羽 31 一 31 211 一 211

1901 14 響 14 36 一 36 2嘘1 一 211

1902 14 一 14 36 ■ 36 211 曜 211

1903 16 一 16 36 響 36 251 一 211

1904
一一 一 一 一 一 一 一

1905-11

20
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5●.●

a

o■ ■r

28
,一 一 一 一 一

■■・・

42
一 一 一 一 一 一

●...

30
一 一 一 一 一 一

・「..

72
一 一 一 一 一 一

.・.,

251

● ・.・

109
一 一}一}}}一 一 一 一

・・o●

360
層 一 一 　 一 一

●●●●

1912 57 10 67 209 52 261 808 109 917

1913 59 30 as 210 76 286 806 157 963

1914 58 32 90 219 76 295 806 ●幽 ◎o 1,425

1915 sa 37 97 218 90 308 803 ・.■ ・ 1,472

1916 60 37 97 218 105 323 .・.■ 665 1,472

1917 60 37 97 200 94 294 890 677 1,567

1918 62 37 99 ●.・ ● ●● ● ● 288 .o・. ■・ 「 「 1,573

1919 62 37 99 r● ●r .・., 296 .・,■ .・ 「. 1,578

1920 s2 s2 124 193 119 312 891 787 1,678

1921 62 62 124 193 123 316 891 ち014 1,905

1922 61 62 123 186 132 318 886 1,193 2,079

1923 sa 64 124 177 164 341 887 1,362 2,249

1924 sa
.

76 136 164 177 341 874 1,469 2,343

1925 58 85 143 156 184 340 872 ち555 2,427

1926 56 107 163 154 187 341 865 2,027 2,892

1927 47 121 168 138 2羽 349 792 2,225 3,017

1928 33 149資 182 79 231 310 6嘘5 2,473 3,088

年度 蒸気機関車 デ ィーゼ ル 合 計 メートル軌 合 計 メートル軌 合 計

1929 172
.

2 174 一 279 279 薗 3,129 3,129

1930 171 2 173 一 317 317 一 3,213 3,213

1931 嘘71 iz 183 一 321 321 一 3,236 3,236

1932 163 15 178 一 324 324 一 3,236 3,236

1933 163 15 178 一 324 324 一 3,236 3,236

1934 .・ ・. ■ ・.. 178 一 325 325 一 3,228 3,228

1935 ■ じ ●● ・ ■ ・■ 182 一 321 321 一 3,448 3,448

1936 ,.,●

.

・ ・o● 192 響
.・ ・. ■ 層 幽.

層
「 ●・. ・.■ ・

(注)*2輌 の デ ィーゼ ル 車 を含 む 。 … は不 明。 一は 該 当数 字 な し。

(出所)鉄 道局r年 次事業報告書』各年次版より筆者作成。1}

た だ し、1912-16年 の メ ー トル 軌 はBangkokTimesWeeklyMailの 記 事 よ り作 成 。
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表皿一2機 関車,客 車,貨 車の修理台数推移(1917-1933年)

年度 機 関車 客車 貨車

標準軌 メートル軌 合計 標準軌 メートル軌 合計 標準軌 メートル軌 合計

1917 12 23 35 97 67 164 165 194 359

1918 19 17 36 144 96 240 442 274 716

1919 28 21 49 152 81 233 476 411 887

1920 26 15 41 159 84 243 507 279 786

1921 21 13 34 187 117 304 366 330 sss

1922 26 18 44 200 105 305 392 411 803

1923 25 32 57 183 107 290 529 466 995

1924 23 27 50 157 142 299 327 605 932

1925 20 46 ss 156 184 340 281 1,055 1,336

1926 ●■ ■ ●● ・ 47 ・.. 292 r● ■ 1,146

1927 o● ● 52 .■. ●.. 226 .●. 1,901

1928 ●・ ● 51 ●.. 207 9●. 2,681

1929 ,

,・ ● 51 一
... 104 一

,,o 1,459

1930 甲 sa 一
■ ■ ■ 175 騨 1,586

1931 一
5●. 46 ,

・ 騨. 143 一
o●. 1,193

1932 ■
,.. 57 一 165 ・

,o■ 1,208

1933 願
●o. 85 尊 ・o. 155 一

● ●. 1,629

1934 一
■幽 巳 76 一

o● ● 200 一 2,348

1935 一
■.● 78 一

■ ● ● 175 層 1,784

(注)1916年 以 前 に つ い ては不 明。

(出所)タ イ鉄道局 『年次事業報告書』各年次版、同 『年次事業報告書 仏暦2478年 版』

26-27ペ ージよ り筆者作成。il}111
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表m-3蒸 気機関車 の型 と発注先(1893-1943年)

メ ー カ ー 名 国籍 型 車両番号 導入年次 台数

Hunslet&Son イギ リス 0-6-07-8 1893 2

Dubbs&Co. イギ リス 2。4-01-4費 1895-96 4

Dubbs&Co. イギ リス 0-6-05-8* 1896 4

Peckett&Sons イギ リス 0-6-09-10 1895 2

GeorgEgestorff,Hannover ドイツ 2-6-0灌1-16費 1898-1902 s

GeorgEgestorff,Hannover ドイツ 2-4-0101-124* 1898-1909 25

Krauss&Co. ドイツ 2-6-0201-208* 1899-1903 8

Krauss&Co. ドイツ 2-6-0151-155 1901-14 5

Krauss&Co. ドイツ 2-4-2125-131 1902-13 7

GeorgEgestorff,Hannover ドイツ 2-6-0209-221* 1906-09 13

BrushElectricEngineering イギ リス 0-6-057-63 1910一 斜 7

Henschel&Sohn ドイツ 0-6-051-56* 1910-15 7

GeorgEgestorff,Hannover ドイツ 0-10-0401-402 1913 2

NorthBritish,Atlas イギ リス 4-6-0156-167 1913 12

NorthBritishLocomotive イギ リス 4-6-0168-172 1916 5

NorthBritishLocomotive イギ リス 4-6-0173-197 1919 25

BaldwinLocomotiveWorks ア メ リカ 2-8-2301-306 1923-25 6

NasmythWilson&Co. イギ リス 2-8-2311-312 1924 2

Batignolfes イギ リス 2-8-2321-326 1924 6

Batignolles イギ リス 4-6-2222-225 嘘924 4

BaldwinLocomotiveWorks ア メ リカ 2-8-2303-306 1925 4

BaldwinLocomotiveWorks ア メ リカ 4-6-2226-251 1925-29 zs

SwissLocomotive&Machine スイス 2-8-0331-348 1926-27 18

Hannoversch ドイツ 4-6-2260-282 1928-29 23

Henschel&Sohn ドイツ 2-8-2451-456 1929 s

Henschel&Sohn ドイツ 2-8-3457-458 1936 2

JapaneseAssociation** 日本 2-8-2351-378 1936-39 28

NorthBritishLocomotive イギ リス 4-6-2801-818 1942 18

JapaneseAssociation* 日本 4-6-2283-292 1942-43 10

(注)*標 準 軌 、 そ の 他 は メ ー トル軌 、**三 菱 、川 崎 、 日立 、汽 車 製 造 、

(出 所)(1)StateRailwayofThailand,Rotchak_,1990,pp.23-47.

(2)Ramaer,TheLocomotivesofThailand,1984,pp.80-82.

日本車輌の合同入札



表 皿一4 デ ィーゼル機関車 の型 と発 注先(1928-1985年)

メー カ ー名 国籍 タイ プ 車両番号 導入年次 台数

SwissLocomotive&Machine

1

スイ ス 電気 21-22 1928 2

Sulzer/Oerlikon1Henschel スイ刀 ドイツ 電気 501-506 1931 6

A/SFrichs デ ンマーク 電気 601 1932 1

Sulzer/Oerlikon/Henschel スイス1ドィッ 電気 651-654 1947 4

Sulzer/Oerlikon/Henschel スイス1ドイツ 電気 561-563 1951 3

DavenportLocomotive アメ リカ 電気 5羽 一540 1952 30

KraussMaffei ドイ ツ 水力 41-45 1955 5

DavenportLocomotive アメ リカ 電気 571-585 1955 15

日立製作所 日 本 電気 611-615 1958 5

日立製作所 日 本 電気 616-630 1961-62 15

日立製作所 日 本 電気 661-670 1961-62 10

新潟鉄工 日 本 デ客車 1001-1003 1962 3

Plymouth 不 明 水力 2001-2010 1963 10

Henschel ドイ ツ 水力 3001-3027 1964 27

GeneralElectric アメ リカ 電気 4001-4050 1964-66 50

Hunslet イギ リス 水力 23-27 1965 5

東急車輌 日 本 デ客車 1004-1010 1966 7

日立製作所 日 本 デ客車 1011-1020 1967 10

Krupp ドイツ 水力 3101-3130 1969 30

日立製作所 日 本 デ客車 1021-1048 1971 28

Alsthom フランス 電気 4101-4154 1975 54

Alsthom/Henschel/Krupp フランス1ド イツ 電気 4201-4230 1980 30

日立/東 急/日 本車輌 日 本 デ客車 1101-1140 1983 40

AlsthomAtlantique フランス 電気 4301-4309 1983 9

AlsthomAtlantique フランス 電気 ALS4111 1983 1

日本 車輌 ほか6社 ★ 日 本 デ客車 1201-1264 1985 64

東急車輌 日 本 デ客車 2101-2112 1985 12

AlsthomAtlantique フランス 電気 4401-4420 1985 20

Henschel ドイツ 水力 70-79 1986 10

(注)*日 立 製 作 所 、 日本 車 輌 製 造 、 富士 重工 、 川 崎 重工 、新 潟鉄 工 、近 畿 車輌 の 合 同 入 札 。

(出 所)StateRailwayofThailand,Rotchak_,1990,pp.5g-g4,
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表 皿 一5 タイにおける客車の発注,納 入状況(1917-1928年)

年度 発注/納 入 発注 ・納入 先,車 輌 数 出所★

1917
1

発注 イ ギ リ ス/TheMetropolitanCarriage,Wagon& RSR82460/18

FainanceCo.,Ltd.(以 下,MCWFと 略 称}

8輌 の ボギ ー型 客 車(1等,2等),12輌 の 同車(3等)

同車(3等),8輌 の フルバ ン型

1919 発注 イギ リス/MCWF南 部線用の客車.8輌 のボギー型客車 FiSR82462/

(1等,2等),12輌 の 同車(3等),8輌 の フル バ ン 19-20

1921 納入 上記の車輌の一部 RSRS2463/23

1920 発注 イギ リス/CravensRailwayCarriage&Wagon RSRS2463/23

Co.,Ltd.(以 下,CR㎝ と 略 称)

6輌 のボギー型食堂車,3輌 の同型寝台車

1923 納入 イギ リス/CRCW RSRS2466/18

24輌 の 鋼鉄 製 ボ ギ ー型 客車(シ ャー シー,以 下 同 じ)

1924 納入 イギ リス/㎝ ㎝.8輌 の鰍 製ボギー型客車

1925 納入 ドィ ッ/Hartkort.20輌 の鋼 鉄 製 ボギ ー型 客 車 RSRS2468/21

発注 イギ リス/CR㎝.1輌 の国王特別寝台車(翌 年,納 入) RSR82468/21

1926 納入 ドイ ッ/Harkort.20輌 の 鋼 鉄製 ボギ ー型 客車 RSR82469/28

発注 イギ リス/CRCW.8輌 の鋼 鉄 製 客車3等(翌 年,納 入) RSRS2469/28

嘘927 納入 ドイ ッ/Harkort.18輌 の 鋼鉄 製 ボギ ー型 客車 RSRS2470/25

発注 ベ ル ギ ー/BraineleComte.20輌 の ボギ ー型 客 車

1928 発注 イギ リス/CRCW.16輌 の ボギ ー型 客車(1-3等) RSRS2471/

27-28

発注 イギ リス/MCWF.20輌 の木製車枠の客車 Ibid.

発注 イ ギ リス/TheMidlandCarriage&WagonCo.,Ltd. Ibid.

(MCWC).30輌 の鋼鉄製車体の客車

(い ず れ も,翌1929年 度 納 入)

(出所)RSRS2460118は,タ イ 鉄道 局 『年 次 事 業報 告 書

18ペ ー ジを示 す 。 以 下 、 表記 は これ に準 じる。

仏暦2460年 度版』
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表 皿 一6 タイにおける貨車の発注,納 入状況(1904-1936年)

年度 決定 発注 ・納入先,車 輌数 出所 ☆

発注/納 入

1904 決定 ベ ル ギ ー/CompagnieCentraledeConstruction BTWM1904/09/17

◆貨車128輌

1906 発注 ベ ル ギ ー/CompagnieCentraledeConstruction RSRS2449/3

◆ 客車 ・貨 車187輌3万9000ポ ン ド
'

1910 決定 ベルギー/会 社名不明 BTWM1910/03/05

◆石材運搬用貨車130輔9750万 ポンド

1912 決定 イ ギ リス/MetropolitanAmalgamatedRailway BTWM1912/03/27

Carriage&WagonCo.,Ltd.:MARCW)

◆南部線用貨車200輌

1914 決定 ドィ ッ/SaschsischeWagonFabrik BTWM1914/06/08

◆南部線用貨車55輌

膚919 発注 イギ リス/MARCW RSRS2462/19-20

◆メー トル軌用有蓋貨車200輌

イ ギ リス/MidlandRailwayCarriage&Wagon 同 上

◆家畜運搬用貨車100輌

ベ ル ギ ー/BaumeetMarpet 同 上

◆資材運搬用低側板貨車200輌

1926 納入 ベ ル ギ ー/BaumeetMarpet RSRS2469/29

◆有蓋貨車50輌

ドィ ッ/GustavTalbot&Co, 同 上

◆ ボ ギー 型 高側 板貨 車:25輌 、 ホ ッパ ー貨 車30輌 ・

1928 納入 ベ ル ギ ー/BaumeetMarpet FiSRS1928/28

◆有蓋貨車133輌

1929 納入 ベ ル ギ ー/SocieteAnnonymeL'industrie RSF3S1929/21

◆低側板貨車300輌

1936 決定 日本/車 輌 メ ー カー シ ンジケ ー ト(弥 生 会) BTWM1936/01/29

◆貨車300輌(貨 車の受注初めての成功)

(注)決 定 は 、公 開入 札 の 結果 、 発 注先 の企 業を 決定 した ことを 指す 。

(出 所)閑RS2469129は,タ イ鉄 道 局r年 次 事 業報 告 書 仏暦2469年 度 版 』

29ペ ー ジを 示す 。 以 下 、 表記 は これ に準 じる;BTWM=BangkokTimesWeeklyMail
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表 皿 一7 タイにおける鉄道資材の公開入札と決定(1904-1931年)

年度 決定 発注 ・納入先,車 輌数 出所 ★

発注/納 入

1904 決定 イギ リス/会 社名不明 RSRS244813

◆北 部 線 用 レール3万 トン(17万2000ポ ン ド)

ベルギー/会 社名不明 同 上

◆継 ぎ 目板1826ト ン、犬 釘950ト ン、ベ ア リング

板750ト ンなど3万 ポンドの鉄鋼製品資材

(上記の鉄道資材の入札には22社 が参加) BTWM1903/06/15

1908 入札 公開入札に21社 が参加/決 定結果は不明 BTWM1908/10/01

◆継 ぎ 目板7万5000枚 、 ボル トナ ッ ト30万 個 ほか

1912 決定 イ ギ リス/Fiege&Co. BTINM1912/07/16

◆南 部 線 用 の レー ル1万2400ト ン

決定 イ ギ リス/Fiege&Co. BYWM1912/08/10

◆ 同 、 フィッシュフ。レート752ト ン、 スパ イ ク488ト ン

決定 フ ラ ン ス/SocieteAnonymedesLaminoirs BTWM1912/08/10

◆ 同、 フ ィ ッシ ュボル ト109ト ン

1914 決定 ドイ ツ/StahlwerksVerband BTINM1914/01/17

◆南部線用レール、継ぎ目板、ベアリング板

決定 ベ ル ギ ー/UsinesLaLouviere BTVNM1914/01/17

◆南 部 線 用 の ボル トナ ッ ト、スプリング ワッシャー、 犬 釘

1919 納入 アメリカ/◆ 北部線のレール BTINM1919/11/05

1920 決定 ア メ リカ/GoodgerDelacour&Co.ofNewYork BTWM1920/04/24

◆ レール1万2500ト ン とその他 附属 品

(公開入札に15社 が参加) BTWM1920/03/16

1922 決定 フ ラ ン ス/Establishments,Dayde BTWM1922/01/10

◆ラーマ6世 王橋の構造物(公 開入札に47社 が参加)

1925 決定 イギ リス/PaulPickenpack;ベ ルギ ー/CanonleGrand 6TINM1925/07/15

◆ 客 車 用 の ボル トナ ッ ト、 ドア 、 ラ ンプ な ど

1931 発注 日本/鉄 鋼メーカー不明(三 井物産が代理) BTWM1931/05/15

◆鉄道資材一般500ト ン(日 本が初の受注成功)

(注)決 定 は、 公 開 入札 の結 果 、発 注先 の企 業 を 決定 した ことを 指す 。

(出 所)FSRS2448/3は,タ イ鉄 道 局r年 次 事業 報告 書 仏暦2448年 度 版 』

8ペ ー ジを示 す 。 以下 、表 記 は これ に準 じる;BTWM=BangkokTimesWeeklyMail
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表 皿一8 タイにおける鉄道信号機の設置(1927年 、1933年)

(1)通 常信 号 機(OrdinarySemaphores)

企業名 国籍 信 号 基地 駅

19271933

ポス ト数

19271933

Siemes&Halske

Saxby&Farmer,Ltd.

1

ドイ ツ

イ ン ド

2622

1714

5544

3634

(2)半 自動 連 結 式 信 号 機(Semi-interlocking)

企業名 国籍 信 号 基地 駅

19271933

ポ イ ン ト数

19271933

信 号 機数

19271933

AllgemeineElektricitats

Gesellshaft(A.E.G.)

Tyers&Co.,Ltd.

■

ドイ ツ

ア メ リカ

1719

14

3443

210

一38

-8

(3)自 動 連 結 式 プ ラ ン ト(lnterlockingPlants)

企業名 国籍 信号基地駅 固定信号機数 レバ ー数

19271933 19271933 19271933
■

AE.G.andVereinigte

EisenbahnSignalwerke ドイ ツ 一4 一42 一130

Tyers&Co.,Ltd. ア メ リカ 一13 一48 一134

Saxby&Farmer,Ltd. イ ン ド 一8 一25 一107

(出 所)タ イ鉄 道 局r年 次 営 業報 告 書 仏 暦2471年 度(1927/28)』29-30ペ ー ジ,

同r仏 暦2476年 度(1933134)』37ペ ー ジ.
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図IV-1タ イ 鉄 道 局 の主 要 幹 部:外 国 人 と タ イ 人(1893-1936年)

● タイ人、 ○ 外国人、.国籍不 明、 ◎ ドイツ人、 ◇ イギ リス人、 □ イタ リア人、 デ ンマー ク人

一
N
刈

189319001910 19171920 1932

鉄道局長 ・総載 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1933

技 師 長 000000000000000000000000 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ o....

1905

技 術 サービ ス局 長 00000000000000000000 ◇ ◇ ◇ ◇ ロ ロ ロ ○ ○ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○

1924

機 械 技 師 長 00000000000000000000 0000000 ● ● ● ● ●

1923

機 関 車 長 OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 000000 ● ● ● ● ●

1910 iszs

鉄 道 工 場 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○[コ □ □ □ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ● ● ● ● ● ● ●

1897 1917

導 輸 部 長 00000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1917 1932

保 線 技 師 長 OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 000000000000000 ● ● ● ● ●

1926

1893

本 部 事 業 部 長 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1893 1917

経 理 部 長 000000000000000000000000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1923

法 律 局 長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1909

地 区 エンジ ニア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1896

セタションエソジ ニア ooo..................... ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

(出所)筆 者の調査により作成。



図IV・2タ イ鉄道局の組織図(1901年)

Bangkok Terminus 

Section Pakpreo 

Section Korat

(のちの建設事業

及び保線事業部門) 標準軌

Bangkok Terminus

Sect 

Sect 

Sect 

Sect 

Sect

on Bangkok Noi 

on Ban Kamehn 

on Ban Pong 

on Ratburi 

on Petchburi

(出所) タイ鉄道局 『年次営業報告書　 1903年 版』

Bangkok　 Times(ed.),　 The　 Directory　 for　 Bangkok

and　 Sam　 for　the　Year　 of　1901ほ か よ り作 成 。
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図IV-3 タイ鉄道局組織図(1917年 以降)

(出所)タ イ国鉄編 「タイ鉄道業72年 史」付録図 より作成
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図IV・4 1932年9月 以降のタイ鉄道局組織図

管 区 はDivision

小 管 区 はSection

ラムパ ー ン小管 区

ウ ッタラデ ィ ッ ト小管 区

パ ークナムポ小管 区

ゲー ンコイ小管 区

ラムチー小管 区

コ ンゲー ン小管 区

バ ンコク小管区

プラーチ ン小管区

ペ ッブ リー小管区

チュムポ ン小管 区

トゥンソン小管区

ハ ジ ヤイ小管区

ヤラー小管区

*小 管区 は,

運行 課の地 区区分

と同 じ

(出 所)(governmentofSiam,ThirtySeventhAnnualf#sportontheAdministration

o'the月bya/Slate月 旨〃w3y5for〃TBYearBuddhistEra2476(Aprillst1933・

March31st.1934),Bangkok,1935,付 録 の 組 織 図 よ り筆 者 作 成
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図IV-5 タイ鉄道局の組織図(1938年 以降)

(出所)タ イ国鉄編 「タイ鉄道業72年 史」付録図より作成
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表IV-1タ イ鉄道局 ・道路局の組織 ・職制の変遷(1889-1951年)

年 月 組織の変化

1889年

1890年10月

1897年

1898年2月

1900年5月

1904年7月

1909年6月

1910年

1912年3月

1912年5月

1913年4月

1917年6月

1917年6月

1917年7月

1『917年 ブ月

1918年

1918年6月

1921年4月

土木局 を新設 。その もとで、 タイ国内の鉄道建設 の

計画実 施を開 始す る。

土木局 のなか に鉄道局 を新 設。 ドイツ人ベ ー トゲを

初代鉄 道局総 裁に任命。

鉄道 局総裁 の もとに出納 長、運輸長(Traffic

Superintendet)、 機 関車長(Locomotive

Superintendent)を それぞれ置 く。

大 臣会議で 、主要鉄道建 設は鉄道局 が直接担 当す る

ことを決定 。

ドイ ツ人技 師長ゲ ーアツを第2代 鉄 道局総裁 に任 命。

ドイ ツ人 ヴ ァイ ラーを第3代 鉄道 局総裁 に任 命。

イギ リス人 ギ ッテ ィンズを南部線 担 当総責任 者に

任 命。事実 上、2つ の鉄道局体 制を とる。

マ ッガ サ ン鉄道工場 を付設す る。

土 木省 を運 輸省 に改組す る。鉄 道局を運輸 省下に

土 木局 と運 河局 を統 合 して道路 局を新設す る。

北 部線担 当 と南部線 担当を組織 上分離す る。同時 に

メー トル軌のペ ッブ リー線 を南部線 に移 管。

ブ ラチ ャッ ト(ク ロム ク ン ・ガムペ ー ンペ ッ ト殿下)

陸軍監 察局長 を初 代タイ人鉄 道局長 に。ギ ッテ ィ ンヌ

を鉄道 局顧 問兼技 師長 に任命 す る。

北部線 と南部線 を統合。 国家鉄道局(Department

oftheStateRaiiawaysofSiam)を 設 置。

ドイ ツへの宣戦布 告を契機 に、 ドイツ人技 師を逮捕 、

国外追 放。 これに伴い陸軍 省、大蔵 省な どか ら出向。

道路局 を鉄道 局に統合す る。

鉄道 局のな かに鉱物燃料 課を新設。

1923年12月 、鉱物 資源局 に移 管。

鉄道 建設 に陸軍工兵局 エ ンジニ ア部 隊を投入 。

第1回 鉄道奨 学生選抜 試験の合 格発 表。

プラチ ャ ッ ト鉄道局総裁 、人事 異動、外 国人技 師 に

つ いて3大 方針を 明 らか にす る。

132



表IV・1タ イ鉄道局 ・道路局の組織 ・職制の変遷(1889-1951年)

年 月 組織の変化

1921年8月

1921年8月

1924年10月

1926年2月

1926年3月

1926年3月

1926年4月

1928年2月

1928年

1930年4月

1932年6月

1932年8月

1932年9月

1932年9月

1933年5月

1933年6月

1933年10月

1934年9月

1934年10月

1936年2月

1937年8月

1938年5月

1941年8月

1951年6月

「鉄 道 ・道路法」 を制定。鉄道用 地の収用 、私鉄 に

対す る権 限な どを 明記。鉄道理事 会(Boardof

RailwayCommissioners)を 新 設す る。

保線 担 当技師長を新 設。鉄道局道 路課を道路 局に昇格

「鉄 道局 」を 「サ イアム王立鉄道 局」 に改称。

サ ーム セ ン政府発 電所を鉄道局 に移管。 デ ィーゼル

機 関車導 入のため 。電気信号 ・電信部を新設 。

これに伴 い電気技 師長を新 たに設置。

運輸 省 と商務省を統 合。運輸商務 省を設 置。

運 輸商務 省を商務運 輸省 に改称 す る。

初代 商務 運輸大 臣にブ ラチ ャ ッ ト鉄道局総裁 を任命。

ブラチ ャッ ト商務運 輸大 臣、鉄道 局総裁 を退 任。

鉄道 局機 構改革。機 械サー ビス事業部 に四大管区制。

最 初の タイ人マ ッガサ ン鉄道工 場長が実現 。

立 憲革命 勃発。 ブラチ ャ ッ ト商 務運輸大 臣失 脚。

農務 省 と商務運輸省 を統合。農 業商務省設 置。

鉄道 局 を同省の もとに置 く。

「1932年 鉄道 ・道路改正法 」の公布 に伴 い、

大 幅な機 構改革実施 。鉄道奨学 生帰国組 をい っせ いに

幹 部に登 用。外 国人技師は ほぽ姿を消す。

マガ ッサ ン鉄道工場 長 と技 師長 の職務 を分 離。

経 済省 を新設。鉄道 局を 同省 の もとに置 く。

鉄道 局道 路局を分離 、内務省土 木工学課 に移 管。

ボ ワラデー ト親王 の叛乱を鎮圧 。鉄道局へ の陸軍

影響 力が 以後、強 ま る。

土木 工学 課を 内務省 都市土木局道 路課 に改組。

最 後の外 国人技 師 クラム(技 術 顧問)が 退任 。

陸軍 工兵 局長チャルンラッタナグンが 、鉄道局総裁 に就任。

マ ッガ サ ン鉄道工場 拡張計画委 員会を設 置。

鉄道 局総 裁を廃止 、鉄道局長 とす る。

鉄道 局 の大規模 な機 構改革。5部 局制 とす る。

運 輸省 を分離独立 。鉄道局 を同省に置 く。

道 路課 を内務省か ら分離、運輸 省道路局 に改組す る。

鉄 道局 を廃止。運輸 省管轄下 にタイ 国鉄 を新設。

(注)末 廣 昭 『鉄道 関連年 表』 を もとに作成 。
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表IV-2 タイ鉄道局の組織と職制の名称(1917年 以降)

日本訳 英語名

鉄道局総裁

鉄道局技術顧問

Commissioner General 

Adviser

技師長

北部線建設技師長

保線担当技師責任者

南部線建設技師長

保線担当技師責任者

電信電話検査長

電信電話検査官

Chief Engineer 

Chief Construction Engineer 

 Northern Line 

Engineer for Ways & Works 

Chief Construction Engineer 

 Southern Line 

Engineer for Ways & Works 

Telegraph Inspector 

Linesmen

機械担当技師長

機関車担当技師責任者

機関車検査長

Chief Mechanical Engineer 

Locomotive Superintendent 

Locomotive Inspector

マッガサン工場長

機関車:修理作業長

(機械技師)

客車貨車修理作業長

(機械技師)

機械工作作業長

Workshop Superintendent 

Mechanical Engineer i/o 

 Locomotive 

Mechanical Engineer for 

 Carriage and Wagon 

Engineer for Machine Shop

技術サービス部長

土木関連設計官

建築関連設計官

宣伝広告課長

印刷課長

Chief of Technical Service 

Civil Engineers 

Architects 

Manager of Information Bureau 

Manager of Printing Office
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表IV-2 タイ鉄道局の組織と職制の名称(1917年 以降)

日本訳 英語名

運輸事業部長

運輸事業部長補佐

旅客課長

管区運輸検査長

時刻表課長

訓練学校

食堂車休憩室検査長

Traffic Superintendent 

Assistant Traffic Superintendent 

Passenger Section 

Traffic Inspector 

Time-table Section 

Training School 

Inspector for Restaurant

経理部長

運輸経理課長

鉄道建設経理課長

統計課長

出納課長

海外借款課長

Chief Auditor 

Chief Accountants Traffic 

Chief Accountant Construct. 

Statistics Section 

Cashier 

Interline Accounts

本部事業部長

鉄道局総裁秘書

Chief of Central Office 

Secretary to Comm.-General

法律部長

法律担当官

Legal Secretary 

Legal Controller

(注)1921年 、1927年 に若 干 の機 構 改革 を 実施 した 後 、

1932年 以 降 につ いて は 図IV-4を 参照 。

(出 所)タ イ 国鉄 編 『タイ 国鉄72年 史 』 付 録組 織 図(タ イ 文)

1932年 に大 幅改 組 。

ほか よ り筆 者作 成.
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表IV-3タ イ鉄道局長、鉄道局総裁、鉄道局長、タイ国鉄総裁(1890。197.3年)

番号 職位 在任期間 名 前 生没年月日 学歴 前歴/そ の後の職歴 出所

1 鉄道局長 1890/10 KarlBethge 1847/2/14 ベルリンの技術学校 ドィ ッ人.1888年 来 タイ ドイッ人名辞典

し寺m蒲 Ω1樋 1900/4 1900/4/11 技師マイスター資格取得 ライン線,ク ルップ 社の 技 師

2 鉄道局長 1900/5/3 HermannGehrts 1854 不 明 ドイ ッ人.1893年 来 タ イ BahnhofBangkok

し"m5割5Ω1調 1904/6/30 1914 コーラート線建 設 技 師 、技 師長 BTWM1904/7/6

3A 北部線鉄道局長 1904/711 LuisWeiler 1863/9/9 ハノーヴ γ,ぺ 刺 ンの ドィ ッ人.1893年 来 タイ ミェハ ン・ドイツ博 物館

も寺m謝 零01畷 1917/6/5 1918/1/16 技術学校 ケル ン鉄道の技師 ヴ ァイ ラ ーの 日記

36 南部線鉄道局長 190916/1 HenryGittins 1858/11/18 イギ リスの技術学校 イギ リス人.カ ナダ 鉄道 の 技師 BTWM1921/4/9

一"u彰
つ例1n5い 剣∩" 1917/5/21 1937!2/3 1888年 来タイ、鉄道調査 BTWM1937/2/25

mrm"写01咽 コーラート線 、東 部 線 建設 技 師

m創1`

4 鉄道局総裁 1917/6!5 Kamphengphet-akkharayotin 1882/1/23 当初 、ケンプ リ7ジ大学 陸軍工兵局長 葬式本:文 献3075

噺晦m15零 Ω軸 1928/2/27 Kromma-phra 1935/9/14 チ ャタム陸軍工兵学校卒 商務運輸大臣(1926-32) 文献3004

n写網備 彰南 脳 竜し術 論5τ 創酌 文献3005

5 鉄道局総裁 1928/2/27 Sarasatsirilak,Phra 1883/12/22 国王奨学生、英留学 運河局エ ンジニア 72年 史:4-5

噺恥2m1眉a1刊 1932/8/8 (SansaroenSukhyang) 1951/5/30 英のRoyallndian 道路 局 長(1915-17) 道路局60年 史

判別1創1写m術 例{鵡 葡 廿証 EngineeringCollege 鉄道局道路局長(1917・27) Brown1903

s 鉄道局総裁 1932/8/9 Saritdikanbanchong,Phra 1889111/15 英留学、ラグ ビー校 鉄道局電気技師 葬式本:文 献3052

舜珈 ∬1mssΩ1刊 1933/3/31 (SamanPanyarachun) 1967/1/23 マ ンチ ェスタ ーの サームセー ン電力工場長
∩

脚秘maq協m「 」邪 梱 ビクトリア大学工学士 鉄道技術学校校長



表IV-3タ イ鉄道局長、鉄道局総裁、鉄道局長、タイ国鉄総裁(1890-1973年)

番号 職位 在任期間 名 前 生没年月日 学歴 前歴/そ の後の職歴 出所

7 鉄道局総裁 1933/4/1 Prakitkonlasat,Phraya 1888/10/15 英バ ー ミンガ ム大学 鉄道局道路局 72年 史:7

噺f向2nn1筋 Ω1調 1933/7/24 (RunchitKanchanawanit) 不明 土木工学 郵便電信局長(1927・33) BTWM1933/4/4

∩'

w驚m"驚nnmm術 師

8 鉄道局総裁 1933/7/24 Witdandunlayarattakit,Phra 1890/10/30 陸軍士官学校 陸軍戦略局鉄道課 葬式本:文 献3048

曹吻nmτ 写Ω1圃 1935/4/30 (ChoeyPhanyarachun) 1948/5/15 鉄道局運輸事業部長 72年 史:7-8

∩u∩u
脚糊 例m5q日 暫5Ωm,湘 旧n

9 鉄道局総裁代行 1934/4/26 Udomyothathiyut,Phra 1892/7/28 陸軍士官学校 灌 概局 長(1937・42) 72年 史:8-9

ツリ
q「mナ1m写"湘 ?1? (SotRattanawadi) 1959/12/14 官 報Vol.5211166

脚職n闘 τ"m言49,脚 謡

1 鉄道局長 1935/5/1 Udomyothathiyut,Phra 承前 承前 承前 72年 史:8・9

o言"囹m割rΩ ユ樋 1936/1/31 膿qΩ 割τ茄1言q例,脚 酪

z 鉄道局長 1936/2/1 CharunRattanakun 1895/10/27 陸軍士官学校 陸軍工兵局通信部隊長 葬式本:文 献3015

o蓉"翫nr鵬 Ω1圃 1942/3/10 Seriroengrit,PhonEk 1983/7/10 経 済大 臣(1942/3・) 72年 史:9-10

彰 」」`イ
q慧q戸n問aし"5し 別q質5,脚aしan 商 務大 臣(194215一)

3 鉄道局長 1942/3 KhwongAphaiwong 1902/5/19 仏留学 陸軍工兵局通信部隊 葬式本:文 献3076

a酋"翻n写矯 Ω1調 1942/7 (ChumAphaiwong) 1968/3/15 リヨン大学土木工学 郵便電信局長(1935・41) 72年 史:10・13

u'u鱒

m尋aam姻,割 例写 首 相(1944-45)

4 鉄道局長 ・ 1942/7 Sirisarakon,Khun 1901/2/21 陸軍砲兵学校 国税局長 72年 史:13-14

む言"翻n写割雪a1囲 1943/9 (ChaloSrisakorn) 不明

暫蕊o甫 禰n写,脚 自.a.61号

5 鉄道局長 1943!9/17 Udomyothathiyut,Phra 承前 承前 工 業 大 臣(1942・)

o言"観nr矯 Ω1樋 1943/11/2 膿 騨 τ茄1坤,糊 号



表IV-3タ イ鉄道局長、鉄道局総裁、鉄道局長、タイ国鉄総裁(1890-1973年)

番号 職位 在任期間 名 前 生没年月日 学歴 前歴/そ の後の職歴 出所

s 鉄道局長 1943/11/2 CharunSupsaeng 1904/7/2 フィリピン大学 灌 海局 長(1944-46) 72年 史:14

o言"翻n別 写Ω1樋 1945/2115 刺 細 細 不明 農学部 農 業大 臣(1946-47)

7 鉄道局長 1945/12/19 PunSakuntanak 1902/1114 英留学マ ンチ ェスター マヲガサン工場 長,技 師 長 葬式本:文 献3031

o唇u翻n別 雪Ω1圃 1949/11/11 q羽剛 ㎝ma 1981/2123 大学機械工学 タイ国鉄理事 72年 史:15-16

8 鉄道局長 1949/11/11 CharunRattanakun 1895/10127 陸軍士官学校 陸軍工兵局通信部隊長 葬式本:文 献3015

o加 翻nr獅oユ 咽 1951/6/30 Seriroengrit 1983/7/10 商務副大臣、運輸大臣 72年 史:9-10

で タイ国鉄総裁 1951/7/1 CharunRattanakun 1895/10/27 陸軍士官学校 承前 承前

肋mτ 写Ω1咽 1959/9/10 Seriroengrit 1983/7/10

2 タイ国鉄総裁 1959/9/11 SawaiSawaisaenyakorn 1904/5/8 陸軍士官学校 陸軍工兵局通信部隊 葬式本:文 献3066

肋m箔 Ω胴 1964/12/31 1術っ1aつ駄御mn写,脚aしon 1980/7/1 陸軍通信学校長、警察局長 72年 史:17・18

3 タイ国鉄総裁 1965/1/1 SaengChulacharit 1908/2/24 陸軍士官学校 鉄道局運輸事業部長 72年 史:19-2を

繭1m翁a1圃
魍

1971/2/24
∩'亀 ρ

""η 雛q15斜 帆,脚"しan 不明 鉄道局生え抜き

4 タイ国鉄総裁 1971/2/25 AnaRomayanon 1912/3/30 タマサー ト大学 鉄道局総務部長 葬式本:文 献3068

曹づ1m弱01樋 1973112/31
'

oと羽とr潮 創1"亀M 197914/23 政治法律学部卒 鉄道局生え抜き

(注)(1)鉄 道 局長 はDirector-General、 鉄 道 局 総裁 はCommissioner・General、 鉄 道局 長 はAthibodiKromRoサai

(2)文 献 の 番 号 は本 資料 集 の 「参考 文 献 目録 」 を参 照 。 倉Bethge:NeueDeutscheBiographie,Vo1.2,Berlin,1959,p.186
*Weiler:Weiler

,Luis,AnfangderEisenbahninThailand,Bangkok:Chalermnit,1979
冑r72年 史 」 は タイ 国 鉄編 「タイ鉄 道 業72年 史 」(文 献3003);費BτWM:BangkokTimesWeeklyMail
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表IV-4 鉄道理事会の委員(1923年12月 現在)

委員名 地位★

Momchao Chalart (委員長)

Phraya Anurak-kosa 

Smyth, R.F. 

Phra Witsadandunlaya-ratkit 

Phraya Saritdikanbanchong 

Momchao Thongchue 

Phraya Intramontri 

Canova, G. 

Phraya Chindaphirom 

Phraya Sarasat-sirilak 

Phraya Nakhon-nurak 

Phraya Komarakun-montri

鉄道局総裁代行1)

経理部長代行

保線担当技師長

運輸事業部長代行

機械担当技師長

法律担当部長

技術局付き技術担当技師長

鉄道局道路担当部長

(注)★ 地位 は、末 廣 の調査 。

1)ブ ラチ ャッ ト(ク ロム ク ン ・ガムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局総裁 が 欧米

視察旅行のため代行。

(出所)鉄 道局 『年次事業活動報告書 1923年 度 版』4ペ ー ジよ り作成 。
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表IV-5 鉄道理事会の委員(1936年3月 現在)

職位 委員名 地位★

職務委員長 ColonelPhraBoriphan-yuthakit 閣僚会議、経済省大臣

職務委員 CharunRattanakunSeriroengrit 経済省鉄道局長

職務委員 LuangKowit-aphaiwong 経済省郵便電信局長

職務委員 経済省都市土木局長

職務委員 不 明 国防省代表

職務委員 不 明 外務省代表

職務委員 不 明 大蔵省代表

職務委員 不 明 内務省代表

任命委員 MomchaoSoemsawatKridakon 技師長

任命委員 PhrayaPrakitkolasat

任命委員 MomchaoSakonwannakon

任命委員 PhrayaManawarat-sewi

任命委員 KhunSamahan-hittakhadi

任命委員 PhraPhinit-thanakon

書記 KhunSutahput-thammaban

(注)職 務委員は、地位にもとづき自動的に任命される委員を指す。

(出所)鉄 道局 『年次事業活動報告書1935年 度版』2ペ ー ジより作成。
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表IV-6 マ ッガサ ン鉄道工場の組織 と職制(1932年 以降)

日本語訳 英語名

鉄道局総裁

技師長

マッガサン工場長

Commissioner-General 

Chief Engineer 

Superintending Engineer

機 関車修理工 場長

蒸気 機関車 修理工場 フォアマ ン

ボ イラー修理 工場 フ ォ.アマ ン

デイーゼル機関車 修理工 場 乃アマン

Engineer i/c Erecting Shop 

Foreman Steam Locomotive 

 Erecting Shop 

Foreman Boiler Shop 

Foreman Diesel Shop

客車貨車修理工場長

客車修理工場フォアマン

貨車修理工場フォアマン

Engineer i/c Carriage & Wagon 

Foreman Carriage Shop 

Foreman Wagon Shop

機械工作修理工場長

鋳造工場フォアマン

鋳鉄工場フォアマン

機械工作工場フォアマン

付属品工場フォアマン

真鍮工場フォアマン

Engineer i/c Machine Shop 

Foreman Foundry Shop 

Foreman Smithy Shop 

Foreman Machine Shop 

Foreman Out. Shop 

Foreman Brass Shop

電気工場長

電気器具工場フォアマン

発電機修理工場フォアマン

Engineer i/c Power House 

Foreman 

Foreman Batteries Rep.

(注)タ イ国鉄編 『タイ鉄 道 業72年 史 』付録組織 図(タ イ文)よ り作 成。

日本 語 の訳は英 語名で はな く、タイ語 名に従 って い る。ilcは 、inchargeofの 略

「工場長 」は タイ語で はNaiChang(学 士卒 の技師)の 資格を もつ ものを指す 。
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表IV-7 マ ッガサ ン鉄道工場の組織 と職位(1938年 以降)

日本語訳 英語名

鉄道局長

機械工ンジニア長

工場課担当エンジニア

機関車修理係担当エンジニア

蒸気機関車修理工場検査長

ボイラー修理工場検査長

デイーゼル機関車修理工場検査長

客車修理係担当エンジニア

客車修理工場検査長

木工工場検査長

貨車修理係担当エンジニア

貨車修理工場検査長

製材工場検査長

機械工場係エンジニア

鋳造工場検査長

製鉄工場検査長

機械工場検査長

付属品工場検査長

熔接工場検査長

真鍮工場検査長

電気課担当エンジニア

電気器具係長

発電機係長

Director General 

Chief Mechanical Engineer 

Engineer in charge of Workshop

Engineer i/c Locomotive Repairs 

Foreman Steam Locomotive 

 Erecting Shop 

Foreman Boiler Shop 

Foreman Diesel Shop

Engineer i/c Carriage Repairs 

Foreman Carriage Shop 

Foreman Carriage Repairs Shop

Engineer i/c Wagon Repairs 

Foreman Wagon Shop 

Foreman Sawmill Shop

Engineer i/c Supply & Equipment 

Foreman Foundry Shop 

Foreman Smithy Shop 

Foreman Machine Schop 

Foreman Out. Shop 

Foreman Welding Shop 

Foreman Brassing Shop

Engineer i/c Electric Service 

Chief Motor Shop 

Chief Batteries Rep.

(注)(1)タ イ国鉄編 『タイ鉄 道業72年 史』付録組 織 図よ り作成。

(2)日 本 語 の訳 は英 語名で はな く、タイ語名 に従 って いる。ilcは 、inchargeofの 略

(3)Nai-chang(技 師)と 区別す るため、Wisawakonは エ ンジニア と訳す 。.

(4)Sarawat(監 査 、検 査官)の 英訳はForemanで あ るが 、 ここで は検 査長 と訳 した。
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表IV-8マ ッガサ ン工 場長一覧(1910-1962年)

番号 名 前 就任年月B 職位の呼称 備 考

退任年月日

1 Rummel,L. 1910/6 AssistantWorkshop ドイツ人(?)

不明 Superintendent 工場長は空席のままであ った。

z Zachariae,H. 不明 Superintendentof デンマ ー ク人

1919 MakasanWorkshop 1919年/機 械担当技師長補佐

3 Sutcliffe,Ingham 1919 Superintendending イギ リス人

1930/3 Engineeri/cWorkshop 1919年/機 械担当技師長補佐

1930年 ノ鉄道 局退 職

4 LuangCharun-sanitwong 1930/4/1 Superintendentoi 鉄 道奨 学生 推薦 組.ケ ンブ リッジ大学

(MomluengCharunSanifwong) 1931/3/30 MakasanWorkshop 1922年 以 降、 マ ッガサ ン工 場

1927年/機 械 技 師、31年1病 死

5 Zachariae,H. 1931/4/1 NaiChangKonEk 承前。1926年1機 械担 当 技師 長

1932 RaksakanThaen 1932年/鉄 道 局 退職

s LuangDechatiwongworawat 1932 ChangKamkapkan 鉄 道奨 学生3期 生 。英バ ーミンガ ム大学

(MomluangKriDechatiwang) 1933/411 Rong-ngan 1926年1鉄 道 局入 局

7 LuangWithunwithikon 1933/4/18 NaiChangKamkapkan 鉄 道奨 学生2期 生。 ア メ リカMIT

(SuiSirisuk) 1934/11130 Rong-ngan 1925年1鉄 道 局 入局

1932年/運 輸事業部運輸課長課長

8 LuangRot-ratwichan 1934月2/1 NaiChangKamkapkan 1928年 ノ機関車修理作業長

(PhutRaktaprachit) 193819/15 Rong-ngan 1932年/道 路 局 出 向

9 PunSakuntanak 1938/10/18 NaiChangKamkapkan 鉄道奨 学 生3期 生 。英マンチ・スター大学

1943/3/1 Rong-ngan 1926年/鉄 道局 入局 、運 輸事 業部

10 ArtKunchon 1943/6/2 NaiChangKamkapkan 鉄道奨学生7期 生。仏 リヨン大学

NaAyutthaya 195116/30 Rong-ngan 1931年1鉄 道局 入局 、運 輸事 業 部

195117/1 WisawakonAmnuaikan

1952/1/7 KongRong・ngan費

11 LuangRot-ratwichan 1952/117 WisawakonAmnuaikan 承前

1953/5/15 KongRong-ngan

12 ChaloemSriwibun 1953/6/15 WisawakonAmnuaikan 経歴不明

1955/3/31 KongRong-ngan

13 PhongWirayasiri 195514/1 WisawakonAmnuaikan 鉄道 奨学 生6期 生 。英 マンチェスター大 学

1962/10/15 KongRong-ngan 1931年!鉄 道局 入局

(出 所)タ イ 国鉄編rタ イ鉄 道 業72年 史 』(タ イ文,1970年)171ペ ー ジ。

最初 の工場 長 は、 タ イ国鉄 編の 資料で は不 明に な って い るが 、BangkokTimes(ed.LDirectoryfor

BangkokandSiam,1910,1915な どの 資料 で補 充 した。 また 、備考 は葬式本 に もとつ く末 廣 の調 査 によ る。
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表IV・9マ ッガサン鉄道工場の職員と労働者(1917-1936年)

(1)マ ッガサ ン鉄道工場の人種別 ・職員労働者数の推移(各 年3月 末現在)

年 次 合 計 タイ人 ヨ ー ロ ツパ 人 中国人 その他★

1917** 202 oo・ ■ ● ・ ■.・

1918 363 .● ● ●o. ■ro .・ ・

1929 1,069 863 幽 183 23

1930 ち100 900 ・ 177 23

1933 1,004 827 1 172 4

1934 993 825 1 163 4

1935 1,019 868 1 147 3

1936 1,078 927 1 147 3

(注)★ 主 と してイン ド人。 ★★1917年 は6月 の数字。

(出所)1917、1918年:タ イ鉄道局r年 次事業報告書1917年 度版』21ペ ージ

1929年:鉄 道局r年 次事業報告書1929年 度版』23ペ ージ。

1930年:鉄 道局r年 次事業報告書1930年 度版』30ペ ージ。

1933年:鉄 道局r年 次事業報告書1932年 度版』9ペ ージ。

1934年:鉄 道局 「年次事業報告書1933年 度版』35ペ ージ。

1935年:鉄 道省(日 本)r南 方交通調査資料第2部 第2分 冊 泰國交通篇』

1942年 、3-4頁 。

1936年:鉄 道局 「年次事業報告書1935年 度版』27ペ ージ。

(2)マ ッガサ ン鉄道工場の職種別 ・人種別労働者数の推移(1934年3月)

1934年 合 計 タイ人 ヨ ー ロ ッパ 人 中国人 その他

職 員

労働者

35

958

32

793

1

.

0

163

2

2

合 計 993 825 1 163 4

(3)マ ッガサン鉄道工場の職種別 ・人種別労働者数の推移(1936年3月)

1936年 合 計 タイ人 ヨー ロ ツパ 人 中国人 その他

職 員

労働者

155

1,023

53

874

1

.

.

147

1

2

合 計 1,078 927 1 147 3
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表V-1 タイ鉄道局の職員 ・労働者数の推移(1898-1916年)

北部線鉄道局 南部線鉄道局
1

出 所

年次 合計 職員 監視員 労働者 苦力 職員 契約苦力 日雇い苦力

staffwatchmenworkmencoo 8S

1898 68....

■

噂

1899 90 噂

1900 90 }

1901 123 ,
¶

1902 143 9
騨

1903 152 働

1904 169 63一 年次報告書

1905 一

1911 2 904 623643141 903 5,6201,920 BTWM

1912 2 710 640572981 715 ■● ■ 層 1912/10/23

1913 2 785 703653151 702 3,9623,574 BTWM

1914 2 770 556542921 868 1914/11/6

1915 .o● ・o・.● ●.● ●

1916 2,728 576463141,792 ●.o,・.り ●

(注)*年 次 は、 そ の年 の3月31日 現 在 を 示す 。 … 不 明、 一 該 当数 字 な し。

(出所)タ イ鉄 道 局r年 次事 業報 告 書 」各 年 次版 、BangkokTimesWeeklyMailの 記 事 よ り筆 者 作 成 。



表V-2タ イ鉄道局 の職員 ・労働 者数の推移:人 種 別(1918-1935年)

年次 合 計 タイ人 ヨ噌 ッバ人 中国人 イ ン ド人 その他 タイ人比率

(注)年 次 は、 その年 の3月31日 現在 を示 す。

(出所)タ イ鉄道局r年 次事業 報告書 』各年次版 よ り筆者作成 。
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表V-3 タイ鉄道局におけるヨーロッパ人技師の推移(1917-1934年)

年次 合 計 本部事業部 技術局 建設事業 保線事業 機械サービス 運輸部門 経理関係 倉庫事業 ホテル事業

(注)(1)費 年次は当該年3月 末現在を示す。ただし、1917年 は7月 現在の ドイツ人のみの数字。

(出所)タ イ鉄道局r年 次事業報告書』より筆者作成。

(2)*道 路事業部門の4名 を含む。



表V-4 タイ鉄道局人種別労働者の推移:建 設、保線部門(1918-1934年)

(注)年 次は当該年3月 末現在を示す。合計はその他の人種を含む。

(出所)タ イ鉄道局r年 次事業報告書』より筆者作成。



表V-5 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1918年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ人 ヨーロッハ。人 中 国人 イ ン ド人 そ の 他

本部事業

建設事業

北部、東北線

南部線

保線事業

北部、東北線

南部線

機械サービス

運輸事業

経理関係

道路事業

合 計

{出 所)TwentySecondAnnualReporton貫heAdministrationoftheSiamesθ

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2460,Bangkok,1918,p.5,

表V-6 タイ鉄道局の部門別人種別分布(1919年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ人 ヨーロッハ。人 中国人 イ ン ド人 その 他

本部事業

建設事業

ゴビ音1;、東;化線

南部線

保線事業

北部、東北線

南部線

機械サービス

運輸事業

経理関係

合 計

(出 所)TwentyThirdAnnualReportontheAdministrationoftheSiamese

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2461,Bangkok,1919,p.3
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表V-8 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1921年3月 末現在)

部 門 合 計 タイ 人 ヨーロッハ。人 中 国人 イ ン ド人 そ の他

本部事業

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

合 計

(出 所)TwentyFourthAnnualReportontheAdministrationoftheSiam

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2463,Bangkok,1921,p.3
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表V-9 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1922年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ 人 ヨーロッハD人 中 国人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

合 計

〔出 所)TwentyFifthAnnualReportontheAdministrationoftheSiam

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2464,Bangkok,1922,p.5

表V-10 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布 ・(1923年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ 人 ヨーロッハ。人 中 国人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテルサーヒ"ス

合 計

(出 所)TwentySixthAnnualReportontheAdministrationofthe

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2465,Bangkok,1923,p.5
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表V-11 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1924年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ 人 ヨーロッハ。人 中 国人 イ ン ド人 その 他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)TwentySeventhAnnualReportontheAdministrationof

theRoyalStateRailwaysofSiamfortheYearBuddhistEra2466,

Bangkok,1924,p.4

表V-12 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1925年3月 末現在)

部 門 合 計 タ イ人 ヨー助 ハ。人 中 国人 イ ン ド人 そ の他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)TwentyEighthAnnualReportontheAdministrationofthe

RoyalStateRailwaysfortheYearBuddhistEra2467,Bangkok,1925,p.5
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表V-13 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1926年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ人 ヨーロッハ。人 中国人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)TwentyNinthAnnualReportontheAdministrationonheRoya且

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2468,Bangkok,1926,p.5.

表V-14 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1927年3月 末現在)

部 門 合 計 タ イ 人 ヨー助 ハ。人 中国人 イン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtiethAnnualReportontheAdministrationonheRoyal

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2469,Bangkok,1928,p.10
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表V-15 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1928年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ人 ヨーロッハ。人 中国 人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtyFirstAnnualReportontheAdministrationoftheRoyal

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2470,Bangkok,1929,p.6,

表V-16 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1929年3月 末現在)

部 『F 合 計 タイ人 ヨーロッハ。人 中国 人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtySecondAnnualReportontheAdministrationonheRoyal

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2471,Bangkok,1930,p.6,
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表V-17 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1930年3月 末現在)

部 『F 合 計 タ イ人 ヨーロッハ。人 中 国人 イ ン ド人 その 他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtyThirdAnnualReportontheAdministrationoftheRoyaI

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2472,Bangkok,1931,p.5.

表V-18 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1931年3月 末現在)

β立
ロ

『F 合 計 タイ人 ヨーロ7ハo人 中国 人 イ ン ド人 その他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtyFourthAnnualReportontheAdministrationoftheRoyal

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2473,Bangkok,1932,p.4.
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表V-19 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1932年3月 末現在)

部 弓F 合 計 タイ人 ヨーロッハ.人 中 国人 イ ン ド人 そ の他

本部事業

技術部局

法律部局

建設事業

保線事業

機械サービス

運輸事業

経理関係

倉庫事業

ホテル事業

合 計

(出 所)ThirtyFifthAnnualReportontheAdministrationonheRoyal

StateRailwaysfortheYearBuddhistEra2474,Bangkok,1933,p.7.
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表V-20 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1933年3月 末現在)

部 門 合 計 タ イ 人 ヨーロ7ハ。人 中国人 イン ド人 その他

本部事業部

総務課

統計課

法律課

運輸事業部

総務課

営業課

運転課

機械サービス部

総務課

建設課

保線課

マッガサン工場

倉庫課

経理部

合 計

(出 所)ThirtySixthAnnualReportontheAdministrationoftheRoyalState

RailwaysfortheYearBuddhistEra2475,Bangkok,1934,p.9.
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表V-21 タイ鉄道局従業員の部門別人種別分布(1934年3月 末現在)

部 『F 合 計 タ イ人 ヨーロフバ 人 中 国人 イ ン ド人 その他

本部事業部

総務課

統計課

法律課

運輸事業部

総務課

営業課

運転課

機械サービス部

総務課

建設課

保線課

マッガサン工場

倉庫課

経理部

合 計

(出 所)ThirtySeventhAnnualReportontheAdministrationoftheRoyalState

RailwaysfortheYearBuddhistEra2476,Bangkok,1935,p.7.
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表V-22 タイ鉄道局従業員の部門別給与別分布(1935年3月 末現在)

部 門 合 計 月給者 日給者

本部事業部

総務課

統計課

法律課

運輸事業部

総務課

営業課

運転課

機械サービス部

総務課

建設課

保線課

マッガサン工場

倉庫課

経理部

合 計

〔出所)鉄 道省 「南方交通調査資料第2部

2-3頁 より作成。

第2分 冊 泰國交通篇』昭和17年4月
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表V・23キ ャンベル社の ヨーロッパ人鉄道建設スタッフ(1896年 現在)

名前 職種 国籍 備考

Campbell, G. Murray 

Bennett, I.E. 

Braine, C.D.H. 

Cheetham, J.F. 

Hendrie, J.L. 

Roy, N.W. 

Vipan, W.H. 

Whitelaw, J. 

Andersen, H.C. 

Simpson 

Jesus, G. 

Jesus, E.M. 

McGowan, J. 

Scharenguivel, H.O. 

Smollett, F.W. 

Stone, W.A. 

Sugich, P. 

Adams, J. 

Emmerson, H. 

Friday, J. 

Tyson, Z. 

Fox, F.M. 

Jackson, L.N. 

Dickson, N.B.

Contractor 

Civil Engineer 

Agent 

Agent 

Agent 

Agent 

Agent 

Agent 

Assit. Agent 

Assit. Agent 

Clerk 

Clerk 

Clerk 

Clerk 

Engine Driver 

Engine Driver 

Engine Driver 

Inspector 

Inspector 

Inspector 

Inspector 

Locomotive Engineer 

n.a 

n.a.

　イギ リス

　アメ リカ

　　不明

　　不明

　　不明

　イギ リス

　　不明

　　不明

　 デンマーク

　　不明

　　不明

　　不明

　　不明

　　不明

　　不明

　　不明

英系イン ド人

　　不明

　　不明

　イギ リス

　　不明

　イギ リス

　イギ リス

　イギ リス

コーラー ト線建設請負

建設担当土木技師

鉄道局へ移籍

鉄道局へ移籍

(注)(1)キ ャ ンベ ル 社 は 、 コ ー ラ ー ト線 の 建 設 を 請 負 った イ ギ リス 人 の 会 社 。

　 1896年 に鉄 道 局 は 契 約 を 破 棄 した 。

　 (2)1896年 の タ イ 在 住 の ヨー ロ ッパ 人 総 数 は514名 。 う ち鉄 道 局 の 人 数 は34名

　 他 方 、 鉄 道 建 設 請 負 い 業 者 の キ ャ ンベ ル 社 の雇 用 は24名 に 達 した 。

　 (3)な お 、 キ ャ ンベ ル 社 の 雇 用 の 大 半 は イ ギ リス 人 と推 定 され る が 、 未 確 認 。

(出 所)Bangkok　 Times(ed.),　 The　 Directory　 for　Bangkok　 and　 Siam　 for　1896,

　 Bangkok:Bangkok　 Times　 Office,1897,　 pp.147・159よ り作 成 。
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表V-24タ イ鉄道局の組織 と職員、建設技師一覧(1893年 、1897年)

部局 職名 1893年 1897年

人名 国籍 人名 国籍

DirectorGeneral
iK
.Bethge" ドイツ K.Bethge* ドイツ

Central ChiefEngineer& P.Rohns ドイツ 配Gθ 〃π5 ドイツ

Administration Secretary

ChiefAccountant ・ V.Molo イタ リア

MedicalAdviser 9 o乙 κaンs ドイツ

Archivist E.C.vanMarle オラ ンダ E.C.vanMarle* オラ ンダ

Asst.Archivist J.Kuis 不明 .

RecordKeeper ■ J.Kuis 不明
CentralOffice Interpreter NaiSanom タイ N釦Sanom 不明
&Accounting Storekeeper J.J.Loew(oつ ドイツ C.Alten 不明

Accountant 口 A.Foekengs ドイツ

Clerk E.M.Carapiet 不 明E.M.Carapiet 不明
Clerk 一 M.R.Smyth イギ リス

Clerk 一 月;GOπ θ ドイツ

Translator PeerTeng 不明

ChiefofTechnical J.RossClunis 不 明E。Bock ドイ ツ

0行ice

Asst.Engineer M.Dengler ドイツ 一

Technical HeadDraughtman EdosRomedios イタ リア ,

Office Draughtman D.Pentimalli 不明 JohnCarlos 不明
Draughtman 一 J.Antonio 不明
Draughtman 響 N釦Chah タイ

Draughtman 一 NaiDeng タイ

Mechanical MechanicalEngineer 甲 L.Ga騨and ドイツ

Service Asst.Mech.Engineer 層 H.Coupleux 不明

Tra侑c TrafficManager 層 汽So力 ηθ〃 ドイツ

Service

SectionEngineer P.Rohns ドイツ E.Bbck★ 曹 不明
Section Surveyor E.Bock ドイツ 曜

Bangkok Surveyor R.Babel 不明 一

(KmO-i6) Asst.ofWorks 一 A.Cattarini イタ リア

Overseer o A.Ashton イギ リス

EngineDriver 一 A.Pestonji 英系イ ン ド

Section SectionEngineer 一 κG〃fノη5 イギ リス

Cheingrak Asst.Engineer S.H.Angier 不明 一

(Km16-48) Overseer C.Lange ドイツ
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表V。24タ イ鉄道局の組織と職員、建設技師一覧(1893年 、1897年)

部局 職名 1893年 1897年

人名 国籍 人名 国籍

SectionEngineer H.Nobechi* 日本 」ε,s1η γ酌 イギ リス

Section Asst.Engineer 層 LuangRamphai一 タイ

Ayuthia phongborithat

(Km48-79) Surveyor 一 S.B.Terry 不明

Overseer 一 C.Hermann ドイツ

Platelayer 騨 J.Friday 不明

SectionEngineer H.Gehrts* ドイツ N.K.Passmore'" イギ リス

Overseer N釦Chitr禽 タイ C.W.Grandjean 不明

Section Clerk 騨 月鳳Goffθroり ドイツ

PakPreo WorkshopForeman 嘘 H.Jones 不明

(Km79-130) EngineDriver 用 P.Sugich 不明

EngineDriver 口 G.Schmidt ドイツ

Interpreter 口 H.Warnken 不明

SectionEngineer H.Gittins* イギ リス 乙.wθ 〃θ〆 ドイツ

Section Asst.SectionEngineer F.G.Lambert 不明 ル託月Gκ)55 ドイツ

Hinlap Asst.Surveyor ● C.Ramanaden 不明

(Km130-145) Accountant 口 E.Nessle 不明

Overseer 層 W.Watt 不明

StoreKeeper . K.Moteo 不明

SectionEngineer O.Kaeppler` ドイツ K.L.Rahbeck デ ンマーク

Section Surveyor A.Werner 不明

MuakLek Asst.Surveyor 一 K.Rahbeck デ ンマーク

(Km145-168) Overseer 一 J.B.Stenross 不明.

Overseer ■ E.Pelgrini 不明

Interpreter 一 A.Mu阯er ドイツ

SectionEngineer 一 G.S.Simkin 不明

SectionChantuk Asst.ofWorks , 卜1.Andersen デ ンマーク

(Km168-225) Interpreter 口 F.Rodrigues 不明

(出 所)BangkokTimes(ed.)TheDirectoryforBangkokandSiamfor1893,pp.293-294.

BangkokTimes(ed.)TheDirectoryforBangkokandSiamfor1897,pp.119-120.

(注)(1)一 は 該 当す る職 種 がな い ことを 示す 。

(注)(2)冑Bethge:1890年 か ら1900年 ま で鉄 道 局長 。1900年4月 、 コ レラで 病死 。
實Gehrts:1900年 か ら1904年 まで鉄 道 局 長

。 その 後 、退 職。

禽NaiChit(Bun-nak)は
、の ち欽 賜名LuangRamphaiphong-boriphatを 下 賜 され る。"

禽Gittins:1909年 以 降
、 南 部線 鉄 道 局長 、1917年 、技 師長 兼 鉄 道局 顧 問、1921年 、退 職 。

禽Nobechi:野 辺 地 久紀
、 禽Kaeppler:1893年 末 、赴 任地 で 肺病 の た め病 死 。

費Weiler:1904年 か ら1917年 、鉄 道 局長(の ち北 部 線 鉄道 局長)、1917年7月 、 逮 捕 ・追 放 。

舘Bock
,Passmoreの1897年 の 職位 はAssistantSeαionEngineer

(3)人 名 の イ タ リックは 、1909年 当 時 も鉄 道局 で 働 いて い た こ とを示 す 。
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表V-25タ イ鉄道局職員の国籍別構成(1896年 、1898年)

国籍 1896年4月 1898年3月

タ イ 人 19 25

イ ギ リ ス 人 9 28

ド イ ツ 人 8 15

デ ン マ ー ク 人 3 6

オ ラ ン ダ 人 6 5

オ ー ス ト リア 人 1 4

ポ ル ト ガ ル 人 3 3

ア メ リ カ 人 一 2

イ タ リ ア 人 一 1

ス ウ ェー デ ン 人 一 1

フ ラ ン ス 人 1 一

ス イ ス 人 1 一

合 計 51(32) 90(65)

(注)一 は 、 該 当 な し を 示 す 。 括 弧 内 は 外 国 人 の 合 計 。

(出 所)Holm,David,"TheRoleoftheStateRailwaysinThai

History,1892-1932,"Ph.D.dissertation,YaleUniversity,

1977,p.87.

(原 典)NA5Yotha,5,6!17,"Report5forlApril1896to

31March1898."
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表V-26タ イ鉄道局職員の部門別 ・職種別分布(1898-1904年) (当年3月 末の人数)

項目/年 次 職位英語名 コ ー ラ ー ト線 、 ロ ップ リー 線 ペ ッブ リー線

1898 1899 1900 1901 1902 1903 1904 1904

1)エ ンジニアリング 部 助h● ●rhgD●P崩m●nt ●幽 ● ● 9・.. 11 19 21 25 23 7

工区担当エンジニア SectionEngineers .999 ●・ ●・ 1 2 z 2 2 1

職 員 Clerks o■o● ・.騨. 2 2 2 2 2 1

電報検査官 TelegraphInspector 曹 一 1 1 1 1 2 一

保線技師 PermanentWayInspectors ・.・9 9・ ・. 5 10 10 10 胴 3

保線技師補佐 PermanentWay .,・ ・ ●● ●● 2 4 s 10 6 2

SubInspectors

2)機 関車 ・工場部 LocomotiveDepartment 31 36 20 25 36 37 37 12

機関車技師長 LocomotiveSuperintendent 1 1 1 1 1 1 1 冒

機関車技師長補佐 Asst.LocomotiveSuperintendent 1 1 1 2 1 1 1 1

フ ォア マ ン Foremen 一 一 2 3 3 1

機関手 Drivers 6 7 8 10 16 15 14 4

火 夫 Firemen 5 s 8 10 13 14 15 4

オイルマン Oilmen 5 s 一 一 一 口 一 一

清掃夫 10 12 一 一 o 一 一 一

客車検査長 CarriageExaminer 1 1 1 1 1 1 1 1

事務長 HeadClerk 1 1 1 1 1 一

事務職員 Clerk 2 2 一 一 1 1 1 1



表V-26タ イ鉄道局職員の部門別 ・職種別分布(1898-1904年) (当年3月 末の人数)

項目/年 次 職位英語名 コー ラー ト線 、 ロ ッブ リー線

1898189919001901190219031904

ペ ッブ リー線

で904

3)運 輸事業部

運輸事業部長

運輸事業部長補佐

経理課長

本部職員★

駅長 第1級 駅

駅長 第2級 駅

駅長 第3級 駅

駅長 第4級 駅

駅長補佐

駅職員

車 掌

車掌補佐

ブレーキマ ン

電報検査官勲

列車転轍手

訓練生

TrafficDepartment

TrafficSuperintendent

Asst.TrafficSuperintendent

Accountant

Administration

StationMasterlClass

StationMaster2Class

StationMaster3Class

StationMaster4Class

Ass.StationMasters

StationClerks

TrainGuards

Ass.TrainGuards

Brakesmen

TelegraphInspector

ShuntingPorter

Apprentices

546459798690109

1111111

憶111111

1111111

2129810101211

3333323

6735555

57210131314 馬
一 一78S79

2221-11

1521171914

5554639

一 一 一3472

876911it11

11一 一 一 一 一

一 一 一1111

........515626

44

:

一

5

雪

1

7

3

-

4

4

・

5

:
14

合 計 849990123143152169 63

(注)★1898-99年 の 本 部 職 員 に は 、 の ち の エ ン ジ ニ ア リ ン グ 部 局 の 技 師 、 職 員 を 含 む 。 蝕 電 報 検 査 官 は1900年 度 以 降 、

エ ン ジニ ア リ ン グ 部 へ 移 管 。

(出 所)1898-99年:RoyalRailwayDepartment,NagaraRajasimaRailway,SecondAnnualReportoftheTrafficfor

theYear117(1898-1899),AnnexF.

1900-04年:RoyalStateRailways,SeventhAdministrationReportontheTrafficfortheYear122{1903-1904},1904,P.36.



表V-27タ イ鉄道 局の 組織 と職 員、建設 担 当技 師一覧(1901年)

部 局 職 名 人 名 国 籍

DirectorGeneral Gehrts,K.(C.E.) ドイ ツ

ChiefEngineer& 空 席

Central SuperintendentEngineer Kloke,巳(C。E.) ドイ ツ

Administration ChiefArchitect Sandreczki,C. ドイ ツ

ChiefAccountant Foekengs,A. ドイ ツ

MedicalAdviser Dr.Hays ドイ ツ

ActingChief Thiel,E. 不明

CentralOffice RecordKeeper dosSantos,C.A. 不明

&Accounting Interpreter LuangGini-santhananuk タイ

Asst.Interpreter GardnerJ. 不明

Translator NaiPeerTeng タイ

Accounting Chief Foekengs,A. ドイ ツ

Office Accountant Paternott,N.A. 不明

ChiefofTechnicalOffice Belhomme,R.(C.E.) ドイ ツ

Technical Clerk Blundell,J. 不明

Office Draughtmen d'Almeida,A.,Carlos,J 不明

StoreService ChiefStorekeeper Fritze,W. ドイツ

Ass量.S量orekeeper Schmidt,E.D. ドイツ

Superintendent Galland,L. ドイ ツ

Asst.Superintendent Philipp,A. 不明

Asst.Superintendent Heinemann,A. ドイ ツ

Workshops& BridgeBuilder Wegener,M. ドイ ツ

Locomotive WagonBuilder Proctor,E. 不明

Service Sawmillmanager Candutti,G.S. 不明

Storekeeper Rice,J, 不明

Accountant Muller,A. ドイ ツ

LocomotiveDrivers Pestonjietc.11persons 英系 インド他

TrafficSuperintendent Schnerr,F. ドイ ツ

Asst.TrafficSuperintendent Engelhardt,W. ドイ ツ

Cashier&Accountant Neidhardt,O. ドイ ツ

Traffic TelegraphInspector Freckmann,O. ドイ ツ「

Service 1stClassStationMasters

Bangkok Pestonji 英 系インド

Ayuthia Paulo,0. 不明

Gengkoi Claessen 不明

Korat Greiner,W.J. ドイツ
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表V-27タ イ鉄 道局 の組織 と職員 、建設担 当技 師一覧(1901年)

部 局 職 名 人 名 国 籍

SectionEngineer
l

Belhomme,R.(C.巳 》 ドイ ヅ

Bangkok Asst.SectionManager LuangRotthachanprachak タイ

Terminus Overseers Caldera;Ragona

SectionPakpreo SectionEngineer Gittins,H.(C.E.) イギ リス

(KmO-180) Overseers Saxtorphetc7persons

SectionKorat Sec電ionEngineerGross,M.F, ドイ ツ

(Km180-263) Asst.SectionEngineer Ammon,C. ドイ ツ

Overseers Wehler,Thong-you ドイ ツ 、 タ イ

Asst.SectionEngineer Smyth,R.F. イギ リス

LopburiLine Overseers Mulleretc.2persons ドイ ツ

Section SectionEngineer Canova,G.(C.E.) イ タ リア

BangkokNoi Overseers Chapman;Haan

(Km1.1-18.9)

Sec量ion SectionEngineer Smyth,JamesS.(C.E.) イギ リス

BanKamehn Asst.SectionEngineer dePaulsen,C.(C.E.) 不明

(Km18.9-49) Overseer Chellappa 不明

SectionBanPong SectionEngineer Knight,B.T.(C.E.) イギ リス

(Km49-80) AssistantofWorks Andersen,H. デ ンマーク

Overseer MohomedTowfique 不明

SectionRatburi SectionEngineer Goetz,A.(C.E.) ドイ ツ

(Km80-126) AssistantofWorks Ames,S.G.H. 不明

Accountant Rozario,M. 不明

SectionPetchaburi Asst.SectionEngineer Schoenheyder,C.(C.E.) ドイ ツ

(Km126-150) Overseers Hayman;Harvey 不明

Surveyto ChiefSurveyor Martin,AlexF. 不明

ChiengmaiLine Asst.ChiefSurveyor Be腿,J,R. 不明
Draughtsman Vindargon,A.S. 不明

Chainman Bhaji 不明

(注)国 籍 の 確 認 は、 ヴ ァ イ ラ 」 の 日記 そ の他 の 資 料 に も とつ く。

C.E.は 土 木 技 師(civilengineer)の 資 格 を もつ も の 。

(出 所)BangkokTimes(ed.)TheDirectoryforBangkokandSiamfor1901,pp,155-157。

ほ か よ り作 成 。
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表V-28タ イ 政 府 お 雇 い外 国 人一 覧(1902年 、月給1000バ ー ツ以 上 の み)

人 名 職務/地 位 国籍 給与 単位

R「vett-Camac 財務顧問 イギリス 3,000 ポンド/年

Jardine,J.A. 警察局顧問 イギ リス 1,200 ポンド/年

Tottenham,J.L. 農務省森林局保護官 イギ リス 1,750 ルピー/月

Giblin,R.W. 測量地図局長 イギ リス 1,200 バーツ/月

Williamson,J.F. 大蔵省通貨局長 イギリス 1,250 ポンド/年

Giles,F.M. 土地収入局長 イギリス 1,600 バーツ/月

Graham,W.A. 農務省大臣補佐 イギ リス 1,350 バーツ/月

Ambrose,F. 関税局次長 イギリス 1,200 ポンド/年

Carter,A.C. 国王官吏養成学校校長 イギリス 1,000 バーツ/月

Johnson,W.G. 教育監察長官 イギ リス 1,100 バーツ/月

Tilleke,W.A.G. 国王法律長官 イギ リス 1,000 バーツ/月

Highet,H.Campbell 保健衛生担当顧問 イギ リス 1,100 バーツ/月

Verney,F.W. 政府裁判官 イギ リス 1,200 ポンド/年

Lawson,E.St.J. 警察局監察長官 イギ リス 1,000 バーツ/月

Scott,H.G. 鉱山地質局長 イギ リス 1,200 バーツ/月

Col.Schau 地方憲兵隊監察長官 デ ンマー ク 1,200 バーツ/月

Capt.deRichelieu 灌概局監察長官 デ ンマ ー ク 1,000 バーツ/月

Allegri,C, 土木省技師長 イ タ リア 1,200 バーツ/月

Col.Gerini,E. 軍教育局長 イタリア 1,000 バーツ/月

d'Orelli,C.C. 政府裁判官 スイ ス 1,200 ポンド/年

iiiiii獅繕 灘繕iiiiiiiiii

Sandrecski,C. 土木省設計技師長 ドイ ツ 1,200 ポンド/年

iiiiiii難難獺 翻 鱒 舞i灘彗難:iiiiiiii
Collmann,Th 郵便電信局顧問 ドイ ツ 1,000 バーツ/月

Schlesser,C. 法律顧問代理 ベ ル ギ ー 1,000 バーツ/月

Robyns,C. 内務省顧問 ベ ル ギ ー 1,000 バーツ/月

Florio,巳 DeputyComtroller オ ー ス トリア 1,200 バーツ/月

Kenchenius,A. 政府裁判官 オランダ 1,000 ポンド/年

(注)1902年 当 時 、1ポ ン ドは19・30バ ー ッ 。 ★SuperintendingEngineer

(出 所)Rivett-Camac,℃reatBritain,FranceandSiam:MinutebytheFinancial

AdviseruponthePresentPoliticalSituation,"Bangkok,Appendix,

February13,1902(USAConsularReports東 京 大 学 社 会 科 学 研 究 所 所 蔵 》よ り 作 成 。
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表V・29タ イ鉄道局の幹部職員構成(1905年10月 末現在)

人 名 国 籍 職 位

1 Weiler,L. ドイツ DirectorGeneral

2 Schnerr,F. ドイツ TrafficSuperintendent

3 Meyer,H.K. ドイツ ChiefEngineer,Secretary

4 Doring,V.(o★ 》 ドイツ TechnicalOffice

5 Thong-chue,Momchao タ イ HeadClerk,TechnicalOffice

s Gittins,H. イギ リス SectionEngineer

7 Passmore,N.K. イギ リス SectionEngineer

8 Goets,A. ドイツ SectionEngineer

9 Smyth,R.F. イギ リス SectionEngineer

10 LuangRamphaiphongboriphat タ イ AssistantSectionEngineer

11 LuangRatthachan-prachak タ イ AssistantSectionEngineer

12 Fenrich,O. ドイツ Headquatersstaff

13 Thiel ドイツ Headquartersstaff

14 LuangGini-santhananuk タ イ Headquarters,chiefinterpreter

15 Galland,L. ドイ ツ' Workshop

16 Gotthardt ドイツ LocomotiveService

17 Neidhardt ドイツ TrafficService

18 Loebeck ドイツ n.a.噛

19 LuangChamnong タ イ Interpreter,TrafficService

20 KhunPhinit タ イ StationMaster,Phrapatom

21 KhunWichan タ イ StationMaster,Ratburi

(注)北 部 線 のバ ー ンパ ー チ ー=パ ー ク ナ ム ポ 間 の 開 通 式 に 、 国 王 と共 に 列 席 した

鉄 道 局 の 幹 部 職 員 の 一 覧 。 国 籍 は筆 者 の 調 査 に よ る。

(出 所)"TheR◎yalRailwayDepartment:TheOpeningoftheNewLine,o'

BangkokTimesWeeklyMail,November1,1905よ り作 成 。
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表V-30 タ イ鉄 道局 の外 国人 技 師 と国籍 、職種 、月給一 覧(1907-1909年)

(単位:ポ ン ド/月)

名 前 国 籍 鉄道局 1908年 末 の 月給 月給 1909年4月 以 降

入局年月 職 種 19071909 異 動

1 LuisWeiler ドイツ 1893/02 鉄道局長 116116

2 K.H.Meyer ドイツ 1905/06 技師長 9090 自己都合によ り退職

3 P.Giertz ドイ ツ 72

4 F.Schnerr ドイ ツ 1897 運輸事業部長 60 運輪事業部長

5 A.F.Martin イギ リス 1899/12 測量技師長 5463 南部線建設へ移管

6 B.T.Knight イギ リス 1897/01 地区担 当エ ンジニ ア 54

7 A.Goetz ドイ ツ 1899/12 地区担当エンジニア 5163 南部線建設へ移管

8 G.Canova イ タ リア 1899/10 技術局付きエンジニア 51

9 C.Schonheyder ドイ ツ 48

10 C.Ammon ドイ ツ 工区担 当エ ンジニ ア 45

11 M.F.Gross ドイ ツ 42

12 R.F.Smyth イギ リス 1898/11 工区担当エンジニア 4251 南部線建設へ移管

13 A.Ackermann ドイ ツ 39

14 V.Doehring ドイ ツ 1903/11 工区担当エンジニア 3945 南部線建設へ移管

15 W.Engelhardt ドイ ツ 運輸担当 38

i6 巳Altmann ドイ ツ 橋梁技師 36

17 E.Eisenhoier ドイ ツ 工区担 当エ ンジニ ァ 36

18 H.Petersen ドイ ツ 1904/02 工区担 当エ ンジニ ア 368675 北部線を退職

19 O.Feurich ドイ ツ 1901/09 経理担当 3638 北部線を退職

20 O.Neidhardt ドイ ツ 36

21 W.Fritze ドイ ツ 36

22 L.Rummel ドイ ツ 33

23 M.Gotthardt ドイ ツ 機関車部門 33

24 N.K.Passmore イギ リス 1894 33

25 H.Fabrig ドイツ 30

26 K.Doehring ドイツ 1906/06 27

27 P.Maryzi 不明 27

28 M.Himmer ドイツ 24

29 V.Strauss ドイツ 1906/05 工 区担当エ ンジニ ア 2433 南部線建設へ移管

30 O.Altmann ドイツ 21

31 Th.Schneider ドイツ 19051胴 工 区担当エ ンジニア 2130 北部線を退職

32 Dr.Petri禽 ☆ ドイツ 紛06ハ2 工区担当エンジニア 未定36 北部線を退職

33 G.C.Smyth イギ リス 1907/10 工 区担当エ ンジニア 一33 南部線建設へ移管

34 Dr.K.Beyer ドイツ 1908/08 工 区担当エソジニア補 佐 一30 南部線建設へ移管

35 J.Kienningers ドイツ 1908/09 工 区担当エンジニァ補 佐 一27 南部線建設へ移管

(注)(1)1907年 ま で の 人 名 と給 与 は 、HuphonRattanaphon9,"Kan・waChangChaoTan9・Prathet

KrasuwangKasetrakanrawangPho.So.2435-2475,"M.A.ThesisHitoryDepartment,SinlapakonUniversity,

1986,pp.346-349よ り作 成 。

(2)1908年 、1909年 の 職 種 と給 与 、 鉄 道 局 へ の 入 局 年 月 は 、 国 立 古 文 書 史 料(土 木 大 臣 か ら ラ ー マ5世 王

へ の 親 書1909年4月5B付);筆 者 の 調 査(タ イ 鉄 道 局 外 国 人 技 師 一 覧)

(3)各 人 の 国 籍 は 、 ヴ ァ イ ラ ー の 日記 、鉄 道 局r年 次 事 業 報 告 書 』 に も とつ く筆 者 の 調 査 。

(4)換 算 レ ー トは 、1ポ ン ド=13バ ー ツ 。
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表V・31南 部線建設担当技師の一覧(1909年4月 現在)

名 前 国 籍 鉄道局 1908年 末の

1 Gittins,H. ドイツ 1893/02 南部線建設総責任者

2 Knight,B.T. イギ リス 1897/01 地区担当エ ンジニア

3 Canova,G. イタ リア 1899/10 地区担当エ ンジニア

4 Goetz,A. ドイツ 1899/12 地区担当エ ンジニア

5 Martin,A.F. イギ リス 1899/12 測量技師長

6 PhraRamphaiphongboriphat タ イ 不 明 工区担当エンジニア

7 PhraRatthachan-prachak タ イ 不 明 工区担当エンジニア

8 Smyth,R.F. イギ リス 1898/11 工区担当エンジニア

9 Smyth,G.C. イギ リス 1907/10 工区担当エ ンジニア

10 Doehring,V. ドイツ 1903/11 工区担当エンジニア

11 Strauss,V. ドイツ 1906/05 工区担当エ ンジニア

12 MomchaoChatchusak タ イ 不 明 アシスタン トエ ンジニア

13 Dr.K.Beyer ドイツ 1908/08 アシスタン トエ ンジニア

14 J.Kienningers ドイツ 1908/09 アシスタン トエ ンジニア

(出 所)国 立 古 文 書 館 史 料NAR.5Yotha71265,土 木 大 臣 か ら国 王 へ の 新 書 、

1909年4月23日 、6-7ペ ー ジ 。
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表V-32宣 戦布告に伴 うタイ鉄道局の 「敵国人」技師の追放(1917年7月)

部局 名前 職名

1
l

TechnicalOffice Weiler,Luis 鉄道局長

2 技術局 Ringelmann,H,

3 Schneider,Th.

4 Gerber,A.

5 Mechanical Schadrich,R.(a*)

s Service Kohler,K.(oつ

7 機械サービス部 Rummel,L. ・

8 Moller,K.(oつ

9 Rabe,G.

10 Maintenance Dorow,E.

11 Service Rdholzner,H.

12 保線事業部 Wehler,G.F.

13 Go廿e,R.(oつ

14 Construction Altmann,E. 北部線建設技師長

15 Service Luders,O.(uつ

16 建設事業部 Eschenbrenner,R.

17 Russ,W.

18 vonCollen,H.(oつ

19 Weiss,F.

20 Haupt,G,

21 Lampe,F.

22 Boromistrza,V.

23 TrafficService Schnerr,F. 運輸事業部長

24 運輸事業部 Engelihardt,W.

25 Neidhardt,O.

26 CentralOffice Ulrich,A.

本部事業部

27 DepartmentofWays Ammon,C. 道路局

28 道路局 Rabus,Th.

(注)0★,U禽 な ど は、 ウ ム ラ ン トを 示す 。

(出所)鉄 道 局r年 次 事 業報 告 書1917年 度 』、 1ペ ー ジ よ り作 成 。
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表V-33ド イツ人技師追放に伴 う鉄道局の人事異動(1917年7月)

部局名 名 前 省/部 局 人事異動 新 しい職務(も との職務)

KromkhunKamphengphet-akkharayothin 陸軍省 出向 鉄道局総裁

本部事業部 MomchaoChalart 農業省 移籍 鉄道局総裁補佐、技術局部長
Lt.DuangPanyarachun 陸軍省 出向 鉄道局総裁個人秘書長

MomchaoThongChuer 司法省 出向 法律部長

法律局 LuangChinaditbodi 内務省 移籍 LegalController

LuangPrachunkhadi 司法省 移籍 LegalController

Rigazzi,A. 首都省 出向 設計技師長

技術局 Lt.SiriIntraphon 陸軍省 出向 技師補佐
Lt.ChaiNiwatnan 陸軍省 出向 技師補佐

Gittins,Henry 鉄道局 移籍 技師長 、鉄道局顧 問

Gibb,Norman 鉄道局 移籍 機械担当技師長
機械 サービ ス部 (南部線機械担当技師長)

MomchaoWisetsakdi 陸軍省 出向 技術局付き技師補佐
KhunSuwaphanphityakan 鉄道局 昇進 機械担当技師補佐

Canova,G. 鉄道局 移籍 北部線建設担当技師長

(道路局)

Capt.ArtInthrayothin 陸軍省 出向 技師補佐
LuangSaritdikanbanchong 鉄道局 移籍 クンター ン ・トンネル建設責任者

建設事業部 (コー ラー ト線保線担当)

LuangPrakatkolasilp 鉄道局 移籍 クンター ン ・トンネル 建設技師

兼工区担当エ ンジニァ補佐

(コーラー ト線保線担 当)

LuangSathiya-nimmankan 鉄道局 移籍 クンター ン ・トンネル建設技師

(道路局)

KhunThorakan-phitak 郵便電信局 移籍 電信検査官

Lt.LekWannaphinthu 陸軍省 出向 保線検査官★

Lt.AepRakprathet 陸軍省 出向 保線検査官
Lt.PhoemOnhasut 陸軍省 出向 保線検査官

保線事業部 Lt.RuenWaityachiwa 陸軍省 出向 保線検査官
Lt.SonNitthinan 陸軍省 出向 保線検査官
MomchaoSukhaparop 鉄道局 移籍 コーラー ト線保線担 当技師

LuangPrakitkolasat 鉄道局 昇進 保線担当技師
KhunChakrawichanbodi 鉄道局 昇進 保線検査官
KhunPhphit 鉄道局 昇進 保線検査官

lt.Col.LuangYutthakanbancha 陸軍省 出向 運輸事業部長
Capt.ChoeyBanthucharoen 陸軍省 出向 運輸事業部長補佐

運輸事業部 LuangChakra-ratthabodi 鉄道局 昇進 運輸検査官轍

KhunAkkhaniratthakan 鉄道局 昇進 運輸検査官
KhunPhibun-rothakit 鉄道局 昇進 運輸検査官
KhunRatthawisit-sathon 鉄道局 昇進 運輸検査官補佐

.曾
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表V-33ド イツ人技師追放に伴う鉄道局の人事異動(1917年7月)

部局名 名 前 省/部 局 人事異動 新 しい職務(も との職務)

Giacone,L. 鉄道局 昇進 第2級 技師

道路局 Cambiaso,S. 鉄道局 移籍 南 タイ道路 ・ソ ンクラー管 区長

LuangSathien-thapanakit 鉄道局 移籍 南 タイ道路 ・プーケッ ト管 区長

PhrayaChaiyotsombat 大蔵省 出向 経理部長代理勲★

PhraAnurak-kosa 大蔵省 出向 監査長

経理部 PhraPhiphitsombat 鉄道局 昇進 運輸担当経理課長
Stanway,F. 鉄道局 昇進 建設担当経理課長

(注)(1)保 線 検 査長:ChiefPermanentWaylnspector

(2)運 輸 検 査 官:Trafficlnspector

(3)経 理 部 長 代 理:ActingChiefAuditor

(出 所)(1)鉄 道局r年 次 事 業報 告 書1917年 度 』、3-4ペ ー ジ。

(2)BangkokTimesWeeklyMail,July23,1917.
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表V・34ブ ラチ ャッ ト鉄道局総裁就任10周 年祝賀会の参列者一覧表(1927年6月5日)

席順 国籍 名前 1927年 の職名 備考

4 外国人 leMay,R.S. もと技術担当責任者(?) 前列
10 外国人 Smith,E.Wyon もと倉庫担当技術責任者

13 外国人 Sutcliffe,Ingham マ ッガサ ン工場長

14 外国人 Robins,A.O. 南部線保線責任者
17 外国人 Smyth,G.C. 北部線保線責任者
18 外国人 Groundwater,C.L. 倉庫担当技術責任者
21 外国人 Gayetti,C.,Dr. 医療顧問

25 外国人 Rigaui,A. 設計技師

1 チャオフ。ラヤー Wongsanupraphat,Chaophraya もと運輸大臣 前列

2 王族 TongChuer,Prince 不明 前列
3 プ ラ ヤー Sarasatsirilak,Phraya 道路局部長(技 師長) 前列

5 プラヤー Ramphaipongb◎ 巾hat,Phraya 東北部線建設技師長 前列

s プラヤー Ginisanthananuk,Phraya 本部事業部長 欠席
7 プ ラ ヤー Phiphitsombat,Phraya 商務運輸次官(も と資材課長) 前列
8 プ ラ ヤー Saritdikanbanchong,Phraya 電気技師長、機械技師長代理

9 プラヤー Prasitthi-salakan,Phraya 運輸部長

11 プラヤー Chao-wananusathiti,Phraya 監査役(大蔵省会計検査局)
12 プラヤー Prakitkolasat,Phraya 南部線地区道路局技師長
15 プラ Suwaphanphityakan,Phra 機関車担当責任者
16 プラ Sathienthaphanakit,Phra

19 プラ Prakatkolasiln,Phra 東北部線地区建設責任者
20 プラ Suthamkitiyarak,Phra 本部経理担当課長

22 プラ Phasakoson,Phra 本部事業部長補佐禽
23 プ ラ Witsadandunlayaratkit,Phra 運輸部長補佐

24 ル ワン Chinaditbodi,Luang 本部法律担当課長
26 ル ワン Phanityaphan-phatyachan,Luang 運輸部地区担当責任者
27 ル ワン Phatrakitkoson,Luang 本部事業部長補佐

28 ル ワン Sathit-nimmakan,Luang

29 ル ワン Anusit-sarakon,Luang 葬式本あり
30 ル ワン Wiwitsara,Luang

31 ル ワン Sirisara-sinlapakrit,Luang

Gittins,H. もと技師長、鉄道局顧問 帰国

Chalart,Prince もと鉄道局副総裁 病気欠席

(出 所)"TheRailwaysofSiam:TenYearsProgress,"BangkokTimesWeeklyMail

June6,1927よ り作 成。

(注)(1)最 初 の 番 号 は 、バ ンコ クタ イム ズ紙 が 引 用 した名 前 の 順番 。恐 ら く席順 の高 い ものの 順 位 を

指 す 。 プ ラ ヤー ・ジニサ ンター ナ ヌ ックは欠 席 の た め、筆 者 の 推定 。

(2)外 国 人 は8名 、 タイ人 は23名 が 招 待 され る。 タ イ人の 内訳 は王 族1名 、 チ ャオプ ラヤ ーの 爵 位 が

1名 、 以下 プ ラヤ ー が8名 、 プ ラが6名 、ル ワ ンが7名 。

(3)外 国 人の う ち、 高位 の 技 師 は 一 時帰 国 中。

(4)甲hraPhasakoson1928年4月 に本部 事 業 部 長補 佐
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表V-35タ イ鉄道局の外国人技師一覧(1927年 現在)

部局 ・職位 名 前 国 籍

医療顧問 Dr.C.Gayetti イタリア

技術局

局付き技術責任者★ R.F.Smyth イギ リス

工区担当エ ンジニア S.Cambiase イタ リア

設計技師 ARigazzi イタ リア

軌遵統一班

工区担当エンジニア E.Bevilague イタ リア

助手 F.Plano イタ リア

機械サービス部

機械担当技師長 H.A.K.之achariae デ ン マ ー ク

同部マッガサン工場課

工場長 1.Sutcliffe イギ リス

機械担当フォアマン T.Codol イギ リス

機械担当フォアマン W.T.Merriden イギ リス

ボイラー検査長 R.H.Power イギ リス

ボイラー担当フォアマン G.Bonavita イタリア

同部発電課

ター ビン担当技師 W.Weidauer ドイツ

課付き技術責任者★ M.H.Lee イギ リス

同部倉庫課

課付き技術責任者補佐 C.L.Groundwater イギ リス

保線事業部

保線担当技師長 J.A.Crum イギ リス

北部線保線責任者 G.C.Smyth イギ リス

南部保線責任者 A.O.Robins イギ リス

道路局

北部地区道路担当技師 L.delGiudice イタリア

中部地区道路担当技師 A.Gibb イギ リス

南部地区道路担当技師 F.1.Nibson デ ン マ ー ク

(注)★SuperintendingEngineerを 指 す 。

(出 所)HuphonRattanaphong,"Kan-waChangChaoTang-prathetnai

KrasuwangKasetrathikanrawangPho.So.2435-2475,"M.A.Thesis,

HistoryDepartment,SinlapakonUniversity,1986,pp.335-336.

た だ し 、 人 名 、 職 位 の 記 述 違 い を タ イ 鉄 道 局 『年 次 事 業 報 告 書 』 で 訂 正 し た 。
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表V-36タ イ鉄 道 局 の主 要 幹部 の 構成(1927年 現 在)

職名/地 位 英語名 名 前 国 籍 就任/退 任禽

技師長及 び ChiefEngineer HA.K.Zachariae デ ンマーク 就 任1926/3

機械担当技師長 ChiefMechanicalEngineer 退聯1932

電気担当技師長 ChiefElectrical PhrayaSaritdikanbanchong タイ 就 任1926!3

Engineer (SamanPanyarahun) 退 任1932/8

マ ッガサ ン工場長 SuperintendingEngineer InghamSutcliffe イギ リス 就 任192413

MakasanWorkshop 退 職1930!12

機関車技師責任者 Locomotive PhraSuwaphan-phityakan タ イ 就任 不明

Superintendent 退職1932

ボイラー検査長 ChiefBoilerInspector P.H.Power イギ リス 就任 ・退任 不明

発電外ビン担当技師 TurbineExpert W.Weidauer ドイ ツ 就任 ・退任 不明

保線担当技師長費 ChiefEngineerfor ArthurCrum イギ リス 就任1927!2

WaysandWorks 退任1932112

北部線保線責任者 DivisionEngineer G.C.Smyth イ ギ リス 就任 不明
(Lampang) 退任1929/1

南部線保線責任者 DivisionEngineer(HuaHinj A.O.Robins イギ リス 就任 ・退任 不明

技術 サービス技 師長 ChiefEngnieerincharge R.F.Smyth イギ リス 就 任1927!2

ofTechnicalService 退 職1927/11

倉庫担当技師責任者 ChiefEngineerincharge WyonE.Smith イギ リス 就 任1927/1

ofStores 退任 不明

本部事業部長 ChiefofCentralOffice PhrayaGinisanthananuk タイ 就任 不明

退 職1928/4

出納長 ChiefCashier LuangSamitwimonrak タイ 就任 不明

退職1927/9

医療顧問 MedicalAdviser Dr.C.Gayetti イタ リア 就任1927

退職193116

(注)退 任 は 、 鉄 道 部 局 内 の 他 の 職 位 へ 異 動 も し くは 昇 進 。 退 職 は 契 約 満 期 も し くは 他 部 局 へ の 移 籍 を 指 す 。

(出 所)タ イ 鉄 道 局r年 次 事 業 報 告 書 』 各 年 版 よ り作 成 。

HuphonRattanaphong,"Kan-waChangChaoTang-prathernaiKrasuwangKasetrathikanrawang

Pho.So.2435-2475,"M.A.Thesis,HistoryDepartmentSinlapakonUniversity,1986,pp.335-336
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表V-37タ イ鉄道局の機構改革と鉄道奨学生(1932年8月)

部局/課 役職名. 英語表記 人 名 鉄道奨学生 番号 鉄道局入局

本部事業部
l

CentralAdministration

鉄道局総裁/事 業部長 ChiefofCentralOffice PhrayaSaritdikan-banchong 9 1914

総務法律課長 GeneralSecretary Luang7hawinsetphanichayakan 第1期 生 7 1923

統計課長 Statistician LuangSittiduripat 第5期 生 43 1929

エンジ ニアサーピス部

1

技師長 ChiefEngineer MomchaoSoemsawat 推薦組 67 1922

技術担当総責任者 Superintending LuangCharansanitwong 推薦組 ss 1922

マ ッガサ ン工場長 EngineerforWorkshop LuangDechatiwongworawat 第3期 生 27 1926

電信信号技師責任者 TelegraphSignalEngineer LuangSiriakkhanikan 第1期 生 1 1921

電信信号技師補佐 AssistantTelegraphEng. SawaiHapnanon 第6期 生 49 1929

複線化技師責任者 DoubleLineEngineer LuangYukthasewiwiwat 第4期 生 37 1928

機関車修理工場長 Eng.forErectingShop Sun-nguwanPhisanbut 第5期 生 41 1930

客車貨車修理工場長 Eng.forCarriage&Wagon Chitti(KimSua)Malila 第5期 生 46 1928

機械工作工場長 Eng.forMachineShop ToemThianprasit 第6期 生 51 1929

電気工場長 Eng.forElectricShop LuangPrasithikonlamai 推薦組 s2 1924

倉庫課長 StoresSuperintendent LuangCharatsinphasadukit 第1期 生 8 1924

資材購買係長 PurchaseChief SaroenMungkandi 第3期 生 23 1925

管区保線技師責任者 DivisionEngineer

北部管区 同上 PhraKamchon ■

中部管区 同上 LuangSunthonthephasadin 第4期 生 34

東北部管区 同上 MomchaoSukhaprarop 曜

南部管区 LuangSilapawithankowit 第1期 生 5 1924

小管区保線技師責任者 MaintenanceEngineer

バ ンコク 同上 LuangPhechakasemwitisawat 第3期 生 24 1925

プ ラ ーチ ー ンブ リー 同上 LuangSamrittiwisawakam
.第4期 生

39 1928

ペ ッチ ャ ブ リー 同上 LuangWithanyontrakan 第3期 生 21 1926

ラムパ ー ン 同上 LuangWithityontrakan 第3期 生 29 1925

ウ ッタ ラデ ィ ッ ト 同上 MomchaoWiset-sak 騨

パ ークナ ムポ 同上 LuangPhisitmarakhawithan 第2期 生 13 1925

ゲ ー ンコー イ 同上 LuangPrasoetwithirat 第1期 生 2 1924

ラ ム チー 同上 LuangPhaichitrabunyamanop 第4期 生 32 1928

チ ュ ンポ ン 同上 LuangKunchanratyathon 第1期 生 4 1924

トゥンソ ン 同上 LuangLowasutyantrasin 第4期 生 40 1927

ハ ジ ヤイ 同上 LuangPhisanmarakahawitan 第2期 生 15 1925

ヤ ラ ー 同上 MomchaoPraimakon 第2期 生 10 1926

技術局付き技師StaffEngineer LuangWisonwithikan 第1期 生 3 1924

同 上StaffEngineer MomchaoSitthiyakon 第2期 生 9 1925

同 上StaffEngineer SamranSakharin 第3期 生 22 n.a.

同 上StaffEngineer SanitThasanaphairot 第5期 生 44 1929

同 上StaffEngineer PhisitAttachinda 推薦組 63

同 上 StaffEngineer MomchaoCharoenchai 鱒
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表V-37タ イ鉄道局の機構改革と鉄道奨学生(1932年8月)

部局/課 役職名 英語表記 人 名 鉄道奨学生 番号 鉄道局入局

運輸事業部

運輸事業部長(運 輸長) TrafficSuperintendent PhraWisut-dunlayaratthanakit

営業課長 CommercialManager LengSrisomwong 第4期 生 38 n.a.

運輸課長 OperatingManager LuangWithunwittikon 第2期 生 12 1925

運輸課長補佐 Ass.OperatingManager UdomSanitwong 推薦組 57 1930

運輸課長補佐 Ass.OperatingManager PhongWiriyasiri 第6期 生 52 1931

管区運輸責任者 DivisionSuperintendent

北部タイ LuangPhibun-rathayan 一

東北部タイ

東北部タイ補佐 PunSakuntana 第3期 生 19 1926

南部タイ ChaloemChaiyasut 第2期 生 18 1925

南部タイ補佐 Assistant ArtKunchonNaAyutthaya 第7期 生 55 1931

貨物担当係長 GoodsDivision KasemSriphayak 第3期 生 26 1926

旅客担当係長 PassengerDivision CharunWimonsiri 第5期 生 42 1929

ホテル事業係長 HotelDivision ChoteKhunakasem 第5期 生 45 1928

経理部

経理部長補佐 DeputyComptroller LuangRoprukit 一

会計課長 Accountant MomchaoWorawirakon 第1期 生 6 1924

監査課長 Auditor LuangSakdisamroetlekha 一

監査課長補佐 AssistantAuditor YimPhungphrakun 第3期 生 31 1926

出納課長 Cashier LuangCharoenイotthasin 一

(注)(1)地 位役職 と人名は、タイ鉄道局r年 次事業報告書1932年 度」、4-6ペ ージ。

ただ し、人名の英語表記は タイ語にもとついてすべ て変更 した。

(2)鉄 道奨学生 との照合は表VI・1を 参照。番号は同表の通 し番号を示す。

(3)鉄 道局への入局年 は、 タイ鉄道局 「年次事業報告書」各年次版、及び各人の葬式本 より筆者作成。
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表 ～牛1 タイ鉄道局奨学生と留学先

番号 欽賜名 ・本名 本名 鉄道局奨学生 出発 留学先 大学,専 攻 帰国 鉄道局入局 葬式本

一
1 Siriakhanikan,Luang SutPalasiri 第1期 生 1918 アメ リカ マサチューセッツ工 科大 学,工 学 士 1921 1922/01 文献306書

2 Prasoetwithirat,Luang RianPhuttasuk 第1期 生 1918 アメ リカ 不明 1924 1924/12

3 Wisonwithikan,Luang KhlingTitatan 第1期 生 1918 アメ リカ ミシガン大学☆ 1924 1924/10 聞き取り

4 Kunchanratyathon,Luang YenKunchan 第1期 生 1918 アメ リカ ミシガ ン大学、土木工学士 1924 1924/06 文献3009

5 Silapawithankowit,Luang KimleeKhemmani 第1期 生 1918 アメ リカ ミシガ ン大学禽 1924 1924/10 聞き取 り

s WorawirakonWorawan,MC WorawirakonWorawan 第1期 生 1918 アメ リカ ペンシルバニア大学 1924 1924/12 文献3043

7 Thawinsetphanichayakan,L TawinKhuptarak 第1期 生 1918 アメ リカ ハーバー ド大学、ボス トン大学 1923 1923111 文献3023

8 Charatsingphasadukit,Luang SomCharatsing 第1期 生 1918 .ア メ リカ ペ ンシルバニァ大学会 1924 1924/07 聞き取 り一
9 SitthiyakonWorawan,MC SitthiyakonWorawan 第2期 生 1919 イギ リス バー ミンガ ム大学,商 学士 1925 1925/12 文献3058

io PraimakonWorawan,MC PraimakonWorawan 第2期 生 1919 アメ リカ コーネル大学、土木工学士窟 1926 1926/10 聞き取 り

11 Upakonwitirat,Luang SaraSaengchuto 第2期 生 1919 ア メ リカ 不明 1925 1925/04

12 Withunwithikon,Luang SuiSirisuk 第2期 生 1919 アメ リカ マサチューセッツ工 科 大 学,工 学士 1925 1925/08 文献3048

13 Phisitmarakhawitan,Luang ThatMokaraphirom 第2期 生 1919 アメ リカ マサチューセッツ工 科 大 学,工 学禽 1925 1925/08 聞き取 り

14 Withetyontrakit,Luang SunchongBunyakhup 第2期 生 1919 アメ リカ マサチューセッツ工 科 大 学,工 学 士 1925 1925/08

15 Phisanmarakhawithun,Luang CharunPhiankhian 第2期 生 1919 アメ リカ 不明 1925 1925/08

16 PhonChaimongkhon PhonChaimongkhon 第2期 生 1919 ア メ リカ 中途帰国曹 1921 聞き取 り

17 BanchongThammasakBanchongThammasak 第2期 生 1919 アメ リカ 中途帰国禽 不明 聞き取 り

18一 ChaloemChaiyasut ChaloemChaiyasut 第2期 生. 1919 アメ リカ 不明 1925 1925/07

19 PunSakuntanak PunSakuntanak 第3期 生 1920 イギ リス マ ンチ ェス ター 大 学 1926 1926/11 文献3031

20 Prasomsri,Khun PrasomsriSingwat 第3期 生 1920 イギ リス 中途帰国 1921

21 Withanyontrakan,Luang PhaPhotphring 第3期 生 1920 イギ リス リバ プール大学 1926 1926/11

22 SamranSakkharin SamranSakharin 第3期 生 1920 イギ リス リーズ大学 1926 1926/11 文献3057

23 SaroenMungkandi SaroenMungkandi 第3期 生 1920 イギ リス シ ェー フ ィール ド大学 1925 1925/10

24 Phechakasemwitisawat,Luang ThemPhechakasem 第3期 生 1920 イギ リス リバプール大学 1926 1926/11

25 Sukwatsunthon,しuang LekSukhwat 第3期 生 1920 イギ リス リーズ大学 1926 1926/11

26 KasemS巾hayak KasemSriphayak 第3期 生 1920 イギ リス バー ミンガム大学,商 学士 1925 1926/01 文献3010
、

27 Dechatiwongwarawat,Luang KriDechatiwong,ML 第3期 生 1920 イギ リス バー ミンガム大学,工 学士 1926 1926/11 文献3021

28 BunthamMahawasu BunthamMahawasu 第3期 生 1920 イギ リス シ ェー フ ィー ル ド大 学 1926 1926/11
一



表VI-1 タイ鉄道局奨学生と留学先

番号 欽賜名 ・本名 本名 鉄道局奨学生 出発 留学先 大学,専 攻 帰国 鉄道局入局 葬式本

一
29

30

31

Withityontrakan,Luang

AmphonSunanan

YimPhungphrakhun

ChaiBuakhwan

AmphonSunanan

YimPhungphrakhun

第3期 生

第3期 生

第3期 生

1920

1920

1920

イギ リス

イギ リス

フラ ンス

マンチ ェスター大学

バー ミンガム大学

不明

1925

1926

1926

1925/10

1926/02
一
32

33

34

35

36

37

38

39

40

Phaichitrabunyamanop,Luang

PrawitBuranabun

Sunthonthephasadin,Luang

TawanHongsakun

SangiamHotraphawanon

Yuktasewiwiwat,Luang

LengSrisomwong

Samrittiwisawakam,Luang

Lowasutyantrasin,Luang

YongBunyamanop

PrawitBuranabun

SaphrangThephasadin

TawanHongsakun

SangiamHotraphawanon

SiraYuktasewi

LengSrisomwong

KosonSukhprayun

SanLowasut

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

1921

1921

1921

1921

1921

1921

1921

1921

1921

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス
ー

フフ ンス

シrフィールド大学、土木工学士

不明

不 明

エジンバ ラ大学、土木工学士

シrフ仁ルド大学、土木工学士

シS一フ仁ルド大学、土木工学士

エ ンジバ ラ大学、商学士

不明

リヨン大学,機 械工学士

1928

1927

1926

1928

1924

1927

1926

1928

1927

1928/03

1928/01

1928/04

1928/02

1926/10

1928/03

1927/12

文献3022

文献3038

文献3049

一
41

42

43

44

45

46

47

48

Sun-nguwanPhisanbut

CharunWimonsiri

Sittiduritpat,Luang

SanitThasanaphairot

ChoteKhunakasem

KimSua(Chili)Malila

Phon(HongSiang)Lim

MongkhonNaowachamnien

Sun-nguwanPhisanbut

CharunWimonsiri

SittiWoramit

SanitThasanaphairot

ChoteKhunakasem

KimSuaMalila

HongSiangLimcharoen

MongkhonNaowachamnien

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

1922

1922

1922

1922

1922

1922

1922

1922

イギ リス

イギ リス

アメ リカ

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

シェー フ ィー ル ド大学

マ ンチ ェス タ ー大 学,商 学 士

マサチューセッツ工科 大 学

マ ンチ ェス タ ー大 学,工 学 士

バ ー ミンガ ム大 学,商 学士

リー ズ大 学,工 学 士

マ ンチ ェス タ ー大 学,工 学 士

リー ズ大 学

1929

1928

1929

1928

1928

1928

1928

1928

1930/04

1929/03

1929/08

1929/03

1928/09

1928/12

1928/09

1928/04

文献3020

一
49

50

51

52

SawaiHapnanon

AphonKurishnamara

ToemThianprasit

PhongWiriyasiri

SawaiHapnanon

AphonKurishnamara

ToemThianprasit

PhongWiriyasiri

第6期 生

第6期 生

第6期 生

第6期 生

1923

1923

1923

1923

イギ リス

イギ リス

イギ リス

イギ リス

マンチェスター大学,工 学士

マンチェスター大学,商 学士

リーズ大学,工 学士

マンチェスター大学,エ 学士

1928

1929

1929

1930

1929/03

1929/07

1929/12

1931/01

文献3070

一
53

54

55

Premburachat,Phraong

PrasomsawatSukhsawat,MC

ArtKunchonNaAyuthya

Premburachat

PrasomsawatSukhsawat

ArtKunchonNaAyuthya

第7期 生

第7期 生

第7期 生

1924

1924

1924

イギ リス

イギ リス

フランス

中途帰国

不明

リヨン大学

1924

1930

1931 1931/06 文献3005一



表VI-1 タイ鉄道局奨学生と留学先

番号 欽賜名 ・本名 本名 鉄道局奨学生 出発 留学先 大学,専 攻 帰国 鉄道局入局 葬式本

56 KawilawongNaChiangmai KawilawongNaChiangmai 推薦 不明 フ ラ ンス 不明 1923 1923/10 文献3017

57 UdomSanitwong,ML UdomSanitwong,ML 推薦 1914 スイス チューリッヒ大 学,機 械 工 学士 1930 1930/11 文献3072

58 BunrabueKrudakon,MRW BunrabueKrudakon 推薦 不明 イギ リス 不明 1930

59 ThanyalakSuksawat.MC ThanyalakSuksawat 推薦 不明
}

フ フ ンス リヨン大学,工 学士 1927 1927/12

so PathomKhochaseni PathomKhochaseni 推薦 不明
一

フ フ ンス リヨン大学,工 学士 1928 1928/12

si ChiuSanitwong,ML ChiuSanitwong,ML 推薦 不明 ア メ リカ 不明 1924 1924/11

62 Prasitthikonlamai,Luang PrasitMenasawet 推薦 1916 アメ リカ コーネル大学、電気工学 1924 1924/11 文献3030

63 PhisitAttachinda PhisitAttachinda 推薦 不明 ア メ リカ マサチューセッツ工 科 大 学 中退禽 1921 一 聞き取 り

64 Woraphongphatthana,MC Woraphongphatthana 推薦 不明 アメ リカ 中途帰国禽 1918 一

ss ChalaemSukhkit ChalaemSukhkit 推薦 不明 アメ リカ ペンシル ベニア鉄道で研修 1929 1929/06

ss SamakhomKitiyakorn,MC SamakhomKitiyakorn 推薦 不明 ア メ リカ デ ンマ ー クで 研 修禽 1930

67 SoemsawatKrudakon,MC SoemsawatKrudakon 推薦 1917 イギ リス ケンブ リッジ大 学,工 学士 1922 1922/10 文献3065

sa Charunsanitwong,Luang,MC CharunSanitwong,MC 推薦 1912 イギ リス ケンブ リヲジ 大学,工 学士 1922 1922/07 文献3015

ss Charansanitwong,Luang,MC CharanSanitwong,iVIC 推薦 1912 イギ リス バーミンガ ム大学,工 学士 1922 1922/07 文献3014

70 Sophonphithayapon,Luang UraiIsarasena,Momluang 推薦 不明 イギ リス 中途帰国尉 1919

71 Prakopyantrakit,Phra YonYaiprayun 推薦 不明 イギ リス 中途帰国官 1919

72 Phisitsukhumkan,Luang PraphatSukhum 推薦 不明 イギ リス ケ ンブ リッジ大学 1920

73 Parinyayokwibun,Luang ChomUbon 推薦 不明 イギ リス 不明 1919

74 BunyaritCharoenying BunyaritCharoenying 推薦 不明 イギ リス 不明 1932 1932/03

(出 所)各 人 の 葬 式頒 布 本 、 タ イ鉄道 局 「年 次 事業 報 告書 」 各 年版 な どよ り筆 者 作 成 。

(注)(1)MC(Momchao),ML(Momluang),MRW(Momrachawong}は 、 いず れ も王 族の 称 号 を示 す 。

(2)大 学 、専 攻 の禽は 、 プ ラ シ ッ ト ・メー ナ サ ウ ェー トか らの 筆 者の 聞 き取 り調 査(1995年7月)。

(3)出 所 は葬 式 頒布 本 、 も し くは 聞 き取 り調 査 に も とつ く。



表VI-2タ イ鉄道局奨学生の帰国後の職位(入 局時、1931年 と1932年)

番号 欽賜名,本 名 鉄道局奨学生 鉄道局入局 入局時地位 1931年11月 の鉄道局職位 1932年9月 の鉄道局職位

1 Siriakhanikan,Luang 第1期 生 1922/01 技師補佐 電気担当技師補佐 電信信号技術責任者

2 Prasoetwithirat,Luang 第1期 生 1924/12 技師補佐 技術局付き技師補佐 ゲーンコイ小管区保線技 師責任者

3 Wisonwithikan,Luang 第1期 生 1924/10 機械技師補佐 電気担当技師長付き補佐 技師局付き技師

4 Kunchanratyathon,Luang 第1期 生 1924/06 技師補佐 ハヂャイ地区保線技師代理 チュンボン小管区保線技 師責任者

5 Silapawithankowit,Luang 第1期 生 1924/10 技師補佐 南部タイ管区保線技師責任者

6 WorawirakonWorawan,MC 第1期 生 1924/12 通訳官 経理部会計課長

7 Thawinsetphanichayakan,Luang 第1期 生 1923/11 通訳官 商務省付き 本部事業部総務課長

8 Charatsing-hatdukit,Luang 第1期 生 1924/07 運輸検査官 運輸検査官 エンジ ニアサーピス部倉 庫 課 長

9 SitthiyakonWorawan,MC 第2期 生 1925/12 機械技師補佐 技師局付き技師

10 PraimakonWorawan,MC 第2期 生 1926/10 技師補佐 技師局付き技師補佐 ヤラー小管区保線技師責任者

11 Upakonwitirat,Luang 第2期 生 1925/04 技師補佐
12 Withunwithikon,Luang 第2期 生 1925/08 機械技師補佐 機械担当技師補佐 運輸事業部運輸課長

13 Phisitmarakhawitan,Luang 第2期 生 1925/08 技師補佐 ヤラー地 区保線技師代理 バーク払ボ小管区保線技師責任者

14 Withetyontrakit,Luang 第2期 生 1925/08 技師補佐 技師補佐 技術局付き技師

15 Phisanmarakhawithun,Luang 第2期 生 1925/08 技師補佐 保線担当技師代理 ハジ ャイ小管区保線技師責任者

16 PhonChaimongkhon 第2期 生 中途帰国 一 一

17 BanchongThammasak 第2期 生 中途帰国 一 一

18 ChaloemChaiyasut 第2期 生 1925/07 運輸検査官 南部タイ管区運運輸責任者

19 PunSakuntanak 第3期 生 1926/11 機械技師補佐 東北部タイ管区運輸責任者

20 Prasomsri,Khun 第3期 生 中途帰国 }一

21 Withanyontrakam,Luang 第3期 生 1926/11 技師補佐 フアヒン地 区保線技師代理 ペッチャプll一小管区保線技師責任者

22 SamranSakkharin 第3期 生 1926/11 製図工 北部線建設技師 技術局付き技師

23 SaroenMungkandi 第3期 生 1925/10 技師補佐 倉庫課保線技師代理 エンジニアサービス部 資 材購 買 課 長

24 Phechakasemwitisawat,Luang 第3期 生 1926/11 技師補佐 パ刀ク小管区保線技師責任者

25 Sukwatsunthon,Luang 第3期 生 1926/11 技師補佐 技師補佐

26 KasemSriphayak 第3期 生 1926/01 運輸検査官 ペ トリユ ウ地 区列車運行検査官 列車運行部貨物担当係長

27 Dechatiwongwarawat,Luang 第3期 生 1926/11 技師補佐 技術局付き技師補佐 エンジニァサーピス部 工 場 長

28 BunthamMahawasu 第3期 生 1926/11 技師補佐 1928年 以降,道 路局へ 出向 ■ 一



表VI-2タ イ鉄道局奨学生の帰国後の職位(入 局時、1931年 と1932年)

番号 欽賜名,本 名 鉄道局奨学生 鉄道局入局 入局時地位 1931年11月 の鉄道局職位 1932年9月 の鉄道局職位

29 Withityontrakan,Luang 第3期 生 1925/10 技師補佐 技師補佐 ラムバーン小管区保線技 師責任者

30 AmphonSunanan 第3期 生

31 YimPhungphrakhun 第3期 生 1926/02 Interpreter 経理部監査課長補佐

32 Phaichitrabunyamanop,Luang 第4期 生 1928/03 技師補佐 技師補佐 ラムチー小管区保線技師責任者

33 PrawitBuranabun 第4期 生 1928!01製 図工 技術局付き

34 Sunthonthephasadin,Luang 第4期 生 1927技 師補佐 保線技師代理 中部タイ管区保線技師責任者

35 TawanHongsakun 第4期 生 1928104製 図 工 1928年 以降,道 路局へ出向

36 SangiamHotraphawanon 第4期 生

37 Yuktasewiwiwat,Luang 第4期 生 1928/02 技師補佐 技師補佐 複線化技師責任者

38 LengSrisomwong 第4期 生 運輸検査官 運輸事業部営業課長

39 Samrittiwisawakam,Luang 第4期 生 1928/03 技師補佐 プラーチン小管区保線技師責任者

40 Lowasutyantrasin,Luang 第4期 生 1927/12 技師補佐 技師補佐 トゥソン小管区保線技師責任者

41 Sun-nguwanPhisanbut 第5期 生 1930/04 機械技師補佐代理 機関車修理工場長

42 CharunWimonsiri 第5期 生 1929/03 運輸検査官代理 経理部 運輸事業旅客担当係長

43 Sittiduritpat,Luang 第5期 生 1929/08 Interpreter ステ ノ グ ラフ ァー 本部事業部統計課長

44 SanitThasanaphairot 第5期 生 1929/03 技師補佐代理 コーラー ト=コ ーンゲーン線建設技師補佐 技師局付き技師

45 ChoteKhunakasem 第5期 生 1928/09 会計官第2種 運輸事業部経理係 運輸事業部ホテル事業係長

46 KimSua(Chili)Malila 第5期 生 1928/12 機械技師補佐 コー ラー ト線機械担当技師代理 エンジ ニアサーピス部 客 車貨 車 工 場長

47 Phon(HongSiang)Lim 第5期 生 1928/09 技師補佐代理 1929年 以降,道 路局へ 出向 一 口

48 MongkhonNaowachamnien 第5期 生 1928/04 技師補佐代理 1929年 以降,道 路局へ 出向 ■ ■

49 SawaiHapnanon 第6期 生 1929/03 技師補佐代理 ラムチー地区保線技師代理 電信信号技師責任者補佐

50 AphonKurishnamara 第6期 生 1929/07 運輸検査官代理 1931年3月 鉄道局退職 即 層

51 ToemThianprasit 第6期 生 1929/12 機械技師補佐 エンジニアサーピス部機械工作工場長

52 PhongWiriyasiri 第6期 生 1931/01 機械技師補佐 運輸事業運輸課長補佐

53 Premburachat,Phraong 第7期 生 中途帰国

54 PrasomsawatSukhsawat,MC 第7期 生

55 ArtKunchonNaAyuthya 第7期 生 1931/06 機械技師補佐代理 機械技師補佐代理 運輸事業南タイ管区運輸補佐



表VI-2タ イ鉄道局奨学生の帰国後の職位(入 局時、1931年 と1932年)

番号 欽賜名,本 名 鉄道局奨学生 鉄道局入局 入局時地位 1931年11月 の鉄道局職位 1932年9月 の鉄道局職位

56 KawilawongNaChiangmai 推薦 1923/10 技師補佐 地区担当技師責任者 1932年 退職,宮 内省へ移籍

57 UdomSanitwong,ML 推薦 1930/11 運輸事業部運輸課長補佐

58 BunrabueKrudakorn,MRW 推薦 1930 技師補佐 東北部線建設技師補佐

59 ThanyalakSuksawat,MC 推薦 1927/12 技師補佐 技術局付き技師補佐 北部タイ管区保線技師責任者補佐

60 PathomKhochaseni 推薦 1928/12 技師補佐 1929年 以降,道 路局へ出向 一 一

61 ChiuSanitwong,ML 推薦 1924/11 技師補佐

s2 Prasitthikonlamai,Luang 推薦 1924/11 機械技師補佐 電気担当技師補佐 エンジ ニアサーピス部発 電工 場 長

63 PhisitAttachinda 推薦 中途帰国 東北部線建設測量技師補佐 技師局付き技師

64 Woraphongphatthana,MC 推薦 中途帰国

65 ChalaemSukhkit 推薦 1929/06 フ オアマ ン補佐

66 SamakhomKitiyakorn,MC 推薦

67 SoemsawatKrudakorn,MC 推薦 1922/10 東北部線建設 技 師長(=エ ンジニアサーピス部 長}

sa Charunsanitwong,Luang,MC 推薦 1922/07 機械技師補佐 1931年3月 死 去,マ ッガ サン工 場 長

69 Charansanitwong,Luang,MC 推薦 1922/07 技師補佐 ファ ヒン地区保線技 師 エンジニアサービス部技術担 当総責任者

70 Sophonphithayapon,Luang 推薦 毛919110 機械技師補佐 マ ッガサ ン客車貨車工場長 1932年 鉄道局退職

71 Prakopyantrakit,Phra 推薦 騨 騨, 技師補佐 区間担当技師 1932年 退職,灌 概局へ移籍

72 Phisitsukhumkan,Luang 推薦 一 騨 印 鉱山局へ移籍
一 ■

73 Parinyayokwibun,Luang 推薦 ,一 一 1927年 以 降,道 路局へ 出向 1933年 鉄道局退職

74 BunyaritCharoenying 推薦 1932/03 フォアマ ン補佐

(注)タ イ鉄道局r年 次事業報告書1931年 度」、

「同1932年 度」、4-6ペ ー ジほか より作成。

5-6ペ ー ジ;



表VI-3タ イ鉄道局奨学生の鉄道局 とその後の職歴

番号 欽賜名,本 名 分類 鉄道局 ・国鉄での職歴 鉄道局以外の職歴 出 所

1 Siriakhanikan,luang 第1期 生 鉄道局電気技師 IEC社 電気部長、国営砂糖工場長 文献3061

2 Prasoetwithirat,Luang 第1期 生 鉄道局土木技師、ラーマ6世 王橋建設責任者 な し 聞き取 り調査 「

3 Wisonwithikan,Luang 第1期 生 鉄道局機械技師 ガー ンチ ャナ ブリー製紙工場 聞き取 り調査

4 Kunchanratyathon,Luang 第1期 生 鉄道局木材石材課長、国鉄土木担当技師責任者 な し 文献3009

5 Silapawithankowit,Luang 第1期 生 鉄道局土木技師、国鉄保線課長(西 岸) 運輸省新館落成

s WorawirakonWorawan 第1期 生 国鉄経理部長 文献3043

7 Tawinsetphanichayakan,Luang 第1期 生 鉄道局通訳官 経 済省 貿易 局長(1947-55)、 経 済省 次官(1955・61) 文献3023

8 Charatsing-hatdukit,Luang 第1期 生 鉄道局資材課長 聞き取 り調査

9 SitthiyakonWorawan 第2期 生 鉄道局機械技師長 工業省機械技師長、同工場局長d946・54) 文献3058

10 PraimakonWorawan 第2期 生 鉄道局保線技師 な し

斜 Upakonwitirat,Luang 第2期 生 鉄道局土木技師 道路 局 長(1936・40) 道路局60年 史

12 Withunwithikon,Luang 第2期 生 マッガサ ン工場長、運輸課長、鉄道局長代理、国鉄理事 な し 文献3048

13 Phisitmarakhawitan,Luang 第2期 生

14 Withetyontrakit,Luang 第2期 生 鉄道局土木技師、国鉄土木担当技師責任者 な し 72年 史/151

15 Phisanmarakhawithun,Luang 第2期 生 国鉄保線課長(東 岸)、 国鉄理事 な し 72年 史1152

i6 PhonChaimongkhon 第2期 生

17 BanchongThammasak 第2期 生

18 ChaloemChaiyasut 第2期 生 運輸事業部長(国 鉄時代) な し 聞き取 り調査

19 PunSakuntanak 第3期 生 マ ッガサ ン工 場 長, .鉄 道 局長(1945-49) な し 文献3031

20 Prasomsri,Khun 第3期 生

21 Withanyontrakam,Luang 第3期 生

22 SamranSakharin 第3期 生 鉄道局資材課長、国鉄土木担当技師責任者 な し 文献3057

23 SaroenMungkandi 第3期 生

24 Phechakasemwitisawat,Luang 第3期 生 道 路 局長(1946-53)

25 Sukwatsunthon,Luang 第3期 生 国鉄企画課長 72年 史/152

26 KasemSriphayak 第3期 生 運輸事業部長、鉄道局長、国鉄理事 中央 銀行 総裁(1955-58)、 経 済大 臣(1959-65) 文献3010

27 Dechatiwongwarawat,Luang 第3期 生 マ ッガサ ン工場長 道 路 局長(1940-43)、 商務 大 臣 、運 輸 大 臣 文献3021

28 BunthamMahawasu 第3期 生



表VI-3タ イ鉄道局奨学生の鉄道局とその後の職歴

番号 欽賜名,本 名 分類 鉄道局 ・国鉄での職歴 鉄道局以外の職歴 出 所

OU

O

1233

Withityontrakan,Luang

AmphonSun-anan

YimPhungphrakhun

第3期 生

第3期 生

第3期 生

鉄道局土木技師、国鉄建設担当技師責任者

鉄道局保線技師、国鉄理事(1959・64)

なし

なし

2

3

4

5

6

7

8

9

0333333334

Phaichitrabunyamanop,Luang

PrawitBuranabun

Sunthonthephasadin,Luang

TawanHongsakun

SangiamHotraphawanon

Yuktasewiwiwat,Luang

LengSrisomwong

Samrittiwisawakam,しuang

Lowasutyantrasin,luang

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

第4期 生

国鉄 理 事(1951-52,55・57)

鉄 道 局保 線 担 当技 師

国鉄 理 事(1959-69)

国鉄 理 事 長(1951。52)

鉄道 局 土 木技 師/中 央 銀 行 総裁

内務 省 都市 土 木 局 、道 路 局 副局 長(1958・)

建築 請 負会 社 、 バ ンコ ク市 長、 タイ港 湾 公 団総裁

大蔵大臣(1945)、 中央銀行総裁((194749)

文献3022

文献3038

文献3049

1

2

3

4

5

6

7

844444444

Sun-nguwanPhisanbut

CharunWimonsiri

Sittiduritpat,Luang

SanitThasanaphairot

ChoteKhunakasem

ChitiMalila

PhonLimcharoen

MongkhonNaowachamnien

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

第5期 生

鉄道局運輸事業部旅客課長

国鉄資材倉庫課長

サイアム商業銀行、タイ軍人銀行、中央銀行総裁、大蔵大臣

文献3005

文献3020

9

0

1

9」

4

5

5

5

I

SawaiHapnanon

AphonKurishnamara

ToemThianpralit

PhongWiriyasiri

第6期 生

第6期 生

第6期 生

第6期 生

鉄道局運輸検査官

機械技師長、マッガサ ン工場長(1955-62)

サイァム商業銀行支配人(1944一)

な し

文献3070

3

4

5555

Premburachat,Phraong

PrasomsawatSukhsawat

ArtKunchonNaAyuthya

第7期 生

第7期 生

第7期 生 マ ッガサ ン工場 長(1943-52)、 国鉄 理 事長 な し 文献3005



表VI-3タ イ鉄道局奨学生の鉄道局 とその後の職歴 』

番号 欽賜名,本 名 分類 鉄道局 ・国鉄での職歴 鉄道局以外の職歴 出 所

56 KawilawongNaChiangmai 推薦 鉄道局地区技師 文献3017

57 UdomSanitwong,ML 推薦 鉄道局保線担当技師 鉱山局長、商務大臣、工業大臣、運輸大臣 文献3072

58 BunrabueKrudakorn,MRW 推薦
59 ThanyalakSuksawat 推薦 北部線建設担当技師補佐 な し

so PathomKhochaseni 推薦 鉄道局道路局付き技師補佐 道 路局 長(194446)、 鉱 山局長(1948・55) 道路局60年 史

si ChiuSanitwong,Momluang 推薦

s2 Prasitthikonlamai,Luang 推薦 鉄道局機械事業部電気課長(発 電工場長) バ ンコク電力会社 副総裁 聞き取 り調査

63 PhisitAttachinda 推薦

64 Woraphongphatthana 推薦

65 ChalaemSukhkit 推薦

ss SamakhomKitiyakorn 推薦

67 SoemsawatKrudakorn 推薦 鉄道局技 師長、鉄道:局長補佐 な し 72年 史

ss Charunsanitiwng,Luang 推薦 マ ッガサ ン工場長(1930) な し 文献3015

ss Charansanitwong,Luang 推薦 鉄道局エンジニアサーピス部技術責任者 鉱山局長、工業省工場局長、運輪次官(1946・57) 文献3014

70 Sophonphithayapon,Luang 推薦
71 Prakopyantrakit,Phra 推薦

72 Phisitsukhumkan,Luang 推薦 鉱山局長ノ鉱 山技師長 鉱山局長、鉱 山技師長 鉱山局72年 史

73 Parinyayokwibun,Luang 推薦
74 BunyaritCharoenying 推薦

(注)(1)鉄 道局は1951年6月30日 にタイ国鉄 に改組 された。

(2)72年 史は、タイ国鉄編 「タイ鉄道業72年 史」(タ イ文、1970年) [文 献3003]を 指す 。



表VI-4 国王奨学金給費生(イ ギ リス)一 覧表(1897-1932年)

非王族

年次 合計 専攻分野 王族 Phraya Phra しuang 平民

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

4
1

1

4-

1

1

1

1

1

」1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」1

1

41

1

1

1

1

1

1

1

1

1

¶
●

48

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

エ ンジニ ア1,陸 軍1

財政学1,教 育学1

エ ンジニ ア2

エ ンジニ ァ2

法律学1,陸 軍1

法律学2

法律学2

教育学1,政 治 学1

エ ンジニア2

エ ンジニァ2

海軍2

海軍1,地 図学1

不 明2

エ ンジニ ア1,不 明1

エ ンジニ ア1,医 学1

エ ンジニ ア1,不 明1

法律 学2

エ ンジニ ア1,医 学1

法律 学2

法律 学2

医学1,不 明1

エ ンジニ ア1,医 学1

不 明

エ ンジニ ア1,鉱 山1

不 明

エ ンジニ ア1,不 明1

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

0

0

1

1

2

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

0

0

2

1

0

2

1

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

2

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

1

1

0

1

1

0

1

1

1

2

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

合 計 76 6 13 5 15 37

(出 所)LaoothongAmarinrat,"KanSongNak-rianPaiSuksaTang。prathetTang量ae

Pho.So.2411-2475,"M.A.Thesis,ChulalongkornUniversity,1979,pp.306-310.

(注)国 王 奨 学 金 給 費 生 は 当 初 は年 に2名 。 イ ギ リス 留 学 の み で 、 選 抜 試 験 が 実 施 され た 。
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表～ル5 在イギ リスのタイ人留学生の現況(1900年12月 末現在)

名前 身分 年齢 滞在期間 専門課目 学校/研 修先

MomrachawongSaiyut 王族 23 9年4カ 月 土木工学、 RansomesandRapierLtd.

法律学 にて実地研修中

MomchowPiyah 王族 20 9年4カ 月 軍 事 WorcestershireRegiment

NaiTeum 21 7年7カ 月 軍 事 ManchesterRegiment

NaiTinn 18 7年7カ 月 行政学(法 律) CliftonCollege

MomrachawongSiddhi 王族 22 7年2カ 月 軍 事 ChristChurch,Oxford

MomchowTanaya 王族 19 5年10カ 月 行政学 Oxford(non-collegiate)

MomchowSudhasi 王族 18 5年8カ 月 行政学(外 交) HarrowSchool

MomchowTraidos 王 族 . 17 5年8カ 月 行政学 HarrowSchool

MomchowChuladis 18 5年6カ 月 行政学 MalvernCollege

NaiHoe 21 4年6カ 月 農 学 ReadingCollege

MomchowThavara 王族 17 4年5カ 月 行政学 MalvernCollege

Praongchow 皇子 15 4年5カ 月 行政学 HarrowSchool

Nibandhu

MomchowVipulya 王族 15 4年5カ 月 行政学 EtonCollege

NaiChome 22 3年6カ 月 農 学 ReadingCollege

NaiNin 20 3年6カ 月 海運工学 King'sCollege,London

NaiChote 15 3年6カ 月 法律学 W.DouglasEdwards

NaiSanid 19 3年6カ 月 森林学 RoyalIndianEngineeringCollege

NaiChynBun-nak* 19 3年6カ 月 保健衛生学 King'sCollege,London

NaiBua 2書 2年6カ 月 教育学 BoroughRoadTraining

College,Isleworth

MomchowPrasob 王族 15 2年6カ 月 教育学 MalvernCollege

NaiBarr 20 2年2カ 月 電気工学 T.HardingChurton

NaiKhem 17 2年 数 学 MalvernCollege

NaiLiem禽 20 1年3カ 月 財政学 BathCollege

NaiRuenSamayanon* 17 1年3カ 月 教育学 HaileyburyCollege

MomchowThong-chuer 王族 i6 1年3カ 月 行政学 MalveryCollege

MomchowDhani 王族 15 1年3カ 月 行政学 RottingdeanSchool

NaiSart 21 6カ 月 教育学 Rev.R.P.Roseveare

NaiSanraSirn* 17 6カ 月 教育学 OundleSchool

MomchowChalart' 王族 14. 6カ 月 行政学 G.S.Messiter

(出 所)JamesA.Brown,岡ReportoftheSuperin量endentofSiameseS量udentsfortheYearEnding

December31st,19000'(ロ ン ドン、 イ ンデ ィア ン ・オ フ ィ ス所 蔵 史 料)よ り 作 成 。

(注)(1)人 名 表 記 は 英 語 読 み に な って い るが 、 タ イ 語 で 確 認 で き な い た め 、 原 文 表 記 の ま ま とす る。

(2)Momchow(Momchao)は 王 族 。 非 王 族 は(Nai)は 、 父 親 が 勅 任 官 吏(貴 族)と 平 民 の 両 方 を 含 む,

(3)★ は 、 国 王 奨 学 金 給 費 生(1897年 か ら選 抜 試 験 を 実施 、 年2名 、 イ ギ リス留 学)

(4)NaiChyn(ChinBun-nak,PhrayaNipha量 一kunlaphong)は 、 の ち土 木 工 学 を 学 び 鉄 道 局 に入 局 。

(5)NaiSanraSirn(SansaroenSukhyang,PhrayaSarasatsirilak}は 、 の ち土 木 工 学 へ 変 更 。

運 河 局 へ 入 局 。 そ の 後 、 鉄 道 局 へ 入 局 し、 第2代 タ イ 人 鉄 道 局 総 裁(1928-32年)に 就 任 。
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表VI-6 タイ国費留学生の省庁別派遣先別分布(1923年 度現在)

省庁/留 学先 イギ リス ア刈 力 フランス イ列 ア デ ンマーク 日本 ビルマ その他 合 計

国 王 奨 学 生 28 2 2 1 0 0 0 0 33

国 防 省 22 5 5 0 0 z 0 6* 40

海 軍 省 10 ■ 齢・o o●r● a 5 0 0 0 15

教 育 省 39 5 o・ ・, 0 0 0 0 0 44

運 輸 省 37 18 s a 0 0 0 0 sy

…ii;ii萎纈 …iii…i}iiiii:iii蓑}i
:妻iiiiiiiiiii}iii…灘 …iiiii;iii…iiiiiiiiiii……ii滋嬢iiiiiiiiiiiiiiii:iliiiiii;i登iiiiiii;iii…i…i…ii;i…}ii;…iii:iii登iiiiiiiiii:i;i…i灘iii:i…i登iiiiiiiiiiiiiii:iiiiiii妻::iiiiii翼雛iiiiili;il:iiiiii…iiiiiiliiiiiiiiiii贅i羅iiiii…iiiiii:1ミiiii

うち郵便電信 s ・o・. .・.o a a 0 0 0 6

内 務 省 9 8 3 a a 0 0 香港1 21

外務省特別生 14 2 4 1 2 4 a 0 27

大 蔵 省 20 ●,●. じ9.. 0 0 0 0 0 20

司 法 省 14 3 1 a 0 0 a 0 18

農 業 省 9 3 ■・ 「o 0 a 0 4 0 16

商 務 省 2 3 2 0 a 0 0 0 7

芸 術 局 .goo o・o. i a a 0 a 0 1

喧

合 計 204 49 24 2 7 s 4 7 303

(出 所)LaoothongAmarintharat,'IKanSongNak-rianPai-suksaTangPrathettangtae

Pho.So.2411-2475,"MAThesis,CれulalongkornUniversity,1979.Table6(p.166)よ り作 成 。

(注)....は 留 学 生 は 滞 在 す る が 、 人 数 が 未 確 認 で 不 明 を 示 す 。

嚢6名 の 内 訳 は 、 クア ラ ル ン プ ル が2名 、 ベ ル ギ ー が4名 。
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図冊1ラ ーマ4世 王、5世 王の皇子たちとブラチ ャッ ト鉄道局総裁

王妃、側室 子供の順番 皇子の名前 職 歴

ラーマ4世 王

王妃テーブ シリンタラー

側 室グ リン

プラアイ ジガ ー

側 室チュム

王妃パ ンラーイ

第9子

1853-1910

第17子

1855-1926

第28子

1855-1926

第42子

1858-1923

第57子

1962-1943

第62子

1863-1947

[ラーマ5世 王/ピ ニ ッ トブ ラチャーナー ト

(ブラパー トソムデッ トブラチュンラチョムブラチャオユーフア)

グ リッ トサ ダ ー ピニ ハ ー ン

(ク ロ ムマ プ ラ ・ナ レー トウ ォ ラ リ ッ ト)

チ ャ ー トゥ ロ ン ラ ッサ ミー

(ク ロ ムマ ブ ラ ・チ ャ ッ ク ラパ ンポ ン)

1テー ワンウタイウ ォン

(ク ロムプラヤー ・テー ワウ ォンワロバ ガー ン)

1ディッ トウ ォラグマー ン

(ク ロム プ ラ ヤ ー ・ダ ム ロ ンラ ー チ ャヌパ ー プ)

匡 。 トラチ ャルー ン

(ク ロム マ プ ラ ・ナ リ ッ トラ ー ヌ ワ ッ トウ ォ ン)

1マ ハー トレク兵士長官

の ちラーマ5世 王

首都大 臣

土木大 臣(1906・1907)

大蔵卿(1885・)

1外 務大 臣(1892・1923)

国家財政会 議(1922一?)

1教 育局長

内務大 臣〔1892・19151

1土 木大 臣{1899。1905}、

大蔵大 臣、国防大 臣、宮内大 臣

ラーマ5世 王

側室ウァム

側 室タラ ップ

側 室タ ップテ ィム

王妃 シーパ ッチャ リン

王妃サワー ンワッタナー

側室 ワー ト

王妃 シーパ ッチャ リン

側室 タ ップテ ィム

王妃サワー ンワッタナー

第12子

1874-1931

第14子

1874-1920

第17子

1876-1913

第29子

1881-1925

第33子

1881-1944

第35子
1881-1936

第40子

1883-1920

第42子

1883一

第69子

1891-1934

1キ。テ ・ヤー ゴンウ・ララ 。ク

(ク ロマ ム ー ン ・チ ャ ンタ ブ リー ナ リナ ー ト)

ピ ッパ タ ナ サ ッ ク

(ク ロムマルワン ・ラーチ ャブ リーディレーク リット)

チ ラブ ラ ワ ッ トウ ォラ デ ー ト

(ク ロム マル ワ ン ・ナ コ ンチ ャイ シ ース ラデ ー ト)

医 マ6世 王/マ ハ ーワチラーウ 。ト

ボ リパ ッ トスクムパ ン

(クロムマル ワ ン ・ナコ ンサワ ンウォラ ミニ ッ ト)

1ブラチ・艸 チ・イヤーゴン
(ク ロムマブラ ・ガ ムペー ンペ ットアッカ ラヨーティン)

チ ャ ッ クラ ポ ンブ ー ワナ ー ト

(ク ロムマル ワン ・ピッサヌロークブラチ ャーナー ト)

ウ ッテ ィチ ャイ チ ャル ー ム ラ ー ブ

(ク ロム マ ム ー ン ・シ ンウ ィク ロム ク リア ンク ラ イ)

Eヒ ドンア ドゥンデー ト

(ク ロムマク ン ・ソンクラーナカ リン)

1大 漱 臣(19。8・1925)

商窃大 臣

司法大臣

農業大臣(1912-1919)

陸軍司令官(1900朔910)

陸軍大臣(1910・1914)

iマ ハ ー トレク兵士館

のち ラー マ6世 王

悔軍 大 臣(1910・1922)

内溺大 臣(1928。1932)

1鉄 胴 繊(1917・1926)

商務運翰 大臣(1925。32)

マハ ー トレク兵士長 官

陸軍大臣、 陸軍 司令 官

海軍司令官(1925・1931)

陸軍 ・国 防大 臣(1931・32)

1現 国王ラーマ9世 王の父君

(出 所)Rachasakunwong:PhranamChaofalaePhraongchaonaiKrungRattanakosin,Bangkok,1920

玉 田芳 史 京 都 大 学 助 教 授 の未 発 表 原稿 な どか ら作成 。
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図W・2タ イ人技師とグルダーゴンー族、サニ ッ トウォンー族

◆グル ダーゴンー族

1ク ロムマプラ ・ナ レー トウォラ リッ ト11855-1926(ラ ー マ4世 王 の 第17子)

オ ックスフォー ド大学卒/ロ ン ドン大使、首都大 臣、土木大臣、御璽大 臣

i セ ー トシ リ

1イ ッテ ィテープサ ン1

1シ ッテ ィポ ン

1サ マイチ ャルーム1

1ア モラタッ ト

スー ムサワー ト

◆サニ ッ トウォ ンー族

結婚

1881-1957

イギ リス留学/日 本陸軍研修、初代 陸軍武 器局長

1889-1935

イギ リス、フラ ンス留学/教 育 省、宮 内省建 築技 師

1893-1971

イギ リス留学留学/農 業エ ンジニア、農業調 査局 長

農業大臣

1895-1967

フランス留学/教 育省、文化 省建築技 師

1896-1952

イギ リス留学/ヨ ー ロッパ各 国駐在武 官、

国王侍従 官

1898-1940

イギ リス留学/タ イ人初代鉄 道技 師長 、

鉄道局長補佐

チャオプラヤー ・ウォンサーヌプラパ ッ ト

セ ー ・サ ニ ッ トウ ォ ン

1866-1940(ラ ー マ5世 王 の義 兄 弟)

農 業 大 臣(1909-12)、 土 木大 臣(1912-25)

1902-1980サ タ ー ン ・サ ニ ッ トウ ォ ン の娘

i タ ン

i チ ャラ ン

i チ ャル ー ン

i デ ー ト

i ウ ドム

i バ ー ン

1パ ンチ ョ ンジ ッ ト1

i18斜 一1959フ ラ ンス 、 ス イ ス留 学/

陸軍兵帖局長、工業大臣

11896-1958鉄 道奨学生 ・イギ リス留学/鉄 道局

鉱 山局長、工業局長、工業省 次官

【1896・1931鉄 道 奨学 生 ・イギ リス 留 学/

鉄道局機械技 師タイ人初代マガ ッサ ン鉄 道工場長

11899-1975政 府奨学生 ・ドイツ留学/

協同組合局長、 中央銀行総裁 、経済 開発庁長 官

i1900・1982鉄 道奨学生 ・ドイツ、ス イス留学/

鉄道局機械技 師、道路局長、工業大 臣、運 輸大臣

11886-1970

シ リキ ッ ト王妃(現 国王ラーマ9世 王)の 祖 母

1903-1981

=ボ ワラデ ー ト親王(国 防大臣)の 妃

1プラオ ンチ 材 ・チ ・ルー ンサ ・ク1

1バ ンルーサ ック1

司法大臣

1902-1965

イギ リス留学/サ ームセー ン電力工場 技師

王宮内発電関係責任者

(出所)各 人の 『葬式本 』よ り筆者作成
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表V旺。1ク ロ ムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨー テ ィ ンの 経 歴

名 前:KrommaphraKamphengphet-akkharayothin

り'
waしon判r5凱q1"写 割つ竜飢50

(Burachat-chaiyakon}1882年1月23日 一1936年9月14日 n5潮 秘 ㎡1"鞭L洲 笛 茄sτ 創言"

職歴:陸 軍工兵局長、初代 タイ人鉄道局総裁、商務運輸大 臣 膿 舗L軸5伽1餌mnr

年月 日 年齢 職 歴、 地 位 ・位 階 、階 級 伽 仙,固 価sm輸 冨

1882/1/23 1 ラーマ5世 王 と側室 ワー トの間に生 まれる
り

n19f潮 闘159■ つ1a

ラ ー マ5世 王 の 第35子 。 (卵 軸m8菊 納漁 輌a)

ス ワヌグラープ校に学ぶ τ別酌u膿 幽 犠前 翻q¶mu

1895/3/31 13 バ ンコ ク 出発 。5月10日 に ロ ン ドン到 着.

皇子ボリハ㍉トスクムバンほか3名 の王族の子弟も同行。

1895/5 13 パ リで鉄道に乗 る。同月、 ロン ドンに到着

当 時 、留 学 中 のマ ハ ー ワチ ラー ウ ッ ト皇 子 し輔1割mつ む5η δ

(の ち ラー マ6世 王)と 会 う

1895/6 13 パ リに行 って、英語 とフランス語の勉強を開始

1895/9/23 13 ロ ン ドンに戻 る。 マハーワチラーウット皇 子 と勉 強

イ ギ リス人(BasilThoms◎n)の 自宅 で英語 研 修

1897/1/27 15 名 門 ハ ロ ー校(HarrowScho◎1)に 入 学

1898年 頃 には 、 英語 、 仏 語 をほ ぼ マス タ ー

1898/3/27 16 ラーマ5世 王、ブラチ ャットに鉄道、土木工学

の勉強を手紙で命じる

1898/4/16 17 ブライ トン校(鉄 道 ・工学)の 勉強

ウー ル リ ッチ(Woolrich》 兵学 校 で工 学 を研 修

1901 ハ ロー校 を卒業。成績優秀 につき表彰

1901 ケンブリッジ大学土木工学部に進学

CambridgeUniversityTrinityCollege

1901/11/6 19 少 尉RoiTriに 昇 級

り 」
50創o写

1903/6 21 ケ ンブ リッジ大学の試験に落第。傷心のため帰国

1903/10 21 イギ リス に戻 り、チ ャタム軍工兵学校 入学

TheSchoolofMilitaryEngineeringChatham

1904/9 22 英 アル ダ ー シ ョッ ト州(Aldershot)で 通 信 関連

の実地訓練を受け る

1904/11/16 23 プラパー シッ トテ ィナルモ ンと結婚 精 謝 耐 ■"⑪ 伽ma而uq割 観

(KrommaphraChakraphandiphongの 娘)

u偏'
n「5割w驚qn劉r55例 判司廿

1904/12/10 昇 級 少 佐PhanTriLaoThahanChang
u編 ■o"1郵脚Mn5田蕊1判wlr田1唱

1905/10 23 チ ャタム軍工兵学校卒業。 タイへ帰国

190619/21 24 大佐Ph㎝ 臥,陸軍工兵局監察長官
留 ■

亀」1凹判羽旧n{oし 「mwlri瓢1司

以後、陸軍工兵局で主導的役割を果たす

1916/11/27 24 王族爵位 と欽賜名 を下賜され る。クロムマムー ン

KrommamunKamphengphet-akkharayothin n写撒 痂 ㎡1"判勇し脚甥 茄5τ"宕v

1908/11/11 zs 陸軍第1師 団(国 王警護)司 令官,陸 軍監察官.
り彰 」u'

脚 型rmn15舩 姻a筑o写n"1判 鴨m∩

1910/12/30 28 第1師 団司令官の他,陸 軍第一方面軍司令官代理
り 影 ・ ■ 匿 鯉uJ

い 雨m"胴 罰"割 罰脚m司 竹w罰o

陸軍工兵局監察長官代理に任命 髄qし淵 ・・伽岡
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表 皿 一1ク ロム マ プ ラ ・ガ ム ペ ー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨー テ ィ ンの経 歴

名 前:KrommaphraKamphengphet・akkharayothin
り'

脚aしan別 秘Lq1"竃 割つ司胤60一
(Burachat-chaiyakon)1882年1月23日 一1936年9月14日 nr闘w鴨 ㎡1"胴 し脚携 論5τ 劉6"

職歴:陸 軍工兵局長、初代 タイ人鉄道局総裁、商務運輸大 臣 膿a噸 粛1甲 輪1瓢mn雪

年月 日 年齢 職歴、地位 ・位階、階級 ㎡・"繍,暫 棚5m齢 説
一

1912/2/9 30 陸軍第一方面軍司令官に任命
....J"闘▼捌n包司¶w筑

o

1912/4パ1 30 昇級 陸軍中将PhonTho "1酬 爲τ胴

1913/1/15 *陸 運課に鉄道係を新設。鉄道局に研修生派遣 "蝋n写 Ω1調m唱 締削n

1913/11/2 3名 の軍人をフランスに空軍の研修のため派遣

1913/12/29 *陸軍監察長官のもとに陸軍航空課を新設する 眺酬nmr面 羽筑m測n
一

1913/11/23 31 ヨーロッパの工兵隊、守備隊の状況視察のため、

1年 間の視察旅行を願い出て、認められる

1916/5/11

■

34 王族爵位 クロムマクンに昇位する n澗 而1"期 糊 写論 τ劉言羽

1817/6/5 35 鉄遭局総栽に任命(1928年2月 まで) 櫛 艇m1τn浦 Ω1曲臼つ潮

1917/7/22 ドイツに宣戦布告。 ドイツ人 ヴァイラー局長に

代わ って、正式の鉄道局総裁に就任

1917/7/30

,

*道 路局を鉄道局に統合。以後、ブラチ ャッ ト

鉄道局総裁は、道路行政の改革にも辣腕をふ るう

1918 「仏暦2461年 道路建設保全手引き書」作成 叩 曲1"mτ 紬 禰3∬1可電欄

全国道路建設調査を命じる

191S/9/25 36 国王宛て上奏文のなかで、鉄道局の現地化 を進言

1919/4/1 37 昇級 陸軍大将PhonEk u、z魍aしan一
1919/0 ドイ ツ人技師追放のあ と、東北、東タイ線の鉄道

.

建設のため、陸軍工兵部隊エ ンジニアを投入する

1920/4/19 38
.

鉄 道 業 の視 察 の た め、 ア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ への

一1921/3/1 視 察 旅行 。ルワン・サリットデ ィカ㌔ ンハ'ンチョンを 同行 す る
∩

駒m姻qHnm釦 箔覗

帰国は1921年3月 。詳細な報告書を提 出

1920111/20

.

全国の線路軌間をメー トル に統一す ることを決定

軌間変更工事は1930年 に完 了

1921/4/1 39 鉄道事業タイ人化政策のための 「基本3原 則」を

テー ワウ ォン外務大臣に提 出

1921/8/15
一

「仏暦2464年 鉄道 ・道路法」を制定す る 脚.写.u,輸 箔"n15sΩ1湘a蹴1"舗m噸

1921/9/1 39 デ ィーゼル電気機 関車の導入を企画(1928年

試験 的に導入、1931年 に購入、運行開始)
}

1922/5/11 40 王族爵位 クロムマル ワンに昇位する。 n5韻m語1巳 胴 し柵5論5τ"言"

1922/8116 *「 仏暦2465年 航空法」制定に尽力する
直

別5.u.しa羽01n1例 判.臼.猷 ごbご一
1924/1/15

『
41 鉄道業とディーゼル電気機関車の視察のため、

一

ヨー ロッパ各国への視察旅行。12月2日 帰国

1925/1/5 42 帰国後、全国の保線担当技師を招集 して

鉄道 事業全般にっ いて見直 しを検討する。一

1925/0 陸軍の通信 ・電話更新(マ ッコニー製)を 命 じる『
1926/4/1 44 国防省を退官.商 務運輸大臣代理に就任。
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表 ～呼1ク ロム マ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨー テ ィ ンの 経 歴

名 前:KrommaphraKamphengphet-akkharayothin mしan脚 驚 し"1"写m罐 し50

(Burachat-chaiyakon》1882年1月23日 一1936年9月14日 n謝 別鴨 由 巳鞭 し秘 写茄5τ劉徹

職歴:陸 軍工兵局長、初代 タイ人鉄道局総裁、商務運輸大臣 撒 舗 し軸 写伽 丁瓢mn寄

年月 日 年齢 職歴、地位 ・位階、階級 南闘山,捌55m縮

1926/5/6 44 王族爵位 クロムマプラに昇位す る。 ns割w驚 δ1"附 し脚笛 函n5τ暫言"

192615/15 44 商務運楡大臣に就任
蟹 」鰯8∩'

写コ闘羽爾 つm写 訓 写NmΩ 出q;"継

同時に商業普及会議委員長を兼任する ∩闘u「9闘

1928/2/27 45 商務運輸大臣が激職のため、鉄道局総裁 を退任

1928/3/9 鉄道局がブラチ ャット総裁歓送会を盛大 に催す

1928/10/6 46 *商務運輸省の組織機構を大幅に改革

鉄道 、路面電車、 自動車、道路、運河、発電、
.

水道 、協同組合、民間航空 などの行政を集 中

1929/12/9

.

47 電信設備の近代化計画を国王に奏上する

1929/12/31

.

*郵 便電信局、貯蓄銀行 の業務を大蔵省か ら移管

1930/2/5 48 北タイの電信普及状況につき視察旅行出発

1930/7/8

.

48 著作権法制定について、国王に奏上す る

1930/10/22 48 日本 、中国、 ビルマの視察旅行 に出発

1931/2/25 49 *タ イでのラジオ放送開始(パ ヤータイ放送局) 扇m伽4n糊 淵"判 剣・1判凹

この事業を推進 したのがブラチ ャッ ト親王

1931/4/1 *農 業栽培局、畜産局な どを商務運輸省に統合

1931/10121 49 ラ ー マ7世 王特 別 補佐 官(Aphirat・montri)
∩ り 幽Of15n割羽倫ri

1932/5/10 *民 間航空会社に設立と航空事業許可を与える
∩ 製`●u

"柑 γ1しa割alm例 司ma

1932/6/24 50 ◆ 立憲革命勃発。当日、フアヒンの離宮にいた

ラーマ7世 王に伝達。革命後、公職か ら退 く

1933(?) 51 シンガポールで事業を開始(映 画制作な ど)

1933/2 51 フィリピン訪問。マニ ラ鉄道支配人 ほか と会見

1935/5 53 サ ンフランシスコ訪問。映画会社買収のため

1936/8/1

.

54
.

タイヘー時帰国。 これが最後の タイ滞在 となる

1936/9/14 54 シンガポールで死去。54歳7カ 月22日
.

(出 所)(1)ブ ラ チ ャ ッ トの 葬 式本(タ イ文 、バ ンコ ク、1937年2月12日)[文 献3076]

(2)「 ブ ラ チ ャ ッ トチ ャイ ヤ ーゴ ン親 王 生誕100周 年記 念 本 」(タ イ文 、 バ ンコ ク、1982年2月25日

一3月3日)[文 献3033]1

(3)タ イ国鉄編 「グロムマプラ ・ガムペー ンペ ッ トアッカラヨーティン殿下の生涯 と御業績」

(rブ ラチ ャ ッ トラ ムル ック」3-108ペ ー ジ、バ ンコ ク:1983年 、 タイ文)[文 献3004]

(4)陸 軍通信部r陸 軍通信部 隊60年 史 ブラチ ャット親王」(タ イ文、バ ンコク、1988年)[文 献3026]

(5)タ イ 国 鉄編rタ イ 鉄 道業72年 史」(タ イ文 、 文献3003)1969年 、3-4ペ ー ジ。

(6)鉄 道局r年 次事業報告割 各年次版1

(注)王 族 爵 位(プ ラ イサ リヤ ー ヨ ッ ト)は 、 ク ロ ムマ ムー ン、 ク ロム マ ク ン、 ク ロム マル ワ ン、 クロ ムマ プ ラ と

昇位し、それぞれ欽賜名を国王から下賜される。1
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表 冊 一2プ ラ ヤ ー ・サ ー ラ サ ー トシ リラ ック の経 歴

名前:PhrayaSarasatsirilak(SansaroenSukhyang} 判驚mm5m創 帆ζ齢論 甘㎡

生没 年 月 日:1883年12月22日 一1951年5月30日
∩'

衛 写旧rq肉 勝m唱 ∩

経歴:道 路局長、タイ人第2代 目鉄道局総裁

年月 日 年齢 地位、階級、位階、欽賜名 ㎡1巳仙,劃 例鵬 電m齢 討

1883/12/22 1 ル ワ ン 。バ ッタナ ー ポ ンパ ク デ ィ(Thim 罰m輔 側1脚 磁 茄 翻(航凋"m"の

Sukhyang》 の 息 子 と して生 まれ る.

1889一 スワヌグラープ校に学ぶ. τ霜"羽m剛m"

1900/3 16 国王奨学生試験に1番 で合格する

2番 は モ ム チ ャオ ・チ ャラ ー ト、年 間2名

1900/6 16 イ ギ リス、 ノー サ ンプ トンシ ャー に留 学 。 τ測 号創um百 し鮪

OundleSchoolに 入学す る

1903 RoyalIndianEngineeringCollege,

(クーパー ヒルズ)に 入学。土木工学を学ぶ

1906/6 zz AssociateMemberofInstituteofCivil

Engineers(A.M」.C.E.}の 試 験 に 合 格 。

土木工学士の学位をR」.巳C.か ら取得す る

1906/7 22 アメ リカに留学、灌概事業の研修を受ける

カ リフォルニ ア大学修士課程に入学

1907/5 23 同大 学 よ り工学士(Mastro「Science)の 学 位取得

1907/10/9 23 帰国後、土木省運河局エ ンジニア補佐に就任
り ■ ∩ 畠 幽'

鯉m囚a羽 創田"写nr割 臼ao"

J.HomanvanderHeideの も と で 働 く

1908-1912 この 間 、BangNok-khuθk,BangYang,

Pasi-charoenNokな どの 運 河石 組 み に従 事

のちバ ンコク水道供給施設 も手掛ける

1910/8/4 26 欽 賜 名下 賜KhunPhadungsakhon-sattri
`

剛u闘困 創1価m術 鮪

1911/8/20 27 昇級RongAmmatEk
,'

動臼r5ma1割1例 割旧n

1912/4/1 28 運河局から分離独立して道路局を新設する 翻 別m司 τo胸1ma噸 欄"1

その結果、道路局エ ンジニア補佐に。

1912/6/26 28 昇 級AmmatTri
●'」 ■

劉例o、 割1個 創帆『

1913/914 29 昇級AmmatTho 創例d1割19前 罰

1913/11/14 29 欽 賜名 下 賜 しuangPhadungsakhon-sattri
d一

"aつ 覗 困m価m酉 例写

1914/9/30 農務省灌概局の水路課を分離、道路局 に統合。

1914/11/14 30 欽賜 名 下 賜PhraPhadungsakhon・satri
r

鵬訓卵m爾m禰5

30 道路局長補佐に任命、バ ンコク水道:施設の建設

1915-1917 31 道 路 局局 長(chaokrom)に 就 任 。前 局長 は
り

Lqlns闘 γ11"

サ ー イユ ッ ト ・サ ニ ッ トウ ォ ン

1916/7/31 32 昇級AmmatEk
●'

劃例01割1帆 創しan
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表W-2プ ラ ヤ ー ・サ ー ラサ ー トシ リラ ック の経 歴

名 前:PhrayaSarasatsirilak(SansaroenSukhyang) 精 影mm5m術a噺 齢 甫h廿㎡

生 没 年 月 日:1883年12月22日 一1951年5月30日
〔 ♂

爾rし衛q肉"m雨a

経歴:道 路局長、 タイ人第2代 目鉄道局総裁

年月 日 年齢 地位、階級、位階、欽賜名 幽"噛 割刑5写m湘

1917/7/30* 33 道路局を鉄道局に統合。同道路局部長に就任 侑 輔m5割mm写 羽写Ω1湘m噸

(1928年2月27日 ま で)。

道路建設担当技師長
9

"1劃"1唱 しonn1写 れ1苅"爲 つ"

191S/12/22

.

34 欽賜 名PhrayaSarasatsirilak 判驚mmsm厨 例ξ齢査稲 ㎡

1922/12/30

.

38 昇級MahaAmmatTri
o♂ 」圃

魁例闘"101闘1n創 研写

1926/3/20 42 国際鉄道会議出席のため,パ リに旅行

1927/6/22 43 タイ鉄道局総裁代行を務める(10月 まで) 繭"mm・ 測 噂 珈 瓢・m写sΩ1刊

1928/2/27* 44 タイ鉄道局総裁に就任(一1932年8月8日) 噺蜘 暫・m漁1湘m竜

1925/4/3 44 枢密院議員に任命
`

o潮63捌a写

1928/9/8曹 沿岸 防衛会議委員長代理に任命.
り ・ 」

鮮 判羽m割 簡mm冤 潮術m"罰 ∬「欝鴨 聰

1928112バ

.

44 ブ ラ チ ャ ッ トの ヨー ロ ッパ 視 察 中、 巳判羽馴1"斎n淵 盲制m伽 訂聯

商務運輸大臣代行 を一時務 める 例割vln割

1931/6/10 47 外国視察旅行

1931/11/8 47 昇 級MahaAmmatEk
●'

創f伽"101割 「例肌on

1932/8/8 48 定年前に、タイ鉄道局総裁 を退任

1951/5/30 67 67歳 にて死去

(出 所)(1)タ イ 国鉄 編rタ イ 国鉄72年 史 」(タ イ 文 、文 献3003)、4-5ペ ー ジ 。

(2)"PhyaSarasastra,"BangkokTimesWeeklyMail,August12,1932,p.29.

(3)*は,タ イ鉄道局r年 次事業報告書」よ り作成。

(4)道 路局 「道路局60年 史記念本」(タ イ文)1972年4月1日)
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表W-3プ ラヤ ー ・サ リ ッ トデ ィガ ー ンバ ンチ ョ ンの 経 歴

名 前PhrayaSaritdikan-banchong(SamanPanyarachun}
∩

w鴨m厨q齢m別 箔鯛

生 没 年 月 日:1889年11月15日 一1967年1月23日 翻1羽 伽ms騨

経歴:鉄 道局機械技師長、電気担当技師長、第3代 目タイ人鉄道局総裁、鉄道学校校長

年月 日 年齢 地位、階級、位階 ・欽賜名 甫・"舳,柵ssm縮

1889/11/15 1 ノ ンブ リー県 、平民ウィチア ンの子 として生れる 弓し看洲 伽m剛

1899/3 9 スワヌグラープ校3年 生の試験合格 τ雨 創""糊 胴m漁"椥 竹1瑚

1906/1 15 スワヌグラープ英語校6年 生の試験合格 τ楯 蜘 つ剛m"赤mq廿

1906/9 16 国王奨学生選抜試験(年2名)に 合格

イギ リスに留学す る(1913年 まで)

1906/9 16 ラグ ビー校に入学(1908年7月 まで)

1908/10 18 マ ンチェスター、 ビク トリア大学工学部入学

一1910/6 (1910年6月 ま で)

1910/8/15 20 London&NorthBritishWesternRailway

・1913/11 24
.

で研修を積む(1913年11月 末 まで)

製鉄 、鉄橋製造工場など見 学。同時にオラ ンダ

ドイツ、ベル ギー、デンマークを視察旅行

191412/1

.

24 鉄道局 に入局。初任給200バ ーツ n謝 写Ω1稲a1母na覗""」 隅

鉄道局長付き企画課 ・技師補佐
.Ur」 ご."

m烈 瓢1"胆 つ"割a別 例omn謝

191418/27 コ ー ラ ー ト地 区技 師(nai-changphak) umh湖maτ ∩写1瓢,韮寧m司

保線作業に従事

1914/10/1

.

24 300バ ーツに昇給。地位、職務は同上

1914/11/29

.

鉄道局長付き企画課に復帰 no司 巳1川 駄闘"

1915/8/1 25 ゲ ー ンコー イ=コ ー ラ ー ト間の 保線 作 業 悟1m仙 冤脚1竜 眺㎡欄 凹召"τ例割

1915/8/29 昇級RongAmmatTho 梱 δ1割1例㎡筑

1916!1/1 26 350バ ーツに昇給。地位 、職務は同上のまま

1916/7/31 爵位 と欽 賜名LuangSaritkan-banchong
L

罰m"厨q艶 桐m別ss覗

昇級RongAmmatEk
o'

sa"01"1研 飢on

1917/4/1 27 地 区技 師.(DlvlslonEnghooり に昇 進
■

1」1創劉n"ala

380バ ーツに昇給

1917/7/22 ク ンターン トンネル掘 削課に配属
■ り

m唱m宵N騨ma

1917/12/20

.

28 昇級AmmatTri
● ♂ 」圃

o、 鵠1飢"斜 『

1918/4/1 28 425バ ー ツ に昇 給

1918/6/1 28 鉄道局機械事業部機械担当課に配属 飽 耐1"mn謝501蜘m唱

同時に、バ ンコクノーイ工場長補佐 に就任 m"幽 竜mτ 割1"m苅nan¶la割

(AssistantWorkshopSuperintendent)

1920/4/1 30 460バ ーツに昇給

1920/4/19 30 約1年 間、英 、米、仏、 ビルマな どに鉄道視察

一1921/3/1 ブラチャッ ト鉄道局総裁に随行する

1921/4/1 31 500バ ーツに昇給

1921/7/21 31 マッガサン工場の機関車長に任命
り,り

qm"つ 創m賀n萄n

(LocomotiveSuperintendent)
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表 田 一3プ ラヤ ー ・サ リ ッ トデ ィ ガー ンバ ンチ ョンの経 歴

名 前PhrayaSaritdikan-banchong(SamanPanyarachun》
`

脚驚m蕊q1州m別 箔 魍

生没年月 日=1889年11月15B-1967年1月23日 厨罰1"伽m剛

経歴:鉄 道局機械技師長、電気担 当技師長、第3代 目タイ人鉄道局総裁、鉄道学校校長

年月 日 年齢 地位 、階級、位階 ・欽賜名 憐・眺騎山,捌 写写m縮

1922/1/15 32 昇級AmmatThO 由"1例 読 笥

1922/4/1 32 540バ ー ツに昇 給

1922/12/30 33 爵 位 と欽 賜 名PhraSaritdikan-banchong
A

別驚爾"例n1別 筋 魍

1923/4/1 33 580バ ー ツに昇 給

1924/1/1 34 機械担当技師長に昇進。600パ ーッに昇給
■

u1創 暫1唱n飢on

(CheifMechanicalEngineer)

昇級AmmatEk
9'
a1翻1例 飢on

1925/1/1 35 爵位 と欽賜 名PhrayaSaritdikan・banchong
∩

判驚m冠q廿am別 弱 覗

1925/4/1 35 620バ ー ッに昇 給

1926/3/1 36 機械事業部に電気電信信号部新設 m司1繭 「

1926/3/1 電気担当技師長に昇進 羽1囲1逼m1繭1

(ChiefElectricalEngineer)

1926/4/1 36 660バ ー ッに昇 給

1927/3121 37 再度、機械担当技師長代理に任命
.u」 」 駄

▼11""1鯛"割""'1創 暫1唱n蕊

1927/4/1 769バ ーッに昇給

1927/4/14 38 ラー マ6世 王通 り補修隊長 に任命
陰 ∩ ■

"紺 旧唱w旧 甘瓢o割日1創判5笥1闘b

1928/4/1 39 800バ ー ツに昇 給

1930/4/1 39 850バ ーッに昇給

1930/10/29 39 帰 国 後 、技 師 長 代理(nai-changθk)に 任 命
■

"罰1摺1固5刊 旧n

1931/6/10 41 鉄道局総裁代理(1931年12月 まで)
uりu

5m壷1罰 暫m5罰 羽ゆq!mn「 「

1932/8/1 42 鉄道局総載(一1933年3月31日) 曹陶 瓢、n精 Ω1稲m副 唱n7司術m割

1933/4/3 43 サー ムセー ン電力工場長に狂 命 噺百1m"m棚 碗1"aNa1羽 し日u

1934/6/8 44 日本の鉄道、電力事情視察旅行

1935/7/1 45 内務省から鉄道局機械担当技師長に復帰 m"幽 噸1"崩1罰m油 司m

1935/8/1 45 鉄道局次長に任命。実質の局長権限を付与

1936/6/10 4fi 英領 マラヤ、イ ン ドシナ、 日本に視察旅行

1943/6/1 53 鉄道技術学校の校長に就任 。101sガ1"q江 写"し弓訓3例 っns5割5Ω1咽

1954/3/1 64 高齢により校長を退任

1967/1/23 77 77歳 で死去する

(出 所)(1)プ ラヤ ー ・サ リッ トデ ィガー ンバ ンチ ョンの 葬 式本(バ ンコ ク、1967年5月15日)

[文献3052];(2)鉄 道局 「年次事業報告書」各年次版な どよ り筆者作成。

(注)(1)爵 位 と欽 賜 名 。 爵 位 は ク ン、ル ワ ン、プ ラ、プ ラヤ ー と昇格 す る。

(2)階 級。軍人の ナーイ ローイ(尉 官)、 パ ン(佐 官)、 ポ ン(将 官)に 相当す る文官の 階級で、

ロー ンア ムマ ー トは尉 官 級 、 ア ムマ ー トは 佐 官級 、 マハ ー ア ム マー トは 将 官級 を 示 す 。

アムマー トエークは軍人の大佐に相当す る。1
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表W-4プ ラ ヤ ー ・ウ ィ トサ ダー ン ドゥン ラヤ ラ ッ トキ ッ トの 経 歴

名前PhraWitsadandunlayaratkit(ChoeiPhancharoen}

生年 月 日:1890年10月30日 一1948年5月15日

職歴:陸 軍工兵局、陸軍戦略局鉄道エ ンジニア リング部隊長、鉄道局運輸事業部長

年月 日 年齢 月給 職歴、地位 ・位階、階級
一

1890/10/30 口 LuangCharoensombat(ThongYu)
　

　

の息子と して生まれ る。ナコンサ ワン県出身

1903/11/2

.

13
.

響 陸軍士官学校へ入学

1908/4/1 17 45 陸軍工兵局第一部隊(バ ンコク)第2中 隊入隊

1908/6/12 17 so 同上地位、昇給

1912/2/1 21
.

so ピッサヌローク県第7師 団特別大 隊

1909/7/5 18 so 陸軍大尉に昇進

1912/4/1 21 65 同上地位、同階級、昇給

1913/5/1 22 95 同上地位、昇給/5月26日 中尉へ昇級

1913/10/1 22 95 陸軍参謀局訓練官に移動

1915/4/1 24 105 同上地位、昇給

1915/5/1 24 105 陸軍戦略局鉄道課電信部隊に移動

1915/7/1 24 鉄道局北タイ本線、南タイ本線で運輸、

保線、機械エ ンジニアリングを研修

*当 時、鉄道局の管理職には、陸軍戦略局の

出向組が多数いる。そ うでなければ ドイツ人

鉄道局か ら月60バ ーツの特別手当て。最初は

列車ダイヤを学ぶ(以 上、31へ%ジ)

1916/411 25 135 昇 給 。

1916/5/23 25 135 大尉に昇級

1916/12バ 135 陸軍鉄道課電信部隊に復帰(1年5カ 月)

1917/4/1 26 145 昇給。大尉第2級

1917/4/10 26 145 陸軍戦略局鉄道課エ ンジニア リング部隊長

下士官と士官生をマ ッガサ ン鉄道工場に派遣

1917/7/22 26 陸軍戦略局鉄道課から王立鉄道局へ出向

同局運輸事業部長補佐に任命される

*ブ ラチャット鉄道局総裁の要請に応 じる

一

*当 時、 きわ めて 忙 しく、夜9時 まで残 業。

自宅か らスタッフのため炊き出 しを頼むほど。

一

*駅 員の規律も極めて厳 しい。制服忘れると、

給与 か ら罰金 を差 し引 く(33へ 。一ジ)

1918/4/20 27 LuangWichanphayuhaphon欽 賜名 を下 賜

1919/4/1 28 190 地位は陸軍戦略局、昇給、少佐第3級

1920/4/1 29 300 鉄道局職員(陸 軍付 き)に 公式 に任命

運輸事業部長補佐、昇給
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表 町 一4プ ラ ヤー ・ウ ィ トサ ダ ー ン ドゥ ンラヤ ラ ッ トキ ッ トの経 歴

名前PhraWitsadandunlayaratkit(ChoeiPhancharoen)

生 年月 日:1890年10月30日 一1948年5月15日

職歴:陸 軍工兵局、陸軍戦略局鉄道エ ンジニア リング部隊長、鉄道局運輸事業部長

年月 日 年齢 月給 職歴、地位 ・位階、階級

1921/4/1 30 340 同上地位、昇給

1922/4/1 31 400 同上地位、昇給

1923/4/1 32 440 同上地位、昇給

1923/1/1

1

PhraWichanphayuhaphon欽 賜 名 を下 賜

1923/1/1 PhraWitsadandunlayaratkit欽 賜 名 を 下 賜

サ クデ ィナ ー400ラ イ

1924/4/1 33 480 同上地位、昇給

1925/4/1 34 520 同上地位、昇給

1925/5/20 34 鉄道局の公務 としてヨーロッパ諸国へ鉄道研修

1926年2月28日 帰国、元の地位 に復帰

1927/4/1 36 560 同上地位、昇給

1928/4/1

.

37 soa 同上地位、昇給

1932/4/1 41 600 鉄道局運輸事業部長に昇進

1932/11/1 42 soo 鉄道局貨物運輸部長に任命

1933/7/24 42 soo 鉄道局総裁代理に任命される

1935/7/1 44 soo 国防省の願 いにより、陸軍参謀局付きに移動

193614/1 45 中佐に昇級

1936/10/1 45 鉄道局ヘー時 出向。1937年5月 復帰

1939/4/1 大佐に昇級

1941/5/20 50 国防省陸軍参謀局第4課 課長

1941/6/1

.

50 goo 同上地位、昇給 第52級

1943/3/22 52 陸軍参謀局退職、運輸省輸送局長へ移動

1944年1月 、国防省陸軍参謀局へ復帰

1944/1/1 53 800 昇給

1946/1/1 55 高齢により退役。年給7200バ ーツ
.

18歳 か ら38年8カ 月、公務員 として勤務

1948/5/15 57 死去する
.

(出所)プ ラ ・ウィサ ダー ン ドゥンラヤラ ットキッ ト陸軍大佐の葬式頒布本(バ ンコク:1948年6月15日)

(チ ャラ ッ ト文 庫0152)[文 献3048]よ り筆者 作 成 。
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表W-5プ ラ ・ラ ムパ イ ポ ン ボ リパ ッ トの経 歴一
名前lPhraRamphaiphong-boriphat(ChitBun-nak)

生年月 日:1864年9月19B-1928年3月8日

1経歴:タ イ人最初の建設工 区担 当並びに管区担 当ニ ンジニア、東北部線建設担当技師長、全路線建設貢任者

一

年月 日 地位、位階 ・階級、欽賜名

1864/9/19 プ ラ ヤ ー ・モ ン トリー ス リウォ ン(チ ュム ・

ブ ンナーク)の 息子 として生まれ る

1878 13 ベル リンの シャル ロッテンブル グ技術学校に留学

土木工学を学ぶ

1890 25 外務省に通訳官として入省

1890 パ ンチ ャー ド調査(鉄 道建設調査)に 参加する

1892 27 鉄道局に入局。建設担当技師補佐

1893 28 コー ラー ト線パークプ リュウ工 区の監督官に任命

◆工区担 当エ ンジニアはキ ャンベル社が派遣

1895 30 爵位 と欽賜名を授与Luang

1896 31 コー ラー ト線 、 ヒ ンラ ップ;コ ー ラー ト間の

工区担当エ ンジニア。タイ人最初の建設担当技師

1899 34 土木大臣の指示でイギ リスに鉄道研修

一一1902 3年 間滞在。鉄道会社で実地研修な ど

1905 40 爵位 と欽賜名を授与Phra

1909/4 44 南部線建設の決定 により工 区担当エ ンジニアに
7

任 命 。 同年 末 、 ナコンシタンマラート管 区建 設 担 当責 任 者 に

1911 46 AmmatTri

1912 47 NaiChangNaiDan(?)に 昇進

1913 48 昇 級AmmatTho

1915 50 昇級AmmatEk

1917/7 51 道路局を鉄道局に統合 した後、道路局中部 タイ

管区の建設担当技師責任者に就任

1918/7/27 53 鉄道奨学生第1期 生のアメ リカ留学 に監督者兼

引率者 と して同行。バ ンコクを出発

1919/12/1 55 東北部線 コーラー ト=ウ ボ ン間延長工事の

事前調査責任者に任命

1921/4 56 東北部線建設担当技師長に任命。タイ人最初の

建設担当技師長

1922 57 昇 級MahaAmmatTri

1927/11/16 63 鉄道局を退職。当時は鉄道全線建設担当技師長

1928/3/6 63 63歳 と6カ 月で病死

(出 所)(1)r官 報 」第44巻 、1928年3月18日 、4053-4054ペ ー ジ。

(2)タ イ鉄道局 「年次事業報告書」各年次版1

(3)"TheLatePhyaRamphai,"BangkokTimesWeeklyMail,March8,1928.
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表W-6プ ラ ・ウ ドム ヨ ー タ ーテ ィユ ッ ト

名 前:PhraUdom-y◎thathiyut(SotRattanawadi》

生没年月 日:1892年7月28日 一1959年12月14日

経歴:鉄 道局総裁代行、鉄道局長2回 、灌概局長

年月 日 年齢 地位、階級、位階、欽賜名

189218/7 1 バ トゥムター ニ ー 県で 、 ナー イ ・ラー プ の息 子

として生まれ る

1909 15 陸軍士官学校に入学

1910/4/1

.

17 陸軍に入隊

1913 20 陸軍士官学校高等3年 卒業

1915 22 陸 軍 少尉NaiRoiTri

1925

.

32 KhunAtkampang

1933 40 第2種 国会議員に任命

1934/4/26 41 鉄道局総裁代行 に任命(一1935年4月)

*マ ッガサ ン鉄道工場2000名 のス トライキを

収拾するため

1934/5-34/7 3カ 月間、軍がマ ッガサ ン鉄道工場を査察する

1935/5/1 42 鉄道局長に任命(一1937年1月31日)

1937/2/1 43 農業省灌概局長

1942 49 工業化推進委員

1942 49 工業省次官を経て工業大臣へ

1942 49 国家工業化委員会委員

(KamkanSangUtsahakamhaengChat)

1943 50 輸送委員会委員長、鉄道事業引受委員会長

1943 再度、灌概局長

1943/9/17 再度、鉄道局長

1943 50 3度 目の灌概局長

1943 50 陸軍運輸建設隊長(師 団長と同格)

1943 50 陸軍少将PhonTri

1947 54 退職、上院議員に選 出

1950 57 再度,上 院議員に選 出

1959/12/14 ss 66歳 で死去する

(出所) (1)プ ラ ・ウ ドム ヨー ター テ ィユ ッ トのr葬 式 本 」(バ ンコ ク、 1960年6月16日) [文献3073]

(2) タ イ 国鉄 「タイ 国鉄72年 史」(タ イ文 、 文献3003)8-9ペ ー ジ。
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表W-7チ ャル ー ン ・ラ ッタナ グ ン ・セ ー リー ル ン リ ッ ト陸 軍 大将 の経 歴

名 前:LuangSeriroengrit(CharunRaUanakunSθriroengrit)

生 没年 月 日:1895年10月27日 一1983年7月10日

経歴:陸 軍工兵局通信部隊、陸軍通信学校長官代行、鉄道局長、運輸大臣、 タイ国鉄初代総裁

年月 日

.

年齢
.

地位 、階級、位階 ・欽賜名、給与

1895/10/27

1

1 バ ンコク、チ ャル ングル ン通りに生れ る

チ ッ ト・ラッタナ グンの息子/名 門閥の出身

1911/5/3 15 陸軍士官学校に入学

1916 20 陸軍 士官学校卒業、全校で12番 の成績

1916/6 20 陸軍士官部隊第3小 隊長付き補佐

手 当ては16バ ーッ

1917/411 21 陸軍工兵局に入隊。初任給60バ ーツ

1917/11/1 22
.

陸軍工兵局第3部 隊。月給80バ ー ッ

1918/4/20 22 陸軍少尉に昇格

1919/4/1 23 陸軍少尉3級;昇 給85バ ーツ

1919/8/23 23 エ ーブと結婚

1920/4/1 24
.

陸軍少尉1級;昇 給90バ ーツ

1922/4/24 26 陸軍 中尉3級;昇 給95バ ーツ

1923/5!1 27 陸軍工兵監察局へ入局

192514バ 29 位階欽賜名授与Khun;

陸軍 中尉2級 、昇給105バ ーツ

1925/4/11 29 陸軍第2工 兵局第2中 隊長

1926/4/1 30
.

昇 給115バ ー ッ

1927/4/1 31
.

陸軍大尉3級;昇 給135バ ーツ

1927/5/1 31 陸軍国王警護第1工 兵局第2中 隊長

1928/4/1 32 同局第1通 信大隊第2中 隊長

昇 給145バ ー ッ

1928/4 陸軍工兵学校教師兼任

1929/6/19 33
.

位 階 欽賜 名 授 与LuangSeriroengrit

1930/4/1 34 陸軍大尉1級;昇 給160バ ーツ

1932/8/1 36 第1通 信大隊長

1933/4/1 37 陸軍少佐;階 級制度変更 、14級 に格付け

昇給220バ ー ッ

1933/10/11 37 ボ ワラデー ト親王叛乱への説得団長 となるが

逆に叛乱軍により拘禁 される

1934/5-7 37 マ ッガサ ン鉄道工場のス トライキを受けて

軍が3カ 月間、実態調査委員会を鉄道局に

派遣す る。チ ャルーンもそれに参加

1933/12/9 38 上院議員に任命される

1934/411 38 陸軍 中佐に昇格。軍18級 に昇格

同時 に昇給300バ ーッ
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表 町 一7チ ャル ー ン ・ラ ッタ ナ グ ン ・セ ー リー ル ン リ ッ ト陸軍 大 将 の経 歴

名 前=⊥uangSeriroengrit(CharunRa廿anakunSeriroengrit)

生 没 年月 日:1895年10月27日 一1983年7月10日

1経歴:陸 軍工兵局通信部隊、陸軍通信学校長官代行、鉄道局長、運輸大臣、 タイ国鉄初代総裁

年月 日 年齢 地位 、階級、位階 ・欽賜名、給与

1934/11/6 39 陸軍通信学校長官代行兼任

1935/4/1 39 軍20級 に昇格;昇 給350バ ーッ

1936/4/1 40 軍21級 に昇格;昇 給400バ ーッ

1937/2/1 41 鉄道局長に就任

1937/4/1

.

41 陸軍大佐に昇格

1939/12/6 44 経済大臣代理に就任.

1940/12/4 45 仏印インドシナ対抗東部方面軍副司令官

1941/5

.

45 陸軍少将に昇格

1941/9/26 45 国防大臣補、

陸軍司令官補技術担当

1941/12/23 46 パーヤ ップ方面軍司令官

1942/3/10 46 鉄遭局長退任、経済大臣に就任

1942/5/5

.

46 商務大臣に就任

1942/6/18 46 陸軍中将に昇格

194219/8 46 運輪大臣に就任

1949/11111 54 鉄道局長に2度 目の就任

194912112 54 プラパイ と再婚

1951/7/1 55 タイ国鉄初代総裁に就任

1952/3/17 56 陸軍大将に昇格

1959/9/11 63 高齢のため国鉄総裁を退任

1983/7/10 87 バ ンコ ク、 サ ミッ トウ ェー ト病 院で 死 去

i

(出 所)チ ャル ー ン ラ ッタナ グ ン ・セ ー リー ル ン リ ッ トのr葬 式 本」(バ ンコ ク、1983年12月21日)

[文 献3015]ほ か よ り作 成 。 }
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表W-8モ ー ム チ ャオ ・シ ッ トタヤ ー ゴ ン ・ウ ォ ー ラ ワ ンの 経 歴

名前:MomchaoSitthayakonWorawan

生年 月 日:1897年4月13日 一1965年4月27日

経歴:鉄 道奨学生、鉄道局機械担 当技師、工業局長、産業促進局長

年月 日 地位、位階 ・階級 、欽賜名

1897/4/13 ク ロム マ プ ラ ・ナ ラー テ ィ ップ プ ラパ ンポ ンの

息子 として生まれる。王族 出身

ラーチ ャウィタヤーライ校に転校

マハー トレク校に転校

チュラー ロンコー ン大学エ ンジニア課に進学

1918/6/10 21
.

鉄道局機械事業部研修生となる。

1919/6 22
.

鉄道奨学生第2期 生の試験に合格

1919/7/24 22 アメ リカに機械工学の勉強のため留学

?一 一1925 28 マサチ ューセ ッッ工科大学で工学士を取得

1925/12/14 28 鉄道局に復帰。機械事業部機械担当技師補佐

1925/12/23 バ ンコク機関車修理工場に移 る

1925/12/25 RongAmmatEk

1926/6/6 29 南部線 チュンポン地区の機関車検査官

1926/10/11 29
.

バ ンコクノーイ車輌整備工場長 に任命

1928/3/16 30 チ ャオ プ ラヤ ー ・ス ラ ウ ォ ンワ ッタ ナサ ックの

娘 、 ダ ム リー ウ ォー ラ ワンと結 婚

1928/4/1 30 チュムポン地 区車輌長を兼任

1928/7/1 31 トゥンソン地 区地機械担当技 師に任命

同時 に、 トゥ ンソ ン、ハ ジ ャイ 、ス ラ ー ト

ター ニー地区の機関車(整 備)工 場担当者

1932/12/1 35 本部事業部企画課に移る

1934/5/15 37 マ ッガサ ン鉄道工場車輌修理工 場機械技師

1938/10/18 41 機械サ ービス部長 に昇進

??一 。 スイスにデ ィーゼル電気機関車の視察と研修

約2年 間ヨー ロッパ に滞在 して、戦争直前に帰国

1942/9/1 45 鉄道局を退職。工業省付き機械担当技師長

1945/12/15 48 工業省産業促進局長に昇進

1946!6/29 49 工業省工場局長に移る

1946/817 49 2度 目の産業促進局長に就任

194619/16 49 2度 目の工場局長に就任。以後8年 間

1954/6/7 57 工業省付き技師

1958/1/1 so 定年につき工業省を退任する

196514/27 68 死去する

(出 所)モ ー ムチ ャオ ・シ ッ トタ ヤー ゴ ンの 「葬式 本 」(バ ンコ ク 、1965年10月4日)[文 献3058]

より作成
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表W-9モ ー ム チ ャオ ・ス ー ム サ ワー ト ・グ リダー ゴ ンの経 歴

名 前:MomchaoSoemsawatKridakon

生 年 月 日:1898年5月11日 一1940年12月10日

経歴:鉄 道奨学生、タイ人最初の技師長

年月 日 年齢 地位 ・位階 ・階級

1898/5/11 プ ラ オ ンチ ャオ ・ナ レー トウ ォ ラ リ ッ ト

の息子 と して生 まれる

*ラ ーチ ャウィタヤーライ校初等科卒業

1911-1922

.

13 イギ リス留学、パブ リックスクール入学

ケ ンブ リッジ大学で工学を学ぶ

1920 22 ケ ンブ リッジ大学より工学士を取得

1920-1922 2年 間、London&NorthWesternRailway

Companyで 鉄道の実地研修 を受ける

1922/10/25 24 鉄道局へ入局。ブラチャッ ト鉄道局総裁の指示で

一一1923/8 鉄道建設計画のマスタープラン作 りに従事

1923 25 イ ン ドシナ鉄道の視察旅行 。帰国後、東北部線

1925 27 チセオプ ラヤー・ウォンサーヌプラバ7トの 娘 セ ー と結 婚

鉄道技師チ ャルー ン、チ ャランなどと義弟関係

1925/11/1 27 コー ラー ト幕 ノー ンカー イ 間建設 の 測 量調 査

*そ の 後 、 チ ュム ター ン=コ ー ンゲ ン間建 設 担 当

責任者に任命

1928/5/16 30 ヨーロッパ鉄道視 察旅行(8カ 月)。 帰国後、

詳細 な鉄道エ ンジニア リングに関す る報告書提出

1929/1/19 30 東北部線延長工事の建設担当責任者に復帰

1932/9/1 34 技 師長に昇格。マ ッガサ ン鉄道工場課、保線課、

企画課、通信信号課、資材課の機械事業部を統括

鉄道理事会理事に就任

1934 36 連邦 マレー鉄道 との協定見直 し会議のタイ代表

と して交渉にあたる

1935/6/10 鉄道理事会専門委員に任命

193815/31 40 タイ鉄道局長補佐

1939 41 技師長に昇格

1940/12/10 42 健康 を害 し、死去。

(出 所)モ ー ムチ ャオ ・スー ムサ ワー トのr葬 式本 」(バ ンコ ク、1941年3月22日)〔 文 献3065]

鉄道局r年 次事業報告書」 より作成。
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表 ～肝10ル ワ ン ・チ ャラ ンサニ ッ トウ ォ ンの 経 歴

名 前:LuangCharansanitwong(MomluangCharanSanitwong}

生 年月 日:1897年1月7日 一1958年5月9日

経歴:鉄 道奨学生推薦組、鉄道局土木技 師、鉱山局長 、工業次官、運輸次官

年月 日 地位、位階 ・階級 、欽賜名

1897/1/7 チ ャオ プ ラヤ ー ・ウォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ トの

息子 と して生まれ る。チャルー ン、ウ ドムは兄弟

1903-1906 6
.

テープシ リン寺学校で学ぷ

1907 ラーチャブーラナ寺中等学校へ転校

1908 マタヨム ウィタヤー校へ転校

1910 スワヌグラープ校へ入学

1911-1912 14 ラー チャウ ィタヤーライ校へ転校

1912 イギ リスへ留学。在 ロン ドン大使館の領事

チ ャルー ンサ ック ・グリダーゴ ンが留学生監督

1914-1916

.

17
.

Worcesterの パ ブ リックス ク ール で3年 間 学ぶ

1916/6 バーミンガム大学土木工学部に入学

大学滞在 中に、推薦で鉄道奨学金を受ける

1920/9 23 6月 の最終試験は手術で断念、9月 に合格

1920-1922 ClipwarLandBridge&EngineerCo.研 修

1922/7/13 25 鉄遭局へ入局。東北部線建設担当技師補佐

初任 給 は300バ ー ッ。

1922/8/1 25 コーラー トの建設現場に赴任。ス リン県まで

建設工事の進行によ って現場を移動する。

1922/11/10 25 RongAmmatEk

1924/1/1 27 位 階 欽 賜 名 を授 与LuangCharansanitwong

1924/5/16 27
.

チャオプ 升 一 ウォーラホ。ンヒ。バ ットの 娘 ジイア ム と結 婚

5男4女 に恵 まれる。

1927/3/15 30 ファ ヒン地区保線担当技師

1927/4/1 30 地位はファヒン地 区保線担当技師

職階は第2級 管区技師

1927/11/8 30 AmmatTri

1930/4/1 33
.

ヨー ロ ッパ へ 鉄道 視 察旅行(ll月21日 まで)

1932/4/1 35 第1級 管 区技師に昇進

1932/12/15 35 保線駅舎課技師責任者に就任

1941/6/1 44 土木担当部長代理を兼任

1942/10/9 45
.

土木担当部長に昇進

1942/9-48/8 45 国軍最高司令部軍用鉄道建設委員会委員

1944/11/17 47 工業省鉱山局長に任命 され る。

鉄道局を退職。22年 間の在籍

1946/6/29

.

46
.

工業省次官に任命

1946/7/9 46 工業省工場局長に任命(8月7日 まで)

1946/6/7 46 運輸次官を11年 間を務め る
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表W-10ル ワ ン ・チ ャラ ンサ ニ ッ トウ ォ ンの経 歴

名 前:LuangCharansanitwong(MomluangCharanSanitwong)

生年月 日:1897年1月7日 一1958年5月9日

経歴:鉄 道奨学生推薦組、鉄道局土木技師、鉱山局長、工業次官、運輸次官

年月 日 地位、位階 ・階級、欽賜名

一1957/12/31

1950/3/23 53 国家経済委員会運輸担当委員

1950/7/21 53 対外経済科学技術協力委員会委員に任命

1952/1/1

.

タイ倉庫公団理事会顧問に任命

1952/3/10 55 タイ国鉄理事に任命

1954/11/1 57 対外経済科学技術協力検討委員会委員に任命

1957/12/31 so 定年により運輸次官を退任

1958/5/9 61 61歳 で死 去 。
.

(出 所)チ ャラ ンの 「葬 式 本」(バ ンコ ク、1959年3月31日)[文 献3014]よ り筆 者 作 成 。
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表 可 一11ル ワ ン ・チ ャル ー ンサニ ッ トウ ォ ンの経 歴一
名 前;MomChaoLuangCharunsanitwong(CharunSanitwong)一
生 年 月 日:1896年11月19日 一1931年3月30日
一

経歴=鉄 道奨学生推薦組、タイ人初代マ ッガサン鉄道工場長

一

年月 日 地位 ・位階 ・階級

1896/11/19 王 族 チャオプラヤー・ウォンサーヌプラバ ットの息 子 と して

生 ま れ る 。祖 父 はプ ラオンチャオ・サーイサニットウォン

1902 5 テープシ リン校を卒業
.

1905-1907 9 イギ リスへ留学。持病の腎臓病悪化のため帰国
一

1910 13 アサ ンプション校 を卒業

1912-1922 15 再度、イギ リスへ留学

1915-1918 18 ケ ンブ リ ッジ大 学(SaintPeterHouse)で

機械工学を学ぶ

1919-1921 22 クル ー市London&NorthWesternRailway

Company鉄 道工場で実地研修を受ける

1922/7/1 25 鉄道局に入局。マ ッガサ ン鉄道工場機械技師補佐

1924/1バ 27 欽 賜名LuangCharunsanitwong

1924/11/1 27 マ ッガサ ン鉄道工場か ら操車係へ。機械技師補佐

1927/4/1 30 第2級 機械担当技師に昇格

1929/2/21 32 ヨー ロッパへ鉄道研修旅行。ディーゼル電気

一一10/11 機関車の研究を行なう。

1929/10/11 32 鉄道局機械事業部へ復帰

1930/4/1 33 第1級 機械担 当技師に昇格 。同時に、

タイ人最初のマッガサ ン鉄道工場長 に就任

1931/3/30 34 腎臓病悪化のため、34歳 で死去す る。

(出 所)ル ワ ン ・チ ャル ー ンサ ニ ッ トウ ォ ンのr葬 式 本 」(バ ンコ ク、1931年)[文 献3016]よ り作 成 。
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表W-12ル ワ ン ・シ リア ッカ ニ ー ガ ー ンの 経 歴

名 前:LuangSiriakkanikan(SutPalasiri}

生没 年月 日:1898年3月26日 一1961年10月9日

経歴:鉄 道奨学生第1期 生、電気担 当技師補佐、各種国営企業技術担当

年月 日 年齢 地位 ・位階 ・階級

1898/3/26 アー ントー ン県の村長の息子 として生まれ る

1906 8 アー ントー ン県のクルーパオ小学校に入学

1909 11 出来がよいため、バ ンコクの学校 に転校

1913 15 名門バ トゥムコンカー校中等6年 を首席卒業

1917/3/29 18 国王奨学金選抜試験 に2番 で合格。 しか し、

*18歳 以下 とい う年齢制 限に3日 かか り失格

1917/4 19 道徳省に入省、代用教員に。月給は30バ ーツ

1918/6 20 鉄道局奨学生試験 に1番 で合格。

1918/7/27 20 ア メ リカ 、 ボズ トンに 向 け 出発(9月21日 着)

1918-1920 22 マサ チューセッツ工科大学 に留学

*優 秀な成績で工学士を取得

1922/1/18 23 鉄道局に入局。機械事業部機械担当技師補佐

23 月 給 は80バ ー ッ

192314ハ 25 月給が100バ ーツに昇給。地位は同 じ

1924/i/1 25 ジー アムと結婚。2女 をもうける

1924/4/1 26 月給が150バ ーツに昇給。地位は同 じ

1924/5/1 26 企画課に移動

1924/11/1 26 機械事業部に復帰

1926/1/1 27 電信電話信号部を新設。機械事業部から同部

信号係に移動。電気担当技師補佐

*電 気 担 当技 師長 はプ ラヤー・サリットデ ィガーンパ ンチコン

1926/4/1 28 月給が200バ ーツに昇給

1927/4/1 29 発電担当責任者補佐から電気担当技師補佐に昇進

月給は250バ ーツに昇給

1928/4/15 30 連邦 マレー鉄道視察のため、英領マ ラヤに出張

1930/1/15 31 タイ鉄道局の信号装置の改良変更のため

一一5/8 イン ドの信号装置視察に出張

1930/4/1 32 月給が300バ ーツに昇給

1931 33 爵 位 欽 賜 名 しuangSiriakkanikanを 授 与 され る

1932/8/19 34 電気技術課を廃止。運輸 ・駅課に移動

1932/8/31 34 鉄道理事会理事(専 門家)に 任命

1932/9/21 34 管 区鉄道計画を作成、鉄道理事会 に提出す る

1932/10/18 鉄道理事会資材調査担当理事に任命

1933/3/26 35 鉄道開通36周 年記念式典事務局長を務める
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表W-12ル ワ ン ・シ リア ッカニ ー ガ ー ンの経 歴

名 前:LuangSiriakkanikah(SutPaiasiri)

生 没 年月 日:1898年3月26日 一1961年10月9日

経歴:鉄 道奨学生第1期 生、電気担当技師補佐、各種国営企業技術担当

年月 日 年齢 地位 ・位階 ・階級

1933/9/4 35 東北部線脱線 事故解明委員 としてコーラー トへ

この時、ボワラデー ト親王の仲間と接触の疑 い

1933/10/12 35 ボ ワラデー ト親王の叛乱に加担 した容疑で逮捕、

ただちに無罪放免。ただ し72日 間の自宅謹慎を

命 じられ る

1934/2/15 35 鉄道局を免職処分 となる(経 済大臣決定)

信号担当責任者が嘆願書を出すが認めず

1934/8/1 36
.

IEC社(lnternationalEngineeringCo.,Ltd.)

一一1941/12 同社電気製品販売責任者

1942/3 44
.

ピブ ー ン政 権 の タイ産 業 振 興公 社(lndustrial

一一1945(?) DeveloPmentCorp.)の 技 術 顧 問に就 任
.

同公 社総裁は鉄道局後輩のルワン ・デーチ ャー

1943 45 同公社の椰子油製造工場の建設を指導

1944 同公 社の 日本 タイ合弁紐製造会社タイ側工場長

1946-1947

.

48 米穀 公団総裁補佐。同公団総裁は鉄道奨学生で

鉄道 局の 後 輩 、ル ワ ン ・ウ ィター ンヨ ンタ ラガ ム

1948 50 IEC社 が再開/同 社技術部長(一1956年)

1956/6/19 58 ピブー ン首相の首相の招へいで国家経済開発公社

(NationalEconomicDevelOpmentCorp.)の

スパ ンブ リー砂糖工場長(技術担 当)に 就任

1958 so 同上工場長を退職

1959 61 日本 への経済 ミッションに同行

タイ米穀商協会会長アムポ ンの技術顧問 として

米ぬ か油搾油機械の 日本か らの導入 に尽力す る

1961/10/9 63 口頭 ガンで病死

(出 所)ル ワ ン ・シ リア ッカニ ー ガ ー ンのr葬 式本 』(バ ンコ ク 、1962年1月22日)[文 献3062]

鉄道局 「年次事業報告書」ほかより筆者作成。
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表W-13ル ワ ン ・ウ ィ トゥー ン ウ ィテ ィゴ ンの経 歴

名 前LuangWithunwithikon(SuiorMontriSirlsali)

生没年月 日:1899年1月3日 一1980年8月29日

1経歴:鉄 道奨学生、マ ッガサ ン鉄道工場長、運輸部長、機械担当技師長、タイ国鉄理事

年月 日 年齢 地位 ・位階 ・階級

1899/1/3 1 サ ラ ブ リー 県生 れ 。サ ー リーの3男

小学 校は ボ ピ ッ トピム ック 、 中学 はスワヌグラーフo校

高等はエ ンジニア学校(チ ュラー大工学部前身)

1918 19 鉄道研修生と して入局。月給30バ ーツ

1919/7 20 鉄道奨学生第2期 生に合格 。アメリカ、ボス トンへ

1920 21 マサチューセ ッツ工科大学機械工学部に入学

1923/6 24 在米タイ人留学生会会長に選出

1924/6 25 マサチューセ ッツ工科大学機械工学士取得

1924-25 ア メ リカ のSantaFeRailroadCo.で 研 修

1925/8/20 26 帰国後、マ ッガサ ン工場に配属

1927/4/16 28 バ ンコクノーイ鉄道工場技師。月給300バ ーツ

1927 28 トー ンス ック と結 婚 、3男6女

1928/7/1 29 バ ンコクノーイ地区運輸部機械担当責任者代理

1930/11/30 ヨー ロッパへ鉄道視察旅行(一1931年9月)

1931 32 日本 に鉄道視察。以後、計23回 の視察旅行

1931/9/2 32 機械事業部へ配転、機械担当技師補佐

1931/11/8 32 欽賜 名LuangWithunwithikon

1932/9 33 運輸事業部運輸課長に就任

1933/4/18 34 マガ ッサ ン工場の工場長(一1934年11月)

1938 39 鉄道 局機械サービス部操車課長(機 関車責任者)

1942 43 日本軍:との鉄道連絡委員会特別委員

1944 45 鉄道局運輸部長に就任

1946 47 機械担当技師長に任命

1947 48 鉄道 局長 代理PunSakuntanak

1948 49 日本に鉄道視察旅行

1950 51 デ ィーゼル電気機関車の注文のため訪米

1951 52 タイ国鉄に再編、同職員に

1952 53 タイ国鉄理事、機械担 当技師長兼任

1953 54 自動化 システム視察のため 日本訪問

1961 s2 高齢により退職。 タイ国鉄機械技術顧問に就任

1963 64 顧問を退任

1980/8/29 81 81歳 と7カ 月で死去

(出 所)ル ワ ン ・ウ ィ トゥー ンの 「葬 式 本 」(バ ンコ ク、1980年12月21日)[文 献3047]

(2)タ イ鉄道局r年 次事業報告書」 などにより、筆者作成。
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表 孤 一14モ ー ムル ワ ン ・ガ リー ・デ ー チ ャテ ィウ ォ ンの経 歴

名前:KromphrayaDechatison(MomluangKariDechatiwong}

生 年 月 日:1902年8月30日 一1947年2月1日

1経歴:鉄 道奨学生、東 北部線建設技 師、マ ッガサ ン鉄道工場長、内務省都市土木局道路事業部技師長

年月 日 年齢 地位、位階 ・階級、欽賜名

1902/8/30 y モ ー ム ラー チ ャウ ォ ン ・レ ックの 息子 と して

バ ンコクに生まれ る。王族の出身

義兄のプ ラ ・ピサ ンピッタヤープー ンと家庭教師

に学ぶ。義兄は師範学校ののち教員

*ト ンブ リーのア ノンカーラーム寺初等学校

*ピ チ ャイヤー トガーラーム寺 中等学校

*テ ープ シリン寺中等4年 に入学

1919 16 道徳省共通試験の高等8年 の試験に1番 で合格

1920/5/26 17 鉄道奨学生第3期 生の選抜試験に合格。

土木工学専攻。イギ リスに留学

1920/8/25 17 イギ リスに向けて 出発。当初はボーンマスに滞在

1921一 一 プ リマスの機械技術学校へ入学

1922/10 20 バ ー ミンガム大学土木工学部に入学

1926/6 23 バーミンガム大学の土木工学士を取得

1926/11/18 24 鉄遺局に入局

1927/2/1 24 鉄道局保線及び駅舎課に配属

1927/5 24 地 区担当技師補佐に昇格/東 北部線 コーラー ト罵

コー ンゲ ン線の測量建設調査を担当

1927/7/8 24 RongAmmatEk月 給320バ ー ツ

1929 バ ンコクに戻 り、企画部に配属

1931 28 プ ラ ヤー ・ラー チ ャデ ー トダム ロ ンの娘

ウォ ンラグリンと結婚。2男2女 をもうける

1931 位 階 欽 賜 名授 与LuangDechatiwongworawat

月給340バ ーツに昇給

193216/24 立憲革命が起 こる

1932/11/1 30 人民党の最初の国会議員に任命

1932!11/16 30 技師補佐からマッガサン鉄道工場長に昇進

1933/4/1 国会解散により議員を辞職

193314/17 30 東北部線コー ンゲ ン=グ ムパ ワーピー間工区

建設担当責任者に任命

1933/10 31 東北 タイを中心にボワラデー ト親王の叛乱勃発

コー ラー トに滞在 し、政府鎮圧軍 に協力す る。

1933 プ リデ ィーの経済計画案の検討委員会委員に任命
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表W-14モ ー ムル ワ ン ・ガ リー ・デ ー チ ャテ ィウ ォ ンの経 歴

名 前:KromphrayaDechatison(MomluangKariDechatiwong)

生 年 月 日:1902年8月30日 一1947年2月1日

1経歴:鉄 道奨学生、東北部線建設技師、マッガサ ン鉄道工場長 、内務省都市土木局道路事業部技師長

年月 日 年齢 地位 、位階 ・階級、欽賜名

1934/9/1 32 内務省部市土木局遭路部第2級 技師に移籍

1935 内務省土木局 「都清掃部」1級 技師に就任

ル ンピニー公園の再建 と整備計画責任者 に就任

都市土木局道路事業部建設課に移籍

1939 都市土木部企画部付き技師責任者、

月給500バ ーッに昇給

1939/6/6 36 都市土木局遭路事業部付き技師責任者

1940/3/7 37 日本 に道路の建設 ・保全などの視察旅行 に出発

1940/4/2-4 37
.

東京で開催の 「亜細亜技術者会議」に内務省代表

と して出席す る。その後、各地を視察

1940/6/10 37 満州国な どを視察 した後、タイに帰国

1940/7/31 37 都市土木局道路事業部技師長に昇格

月給600バ ーツに昇給

唯941 タイ=イ ン ドシナ領土紛争 で政府 に協力

194712ハ 44 44歳7カ 月で死去す る
.

.

1

(出 所)モ ー ムル ワ ン ・ガ リー ・デ ーチ ャテ ィウ ォ ンのr葬 式本 」(バ ンコ ク、1947年)[文 献3021〕

より筆者作成。
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表V旺一15サ ワ イ ・サ ワイ セ ー ンヤ ー ゴ ン陸軍 大 将 の 経 歴

名前:SawaiSawaisaenyakon,PhonEk

生年 月 日:1904年5月8日 一1980年7月1日

経歴:陸 軍工兵局通信部隊長、陸軍監察長官、陸軍副司令官、警察局長官、タイ国鉄総裁 .一一 一_」

年月 日 年齢 地位 ・位階 ・階級

1904/5/8 1 チエ ンマイ県で生まれる。父はソンチ ャイ陸軍少尉

1922 17 陸軍士官学校卒業.

1922/5/1 17 陸軍 工 兵局(KromThahan・bokChang}に 入 隊。

陸軍工兵局第一師団に配属。陸軍少尉に任 じられ る

1924/4/1 19 陸軍工兵局第3師 団に配属.

1927-1928 22 陸軍工兵学校付き将校.

1929/4/5 24 昇級 陸軍中尉RoiTho.

1929-1933 陸軍工兵局第一師団通信部 隊に配属.

1931/11/11 27 位 階欽 賜 名 授与KhunSawaisaenyakon

1934/1/1 29 陸軍工兵局通信大隊 第2中 隊長

1934/4/1 29 昇級 陸軍大尉RoiEk.

1938/4/7 33 陸軍 付 き監 察 官(ChareThahanBok).

1938/4/1 昇 級 陸軍 少 佐PhanTri.

1939/4/8 34 陸 軍 通 信学 校 副長 官(RongrianThahan)

1940/10/1 36 ノー ンカーイ県副知事

1941-1942 37 内務局大臣官房秘書

1942/7/1 38 昇級 陸軍 中佐PhanTho.

1943/6/30 39 陸 軍 通 信 学校 長 官(PhuAmnuai-kan.

1943-1946 陸軍参謀本部付き将校

1944/7/1 40 昇級 陸軍大佐PhanEk

1947/12/3 43 陸軍通信隊監察長官(ChareThahanSusan)

1947-1951 43 陸軍通信隊監察長官、陸軍監察副長官

1948/1/1 43 昇 級 陸 軍少 将PholTri.

1951/4/30 46 陸軍第2管 区軍司令官(1954年 まで)

1951 上院議員に任命

195211/1 47 昇級 陸軍中将PholTho.

1954/9/16 50 陸軍 副司令官に就任。

1955/8/2 51 運輸副大 臣に任命.

1956/1/1 51 昇級 陸軍大将PhonEk.

1957/9/19 53 警察局長官に就任(1959年 まで)

1957/10/30 53 警 察 大将PholTamruwatEk.

1959/9/11 55 タイ国鉄総裁に就任

1965/1/1 so 定年 につきタイ国鉄を退職

(出 所)(1)サ ワイのr葬 式 本 」(バ ンコ ク、1981年3月22日)[文 献3066〕

(2)タ イ国 鉄 編 「タイ 鉄 道 業72年 史」(バ ンコ ク、1970年)[文 献3003]17-18ペ ー ジ。
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表 皿 一16プ ン サ グ ン タ ナー クの 経 歴

名前:PunSakuntanak

生年 月 日:1902年1月16日 一1881年2月23日

経歴:鉄 道奨学生 、工場課長、鉄道局長、タイ国鉄理事

西暦 年齢 地位、階級 、位階

1902/1/16 1 東北のブ リーラム県で生まれる

父 はLuangSanphakit-koson

中学の時、上京。テープシ リン校中等6年

ス ワヌグラープ校の高等7年 を卒業

1920/5/26 is 鉄道奨学生第3期 生の選抜試験の合格発表

*プ ンは合格者名 中1番 の成績

1920/6/25 イギ リスに向けてバ ンコクを出発

1920-1926 18 イギ リスのマ ンチェスターに留学

1926 24 マ ンチェスター大学から機械工学士を取得

1926/11/18 24 鉄道局に入局、機械担 当技師補佐

1927/11/18 大 尉 のRongAmmatEk

1928/8/24 26 LamaiAphiromtanratと 結 婚

192918パ ゲー ンコイ地区か らバ ンコク地区へ配転

1932/9/1 東北部タイ管区運輸担当者に就任

1933/4/18 31 機械 事 業 部 操 車課 長(Phu・chatkanLak・luan)

1924/11/10 32 保線事業部保線担当技師補佐

(Phuchuainai-chang)

1934/11/22 32 鉄道局資材課長に昇進

1938/10/18 36 機械 エ ンジニア部マ ッガサ ン工場課長 に昇進

1943/3/1 41 機械エ ンジニア部操車課長に移動

(HuanaKongLak-luan)

1945/2/9 43 タイ鉄道局長代理に就任

1945/12/19 43 タイ鉄道局長に就任

1949/11/11 47 鉄道 局長を退任.地 位 は鉄道技師長

(Wisawagonyairotfai)

1950/2/1 48 鉄道局顧問に就任

1950/4/12 48 9カ 月 、日本 で鉄道視察研 修

一一195111/7

1953/8/18 51 鉄道 近代化借 款のためアメ リカ世銀本部に出張

一一1954/3/29 アメ リカに滞在

1955/4/5 53 タイ国鉄運輸輸送担当副総裁

鉄道研究顧問兼任

1955 53 第4回 エ カフ ェ加盟国輸送関連会議に参加

1957/2 55 第6回 エカ フェ加盟国輸送関連会議に参加

1960/10/8 58 第2回 アジア鉄道会議出席のため東京出張

一一11/6
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表 孤 一16プ ン サ グ ン タ ナー クの 経 歴

名前:PunSakuntanak一
生年 月 日:1902年1月16日 一1881年2月23日
一

経歴:鉄 道奨学生、工場課長、鉄道局長、 タイ国鉄理事

西暦 年齢 地位、階級、位階

1961/8/1
i59

タイ国鉄顧問一

1963/7ハ si タイ国鉄理事を務める

一・197116/30 ss
.

1967/4/26 ss ディーゼル電気機関車改善 と鉄道近代化 のため、

一一6/24 欧米、 日本、韓国、台湾の鉄道を視察旅行

1981/2/23 79 79歳 で死去

(出所)プ ンのr葬 式本 「」(バ ンコク、1981年5月2日) [文 献3031]
F

(2)タ イ 国鉄 編 「タ イ 国鉄72年 史 」(タ イ文 、 バ ンコ ク、 1970年)[文 献3003] 15-16ペ ー ジ 。

(3)タ イ鉄道局r年 次事業報告書」各年次版 よ り筆者作成。 i
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表W-17カ セ ー ム ・シーパ ヤ ックの 経 歴

名 前:KasemSriphayak

生没年月日:1903年12月30日 一1965年7月5日

経 歴:鉄 道奨学生、鉄道局運輸事業部運輸課長、鉄道局長 、中央銀行総裁、経済大臣

年月 日 年齢 職歴、地位 ・位階、階級

1903/12/30 1 バ ンコクの繊維街パ フラッ ト通 りに生 まれる

父はケー ク,有 名な弁護士

1908 4 スタ ットテープワラーラーム寺学校に入学

1913 9 ス ワヌグラープ校に進学

1918 14 スワヌグラープ校高等科(8年 生)を 卒業

15 スワヌグラープ校で1年 間教え る

1920/6/25 i6 鉄道局の第3期 奨学生 に合格。 イギ リスへ留学

1920-25 16 B「i9htonTechnicaiCollege商 学 部

バ ー ミンガ ム 大 学(BirminghamUniversity)

商学部に入学する。学業成績はきわめて良好

1925/6 21 同大学を成績優秀で卒業。商学士を取得

1925/12 タイに帰国す る

1926/1/8 22 鉄道局に入局。違輪課検査官

Traffichspector/初 任 給 は 月200バ ーツ 。

1926/5 22 北部線の ピッサヌローク地区運輸主任

ロッブ リー駅か らサ ワンカローク駅へ異動

列車運行の管理と共に,乗 客,貨 物の運輸担当

1928/8/30 24 南部線ハジャイ地区運輸担 当主任。1年 間

連邦マ レー鉄道イギ リス鉄道官との連絡調整

1929/8 25 東部線チ ャチュンサオ地区運輸担当主任

マ ッガサ ンか らアランヤプラテー ト駅まで担当

1932/1/15 28 運輸事業部貨物探索係主任

1932/8 運輸事業部貨物営業課長補佐

1932/9 運輸事業部貨物石材課長に就任

重935110 31 運輸 事 業 部営 業 課 長(Phu-chatkanPhanitkan》

1938/6 34 鉄道局運輸事業部運輸課長

1941/5/1 37 商務省商業機構促進局長に就任

(Hua-naKromSongsoemOngkan-kha)

主 として県商事会社の設立、監督に従事

194315/31 39 運輸省鉄道局副局長。3年 間

1945/8/19 42 プラムーンと結婚。3女 に恵まれ る

1946/5/28 42 商務省国内商業局長に就任

(Athibodi-kromKan-khaPainai)

1947/9/1 43 運翰省鉄遭局長に任命

1950

.

物資確保のため日本使節団に加わる
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表VII-17カ セ ー ム ・シー パ ヤ ッ クの経 歴

名前:KasemSriphayak

生没 年 月 日:1903年12月30日 一1965年7月5日

1経歴:鉄 道奨学生、鉄道局運輸事業部運輸課長、鉄道局長、中央銀行総裁、経済大臣

年月 日 年齢 職歴、地位 ・位階、階級

1951/7/1 47 タイ国鉄理事会理事に任命され る

タイ国鉄理事会は非官吏を要請。官吏を退職

1954/5 50 タイ国鉄理事会理事を退任。約3年 間

1954/5/6 50 経 済 省次 官 に任 命(PalatKrasuwang)

1954/11 商 業 会議(SaphaKan-kha)設 立 委員 会 委 員

1955/03 51 欧米視察旅行に出発。特許制度と株式市場視察

1955/7/25 51
■

中央銀行総裁に就任

1958/7/24 54
.

中央銀行総裁を退任

1958/10/20 サ リッ ト元帥が革命を実施

1959/2/3 55 憲法起草委員会委員に任命.

1959/5/1 55 経済大臣に任命

以後6年 間、サ リット政権 とタノーム政権下で

経済大臣を務める。

1965/7/5 61
.

同上職のまま、ガ ンのため死去

i

(出 所)(1)カ セ ー ム ・シー パ ヤ ッ クの 「葬 式本 」(バ ンコ ク、1965年11月24日)[文 献3010]

(2)鉄 道局 「年次事業報告書」各年次版などより、筆者作成。
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表W-18チ ョー ト ・クナ ガ セ ー ム の経 歴

名 前:ChoteKhunnakasem

生年 月 日:1903年8月2日 一1967年11月20日

幽 道奨学生、鉄道局麗 部、運輸蝶 轍 客課長、タイ軍人銀御 長、タイ中央銀行繍

年月 日 地位 、位階 ・階級、給与

1903/8/2 バ ンコ ク、バ ー ンラ ックで 、ル ワ ン ・ラ ックサ

チ ョー テ ィヤー ンの息 子 と して 生 まれ る.

1921/4/1 17 鉄道局本部事業部に入 る。初任給は60バ ーツ。

1921/11/30 18 RongAmmatTri

1922/4/1 18 66バ ー ツに昇 給

1922/6 鉄道奨学生第5期 生(運 輸専攻)の 試験 に合格

1922/10 19 イギ リスへ留学、ブライ トン技術学校入学

1924/10 21 バー ミンガム大学商学部に入学

1928/6 24 バー ミンガム大学で商学士 の学士取得

1928/9/19 25 鉄道局 に復帰。経理部に第2級 経理官 として配属

月給 は200バ ー ッ。

1929/11/8 26 RongAmmatEk

1930/4/1 26 運輸第2課 長に任命。昇給220バ ーッ

1930/12/28 27 プ ラ ・ソー ポ ンア クソ ンキ ッ トの末 娘 ラ ビア ップ

と結婚。

*プ ラ ・ソー ポ ンは仏 留学 、プ リーデ ィーの 友人

人民党の メンバーで1930年 代後半活躍

1932/4/1 28 運輸検査官。昇給230バ ーツ

1932/11/28 29 運輸事業部ホテル食堂車課次長

ラー チ ャー タ ーニ ー とパ ヤ ー タイ ホテ ル の2つ

1934/4 30 マ ッガサ ン鉄道工場労働者が大ス トライキ

*労 働者の要求のなかにチ ョー トほかの運輸事業

関係の幹部の罷免が含 まれていた。理由は運輸

事業部の特権的な待遇への不満。

1935/4/1 31 昇給240バ ー ツ

1936/3/12 32 運輸事業部旅客課長に昇進

1936/4/1 昇給260バ ー ッ

1937/3/1 33 自分の事業を行な うために自己都合で退職

*恐 らく人民党軍 グループや陸軍の鉄道介入

に対す る不満。チ ョー トは人民党文官 グループ

1937/3/3 サイアムコマーシャル銀行に入行。

プ ラ ヤー ・チ ャイ ヤヨ ッ トソ ムバ ッ トの 勧誘

1937/8 ラムパ ー ン支店長 として北タイに赴任

1938/7 同行の本店経理部に戻る

1942/3/5 38 同行の本店経理副部長に昇進

1944/9/1 41 同行の本店経理部長に昇進
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表 孤 一18チ ョー ト ・ク ナ ガセ ー ムの 経 歴一
当 前=ChoteKhunnakasem

生 年 月 日:1903年8月2日 一1967年11月20日

1経歴:鉄 道奨学生 、鉄道局経理部、運輸事業部旅客課長、タイ軍人銀行社長、タイ中央銀行総裁

年月 日 地位、位階 ・階級、給与
一

1948/3/1 44 自己都合でサイアムコマー シャル銀行 を退職

??・ ・ 招かれてブー ラパ ー社の社長に就任

*サ リッ ト陸軍司令官のスズ投資会社

1952/2/26 48 総選挙でバ ンコク出身の国会議員に当選

一1957/2/25
.

政治家を引退 したあと、金融会社の会長 に就任

1957 タイ軍人銀行を友人たちと創設。初代社長に就任

1958/7/24 54 タイ中央銀行総裁に就任

・1959/6/10 (1959年6月10日 まで)

1959/2/10

.

55 サ リット政権のもとで大蔵大臣に任命され る
.

(同 年4月20日 まで)

1967/11/20

.

64 64歳3カ 月で死去
.

i

(出 所)チ ョー トの 「葬 式 本 」(バ ンコ ク、1968年2月28日)[文 献3020]よ り筆 者 作 成。
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表W-19セ ー ン ・チ ュ ラ チ ャー リッ ト陸軍 大佐 の経 歴

名 前:SaengChulacharit,PhanEk

生 年 月 日:1909年2月24日 一??

1経歴:陸 軍工兵局通信部隊、鉄道局運輸部長、運韓事業局長代行、タイ国鉄副総裁運輸担 当、 タイ国鉄総裁

西暦 年齢 地位 ・位階 ・階級

1909/2/24 1 バ ン コク 、バ ー ンラ ック に生 まれ る

父 は,LuiChoiChulacharit

1927 18 ア ッサ ンプション学校高等6年 を卒業

1929 20 陸軍 士 官 学校 卒業Nak-rianNak-dap

193018/16 zi 陸軍工兵局第一通僧部隊に配属

1934/8/27 25 ア ム ヌア イ ・ナラ ノー ンと結 婚

乖9341411 25 陸軍少尉RoiTri

1935/4/1 26 陸軍 中尉RoiTho陸 軍通信部隊付 き

1938/4/1 29 陸軍大尉RoiEk.陸 軍通信部隊付 き

1938/4/1 29 鉄道局に入局。運輪事業部旅客課に配属

1938/6/3 運輸事業部貨物課長に昇進

1939/1/25 29 貨物土地部貨物紛失課長に就任

1938 英領 マラヤ、ビルマ、蘭印、仏印の鉄道視察

1942/10/16 33 運輸事業部総務課長に就任

1943 陸軍鉄道部隊本部将校を兼任。1年 後、退役

1943/2/15 34 陸軍少佐PhanTri.国 軍最高司令部付き

1944/1/22 34 運輸省輸送局に出向。陸運課長に就任

1944/10/1 35 運輸省輸送局長を兼任

1946/1/16 36 鉄道局へ復帰。運輸事業局石材部長に就任

1947/4/30 38 運輸事業局第4管 区運輸部長に就任

1948/12/8 39 運輸事業局貨物土地部長に就任

1950/11/30 41 運輪事業局運輸部長に昇進

1951/6/6 42 鉄道局運輸事業局長代行

1951/7/1 42 タイ国鉄に入社。運輸局長代行に任命

1951/9!6 42 タイ国鉄運輸局長に就任

1961/8/1 52 タイ国鉄副総裁(運 輸担当)に 昇進

1965/1/1 55 タイ国鉄総裁(1971年2月14日 まで)

1965 日本 、台湾の鉄道視察

1967/3/17 58 陸軍 大 佐PhanEk.

陸軍工兵局第一師団付き特別将校

1968 59 経済開発庁理事会委員に任命

1969/2/25 so 上院議員に任命

1(出 所)タ イ国鉄編 「タイ国鉄72年 史」(タ イ文、1969年)[文 献3003]、 19-22ペ ー ジ 。
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表 田一20レ ー ン ・シ ー ソム ウ オ ンの 経 歴一
名 前:LengSrisomwong

生 年 月 日:1900年9月5日 一1981年3月6日

匪[紬 奨牲 、運綿 業縮 業課長、タイ醸 銀行支配人、大献 臣沖 蜘 行繍

年月 日 地位、位階 ・階級、欽賜名
一

1900/9/5

■

チ ャチュンサオ県の平民ソーンの息子に生 まれる

1917 16 スワヌグラープ校第8年 生 を卒業

1918/5/22 17 テープシ リン校の教員(1921年8月 まで)

1919 教員高等資格を取得

1921/6 20
.

鉄道奨学生選抜試験に合格

1921/8/18 イギ リスに留学のため出発

1926 25 リバ プール大学で商学士を取得

1926/10/15 26 鉄道 局に入局。運輸事業部総務部に配属

1927/8/15 is 南部 線チュムポ ン地区の運輸検査官

1927/11/8 27 RongAmmatEk

1932/8/31 31 鉄道会議理事に任命

1932/10/15 32 運輸事業部営業課長に昇進

1934/8/1 33 商業局秘書長に就任

1937/2/4 36 シンガポール商業担当官に任命

1939/1/1 38
.

大蔵省主計局○○課長に任命

1940/3/25 39 タイ中央銀行本部事業部次長

1941/6/1 40 大蔵省主計局課長に任命

1942/2/1 40 大蔵省を退職

1942/2/1 タイ商業銀行支配人に就任

(1944年8月1日 まで)

1944/8/2

.

43 大蔵大臣補に就任(1945年1月10日 まで)

1945/1/10 44 大蔵大臣に就任(同 年8月1日 まで)

1946/2/13 45 メー クロン鉄道理事

1947/11/25

.

47 中央銀行総裁に就任(1948年2月2日 まで)

1948/11/13

.

48 国家経済会議委員 に任命(1952年5月 まで)

1948/12/3

.

48 中央銀行総裁に再任(1949年8月3日)

1951/7/1

.

50 タイ国鉄理事会理事長に就任

1956/11!14 56 運輸省タイ通運公団理事長に就任

1959/2124 58 国家経済開発庁運営委員会理事に任命

(1969年2月 まで)

1959/4/13 58 産業投資委員会理事に任命

(1958年1月 まで)

1963/11/8 63 ブラチャッ ト財団理事に就任

1981/3/6 80 80歳 で死去

[(出 所)レ ー ンの 葬 式本(文 献3049)よ り作成 。 i
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表W-21チ ャオ ・ガ ー ウ ィ ラ ウ ォ ン ナチ エ ンマ イ の経 歴

名 前:ChaoKawilawongNaChiangMai

生年月 日:1897年5月28日 一19β7些 与坦..3.0月

1歴 ・縮 奨牲 推醐 、ラーマ6世王橋建麺 騨 佐遜 縫 師、道路局保全技師

年月 日

.

地位、位階 ・階級、欽賜名

1897/5/28
r

チ エ ンマイ 国 王 チ ャオ ・ラー チ ャウ ォ ンの 息子

として生 まれ る。王族出身

3 母チ ャオジン ・ガ ンナニガーが死去。姉 と共に

バ ン コク に上 京。 伯 母 のダ ー ラー ラ ッサ ミー妃
.

(ラーマ5世 王妃)の もとに寄寓、勉強する

1905

.

8 フラ ンス に留 学。 チャルーンサック・グルダ ーゴ ンと一緒

1907 10 イ ギ リス に留 学先 変 更TimsburySch◎ol

1908-1910

.

11 公 立 学校WarrenHillSchool,Eastboume

1911-1913 14 ShorbourneSchool,Dorset

1914-1917 17 フラ ンスへ/LyceedeVersailes(1915一)

1918 21 リヨ ン大 学 に 入学 εcoleCentraleLyonnoaise

1922 25 フラ ンスの リヨン大学より工学士を取得。

(Dipbmalngenieur巳C.L)

1922/10 25 フ ラ ンスの 鉄道 会 社MercieretBorie

一一1923/5 ニース線の鉄道建設に参加 し、実地訓練を受 ける

1923/8-9 26 P.LM.C◎mpanyの パ リ=モ トー路 線 で 鉄道 研修

1923/10/6 26 鉄遭局に入局

ラーマ6世 王橋の建設担当技師補佐 に任命

月給 は340バ ー ッ

1927/1/1 ラーマ5世 王橋建設終 了。技術局へ配属

192712ハ0 29 保線部のバ ンコク地区保線技師に任命

昇給 月給は360バ ーッ

1927/4 29 管区保線担当技師に昇進。月給は400バ ーツ

1927/4/8 29 同時 に、 コー ンゲ ン言ノー ンカ ーイ=ノ コ ンパ ノム線 の

東北部線延長工事測量技師に任命。.測量中、

飛行機が墜落、危 うく一命をとりとめる

1928/11/8 31 AmmatTri

1929/4 昇給 月給440バ ーッ

1929/5 ヨーロッパへ鉄道研修のため出張(12月 まで)

1929/12/2 32 研修旅行帰国後、技術局へ配属

1930/4/11 サイゴンに出張。測量用飛行機の貸借協定

1931 東北部線の測量に従事

1932/4 34 プラーチー ンブ リー地 区保線技師

1933/4 35 企画部付き管区保線担当技師に任命
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表W-21チ ャオ ・ガ ー ウ ィラ ウ ォ ン ナ チエ ンマ イ の 経 歴

名 前:Cha◎KawilawongNaChiangMai

生 年 月 日:1897年5月28日 一1967年5月30日

[経歴:鉄 道奨学生推薦組、ラーマ6世 王橋建設技師補佐 、保線技師、道路局保全技師

年月 日 地位、位階 ・階級、欽賜名

1933/6 36 宮 内省 ワンノーク局付き特別技師と して移籍

1935/8 38 内務省都市土木局に移籍

1937/4 39 昇給 月給は500バ ーッ

1939/4 41 昇給 月給は550バ ーッ

1941 43 昇給 月給は600バ ーッ

1942 44 都 市 土 木 局ナコンラーチャシーマー地 区 保 線担 当 責任 者 に任 命

1943 45 道路局保線担当技師責任者

1948 50 道路局付き技師 月給は650バ ーツ

1955-1957 57 エ カフェ協会に出向。60歳 定年で退職

1967/5/30 ss 69歳 で死去

i

(出 所)チ ャオ ・ガ ー ウ ィ ラ ウ ォ ンの 葬 式本(文 献3017)よ り作 成 。
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表W-22ア ー ト ・グ ンチ ョン ナ アユ タ ヤ ーの 経 歴

名前:ArtKunchonNaAyuthaya

生年 月 日:1909年9月5日 一 不 明

経歴:マ ッガサ ン鉄道 工場長、機械担当技師長、タイ国鉄運輸担当副総裁、タイ国鉄理事長

年月 日 年齢 地位 ・位 階 ・階級

1909/9/5 1 父は国王御座船局長

(ChaokromRuayonLuang)

アサ ンプション学校で2年 間学ぶ

1924 鉄道:奨学生第7期 生(最 後)に 選ばれる

1925 i6 フ ラ ンス留 学 。EcoleMunicipaledeCognac

で数学、工学、語学を勉強

◆ 同 じ学校 の 先輩 に,バ トム ・カ ッチ ャセニ ー

バ トムは1928年 に 帰国 。

1925 16 リヨン大学に進学。当時土木、機械、電気工学

3年 間勉 強 す る。EcoleCentrale

LyonnaisedeI'UniversitedeLyon

1928 19 PLMCompany(パ リ=リ ヨ ン=メ デ テ レー ヌ

路線鉄道会社)で8カ 月間実習を受ける

UdomSanitwongが 同 じく実 習 生で いた

同 じく、 リヨンの近 くの機関車修理工場で実習

1931/5/1 21 鉄道局に入局。機械技師補佐に任命

当 時 、 機械 技 師長 は デ ンマ ー ク人 人Zacharineで

マ ッガサ ン工場長 を兼任す る(月 給800バ ーッ)

◆ マ ッガサ ン副工 場 長LuangRotratwichan

◆ 鉄 道 機関 車 課長Suwaphanphityakon

初任給は月250バ ー ツ。工学系を優遇

当時、商学 ・会計の留学生は月200バ ーッ

金が余るので毎月土地や分譲長屋を購入 していた

1943/612 33 マ ッガサン鉄道工場長就任(1952年1月)

(Nai-changKamkapKanRongngan)

1951/7/1 41 2494年7月1日 よ り次 の呼 称 に変 更.

WisawakonAmunuai-kanKongRongngan

1961 51 タイ国鉄機械技師長に就任。月給8600バ ーッ

(WisawakonYaiPhaiChang-kon)

1965 55 タイ国鉄運輸担当副総裁。1万2000バ ーッ

1971 61 タイ国鉄を退職。国鉄理事会理事に任命

1973 63 タイ国鉄理事会理事長に任命

1974 64 同理事長を退任

1983 73 ブ ラチ ャット財団の理事に就任

(出 所)タ イ 国鉄 編 「ブー ラ チ ャ ッ トラムル ック 」1983年(文 献3005)、123-128ペ ー ジ。
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表W-23日 本 人 技 師H・ フル サ ワの経 歴

名 前=HFurusawal

生年月 日:1890年1月3日 一1974年12月27日

経歴:電 気据え付け工事技師、マ ッガサ ン鉄道工場電気工場フォアマン

年月 日 地位、位 階 ・階級、欽賜名

1890/1/3

1

茨城県水戸の養蚕事業の家に生まれる

父は元水戸藩で士族、キ ンジ、母はアコ

?1? 東京の神田電気専門学校で学ぶ

*養 蚕業に嫌気をさ してタイに向か うことを決意

1911 21 ポエルネオ社の船でバンコクに到着

?/? *知 日家 チ ャオ プ ラ ヤー ・ス ラサ ックモ ン トリー

が 設 立 した製 材 会 社 「シーマハーラーチセー社 」 の製 材 工 場

の電気据え付け工事を担当する

?1? 東 タイ の チ ョンブ リー県の チ ャ ックガ パ ー クー 族

と親交。無声映画館、製氷工場の建設を手伝 う

1921 31 ブラチ ャッ ト鉄道局総裁が チャオプ ラヤー ・スラ

サ ックモ ン トリーに懇請 して フルサ ワをスカ ウ ト

鉄遭局機械事業部機械課に配属。

マッガサン鉄遭工場電気工場に勧務

1923 33 同電気工場の フォアマンに昇進。以後、第二次

大戦末 までマッガサ ン鉄道工場で働 く

1923-1926 33 *ラ ーマ6世 王橋の架橋工事に電気担当技師

として参加

1925 35 国 王 よ りペ ンチャマーボ ンモンクット舛 の勲 章 を授 勲

1928 日本の湯浅社の輸入販売代理 として、乗用車、

自動二輪車のバ ッテ リー輸入業を開始。同時に

車 ・農業機械の部 品輸入販売、修理業を開始する

1929 39 プッタ鉄橋の架橋工事に電気技師として参加

ク リスチアン ・ニールセン社を手助けす る

1936 46 日本 の蒸気機関車 ミカ ド型の導入に尽力す る

?/? *国 防省の織布工場の発電機(ウ ェスチ ング社製

据え付け工事を手伝う

1952 61 日本 の 富士 カ ー(?)社 の チャオプラヤー川鉄 橋 架橋

工事(計3つ)の 建設指導を行 なう

1954/10/25 sa タイ最初の レコー ド製作工場を手掛ける。完工式

には ピブーン首相が出席す る

?1? *フ。ラ・ヒ。ニットチョンカデ ィ元警 察 局 長官 補佐 の 事 業、

プラスチ ック製鞄製造工場の建設を手伝 う

◆息子アムポ ンは、タイ国際航空社の技術責任者

1(出 所)フ ルサワの葬式本(文 献3074)よ り作成。
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表 皿 一1タ イ に お け る産業 別労 働 者 の推 計(1898-1937年)

(単 位:人)

人 口

(1000人)

中部タイ

精米労働者

北タイ ・チーク材

伐採 運 搬 労働 者

南タイ ・スズ産業

竣 諜 船労 働 者

鉄道局

職員労働者

(1900年)

7,320

(1898年)

7,400

(1898年)

4,000

(1898年)

該 当数 字 な し

(1898年)

2,000

(1910年)

8,305

(1910年)

11,800

(1910年)

4,340

(1910年)

該 当数 字 な し

(1911年)

10,444

(1913年)

8,689

(1913年)

8,600

(1913年)

4,460

(1913年)

810

(1913年)

10,321

(1922年)

10,202

(1919年)

12,400

(1919年)

不 明

(1919年)

2,700

(1919年)

10,729

(1929年)

12,058

(1930年)

14,200

(1930年)

不 明

(1930年)

5,130

(1930年)

16,481

(1937年)

14,721

(1937年)

16,400

(1937年)

不 明

(1937年)

4,860

(1935年)

14,405

(注)(1)人 口 は 、1900年 、19・10年 は推 計 。そ の他 はセ ンサ ス に もとつ く数字 。

(2)精 米 所 は 、精 米 所1カ 所 につ き平 均200名 とい う1910年 代 の 報告 書 に も とつ く

推 計 。 ただ し、1930年 、1937年 は 稼働 して いな い精 米 所が 多 い た め、 実 際 の数 字

は1万 人 前 後 と推 定 され る。

(3)チ ー ク産 業 の 伐採 、 搬 送労 働 者数 はイ ギ リスの チエ ンマ イ領事 の年 次 報告 書 に

も とつ く。

(4)南 タイ の ス ズ 産 業 は、 俊藻 船 を 使用 す る鉱 山の みの 推計 。 湊藻 船1機 に つ き

2交 替 で135名 の 雇用 とい う報 告 書 に もとつ く推 計。

(5)鉄 道 局 の 職 員 、 労働 者 数 は 、 同局 の年 次 事 業報 告書 によ る。

(出 所)精 米 所 、 チ ー ク産 業 、 ス ズ産 業 は 、SompopManarungsan,Economic

DevelopmentofThailand,1850-1950:ResponsetotheChallengeofthe

WorldEconomy,Bangkok,pp.133,151-52,167.
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表V皿・2公 務員の人数 と平均年収の推移(1918-1934年)

常雇い 年間 一人 当た り 臨時雇い 年間 一人 当た り

年 次 職員数 給与総額 年平均収入 職員数 給与総額 年平均収入

(人) (1000バ ーツ) (バ ー ツ) (人) (1000ハ ㌧ ツ) (バ ー ツ)

1918 39,549 29,250 740 40,439 2,682 ss

1920 40,666 30,419 748 42,658 2,873 67

1922 43,194 32,590 755 44,310 3,138 71

1924 43,999 33,276 756 42,310 3,042 72

1926 41,924 30,819 735 38,315 3,544 92

1928 46,419 33,013 711 30,803 2,761 90

1930 44,140 34,390 779 34,174 2,700 79

1932 41,752 31,182 747 30,599 2,153 70

1934 46,227 33,792 731 32,182 2,037 63

(注)年 次 は 仏 暦 の た め,当 年 の4月 か ら 翌 年 の3月 ま で を 指 す 。

(出 所)CentralServiceofStalistics,StatisticalYearBookoftheKingdomofSiamI

B.E.2476-78(1933-35),Vo1.18,Bangkok:DepartmentofSecretaryGeneral

oftheCouncil,p.526.
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表 皿 一3 バ ンコクにおける職種別賃金水準 の推移(1914-1936年)

(単位:バ ーツ)

日給/月 給 1914 1926 1928 1930 1932 1934 1936

1

職 種/日 給

苦 力 0.75 i.oo 1.00 tOO 0.80 0.80 o.ao

水 夫 1.00 1.25 1.38 1.25 1.00 1.00 i.oo

大 工 1.50 2.00 2.00 2.00 1.45 1.45 1.45

ボ イ ラ ー 工 2.10 2.35 2.35 2.35

鍛 冶 屋 2.10 3.25 3.00 3.00 z.so 2.37 2.45

旋 盤 工 ・o..・ ・「 ■・. ■・ 齢o■ 3.00 2.45 2.37 2.35

機 関 修 理 工 ●● ●■ ■ ・..・. ・●.・. 2.90 2.20 2.09 2.15

職 種/月 給

苦 力 頭 ■・ ■go ●● 齢■, ・o・ ■. 90.00 36.00 70.00 71.00

船 機 関 手 40.00 45.00 45.00 45.00 40.50 40.50 40.50

守 衛 22.00 25.00 28.00 28.00 24.00 24.00 25.45

車 運 転 手 9.・ ・. 38.00 40.00 36.00 36.00 36.00

事 務 職 員 ■● ■●r .● ■.・ ■o卿o, 95.00 70.00 s2.oo 64.87

(出 所)Cen量ralServiceofSta電istics,StatisticalYearBookoftheKingdomofSiam,

B.E.2478(1935-36)and2479(1936-37),Vol.19,Bangkok:DepartmentofSecretary

Generalo費heCouncil,p,516よ り 作 成
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第IV部

戦前期タイ鉄道局の外国人技師一覧
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凡 例

*第1段 の 「FROO1」 などは、本書の 「戦前期 タイ鉄道局の外 国人技 師一覧」 の

ための、仮の通 し番号である。

*本 人の経歴については、タイ鉄道局 『年次事業報告書』各年版、 『週刊バ ンコ

クタイムズ紙』か ら得たデータを、そのまま英語で記載 した。邦訳を避けたのは、
一部 「職制 ・職種」について確認できないものがあったためである。

*本 書 の 原 稿 を 提 稿 した あ とで 、BangkokTimesLxd.(ed.),TheDirectoryfor

BangkokandSiam各 年版 に記載 されて いる各省庁 別の 「タイ政 府 お雇 い外 国人 」

の年 次別 一覧(1892-1923年)を 、京都大学 東南 ア ジア研 究 セ ンター 大

学 院生 で あ る宮 田敏 之氏 の ご好意 で入 手 した 。宮 田氏 が収集 ・整 理 した資料 は

「第一次 資料 」で は な く、横浜 開港 資料 館 が所蔵す る香港 デ イ リープ レス社発 行

の 「年 次 別 ・地 域 別 ダ イ レク トリー(TheHongkongDailyPressOffi㏄(ed.),

Directory&Chn・nicleforChinqJapan,C・reqlnd・ 一ChinqStraitsSettlements,福 吻

Stales'Sicon'NetherlandsIndiqBorneo,ThePhilippines,&c.)」(ア ジア諸 地域 で 発

行 され て い る既 存 の年 次 別地 域 ・企業 ダイ レク トリー の集 大成)で あ り、先 の

「バ ンコ ク ・タ イムズ紙 」社 ほか編集 の 情報 も 「Bangkok」 や 「Siam」 の欄 に 転

載 され て い る。 なお 、オ リジナルな ダイ レク トリーは、 もと も とタイ 国立 図書 館

が 「開 架 図書」 と して公開 していた が、、現 在で は所 在不 明に な って しま った。 し

たが って、 横浜 開港 資料館が所 蔵す る複 製 資料 は今 日で は極 め て貴 重 で ある。 こ

の資料 を利 用す る と 、1892年 以 降ほ ぼ30年 間の 、タイ 鉄道 局 にお け るヨ ー

ロ ッパ 人技 師 ・幹 部 職員の職 種 と人 名が 悉皆 的に解 明で き る。今 回 は残念 なが ら

その デー タを生 かす ことがで きなか った が、近 い将来整理 し、 よ り詳 細 なデ ー タ

を作成 した い。ま た 、貴重 な資料 を快 く提供 していた だいた 宮 田氏 の ご好意 に対

して も、 この場 をお借 りしてお礼を述 べ たい。
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タイ鉄道局外国人技師一覧

FROO1鉄 道 外 国 人 、 工 区 担 当 エ ン ジニ ア,道 路 担 当 技 師

lA塁 匿an,H.A.R.1

*1920/8/24一 一1920/09/09temporarilyleftforEurope

*1920/9/9returntoSouthernHighwayDivisionasSectionEngineer

*1921/6/1fromHighwayEngineer
,Dept.ofWaystoEasternLineConstruction

*1923/3/8resignedasSectionEngineer(RSRS1922
,p.5)

FROO2土 木 省 外 国 人 、 技 師 長Italian

lA置legri,C.1

*1892AssistantEngineer(DirectoryforBangkokandSiam1892
,p.334)

*? 一一1897一 一ChiefEngineerofPublicWorksDepartment

FROO3鉄 道 外 国 人 、 工 区 担 当 エ ン ジニ アGeman

IA且tmann,E.1

*?一 一一1909/04SectionEngineerfortheNorthernline(BT'WM1909/04/1'

*1909/(Weiler
,L.AnfangderEisenbahninThailand,p.204)

*1911/12SectionEngineerfortheNorthernLine
.

*1913SectionEngineerforLampang
,theNorthernLine(BTWM1913/07/24)

*1917/07/220rderedtoleaveRRD
,ConstructionDepartment(RSRS1917,p.1)

FROO4鉄 道 外 国 人 、 工 区 担 当 エ ン ジニ アGerman

IAmmon,C.1

*? 一一1901一 一AssistantSectionEngineerforKhorat(km180-263)(DirectoryforBangkok

andSiam1901,p.156)
*1909/(Weiler

,L.AnfangderEisenbahninThailand,p.204)
*1917/07/220rderedtoleaveRRD

,theDepartmentofWays(RSRS1917,p.1)

FROO5 鉄道外国人、ホテル部長

i

Danish

Andersen,G.

*1923/3/28appointedtoChiefofHotel

FROO6鉄 道 外 国人 、 貨 物担 当運 輸長Indian

lBamanii,G.Mr.1

*1919/4/1DistrictTrafficSuperintendentinchargeofGoodsControlOffice

FROO7 鉄道外国人 German

Behrle,L.P.N.(e*)

"1919/6/15retiredfromTechnicalOffice
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FROO8鉄 道外国人、技術局長 German

IBelhomme, R.

Civil Engineer 
* ? --1901-- Chief of Technical Office; Section Engineer for Bangkok Terminus 

(Directory for Bangkok and Siam 1901, p.156) * 
1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Mailand, p.204) 

* 1917/07/22 ordered to leave RRD, the Department of Ways (RSRS 1917, p.1)

FR009 鉄道外国人、鉄道局長 German

1847/02/14--1900/04/11 
Born in Berlin. 1865-1871 studied mechanical and civil engineering 
After then engaged in the construction of obstern Sudbahn. 
1873 moved to Gotthardbahn 1877-79 Reinbahn 
1879 acquired the status of Baufuhrerprufung; 1881 Baumeisterprufung 
Entered into the Ministeriums der offentichen Arbeiten 
1885 went to China and Japan as technical adviser 
1889 employed as Siamese government staff of the Ministry of Public Works 
1890 appointed as the first Director General of the Royal Railways Department.

FRO10 鉄道外国人 German

Beer, K. Dr. 
* 1908/08/08 engagend in the Royal Railways Department ( from Minister of Public Works 

to King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Assistant Engineer in the Northern Line 
* 1909/04 transferred to the Southern Line as Assistant Engineer ( ,'~,3 0 2 9 , 7 3 ) 
* 1909/ (Weiler , L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FRO11 鉄道外国人、技術局長 German

Bock, E. 
*?--1895 Assistant Section Engineer for Bangkok (km 0-16) (Directory for Bangkok and 
Siam 1895, p.125) 
* 1897 Acting Chief of Technical Office (Directory for Bangkok and Siam 1895

, p.119)

FRO12 鉄道外国人 German

Boromitstrza V. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)
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FRO13 鉄道外国人、鉱山課付きエンジニア 99

Boer G.

* 1919 appointed to Mining Engineer 
* 1919/12/10 left Europe on his private purpose 
* 1920/4/13 retired from Mining Service as Mining Engineer

FRO14

Braun er

1909/

鉄道外国人

(Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

German

FRO15 鉄道外国人 Italian

Cambiaso, S.

* 1922/3/6 Section Engineer left for Europe

FRO16 鉄道外国人、北部線建設担当技師長、技術局長 Italian

Canova, G.

* 1899/10/28 joining Technical Branch of the Royal Railway Department as Assistant Engieer 
* 1901--? Section Engineer for Bangkok Noi (km 1.1-18.9) (Directory for Bangkok and 
Siam 1901, p.157) 
* 1909/08 transferred to Division Engineer for Songkhla

, the Southern Line (BTWM 
1909/08/24) 
* 1917/07/22 promoted from Department of Ways to Chief Construction Engineer of 
the Northern Line (RSRS 1917, p.2) 
* 1921/4/1 promoted to Chief of Technical Services 
* 1922/3/1 left for Europe for rest 
* 1923/12/21 became Board member of Railway Commissioners 
* 1923/12/11 retired (RSRS 1924, p.5)

FRO17 鉄道外国人、鉱山課 Italian

ICatella, G.
* 1920/05/01 
* 1923/03/13 
* 1924/03/09

I

from Northern Line to Civil Engineer in charge of the Mining Branch 
Civil Engineer of Mining Branch, left for Europe for rest 
Civil Engineer of Mining, left for Europe

FRO18 鉄道外国人、東部線地区担当エンジニア Italian

ICatella, V. I
* 1919/5/8 from Northern Line Maintenance to Head of the Survey Party of the Eastern Line 

Extension (Petriew to Aranyaprathet) (RSRS 1919, p.2) 
* 1921/6/1 promoted from Section Engineer to Division Engineer (RSRS 1921, p.4) * 1923/3/13-12/15 left for Europe for rest. 
* 1923/12/15 Division Engineer of Eastern Line Extension Construction . 
* 1926/03/20 retired due to illness: Phra Anuyatyantrakan replaced his Section Engineer
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FRO19 鉄道外国人、道路局技師 British

Chrystal, J.
* 1923/12/17 

Chumpol
Highway Engineer from SouthemHighway to Maintenance District of

FR020 鉄道外国人、工区担当エンジニア

Crum, Arthur J. 1

British/ Scotish

# Educated at Kelvinside Academy and Glasgow, and the West of Scotland Technical 
College/ Apprenticed to Messrs Crouch & Hogg as civil engineers 1898-1903 
# 1903-1904 Chief Engineer's office of the Caledonian railway 
# 1904-1906 Charing Cross, Euston and Hamptstead underground construction 
# 1906-1908 lower Egypt on the Wardan Estate irrigation scheme 
# 1908-1910 work on the famous trans-Andine tunnel in South America 
* 1910 arrived at Siam 
* construction work as Section Engineer for Songkhla , and afterwards Pctchburi line, 
Kao Tawng, Khun Tan Tunnel, Prachinburi, and Bangkok 
* 1920- Maintenance Engineer , 
(* RRD annual reports; # BTWM February 11, 1930)

FR020 鉄道外国人、技術局付き技師長、保線担当技師長、技術顧問

Crum, Arthur J. 2

British/Scottish

* 1920/05/01 Maintenance Engineer in Maintenance Service to Northern Line Construction 
* 1921/04/01 from Section Engineer to Division Engineer 
* 1922/02/27 as Chief of Technical Services , left for Europe 
* 1922/11/24 Division Engineer taking charge of Eastern Line Construction 
* 1923/12/22 from Division Engineer of Eastern Line Construction to Technical Office 
* 1926/04/01 promoted to Superintending Engineer 
* 1926/12/30 Chief Engineer in charge of Technical Office (RSRS 1926, p.6) * 1927/02/16 Chief Engineer for Ways and Works (---1932/12/10) 
* 1930/03/14 -11/28 left for Europe: Robins , A.O. acting Chief Engineer * 1932/12/10 Consulting Engineer 
* 1934/10/20 leaving Bangkok, the last European engineer for the Siamese 
Railways Department (# The Bangkok Times Weekly Mail, Feb. 11, 1930, p.22)

FR021 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

Doering, K.

* 1906/06/04 engaged in the Royal Railways Department 

King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Section Engineer in the Northern Line 
* 1909/04 no transfer to the Southern Line

( Minister of Public Works to
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FR022 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

[Doering, V.
* 1903/11/10 

King Rama V, 
* 1909/04/05

* 1909/04

engaged in the Royal Railways Department ( Minister of Public Works to 
1909/04/05) 

as Section Engineer in the Northern Line
transferred to the Southern Line as Section Engineer (文 献3029、 73)

FR023 鉄道外国人、保線担当エンジニア German

Dorow. E.

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Maintenance Department (RSRS 1917, p.1)

FR024 鉄道外国人 German

lEisenhofer, Emil
1909/ (Weiler, Anfang der Eisenbahn, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD

FR025 鉄道外国人、運輸事業部長補佐 German

En elhardt, W. 
* 1909/ (Weiler , L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
* ?--1913-1917 Assistant Traffic Superintendent 
* 1917/07/22 ordered to leave RRD, Traffic Department (RSRS 1917, p.1)

FR026 鉄道外国人 German

Eschenbrenner R. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)

FR027 鉄道外国人、 German

IFeurich, 0. 
* 1901/09/01 engaged in the Royal Railways Department ( from Minister of Public Works to 
King Rama V, 1909/04/05: HCH) 
* 1909/04 as Accountant in the Northern Line 
* 1909/04 no transfer to the Southern Line 
* 1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR028 鉄道外国人、鉄道局付き医師 Italian

lGayetti,

*

C. Dr.

1927 Medical Service 
1931/6/1 retired from Medical S ervice
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FR029

Gehrts

鉄道外国人、鉄道局長

Hermann

German

1854--1914 
*1893/03 invited by Karl Bethge (Director General of the Royal Railways Department of 

Siam) 
*1893-- Section engineer for the Bangkok Section and Superintending Engineer in charge of 

Technical Office 
* 1893 Section Engineer for Ayuthya (Directory for Bangkok and Siam 1893, p.293) 
*1894/09 promoted to Secretary and the third Chief Engineer 
*1900/04/11--1904/07 promoted to the second Director-General of the Royal 

Railways Department of Siam 
*1901/01-04 field trip on the Norther area to supervise the Northern line 
*1904/07/06 retired from RRD. 
(Source: 'The Director-General of Railway,' Bangkok Times Weekly Mail July 6, 1904)

FR030 鉄道外国人 German

Gerber, A.

1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR031 鉄道外国人、工区担当エンジニア Italian

Giacone, L.

* 1917 promoted to 2nd Engineer of Department of Ways 
* 1923/4/1 Section Engineer transferred from Department of Ways to Eastern Line 

Construction

FR032 鉄道外国人、保線エンジニア British

Gibb, A.

* 1923/11/3 - 1924/7/25 Maintenance Engineer , left for Europe 
* 1926/12/5 from Maintenance Engineer at Had Yai Maintenance District to Department of 

Ways 
* 1931/1/1 trans . from Department of Ways to Ways and Works Service

FR033 鉄道外国人、機械担当技師長 British

Gibb, Norman

* 1917/07/22 

Machanical 
* 1919/1/30 
* 1920/11/1 

1920, p.3)

 promoted from Chief Mechanical Engineer for the Southern Line to Chief E
ngineer (RSRS 1917, p.2) 

left for Europe 
retired as Chief Mechanical Engineer due to termination of his contract (RSRS
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FR034 鉄道外国人 German

Giertz

1911 (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 retired as Chief Mechanical Engineer in the Northern Line (BTWM 1911/10/04)

FR035

Gittins

鉄道外国人、工区担当エンジニア、東部線建設責任者

Henry 1

British

# born in November 18, 1858 England 
# 1881 left England to Canad to work as assistant engineer on the construction of the 
Canadian Pacific Railway, also on the Ontario and Quebeck Railway 
# 1888/07 came to Siam as a staff of "Punchard Survey" inspired by Andrew Clarke 
# 1888/07--1891/10 joining the Punchard Survey 
* 1892/05 joining theRoyal Railway Department (BTWM 1937/02/25) 
* 1893/03 returned to Thailand 
* 1893 Section Engineer of Hinlap (km 130-145) (Directory for Bangkok and Siam 1893, 
p. 294) * 1895 Section Engineer for Cantul (km 168-200) (DBS 1895, p.126) 
# 1897 Section Engineer of Chiengrak (km 16-48) (Directory for Bangkok and Siam 1897, 
p. 120) * ?--1901 Section Engineer for Pakpreo (km 0-180) (DBS 1901, p. 156) 
# 1901 Chief of the survey team of the Eastern Line 
# ? --1905 nezt for appointment as the Deputy Director 
# 1905/06 appointed as the Chief Construction Engineer on Eastern (Petriew) 
Line 
# 1906 moved to Technical Sectretary to the Minister of Public Works

FR035 鉄道外国人、南部線鉄道局長、技師長 British

Gittins, Henry 2

* 1909/06/01 Controlling Engineer of the Royal Souther State Railway/ 
Technical Adviser ; supervising all of the sections under construction in Southern Railway 
* 1917/07/22 promoted to Chief Engineer for Meter Gauge and Chief Engineer to the 

whole of the State Railways (RSRS 1917, p.2) 
* 1919/4/22 - 11/29 left for Europe 
* 1921/04/09 resigned as Adviser and Chief Engineer to the Department, due to illness 
(RSRS 1921, pp.4-5); on the same day, farewell party organized by RSR # 1921/04/10 l
eaving Thailand 

# 1937/02/03 died in London 
(# Source: The Bangkok Times Weekly Mail, 'Royal Southern Railway,' August 27, 1909; 
April 9, 1921, p.22; 'Mr. Henry Gittins: Builder of Siamese Railway,' February 13, 1937) 
(* Annual Reports of the Royal Railways Department)
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FR036 鉄道外国人、地区担当エンジニア Germany

Goetz A. 
* 1899/12/28 engaged in the Royal Railways Department ( Minister of Public Works to 
King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Division Engineer of the Northern Line 
* 1909/04 transferred to the Southern Line asDivision Engineer 
* 1911/04 retired from RRD, and moved to German South Africa to engage in railway 
construction (BTWM 1911/04/17)

FR037 鉄道外国人 German

Gotte, R. (o*) 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1922/07/22 ordered to leave RRD, Maintenance Department (RSRS 1917, p.1)

FR038 鉄道外国人 German

Gotthardt

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand , p.204)

FR039 鉄道外国人 German

IGotz

1909/

(o*)

(Weiler,

I

L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR040 鉄道外国人 German

IGreenshields, C.D.
* 1917 resigned as Assistant Mechanical Engineer

FR041 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

[Gross, Max F. I

1856/03 -- 1915/07/18 
# born in Germany; 
then went to Java as civil engineer for railway construction and stayed in Java for 15 years 

# In Java, he got Dutch engineering and became a naturalized Dutchman 
# 1895/08 entered into the RoyalRailways Department of Siam 
* ?--1897-- Assistant Section Engineer for Hinlap (km 130-145) (Directory for Bangkok 
and Siam 1897, p.120) 
* ?--1901-- Sction Engineer for Khorat (km 180-263 ) (Directory for Bangkok and Siam 

1901, p. 156) 
* 1909/ (Weiler , L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
# 1915/07/18 died in Bangkok 
('Death of Mr. M.F. Gross, BTWM 1915/07/19 )
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FR042 鉄道外国人、倉庫部長補佐 German

Groundwater C.L. 

* 1921/9/20 appointed to Assistant Stores Superintendent 
* 1930/3/24 Acting Chief Engineer in charge of Stores in place of Wyon Smith who left for 

Europe for rest

FR043

Hare

* 1917

鉄道外国人、監査役

C.F. 

Chief Auditor of the Southern Line transferred to Ministry of Finance

FR ndd 鉄道外国人、建設担当エンジニア German

Hau t, G. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)

FR045 鉄道外国人、鉄道局付き医師 German

Ways, Dr. 
* ?--1897 Medical Adviser (Directory for Bangkok and Siam 1895, p.119)

FR046 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

IKaeplers, 0. 1 
* 1893 Section Engineer for Muak Lek 
* 1893/12 died in Muak Lek (suffered from tuberculosis)

FR047 鉄道外国人、運輸事業部長補佐

[Kelly, Harvey G.
* 1917 resigned as Assistant Traffic Superintendent (RSRS 1917, p.4)

FR048 鉄道外国人

lKinningers, J. 
* 1908/09/07 engaged in the Royal Railways Department 
King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Assistant Engineer 
* 1909/04 transferred to the Southern Line to as Assistant

Germany

(from MInistry of Public Works to

Engineer

FR049 鉄道外国人、技術担当責任者、技師長 German

Kloke, E. 

Civil engineer 
*?-- 1901 Superintending Engineer of Central Administration (Directory for Bangkok and 

Siam 1901, p.155) 
*1903 --? Chief Engineer (BTWM 1903/06/15)
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FRO50 鉄道外国人 British

lKnight, A.T.
* 1921/4/30 returned to F.M.S (Malaya) Railways

FRO51 鉄道外国人、地区担当エンジニア British

(Knight, B.T. 
* 1897.01.05 employed in the Royal Railways Department (Hochtmaihet : from Minsitry of 
Public Workd to King Rama V April 5, 1909) 
* 1909/04 as Division Engineer in the Northern Line 
* 1909/04 transferred to the Southern Line as Division Engineer (HCH: 1909/4/5) 
* 1909/04 Division Engineer for Trang , Southern Line (BTWM 1909/08/24)

FR052 鉄道外国人 German

[Kohler, K. (o*) 1 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR053 鉄道外国人 German

lKrenpelt 1 

1911/12 (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in TTzailand, p.204)

FR054 鉄道外国人、建設担当エンジニア German

ILampe, F. 1 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)

FR055 鉄道外国人、石油探査 British

ILee, Wallace

* 1921/10/5
I

appointed to the Oil Geologist

FR056 鉄道外国人 German

ILobeck 1 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12

FR057 鉄道外国人 German

ILuders, 0. (u*) 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)
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FR058 鉄道外国人、測量技師長 British

[Martin, A.F. I 
* 1899/12/16 engaged in the Royal railways Department (from Minister of Public Works to 

King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Chief Surveyer in the Northern Line 
* 1909/04 transferred to Chief Surveyer to the Southern Line

FR059 鉄道外国人 German

IMaryzi, P. 1 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR060 鉄道外国人、技術担当責任者、技師長 German

IMeyer, K.H. I 
* 1905/06/10 employed in Royal Railways Department (H .Ch.H. from Ministry of Public 
Works to King Rama V April 5, 1909) 
* 1905/07/12 appointed to Superintending Engineer (RSRS 1905, p.7) * ?--1909/04-- already Chief Engineer 
* 1909/04/05 retired as Chief Engineer 
* 1909/ (Weiler , L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR061 鉄道外国人 German

Moller K. (o*) 

1911/12 engaged in Northern Line costruction (Weiler, Anfang der, p.204) 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR062 鉄道外国人 German

Neidhardt, 0. 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Traffic Department (RSRS 1917, p.1)

FR063 鉄道外国人、保線エンジニア British

Passmore, N.K. 
*?--1895-- Assistant Section Engineer for Pakpriew (km 79-130) (Directory for Bangkok 
and Siam 1895, p.125) 
* 1897 Section Engineer for Pakpriew (km 79-130) (Directory for Bangkok and Siam 
1897, p.120) 
*1921/2/1 Maintenance Engineer, left for Europe and retired
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FR064 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

Peterson H. 
* 1904/02/01 engaged in the Royal Railways Department ( Minister of Public Works to 

King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Section Engineer in the Northern Line 
* 1909/04 no transfer to the Southern Line 
* 1909/04 retired from RRD.

FR065

Petri,

1909/

Dr.

鉄道外国人

(Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

German

FR066 鉄道外国人、技術局付き German

Rabe G. 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR067 鉄道外国人、道路担当エンジニア German

Rabus Th. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, the Department of Ways (RSRS 1017, p.1)

FR068 鉄道外国人、工区担当エンジニア Danish ? Hungarian

Rahbeck, K.L. 
* ?--1895-1897-- Section Engineer for Muak Lek (Directory for Bangkok and Siam 1895, 
p.126; 1897 edition, p.120)

FR069

Rees,

鉄道外国人、技術担当責任者

M.H.

* 1926/4/1 a
ppointed to Superintending Engineer

British

FR070 鉄道外国人、技術局付き German

IRingelmann, H.

1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)
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FR071 鉄道外国人、保線担当地区エンジニア British

Robins A.O. 
* 1920/4/1 Maintenance Engineer of Tung Song District , left for Europe for rest * 1921/1/6 Maintenance Engineer of Petchburi District 
* 1927/7/1 from Section Engineer to Division Engineer of Ways and Works Service 
* 1930/3/14 Acting Chief Engineer for Ways and Works in place of Arthur Crum 
* 1932/3/1 retired from Division Engineer for Ways and Works

FR072 鉄道外国人、機関車検査官 British

[Robinson,
* 1922/12/30 
1922, p.4)

H. 

Locomotive Inspector / received a title of Luang Surakankoson (RSRS

FR073 鉄道外国人、技師長 German

IRohns
* --1894/09

I

Chief Engineer (BTWM 1903/06/15)

FR074 鉄道外国人 German

lRosenberg 1 
1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR075 鉄道外国人、技師局付き German

Rummel L. 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR076 鉄道外国人、保線エンジニア German

Rundholzner, H. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Maintenance Department (RSRS 1917, p.1)

FR077 鉄道外国人、建設担当エンジニア German

Russ W. 

1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)
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FR078 鉄道外国人 German

ISchadrich, R. (a*) 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) 
1911/12 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office (RSRS 1917, p.1)

FR079 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

Schneider Th. 
* 1905/11/19 engaged in the Royal Railways Department ( from Minister of Public Works to 
King Rama V) 
* 1909/04 as Section Engineer in the Northern Line 
* 1909/04 no transferred to the Southern Line 
* 1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) * 1917/07/22 ordered to leave RRD, Technical Office

FR080 鉄道外国人、運輸事業部長 German

Schnerr, F. 
* 1898-1917 Traffic Superintendent (Directory for Bangkok and Siam 1897) 
* 1900 Traffic Superintendent (RSRS ) 
* 1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204) * 1917/07/22 ordered to leave RRD

, Traffic Department (RSRS 1917, p.1)

FRO81 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

Schon, J.G. I 
* 1920/1/4 appointed to Section Engineer 
* 1920/10/15 Section Engineer of Maintenance Service to Southern Line Construction 
* 1923/4/1 Section Engineer of Ban Kao Tong Maintenance District to Eastern Line 
Construction 
* 1925/8/1 retired due to illness

FR082 鉄道外国人、機械エンジニア British

Shea. Austin

* 1918/6/1 
* 1919/3/12

appointed to Mechanical Engineer 
died (RSRS 1918, p.3)

FR083 鉄道外国人、南部線建設担当技師長 British

Sinclair,

* 1921/2/1 

p.3)

J.M. I 

retired from Chief Construction Engineer of the Southern L ine. (1920,
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FR084 鉄道外国人、南部線建設総責任者 British

(Smart, L.S. 
* 1911/08 engaged in the Royal Railways Department as Superintending Mechanical Engineer 

(BTWM 1911/08/21) * ?--1913 Acting Controlling Engineer of the Southern Line (BTWM 1913/05/22) 
* 1913/07 Controlling Engineer of the Southern Line, succeeded from Gittins. (BTWM 
1913/07/01)

FROM 鉄道外国人、倉庫部長、倉庫担当技師長 British

Smith, Wyon E. 
* 1922/12/15 Superintending Engineer 
* 1926/4/14-12/28 left for Europe 
* 1926/12/29 promoted to Chief Engineer (Stores Service ?) 
* 1927/1/1 Chief Engineer in charge of Store Services 
* 1930/3/24-12/9 left for Europe: C .L. Groundwater became Acting Chief Engineer in 
charge of Stores

FRO86 鉄道外国人、技術担当責任者 British

Sm th Gilbert C. 
* 1907/10/18 engaged in the Royal Railways Department of Siam (H . Ch. H. from Ministry 
of Public Works to King Rama V April 5, 1909) 
* ?--1909/04 as Section Engineer in the Northern Line (ibid .) 
* 1909/04 trasnferred to Division Engineer for Petchaburi , tthe Southern Line 
(BTWM 1909/08/24) * 1920/1/4 appointed to Section Engineer 
* 1922/2/26 Maintenance Engineer from Southern Line to Tung Song District 
* 1922/12/16 from Tung Song District to Acting Division Engineer of Southern Highway 
Division 
* 1923/9/16 from Acting Highway Division Engineer to Maintenance Engineer of Tung Song 

District 
* 1929/1/4 promoted to Superintending Engineer of Technical Office (--1932/3) 
* 1929/3/27-10/27 left for Europe 
* 1932/3/1 retired from the Royal Railway Department 

( BTWM 1932/03/14)

FR087 鉄道外国人、工区担当エンジニア British

Smyth, James S. 
* 1895 Section Engineer for Chiengrak (km 16-48) (Directory for Bangkok and Siam 1895, 
p.125 ) * --1901--? Section Engineer for Ban Kamehn (km 18.9-40) (Directory for Bangkok and 
Siam, p. 157) 
# became the first manager of the Siamese Tramway Co.,Ltd. 
# became the Manager of the Bangkok Dock Co.,Ltd. (BTWM 1932/03/14 )
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FR088 鉄道外国人、保線担当技師長、技術局付き技師長 British

Smyth, R.F. (Bob) 
* 1898/11/16 engaged in the Royal Railways Department ( from Minister of Public Works to 
King Rama V, 1909/04/05) 
* 1900 joining the Railaways 
* 1909/04 as Section Engineer with monthly salary of 51 pound 
* 1919/4/1 promoted to Division Engineer to Superintending Engineer (RSRS 1919

, p.2) * 1921/1/5 from Superintending Engineer of Southern Line Construction to Southern 
Highways Division 
* 1921/5/1 promoted from Superintending Engineer of Ways Dept. to Superintending 
Engineer in charge of Maintenance of Ways & Works 
* 1921/8/15 promoted from Superintending Engineer to Chief Engineer for Ways and 

Works (until February 1927) 
* 1923/4/3-12/28 left for Europe 
* 1923/12/21 appointed to Board Member of the Railway Commisioners 
* 1927/2/16 Chief Engineer for Ways & Works to Chief Engineer in charge of 
Technical Office 
* 1927/11/15 retired (27 years for the Siamese Railaways)

FR089 鉄道外国人、経理部長

Stanway, F. 
* 1917 promoted to Chief Accountant Construction (RSRS 1917

, p.4) * 1920/10/13 Chief Accountant, left for Europe for rest

Brtish

FR090 鉄道外国人、工区担当エンジニア German

Strauss, V. 
* 1906/05/07 engaged in the Royal Railways Deaprtment ( from Minister of Public 
Works to King Rama V, 1909/04/05) 
* 1909/04/05 as Section Engineer 
* 1909/04 trasnferred to the Southern Line as Section Engineer 
* 1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204)

FR091 鉄道外国人、マッガサン鉄道工場長 British

Sutcliffe, Ingham 
* 1919/12/6 appointed to Assistant Chief Mechanical Engineer in charge of Workshop (RSRS 
1919, p.2) 
* 1919 eventually served as the superintending engineer ofWorkshop 
* 1924/3/16 as Superintending Engineer of Makasan Workshop l

eft for Europe for 
rest 
* 1930/12/16 retired from RRD
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FR092 鉄道外国人、保線担当エンジニア German

Trewheler, N. 
* 1920/1/4 appointed to Section Engineer 
* 1922/3/1 as Maintenance Engineer from maintenance Service to Technical Office (engaged 
in meter gauge integration) 
* 1922/7/12 fromTechnical Office to Chumpol Maintenance District 
* 1923/9/21 as Maintenance Engineer trans. from Chumpol District to Lampang Maintenance 
District 
* 1926/3/1 left for Europe 
* 1927/3/10-12/4 as Maintenance Engineer of Lampang District, left for Europe * 1927/12/4 Maintenance Engineer of Had Yai District 
* 1930/3/9-10/23 Maintenance Engineer of Prachinburi District, left for Europe for rest

FR093 鉄道外国人 German

Ulrich, A.

1917/07/22 ordered to leave RRD, the Headquarter (RSRS 1017, p.1)

FR094 

Wehler, G. F. 

1909/ (Weiler, L. Anfang der Eisenbahn in Thailand, p.204 ) 
1917/07/22 ordered to leave RRD, Maintenance Department

German

(RSRS 1917, p.1)

FR095 鉄道外国人、発電所責任者 German

Weidaver, H.

* 1927/12/1 Power House Superintendent

FR096 鉄道外国人、鉄道局長 German

Weiler, Luis 1 
*1893--1897/11 Section Engineer for Hinlap 
* 1897/12 moved to China to engage himself in railways construction 
* 1904 returned to Siam 
* 1904/07--1917/06 appointed to the third Director-General of the Royal Railways 

Department

FR097 鉄道外国人、建設担当エンジニア German

W eiss F.

1917/07/22 ordered to leave RRD, Construction Department (RSRS 1917, p.1)
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FR098 鉄道外国人、機械担当技師長補佐 British

jWright, F.T. 
* 1920/1/4 appointed to Assistant Chief Mechanical Engineer in charge of Makasan 
Workshops 
* 1921/7/3 retired from Assistant Cheif Mechanical Engineer

FR099 鉄道外国人、マッガサン鉄道工場長、機械担当技師長 Danish

FZachariae, H.A.K. 
* 1919/12/16 promoted to Assistant Chief Mechanical Engineer (RSRS 1919, p.2) 
* 1922/2/8 left for Europe 
* 1922/11/1 from Mechanical Service to Assistant Chief of Technical Service 
* 1926/3/1 promoted from Ass. Chief to Chief Mechanical Engineer of Mechanical 
Service: Samarn Panyarachun was transferred to Chief Electrical Engineer 
* 1929/11/22 -1930/5/27 left for Europe Phra Suwaphanphityakan became Acting Chief 
Mechanical Engineer 
* 1931/04 promoted to Acting Superintending Engineer of Makasan Workshop (Nai Chang 
Kon Ek Raksakan Thaen) * 1932 retired as Chief Mechanical Engineer
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戦前期タイ鉄道局のタイ人

主要技師 ・幹部職員一覧
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*左 肩の 「TROO1」 は、本書の 「戦前期タイ鉄道局のタイ人主要技師 ・幹部職員

一覧」のための
、仮の通 し番号である。

*最 上段の右肩の数字は、生年月 日と没年月 日を示す。

*第2段 、第3段 の左欄は、爵位 と欽賜名(な い場合は本名)を 、右欄は本名を

それぞれ示す。Momchao,Momluangな どは、王族の称号を示す。

*第4段 の 「あ り」 は海外留学経験の有無を示す。国名、大 学、滞在期間が判 明

する場合 には明記 した。

*第5段 は 出所、資料を示す。例えば、 「CO618」 は京都大 学東南ア ジア研究セ

ンターが所蔵す る 「チ ャラッ ト文 庫」 に、本人の葬式本がある場合 の請求番号

(0618)を 示す。一方、文献番号は本書第H部 の文献番号を示すので、そ ち

らを参照 されたい。

*本 人の経歴について、本書の第 皿部に別途、詳 しい経歴を記載 している場合 に

は記述 を省略 し、当該統計表の番号のみを記 した。当該統計表を参照 されたい。

*第6段 以降の経歴 については、原則的に英文による記載はタイ鉄道局 『年次事

業報告書』各年版か ら得たデータ、邦文の記載はその他の資料 にもとつ くデー タ

に拠 る。

*今 回の調査で、戦 前期のタイ人鉄道技 師 ・幹部職員 として選 出した人物 は合計

200名 を越えるが、情報不足の場合には削除 した。
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

1TR001 鉄道奨学生第3期 生、保線技師、国鉄理事 不明 不明

Amphon Sun-anan Amphon Sun-anan

あ り1イ ギ リス(バ ー ミンガ ム大 学)1920-1926

1920平 民 ナー イ ・チ ャイ の息 子 と して 生 まれ る

1920ス ワヌ グ ラープ校 卒 業

1920/5鉄 道局 奨 学生 選 抜試 験 に合格 、 イギ リス 留学

1926イ ギ リス のバ ー ミンガ ム大学 で土 木 工学 士を取 得

1926鉄 道 局 に入 局 。以 後 、主 と して保 線担 当技 師 と して働 くが 、 職歴 は不 明

1959/7/1-1961/6/30、1961/7!1-64/2/11国 鉄理 事

鉄道 奨学 生 第6期 生 、運 輸検 査 官、 サ イア ム商業 銀行 支 配人1903/11/081972/10/28

Aphon Kurishnamara Aphon Kurishnamara

あ り/イ ギ リス(マ ンチ ェス タ ー大 学 商学 士)1923-1929

CO618葬 式 本 、文 献3070

1903イ ン ド人 系 の家 系 に生 まれ る

1923鉄 道局 奨 学 生選 抜試 験 に合格 。 イ ギ リスへ留 学

1925-1929マ ンチ ェスタ ー大学 で商 学 を学 ぷ。 商学 士を 取得

1929/7/1appointedtoActingTrafficInspectoroftheRoyalRailway

1931/3鉄 道 局 を 退職

1931/4サ イ ァ ム商 業銀 行 に入行

1938チ ュラー ロ ンコー ン大学 商学 会計 学 部の 創設 者 とな る

1944サ イ ァム(タ イ)商 業銀 行支 配人 に就任

鉄道奨学生第7期 生、運輸事業部 不明 不明

Art Kunchon Na Ayuthya Art Kunchon Na Ayutthya

あ り/フ ラ ンス(リ ヨ ン大 学)1924-1931

タイ国鉄 編 「ブ ラ チ ャ ッ トラム ル ック』(文 献3005)。 詳 しい経 歴 は表W-22を 参 照

鉄道奨学生第2期 生 不明 不明

Banchong Thammasak Banchong Thammasak

あ り/ア メ リカ1919一

◆ 大学 に入学 で きず、 中途 で 帰 国。経 歴不 明
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

TRO05 鉄道奨学生推薦組、建設担当技師 不明 不明

Bunrabue Krudakorn, MRW Bunrabue Krudakorn, MRW

あ り/イ ギ リス1930年 帰 国

1930/9/25 trans. from Department of Ways to Makasan Workshops as Assistant 

Mechanical Engineer 
193 1 /5/1 1 trans. from Makasan Workshops to North Eastern Line Construction as 
Assistant Engineer

1TR006 鉄道奨学生第3期 生、道路局 不明 不明

Buntham Mahawasu

あ り/イ ギ リス(シ ェフ ィー ル ド校 、1920。1926

TRO07

1926111118鉄 道 局 に入 局

1928/4/1

appointed Assistant Engineer of the Royal State Railways

trans. from Technical Office to the Department of Ways

鉄道奨学生推薦組、フォアマン 不明 不明

Bunyarit Charoenying Bunyarit Charoenying

あ り/イ ギ リス1931年 帰 国

TRO08

1931/3/14 appointed to Under Foreman

陸軍省、鉄道局出向、建設担当技師

of the Royal State Railways

不明 不明

Chaiwacharachinda, Luang Chai Niwatnanda, Lieut. 

19 1 7/7/22 Ministry of War to Assistant Engineer of Technical Office, Royal State 

Railways 

1920/4/1 Ass. Engineer, 1st Deputy Councillor: trans from Technical Office to 

Eastern Line Construction 

1 922/1 2/30 received the title of Luang, same post

1TR009 鉄道局ホテル課長 不明 不明

Chakkratthabodi, Phra 

1917 3rd Councillor, Luang, Traffic Inspector 

1924/1/1 Phra, promoted to 2nd Councillor 

1927/4/20--11/22 as Manager of Hotel Branch, 2nd Councillor, Europe on 

special mission
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TR010 鉄道奨学生推薦組 不明 不明

Chalaem Sukhkit Chalaem Sukhkit

あ り/ア メ リカ1929年 帰 国

1929/6/5 appointed to Under Foreman of the Royal State Railways

ITR01 1 農業省、鉄道局出向、鉄道局総裁代行、商務省次官 不明 不明

Chalart Loploesan , Momchao 

19 1 7/7/22 trans. from Ministry of Agriculture to Department of State Railways, as 

Assistant Commissioner General as well as full charge of Technical Office in place of 
Luis Weiler. 
1 923/1 2/7 promoted to 2nd Grand Councillor 
1924/1 /15 Acting Commissioner General for Burachat (special mission to Europe) 
1926/4/23 Undersecretary of Ministry of Commerce 
1926/9/1 retired from the Royal State Railways

TRO12 鉄道奨学生第2期 生、運輸事業部 不明 不明

Chaloem Chaiyasut Chaloem Chaiyasut

あ り/ア メ リカ1919-1925

1925/7/7 Traffic Inspector 

19 26/1 2/24 promoted to 1st Deputy Councillor 

1926/5/1 from Phisanulok to Bangkok as Traffic Inspector 

1932/9 promoted to Division Superintendent of Southern Division, Traffic Service

1TR013 陸軍 省 、鉄道局運輸事業部長 不明 不明

Chansongkram, Luang Phan Tho 
*1935 promoted from Acting Traffic Superintendent to Traffic Superintendent 

(RSRS 1935:1 )
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

1TR014 大蔵省、鉄道局移籍、同経理部長、政府貯蓄銀行総裁 1890/11/18 1969/12/12

Chaonanusathi, Phraya MahaAmmat Tri Chao Inthuketu

あ り/イ ギ リス(会 計 学 の資 格)1910-1914

C2025葬 式本 文献3019

1890ム ー ン ・ラ ッ クア クソ ン(チ ュン ・イ ン トゥゲ ー トゥ)の 息子 と して生 まれ る

*ボ ー ウォ ンニ ウ ェー ト寺学 校 、 ス ワヌグ ラー プ英語 学校 卒 業

190912128大 蔵省 主 計局 に入 省、 同5/4同 省総 務局 へ 移 る

1910!1/27大 蔵省 官 費留学 生 と して イギ リスへ留学 。 会計 学 と商 学 を学 ぶ

ロ ン ドン商 業 会議 所 よ りSeniorBook-keepingandAccountancy取 得 。

191411214タ イ に帰 国。 同12/7大 蔵 省統 計 商業 局へ 配属

1917/711大 蔵省 会 計監査 局 へ異 動

1920/11/22鉄 道局 へ 移籍 。 同局経 理部 長補 佐 に任命

1926/411鉄 道局 経理 部 長 に就任

1926!4/4商 務運 輸省 の統 合 に よ り、 同省 管 轄の鉄 道 局、 郵 便電 信局 、 サ ー ムセ ー ン発 電

所 の3つ の 経 理 総 責 任 者 に 任 命 さ れ る

1928/6/23-1929/1/12ChiefAudibr:Australiaonsspecialmission.

1928オ ー ス トラ リア へ 貯 蓄 性 銀 行 の 調 査 の た め 、1年 間(?)長 期 出 張

193213/1鉄 道 局 を 退 職

195114-1956/3政 府 貯 蓄 銀 行(オ ー ム シ ン銀 行)総 裁 に 就 任

1TR015 鉄道局保線担当技師 不明 不明

Charanchai, Momchao 不明

1928/9/1 transf. from Technical Office to Gengkoi Maintenance District as Assistant 
to the Maintenance Engineer 

1929/2/23 from Gengkoi to Technical Office

1TR016 鉄道奨学生推薦組、保線担当技師長 1897/01/07 1958/05/09

Charansanitwong, Luang Charan Sanitwong, Momiuang

あ り/イ ギ リス(バ ー ミンガ ム大学)1912-1922

CO700葬 式 本 文 献3014◆ 詳 しい経 歴 は本 書 の表VH-10を 参 照
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

ITR017 鉄道奨学生第1期 生、倉庫部長 不明 不明

Charatsing-phatsadukit, Luang Som Charatsing

あ り/ア メ リカ(ペ ン シ ル ヴ ァニ ア 大 学)1918-1924

1918鉄 道 局 奨 学 生 選 抜 試 験 に合 格 、 ア メ リカ へ 留 学

1920-1924ペ ン シル ヴ ァ ニ ア 大 学 で 学 ぷ

1924/7/22鉄 道 局 に入 局TrafficlnspectoroflheRoyalStateRallways

1926/1/15transferredfromPhisanuloktotheHotelBranch

1931/8asTrafficlnspector,receivedthetitleofLuang

1932/9promotedtoStoresSuperintendent ,ofEngineeringServiceDepart.

TR018 陸軍工兵局通信部隊、鉄道局長、初代タイ国鉄総裁 1895/10/27 1983/7/10

Charun Rattanakun Serirongrit, Phon Ek Charun Rattanakun Serirongrit

なし/陸 軍士官学校

葬式本 文献3015◆ 詳 しい経歴は表Vr7を 参照

TR019 鉄道奨学生第5期 生、運輸事業部 不明 不明

Charun Wimonsiri Charun Wimonsiri

あ り/イ ギ リス(マ ンチ ェス タ ー大 学 商学 士)1922-1928

1929/3/1 1 appointed Acting Traffic Inspector of the Royal State Railways

TR020

1930/3/1 trans, from Traffic Service to Accounts Service . 
19 32/9 promoted to head (in charge of) Passenger Division , 
Deprt.

鉄道奨学生推薦組、タイ人初代工場長

Traffic Service

1896/1 1 /19 1 931 /03/30

Charunsanitiwong, Luang, Ammat Tri Charun Sanitwong, Momluang

あ り/イ ギ リス 留 学(1912-1923)、 ケ ンブ リジ 大 学(1915-1918)

DROO4葬 式本 文 献301ぢ ◆詳 しい経歴 は本 書 の表 町一11を 参照
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

司法省、内務省、鉄道局移籍、同局法律部長 1885/12/14 1964/01/07

Chinnaditbodi, Phra Ammat Ek Amnat Romayanon

CO684葬 式本3018

1885勅 任 官吏 ル ワ ン ・ラ ーマ テ ィポ ンの息 子 と して 生 まれ る

*南 タイ の トラ ー ト県の 学校 に入 学 、 その後 、 シ ンガポ ール のAngloChineseSchool入 学

1909!12/1-1912/4司 法 省 に入 省 。地 方裁 判所 局 に配 属

1912/4-1917/12内 務省 地 方行 政局 に勤 務

.1913/8位 階欽 賜名 ⊥uangChinnaditbodi

1917112ド イ ツ人追 放 に伴 い、 内務 省 か ら鉄 道局 へ 出 向。法 律担 当官(LegaI

Controller)に 任命 され る

1917/12鉄 道 局 へ 移籍 法 律担 当秘 書長 に任 命

1922法 律 学卒 業 資格 証 書(netibanthit)を 取得

1927/01/01-1932/02/01法 律 部 長headofLegalBranchoftheRoyalRailways

Department

1928/11/08

1929/11/10

1931/11/08

1932/02/01

LegalSecretary,3rdCouncillor,promotedto2ndCouncillor

位 階 欽 賜 名receivedthetitleofPhraChinnaditbodi

promotedtolstCouncillor

鉄 道 局 を 退 職 。

鉄道奨学生推薦組 不明 不明

Chiu Sanitwong, Momluang Chiu Sanitwong, ML

あ り/ア メ リカ1924年 帰 国

1924/1 1/12 Assistant Engineer of the Royal State Railways. 

1925/1/1 1st Deputy Councillor

鉄道奨学生第5期 生、運輸事業部旅客課長、中央銀行総裁 1903/08/02 1967/11/20

Chote Khunakasem Chote Khunakasem

あ り/イ ギ リス(バ ー ミンガ ム大 学商 学士)1922-1928

COO69葬 式本 文 献3020◆ 詳 しい経 歴 は本 書の表V皿一18を 参 照

鉄道奨学生第3期 生、マッガサン鉄道工場長 1902/08/30 1947/02/01

Dechatiwongwarawat, Luang Kri Dechatiwong, ML

あ り/イ ギ リス(バ ー ミンガ ム大 学)1920-1926

CO366葬 式本 文献3021◆ 詳 しい経 歴 は本 書の表V旺一14を 参 照
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鉄道局電気担当技師 不明 不明

Dunlapakan,

* Assistant 

1928/11/1 

Engineer 

1930/l/1

Momchao 不明

Electrical Engineer, 1st Deputy Engineer 

  Personal Assistant to Chief Electrical Engineer to Assistant Electrical 

transferred to the High Tension Branch, Ministry of Interior.

鉄道局電気技師 1890/1/3 1974/12/27

Furusawa, H. Furusawa, H.

な し

葬式本 文献3074◆ 詳 しい経歴は本書の表珊一23を 参照

鉄道局保線担当技師

Kamchonchaturong, Luang 不明

不明 不明

1 91 9/5/8 Assistant Engineer, Captain trans. from Northern Line Construction to 

Acting Maintenance Engineer of Lampang District 

1923/9/26 from Lampang to Gengkoi Maintenance District as Maintenance Engineer

陸軍工兵局長、タイ人初代鉄道局総裁、商務運輸大臣 1882/1/23 1936/9/4

Kamphengphet-akkharayothin, Krommahra Phraongchao Chaiyakon

あ り/イ ギ リス(ケ ンブ リッ ジ大学 、 チ ャ ッヘ ム陸 軍工 兵学 校)1895-1905

文献3033、3004、3026ほ か 。◆ 詳 しい経 歴 は本 書の 表V置一1を 参 照

鉄道奨学生推薦組、橋梁建設、保線担当技師 1897/05/28 1967/05/30

Ka-wilawong Na Chiangmai, Chao Kawilawong Na Chiangmai, Chao

あ り/イ ギ リス(1905-1914)、 フ ラ ンス(リ ヨン大学 工学 士)1914-1922年

C5131葬 式本 文献3017◆ 詳 しい経 歴は 本書 の表VU-21を 参 照
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第3期 生、鉄道局運輸課長、経済大臣 1903/12/30 1965/07/15

Kasem Sriphayak Kasem Sriphayak

あ り!イ ギ リス(バ ー ミンガ ム大学)1920-1925

C2174葬 式本 文 献3010◆ 詳 しい経 歴 は本 書の 表W-17を 参 照

鉄道局電気担当技師 不明 不明

Khao Na Pomphet 不明

1 928/5/1 0 appointed to Assistant Electrical Engineer. graduated E.E. of Rensselaes 

Polytechnic Institute, Troy. 

1928/1 1 /8 1st Deputy Councillor 

1929/1 0/1 transf. Meter Section to Power House

鉄道奨学生第5期 生、マッガサン鉄道工場 不明 不明

Kim Sua (Chitti) Malila Chitti Malila

あ り1イ ギ リス(リ ー ズ大学 自然科 学,学 士)1922-1928

19 28/12 /3 appointed Assistant Mechanical Engineer of the Royal State Railways 

1929/7/28 from Bangkok Noi to Geng Koi District 

19 31 /5/ 1 trans. from Acting Locomotive Inspector to Acting District Maintenance 

Engineer of Korat District. 

19 32/9 promoted to Engineer in charge of the Carriage and Wagon Shop, Makasan 

Workshops.

鉄道局発電係

Kosai Sukhawanit 不明

19 28/1 1 /6 appointed to Assistant Electrical Engineer, 

Massachussets Institute of Technology, USA 

1929/1 0/1 from Meter Section to Power House

不明 不明

graduated at Diploma

ラーマ6世 王橋建設担当技師補佐 不明 不明

Krairoek-rachasewi, Luang Nap Krairoek 

1923/4/26 Assistant Engineer, 1st Deputy Councillor Rama VI Bridge Construction 

1924/10/31 received the title of Luang
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第1期 生、保線担当技師、国鉄土木担当技師長 1896/10/281970/9/23

Kunchanratyathon,LuangYenKunchan

あ り!ア メ リカ(ミ シガ ン大 学 土 木 工 学 士)1918-1924

C4800葬 式 本 文 献3009

1907テ ー プ シ リ ン寺 校

1915ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 第8年 制 卒 業

1916チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン 国 王 文 官 養 成 学 校 に 入 学 。2年 間 、 教 員 育 成 コ ー ス

191814鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 に 合 格 。 ア メ リカ に 留 学 。 キ ャ ス キ ャデ ィ ラ校Oに 入 学

1919-1924ミ シ ガ ン大 学 土 木 工 学 を 学 ぷ 。 工 学 士 を 取 得

192416!26鉄 道 局 に 入 局apPointedtotheAssia電antEngineerofRoyalStateRaiiways

1924/10/311stDeputyCouncillor

1924/8/15transferredfromMaintenancetoNorthEasternLineConstruction

*プ ラ ・ラ ム パ イ ポ ンの も と で 、 東 北 部 線 タ ー チ ャ ー ン工 区 の 建 設 担 当 技 師 補 佐 と な る

1925/4/-保 線 部 へ 移 る。 タ ー チ ャ ー ン の 保 線 技 師 代 理 に 昇 進

1928/12/1promotedtoActingMaintenanceEngineerforLamCheeDistrict

1929/12/2transf.fromLamCheetoHadYaiDistrict

1931/11/8receivedthetitleofLuang

1931/12/1ActingMaintenanceEngeneerofYalaDistrict

1932/9promotedtoDistrictMaintenanceEngineerofChumphonDistrict

鉄道奨学生第1期 生、保線担当技師、国鉄土木担当技師長 1896/10/281970/9/23

Kunchanratyathon,LuangYenKunchan

1934/12/1中 部 タ イ 管 区 保 線 担 当 技 師 責 任 者 に昇 進

1942/11/19鉄 道 局 木 材 ・石 材 課 長

1951パ2/20タ イ 国 鉄 木 材 ・石 材 部 長

1953/11/16タ イ 国 鉄 土 木 担 当 技 師 責 任 者(WisawakonAmnuaikanfaiKanChang-

yo電ha)

1960/1/1定 年 に よ り タ イ 国 鉄 を 退 職

鉄道奨学生第4期 生、運輸事業部 1900/09/051981/03/06

LengSrisomwongLengSrisomwong

あ り/イ ギ リス(リ バ プ ール大 学商 学士)1921-1926

C7931葬 式本 文 献3049◆ 詳 しい経 歴 は表V皿一20を 参 照
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第4期 生、保線担当技師 不明 不明

Lowasutyantrasin,LuangSanLowasut

あ り!フ ラ ン ス(リ ヨ ン大 学,機 械 工 学,学 士)1921-1927

1927/12/26appointedAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1928/11/81stDeputyCouncillor

1929/3/18trans.fromTechnicalOfficetotheDepartmentofWays

1931/2/1fromDepartmentofWaystoNorthEasternLineSurvey

1931/11/8AssistantEngineer:receivedthetitleofLuang

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofTungSongDistrict

鉄道奨学生第5期 生 不明 不明

MongkhonNaowachamnienMongkhonNaowachamnien

あ り/イ ギ リス(リ ー ズ 大 学DiPlomaofLeeds)1922-1927

1928/4/5appointedActingAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1929/3/18trans.fromTechinicalOfficetotheDepartmentofWays

初期の鉄道技師、チュラー大工学部長 不明 不明

Niphatkunlaphong,PhrayaChinBun-nak

あ り/イ ギ リス留 学

葬 式 本 な し

1897(?)国 王 奨学 生 と して イギ リスへ 留 学、 土木 工学 を学 ぷ

*帰 国後 、 鉄道 局 へ入 局

*1917年10月 チ ュ ラ ー ロ ンコ ー ン大 学 工 学 部 の 設 立 、 初 代 工 学 部 長 に 就 任 。 工 学部

は、1913年 設 立の エ ンジニ ア学校(RongrianYantra-suksa)

鉄道奨学生推薦組、道路局 不明 不明

Parinyayok-wibun,LuangChomUbon

あ り/イ ギ リ ス1919年 帰 国

1922/12/30AssistantEngineer:receivedthetitleofLuang

1923/5/271stDeputyCouncillor:trapsfromNorth-EasternLinetoTechnical

OfficetoconductMeterGaugeintegration

1927/4/14trans.fromtheConstructionofSouthernHighwayNo.21atBetongas

HighwayEngineer3rdCouncillor,totheSruveyBranchoftheTechnicalOffice

(RSRS1927,p.4)

1927/5/13trans.toDepartmentofWays

1933鉄 道 局 を 退 職retired

264



戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生推薦組、道路局長 不明 不明

PathomKhachaseniPathomKhochaseni

あ り/フ ラ ンス(リ ヨ ン大 学AE.C⊥.,工 学 士)1928年 帰 国

1928/12/31appointedAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1929/3/18trans.fromTechnicalofficetotheDepartmentofWays.

1944-1946道 路 局 長

1948/05/14-1955鉱 山 局 長

鉄道奨学生第4期 生、保線担当技師 不明 不明

Phaichitrabunyamanop,LuangYongBunyamanop

あ り/イ ギ リス(シ ェ ー フ ィ ー ル ド校,工 学,学 士)1921-1927

1928/3/12appointedAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1931/11/8AssistantEngineer:receivedthetitleofLuang

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofLamCheeDistrict

鉄道局運輸事業部、貨物課長 不明 不明

Phaityaphan-phatthayacharan,LuangCzBamanit

1921/12/30recievedthetitleofLuang

1924/1/1promotedtoDistrictTrafficSuperintendent,3rdCouncillor .

1927/11/8DistrictTrafficSuperintendent,2ndCouncillor

1932/retiredastheHeadof('goodsControl

鉄道局本部事業部長 不明 不明

Phasakoson,Phra不 明

不 明

1928/4/1AssistantChiefofCentraloffice,2ndCouncillor,transf.toDepartmentof

Ways

1932/3/21ChiefofCentralOffice,2ndCouncillor,fromDept.ofWaystoStores

Service.
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道局本部事業部長、国鉄理事 1888/12/051948

Phatrakit-koson,Phra

C2194葬 式 本 文 献3036

1928/4/1

ChiefofCentralOffice,2ndCouncillor.

1928/11/8receivedthetitleofPhra

1951/07!01-1953/04/30タ イ 国 鉄 理 事

1953/07/01-1955!06/30タ イ 国 鉄 理 事

ThiamDosanan

ChiefoftheCentralOfficeoftheRoyalStateRailwaysfromAssistant

鉄道奨学生第3期 生、保線担当技師 不明 不明

Phechakasemwitisawat,LuangThemPhechakasem

あ り1イ ギ リス(リ バ プ ール 大 学)1920-1926

1926/11/18appointedtoAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofBangkokDistrict,EngineeringService

Department

鉄道局運輸事業部出納課長、倉庫部長、商務運輸次官 1880/01/291951/03/27

Phiphit-sombat,PhrayaMahaAmmatTriTapKuwanon

あ り/イ ギ リス1903-1907

C7766葬 式本 文献3034

1880ト ンブ リーで 平民 パ オの 息子 と して生 まれ る

*ペ ナ ンで学 ぷ。 その後 、 ボ ピッ トピム ック寺校 第6年 制 を卒業

1896教 育 省教 育 局 で英 語教 師補 佐

1889大 蔵 省へ 移籍 英語 通訳 。1900大 蔵省 監 査局及 び総務 局 の 英語 担 当職 員 に就 任

1902大 蔵 省検 査 局Phu-chuaiNai-wen

1903-1907大 蔵省 官 費留 学生 と して 、イ ギ リス で会 計 学 と経 済学 の 研修

1907帰 国後 、大 蔵省 に復 帰 。 同省 監査 局及 び総 務局 の第2級 事 務 長Nai-wenChan2

1909土 木 省鉄 道 局へ 移籍 。 南部 線 建設 の経理 部 長補 佐(Phu-chuaiPhuAmnuaikan

Banchi-yai)/位 階欽 賜名 を下賜 され るLuangPhiphit-somba量

1911RongAmmatEk

1912鉄 道 局 の南 北分 離 に伴 い、 南部 線局 運輸 事 業部 経理 課長 補佐

1913AmmatTri11914位 階欽賜 名 を下 賜 され るPhraPhiphit-sombat

1917運 輸 事業 部 出納 課長(Samuha-banchi)に 昇進

19171stCouncillor(AmmatEk),promotedtoChiefAccountantTraffic

191915/1promotedtoStoresSuperinlendent倉 庫 部長 に昇 進

1920位 階 欽賜 名 を下 賜 され るPhrayaPhiPhi!一sombat

1926商 務 運輸 省 次官 に昇 進 、鉄道 局 を退 任

1932農 務 省 との統 合 に よ り農 業 商務 省次 官 同年 、 高齢 の ため退 職
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鉄道奨学生第2期 生、保線担当技師 不明 不明

Phisanmarakhawithun,LuangCharunPhiankhian

あ り1ア メ リカ1919-1925

国 鉄72年 史/152

1925/8/20AssistantEngineer

1931/胴/8asActingMaintenanceEngineer,receivedtheli量leofLuang

1932/9promotedtoDistrictMaintenanceEngineerofHadYaiDistrict

鉄道奨学生推薦組、建設担当技師 不明 不明

PhisitAttachindaPhisitAttachinda

あ り/ア メ リカ1921年 帰 国

1931/917trans.fromTechnicalOfficetoNorthEasternLineConstruction,

AssistantEngineer

鉄道奨学生第2期 生、建設保線担当技師 不明 不明

Phisitmarakhawitan,LuangThatMokaraphirom

あ り1ア メ リ カ1919-1925

1925/8/17AssistantEngineer;1926/1/1trans.fromTechnicalOfficeto

KhonkaenLineConstruction

1926/4/9fromKhonkaenLineConstructiontoHeadquarterintheWayandWorks:

ActingMaintenanceEngineer;1926/12/241stDeputyCouncillor

1926/11/15trans.fromheadquarterstoChumpolMaintenanceDistrict

1931/11/8receivedthetitleofLuang,asActingAssistantEngineer

1931/12/1trapsfromActingMaintenanceEngineerofYalaDistricttoAssistant

EngineerofTechnicalOffice

1932/3/15ActingMaintenanceEngineerofLamCheeDistrict

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofPaknamphoDistrict

鉄道奨学生推薦組、鉱山局長、鉱山担当技師長 不明 不明

Phisitsukhumkan,Luang

あ り/イ ギ リス(ケ ン ブ リ ッ ジ大 学)1920年 帰 国

経 歴 不 明

PraphatSukhum
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鉄道奨学生第2期 生 不明 不明

PhonChaimongkhonPhonChaimongkhon

あ り1ア メ リカ1919-1921

鉄 道 奨学 生 と して アメ リカ に留学 。大 学 に入学 で きず 、 中途 帰 国。 そ の後 の 経歴 不 明

鉄道奨学生第5期 生、道路局 不明 不明

PhonLimcharoenPhonLimcharoen

あ り/イ ギ リス(マ ンチ ェ ス タ ー 大 学 、 学 士 取 得)1922-1928

1928/9/18appointedActingAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1929/3/18trans.fromTechnicalOfficetoDepartmentofWays

鉄道奨学生第6期 生、鉄道工場長 不明 不明

PhongWirayasiriPhongWirayasiri

あ り!イ ギ リス(マ ン チ ェ ス タ ー 大 学,自 然 科 学,学 士)1923-1930

息 子 は,SaPphasiriWiriyasiri鉄 道 博 物 館 の 顧 問1

1931/1appointedtoAssistantMechanicalEngineeroftheRoyalRailway

1932/9promotedtoAssistantOperatingManagerofTrafficServiceDeprt,

1955-1962マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 長

鉄道奨学生第2期 生、地区保線担当技師 不明 不明

Praimakon

あ り/ア メ リカ

1926/10/1

1926/11/8

1927/2/20

1930/8/11

Worawan,MomchaoPraimakonWorawan,Momchao

(コ ー ネ ル 大 学 土 木 工 学 士)1919-1926

AssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

lstDeputyCouncillor

trans.fromTechnicalOfficetoNorthEasternLineConstruction

AssistantMaintenanceEngineerofLamCheeDistrict,takechargeof

constructionSrisaketandUbonsection.

1930/11/1trans.toTechnicalOffice

1932/9promotedtoDistrictMaintenanceEngineerofYalaDistrict
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鉄道局建設担当技師、同保線担当技師、バ ンコク水道局 不明 不明

Prakatkonlasin,Phra

不 明

不明

19171stDeputyCouncillor,SectionEngineer,Luang

trapsfromMaintenanceatBangPa-lntoConstructionKhunTanTunnel

1919/4/1fromAss.EngineertoSectionEngineer*1919/12/1fromNorthern

LinetoEasternLineExtensionSurvey*1924/1/1receivedthetitleofPhra

1931/11/8promotedtolstCouncillor,1931/11/22fromActingDivision

EngineerofNorthEasternLineConstructiontoDistrictMaintenanceEngineerofHad

Yai

1932/2/23fromHadYaiDistricttoActingDivisionEngineerforWaysandWorks

1932/2/23ActingDistrictEngineeratBangkok

1932resignedasDivisionEngineer,transferredtoMinistryoflnterior,Bangkok

WaterworksDivision

鉄道局道路局、鉄道局総裁 1888/10/15?/?/?

Prakitkonlasat,PhrayaRunchitKanchanawanit

あ り/バ ー ミ ンガ ム大 学 学 士(B,Sc.)鉄 道 工 学

年 次 事 業 報 告 書 各 年 版 、 タ イ 国 鉄 編 『タ イ 鉄 道 業72年 史 』(タ イ 文)、7ペ ー ジ

1914/03/02鉄 道 局 へ 入 局 、 エ ン ジニ ア 補 佐 と して 南 部 線 建 設 に 従 事

19171stDeputyCouncillor,promotedtoMaintenanceEngineer

1919/10/153rdCouncillor,promotedtoLuang/trans.fromStoresServicetoBan

kaoThongMaintenanceDistrict

1922/4/15SectionEngineer,3rdCouncillor,Luang;transfromTechnicalO什iceto

GenkoiMaintenanceDistrict

1923/10/1fromGenkoitoDivisionEngineeroftheSouthernHighwayDivision

(RSRS1923:3)

1926/12/20郵 便 電 信 局 長 代 行 に 就 任 。

?/?灌 概 局 長 代 行 .

1932/12/30AmmatTri

1933/04/01-1933/07/24鉄 道 局 総 裁 に 就 任 。

1935/01/01AmmatEk

*1935nominatedmemberoftheBoardofRailwayCommissioners(RSRS1935:2)
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生推薦組、機械担当技師、灌概局付き技師 不明 不明.

Prakopyantrakit,PhraYonYaiprayun

あ り/イ ギ リ ス1919年 帰 国

1924/4/1promotedfromAssistantEngineer,1stDeputyCouncillortoSection

Engineer,3rdCouncillor

1927/111trans.fromtheRamaVlBridgetotheTechnicalOffice

1927/4/20-11119Europeonpost-graduatetraining

1927/11/19returnedtotheTechnicalOffice

1931/11/8SectionEngineer:promotedfrom3rdCouncillorto2ndCouncillor

1932/3/1SectionEngineer/ActingSuperintendingEngineerinchargeofTechnical

OfficeinplaceofG.C.Smyth.

1932retired,andtransferredtotheIrrigationDepartment

鉄道奨学生推薦組、機械事業部電気課長、バンコク発電公団1898/10/22存 命

PrasiUhikonlamai,Luang

あ り!ア メ リカ

『回 想96年 』

1924/08/12

1924/8/12

1925/01/01

1925/12/01

1927/6/1

PrasitMenasawet

(」 一 ネ ル 大 学 電 気 工 学 学 士)1924年 帰 国

(文 献3030)ほ か

AssistantMechanicalEngineeroftheRoyalStateRailways

鉄 道 局 へ 入 局 。 機 械 事 業 部 へ 電 気 担 当技 師 補 佐 と して 配 属

1stDeputyCouncillor

movedtotheSamsenPowerStationサ ー ム セ ー ン発 電 所 に 移 る

trapsfromAssistantElectricalEngineerofStatePowerHouseto

DistributionSection.

1930/1/15trapstoTelegraph,TelephoneandSignalsDivisioninplaceofSut

(LuangSiriakhanikan)whowenttoIndiaonspecialmission

1930/5/8trans.toGovernmentPowerStation

1930/11/30一 一1931/06/08EuropeonspecialmissiontostudyDieselElectric

Locomotive.

1931/6/8マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の 機 械 担 当技 師 に復 帰

1931/9/2AssistantMechanicalEngineerofMechanicalServices.

1932/9promotedtoEngineerinchargeofElectricShop,MakasanWorkshops

193417/18郵 便 電 信 信 号 課 の 電 気 技 師
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鉄道奨学生推薦組、電気担当技師 1898/10/22存 命

Prasitthikonlamai,LuangPrasitMenasawet

1937/04/17promotedtoChiefofElectricalDivisionofDepartmentofMechanical

Engieering(ElectricalFactorymanageroftheMakkasanWorkshops) ,

*機 械 事 業 部 電 気 課 長(マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の 電 気 工 場 長)に 就 任

1940/4/10-1947/1/1despatchedtoEuropetosurveytheelectricaldieselengines.

デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 の 研 修 の た め ヨー ロ ッパ 出 張 。 視 察 旅 行 中 に 太 平 洋 戦 争 が 勃 発 。 そ の ま

ま 帰 国 しな い で と ど ま る 。194711/1ヨ ー ロ ッパ か ら タ イ に 帰 国

1950/01/01鉄 道 局 を 退 職 、 バ ン コ ク発 電 公 団 副 総 裁 に 就 任

1956同 公 団 を 退 任 。

運輸事業部長 不明 不明

Prasitthisalakan,Phra

不 明

不明

191?一1927運 輸 事 業 部 長

1924/1/15-8/13SpecialmissiontoEuropewithCommssionerGeneral

Kamphengphet

1924/8/13returnedtothedutiesofTrafficSuperintendent

1927/11!8promo量edto3rdGrandCouncillor,TechnicalOffice.

1930/9/8一 一9/28ActinginplaceofC.G.Crum

鉄道奨学生第1期 生、保線担当技師 不明 不明

Prasoet-withirat,LuangRianPhuttasuk

あ り/ア メ リ カ1918-1924

1924/12/15appointedtoAssistantEngineerofRoyalStateRailways,

1925/3/1transferredfromTechnicalOfficetoYalaMaintenanceDistrict;

1926/2trans.fromYalaMaintenancetoTungSongMaintenanceDistrict

1930/7/17ActingMaintenanceEngineer:transffromTungSongtoUttaradit

Distric量

1931/10/15fromNorthEasternLineConstructiontoTechnicalOffice

1931/11/8receivedthetitleofLuang

1931/11/9asAssistantEngineer,toStoresService

1932/9DistrictMaintenanceEngineerinchargeofGengKoiDistrict
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鉄道奨学生第7期 生 不明 不明

PrasomsawatSukhsawat,Momchao

あ り/イ ギ リス1924-1930

経 歴 不 明

PrasomsawatSukhsawat,MC

鉄道奨学生第3期 生 不明 不明

Prasomsri,Khun

あ り/イ ギ リス 、途 中帰 国

経歴 不 明

PrasomsriSingwat

鉄道奨学生第4期 生、技術局付き技師 不明 不明

PrawitBuranabunPrawitBuranabun

あ り/イ ギ リス1921-1927

1928/1/27appointeddraughtsmanoftheRoyalStateRailways

1928/6/26trans.fromTechnicalO捕cetotheDepartmentofWays

1929/12/4returnedtoTechnicalOffice

鉄道奨学生第7期 生 不明 不明

Premburachat,Phraongchao

あ り!イ ギ リス1924、 中 途 帰 国

C6549経 歴 不 明

Premburachat,Phraongchao

鉄道奨学生第3期 生、鉄道局長、技師長 1902/01/161981/02/23

PunSakuntanakPunSakuntanak

あ り1イ ギ リス(マ ンチ ェス タ ー大 学)1920-1926

C7329葬 式本 文献3031◆ 詳 しい経 歴 は本書 の表V皿一16を 参 照
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タイ人最初の鉄道建設技師、地区担当技師、建設総責任者 1863/09/191928/03/08

Ramphaiphong-boriphat,PhrayaChitBun-nak

ドイ ツ 、 ベ ル リ ン、 シ ャル ロ ッ テ ン ブ ル グ 技 術 学 院 卒

C3092官 報44号 、4053-54◆ 詳 しい 経 歴 は 本 書 の 表 冊 一5を 参 照

初期の鉄道局建設担当技師、機械担当技師、道路局 不明 不明

Ratthachan-prachak,Luang不 明

葬 式 本 未 確 認/年 次 別 法 律 集 成 、 年 次 事 業 報 告 書 よ り作 成

*1900年1月18日 「ペ ッブ リー 線 鉄 道 用 地 買 収 」 の 法 律 で 、 土 木 省 の 土 木 係 官(カ ー ル ワ

ン ・ヨ ー タ ー)に 任 命 さ れ る(PKPSVol.17,pp.144-145)

*1902年7月12日 「北 部 線 ア ユ タ ヤ ー 、 ナ コ ン サ ワ ン州 の 鉄 道 用 地 買 収 」 の 法 律 で 、 ギ ッ

テ ィ ン ズ 、 カ ノ ー ヴ ァ と と も に 、 土 木 係 官 に 任 命 さ れ る(PKPSVol.18,PP.439-440)

1921/12/30DistrictTrafficSuperintendent:promotedto2ndCouncillor

1927/4/20-11/19asMaintenanceEngineer,3rdCouncillor,Europeonpost-

graduatetraining.

1927/11/19returnedtoMakasanWorkshop

1928/7/1asMechanicalEngineer:transf.fromBangkokNoiWorkshopstoMakasan

WorkshopsandtookinchargeofErecting&BoilerShop,MachineryShopandSmithy

&FoundryShop(RSRS1928,p.5)

1932trans.fromMechanicalEngineertoDeaprtmentofWaysofMinistryof

AgricultureandCommerce

鉄道奨学生推薦組 不明 不明

SamakhomKitiyakorn,Momchao

あ り/ア メ リカ1930年 帰 国

経 歴 不 明

SamakhomKitiyakorn,MC
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鉄道 奨 学生 第3期 生 、保 線担 当技師 、 タイ 国鉄土 木担 当技 師1901/02/031973/10/25

SamranSakharinSamran

あ り!イ ギ リス(リ ー ズ 大 学 土 木 工 学 士)1920-1926

Sakharin

C3153葬 式本 文献3057

1916ソ ンク ラー県 ワチ ラ ウ ッ ト校 卒業

1918道 徳省 の 官費 奨 学生 に選 抜。 チ ュ ラー ロ ンコー ン大学 教員 養 成課 程2年 修 了

1920鉄 道 局奨 学生 選 抜試 験 に合格 、 イギ リスへ留 学MunicipalCollege入 学

1921プ リマ ウ ス技 術 学校(PlymouthTechnicalCollege)に 入 学

1922-1925

1926/11/22

1927/8/10

1928/4/11

1929/11/13

1931/10/19

1932/9

1934/10/18

1938/6/11

1943/9/26

責 任 者 に 任 命

1944/10/27

1951/8/15

1954/11/6

1960/4/1

ChangYotha)

リーズ大学で土木工学を学ぶ

鉄道局に入局。企画部に第1級 製図工として配属

道路局へ移籍

北部線スコータイ鉄橋建設技師補佐に任命

南部線チュムポン=グ ラビー間建設担当技師補佐

南部線 トラン地区技師補佐に任命
EngineeroftheTechnicalOffice

鉄 道局 保 線部 へ 移る。 パ ー クナ ムポ地 区保 線担 当技 師代 理 に昇 進

同上保 線担 当技 師に昇 進

東 北部 線支 線 ゲ ンコーイ ニペ ッチ ャブー ン=ロ ム サ ック間の 測 量調 査 担 当技 師

南部線フアヒン地区保線担当技師責任者に任命

ラーマ6世 王橋修理担当技師

タイ国鉄土木担当木材石材部技師責任者

タイ国鉄土木担当技術責任者(WisawakonAmnuaikanPrachamfaiKan

鉄道奨学生第4期 生、保線担当技師 不明 不明

Samrittiwisawakam,LuangKosonSukhprayun

あ り/イ ギ リ ス(エ ジ ン バ ラ 校,自 然 科 学,学 士)1921-1927

1928/3/5appointedAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1928/4/14trans.fromTechnicalOfficetotheDepartmentofWays

1928/11!8receivedtheranko臼stDeputyCouncillor

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofPrachinburiDistrict,Engineering

Service

鉄道奨学生第4期 生 不明 不明

SangiamHotraphawanon

あ り1イ ギ リス1921-1924

経 歴 不 明

SangiamHotraphawanon
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鉄道奨学生第5期 生、建設担当技師 不明 不明

SanitThasanaphairotSanitThasanaphairot

あ り/イ ギ リス(マ ンチ ェ ス タ ー 大 学,自 然 科 学,学 士)1922-1928

192913/18鉄 道 局 入 局

appointedActingAssitantEngineeroftheRoyalStateRailways

1931/3/2transfromNorthEasternLineSurveytoKorat=KhonKaenLine

ConstructionasAssistantEngineer.

1932/9EngineeroftheTechnicalOffice

初期の鉄道局建設担当技師、郵便電信局技術担当責任者 1891/8/15 1975/8/30

Sanphaphasadukit,LuangSanMungkaradi

あ り/イ ギ リス(シ ェ フ ィー ル ド大 学 土 木 工 学)1906-1909

CO369,CO826葬 式 本 文 献305ら

*ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 英 語 学 校 を 卒 業

190615歳 の 時 に 国 王 奨 学 生 の 選 抜 試 験 に 合 格 。 イ ギ リス に 留 学

1909帰 国 後 、 鉄 道 局 に 入 局

?/?イ ギ リ ス の ノ ー ス ク リフ ト卿 に 随 行 して バ ン コ ク=パ デ ンバ サ ー ル 間 を 案 内 す る

1922/2/1AssistantEngineer:trans.fromEasternLineConstructiontoActing

MaintenanceEngineerofYalaDistrict

1927/5/21fromStoresServicetoTechnicalOffice

1927/7/1SectionEngineer,3rdCouncillor,transf.onloanfromTechnicalOffice

bPost&TelegraPhOffice郵 便 電 信 局 へ 出 向

1936鉄 道 局 か ら郵 便 電 信 周 技 術 担 当 責 任 者 へ 移 籍

1954-1965UNICEF,USISで11年 間 働 く

道路局長、鉄道局総裁 1883/12/221951/05/30

Sarasat-sirilak,PhrayaSansaroenSukhyang

あ り/国 王 奨 学 生 、 イ ギ リスRoyallndianEngineeringCollege;米 カ リ フ ォル ニ ア 大 学

バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 、 タ イ 国 鉄 編 『タ イ 鉄 道 業72年 史 』 ◆ 詳 しい 経 歴 は 本 書 の 表 冊 一2を

参 照

鉄道局総裁、電気担当技師長 1889/11/151967/01/23

Saritdikan-banchong,PhrayaSamranPanyarachun

あ り/国 王奨 学 生 イギ リス ・ラグ ビー校 、 ビク トリア大学 工学 部 、鉄 道 会社 で研 修

CO774葬 式本 文 献3052◆ 詳 しい経 歴 は本書 の表V皿一3を 参照
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鉄道奨学生第3期 生、保線担当技師補佐、機械事業部資材課 不明 不明

SaroenMungkandiSaroenMungkandi

あ り/イ ギ リス(シ ェ フ ィ ー ル ド大 学 土 木 工 学 士)1920-1925

1925/10/7AssistantEngineer

1926/11/1trans.fromConversionofGaugetoUtaraditMaintenanceDistrictas

ActingMaintenanceEngineer

1927/9/6fromUttaradittoBanKaiThongMaintenanceDistrict

1928/1/28fromBankaoThongtoYalaMaintenanceDistrict

1929/6/15fromYalatoNorthEasternLineConstruction

1931/11/19trans.fromTechnicalOfficetoStoresServiceasAssistantEngineer.

1932/9promotedtohead(inchargeof)PurchaseSectionofEngineeringService

Department

鉄道奨学生第6期 生、電気担当技師 不明 不明

SawaiThapnanonSawaiThapnanon

あ り!イ ギ リス(マ ンチ ェ ス タ ー 大 学,自 然 科 学,学 士)博23・1928

192913ハ8appointedActingAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1930/11/8fromTechnicalOfficetoAssistantMaintenanceEngineerofLamChee

District.

1932/9AssistanttoTelegraphandSignalEngineer,EngineeringServiceDeprt.

鉄道奨学生第1期 生、保線担当技師 不明 不明

Silapawithankowit,LuangKimleeKhemmani

あ り/ア メ リカ(ミ シ ガ ン大 学 工 学 士)1918-1924

1918/6鉄 道 局 奨 学 生 選 抜 試 験 に合 格 、 ア メ リカ に 留 学

1924ミ シ ガ ン 大 学 で 工 学 士 を 取 得

1924/10101鉄 道 局 に 入 局AssistantEngineerofRoyalS!ateRailways

1924110/3で1stDeputyCouncillor

1925/02/24transferredfromTechnicalOfficetoTungSongMaintenanceDistrict

1926/01/10tras.toTechnicalOffice;1926/11/8receivedthetitleofLuang

SilpavithanKovit

1926/11/15trans.fromTechnicalOfficetoHeadquartersintheWaysandWorks

1929104/胴trans.fromActingMaintenanceEngineerof臨oKaoThong電oservewith

colours(flag?

1932/09promotedtoDivisionEngineerinchargeofSouthernDivision,

EngineeringServiceDeprt.
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鉄道奨学生第1期 生 1899/03/261961/10/9

あ り/ア メ リカ(マ サチ ューセ ッツ工 科 大学 電気 工 学士)1918-1921

C2064葬 式本 文献3061◆ 詳 しい経歴 は本書 の表W-12を 参 照

鉄 道 奨学 生 第2期 生 、鉄 道局 機 械事業 部 長、 工業 省 工場局 長1897/04/131965/04/27

SitthiyakonWorawan,MomchaoSitthiyakonWorawan,Momchao

あ り1ア メ リカ(マ サ チ ュ ー セ ッツ 工 科 大 学 機 械 工 学 士)1919-1925

C5486葬 式 本 文 献3058◆ 詳 し い経 歴 は 本 書 の 表V旺 一8を 参 照

鉄道奨学生第5期 生、本部事業部統計官 不明 不明

Sittiduritpat,LuangSittiWoramit

あ り/イ ギ リス(バ ー ミ ン ガ ム 大 学 商 学 士)1922-1929

1929/8appointedtoInterpreteroftheRoyalStateRailways

1932/9promotedtoStatistician,CentralAdministration

鉄道奨学生推薦組、技師長、鉄道局長補佐 1898/05/111940/12/10

SoemsawatKrudakon,MomchaoSoemsawatKrudakon,Momchao

あ り/イ ギ リス留 学(ケ ンブ リッジ大学 工 学学 士 、 ロ ン ドン北西 鉄 道 で実 習)1911-1922

DROO2葬 式 本 文 献3065◆ 詳 しい経 歴 は本 書 の表 田一9を 参照
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鉄道奨学生推薦組、機械担当技師 不明 不明

Sophonphithayapon,Luang,MomluangUraiIsarasenaNaKrungthep,ML

あ り/イ ギ リス1919年 帰 国

1919/10/24appointedtotheAssistantMechanicalEngineerofMakasanWorkshop

1922/12/30receivedthetitleofLuang

1923/7/16trans.toChiefMechanicalEngineer'sOffice

1925/1/1AssistantMechanicalEngineerpomotedfromlstDeputyto3rdCouncillor

1926/4/141年 間,ヨ ー ロ ッパ へ 特 別 視 察 旅 行.1927年3月1日 に鉄 道 局 に復 帰.

(RSRS1926,p.9)

1928/7/1trans.fromBangkokNoiWorkshopasMachanicalEngineer/3rd.

CouncillortoMakasanWorkshopsinchargeoftheCarriageandWagonShops.

1932retired

陸軍 、警 察 局、 鉄 道局 長1902/2/21

Srisarakon,KhunChaloSrisarakon

な し/陸 軍 士官 学 校

タイ 国鉄 編 『タ イ鉄道 業72年 史 』13-14ペ ー ジ

1902!2/21ピ ッサ ヌ ロー ク県 に平 民 ガー ンの 息子 と して生 まれ る

1909同 県 の ヤ ー ン寺 校 で初 等教育 修 了

1912同 県 の 中等3年 を卒 業

1918陸 軍 士 官学校 を卒業

1928陸 軍 砲兵 学 校 を卒業 、 陸軍 中尉 に昇 格

1930/6/3陸 軍大 尉 に昇格

1934日 本 、朝 鮮 、 満州 を視 察旅行

1935警 察 少佐 に昇格

1938警 察 中佐 に昇格

1942/7/16鉄 道 局 長 に 任 命(1943/9ハ4ま で)

1943/1/9国 軍最 高 司令 部付 き戦 争遂 行委 員 に任命

1944110!24警 察少 将 に昇 格

?!?/?
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鉄道局建設担当技師 不明 不明

SukkhapraropKomalat,MomchaoSukkhapraropKomalat,Momchao

不 明

1917AssistantSectionEngineer,2ndDeputyEngineer:trapsfromTechnicalOffice

toMaintenanceBangkok-KhoratLine

*1922trans
.toHeadOfficeMaintenanceService

*1923/10/20returnedfromtechnicaltraininginEurope
,andappointedto

maintenanceEngineeratHadYaiDistrict

*1924/8/13fromHadYaitomaintenanceserviceatheadOffice/

*1925/1/1MaintenanceEngineer:to2ndCouncillor
,trans.fromHeadOfficeto

PrachinburiMaintenanceDistrict

1932/9promotedtoDivisionEngineerinchargeofNorthEasternDivision.

★1933110ボ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 に 加 担 し た 科 で 逮 捕
、 終 身 刑 に 処 せ ら れ る 。

鉄道奨学生第3期 生 不明
.不明

Sukwatsunthon,LuangLekSukhwat

あ り/イ ギ リス(リ ー ズ 大 学)1920-1926

タ イ 国鉄 「タ イ 鉄 道 業72年 史 』 、152

1926/11/18appointedAssistantEngineeroftheRoyaiStateRailways

1927/11/81stDeputyCouncillor

1931/11/8asAssistantEngineer,receivedthetitleofLuang

鉄道奨学生第5期 生、機械担当技師 不明 不明

Sun-nguwanPhisanbutSun-nguwanPhisanbut

あ り/イ ギ リス(シ ェ ー フ ィ ー ル ド校)1922-1929

1930/4appointedtoActingAssistantMechanicalEngineerofRoyalStateRailways

1932/9promotedtoEngineerinchargeofErectingShop,MakasanWorkshops

1933/10ボ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 に 加 担 し た科 で 逮 捕 、 拘 禁 。
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戦前 タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第4期 生 不明 不明

Sunthonthephasadin,LuangSaphrangThephasadin

あ り/イ ギ リ ス(大 学 不 明)1921-1926

1927/5/14trapsfromTechnicalOfficetoSpecialServiceRamaVlline

1927/11/8AssistantEngineer:1stDeputyCouncillor

1929/4/11trans.fromBangkokmaintenanceDistricttoBankaoThongMaintenance

Distirct.

1931/11/8ActingMaintenanceEngineer:receivedthetitleofLuang

1932/9promotedtoDivisionEngineeroftheCentralDivision,EngineeringService

Department.

鉄道局機関車長 不明 不明

Suwaphan-phityakan,Phra

不 明

19172ndDeputyCouncillor,Khun:promotedtoAssistantMachanicalEngineer

1919/4/1promotedtoMechanicalEngineer

1923/9/9一 一1924/5/24asMechanicalEngineer,3rdCouncillor:Specialmission

toEurope

1925/1/1recievedthetitleofPhra,2ndcouncillor

1927一 一1932機 関 車 長LocomotiveSuperintendent,2ndCouncillor

1932/04一 一1932/12/15SpecialmissiontoEurope

1931/11/8promotedfrom2ndCouncillortolstCouncillor

1932transferredtoIrrigationDepartmentofMinistryofAfricultureandCommerce
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第4期 生、保線担当技師、道路局建設担当技師長1903!10/011960/05/03

TawanHongsakunTawanHongsakun

あ り/イ ギ リス(エ ジ ンバ ラ校)1921-1927

C1126葬 式 本 文 献3022

190311011平 民 テ ー ムの息 子 と して生 まれ る

1920ス ワ ヌグ ラー プ校 を卒業

192115/20鉄 道 局 奨学 生選 抜試 験 に合格 、 イギ リスへ 留学

1922!6/11-1923/4/1プ リマ ウス技 術学 校 で学ぶ

1923/719エ ジ ンバ ラ大学 土木 工 学部 に入 学

1927/3/15同 大 学 よ り土木 工学 士 を取得 、 その 後、3カ 月 間、 ロ ン ドン北西 鉄道 会 社 で 実

習 を受 ける/1927112131タ イに 帰国す る

19281415鉄 道 局 へ入 局 製 図工 と して配 属/apPoin量edDraughtsmanof電heRoyal

S量a量eRailways

1928/6/26trans.fromTechnicalOfficetotheDepartmentofWays

193111/1南 部 線 か ら北部 線 プ レー県 ロー ング ワー ン地 区付 き技 師 に任 命

1932鉄 道局 管 轄道 路 局へ 移 る

1934-1940東 北 部線 ス リン県 ラムチ ーで 保線 担 当技 師

1941内 務省 都 市土 木 局道 路担 当技 師 に移 籍。 以後 、 ピッサ ヌ ロー ク、チ エ ンマ イ 、 ソ ンク

ラーの 地 区道 路 責任 者 に就 任

1953/9ハ 道 路 局保 全 担 当技術 責任 者 に昇進

1956/6/14道 路 建設 担 当技 師長H'昇 進

1958/3/25道 路 局 副局 長 に昇進 、 の ち退 職

司法省、鉄道局法律部長 不明 不明

Thongyu,Momchao

不 明

1899/08イ ギ リスに留 学

1917/07ド イ ツ人 追放 に伴 い 、司法 省 か ら出 向。

1917/07-1925タ イ人 初 代鉄 道局 法律 部長

Thongyu,Momchao
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生推薦組、建設担当技師 不明 不明

ThanyalakSukhsawat,MomchaoThanyalakSukhsawat,Momchao

あ り/フ ラ ン ス(リ ヨ ン 大 学,工 学)1927年 帰 国

1927/12/26appointedtoAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

1929/2/12trans.fromTechnicalOfficetotakechargeofStationYardAlterationat

Korat,undertheActingDivisionEngineerNorthEasternlineConstruction

1931/3/15AssistantEngineer,1stDeputyCouncillor:fromNorthEasternLine

ConstructiontoTechnicalOffice.

1932/9AssistanttoDivisionEngineeroftheNorthernDivision,Engineering

ServiceDeprt.

鉄道奨学生第1期 生、本部事業部広報課長、経済省次官 1900/08/07i981/05/12

Thawinsetphanichayakan,LuangTawinKhuptarak

あ り/ア メ リカ(ハ ー バ ー ド大 学 、 ポ ス トン大 学)1918-1923

C7512葬 式 本 文 献3023

1900!8!7プ ラ ・プ ラ サ ー ンア ク ソ ー ラ キ ッ トの 息 子 と して 生 ま れ る

1918テ ー プ シ リ ン校 を 卒 業

191816鉄 道 局 奨 学 生 選 抜 試 験 に 合 格 、 ア メ リカ に 留 学

1919-1923ア メ リカ の ハ ー バ ー ド大 学 で 鉄 道 学 を 、 ボ ス トン大 学 で 商 学 を そ れ ぞ れ 学 ぷ

1923!1117帰 国 後 、 鉄 道 局 へ 入 局apPointedtoInterpreteroftheRoyalState

Railways

1923-1935主 と して 鉄 道 局 事 業 本 部 の 広 報 課 長 、 秘 書 長 に 就 任 す る

1931/8/1retiredasRoyalRailwaysInformationBureau,andtrans.toMinistryof

Commerce&Communication,

1932/9promotedtoGeneralSecretaryofCentralAdministration

1935東 京 で 開 催 さ れ た 国 際 観 光 会 議 に タ イ 政 府 代 表 と して 出 席 す る

1935国 民 使 節 団15名 の 団 長 と して 、 英 領 マ ラ ヤ 、 日本 、 朝 鮮 、 満 州 、 中 国 、 フ ィ リ ピ

ン、 ベ トナ ム を 視 察 旅 行 す る

1936-1943

1945-1946

1947-1955

1947

1955-1961

1961

経済省に移籍。商業課長、零細企業促進課長に任命

経済省次官補に就任

経済省貿易局長に就任

戦後最初の対日通商協定締結のためのタイ交渉団代表として日本を訪問

経済省次官に就任

定年により退職
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第6期 生,機 械担当技師 不明 不明

ToemThianprasitToemThianprasit

あ り1イ ギ リス(リ ー ズ 大 学,自 然 科 学,学 士)1923-1929

1929/12/9appointedtoAssistantMechanicalEngineerofRoyalRailway

1932/9promotedtoEngineerinchargeoftheMachineShop,MakasanWorkshops.

鉄道奨学生推薦組、運輸事業部、鉱山局長、工業大臣 1900/09/061982/07/12

UdomSanitwong,MomluangUdomSanitwong,Momluang

あ り/ド イ ツ(1914-19)、 スイ ス(チ ュー リッ ヒ技術 学 院、機 械 工学)1921-1930

葬 式 本 文 献3072、 『鉱 山局72年 史』 、211ペ ー ジ

1911ラ ーチ ャウ ィタヤ ー ライ校 の あ と、テ ープ シ リン校 を卒 業

1914ド イツへ 留 学 同年8月14日 に第 一次 大戦 が勃 発。 当時、9名 の タイ人 留 学 生が ド

イ ツにい た(そ の 当 時の 詳 しい記 録 は 『葬 式本 』 に 回想 録 が掲 載 され て いる)。

1917/7!22タ イ政 府が ドイ ッに宣戦 布告 、 同盟 国側 に参加 し、 同時 にタ イ在住 の ドイ ツ人

を逮捕 、 国 外追 放 す る。 その報 復措 置 と して、 ウ ドムの ほか デ ー ト ・サ ニ ッ トウ ォ ン、 夕一

ム ・ブ ンナ ー ク、 プ ラチ ュア ップ ・ブ ンナー ク、 トゥア ・ラパ ー ヌ クロム の計5名 が 逮 捕 さ

れ 、18カ 月 の 間 、拘 禁 され る。彼 らはの ちの 「人 民党 」 グル ープ の メ ンバ ー にな った

1919解 放後 、 ス イ スのベ ル ンへ移 動。

1921ス イ スのAuserordentlicheMaturi量atsPruefungに 入 学

1921/10FederallnstituteofTechnologieZurichに 入 学 最 初 は化 学 を学 び、 その 後、

土木 工 学 や機 械 工学 を学 ん だ

193017同 上 のチ ュー リッヒ技術学 院 で機 械工 学士 を取 得

1930/8-1930110フ ラ ンス に渡 り、鉄道 会社 で3カ 月 、 実地 研修 を 受 け る

1930/11帰 国後 、鉄 道 局 に 入 局

1932/9AssistantOperatingManagerofTrafficServiceDepartment.

1940経 済 省鉱 山局 長 に昇進

1944/811-3119工 業省 副大 臣に就任

194513119-8/31大 蔵 省副 大 臣に就 任

19451911-1946!3/31商 務大 臣 を兼任

1945/9/17-1946/3/31工 業大 臣 を兼任

鉄道局運輸事業部長補佐 不明 .不 明

Udomsorayut,KhunCaptain不 明

*1935PromotedfromActingOperatingManagertoAssistantTrafficSuperintendent

(RSRS1935:1)
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道局局長 1892/07/28 1959/12/14

Udomyothathiyut,Phra,PhonTri

留学 経 験 な し/陸 軍 士 官学校

タイ 国鉄 編 『タイ鉄 道 業72年 史』8ペ ー ジ、

◆ 詳 しい 経歴 は本書 の 表VH-6を 参照

SotRattanawadi

葬式本 文献3073

鉄道奨学生第2期 生、道路局 不明 不明

Upakonwitirat,Luang

あ り!ア メ リカ1919-1925

1925/4/6AssistantEngineer,1926/3/1

Dept.ofWays

1926/12/241stDeputyCouncillor

SaraSaegxuto

transferredfromTechnicalOfficeto

陸軍省、鉄道局出向、同局保線担当技師 不明 不明

Wiset-sakChayangkun,MomchaoWiset-sakChayangkun,Momchao

1917/7/22trapsfromMinistryofWartoStateRailway,AssistantEngineerof

TechnicalOffice陸 軍 省 か ら出 向 。 技 術 局 付 き エ ン ジ ニ ア 補 佐

1925/1/1MaintenanceEngineer:promotedto2ndCouncillor

1928/5/16一 一12/10Europeonspecialmission.

1928/12/10transf.toWays&Works

1928/12/24MaintenanceEngineer,2ndCouncillor,Deprt.ofWays&Works

1932/3/17fromActingDivisionEngineerofNorthernHighwayDivisionto

MaintenanceEngineerforHadYaiDistrict

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofUttaraditDistrict,EngineeringService

★1933/10ボ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 に 加 担 した 科 で 逮 捕 、 禁 固 刑.
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第1期 生、電気担当技師 不明 不明

Wisonwithikan,LuangKhlingTitatan

あ り1ア メ リ カ1918-1924

1924110/1AssiatantMechanicalEngineerofRoyalSta量eRailways1101311st

DeputyCounc川or:192411111AssistantMechanicalEngineerofMakasanWorkshop

1927/5/17trans.fromMchanicalServicetotheGovernmentPowerStation(RSRS

1927,p.4)

1929/6/1fromPowerStationtoMechanicalService

1931/10/1MechanicalServicetoAssistanttotheChiefElectricalEngineer

1931/11/8receivedthetitleofLuang

1932/9staffEngineeroftheTechnicalOffice

鉄道奨学生第3期 生、保線担当技師 不明 不明

Withanyontrakam,Luang

あ り/イ ギ リス(リ バ プ ー ル 大 学)

*1926/11/18

*1927/8/10

*1927/9/24

1927/11/8

*1929/6/15

*1929/12/3

*1931/11/8

*1931/12/1

索193219

*1933/10

1920-1926

PhaPhotphring

DistrictMaintenanceEngineerofPetchburi

involvedinRebellionbyPrinceBowaradej,thenwasarrested.

appointedAssistantEngineeroftheRoyalStateRailways

trans.fromTechnicalOfficetoBanKaoThongMaintenanceDistrict

trans.toTechnicalOffice.

1stDeputyCouncillor

fromTechnicalOfficetoYalaMaintenanceDistrict

trapstoHuaHinMaintenanceDistrict.

asActingMaintenanceEngineer,receivedtheti量leofLuang

AssistantEngineerfromHuaHintoKootRangMaintenanceDistrict.

District,EngineeringService

鉄道奨学生第2期 生、建設担当技師、技術局付き技師 不明 不明

Withetyontrakit,LuangSunchongBunyakhup

あ り/ア メ リカ(マ サ チ ュ ー セ ッツ 工 科 大 学 工 学 士)1919-1925

1925/8/5AssistantEngineer;1926/11/81stDeputyCouncillor

1927/2/20trans.fromTechnicalOfficetotheNorthEasternLineConstruction

1929/2/23trans.fromNorthEasternLineConstructiontoTechnicalOffice

1931/11/8receivedthetitleofLuang

1932/9EngineeroftheTechnicalOffice

1937/08/25マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 拡 張 委 員 会 委 員(『 国 鉄72年 史 』1151)
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第3期 生、保線担当技師 不明 不明

Withityontrakan,LuangChaiBuakhwan

あ り/イ ギ リス(マ ン チ ェ ス タ ー 大 学)1920-1925

1925110/7鉄 道 局 へ 入 局apPointedAssistan量Engineer

1929/6/15fromNorthEasternLineConstructiontoBangkokMaintenanceDistrict,

1stDeputyCouncillor

1930/9ActingMaintenanceEngineerinPrachinburi,inabsenseofTrewheler

1931/11/8receivedthetitleofLuang

1932/9DistrictMaintenanceEngineerofLampangDistrict

鉄道奨学生第2期 生、機械担当、運輸事業部運輸課長 1900/01/031980/08/29

Withunwitikon,LuangSuiSirisuk

あ り/ア メ リカ(マ サ チ ュ ー セ ッツ 工 科 大 学)1919-1925

TO868葬 式 本 文 献3047◆ 詳 しい 経 歴 は 本 書 の 表V皿 一13を 参 照

運輸事業部長、鉄道局総裁 1890/10/301948/05/15

Witsadandunlayaratkit,PhraChceyPhancharoen

留学 経 験 な し/陸 軍 士 官学校

CO152葬 式本 文献3048◆ 詳 しい経 歴 は本 書 の表V旺一4を 参 照
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戦前タイ鉄道局のタイ人技師 ・幹部職員経歴

鉄道奨学生第1期 生、運輸事業部旅客課長 1900/09/081966/07/30

WorawirakonWorawan,MomchaoWorawirakonWorawan,MC

あ り/ア メ リカ(ペ ン シ ル ヴ ァニ ア 大 学)1918-1924

C2446葬 式 本 文 献3043

19001918ナ ラ ー テ ィ ッ プ 殿 下 の 息 子 と して 生 まれ る

1908-1912ラ ー チ ャ ウ ィ タ ヤ ー ラ イ 校 第4年 制 を 卒 業

1913-1917ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校

1918/6鉄 道 局 奨 学 生 選 抜 試 験 に 合 格 、 ア メ リカ に 留 学

1918-1919キ ャ ス テ ィ デ ィ ラ校(CastidillaSchooDへ 進 学

1919-1924ペ ン シ ル ヴ ァニ ア 大 学 で 学 ぷ 。 商 学 士 を 取 得

1924/12/9鉄 道 局 へ 入 局 。 運 輸 事 業 部 へ 配 属enteredasInterpreterintotheRoyal

StateRailways

1925/3/21transferredfromCentralOfficetoStoresService

1929運 輸 事 業 部 旅 客 課 長 に 昇 進

1930運 輸 事 業 部 監 察 官 に 就 任

1932/9promotedtoAccountantofAccountsServiceDepartment

鉄道奨学生第3期 生、経理担当 不明 不明

YimPhungphrakhunYimPhungphrakhun

あ り/フ ラ ン ス1920-1926

1926/2/3enteredintotheRoyalStateRailwaysasInterpreter

1926/11/81stDeputyCouncillor

1927/3/1510anedtothePostandTelegraphOffice

1932/9trans.toAssistantAuditorofAccountsServiceDeprt.
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第VI部

タイ鉄道関連年表

(1856-1941年)
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*本 年表は、1856年 か ら1941年 までのタイ鉄道建設 、並びに鉄道業に関

する事項を、年月 日順にまとめたもので ある。本年表には鉄道だけでな く、エ ン

ジニア リングに関連 する事項、教育 とりわけ工学教育に関す る事項、路面電車 ・

マ ッガサ ン鉄道工場 をはじめとする労働運動、多数の鉄道建設労働者を死 に至 ら

しめた コレラな どの疾病関係の事項 も、必要に応 じて加えた。なお本年表は、末

廣が現在進めている 「タイ近代総合年表」作成のための作業 の一部をなす。鉄道

のほか、人事組織、政治軍事、産業経済、企業経営、労働 ・労働運動、教育制度、

疾病 ・社会、お雇 い外国人などの 「年表」 も、現在並行 して作成中である。

*本 年 表 の 出 所 は 、 そ れ ぞ れ 文 献 番 号 も し く は 略 記 で 示 した 。 文 献 番 号 は 本 書 の

「第H部 タ イ 鉄 道 関 連 参 考 文 献 一 覧 」 を 参 照 さ れ た い 。 略 記 は 次 の と お り で あ

る 。

RSRS:RoyalStateRailwaysofSiam(タ イ 鉄 道 局 年 次 事 業 報 告 書)

PKPS:PrachumKotmaiPracham-sok(タ イ 年 次 別 法 律 集 成 集)

BTWM:BangkokTimesWeeklyMail

DBS:BangkokTimes(ed.),DirectoryforBangkokandSiam

FO:ForeignOfficeDocumentsoftheUnitedKingdom

*本 年表の作成にあ たっては、 タイ語の文献や 「葬式本」の類い も多数参照 した

が、年月 日が確定で きないために割愛 したものが多い。この年表の作成 にあた っ

ては、主 としてタイ鉄道局 ・国鉄の記念本、タイ鉄道局年次事業報告書、 ドイ ツ

人鉄道局長ヴァイラーの 日記 ・手紙類、年次別法律集成集、 『週刊バ ンコクタイ

ムズ紙』の記事、代表的な既存研究の成果などを利用 した。 イギ リス、アメ リカ

の在 タイ領事官報告 書、イギ リスの外交官による年次別経済報告書、タイ財務 顧

問報告書な どの資料 も参照 したが、ここではすべて割愛 した。タイ国立古文書館

所蔵の史料や タイ語新 聞の記事は一部利用 したが、いまだ十分調査 しきれていな

い。これ らのデータを組み込んだより完全な年表の作成は、今後の課題 としたい。
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文 献 チ ャオ プ ラ ヤー ・テ ィパ ー コラ ウ ォン、134-135

イギ リスの ヴィク トリア女王が鉄道模型を贈呈。

1855年4月18日 に締結されたタイ英通商条約(バ ウリング条約)を 記念 して、約1年 後にヴィク ト

リア女王がラーマ4世 王に対 して使節団を送り、贈答品を献上する。この日、使節団は国王に謁見。数々

の贈答品の中に、 「蒸気機関車,石 炭車の鉄道模型」が含まれていた。皇子たちがいたく気に入 り,こ れ

に乗って遊んだと言われる.現 在、この鉄道模型はバンコクの国立博物館に展示されている.

文 献3003,23;文 献 チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・テ ィパ ー コ ラ ウ ォ ン 、178一

訪 英 使 節 団 の 鉄 道 視 察 に つ い て.

1856年3月 の 、 イギ リス使 節 団の タイ 国王訪 問 の答 礼 と して,プ ラヤー ・モ ン トリー ス リヤ ー ウ ォ ン

(ChumBun-nak}を 全権 大 使,チ ャオ ム ー ン ・サ ンペ ー トパ クデ ィーを 副大 使,モ ーム ・ラー チ ョー タ イ

を書 記 とす る,総 勢27名 の訪英 使 節 団が 出発。 ロ ン ドン=バ ー ミンガ ム、 マ ンチ ェス ター=リ バ プー ル

間な どで 鉄 道乗 車 。 その 他 に鉄橋 、 トンネ ル、電 信 な ど も視 察。 交通 手段 と して の 鉄道 の重 要 性 を強 く認

識す る.

☆ 同行 したモ ーム ・ラー チ ョータ イは 「イ ギ リスの鉄 道 は,同 国 の産 業 ・商業 の 発達 を 促す 手 段 とな り,

いか な る時 代 よ り も急 速 な繁 栄 を促 す手 段 とな っ た」 と、 ロ ン ドンか ら手 紙 を書 い て い る。

文 献3054,10-11

サ イ ア ム 鉄 道 会 社(SiamRailwayCo.,Ltd.)の 設 立 計 画.

保険 会社 ロイ ズ社 の ワイ ズ(WiseofLloyd'sComPany)が 、 タイ 国王 にマ レー半 島 の クラ地 峡 ★を横切 る

横断 鉄道 の 建設 計 画 を 申請す る。 イギ リス人 が サイ ア ム鉄道 会社 を設 立 し、 さ ら に鉄 道 線路 の 両側5マ イ

ルず つ の土 地 の排 他 的利 用 も併せ て申請 す る。 なお 、 レール とエ ンジニ アは会 社 が 準備 す る とい う提 案 。

しか し当時 、在 タイ公 使(?)シ ョー ムバ ー ク卿(SirRobertSchomburgk)と 、 シ ンガ ポ ール 総領 事

カバ ナ ー ク大佐(ColonelCavanagh)が 後押 しを しなか った ため 、立 ち消 え とな る。

文 献3054,18

ラ ー マ5世 王(チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 王)、 英 領 マ ラ ヤ,シ ンガ ポ ー ル 、 イ ン ドの 外 遊 に 出 発 。

各 地 で 鉄 道 に乗 車 、 鉄 道 建 設 に強 い 関 心 を 抱 く。(ラ ーマ5世 王,日 記 第5・6巻,76-78ペ ー ジ:

イ ン ドで の鉄 道 の感 想 文 あ り)
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PKPSVol.8,271-275;文 献217,57

ラーマ5世 王、鉄道建設の重要性を強調。

「ステー ト・オブ ・カウンシルの顧問,す なわち国家評議会の顧問について」という布告の前文で,ラ ー

マ5世 王が次のように述べる。 「財政改革によって損害を受けるのは,こ れまで国の収入を纂奪 してきた

者だけである....わ が国が今後,さ らなる経済繁栄をとげるためには,道 路,運 河,鉄 道,河 川交通

などに膨大な投資が必要となる.こ のため,政 府はあらゆる資金を集め,さ らにその支出を管理すること

が重要であり,国 家評議会は財政改革を推進することで,そ の務めを唯一果たすことができる」と。

BTWM1937/02/25

海 峡植 民地 のイ ギ リス人 総督 が バ ンコクを訪 問 した 際、 国王(ラ ー マ5世 王)か ら タ イ で の 鉄 道 建 設

の 事 前 調 査 に つ い て 打 診 を 受 け る 。

◆ 注:こ の事 実 は、 イ ギ リス の 『タイ ムズ 紙』 が 、1937年2月3日 に死 去 したギ ッテ ィ ンズの 経歴 を

詳 し く紹介 した 記事(1937年2月13日)の なか で判 明 した。 なお 、 この 記事 の 全 文 は 『週 刊 バ ンコ

クタ イム ズ紙 』(1937年2月25日)に 転 載 され て い る("Mr.HenryGittins:BuilderofSiamese

Railways.")o

文 献3054,20-21

ク ラ地 峡 運 河 掘 削 計 画 につ い て.

*ス エ ズ運 河 を掘 削 した こ とで有名 な レセ ップス(FerdinanddeLesseps)の 代 理人 デ ロ ン(Francois

Deloncle)を 、在 タイ ・フ ラ ンス総領 事 ア ーモ ン(Dr.Harmand)が 引率 して ラ ーマ5世 王 に謁 見。

ヨー ロ ッパ とサ イ ゴ ン、 イ ン ドと中 国を結 ぶた め に、 ク ラ地 峡 の運 河掘 削の認 可 を 申請 す る 。 国王,お そ

ら くイ ギ リスが これ に対 して反 対す るだ ろ うとい う判断 で,認 可 を与 え ゴ『

BTWM1935/08/05

"Dea量hofMr
.TA.Gottsche:AnOldBangkokHand.1'1882年 当 時 の バ ン コ ク に お け る デ ン マ ー

ク 人 に つ い て 。

*こ の 日、 デ ン マ ー ク人 の ギ ョ ッ チ ェ(CaptainTheodoreAmandusGoUsch)が タ イ に到 着 。 当 時 、 バ

ン コ ク に は4名 の デ ン マ ー ク 人 しか い な か った 。(1)CaptainAdeRichelieu(Cap量ainoftheKingls

YachtVesatri);(2)Th.Benedictsen(ManagerofTheBangkokDockCompany);(3)J.Rattye(Chef

totheKing);(4)Dr.S.Deuntzer,

*ギ ョ ッチ ェ は 当 初 、 タ イ 海 軍 で 働 き、1893年7月13日 の 「パ ー ク ナ ム 事 件 」 で は 、 戦 闘 の 指 揮 官

を 務 め る 。 そ の 後 、 リシ ェ リ ュ ウが1889年 に パ ー ク ナ ム鉄 道 会 社(PaknamRailwayCo.,Ltd.)を 設

立 す る と そ の 支 配 人 に 招 か れ 、 以 後32年 間 、 支 配 人 と して 貢 献 し た 。 そ の ほ か 、 サ イ ア ム 電 気 会 社

(SiamElec量ricityCo.,Ud.)の 重 役 も兼 ね る 。

*ギ ョ ッチ ェ は1859年11月19日 生 ま れ(Vordingborg)、1935年8月4日 、 デ ン マ ー ク に て

死 去 す る 。
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BTWM1933/11/18

"RailwayHistoryinSiam:FreefromMalayanInfluence ."

1884年 の ハ レ ッ トの 北 部 タ イ 調 査 と鉄 道 建 設 計 画 。

☆ この 日、 チエ ンマ イか ら鉄 道敷 設 の事前 調 査を 行な ってき たパ レ ッ トが 、バ ン コク に到着 した 。パ レ ッ

トは 自 らの 調査 を もと に、 コ ロキ ュ フー ンと共 に鉄道 建設 計画 を 提案す る。

(1)バ ン コ ク か ら チ エ ンセ ンに つ な が る幹 線 の 建 設 。

(2)ル ア ンプ ラバ ンへ とつ な が る支線 の建 設。

(3)コ ー ラ ー トへつ な が る支 線の 建設 。

この 建設 計 画 はテ ー ワ ウ ォ ン外 務大 臣 を通 じて 国 王 に奏 上 さ れ た 。 「国王 は この 計画 に強 い関 心 を示

し、つ っ こん だ議 論を 交 わ した。 また、 テ ー ワウ ォ ン殿下 は 、国王 が この 計画 に極 め て 好意 的 で あ る こと

を明言 した 」 と、 パ レ ッ トはの ち記 録 を残 して い る。

◆注:こ の 『週 刊 バ ンコク タイ ムズ紙 』 の 「タ イの鉄 道 の歴史 」 は重要 な情 報 を い くつ か含 ん で い る。

文 献3054,31-37

ビル マ=雲 南 縦 貫 鉄 道 建 設 計 画 。

在 ロ ン ドン ・タイ 大使 館領 事 メー ソ ン(D.K.Masonタ イ名:プ ラヤー ・サ ヤ ーム トゥラパ ー ハ)★,イ ギ

リス人 鉄 道技 師 と して 有 名 な トマ ス(SirThomasS.Sancred)と 連携 して、 タイ領 の 夕一 ク県を 通 過す

る鉄道 建 設 計画 を タイ政府 に持 ちか け る。1885年 に2名 のエ ンジニ アを タイ に送 って事 前 調査 を 行

な った。

*タ イ側 は 、バ ン コクに連 結 す る可能 性 が あ り、 線路 の両 側20マ イル ずつ の 土地 利 用権 を イ ギ リスが主

張 して いる の は国 土 に と って 危 険 と判断す る。 ク ロムマ ムー ン ・ナ レー ト(当 時,ロ ン ドン大使)は 、 日

本 の鉄 道 建設 の 事 例(自 前 主 義)を 引用 して反対 した。

文 献3054,39

ス コ ッ ト ラ ン ド地 理 協 会(ScottishGeographicalSociety)が 、 イ ン ド 、 タ イ 、 中 国 を 結 ぷ 鉄 道 建

設 計 画 に つ い て 本 格 的 な 議 論 を 開 始 す る(SurveyforRailwayConnectionbetweenIndia,Siam

andChina)o

文 献3054,42-43

イ ギ リス の 鉄 道 建 設 提 案 。 ク ロム マ ムー ン ・ナ レー ト(KrommunNare電,ロ ン ドン大 使)、 イ ギ リスか

らタイ に帰 国前 に 、チ ェ ンバ レ ン卿(当 時,自 治 省大 臣.元 貿 易大 臣)と 会 談 。 チ ェ ンバ レン卿 は タイで

の 鉄道 建 設 にイ ギ リスが協 力 したい 旨を 強 く主張す る。 また。鉄 道 建設 用 の資材 や エ ン ジニ ア は必 ず しも

イギ リスで な くて よい と提 案 。 タイ側 に とってか な り有利 な提案 と、 ナ レー ト自身 は 受 け とめ た。

BTWM1933/11/18

"RailwayHistoryinSiam:FreefromMalayanInfluence
."

バ ン コ ク か ら東 部 タ イ の バ ー ンパ コ ン川 沿 い の バ ー ンマ イ ま で の 鉄 道 建 設 が 認 可 さ れ る 。 タイ で

最 初 の鉄 道建 設 に 対す る 国王 の認 可。 しか し、実 際 には建設 され なか った。 提案 者 は不 明。
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文 献3054,45-49

バ ン コ ク とパ ー ク ナ ム の 聞 の 鉄 道 建 設 を デ ン マ ー ク人 と契 約(の ちPaknamRailwayCo.,Ltd.)。 タ

イ での最 初 の 鉄 道 コ ンセ ッシ ョ ンとなる。 デ ンマ ー クを選 ん だの は、 イギ リス と違 って 小 国で あ り、 帝 国

主義 的な意 図 も能力 もな く、 タイの 国防 に安 全 と考 えたか ら。

*も うひ とつ の理 由は 、バ ン コクか らシ ャム 湾 に軍隊 を送 る ための 輸送 路 の確 保 の意 味 もあ った。

BTWM1923/03/17

バ ンコクにま もな く電話が入ると報道。電話利用料金は月7ポ ンドを越えない見込み。また、30名

がただちに電話をひきたいと申し込んでいる

BTWM1923/04/07;BangkokTimes1887/04/16

この 日、 バ ンコ クか らシ ンガ ポ ール に向 けて 出発 す る船 に乗 って 、テ ー ワ ウォ ン外務 大 臣が ヨー ロ ッパ に

向か う予 定 。 目的 は、 ビ ク トリア女 王在 位50年 祝典 に 国王 の代理 と して 出席 す るため 。 このあ と、 テ ー

ワ ウ ォン親王 はア メ リカ に行 き、 さ らに 日本 を訪 れ た後 、 タイ に帰 国す る予定 。 タイ 人 と して は 初 め て

の 世 界 一 周 の 旅 と な る(1887年4月16日 のバ ンコクタイ ム ズ紙 の記事 よ り)

*同 じ船 で、 アー ネ ス ト ・サ トウもイギ リス に帰 国す る予定 。健 康を 害 した ため 。

BangkokTimes,1888/11/03;文 献3517、251

IIShortRailwayLinesforSiam
."バ ン コ ク=チ ャ チ ュ ン サ オ 、 バ ン コ ク=パ ー ク ナ ム の 鉄 道 、 バ

ン コ ク 市 内 の 路 面 電 車 につ い て 、 ロ フ タ ス(CaPtalA.J.Loftus)と デ ン マ ー ク人 リ シ ュ リ ュ ウ

(CommodoreAduPlessisdeRichelieu)が 申 請 し認 可 さ れ る 。

PKPSVol.11,136-137;N1

「鉄 道 調 査 に 関 す る 布 告 」(チ ュラ暦1249年 第5月 、 上弦 の月第4日)

*外 務 大 臣テ ー ワ ウォ ン殿下 は、鉄 道の 利用 が どの よ うな利 益を もた らす のか 十 分 確認 す る ことが必 要 と

考 え る。 その ため 、LeutenantGeneralSirAndrewClark,RoyalEngineer,WilliamHenry

Punchardな どと契約 を 締結 した 。

☆調 査 の 対 象 とな る鉄 道 ル ー トは4つ 。(1)バ ンコ クか らバ ー ンパ イ ン、 アユ タヤ ーを 通過 し、パ ー

サ ック川 の 左岸 を 上 り、 ロ ッブ リー、 ナ コ ンサ ワ ン、 ウ ッタ ラデ ィ ッ ト、プ レー、 ナ コ ンラムパ ー ン、 ラ

ムプ ー ンを 通 る本 線★、(2.)サ ラブ リーで分 岐 してナ コ ンラーチ ャシー マー に至 る支 線 、(3)ウ ッタ

ラデ ィ ッ トで分 岐 して タ ー ドウア村 ★に至 る支 線 、(4)ナ コ ンチエ ンマ イか ら分 岐 して チエ ンラ ーイ 、

チエ ンセ ンに至 る支 線 の4つ 。 各地 方 の知事 、係 り官 は彼 らの調 査事 業 を支 援す るよ うに指 示。 また、 さ

ま ざ まの旅 行許 可 証 を調 査 関係 者 に発行 す る こ と も指示 。

PKPSVol.11,138-145;N2

「鉄 道調 査 契 約書 の 写 し」(チ ュ ラ暦1249年 第5月 、 上弦 の月 第4日)

*署 名者 外 務大 臣テ ー ワ ウ ォ ン殿下 、 サ ワ ッ トソー ポ ン、 ア ン ドリュ ウ ・ク ラー ク、 ウ ィ リア ム ・パ ン

チ ャー ドの4名 。
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文 献3006,11-12;文 献3054,46-48

パ ンチ ャー ド調 査(PunchardSurvey)の 契 約 を 締 結 す る 。

*イ ギ リ ス 人 ク ラ ー ク(Lieu量enant-GeneralSirAndrewCbrke)と 、 パ ンチ ャー ド社(Messrs,

Punchard,MacTaggard,Lowther&Co.)に 、全 国 の鉄道 敷 設 のた めの事 前企 業 化 調 査を 依頼 、 契約 を 締

結す る。 いわ ゆ る 「パ ンチ ャー ド調査 」 で知 られ る。

☆契 約 は 、8項 目の 調査 。(1)バ ンコク=ア ユ タ ヤー 間、(2)ア ユ タヤ ー=ロ ッブ リー 間、(3)

ロ ッブ リー=ナ コ ンサ ワ ン間 、(4)ナ コンサ ワ ン=プ レー 間、(5)プ レー=ラ ムプ ー ン,チ エ ンマ イ

間、(6)サ ラブ リー 暮ナ コ ンラー チ ャ シマ ー間 、(7)ウ ッタラデ ィ ヅ ト=タ ドゥア 間、(8)チ エ ンマ

イ=チ エ ンラー イ 間。 それ ぞ れ8カ 月 か ら48カ 月以 内 に調査 を終 え る こ とを 義務 づ け る。 調 査 費 用 は3

万8214ポ ン ド(63万 バ ー ツ)の 見 込 み 。

BTWM1933/11/18

"RailwayHistoryinSiam:FreefromMalayanlnfluence
.ooパ ン チ ャ ー ド調 査(PunchardSurvey)

に つ い て 。

*イ ギ リ ス 人 ク ラ ー ク(Lieutenant-GeneralSirAndrewClarke、1873-75年 、 海 峡 植 民 地

の 総 督)が 、 す で に 取 得 して い た コ ー ラ ー ト、 ル ア ンプ ラ バ ン、 チ エ ンセ ン、 チ エ ンマ イ 向 け鉄 道 の 事 前

企 業 化 調 査 の コ ン セ ッ シ ョ ンを 、 パ ンチ ャー ド社(Messrs,Punchard,MacTaggard,Lowther&Co,)に

譲 渡 す る 。

◆ 注:タ イ 国 鉄 の 説 明 と 『週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』 の 報 道 は 食 い 違 って い る 。

BTWM1937/02/03、p.12;B丁WM1909/08/27

60Siam'sRailwayPioneer:Mr
.GittinsDiesinLondon.IIパ ンチ ャ ー ド調 査 に 参 加 した4名 の イ ギ

リス 人 技 師 の プ ロ フ ィ ー ル 。

*(1)ギ ッ テ ィ ン ズ(Gittins,Henry)。1881年 か らヵナ ダパ シフ ィ ック鉄道 、 オ ンタ リオ 、 ケ

ベ ック鉄 道 の 建設 に土木 技 師 と して従 事 。1888年 に来 タ イ。1892年 か ら1921年 まで タイ鉄 道

局 で働 く(◆ 詳 しい経歴 は、 本書 の 「ヨー ロ ッパ 人鉄道 技 師一 覧」 を参 照)

(2)ギ ャ ラ ウ エ イ(Gallwey)。 調査 団長 。 イ ン ドで経 験 を積 ん だ技 師。 チ ャ ンタブー ンの近 くで不 幸

に して 溺死 す る 。

(3)ス マ イ ル ズ(Smiles)。 か の スマ イル ズ家(?)の 親戚 。パ ンチ ャー ド調査 が 終 わ っ た後 、 マ ッ

カ シーの下 で測 量 局(SurveyDep飢ment)で 引 き続 き働 き、ル ア ンプ ラバ ンで死 去す る。

(4)ア ン ジ ャ ー(Angier)。 「乙oηdbηaρdα 加a助rθ55」 の 編集 人noの 兄 弟。病 気 に 罹 って タイ を

離れ 、 ア フ リカ で死 去す る。

◆注:こ れ らの事 実 は 、1937年2月3日 付 け のギ ッテ ィ ンズの 死亡 記事 の なか で 明 らか に した もの 。

文 献3054,55-56

ドイ ッ人 エ ンジニ ァ,カ ー ル ・ベ ー トゲ(KarlBethge,の ち鉄道 局 初代 局長)、 クル ップ社 の タイ支 店

長 ミュー ラー(ErwinMulIerタ イ名 ル ワ ン ・パ テ ィバ ッ ト)★ の紹介 、,外 務 大 臣 ク ロムマ ル ワ ン ・

テ ー ワウ ォ ン ワロ ーパ コ ン殿 下 ★と会見 す る。以 後 、ベ ー トゲ と外務 大 臣の 関係 が 深 くな る。
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文 献3065,52-62,文 献3054,513

外務 大 臣 テ ー ワ ウォ ン殿 下 が 、 コー ラー ト線の 鉄道 建設 計 画の検 討 のた め プル シ ャの エ ンジニ ア(ベ ー ト

ゲ)の 雇用 を 要請 す る。

◆原 典:ベ ー トゲ鉄 道局 長 の1897年3月26日 付 け、 国王 に対す る ご報 告 よ り(文 献3054、513)

文 献3065、52-62;文 献3054、513

べ 一 トゲ が 、 外 務 大 臣 宛 に バ ン コ ク=コ ー ラ ー ト(ナ コ ン ラ ー チ ャ シ ー マ ー)間 の 鉄 道 建 設 計 画

の 鞭 告 書 を 提 出 す る 。 この報 告 書の 中 で,同 時 に メ コ ン川西岸 の 鉄道 は標 準 軌 、つ ま り1・435mに

す るの が適 当 と提案 す る。

文 献3054,57-58,65

カ ー ル ・ペ ー トゲ(KarlBethge,1847-t900),タ イ 政 府 と の 間 で 契 約 。

*雇 用期 間は5年 間 。鉄 道 局 の 責 任 者(DirectorGeneraloftheRoyalRailwayDepar霊ment)及 び

技 術 顧 問(TechnicalAdviser)の 地 位 を与 え られ る。 なお,彼 に対す る権 限の 決定 と指 示 は、 すべ て 外

務大 臣の管 轄 とす 。.給 与 は1年 間2000ポ ン ド。な お 当時土木 省 技術 顧 問 ウ ィルキ ンソ ン(イ ギ リス

人)は600ポ ン ド。

◆略 歴 も参 照 の こ と

文献 別途表記

カ ー ル ・ベ ー トゲ(KarlBethge,1847!2/14-1900/4/11)略 歴

ベ ル リンで 、 アル コール 販売 業 の家 に生 まれる。 父親 は ヴィルヘル ム 。1865-71年 、機 械及 び土木

工 学 の学 校 に通 。 卒業 後 、 エブ ステ ル ン南部 線(obsternSudbahn)に 入 社。187'3年 、 ギ ョ ッタル ド

線(Got量hardbahn)の 企 画 部 に移 る.ケ ネ ー。 山越 え の鉄道 建設 に も従 事。1877-79年 、 ライ ン鉄

道 で 働 く。1879年 、 プ ロイ セ ンの技 師指 導者(Baufuhrerprufung)の 資格 、81年 に は技 師 マイ ス

ター(Baumeisterprufung)の 資格 を それ ぞれ取 得 。 その後,プ ロイセ ンの 土木 省(建 設 省,

MinisteriumsderoffentlichenArbeiten)の 技術 局 に公 務員 と して勤 務。 セ ル ビァ鉄 道の 建 設を 指 揮

し,鉄 橋 の 建設 を 完成 させ る。1885年,研 修(?)の た め中 国 と 日本 に赴 く(別 の 資料 で は,中 国 で

鉄 道 建設 に 従事 した)。1889年 、 タイ政府 に雇用 され 、 コー ラー ト線 の建 設 に従 事 。 困難 な仕 事 を や

り抜 い たの で,タ イ の鉄 道 の総 責任 者 に任 命 され る。1900年4月11日 バ ンコクで コ レラの た め病

死 。

(出所)"NeueDeutscheBiographie胴2Fwθ1'θrβaη σ,Vol.2,Duncker&Humblot;Berlin,1959,

p.186.
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TheTimesSeptember30,1890

イ ギ リ ス の タ イ ム ズ 紙 が 、 ド イ ツ 人 ベ ー トゲ の タ イ 政 府 雇 用 に 注 目 し 、 ドイ ツ の 権 益 拡 大 を 警 告

す る 。 た だ し名 前 を 間 違 え る 。 オ リ ジ ナ ル は 次 の 通 り。
"GermanActivityinSiam"OwingtotheinfluenceoftheGermanConsulatBangkok

,herrBestige,

aGermanengineerintheemployedoftheSiameseGovernment,hasbeenappointedtocarryout

theconstructionofarailwayfromBangkoktoKorat.Thelengthofthelinewillbe105miles,and

theestimatedcostis1,300,000.Germanrailsandmachinerywillbeusedintheconstructionof

theline.ThesubordinateengineersemployedwillbemostlyGermans.<FromRangoon,

September29>.TheTimes,September30,1890

文 献3064,53;文 献3065

土 木 省 の 中 に 鉄 道 局 曹を 新 設 。 カ ー ル ・ベ ー トゲ(KarlBethge)を 初 代 鉄 道 局 長 に 任 命 す る 。

☆ベ ー トゲ は,ク ル ップ社 か ら派遣 され た エ ン ジニ ア(◆ ドイ ツの人 名録 を見 るか ぎ り,彼 は政 府 の技 師

であ って 、 クル ップ社 に働 いた 記録 はな い)。 中国 の鉄道 建 設 に従 事 。1888年 タ イ に赴 任 す る 。パ ン

チ ャー ド調査 の 結果 を 検 討 して政 府 に意 見書 を提 出 、そ の能 力を 高 くタ イ側 に評 価 され た こ とで 政 府が 雇

用 を 決定(以 上 、文 献3565,6へ.一 ジ も参 照の こと)。

◆ この時 点 で、 鉄道 局 が 「ク ロム」 で あ ったか ど うかは不 明。

BTWM1937/02/25,p.19

パ ン チ ャ ー ド調 査 と ドイ ツ 人 鉄 道 局 長(重 要)。

"Thesurveyhavingbeencompleted
,acontracttobuildthelinewasgiventoanEnglishman,

while,forpoliticalreasonswhichSiamwouldhaveavoidedbutcouldnot,aGermanengineerwas

appointedtoorganizeaGovernmentRailwayDepartmenttosupervisethecontractor.This

resulted,afteraperiodofbitterness,andrecrimination,inthecancellationofthecontract,and

theStateDepartmenttookovertheconstructionwork."

◆ 注:こ の 評 価 は 、 イ ギ リス の 「タ イ ム ズ 紙 』 が 、.1937年2月3日 に 死 去 し た ギ ッ テ ィ ン ズ の 経 歴 を

詳 し く紹 介 した 記 事(1937年2月13日)の な か で 行 な っ た も の 。 な お 、 こ の 記 事 の 全 文 は 『週 刊 バ

ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』(1937年2月25日)に 転 載 さ れ て い る(8'Mr.HenryGittins:Builderof

SiameseRailways.")o

文献3517、251;BTWM1891/04/04

1'TheEconomicDevelopmentofSiam .o'カ ンボ ジ ア の バ ッ タ ンバ ン 雪パ イ リ ン=タ イ 領 の チ ャ ン

タ ブ リー 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を グ レ ッ シ(JoachimGrassi)が 申 請 す る 。 これ につ いて 国王 は認 可 を与

え たが 、結 局 、鉄 道 の建 設 は な され な か った。

◆原 資料:NA5Yotha,5.4/3

297



文 献3517、53-54、66;文 献3065、16-26

「ナ コ ン ラ ー チ ャ シ ー マ ー 鉄 道 に 関 す る布 告 」 を 公 布 す る 。

*第2条 で は、 「ナ コ ン ラ ー チ ャ シ ー マ ー 鉄 道 債 券 」 を16万 株 、1株100バ ー ツ で発 行 す る と規

定。

*16万 株 の うち、 国王 が 国王 財産 局 を使 って6万4000株 、 政府 が 国庫金 を使 って3万2000株 を

それ ぞ れ 引 き受 け る。 その ほか 、 ラ ーマ5世 王 の計 画で は 、5万8560株 を 王族 へ の贈 答 と して 、

3957株 を 宮殿 の使 用 人 の ため に 引き受 け る。 国王 自身 は、 この株 式購 入 の た め、少 な くとも290万

バ ー ツの個 人 資産 を 充 当す る 予定 で ある(P.66)。

◆原 資 料:NA5Yo,5.6/12,KingtoBidyalabh,15March1893;NA5Yo,5,6/18,26

January1895.

BTWM1927/03/12

「ナ コンラーチ ャシーマー鉄道に関する布告」を公布する。

*建 設費は200万 ポンドを越えない。この建設費支出のため、 「鉄道債券」を発行する。3分 の2は 政

府が引き受け、残りは1株 当り10ポ ンドで一般公募を行う。1901年 末までの10年 間に5%未 満の

配当に陥った場合には、国王のご指示のもと政府財政でこれを補填する。したがって、投資家は最低5%

の配当が保証される。また、政府財政局は、向こう50年 間、つまり1941年3月 末までコーラー ト鉄

道債券を買い戻す権利を持たない。

PKPSVol.12,193-194:N4

「鉄 道 建 設 債 券 の 発 行 に つ い て(ラ ッタ ナ コ ー シ ン暦109年)」

*土 木 省 の ス タ ッフ はナ コ ンラーチ ャシー マー鉄 道建 設 を開始 した。一 方 、大 蔵 省 国庫 庁(Ho

Ratsadakonphiphat)は 、 この 建設 の ため に債券(suwan)を 発行 した。 これ を購 入 したい もの は 連絡 を

とる よ うに とい う布 告(発 効 は3月5日)。

文 献3040,2

コ ー ラ ー ト線 の 建 設 を 勅 令 に よ り決 定 。 担 当は土木 省(MinistryofPublicWorks)。

文献3065,26-27

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦109年

布 され る.布 告 全 文 を収 録.

ナコンラーチャシーマー鉄道債券募集を求める大蔵省国庫庁の布告」公
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PKPSVol.12,183-193:N3

「バ ン コ ク か らナ コ ン ラ ー チ ャ シ ー マ ーへ の サ ヤ ー ム鉄 道 建 設 に 関 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン

暦109年)」

*前 文 と計10条 の規 定 あ り。

前 文 国 王 はサ イ ア ム国(krungsayam)の 繁栄 発展 を お考 え にな り、離 れ た地 方 国Oに 向 けて 鉄道 を

建 設す る ことで 国(banmuang)に 繁栄 を もた らす こ とが重 要 であ る と判断 され た(◆ 注:前 文 には 国 防

の問題 は 触れ て い な い)。

第1条 最初 の 路線 の 名称 は 「ナ コ ンラーチ ャシー マー線 」 とす る。 投 資は20万 チ ャン(1600万

バ ー ッ)を 越 え な い もの と し、着 工 は遅 くと も1891年9月 まで に、 また 完工 は ラ ッタナ コー シ ン暦

115年 度 末(1897年3月)ま で に行 う ことを義 務づ け る。

第2条 この 鉄道 建 設投 資の ため に大 蔵省 は債 券 を発 行す る。1株100バ ーツ 、16万 株 を発 行 す る 。

10年 間 の間 、配 当が5%に 達 しな い場合 には、 国 の資金(nganphaendin)を 投入 して 、株 主 の 利益 を

保証 す る。

PKPSVol.12,183-193:N3

「バ ンコクからナコンラーチャシーマーへめサヤーム鉄道建設に関す る布告(ラ ッタナ コーシン

暦109年)」
*前 文と計10条 の規定あり(続 き)。

第4条 この鉄道債券を購入 した者は、いついかなる者に対しても、債券を譲渡売却することができる。

第5条 大蔵省は半年ごとにナコンラーチャシーマー鉄道について経理報告を行 う義務を有する。

第6条 鉄道債券に対しては、大蔵省は向こう50年 間、つまり1941年3月31日 までこれを買い戻

すことはできない。

第7条 鉄道債券によって得た資金で将来は、他の地方国へと鉄道を延長する権利を有する。

第8条 ナコンラーチャシーマー鉄道の建設とその運営に関わるすぺての権限を土木省は有する。

第9条 このため土木省は毎月、予算と決算について報告を行う義務を有する。

第10条 鉄道建設のためにすでに存在する家屋、工場、果樹園などについては、土地収用にあたって、

それぞれの所有者に適当な価格を支払う必要がある。

BTWM1927/03/12;BangkokTimes1891/03/11

イ ギ リス 人 ダ ン ロ ップ に 南 タ イ 鉄 道 建 設 の 許 可 を 与 え る 。

*国 王 か ら シンガ ポー ルの ダ ン ロップ(CharlesDunlop)に 与え られ た コ ンセ ッシ ョ ンの細 目が 、 土木 大

臣ナ レー ト、鉄 道 局 との あい だの話 し合 いで決 ま る。 許可 され た路線 は ソ ンクラー か らコ タス ター 、 サ ー

イ ブ リー(現 ア ロース タ ー)を 通 って 、ケ ダ ーの スズ産 地 であ る ク リム(KIim)に 通 ず る路 線 。 サイ ブ

リー と ソ ンクラ ー間 は76マ イル、 も っと も物 資の 流通 量 が多 い とこ ろであ る。 す で に道 路が で きてお

り、国 王 もす で に車 で走 行 した。
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PKPSVol.16.540-541:N10

ソ ン ク ラ ー 、 サ イ ブ リー(ケ ダ ー)間 の 鉄 道 建 設 の コ ンセ ッ シ ョを イ ギ リス 人 に付 与 。

*シ ンガポ ール 在 住 のチ ャール ズ ・ダ ンロ ップ(CharlesDunlop)★ と、 タイ政 府 の代 表 、 土木 大 臣 ク ロ

ムマ ク ン ・ナ リ ッ トサ ナ ラー ヌ ワ ッ トテ ィウ ォ ン殿下 、 ソ ンクラー 国の プ ラヤ ー ・ル ッテ ィ ソ ンク ラーム

ラー マパ クデ ィ、 プ ラ ヤー ・サ イ ブ リー、 プ ラヤ ー ・ウ ィチエ ンキ ー リー(知 事)の 間で 、 ソン ク ラー国

とサ イ ブ リー 国 間の鉄 道 建設 を め ぐる契 約 を結 ぷ。8年 間 以 内 に 建 設 完 了 が 条 件 。

◆注:1899年3月4日 、鉄 道建 設が 実施 されな いた め に契約 を破 棄す る土 木 大 臣布 告 が発 布 され る。

(出 所 「ソ ンク ラー 、サ イ ブ リー両 国の 鉄道 建設 契約 書 の廃 棄 に関す る土 木省 布 告(ラ ッタナ コー シ ン暦

117年)」)

BTWM1899/03/04

'`TheKedah -SingoraRailway ・'oダン ロ ップ(CharlesDunlop)に 、 ケ ダ ー=ソ ン ク ラ ー 間76

マ イ ル の 鉄 道 建 設 の 認 可 を 与 え る。 た だ し、8年 間 に建 設を 完 了 させ る ことが 条件 。 当初 は ス ズ鉱 山と

都 市 を結 ぶ 構想 だ った。

☆8年 間経 ったが 、会 社 は 設立 され ず 、 ほとん ど調 査 も実施 してい ない 。 その結 果 、1899年3月4

日、 ダ ンロ ップの コ ンセ ッシ ョンは失効 した。

ただ し、パ ー ク ス(R.W.Perks,M,P,)が この 計画 に強 い 関心 を示 して い る。

BTWM1904/09/14

"AnOldRailwayConcession"

ソ ン ク ラ ー 冨 ケ ダ ー 間 の 鉄 道 建 設 の コ ン セ ッ シ ョ ン を 、 イ ギ リ ス 人 の ダ ン ロ ッ プ(Charles

Dunlop)に 与 え る 。

BTWM1927/04/09

最 初 の コ ー ラ ー ト線 の 調 査 につ い て 。

*最 初 に バ ン コ ク 蓄 コ ー ラ ー ト間 の 調 査 を 行 っ た の は タ ン ク レ ッ ド(SirRobertTancred)で あ

る。 この あ と、1890年 に ク ラー ク(SirAndrewClarke)が よ り詳 細で厳 密な 調 査 を 同 じ路 線 で お こ

な った 、 と1891年3月 、 ロ ン ドンの科 学協 会(Socie量yofArtsinLondon)で ゴー ドン(Robert

Gordon)が 報告 す る。

◆注:タ ンク レ ッ ドの調 査 の年 月 は不 明。

BangkokTimes1891/04!04;文 献3517、54

1畳RoyalSiameseSta量eRailwaysNagaraRalasemaLine
.'1コ ー ラ ー ト線 建 設 請 負 の 公 開 入 札 の 大

広 告 が 、 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 に 掲 載 され る 。

*1891年3月 の 「ナ コ ンラ ーチ ャシーマ ー鉄道 に関す る布告 」 に も とづ き 、建 設請 負の 入札 を 公示 。

264kmの バ ンコ ク 瓢コー ラ ー ト間の建 設。 条件 は、 請 負金額 の5%を 契 約 調 印時 に 提 出す る こ と。 工

期 は5年 以 内。 建設 計画 書 、 見積 り書 を1891年10月15日 まで に鉄道 局 に提 出す る こ と。

BTWM1927/04/09,41;BangkokTimes1891/0404

バンコクの ドイツ人社会のあいだで、 ドイツ人 クラブを結成する準備が始まった。
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文献3054,69-70

イ ギ リス の パ ン チ ャ ー ド社,タ イ 政 府 が 鉄 道 建 設 を 公 開 入 札 に 切 り替 え た こ と を 強 く非 難 す る 手

紙 を テ ー ワ ウ ォ ン外 務 大 臣 に 送 付 す る 。 パ ンチ ャー ド社 の調査 は将 来 の鉄 道 建設 の 請負 い を 前提 に し

て い た と主 張 。

◆原 典:KongBannasan.File3Samnao1,No・3.2433"GalwaytoPrinceDevawongse,'IJuly3,

1891do.,Samnao2,No.3,2434"BethgetoPrinceDevawongse,"July10,1891

BTWM1927!07/16(再 録)

パ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社 の 株 主 総 会 が 開 か れ る 。 既 決 の 役 員 に 加 え て 、 国 王 の 代 理 と し て3名 の 王 族 を 新

た に 役 員 に 加 え る こ と を 報 告 。 この 事 業 は 国 王 の 肝 い りで 行 わ れ て い る。1893年4月1日 の 開 通 を

め ざ す 。

☆ 既 決 の 役 員 。phrayaSuntharaburi冑,PhrayaSamutburanurak,J.Grassi,ChoomSrisararaks,

H.N.Andersen,L.deRichelieu,AG.Loftus,

☆ 新 た に 招 聰 し た 王 族3名 。PrinceNarit;PrinceNarathip★,PrinceSommot★

文 献3517、54-55.;BangkokTimes1891/07/18

IISiamIsFirstRailway .oIパ ー ク ナ ム 鉄 道 の 着 工 式 が 国 王 の ご臨 席 の も と で行 わ れ る 。

*1889年 に ロフ タス と ド ・リシュ リユ ウ(deRichelieu)が コ ンセ ッシ ョ ンを取 得 。パ ー クナ ム鉄 道

会社 を 設立 。20km、1メ ー トル軌 の線 路 を使用 。 資 本 金40万 バ ー ツ の う ち 半 分 を 国 王 が 引 き 受

け る 。

☆1891年7月16日 に着工 式。 国王の ほか 、バ ンコ ク路面 電車(BangkokTramwaysCo.,Ud.)の 軽

軌道 を 敷設 した グ レッシ兄 弟社(GrassiBrothers)が 、 地元 のエ ン ジニ ア リング担 当 と して 出 席。

☆1893年4月11日 、 開通 式。

◆ 注:こ の ときの バ ンコ ク タイム ズ紙 の詳 細な 記事 は、 『週 刊バ ン コクタイ ム ズ紙 』1936年7月16

日に"ThePaknamRailway:FortyFiveYearsAgeTodaゾ と題 して完 全 に再 録 され て い る。

BTWM1927/07/23(再 録)

パ ー ク ナ ム 鉄 道 の 着 工 式 を ラ ー マ5世 王 の 鍬 入 れ で 行 う。

*"Thursdaylast,July16thwilllongberemenberedasoneofthegrandestandmostauspicious

daysintheannalsofSiam'shistoryforitwasthenthatHisMajestyturnedthesadofwhatwilI

everbeknownas'thefirstSiameserailway'."

*朝6時 前 に国王 用 のパ ビ リオ ンが 設営 。6時 か ら7時 のあ いだ に、 ぞ くぞ くと群衆 が 集 ま る。 この 日は

涼 し く、曇 り空 。 国王 の ほか 、 外務 大 臣、大 蔵大 臣、 土木 大 臣な どが 出席 した。

☆ 開 幕 式 の 様 子

国王 は 、銀 の刃 先 のつ いた ツル ハ シ とシ ャベ ルを に こやか に受 け取 り、 タイ と ヨー ロ ッパ の音 楽が 流 れ る

中 で、 鍬入 れ を優 雅 に行 った。 ま さに その とき、 「開 け」 とい う号 令 がか か り、 舞台 に設置 され た カー テ

ンの幕 が 引 き落 と され て 、新 しい鉄道 の建 設 に従 事す る100名 の苦力 の 姿が 、 国王 の 目に展 開 され た 。

これが この 日の最 大 のハ イ ライ トを構 成す る。
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BTWM1927/08/06

イ ギ リス人 の 土木 エ ン ジニ ア 、 カ ミン(Cumine)は 、 ガ ル ウ ェイ(Galway)の 監督 の も と、 管 区担 当エ

ン ジニ ァ(districtengineer)と して 、サ ラブ リー=コ ー ラー ト間 の鉄道 建 設 に たず さわ って い たが 、今

回、 正 式 に タイ鉄 道 局 の職 員 と して雇 用 され た。

◆ この 当 時、 工 区担 当 エ ンジニ ア(SectionEngineer)と は別 に、管 区担 当エ ンジニ ア(District

Engineer)が 任 命 さ れて い るの は、不 可 解。 管 区担 当エ ンジニ アは、 南部 線 の建 設 が始 まる1909年 以

降 と見 るべ きか?

文献3517、57-65;国 立 古文 書館 史料

コ ー ラ ー ト線 建 設 の 入 札 結 果 とそ の後 の 経 緯(1)。

☆入 札 の 申込 み は鉄道 局 で は な く、イ ギ リス領事 館 を通 して、外 務大 臣テ ー ワウ ォン殿下 、 そ して 国王 に

対 して行 う とい う形 式 を と った。

☆キ ャ ンベ ル(GeorgeMurrayCampbell)が 、974万4425バ ー ッ。 ドイ ツ の シ ン ジケ ー ト

(TheJoin電StockCompanyforCons量ructionofRailwaysinSiam)は 、1197万6925・5バ ー

ツ。

☆ 当 時、 キ ャ ンベ ル 氏 は、 小 さな請 負業 者 。 セ ラ ンゴール州 鉄道 の 延長 線(ク ア ラル ンプル か らラ ワー ン

Rawan9を 通 じて 、 クア ラ クブKualaKubuに 至 る)60kmを 手掛 けて いた にす ぎな い。5%の 保 証 金

は、 ジ ャー デ ィンマセ ソ ン社 に依 頼す るが 、10月15日 までに は確約 が とれ な か った。入 札 の 見積 りも

きわ めて ず さん 。他 方 、 ドイ ツ ・グルー プ は克 明な見 積 りを 提出 、 その ため、 ドイ ツ人 ベ ー トゲ鉄 道 局長

か ら内部情 報 が 流 れた とい う噂 が流れ たほ どで あ る。 また保証 金 につ い て も、 ドイ ツ の主 要銀 行3行 が

バ ックア ップす る 。

☆ベ ー トゲ鉄 道 局長 、 ナ リッ ト土 木大 臣 は、入 札 金額 は キ ャ ンベル の方 が低 いが 、資 材 の見 積 、計 画 の実

効性 か ら ドイ ツ案 を国 王 に推 挙。 また、 キ ャンベ ルの 見積 を や り直 す と、 両者 の 差額 は223万 バ ー ツで

は な く、 じっ さい は22万 バ ー ツ(2%)で しか ない と主 張 した(◆ 原 資料:NA5Yo,5.6/3,Bethge

toNarit,190ctober1891)

文 献3054,68-6g

タ イ 政 府 、 バ ン コ ク=コ ー ラ ー ト線 の 鉄 道 建 設 請 負 の 公 開 入 札 を 、 ロ ン ドン 、 ベ ル リ ン 、 ブ ラ ッ

セ ル 、 パ リ、 ウ ィ ー ン、 ニ ュ ー ヨ ー ク な どで い っせ い に告 示 す る 。

◆1891年7月3日 を参 照 。

文 献3006,12;文 献3054,79-80

コ ー ラ ー ト線 の 公 開 入 札 が バ ン コ ク で 行 な わ れ る 。

ドイ ツは合 同企 業 グル ー プが レ ンツ(F。Lents)の 名前 で入札 。 イギ リスはキ ャ ンベ ル 社(Messr.

CampbellCo.,Ud.GeorgeMurrayCambell)が 入 札 。結 果 は,イ ギ リス が974万4425バ ー ツ、 ド

イ ツの レ ンツ は1197万6925バ ー ツで、 ドイツの 方が 見積 りの建設 費 は高 か った が、 実効 性 や鉄 道

局 の 介入 で 当初 、 ドイ ツ側が 落 札す る。

*し か しそ の後 、 イ ギ リス側 の激 しい巻 き返 しの結 果,キ ャンベ ル社 に受 注 が決 定 す る(1891年12

月12日)。

◆原 典:KongBannasanFile5,Samnuwan1,Ton72434,"LenztoBethge,1lCopyOctober18,

1891.
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文献3517、57-65;国 立 古 文書 館史 料

コ ー ラ ー ト線 建 設 の 入 札 結 果 と そ の 後 の 経 緯(2)。

☆ ベ ー トゲ 鉄 道 局 長 の 提 案 に 対 し、 国 王 は 反 対 す る(1891年10月21日 、 草 案)

「われ わ れ はイ ギ リス ・グル ー プの 方 が、 ドイ ツ の それ よ り入 札 が安 い こ とを知 って いる し、彼 らの方

が 、 ドイ ッ ・グル ープ よ りも仕様 に従 って いる よ うに も思 え る。 した が って、 契 約 はイ ギ リス に対 して な

され るべ きで 、 そ の こ とはわ が 国の利 益 に もよ り適 して い る」(文 献3517、60;NA5Yo,5.6/7,

DraftfromKingtoNarit)o

☆ 同時 に 、国 王 お よび外 務 大 臣テ ー ワウ ォ ン殿下 は、東 北 タイ 、 メ コ ン東岸 に対 す る フラ ンス の進 攻 へ の

対抗 措 置 と して、 イギ リスの 支援 を期 待 した。 しか し、 この甘 い期待 は1893年 の フラ ンス との 危機 に

対 して とった イギ リス の態 度 に よ って、見 事 に裏 切 られ る こ とにな った(文 献3517、61-62)

☆ その結 果 、ベ ー トゲ とキ ャ ンベ ルの 間 で激 しい 論争 が生 じる。

BTWM1909/08/27

1「RoyalSouthemRailway「'イ ギ リス 人 土 木 技 師 ギ
ッテ ィ ン ズ(H.Gittins)、 パ ン チ ャ ー ド調 査 を

完 了 して イ ギ リス へ 帰 国 。

☆ ギ ッテ ィ ンズ の 略歴
★1888年7月/タ イ に来 て

、パ ンチ ャー ド調 査 に参加 す る。
★1891年10月/調 査 を終 え

、い ったん本 国へ 帰 る。
★1892年3月/ム ー レイ ・キ ャ ンベル の依 頼 で

、再 びタ イへ
★1892年5月/タ イ 鉄 道局(RoyalRailwayDePartment)に 入局

。 さま ざま の路 線 の建 設 を担 当す

る。
★1906年6月/鉄 道局 か ら土木 省技 術顧 問へ 移 籍

★1909年8月/南 部線 建 設担 当責 任 者 に任 命 され る
。

文献3517、61;文 献311、55;国 立 古文 書 館史 料

コ ー ラ ー ト線 建 設 請 負 の 契 約 が 、 鉄 道 局 と キ ャ ンペ ル 社 の 間 で 調 印 さ れ る 。

☆1891年12月9日 、 ジ ャー デ ィ ンマ セ ソ ン社 が、 キ ャンベ ル社 へ の5%保 証 金 提 出 に合意 す る。

☆1891年12月12日 、 鉄道 局 とキ ャ ンベル の 間で 建設 請負契 約 の調 印が 行 わ れ る。 な お、 この契 約

では1892年3月 か ら工 事 を 開始 し、5年 間 に完 了す る こ とを義 務づ けた。

☆1892年3月9日 、 コー ラ ー ト線 建設 の竣 工 式。

文 献3054,89;RKBVol,8,447

コー ラ ー ト線 の 建 設 請 負 を イ ギ リス の キ ャ ンベ ル 社 に 決 定 す る 。 ただ し、 採用 す る線 路 の 軌 間は イ

ギ リス側 が 主 張 した 狭軌(1m軌 道)で はな く、ベ ー トゲ鉄 道局 長 が主 張 した 国際 標 準軌(1・

435m)と な る。

◆原 典1月ao々a〃o力aη σ∂θκ5a,Vol.8,p.447.
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文 献3065,52-62;文 献3054,514-515

タ イ 政 府,イ ギ リス の キ ャ ンベ ル 社 と コー ラ ー ト線 鉄 道 建 設 の 契 約 を 締 結 。建 設 は5年 以 内 に完成

させ る こ と。予 算 は995万6164バ ー ッ81サ タ ン、 及 び50メ ー トル以 上 の土 砂 を運 ぶ た め の特別

予 算 と して16万8174バ ー ッ81サ タ ンとす る。 な お,の ちに33の 鉄橋 と レ ンガ 作 りの 橋 の建 設 費

と して、 新 た に62万402バ ー ツ63サ タ ンが 追加 され た。 その結 果、 建 設 費 の 総 額 は1074万

4742バ ー ツ99サ タ ン とな る 。 この 建設 費捻 出 のた め、1892年3月1日 、 大蔵 省 が1600万

バ ー ツ分 の 債券 を 発行 す る法 律 を公布 す る 。

◆原 典:ベ ー トゲ 鉄道 局 長 の1897年3月26日 付 け国王 に対 す る ご報 告 よ り(文 献3054、514-

515に 再 録)

BangkokTimes1891/12116;文 献3517、93

"TheKhoratRailwayContract
."コ ー ラー ト線 建 設 の た め の 中 国 人 苦 力 の 徴 募 に つ い て 。

*キ ャ ンベ ル社 は、 最初 は2000名 の 中国人 を スマ トラか ら輸入 す る予 定 だ った が 、蘭 領東 イ ン ド政 庁

の不 許可 の ため、 別 の ル ー トを考 え る。 結 局、バ ンコクの 中国人 を最 初 の数 カ月 は使 用 す るが 、 出来 高 制

で1日1・5バ ー ツ とい う高 い賃金 にな って しま った。 な お、1892年2月 制 定 の ア メ リカの マ ッキ ン

リー法 に よ って、 スマ トラの タバ コ労 働者1万5千 人か ら2万 人 が、 遊休 労 働者 と して利 用 で き る と、

キ ャ ンベル 氏 は期 待 して いたが 、 うま くい かな か った。

☆ その結 果 、 キ ャ ンベ ル社 とその後 の 鉄道 局 も、 中国か ら直接 、苦力 を 輸入す る方 針 を採 用 す る。 しか

し、 中国か ら来 た苦 力 は、 ま もな くバ ンコ クの賃 労 働 の方が 鉄道 建設 よ りも賃 金 が よ い こ とを知 り、鉄 道

建設 現場 か ら離 れ て い って しま った。

☆ 中国人 苦 力 に と って 、鉄 道建 設 は病気 の 問題 だ けで な く、真水 の確 保 、料理 の問 題 な どで不 満 が 多か っ

た(文 献3517、94)

◆参 照:Bennelt,"RailroadsandTransportationinSiam,"肋 θ月a'〃oadGazθ πθ,XL,552・

文 献3065,31-34

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦110年

全文 を 収録 。

バ ンコク=ナ コ ンラーチ ャシマー鉄 道 建設 竣工 式 典 につ いて」 。 報告 書

PKPSVol.13,60-65:NO4b

「鉄道建設のための土地買収規則に関する土木省の布告(ラ ッタナコー シン暦110年)」

*全 文7条 。1891年3月1日 の布告では、土地買収規則を定めていないので、細目を決定する。担当

係官と鉄道局のエンジニアの2名 が鉄道建設用地に赴いて調査を行い、妥当な価格を設定して土地を購入

することを規定。また、調査、買収価格については土木大臣に報告義務がある。

文 献3065,27-31

「ラ ッタナ コー シ ン暦110年

を 収録 。

鉄道建設のための土地収用に関する土木局布告」公布される。布告全文
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BTWM1928/02/24;BangkokTimes1892/02/24

コ ー ラ ー ト線 の バ ン コ ク 駅 で の 作 業 が 開 始 さ れ た 。 マハ ー ナー ク とクー トマイ運 河の 間 で土 地 整備 事

業 が行 わ れ 、多 数 の家屋 が土 木 事業 の ため取 り壊 しにな った。

*エ ンジニ アた ちが 派遣 され て い る。 その 中に はパ ンチ ャー ド調 査 に参加 した ギ ッテ ィ ンズ(Henry

Git量ins)も 含 まれ て い る。

文 献3517、61;文 献3065、32-33

コーラー ト線建設の着工式が、国王 ご臨席のもと行 われる。

☆午後5時 から鍬入れ。主な王族、高官、外国人代表が顔を揃える。

◆ 『週刊バンコクタイムズ紙』でチェックする必要あり。

文 献3054,89

バ ンコク=コ ーラー ト線の建設着工式にラーマ5世 王ご臨席す る。

BTWM1928/03/30(再 録);BangkokTimes1892/03/30

ダ ン ロップ(CharlesDunlop)が 、南 タイ の鉄道 建 設計 画 の路線 変更 を 申請 す る。 新 しい コ ンセ ッシ ョ ン

は、 ソ ンク ラー か らケ ダ ー に至 る鉄道 。新 しい建設 請 負 い企業 は マ ラヤ 鉄 道 建 設 会 社(Malay

Railway8andWork8Con8tructionUd.)で 、登 録資 本金 は10万 ポ ン ド、1株100ポ ン ドの

予定 と 『週 刊バ ンコ クタイ ム ズ紙』 が 報道 。

BTWM1927/05/07(再 録)

国 王 が パ ー ク ナ ム 鉄 道 建 設 計 画 に 最 終 許 可 を 与 え る 。

*ク ロー ン ・クー トマイ か らフア ラム ポ ンに平行 に走 り、 ヴ ィラ ・サ ンス シーを 通 って水 田の 中 を走 りな

が らパ ー クナ ムへ と至 る。オ フ ィス時 間が終 わ った後 、パ ー クナ ムで 海の 風を 満 喫 して リフ レッ シュ し、

夕食 まで に はバ ンコ ク に戻 って これ る とい うコース とな る。完 工 は1892年12月15日 を 予定 。 建設

費 は5000カ テ ィ(バ ー ツ)を 越 えな い こと。 建設 用地 は 国王が 無料 で 提供 す る と、 『バ ン コク タイ ム

ズ紙』(1892年5月)が 報道 。

BTWM1928!05/05(再 録)

コー ラー ト線 の建 設 は順 調 に進 ん でい る。 最初 の50マ イル の レー ルは 、 イギ リスの シェ フ ィール ドの 会

社 に発 注 した。

◆注:そ の あ と、 ドイ ツ ・グル ー プ(ク ル ップ社 な ど)に よる激 しい巻 き返 しが 起 こる。

BTWM1937/02/25

"Mr
.HenryGittins:BuilderofSiameseRailways.oIイ ギ リス 人 土 木 技 師 ギ ッテ ィ ンズ(Henry

Gittins)が 鉄 道 局 で 雇 用 さ れ る 。以 後、1921年 まで28年 間、 タイ鉄 道 建設 に貢献 した 。

◆ 注:経 歴 は本書 の 「タ イ鉄道 局外 国人技 師一 覧」 を参 照 。
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BTWM1928106!16(再 録)

日本 人 エ ン ジ ニ ア が 鉄 道 局 の 仕 事 に 従 事 す る た め 、 この 日、 ゴ ル ゴ ン号(Gorgon)で バ ン コ ク に

到 着 した(◆ 原典:BangkokTimes1892/06112,13)

◆最 初 の 日本 人 鉄 道エ ンジニ ア 。 誰か チ ェ ックす る必要 あ り。

本 文 を参照;DBS1893,293

日本 人 鉄 道 エ ン ジニ ア が タイ 鉄 道 局 に雇 用 さ れ 、 コ ー ラ ー ト線 ア ユ タ ヤ ー建 設 工 区 担 当 エ ン ジ ニ

ア と な る 。

◆H.Nobechi,SectionEngineeroftheSectionAyuthia(BangkokTimesed.,01rθo'o'yfo1θaηgκoん

飢d8佐 加for1893,Bangkok,p.293}の 政 府官 庁 人名 録 の中 に、 野辺 地の 名 前が あ る。

◆ 中村 尚史 氏(東 京 大 学社 会 科学 研究 所助 手 、現 埼玉 大学 助教 授)の 調査 で は、 野 辺 地 久 紀(の べ ち ・

き ゅ う き 、 文 久3年 一 明 治32年37歳)が 、1892年 に タイ鉄 道局 に赴任 した記録 が あ る。 野

辺 地 は京 都 生 まれ 。岩 手 の 蘭学 者 野辺地 の 養子 にな る。1882年 工部 大学 校 を 主席 卒 業 。助教 授 に任命

の の ち、 ア メ リカの ペ ンシルバ ニ ア大学 土 木工 学科 に 留学 。1888年 帰 国。 同 年、 九 州鉄 道株 式会 社技

師長 に就 任 す る。1891年9月 退職 、 タイ政 府 の招 聰 によ り鉄 道 技 師 と して 赴任 。 任 期 満了後 、帰 国 し

て 、1895年7月 、 東 京 帝 国大学 工科 大 学教 授 とな った 。工学 博 士(出 所:井 関九 郎 『大 日本 博 士 録』

第 五巻 ・工学 博 士 之部 、 発展 社 出版 部 、1930年 、29頁)。

文献3517、251;国 立 古文 書館 史料

デ ンマ ー ク 人 技 師 の ウ ェ ス テ ン ホ ル ツ(A廻eWestenholz)が 、 バ ン コ ク 累ペ ッブ リ ー 間 の 鉄 道 建

設 計 画 に つ い て 申 請 す る 。 以後 、1894年 半 ば に さま ざまの議 論 を経 た あ と、結 局 、 民 間で は な く鉄

道局 自身 の手 に よ って 建設 す るこ とを政 府 は決定 した。

◆原 資料;NA5Yotha.5,5/3,4,6,7

◆注:ウ ェ ステ ンホル ツ は、 サイ ア ム電気 会 社、 バ ンコク路 面電車 な どを 設立 した、 タイ に お ける 当時 の

中心 的エ ンジニ ア。 国王 との 関係 も親 密。

文献3517、251

バ ン コ ク と 東 部 タ イ の サ ゲ ー オ 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を ク ラ ー ク(FrederickS ,Clarke)が 申 請 す

る 。結 局 、 認可 せ ず 。

BTWM1929/01/19、51(再 録)

コーラー ト線の建設工事現場に、資材運搬用の機関車を導入。タイで走った最初の機関車 となる。
◆ただし、乗客を乗せた蒸気機関車の試運転は、パークナム鉄道の1893年1月14日 が最初である。
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文 献3517、251

バ ン コ ク 冨バ ッ タ ム バ ン間 の 鉄 道 建 設 計 画 を グ レ ッ シ 兄 弟(GrassiBrothers.)が 申 請 す る 。

◆ 注:ド イ ッ人 が掌 握す る鉄 道局 と大 臣 の大半 は、 フ ラ ンス の侵 略 のル ー トに な る こ とを懸念 して 、 この

計画 に反 対。 ダ ム ロ ン親王 の みが 、 フ ラ ンスの侵 略へ の対 抗 手段 と して この 建設 計 画 に 同意 した。 結局 、

認可 せ ず(原 資料:NAYotha,5.4!5)。

◆ この あ と間 もな く、 フ ラ ンスの タ イ武力 侵 略 「1893年 危 機 」が 生 じる。

◆ 注:グ レ ッシ兄 弟 は建 築 請 負 い会社 で 、国 防省 の ビル を1890年 代 に建設 す る(BTWM1939/06/

21)

文献3566,8

ドイ ツ人鉄 道技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(ケ ル ン).タ イ の鉄 道局 長 ベ ー トゲ(BauratBe量hge,der

GeneraldirektordersiamesischenStaatsbahnen)か ら手紙 が くる。 タイ の鉄道 の工 区担 当エ ンジニ ア

(Sektionsingenieur)と して働 か な いか とい う誘 い。月 給 は600バ ー ツ、 その他 に特 別旅 費 手 当(も

しくは 在外 勤務 手 当 てReisepauschquantum)と して月 額120バ ー ツ。年 収 は1万6200マ ル ク

払 う とい う誘 い.契 約 に 同意す る。

◆ 当時1バ ーツ=約2マ ル ク。 しか し何 とい う高給 だ!

ミュンヘン博物館手書き文書館資料;文 献3566

ヴ ァ イ ラ ー(Lui8Weiler=186319/9-191811!16)の 略 歴

☆ スペ イ ンの ア ラバ州 生 まれ。 父 は ドイ ツ人 鉄道 技 師の カ ール、 母 はスペ イ ン人 の マ リア。1869年 、

ギ ムナ ジ ウム に入 学。 卒 業後 一 時軍 隊 に入 る。 その後 、 ハ ノー ヴ ァとベル リンの シ ャル ロ ッテ ンブル グ で

技術 学校 に入学 。1891年 ケ ル ン鉄道 の建設 を 指揮 。1893年2月 、 サ ラブ リー工 区建 設 の担 当エ ン

ジニ ァ と して タ イに。1897年11月 ま でその仕 事 。1898年 か ら1901年 まで 中 国の青 島で60

キ ロの鉄 道 建設 に従事(タ イの気 候 が合 わ ない とい う理 由で契 約更 新 を拒 否)。 その 後 、 い ったん ケ ル ン

に帰 国 した 。1903年 か ら1904年 ま で、パ レスチ ナのハ イ フ ァか らベサ ンまで の鉄 道建 設 を 指揮 す

る。

☆1904年5月 、二 回 目の タイ来訪 。 同年7月1日 、ゲ ー ア ツの あ とを受 けて第3代 目 タ イ 鉄 道 局 長

に就 任 。 以後13年 間局 長 を 務め る。 主 と して北 部 線の 建設 、 と くに ク ンター ン ・トンネル を含 む チエ ン

マイ線 の 建 設を 総合 指 揮す る。1917年7月 、第 一 次大戦 にタイ が 同盟 国側 と して参 加 、 ドイ ツに宣 戦

布 告 した際 、敵 国人 と して逮 捕拘 禁 され病 気 にかか る 。釈放 後 ドイ ツ に帰 る途 中、 モザ ンビー ク海 峡沖 に

さ しかか った北 独 ロイ ド社 の 船 の上 で死去 す る。享 年54歳5カ 月。

文 献3054,92,

コー ラ ー ト線 の 工事 は 進捗 せ ず.天 候 や病 気の発 生 の ため.資 材 は概 ねイ ギ リス か ら輸入 す る。 キ ャンベ

ル 社 の保 証人 は 香港 の ジ ャー デ ィンマセ ソ ン社(Messrs,JardineMathesonCo,,Ltd.)。
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BTWM1929/01!19,51;BangkokTimes1893/01/14

パ ー ク ナ ム 鉄 道 の 試 運 転 が 行 わ れ る 。 タ イ で 最 初 の 蒸 気 機 関 車 の 運 行 。

*午 後2時 半 、 パ ー ク ナ ム を 出発 。 関 係 者 と は 別 に100名 以 上 の タ イ 人 が 見 学 。 機 関 手(Mr.Sugich)

が 「マ ハ ー ウ ォ ン 方 面 行 き の 乗 客 の み な さ ま 、 ご 乗 車 願 い ます 」 と ア ナ ウ ン ス した 後 、 ミ ュ ン ヘ ン で 製

造 さ れ た 蒸 気 機 関 車 が ゆ っ く り と 走 り始 め た 。 マ ハ ー ウ ォ ン(MahaWong)ま で6分 。 時 速13キ ロ。

帰 り は も う少 しス ピ ー ドあ げ て 時 速26キ ロ で パ ー ク ナ ム に 戻 る 。

☆ 主 な 出 席 者:P.Rohns,actingDirectorGeneralofRailways;Lt.PlessisdeRichelieu,Managing

DirectoroftheCompany;H.Hanneman,civilengineerandControllingEngineeroftheCompany,;

P,aO,κ ノηoん,civilengineer;Messrs,GrassiBrothers&Co.representativeofthecontractoroい

ず れ もデ ン マ ー ク人 。

◆ 乗 客 を 乗 せ た 機 関 車 は この パ ー ク ナ ム 鉄 道 が 初 め て 。 開 通 式 は 同年4月1日 。

文献3566,10

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(船 の 上).1月16日,同 僚 のゲ ー ア ツ(Gehr量s,ベ ー トゲ か

ら同時 期,タ イ に招 聴 され る)と ジェ ノヴ ァに停泊 して い る北 独 ロイ ド汽船 会社 の 「ネ ッカ ー号

(Neckar)」 の 甲板 で合 流す る。1月17日 ジ ェノヴ ァを 出航 。1月23日 スエ ズ運 河 を通 過 。船 中で 日

本(長 崎)の ドイ ツ領事 館公 使 ミュー ラ ー(Mulleru★)と 知 り合 い、食 事 を共 にす る と記 録。

文 献3566,11

ドイ ツ人 鉄 道技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 よ り(バ ンコ ク)。 シンガポ ール で蒸 気船 「マ ハー ワチ ール ン ヒッ ト

号(MahaVaiirunhis)」 に乗 り換 え。2月18日 にバ ン コ ク に 上 陸 す る 。鉄 道 局 の上 級技 師 ロー ンズ

(OberbauratRohns)夫 妻 が 出迎 、オ リエ ンタル ホテ ル に投宿す る。

◆ ロー ンズ は 、 タイ鉄 道 局 の最 初の 技 師長(ChiefEngineer)で あ った。

ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM18931No.9}

ドイ ツ 人 技 師 ヴ ァ イ ラ ー の バ ン コ クか ら ドイ ツ の 父 親 宛 て 手 紙(18'93年2月19日 バ ン コク投

函 、 ドイ ツ着4月3日)。

バ ン コク に到着 した こ とを報 告 、地 図を 記載 。エ メラル ド宮殿 、 ワ ッ ト ・アル ン(Wa電Chang)、 プゥカオ

トー ン寺(PowKaoThontg)、 マ ー クウ ォル ド社 、香 港 上海銀 行 、オ リエ ンタ ル ホテ ルな どの位 置 を記

載 。 ◆注 。5万 分 の1の スケ ー ル。道 路 も記入 されて お り、到 着早 々、 恐 ら く地 図を入 手 し記載 した と思

われ る。 そ の正 確 さは さすが エ ンジニ ア。

☆ 出 所 は,ミ ュ ン ヘ ンの ドイ ツ 博 物 館 手 書 き 文 書 館 所 蔵 の ヴ ァイ ラ ー 文 書(MunchenDeu!scheMuseum,

LuisWeilerDocuments,OriginalCodeNumber54/2-54/15,Microfilmvol.293/1893-1895

andvol.294/1896-1917)。 以 下MDMの 略 記 で 引用 す る 。

文献3566,16

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(バ ンコ ク).2月20日(月 曜 日)タ イの鉄 道 局 オ フ ィ スに初

出勤 。 コー ラー ト線 の 一 部パ ー クプ リユ ウ工 区(サ ラブ リー線)の 建設 担 当を命 じ られ る.工 区 はアユ タ

ヤー の先,km80か らkmll2地 点 まで

◆ 注:ア ユ タヤ ー まで は,の ち1897年3月 に開通.な お,ヴ ァイ ラー の担 当工 区 は,そ の後 何 度か 更

新 され 距 離 が延 び てい った。 本書 の鉄 道地 図 図1-2参 照。
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ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM18931No.11》

ドイ ツ人 技 師 ヴ ァイ ラー のバ ン コクか ら ドイ ツの 父親 宛 て手紙 。 自分 の給 与 につ い て報 告 す る。770

バ ー ッ、1500バ ー ッ 、270バ ー ツ,3つ の項 目。 た だ し判読 不能 。香 港 上海 銀 行 を振 込 銀行 に指

定 す る。

文 献3566,18-23

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(サ ラブ リー)。2月25日 オ リエ ンタ ルホ テ ルを 出発 、 赴任 地

の サ ラブ リー に 向か う。 ボー トを使 って アユ タヤ ーへ。2月27日 、 アユ タヤ ー に到着(◆ 注:な ぜ2日

間 もか か った か は不 明。 そ こで観光 。3月4日 、 よ うや くサ ラブ リーの 工 区建設 事 務所 も しくは作 業小 屋

(Sektbnshaus)に 到 。用 意 された家 は竹の作 りで,7つ の 部屋 が ある。 「トイ レはつ い て い るが,水 洗

式 で はな い」 と 日記 の 中で慨 嘆す る。

文 献3054,98-99

コ ー ラ ー ト線 建 設 を 請 負 っ た キ ャ ンベ ル 社 、 鉄 道 局(ド イ ツ 人 が 局 長)の 対 応 に 対 して 強 い 不 満 を 表 明 す

る 批 判 の 文 書 を ク ロ ム マ ク ン ・ナ リ ッ ト殿 下 に 送 る 。

◆ 原 典:KongBannasan,File8,Samnuwan1,Ton11,2436.'oCampbellbPrinceNarisara,"

CopyMarch19,1893.

ヴ ァイ ラー の手 紙(MDM1893/No.14)

ドイ ツ人技 師 ヴ ァイ ラー の タイか ら ドイ ツの父 親宛 て手 紙(1893年3月27日 、赴 任 地 のパ ー クプ

リュ ウで投 函 。 ドイ ツ5月8日 着)。 この 日タイ鉄 道局(RRD:RoyalRailwayDepa直ment)に 出勤 した

ことを報 告 。

文献3566,26

ドイ ッ人 鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラ ー の 日記 よ り(サ ラ ブ リー).3月24日,苦 力 頭 と7名 の 苦 力 を 雇 っ て,建

設 工 区 の 測 量 作 業 を 開 始 す る 。 さ ま ざ ま の 測 量 用 器 具 、 土 木 器 具 と 共 に(ド イ ツ語,参 照)、 自分 の 小 間

使 い(ボ ー イ)に は フ ラ ン ス の コニ ャ ッ ク、 ウ イ ス キ ー 、 水 、 コ メ な どを 持 た せ た 。

DieleutewarenitfolgendenGegenstandenbeladen:zweiMesslatten,sechsFluchtstabe,

NivellierungsinstrumentandStativ,Nivellierungsplatte,dreiDscungelmesser ,einegrosseAxte,

inStahlmessband,dressigPfahle,Winkelspiegel,WinkelprismamitStativ .meinboytrugeine

FlascheCognac,eineFlascheWhiskysechseier,eingebratenesHuhn ,einePortionReis,eine

FlascheEssigmitWasser..."

ヴ ァイ ラ ーの手紙(MDM1893/No,14)

ドイ ツ人技 師 ヴ ァイ ラーの バ ンコクか ら ドイ ツ父 親 宛 て手紙(1893年3月27日 。 パ ー ク プ リュウ投

函、 ドイ ツ5月8日 着。 ヴ ァイ ラーが担 当す るkm82地 点か らkm134地 点 までの 地形 図。 傾 斜角 度

のか な り詳 細 な測 量 図を 父 親 に送付 す る。

◆注:す で にこの 時 点で 基 本 的な測 量 は完 了 して いた模 様。
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文 献3565,6-7;文 献3511,163

ベ ー トゲ 鉄道 局 長 、 自分 の仕 事 を補 佐 させ るため に、2名 の ドイ ツ人 技 師を ケル ンか ら呼 び寄 せ る。

(1)ヘ ル マ ン ・ゲ ー ア ツ(HermannGehrts,1854-1914ベ ー トゲ の補 佐).(2)ル イス ・ヴ ァ

イ ラー(LuisWeiler,1863-1918、 北部 線 の建設 工 事 の指揮)

◆1892年12月 の 間 違い 。

文 献35梓 、55

パ ー ク ナ ム 鉄 道20kmが 開 通 す る 。

☆1891年7月16日 に着 工式 。 国王 のほ か、 バ ンコ ク路面 電車(BangkokTramwaysCo.,Lld.)の 軽

軌道 を敷 設 した グ レ ッ シ兄 弟 社(Gra881Brothor8)が 、地 元 のエ ンジニ ア リ ング担 当 と して出席 。

BTWM1929/05/04

日本人の岩本千綱が、一時日本へ帰国。日本の有力な資本家にタイへの移民事業と経済交流の活発化に

もっと関心をもつよう説得にあたる予定。岩本の意見では、タイの土壌はコメ栽培に適 しているので、日

本の農民を移民させるべきだ。また、彼は教育大臣、農業商務大臣とも親しい。

◆注:日 本からの移民の一部がコーラー ト線の鉄道建設に従事した。

ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM1893/No25)

ドイ ツ人技 師 ヴ ァイ ラー の タイか ら ドイ ツの父 親 宛 て手紙(1893年7月2日,パ ー クプ リュ ウ投函 。

建 設 労 働 者 苦 力 の 組 織 に つ い て 報 告 。 ヘ ッ ドクー リー はチ ュア ン(headcoolie,Chuan)、 その 下 に

ロー ンクー リー(rong・kuli,タ イ語 で記入)月 給(?)は 大体100バ ーツか ら120バ ー ツ(以 下 判

読不 明)と 報 告 す る。

ヴ ァイ ラ ーの手紙(MDM1893/No.29}

ドイッ人技師ヴァイラーのタイからドイツの父親宛て手紙(1893年7月30日,パ ークプリュウ投

函)。 鉄道建設苦力の作業形式についてスケ ッチ入 りで報告。ひとつは一人の苦力が天秤棒の両端に

モッコを担 ぐ方式、もうひとつは二人の苦力が棒を担いで荷物を運ぷ方式。それぞれの効率性を論じる。

当時の方式は主として一人で担ぐ方。これに対して二人方式の方が能率が挙がることをヴァイラーは主張

した。

文 献3054,101-105

キ ャ ン ベ ル 社,イ ギ リ ス の 外 務 大 臣 宛 に タ イ 政 府 を 批 判 す る 文 書 を 送 る.(1)タ イ 政 府 は 不 当 に

コ ー ラ ー ト線 の 建 設 費 を1万 ポ ン ドも 引 き下 げ た こ と。(2)鉄 道 局 長 ベ ー トゲ は ,そ の 地 位 を 濫 用 して

ドイ ツ に 利 す る 方 針 ば か り と っ て い る こ と な ど。 一 方 、10月19日 に は ベ ー トゲ 局 長 が 激 し く応 酬 し、

キ ャ ンベ ル 社 の 事 業 の い い 加 減 さを 非 難 。 実 際 の 工 事 は キ ャ ンベ ル 社 で は な く 中 国 人 に 孫 請 け さ せ て い る

と 暴 露 す る 。

◆ 原 典:KongBannasan,File9,Samunuwan1,Ton12,2436.℃ampbe11toHerMajesty's

PrincipalSecretaryofStateforForeignAffairs,"August24,1893 .;do.,"eethgetoPrince

Devawongse,"No.3086111Cb,September28,1893.;do.,"FromHisMajesty'sForeignOffice

toPhyaMahaYota."CopyTel.,September28,29,1893 .
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文 献3566,52

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの日記より(サ ラブリー)。 この日の 日記の中で中国人苦力について記録.

「ここでの鉄道の土木工事は、大半を中国かスマ トラのいずれかか ら来た中国人が担当 している。建設請

負会社(Untornohmor:イ ギ リスのキ ャンベル社を指す)は 、かつてこの工事にタイ人を雇お

うと したが、結局失敗に終わった」

ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM18931No.31》

ドイツ人技師ヴァイラーのタイからドイツの父親宛て手紙(1893年8月26日,パ ークプリュウ投

函)。 鉄道建設苦力の作業形式についてスケッチ入 りで報告。水深1.5メ ー トルのパーサック

川での作業の様子。苦力が頭上に土砂を掲げて運んでいる様子を報告。

文 献3566,52-53

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(サ ラブ リー)。 ヴ ァイ ラーの 担 当す る建 設工 区が 延長 され る。

km93か らkm133の 工 区 であ った のが,kml45ま で延 長.ア シス タ ン トは イ ギ リス人 技 師パ ス

モア(Passmore)。 工 区 の新 しい建築 事務 所 と住居 は,km144に 位 置す る ヒ ンラ ップ(Hinlap)で

あ。.

☆ な お、 このパ ス モア につ い て ヴ ァイ ラーは、10月21日 の 日記 の 中で 「ま った く無 能 な奴 だ」 と酷 評

して いる 。以後 、 日記 に は彼 の名 前 は登場 せず 。

文献3566,53

ドイ ツ人鉄 道技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(バ ンコク)。4月 か ら滞在 して いた サ ラブ リーか ら休 養 のた め

5カ 月 ぷ りにバ ンコ クに戻 る。 この 日、宿 泊先 オ リエ ンタル ・ホテ ルで 、 同僚 のゲ ー ア ッ(ベ ー トゲ鉄 道

局長 の補 佐)と 酒 を 飲む 。 夜バ ンコ クの町 を散歩 。 国王 の誕 生 日(注:9月21日)を 祝福 す るた め、 官

庁の ビル に はタ イの旗 が は た め き、 さ らに電球 で飾 られ 光輝 い てい る。

◆現 在 と ま った く同 じ。 な お、9月30日 に はボ ー トを 使 って再 び アユ タ ヤー経 由で サ ラブ リーへ と戻

る。

文 献3054,238-239

「1893年 危 機 」 を 受 け て,タ イ と フ ラ ンス の 間 で 協 定 。1)メ コ ン河右 岸 の領 土 の フ ラ ンスの

権 利 を認 め る,2)メ コ ン河左岸25キ ロ以 内 に タイは軍 事施 設 を設 置 しな い,な ど10項 目.た だ し,

この後 も フ ラ ンス は チ ャ ンタ ブ リー 県で 軍 の補強,保 護 民の拡 大 を 図 り,1902年 の 領土 割 譲協 定 につ

なが る.

文 献3566,56-5g

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラ ーの 日記 よ り(ヒ ンラ ップ)。 新 しい赴 任地 ヒ ンラ ップへ の旅 行 、 そ こで の生

活,自 然 環境 な どを詳 し く記 録す る.

☆ 事前 に ヴ ァイ ラーが 買 い集 め た40頭 の牛 を使 って キ ャラバ ン隊 を編 成す る(8日)。10月14日 サ

ラブ リー を 出発 、大 旅 行 を実 施す る 。彼 に 同 行 した の は 新 しい 通 訳 、 料 理 人 、 ボ ー イ 、2名 の 中 国

人 大 工(家 、 作 業 小 屋 建 設 の た め?)、 個 人 用 の 馬 方 、 そ して18名 の 苦 力(Kuli8)だ っ た 。

山や原 生林 を越 え て 目的地 に向 か う。x日 、 ヒ ンラ ップ に到着 。 ジ ャ ングルの 中 に家 屋 を作 る。3、4

メー トル の雑 草 が生 い 茂 って い る。 トラは 出ない が,熊 は出 る とい う話(熊 は い たか?)。 必 需 品 や コ メ

は定期 的 に サ ラブ リー か らい ち いち運 ぷ が、 自分 た ちで も 自給 用 に狩 りをす る必要 が あ る と記録

◆ 新 しい生 活 が 落 ち着 い たの か,記 録 が詳 しくな る。
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ヴ ァイ ラー の手紙(MDM18931No.39)

ドイ ツ人 技 師 ヴ ァイ ラー の タイか ら ドイ ツの父 親宛 て手 紙(1893年11月18日 ヒ ンラ ップ投 函。 ド

イ ッ着 、翌1894年1月1日 。 マ イ ク ロフ ィル ム293/No.39)。 ヒ ンラ ップ鉄 道 建 設工 区の作 業 事 務

所(Sektionhaus)の 詳 しい正 面図 と間 取 りを 図入 りで報 告.正 面 幅14メ ー トル,奥 行 き12メ ー ト

ル。 応 接 間を 真 ん 中 に両側 に3つ ず つ の部 屋。 そ の前 にか な り広い ベ ラ ンダが あ る。

◆注:土 木 建 設 技 師の律 儀 さで、 設計 図 を手紙 に添 付す る。

文献3566,62

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(ヒ ンラ ップ。.コ ーラ ー ト線(km133か らkm160地

点)の 設計 と架橋 の技 術 指導 を行 な って いた 同僚 の ドイ ツ人ケ プ ラー(0.Kaeplers)が,肺 病 の ため,赴

任地 ムオ ック レクで死亡 、38歳 。遺 体 をバ ンコ クに運ぷ.SiamObserverandDailyAdvertiser(15

December1893》 も,そ の死 去 を報 。.ヴ ァイ ラーが 葬 式を取 り仕切 る.葬 式参 列 者 は ボ ック

(Bock),ナ イ ト(Knight),ミ ュ ンツ(Muntz)な ど。

◆新 聞記 事の 切 り抜 きは,ヴ ァイ ラーが ドイ ツの父 親 に宛 て た手紙 に 同封 され て い る。

文 献3566,64-65

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(ヒ ンラ ップ)。 新 しい赴 任地 ヒ ンラ ップで の 生活.工 区建設 用

の新 しい オ フ ィス兼 住 居 が完 成す る.7つ の部 屋 と67平 方 米 のベ ラ ンダが つ い て いる 。趣 味 の ため野 菜

畑 も作 った.自 分 の馬 に食 べ させ る,か いば用 の牧 草地 も作 った.「 ドイ ツ にい る私 の 友人 た ち に この牧

歌 的 な生 活を 見 せ た ら,さ ぞか し羨 ま しが るだろ う。今 日は,一 日畑仕 事 を して い た」 と記 録 。

◆以 後,ヴ ァイ ラ ーは,数 度 バ ンコクに短 期 間戻 って い るが,1897年12月 に工 事 が ほぼ完 了す る ま

で,4年 間の ほぼす べ て を この ヒンラ ップ に滞 在 して土 木 工事 を指 揮 した。

文 献3054,119

コーラー ト線の建設費の未払い分を巡って,イ ギ リスのキャンベル社 と鉄道局(ド イツ人が支配)と

が激 しく対立。イギ リスは裁判に訴える。96万7519バ ーツの損害賠償を請求。結局,こ の

日第一次判決、次いで3月19日 に第二次判決。両方でタイ側に下された賠償支払金額は、結局19万

8791バ ーツで済む。

BTWM1930/05!10

こ の 日 か ら王 立 電 灯 局(RoyalElectricLightDepartment)が 事 業 を 開 始 す る 。 最 初の 事 業は 、 オ リ

エ ンタル ホ テル に 電灯 を つ け るこ とだ ったが 、無 事完 了 した ので 、今後 拡 大 して い く予 定 と報 道 。

◆ 注:『 バ ンコ ク タイム ズ紙 』(1894年5月2日 一5日)の 記 事 の再 録。

ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM18941No,61)

ドイ ツ人 技 師 ヴ ァイ ラー の タイ か ら ドイ ツの父親 宛 て手 紙(1894年5月25日,ヒ ンラ ップ 投函,ド

イツ 着7月12日)。 これ まで の コー ラー ト線 の建 設の 発足 と歴 史 を詳 し く報告.バ ンコ ク,ア ユ タ

ヤー,ヒ ンラ ップ な どの 工 区建 設の 状況 も報 告す る。高 低差 の 図 も添 付.
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文 献3566,72-73

ドイ ツ人 鉄 道技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。 これ までの コ ー ラ ー ト線 の 歴 史 を 詳 し く記 録

す る.1891年12月12日,イ ギ リスの 会社 キ ャンベル社(CampbellCo.)が 請 負会 社

(Unternehmer)と な る.1000万 バ ーツの 金額 で5年 間以 内 に建設 を 完了 させ る とい う契 約.ヴ ァイ

ラー が1893年2月 に 着任 した 当時,サ ラブ リー工 区 の請 負会社 の代 理 人 は デ ィ ック ス(Dix).し か

し問題 を 起 こ し,94年1月 に辞任 し、 後任 は イギ リス人 の ナ イ ト(Knight)。 その 他,請 負 会 社が 雇 っ

てい る上 級技 師 は ミッチ ェル(Mitchell).こ の よ うな状 態の た め,請 負会 社(注,イ ギ リス人)と 鉄道

局総 裁(ド イ ツ人)の 間 では,絶 えず 食 い違 いが 生 じて い ると記録 し、慨 嘆す る。

文献3566,73

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記か ら(ヒ ンラ ップ),こ れ まで の コー ラー ト線 の 歴 史(続 き),か つ

て故 ケ プ ラ ーが担 当 して いた ム オ ック レク工 区担 当エ ン ジニ ア(Sektionsingenieur)に は、 デ ンマ ー ク

人 の技 師 レーベ ック(Rahbeck)が 任命 され た.ま た,コ ー ラ ー ト=ノ ー ンカー イ 間の 新 しい建 設工 区 に

は,イ ギ リス人 で鉄 道局 本 部 で働 くギ ッテ ィ ンズが 任命 され る可 能 性が 高 い と記録(◆ 注:実 際 は別).

☆ ギ ッ テ ィ ンズ に つ い て:ギ ッテ ィ ンズはか つ て カナ ダで鉄 道建 設 に従事.6年 間働 いた 後,タ イ政 府

に北 部線(バ ンコ ク=チ エ ンマイ)間 の準 備工 事 の技 師 と して雇 用 され る(ヴ ァイ ラー の 日記74ペ ー

ジ)。

文献3566,74

ドイ ツ人 鉄 道技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。 これ まで の コー ラー ト線 の歴 史(続 き).中 国

人 苦 力 に つ い て.

「私 の工 区 では,現 在 は わず か に50名 しか働 いて いな い.雨 を理 由に人 が集 ま らな いが,こ れ は 明 らか

に単 な る 口実で しかな い.中 国 人は お金 に なる な ら何 で もや る.私 の工 区で は,昨 年 は1000人 の 中国

人 が 働 いて いた こ ともあ った.そ の 時,彼 らが膝 まで田 圃 につ か りなが ら,土 を 掘 り,肩 に担 い で運 ん で

いた のを,私 は 目撃 して い る.だ か ら,今 回,中 国人 が集 ま らな いの は,雨 では な く別 の と こ ろに理 由が

ある はず だ(注.給 与 の水 準 を 指す).(十 分 な給 与 を 中国人 苦力 に払え な い)請 負 会 社 の財 政状 態は,

ど う も逼迫 して い る に違 いな い 」

ヴ ァイラ ーの手 紙(MDM1894/No.65}

ドイ ツ人技 師 ヴ ァイ ラーの タイか ら ドイ ツの父 親宛 て 手紙(1894年6月23日,ヒ ンラ ップ投 函).

これ まで の タイ の コー ラ ー ト線 建 設の 歴史 を詳 しく報 告.工 区 建設 の 割 り振 りは次 の6工 区.

(1)バ ンコク工 区(kmO-16地 点),(2)チ エ ンラ ック工 区(Chiengrak,km16-48),

(3)ア ユ タヤ ー工 区(km48-80),(4)パ ー クプ リュウ工 区(PakPreo,km80-

130),(5)ヒ ンラ ップ工 区(km130-145),(6)ム オ ック レク工 区(km145-

170)a

◆本 書 、表5-23に 各 工 区 と工 区担 当エ ンジニ ア、 同補佐 な どの名 前 を 明記(1893年 、1897

年)。

313



文献3054,261

デ ンマ ー ク 人 エ ン ジ ニ ア,ウ エ ス テ ン ホ ル ツ(AageWestenholz:サ イ アム 電気 会 社 社長 や路 面 電 車

を経 営)に 対 し、 バ ン コ ク=チ ャル ンパ ー シー 遅 河 経 由=西 タ イ の べ ッブ リ ー の 鉄 道 建 設 コ ン

セ ッ シ ョ ンを 供 与 す る 。条 件 は建設 期 間が5年 以 内、 コ ンセ ッシ ョンは50年 間 、期 限 満 了後 は所 有 権

を政 府 に返 還 す る とい う もの 。

☆ しか し,思 うよ うに 資金 が 集 ま らず 着工 を 断念 す る。 ウエ ステ ンポル ツは、 この権 利 を タイ人 ク ロム マ

ム ー ン ・ナ ラー テ ィップ プ ラパ ンポ ン殿下 費に4万 バ ー ツで 売却 した。

ヴ ァイ ラー の手紙(MDM18941No.68)

ドイツ人技師ヴァイラーのタイからドイツの父親宛て手紙(1894年10月3日,ヒ ンラップ投函)。

ヒンラップでの鉄道建設の中国人苦力の状況を報告。スケ ッチを添付。長パンツ(パ ーサロン)を

穿き,上 半身裸の中国人(2名,一 人はニッパ椰子の帽子を被る)が 土木作業に従事 している図.当 時の

労働作業を知る上で極めて稀有な史料。ただしこの図に対する説明は判読不能。

文 献3566,77

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).新 しい 鉄道 建設 工 区チ ャ ン トゥック

(BausektionChantuk:kml68か らkm200地 点)の 工区担 当エ ンジニ ア に,先 月,イ ギ リス人 鉄

道技 師ギ ッテ ィ ンズを 任命 した との知 らせが入 った。

ヴ ァイ ラー の手 紙(MDM)日 付不 明

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの手紙:タ イからドイツの父親宛.こ の手紙にヴァイラーが当時,担 当して

いた工区サラブリー(km130か らkm145地 点)の 土木工事の進捗を示す地図(140セ ンチの長

さ)を 添付。1キ ロメー トルの地点毎に,細 かく土地の起伏が写 してあり,で こぼこをならして,線 路軌

道の土台を作っている様子が記されている(末 廣の模写あり).こ の工区はコーラー ト高原の入 り口のた

め,緩 い傾斜 そのため,一 定の傾斜角度を維持 しながら整地していくのが,基 本的な作業.同 年7月 の

手紙では,作 業に従事する中国人のスケッチを添付.半 袖シャツに膝下までの短ズボンを穿いた苦力が,

両端にモッコを付けた天秤を肩に担ぎながら,土 木工事に従事している姿が描かれている.

文 献3566,78-79

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).11月28日,土 木 大 臣 ピタ ヤー ラープ 親王

(PrinzBidyalap,現 国王 の異 母 兄弟)が,ベ ー トゲ鉄 道 局長 を伴 って,ヴ ァイ ラ ーの ヒ ンラ ップ工 区 の

視察 に来 る.km130.7地 点の タ ップ ク ワ ン(TaPkwang)で 迎 え る(注,ゲ ー ン コーイ は

km123.3地 点).殿 下 は英 語 を話 せ るので,彼 に状 況 を説 明 した と 日記 に記 す。

文 献3517、251

アユ タヤ ー=ウ ッタ ラデ ィッ ト間の鉄 道建 設計 画 を マ ッカ シー(J.McCarthy)が 申請 す る。 認 可せ ず 。

文献3517、252

バ ン コ ク=バ ッ タ ンバ ン間 の 鉄 道 建 設 計 画 を 、 デ ンマ ー ク 人 ア ンデ ル セ ン(W .H.Andersen)が 申

請 す る 。 結 局、 認 可せ ず 。
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文献3517、252

バンコク=ナ コ ンパ トム=カ ーンチャナブ リー間の鉄道建設計画を リシュ リュウが申請す る。認

可せず。

文献3517、92;国 立 古文 書館 史 料

鉄 道 建 設 の 苦 力 労 働 者 に つ い て 。

*1895年 当時 、 キ ャ ンベ ル社 が雇用 してい た苦 力 は、土 木工 事 の場 合、1立 方 米 当 り20-25ア ッ

ト(64ア ッ ト=1バ ー ツ)。 熟練 した労 働者 の場 合 には1・25バ ー ツ/日 を稼 ぐ。

☆通 常 、熟 練 した労働 者 の 場合 、肩 に もっ こを かつ いで 運ぷ 量 は0・05立 方米 。 したが って、 一 日に運

べ る量 は5立 方 米 に達 す る。

◆原 資料NA5Yo,5.6117,BethgetoBidyalabh,3January1895

文 献3517、251

バ ンコク と東部 タイ のア ー ン ジン、 ラ ヨー ン間 の鉄道 建 設計 画 をデ ンマ ー ク人 技 師 リシュ リュ ウが 申請 す

るが 、結 局 、認 可 せず 。

文 献3566,81

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの日記から(ヒ ンラップ)。 請負会社キャンベル社に対する不満.「 工事

の進展具合は思わしくない.キ ャンベル氏は昨年9月 頃は,一 生懸命やっていたが,そ の熱意はいまはな

いようだ.私 も,こ の請負会社(キ ャンベル社)の もとで仕事をやっていくようだと,希 望が持てそうに

ない.タ イ政府が,契 約を破棄できないのは,政 治が絡んでいるからだ.イ ンド(?ア ジァのことか)

の政治をめぐるイギリスとフランスの役割はきわめて大きいので,タ イ政府は請負会社との契約をやめた

くても,そ れができないでいる」.

ヴ ァイ ラーの手 紙(MDM1894/No.92)

ドイツ人技師ヴァイラーのバンコクからドイツ父親宛て手紙(1895年4月9日,ヒ ンラップ投函).

ヒンラップでの鉄道建設のイ ン ド人労働者の状況を報告.フ ンドシ姿,頭 上にカゴを載せて土砂

を運ぷ姿を添付.

文 献3566,81-82

ヴァイラーの日記から。 「鉄道建設請負人(注:イ ギリス人のキャンベル社)は,賃 金支払への不満に

端を発す る中国人たちのボイコッ トに会って,試 験的に南イン ドのタ ミール人を使 い始めた。

23人 のタミール人がいま仕事を始めている.彼 らは褐色の膚をもち,中 国人やタイ人と違って,荷 物を

肩にかつ ぐのではなく,頭 にのせる.服 は,私 がこれまで見た中でもっとも原始的だ.彼 らは背が高い

が,そ の体付きはまるで少女のようで,前 に使ったことのあるベンガル人と同じである.ベ ンガル人もそ

うであったが,タ イの暑い気候にはそう長い時間は耐えられそうにない.こ の気候に辛抱できないのでは

ないかと心配している」(続 く)
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文献3566,82

ヴァイラーの日記か ら.「 ある鉄道建設工区,例 えば私の工区(サ ラブリー工区)で は,民 族学的に見て

すこぶる興味深い現象がある.(鉄 道建設に従事する労働者は)中 国人,タ イ人,ヒ ンディ人,ク リ

ングス(?),ベ ンガル人,マ レー人,ア ラビア人,日 本人などが混 じり合 っている.午 前中の

仕事ぶりをみても,そ の宗教や生活習慣の違いを見ることができる.そ れに輪をかけて,ヨ ーロッパ人

職員 もイギ リス人,ド イツ人,デ ンマーク人,ス ウェーデン人,オ ラ ンダ人,イ タリア人,フ ラ

ンス人,ア メリカ人,オ ース トリア人,ス イス人,ポ ル トガル人などがいる.ま るで聖書に出て

くる 「バベルの塔」の話 と同 じだ.い ろんな言語が入 り乱れている点では,そ れ以上といえる」

◆注:よ くこれで建設できたものである。独立を守るための政治措置といべきか。

文 献3517、252

バ ンコク=チ ャチュンサオ間の鉄道建設をブラヤー ・マハーヨータ(イ ギ リス投資家の代理)が

申請。認可せず。

文 献3054,124-126

ベ ー トゲ鉄 道局 長,バ ー ツ貨 の価値 下 落を 理 由に,給 与 を現 在 の年1万7500バ ー ツか ら2万5000

バ ー ツ に 引 き 上 げ を 要 求.聞 き入 れ ない な ら,辞 職す ると要求 。 ドイ ツ大使 館 が これ を 後押 しす る.タ

イ側 には彼 を解 雇 すべ き との 強硬意 見 もあ り.対 イギ リスとの 関係 で微妙 な時期 な の で解 雇 で きず,結 局

引 き上 げ に応 じた(?未 確 認).

☆次 期鉄 道 局局 長(1900年 か ら)と な る ゲー ア ツ(HermannGeMs)は,当 時,技 師 責任 者 兼鉄 道

局事 務局 長 ★の地 位 にあ った。

文献3566,82-83

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。 タイ で は イ ギ リス 人 エ ン ジニ ア が 大 半 を 占

め て い る と不 満 を 日記 に 記 す 。 土木 省の例 を とって も,マ ッカー シー,ケ ダ ー=ソ ンク ラー 間の 鉄道 建

設 を始 め た ダ ンロ ップ,今 回 の請 負 会社 のム ー レイ ・キ ャンベ ル と,み ん なイ ギ リス人 で あ る.イ ギ リス

の会 社 の 中 で ドイ ツ人 も働 い て い るが,現 場監 督 者や機 関車運 転手(◆ 注:鉄 道 建設 の 資材 を 運ぷ 機 関車

の こ とか.バ ンコ ク=ア ユ タヤ ーの 開通 は1897年)の よ うな低 い地 位 ばか りで,高 い地 位 の職 か らは

外 さ れて い る.

◆ 注:ヴ ァイ ラー は,通 常人 名 には 必ず ヘルHerrを 付 記す るが,今 回 は呼 び捨 て 。 よ ほ ど腹 にす えか ね

て い たの だ ろ う
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宮崎活天,三 十三年の夢

日本 人 の シ ャム 移 民 計 画 に つ い て

*宮 崎酒 天 は,当 時熊 本 の郷 里 か ら東京 に でて,中 国革命 を夢 想 す る(孫 文 に会 うの は,1897年9

月).途 中,神 戸 で タイへ の 移 民を 計画 して い た岩 本 千 綱(1856-1920年)に 会 う.岩 本 が 重病

の た め,彼 に代 わ って 急遽,宮 崎 が 日本 人移 民を タイに連 れ てい くこ とにな る.当 時,宮 崎 は中 国 に行 け

ない な らば,タ イ の 中国人 と付 き合 い,言 葉 を覚 え る と同時 に,外 か ら革命 の気 運 を起 こす ことを考 え

た.受 け入 れ は,岩 本 と行 動 を共 に して い た石 橋 萬 三 郎(1869-98年,ア メ リカ留 学,経 済 学,

1894年 よ りタ イ に滞在,移 民 計画 を 進め る).当 時,タ イ側 の協力 者 は農 商 務省 大 臣 ス ラサ ックモ ン

トリー(53-55ペ ー ジ)。

☆ 当初,広 島 の 移民 会社 と契 約 した 移民希 望者 は100名.し か し,岩 本 の病 気 で 出発 が遅 れ た た め,

80名 が ハ ワイ行 きに変 更.結 局,20名 が タイ に 向か う。

宮崎滑天,三 十三年の夢

☆ シ ャ ム 移 民 計 画(続 き)/

☆10月4日,門 司港 出発,同9日,香 港 着.11日 午 後1時 香 港 出発,17日 午 後8時 頃,バ ンコク港

に着(バ ンコクか ら母へ の手 紙,10月21日 付 き,303ペ ー ジ).し か し,移 民 の到 着 が遅 れ た た

め,石 橋 の 移民 会 社 はす で に解 散.そ こでサ ラデ ー ンにあ った ス ラサ ッ ク候 の家 を 訪 ね て,善 後 策 を相 談

す る。

☆ と りあえ ずバ ンコ クの 造船 会 社(◆ 注:お そ ら くBangkokDockCo.,Ltd.)に 一時 雇 用が 決 まる.宮 崎

はあ くまで 農業 植 民 を考 え て いたが,日 本 人 移 民 は 鉄 道 建 設 を希 望 す る.以 下 引用.「 然 れ ど も変 り易

きは 人心 な り.さ きに余 と浮 沈 生死 を共 にせ ん と誓 ひ し二十 人 の移 民は,日 本 医生 某 の為 に 誘液 せ られ

て,切 りにタル ラ ック(◆?チ エ ンラー クの こ とか)の 鉄 道工 事 に至 らん ことを乞 へ り,賃 銀 の 甚 だ貴

きが 為な り.而 して其 賃 銀の 貴 き所 以 は,し ょ う煙毒 霧 の身 に適 せ ざる もの あ り,土 人 と錐 も避 け て至 ら

ざる を以 て な り.か つ て 日人 の 到 りて服 役 した る もの,皆 しょうれ い(★)の 気 に 冒 され て 死 亡 した り.

故 に余 の 心 堅 く此行 を 允 さざ るに決 し,百 方 利害 を説 い て諭止 す れ ど も用 いず 」(61-62ペ ー ジ).

宮崎稻天,三 十三年の夢

☆ シ ャ ム 移 民 計 画(続 き)/宮 崎は 鉄道 建設 に赴 くことを止 め させ よ う と した が,結 局,6名 が タル

タ ックの 建設 現 場 に向 か った(62ペ ー ジ).そ の後,宮 崎 はい っ たん 日本へ 帰 り,本 格 的 に タイへ の 農

業 移民 の 計画 を 進 め よ う とす る.そ して,翌1896年 春,末 永 節,平 山周 な ど と再 び,タ イへ 渡航.と

こ ろ が 残 っ て い た 移 民 も6名 の 後 を 追 って 鉄 道 建 設 に 赴 き,病 気 に罹 っ て 瀕 死 の状 態 で あ る の を

目撃 す る.以 下 引用 。

「然 り,余 等 の 上陸 して事 務所 に入 るや,二 十 人 の移 民 中,十 七名 まで も病 ん で寝 こ ろぷを 見 た り.云

ふ,余 去 って後,彼 等皆 余 と絶縁 して先発 せ る六人 の後 を逐 ひ,鉄 道工 事 に至 りて,此 惨 状 に 陥 り,辛 う

じて逃 れ来 れ る な りと.・ … 又況 ん や二 日の 間 に三 人 も死 亡す るを や。 否,悲 惨 は これ の み な らざ る

な り」(82ペ ー ジ)。 宮 崎 自身 もコ レラに罹 り,1896年7月,日 本へ 帰 国.一 時 は植 林事 業 な どを

犬養 毅 な ど に進 言 す るが,以 後,タ イに渡 航す る こ とはな か った。
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文 献3566,84-85

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).「 イギ リス(の 請 負会 社)が,私 の工 区 の新 し

い請 負代 理人 を 新 た に任命 したが,す ぐに仕 事が 嫌 にな って やめ て しま った.皆 や めて い くのは,仕 事 が

面 白 くな い か らだ.も っ とも,現 在 の ヒ ンラ ップの代 理 人 に対 して は,私 は満 足 して い る」 「現 在 の作 業

は,毎 月 土砂 で1600立 方 米か ら1800立 方 米 の規 模で や って いる.し か し,将 来 はで きた ら

2000立 方 米 まで増 大 させ た い」

文 献3517、252

サ ラブ リー=ロ ム サ ック=ル ー イ=チ エ ンカ ン間の鉄 道 建設 をゲ リニ(CaptainGerini)が 申請 。認 可 せ

ず 。

文 献3566,85

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。2日 前(11月9日),国 王 陛 下 が サ ラ ブ

リー 工 区 の 視 察 に 来 訪 され た.ベ ー トゲ鉄道 局 長 とム ー レイ ・キ ャ ンベ ル氏 が 随行 す る.多 数 の皇 子 た

ち も一 緒 に や って き た.昼 は,工 区 建設 事務 所(Sektionshaus)で 休 憩 して も ら う。

◆ 注:初 め ての 国王 視 察 なの に,そ の感 激や 印象 は書 か れて いな い。

文 献3566,85

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).1月10日 か ら13日 まで,パ ー クプ リュ ウ

(サ ラブ リー)工 区の 鉄 道建 設全 体 を視 察す る.ヴ ァイ ラー 付き の職員 と,手 荷 物 を運 ぶ2名 の 苦力 を 随

伴.1月11日 に はkm112か らkm79ま で の視 察 を完 了.そ れ ぞれ の工 区 で は,鉄 道 の駅 も建 設 が

始 ま って い る と記録 。

文 献3517、252

バ ン コ ク=チ エ ンマ イ 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を ア ンス トル サ ー(KenhAn8tru電her)が 申 請 、 ビル

マ と の 接 続 を 構 想 す る 。認 可せ ず 。

文 献3054,150-152

コーラー ト線の建築を請負っていたイギ リスのキ ャンペル社との契約を全 面破棄(実 効は1897

年11月15日 から)。 鉄道局(ド イツ)と キャンベル社の間の確執に終止符が打たれる。その前から,

キャンペル社は,鉄 橋建設費の見積りをめぐる鉄道局との対立を理由に,国 際裁判に訴えていたが,キ ャ

ンベル社側が敗訴した。

文 献3065,52-62;文 献3054,516

タイ政府,イ ギ リスのキャンベル社 と結んだ1891年12月12日 の契約を破棄す る。キャン

ベル社が契約を履行 していないことが破棄の理由(べ 一 トゲ鉄道局長の1897年3月26日 付け,国 王

に対するご報告より)。
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文 献3517、252

バ ー ンプ ンナー ク(コ ー ラ ー ト線 の途 中)と ロム サ ック間の鉄 道建 設計 画 を 、土木 技 師 フ ェル ラ ン ド

(JosephFerrando)が 申請 す るが 、結 局、 認可 せず 。

文献3566,93

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの日記から(ヒ ンラップ)。 「最近,工 区担当エンジニアの仕事は,前 より

も増えてきている。もっとも,私 は今の労働組織で満足 しているが.資 材がなかなか届かず,そ の到着を

待っている状態だ。私の工区ではいま,200人 が土木工事で働き,50名 が別の仕事をしている。資材

の運搬には問題があるようだ。そのため,運 搬用に水牛2頭 を,1頭44バ ーツで購入 した.手 押 し車は

まだ使っていないが,こ れもやってみる価値はある。水牛に必要な水がここでは不足 しているのが問題

だ」と日記に記す。

文 献3517、252

ペ ッ ブ リー=チ ュ ム ポ ン=ク ラ地 峡 旨 ラ ノ ー ン 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を デ ンマ ー ク人 シ ョ ウ(Major

GSchau)が 申請 す る 。半 島部 にお ける イギ リスの 影響 力拡 大 を恐 れ て、1896年9月15日 に国 王 は

この 申請 を 却下 した。

文 献3517、252

バ ン コク=レ ー ム テ ー ン(東 部 タイ ・チ ョ ンブ リー地 区)の 鉄 道建 設計 画 をデ ンマ ー ク人技 師 リシュ リュ

ウが 申請す る。 認可 せず 。

文 献3054,261-262

クロ ムマ ム ー ン ・ナ ラーテ ィ ップ、 デ ンマー ク人の ウエ ステ ンホル ツが 計画 した路 線 を変 更 して,バ ン コ

ク 富 ペ ッブ リー 線 の 新 しい 建 設 計 画 を 国 王 に 提 出 。10月3日,再 度 上 奏文 を 提 出。

☆ ラー マ5世 王,10月3日 に,ペ ッブ リー線 は個 人の 便宜 で はな く国土 の利 益 保 全 を優 先 させ な けれ ば

な らな い と,こ の 提案 を 拒否 。 結局,政 府(鉄 道 局)が この 事 業 を直 接 行 な う こ と に 決 定 。

☆な お,ク ロムマ ム ー ン ・ナ ラー テ ィ ップ は,ド イ ツの 大手 商社 マ ー クウ ォル ド社(Messrs.Markward

Co.,Ltd.),そ の 代 理店 であ る リ ックマ ーズ 社(Rickmers)と ,建 設 請負 ・資 材購 入 の 面 で仮 契 約を 結 ん

でい た(文 献3054,268-269)。 ラ ー マ5世 王 は ドイ ツ の 影 響 力 拡 大 を 警 戒,認 可 を 撤 回 す る 。

文 献3517、252;国 立 古 文書 館史 料

バ ン コ ク=チ ュ ラ イ 累 ク ラ地 峡 の 鉄 道 建 設 を ソ ー トン(SirEdwardThorton)ほ か が 申 請 す る
。

チ ュ ライ とク ラ地 峡 に当初 は 、大 規模 な港 の建 設 も構 想 して いた。 た だ し、 申請 グル ー プ は、 投資 に対 す

る6%利 益 の補償 、 半 島部 全 域 にお け る海 運 と鉱 山 の独 占権の 付与 な どを 同時 に要 求 。1年 半 の議 論 の

末 、認 可 しない こ とを 決定 。

◆原 資 料:NA5Yotha,5.2114
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文 献3517、253;国 立古 文書館 史 料

バ ン コ ク=チ エ ンマ イ 聞 の 鉄 道 建 設 計 画 を ニ ュ ー マ ン(W.H,Newman)と ブ ラ ン デ ル(Moss

Blundell)が 申 請 。 こ の 建 設 計 画 は ロ ン ドンの 金 融 グ ル ー プ(GeorgeCaws量on,JamesLivesey,

GreenwoodandCo.,Ltd.》 が 後 押 しを して い た 。 イギ リス外交 局 も支援 。結 局 、 一年 半 後 に政 府 は 申請

を却 下 す る。

◆原 資 料:NA5Yotha,5.216

文献3517、253

バ ンコ ク=ウ ッタ ラデ ィ ッ ト間 の鉄道 建 設計画 を マ ッカ シー(J.McCarthy)が 申請す る。認 可 せず 。

文 献3517、253

バ ン コ ク=チ ャ チ ュ ン サ オ 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を 、 プ ラ ヤ ー ・ンガ ー ム ム ア ン 、 ザ ビエ ル(C.W,

Xabiel)、 ア メ リカ 人 技 師 ベ ンネ ッ ト(L.E.Benne電t)が 申請 す る 。 さ らに、1986年11月30日

には 、バ ンコ ク=プ ラー チ ー ンブ リー間 の建設 計 画 に変更 。 しか し結局 、認 可 せ ず。

文 献3517、253;国 立古文 書館 史 料

バ ン コ ク=バ ー・ン マ ハ ー チ ャ イ(サ ム ッ トサ ー コ ン)の 鉄 道 建 設 計 画 を ザ ビエ ル(LouisMaria

Xavier)が 申 請 す る 。

*当 初 、投 資資金 の 目処 に問 題が あ り、 国王 は認 可を 見合 わせ た。 しか し、1901年5月17日 、 国

王 は ジ ャ ワ へ 旅 行 す る直 前 に 認 可 を 与 え る 。

*認 可 の の ち、 ドイ ツの 金融 グル ー プが タイ人 の プ ラヤ ー ・ピパ ッ トコー サー を 介 して ザ ビエ ル に圧 力を

か け 、 こ の 権 利 を デ ンマ ー ク人 の 「タ ー チ ー ン鉄 道 会 社 」 に 譲 渡 さ せ た 。

◆ 原 資料:NA5Yotha,5.2/13;5.8!1and4

文 献3517、253

ラ ン シ ッ ト運 河=ナ コ ンナ ー ヨ ッ ク 躍 プ ラー チ ー ン=ガ ピ ン ブ リー 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を フ ェ ル ラ

ン ド(Jo8ephFerrando)が 申請 す る 。結 局、 認可 せ ず。

文 献3566,94-95

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラ ーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).「 ま もな くコーラ ー トでの 鉄 道建 設 が始 ま る.

イ タ リア 人1名 とベ ル リ ンの 技 術 学 校 で 学 ん だ タ イ 人1名(*)が 、 こ の 鉄 道 建 設 を 指 揮 す る こ

と に な った.昨 日,こ の ふ た りが ヒンラ ップ に到着 した.コ ー ラー トで の建 設 が始 まる と,私 の 所 で働 い

て い る苦 力 を連 れ てい か れ る可能 性 があ るの で,そ れ が い まの心配 の 種 だ」(注,こ の 記録 を見 る と,あ

ち こちの 工 区で 同 時 的 に建設 を 開始 してい た ことが分 か る)

◆ 注:イ タ リア人 は カ ノー ヴ ァ(Canova)、 タイ 人 はプ ラ ・ラムパ イ ポ ンボ リパ ッ ト(Phra

Ramphaiphong-boriphat)を 指す 。BangkokTimes,DirecbryforBangkokandSiamfor1897

文献3556,29

サ ラブ リー(パ ー クプ リュ ウ)の ヒンラ ップ まで鉄 道建 設が 進む 。

ラ ー マ5世 王 が ヒ ン ラ ッ プ 工 区 を ご視 察 、 ヴ ァイ ラ ーな ど ドイ ツ人 技 師が 随行 す る 。
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文 献3566,97-98

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの日記か ら(ヒ ンラップ)。 国王一行20名 が3台 の客車 に乗 って,ヒ

ンラップの建設工事現場まで来訪,視 察される。国王はお召し列車に乗ってくる。(◆ 注:ま だアユ

タヤーまで開通していないが,ヒ ンラップまでは一応列車運行が可能であったということか?)。 視察は

午後5時 から6時 半まで続 く。皇子たちのほか,土 木大臣ピタヤーラープ殿下★,警 察局長官ルワン・ア
マンが同行。日が暮れると,そ そくさと帰って行かれた。国王は,私 の工区の建設状況に好印象をもたれ

たようだと日記に記す。

文 献5110、127-128

鉄 道 建 設 の 苦 力 労 働 者 に つ い て 。

*コ ー ラ ー ト線 の 「バ ンコク工 区」 の場 合 。3人 分 で、 月 当た り賃金 支 払い 総額 は1893年 が60バ ー

ツ、1896年 が50バ ー ツ。

*コ ー ラ ー ト線 の 「ヒ ンラ ップ工 区」 の場合 。3人 分で 、月 当 た り賃 金支 払 い総 額 は、1893年 が80

バー ツ、1896年 が50バ ー ツ。

(出 所)

宮 崎酒 天,三 十 三 年の 夢,80

中国人苦力労働者の様子

*宮 崎酒天は,1896年,再 度タイに渡航するが,香 港でバンコク行きの船がない.そ こで,シ ンガ

ポール経由のバンコク行きの 「荷物船」に便乗することになった.船 賃はわずか12円.こ の船に

1000人 の中国人苦力が乗っており,彼 らと航路を共にした宮崎は,じ つにその様子をリアルに描いて

いる.以 下引用.

「然 り,最 初の苦痛は身動きのならぬ事なり.続 いて来るは阿片の臭気なり.床 虫の襲撃な り。放屍の悪

気なり.南 櫻生(八 戸氏)は 復もや半死人となれり.南 天子(前 田氏)は タマラヌタマラヌと泣声を発せ

り.既 にして前日暴風の余波次第に高く,船 は風なきに躍り出せり,ゲ ブゲブの声は恰も戦場の痢夙の如

くに船の上下に響き渡れ り.飽 まで食詰めたる苦力は無遠慮に吐き散らせり.豚 群の露店は一変 して八百

屋店の競進会となれり.猛 虎の勇ありし彼等は青菜の如 くなり来れり.既 にして居小便をやらかすなり,

用意の竹筒に尻をまくツて糞を垂るるなり.糞 竹筒は倒るるなり.大 小便と嘔吐物とは波を作って船内を

洗ふなり.加 ふるに放屈阿片の臭気を以てす.猶 加ふるに赤道直下の熱気の之れを蒸すあり.苦 や名状す

可からず」(宮 崎酒天著,宮 崎龍介 ・衛藤藩吉校注 「三十三年の夢』〈東洋文庫〉,平 凡社,1967

年,80ペ ージ)

文 献3517、254

ア ユ タ ヤ ー=チ エ ン マ イ(チ ャ オ プ ラ ヤ ー 川 沿 岸 線)の 建 設 計 画 を ボ ル ネ オ 社(TheBorneo

ComPany)、 コ ー ス ト ン(GeorgeCawstonandAssociates)、 ク レ ヴ ァ ン 社(Cravens,Dribs,

Horton,NasleCo.,Ltd.)が 組 織 す る コ ン ソ シ ア ム が 申 請 す る 。 結 局 、 認 可 せ ず 。

文 献3566,99一 竃00

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。1月22日,プ ラチ ャ ック殿 下が,メ コ ン川 の

ノー ンカ ー イか らバ ンコクに 向か う旅 行 の途 中 に ヒ ンラ ップ に立 ち寄 る.プ ラチ ャ ック殿 下 は,フ ラ ンス

植 民地 領 と境 界 を接 す る タイ の諸 州 の知事 を務 め てお り,1893年 の タイ と フラ ンス の衝 突 の 時 も,知

事 だ った.彼 は その た め,フ ラ ンス に悪感 情 を抱 いて い る一方,か つて フラ ンス を破 った こ との あ る ドイ

ツ人 に対 しては,よ い感 情 を 持 って い る」
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文 献3566,99-100

ドイ ツ人 鉄道 技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ンラ ップ).昨 日(1月28日),コ ー ラ ー トに 向 か うダ

ム ロ ン親 王 の 一 行 が ヒ ン ラ ッ プ に 立 ち 寄 っ た.彼 らは工 区建 設事 務所 で昼 食 を と ったが,そ の準 備 は

私 が した.食 事 の 時,ダ ム ロ ン親 王 は私 に上座 に座 る よ うに言 って くれ た.右 隣 に皇 子 が座 り,そ の横 に

コー ラー トの知 事 プ ラヤ ー ・パ ー シ ッ トが,ま た左 隣 にはサ ラブ リーの知 事 プ ラ ・ラ ーチ ャ ワ リンが そ れ

ぞれ座 った.」 「小屋 の 前 には沢 山の馬 や荷 物運 搬人 が 集結 し,ま るで絵 に書 い た よ うな豪 華 さだ った.

荷物 の一 部 は,線 路 に沿 って 象が 運 んで い た.ダ ム ロ ン親王 は親英 的立 場 で知 られ,私 達 とキ ャ ンベ ル 社

の間 の抗 争 で も(注,裁 判を 指す),イ ギ リス人 の肩 を もった.そ の ことにつ い て,彼 が ど うい う考 え を

持 ってい る のか 知 りたか ったが,彼 は何 も話 さな か った.彼 との 対話 は余 り面 白 くは なか った」

文 献3517、254

ランシッ ト運河の南部か らナコンナー ヨック間の路面電車の建設計爾を、サーイ ・サニ ッ トウォ

ンが申請 し、認可される。

文 献3526(RSRS1897)、1

バ ンコク=ア ユタヤー間の開通式を、 ご国王 ・王妃列席のもとで行 う。 この日を もって鉄道元年

とする。

PKPSVol.16.300-307:N6

「ナコンラーチャシーマー線 バンコクとアユタヤー間の鉄道開通とアユタヤー州長官の開通に関する布

告(ラ ッタナコーシン暦116年)」

*バ ンコク=ア ユタヤー間の鉄道開通式典の様子が詳 しく描かれている。3月26日 、午前10時 か

ら15人 の僧侶により儀式をしめやかに執り行う。国王夫妻のほか、ピッタヤーラープ土木大臣★、ベー

トゲ鉄道局長、土木省や鉄道局の職員が列席。ベー トゲ局長が国王に建設の状況をご報告。

文 献3040,1-2

バ ン コ ク=ア ユ タ ヤ ー 線71キ ロ 開 通 式 。 ラー マ5世 王 ・王妃 出席、 金 と銀 の大 釘 を 最後 の レール の

北端 の枕 木(国 王)と,南 端 の枕木(王 妃)に それ ぞれ 打 ち込 む。 バ ンコクか らアユ タ ヤー まで試 乗。 以

後,こ の 日 を タ イ 鉄 道 局(も し くは 国鉄)の 開 設 記 念 日 と決 定 す る.

☆3月28日 よ り運 行 開始 。1日4往 復、7つ の駅 を建 設.

文献3065,52-62

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦115年 バ ン コクか らアユ タヤ ーに至 る鉄道 開 通 に関 す るベ ー トゲ の 国王 へ の ご

報告 上奏 文 」 。全 文 を収 録 。 これ に対す る国王 の ご返事 は く文献3065,63-64>に 全文 を 収録 。
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文 献3065,52-62;文 献3054,517

ペ ー トゲ 鉄 道局 長 の1897年3月26日 付 け,国 王 に対す る ご報告 よ り。

☆建 設費 の1600万 バ ー ツ は,他 国 と比べ て少 な くて 済ん で い る。 コー ラー ト線(ア ユ タヤ ー)ま で

は,キ ロ当 り6万2000バ ーツ.こ れ に対 して,イ ン ドは 同13万2000バ ー ツ,ブ ラ ジル は15万

5000バ ー ツ,日 本 の 狭軌 道 は12万5620バ ー ッ,蘭 印 は11万560バ ー ツ.こ れ を見 て も,タ

イの 建設 費 は きわ め て安 い.当 初,建 設 請 負人(キ ャ ンベル 社)が 行な った見 積 り,180万 ポ ン ドと比

べて も,44%の 安 さで 工事 を終 えて い る。

◆詳 しい別 表 あ り(週 刊 バ ン コクタ イム ズ紙 よ り)

文 献3065,52-62;文 献3054,518

ベ ー トゲ鉄 道 局長 の1897年3月26日 付 け,国 王 に対 す る ご報 告 よ り。

☆バ ン コ ク=ア ユ タ ヤ ー 間 は 双 方 の 駅 か ら毎 日2便.午 前6時45分 と午後3時15分 の2回 出発

乗車 賃 は キ ロ当 り1等 が4ア ッ ト,2等 が2ア ッ ト,3等 が1ア ッ ト.3歳 か ら12ま で は半 額料 金 。3

歳未 満 は ただ.頻 繁 に利 用 す る乗 客 に対 して は,50%引 きのサ ー ビス も行 な う。

◆ 注:こ れ に従 うと,ア ユ タヤ ー までの乗 車賃 は3等 の場 合,72ア ッ ト(1バ ー ツ 羅64ア ッ ト)に な

る。

文 献3065,38-41

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦115年 バ ン コ クか ら ア ユ タ ヤ ー に 至 る鉄 道 開 通 に 関す る 土 木 省 の 布

告 」 。 布 告全 文 を収 録 。

◆開 通の 様子 につ い ての 詳 しい記録 は,<文 献3065,42-48>に 収 録 され て い る。一 方 、 土木 大 臣 ・皇

弟 ク ロムマ ム ー ン ・ピタヤ ラ ープ プ リテ ィタ ーダ ー親王 の アユ タヤ ー までの 開通 に際 して の 国王 へ の報

告 ・上奏 文 は 〈文 献3065,49-51>に 収録 。

文献3526(RSRS1897)」

バ ン コ ク=ア ユ タ ヤ ー 間 の 列 車 運 行 を 開 始 す る 。バ ン コク、お よ びアユ タヤ ーか らそれ ぞ れ1日2便

とす る。
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BTWM1933/03/25

"Thirty -sixYearsAgo:RailwaytoAyuthiaOpened ."開 通 し た バ ン コ ク=ア ユ タ ヤ ー 線 の 時 刻 表

(3月17日 告 示 、3月28日 よ り 実 効)。

*下 り2本(バ ン コ ク発 午 前6時45分 と午 後3時19分)、 上 り2本(ア ユ タ ヤ ー 発 午 前6時41

分 と午 後3時15分)の 計4本 。

*バ ン コ ク 発 午 前6時14分 の 場 合:駅 名 、 距 離 、 発 車 時 刻 は 次 の と お り。

(1)BangkokOkm,6.45a.m.;(2)BangSue6.55km,6.58a.m.,(3)LakSi16.30km,

7.19a.m.;(4)LakHok24.90km,7.37a.m.;(5)KlongRangsit28.00km,7.41a.m.;(6)

Cheingrak36.10km,8.09a.m.;(7)BanPain56.45km,8.54a.m.;(8)Ayuthia69.55km,

9.20a.m.(到 着)

◆ 注:『 週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』(1933年3月25日 付 け)が 、 当 時 の 鉄 道 局 の 時 刻 表 告 示 を そ の

ま ま 複 製 し掲 載 す る 。

文献3526(RSRS1897)付 表F

鉄道 局 の職 員数(最 初)は 、 運輪部(TrafficStaff)が35名 、工 場 ・機 関車 部(WorkshoPand

Locomo量iveS量aff)が21名 の合計56名 と報 告 。

◆注:詳 しい職 種 別分 布 表 は 、本書 の 表V-25参 照 。

文献3566,102

鉄 道 局長 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(SiamFreePressか らの抜 き書 き)。1897年 現 在,タ イ 政 府 お

雇 い 外 国 人 の 分 布 は 次 の と お り。 イギ リス人54名(あ らゆる政 府 の部局 に及 ん で いる),デ ンマ ー ク

人20名 、(海運 に関係 す る主要 な部 局),ド イ ツ人18名(鉄 道 と郵 便 電信),ベ ル ギ ー人9名(外 交 関

係 と司法),イ タ リア人7名.そ の ほか に,オ ラ ンダ人,ア メ リカ人,オ ース トリア人,ポ ル トガ ル人,

スイ ス人 な どが いる.た だ し,フ ラ ンス人 は ひ と りもい な い と記 録。

文 献3566,103

ドイ ツ人 鉄 道技 師 ヴ ァイ ラーの 日記 か ら(ヒ ン ラ ップ).

う手紙 を バ ンコ クに送 った と 日記 に記す 。

◆ 注:仕 事 は まだ 完成 して いな い。 健康 を害 したた め。

12月19日 をもって今の仕事を辞めたいとい

PKPSVol.16.112-125:N5

「サヤーム鉄道管理規則(ラ ッタナコーシン暦116年)」

*全 文32条 。年間通しの 「定期」を他人が不法に使用した場合、30バ ーッ以下の罰金(3条)、 切符

の買い忘れ、乗 り越 しは始発からの運賃を払う(4、5条)、 意図的に只乗りした場合、50バ ーツ以下

の罰金(8条)、 列車に座席がないため乗車 しなかった場合、3時 間以内なら金銭を返済する(9条)、

列車内は禁煙、違反者は5バ ーッ以下の罰金(12条)、 酔っ払って他の乗客に迷惑をかけた場合、10
バーツ以下の罰金(13条)、 乗務員の仕事を妨害した場合、50バ ーツ以下の罰金(14条)、 婦人専

用車への男性の無断乗り込みは50バ ーツ以下の罰金、列車内での持ち込み品で、盗難に鉄道局が責任も

たない品物の数々(25条)、 危険物、腐敗 したものの持ち込み禁止(27条)な ど、細かく規則を決め

る。
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文献3065,65-77

「ラ ッタナ コー シ ン暦116年 サ ヤー ム鉄道 管理 規 則」 を公 布。 その全 文 を収 録 。

PKPSVol.16.322-323:N7

「ナ コ ンラ ーチ ャシー マ ー線 、 アユ タヤ ーか らゲ ンコー イ間 の鉄道 開通 に関す る布 告(ラ ッタ ナ コー シ ン

暦116年)」

文 献3526(RSRS1897)、1;文 献3518、98

バ ン コ ク=ゲ ン コ ー イ 間(km125・03地 点)が 開 通 。 列車1便 が往 復 す る 。

文献3566,103

ドイ ツ人鉄 道技 師 ヴ ァイ ラー の 日記か ら(ヒ ンラ ップ)。 「私 の後 任 を務 め るの はハ ンガ リー人(◆ 注:

名前 は明記 せず)で,私 と年 齢が 一緒 だ。 バ ーデ ンとヘ ッセ ン(Hessen)で 鉄道 の仕 事 をや って いた が,

ヘ ッセ ンで ロー ンズ 上級 技 師(OberbauratRohns)と 知 り合 い,そ れが 縁 で タイ に来 る こと にな った と

聞 い た.彼 は この仕 事 を うま く完 成 させ る だろ う。 私 が 自分 自身で 完成 させ たか ったが,結 局12月 に 辞

め る決 心 を した。 それ に肝 臓 や脾 臓が 痛 むの で,気 候 の違 う所 で休 養 をす る必 要 が あ るよ うに思 う」 と記

録す る。

文 献3517、73-74;文 献3518、125

タ イ 政 府 と キ ャ ンペ ル 社 の 間 の コ ー ラ ー ト線 を め ぐる 係 争(1)

☆1897年4月15日/タ イ政府 は紛 糾す るイ ギ リスの キ ャ ンベ ル社 との 問題 を 解 決す るた め に、 蘭

領東 イ ン ド(イ ン ドネ シア)の 土木(公 共 事業)長 官 を退 任 したば か りの ボ ッセ(HerrMarinusJacob

vanBosse)を 裁定 者 に任命 す る。

☆1897年ll月15日/ボ ッセは 両者 の言 い分 を聞 い たあ と、キ ャ ンベ ル社 が 主 張す る900万

バ ー ツ(50万 ポ ン ド)の 損 害賠 償請 求 を退 け、 タイ 政府=鉄 道 局 の主 張 であ る 、(1)キ ャ ンベ ル社 と

の契 約 破棄 と(2)5万133バ ー ツ(3000ポ ン ド)の 損 害賠 償支 払 いを 妥 当 とす る勧 告 を行 う。 た

だ しキ ャ ンベ ル社 に対 しては 、建 設請 負 い契約 に伴 う未払 い分(RetentionFund)57万8223バ ー ッ

を支 払 うこ と

◆原 資 料:NA5Yo,5.3/10BethgetoBidyalap,22December1897)

☆1898年1月26日 を 見 よ。

文献3566,104

土 木 大 臣 とペ ー トゲ 鉄 道 局 長 が ヒ ン ラ ップ 工 区 を 視 察 。

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(ヒ ンラ ップ)。11月1日,賑 やか に アユ タ ヤ ー=ゲ ンコー イ

間(km69か らkm123地 点)の 開通 式が 行 なわ れ。 その後,11月24日 には,ゲ ン コー イ=ヒ ン

ラ ップ間(km123か らkml40地 点)が 開通 。11月23日 に は土木 大 臣 ピタヤ ー ラー プ殿 下夫 妻

とベ ー トゲ鉄 道局 長 が ヒ ンラ ップ鉄道 建設 工 区を訪 問 して くれ た.殿 下 は 自分 で写 真 を撮 って い た.今 後

は さ らにパ ー クチ ョン(kml75地 点)を め ざ して工事 が続 け られ る と記 録.
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文 献3526(RSRS1897)」

ゲ ン コ ー イ 躍 ヒ ン ラ ッ プ 間 が 開 通 す る 。週2便 。 日曜 日と水 曜 日に運 行。

文献3566,104-105

ドイ ツ人 鉄 道技 師 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(バ ンコク)。 ヴ ァイ ラ ー 技 師 、 赴 任 地 の ヒ ン ラ ップ か ら鉄

道 を 使 っ て バ ン コ クへ 戻 る。 「12月12日(B曜 日),km140.8地 点 にあ る ヒ ンラ ップ の駅 か

ら,午 前11時 半,定 刻 どお りに 発車 した列車 に乗 った。 そ の前 に,近 くの小 高 い丘 の 上 に登 り,こ れ ま

で私 が働 いて きた工 区 の 全貌 を眺 め た。午 後5時50分,ダ イヤ通 りにバ ンコ クの駅 へ 到着 した」 と記

録。

☆ そ の後,ヴ ァイ ラー は バ ンコク に約1週 間滞 在,国 王 の ヨー ロ ッパか らの帰 国 歓迎 式 典 な どを見 た後,

12月20日 頃(?),バ ンコクを 離れ て帰 国の 旅 につ く。

文献3566,106

ドイツ人鉄道技師ヴァイラーの日記から(船 上)。 蒸気船 「テーワウォン号」の船上。バンコクを離れる

前に 「ドイツ人クラブ」を訪れ る。会員数は約50名 、建物はタイ人貴族の屋敷を利用。初期ルネッサ

ンス様式の建物を真似ていると記録。

文献3560,13

1897年 末 現在 、機 関車6両 、 客車27両 、貨物 車58両 を所有,

文 献3505、550-554(Benne量t:1906)

ベ ンネ ッ ト(Bennet量,L.E.)の 記 録(RailroadsandTransportationinSiam,in防 θ月a〃road

Gaz磁 θ,June1,1906)。 コー ラー ト線建 設 の状況 を 詳 しく伝 え る(1)

☆ ベ ンネ ッ トの 略 歴(p.550)

ア メ リカ人 土木 技 師。1893年 に コー ラー ト線 の建 設 に従 事、1897年 まで キ ャ ンベ ル の建 設請 負 い

会 社 で働 く。 その 後、 農 務 省 に雇 用 され 、運 河 、灌概 事 業 の見積 り作 業を 行 う。 また 、宮 殿 の照 明器 具 や

モー タ ーの 据 え付 けな ど に も活 躍 した 。1899年 、在 タ イ ・ア メ リカ領 事 館 の副 領 事 に任命 され る。

☆ イ ギ リス と ドイ ツ の 角 逐(p.550)

「コー ラー ト線 の建設 請 負 い入 札 に あた って、 ドイツ側 は ベー トゲ の鉄道 局 長任 命 を 強 く主 張。 ドイ ツ領

事 官 の希 望 どお りベ ー トゲが採 用 され た。 この ことに よ り、 ドイ ツ側 は イ ギ リス の請 負 い会 社が 雇 う土 木

エ ンジニ ア と測 量技 師 の双 方 を監 督す る権 限を 獲 得 した。 両者 の 間の激 しい対 抗 は建 設 が始 ま る前 か ら存

在 し、 ドイ ツの総 領 事 は 、イ ギ リス の請負 い人 を 監視す るため に ドイ ツ人技 師 を 雇 う こ とが 賢 明な 策 で あ

る と、 国王 を 説 得す る こ とに成 功 した」

◆ 注1そ の結 果 、 両者 の対 立 は激 化 。1896年 に請 負 い会社 は解 約 。1899年 ま で係 争が 続 い た。
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文 献3505、550-554(Bennett;1906)

ベ ンネ ッ ト(Bennett,L.E)の 記 録 。 コー ラー ト線 建設 の状 況を詳 しく伝 える(2)

☆橋 の 材 料(p.551)

政 府 は投 資 に対 して3・5%の 収益 を保 証。1マ イル 当た り4万 ドル の 経費が かか る。

*構 造物 は 石材 か チ ー ク材 を主 に使 用す る。橋 は土台部 分 が鉄鋼 と石 材 で、上部 構 造 は レ ンガづ く り。 こ

の レンガの 大半 は 中 国で つ くって これ を輸入 した。

文 献3505、550-554(Bennett:1906)

ベンネッ ト(Bennett,LE.)の 記録。コーラー ト線建設の状況を詳しく伝える(3)☆ 建設工事の悲

惨な状況、中国人苦力 とアル中のヨーロッパ人技師(p,552)

*築 堤作業は乾いた土の部分で しかできない。蛇や爬虫類が工事現場の近くに建てた苦力用の小屋や資材

置き場に逃げてくることが判明する。裸足の苦力たちはこれにひどく狼狽し、かぎ付きの竹で対処しなけ

ればならなかった。

*バ ンコクから100マ イル北上すると環境はがらりと変わってジャングルとなる。 … マラリア熱で

多数の白人のエンジニアやフォアマンが死ぬか、あるいは救命のために国外へ送りださねばならなかっ

た。また、苦力の場合には数百名が病気で死に、残ったものも逃げ出したりした。

そのため、諸負人は中国から直接苦力を輸入 し、友人達と接触して悪い評判を聞きつける前に、地方の

建設現場に送りだすことが必要だった。

*あ るドイツ人エンジニアは建設をとおして現場にとどまったが、あの気候のもとでは平均的な人間を殺

すに十分なほどの瓶ビールを絶えず飲まずにはすまなかった。彼はなんとか生き延びたが、それでも朝食

の前からもう飲み始めたのである。

文 献3505、550-554(Bennα 量:1906)

ベ ン ネ ッ ト(Bennett,L.E)の 記 録 。 コ ー ラ ー ト線 建 設 の 状 況 を 詳 し く伝 え る(4)☆ 中 国 人 苦 力 の

雇 用 条 件/出 来 高 制(p.552)

rThelabourusedonconstructionwasalmostentirelyChinese.Theyworkedbypieceworkor

contractwhereveritwaspossible.AgoodChinesecooliewouldcarryintwobasketsbalancedona

poleontheshouldernearly2cu.ft.ofearthorclayanddumpitintoanearthembankment.Good

mencouldcarryasmuchas5cubicmetersor61/2cu.yds.perday,atacostofaboutgcentsa

cu.yd.」

◆ 注;1立 方 ヤ ー ド9セ ン ト。1日6・5立 方 ヤ ー ド。 した が っ て 、 仕 事 の で き る 中 国 人 苦 力 の 場 合 に

は 、1日 の 出 来 高 賃 金 は58・5セ ン、ト。 この 当 時 、1メ キ シ コ ドル は4-4・5バ ー ツ 。 した が っ て 換

算 す る と 、2バ ー ツ/日 と い う き わ あ て 高 い 日 当 とな る 。

文 献3505、550-554(Benne電 霊:1906)

ベ ンネ ッ ト(Benne櫨,L且)の 記 録 。 コーラ ー ト線 建設 の状 況を 詳 し く伝 え る(5)☆ 米(籾)輪 送

に お け る 鉄 道 と水 運 の コ ス ト比 較(p・552)。

「仮 に、20ト ン ・ク ラスの ボ ー トで籾 を搬送 し、3名 の 乗組員 にそれ ぞれ月10ド ル の賃 金 を 支払 った

とす る。 ま た、 このボ ー トは100マ イル を月 に2回 航 海す る と仮定 す る と、40ト ン(2回 分)の 籾 の

搬 送 には 、賃 金 に30ド ル 、修 理 と減 価償 却費 に月10ド ルが必 要 とな り、精 米 所 引渡 しの輸 送 費 は最 高

トン当た り1ド ル とな る。 鉄道 で は とて もこの 運 賃で は利 益が でな いか ら、(ボ ー トと比べ た場 合)あ き

らか に不利 とな る」 。
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BTWM1898101/08

"TheRailwayArbitration:RumouredVictoryfortheGovernment"

タ イ 政 府 と キ ャ ンベ ル 社 の コ ー ラ ー ト線 建 設 契 約 を め ぐる抗 争 。

『週刊 バ ン コク タイ ムズ紙 』 が、 タイ政府 とキ ャンベ ル社 の コー ラ ー ト線 を め ぐる係 争 の 仲裁 につ いて 、

見 通 しの 記事 を 掲 載。1891年12月 に キ ャ ンベ ル社 は建 設を 開始 し、5年 以 内の 建設 完 了を 契約 し

た。 しか し、思 うよ う に建設 は はか ど らず 、1896年8月 に タ イ 政 府 は 契 約 破 棄 を 通 告 。 キ ャ ンベ

ル 社 は これ に対 して、900万 バ ーツの 損害 賠償 を請 求 。一 方、 タ イ政府 は67万 バ ー ツの未 払 い分 とは

別 に 、5万 バ ー ツの違 約 金 の支 払 いで和解 を提案 し、両者 の 主張 は完 全 に対立 した。 その 後 、事 態 の調 査

の た め、2名 の外 国人(SirGuilfordMoleswor量h,HerrLange)が 来 タイ 、オ ラ ンダ人 の ボ ッセ(van

Bosse)を 調 停 者 に任命 した 。調 停 のた め にか か る費 用 だけ で も、 タイ政府 は12万 バ ー ツ、 キ ャ ンベ ル

社 は25万 バ ー ツの支 出が必 要 と見 積 もられて い る。

文 献3517、73-74;文 献3518、125

タ イ 政 府 とキ ャ ンベ ル 社 の 間 の コ ー ラー ト線 を め ぐる 係 争(2)

*1897年11月15日 の項 目を参 照。 そ こか ら続 く。

☆1898年1月26日/イ ギ リス外交 局(BritishForeignO什ice)は これ を 不服 と し、 「キ ャ ンベ

ル氏 の ケ ー スは 、現 在 の よ うな不 満足 な状 況 に とどめ るべ きで はな い」 とい う見解 を タイ政 府 に伝 え 、圧

力 をか け る。 ロー リン ジ ャ ックム ン法 律顧 問 は、 これ を不 当 と して 抗議す る。 結 局、 国王 は ビ タ ヤ ラ ー

プ 土 木 大 臣 を 更 迭 して 、 テ ウ ェー トを 新 土 木 大 臣(非 王 族)に 任 命 した(p.74)

☆1899年2月 の項 目に続 く。

文 献3526(RSRS1897)

バ ン コク=ゲ ンコー イ 間で貨 物 列車 の運 行 を開始 す る。

文献3005,12

バ ンコク=ゲ ンコーイ間、貨物列車を運行開始。

BTWM1898/02/16

"TheRailwayPolice"

*コ ー ラー ト線 の延 長 に伴 う事 態 の対 応 のた め に、鉄 道 警 察 官 を 増 員 。1898年 度(ラ ッタナ コ ー シ

ン暦117年)に1万5000バ ー ツの 予算 を新 た に計上 す る。 同警 察官 はLocalGovernment

Depa吐mentで は な く、鉄 道 局(RoyalRailwayDePartment)の 管 轄下 に置 く。

文 献3517、84;文 献3518、126(注10)

大 臣 会 議 で 、 主 要 な 鉄 道 路 線 の 建 設 、 運 営 は 鉄 道 局(RoyalRailwayDepartmθnt)が 直 接 行

う こ と を 決 定 す る 。 た だ し、 それ以 外の マ イナ ーな鉄 道 につ いて は 、外 国 人 の参 加 を認 め るが 、 方 式は

ビル マ で採 用 して い る もの と 同 じで 、 イギ リス人投 資家 に有 利。

◆原 資料:FO691193℃revilletoSalisbury・9March1898"

文献3517、g8

コー ラ ー ト線 、 ム オ ッ ク レ ク ま で 開 通 す る 。
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文献3005,12

ラーマ5世 王 、 イギ リス留学 中の皇 子 ブ ラチ ャッ トチ ャイヤ ー コ ン(ク ロムマ ム ー ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト

ァ ッカ ラ ヨー テ ィ ン、後 の初 代 タイ人 鉄道 局総 裁)に 鉄 道 、土木 の勉 強を命 じる。

文献3526(RSRS1897)付 表F

鉄道 局の 職 員数(2年 目)は 、 運輸 部(TrafficStaff)が53名(う ち駅長 は第1級 駅 が3名 、 第2級 駅

が6名 、 第3級 駅 が5名)、 工 場 ・機 関車 部(WorkshoPandLocomotiveStaff)が31名(う ち機 関手

は6名)の 合計84名 に増加 す る。

◆注1詳 しい職 種 別分 布 表 は、 本書 表V-25参 照。

文献3526(RSRS1897)、2

『第1回 鉄道 局 年次 事 業報 告 書』 の なか で、 「三 等車 の乗 車賃 を 下げ な いか ぎ り、 乗 客数 の伸 びは望 め

ない 」 とベ ー トゲ 鉄道 局 長が 悲 観 的な 見通 しを 述べ る。

☆1897年 度 の 旅 客 数 実 績 は27万6747人 、1日 平 均758人 、1列 車 当 り128人 。

☆運 賃:バ ンコ ク=ア ユ タ ヤ ー間が 、km当 り3等 が1ア ッ ト、2等 が2ア ッ ト、1等 が4ア ッ ト。 アユ

タヤ ー=ゲ ンコー イ 間は 、km当 り3等 が2ア ッ ト、2等 が4ア ッ ト、1等 が6ア ッ トの料 金。 ただ し3

歳 未 満の 幼 児 は無料 、3歳 か ら12歳 まで は半額 の 子供 料金 とす る。

☆第1回 年 次事 業 報告 書 の付 録 の財 務 デー タは 、運 輸部 長(TrafficSuperintendenDで あ る ドイ ツ人

シュネル(F.Schnerr)が 署名 。

文 献3526(RSRS1897)、4

第1回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書 の 「経 営 組 織 」 に つ い て 。

☆ 鉄道 局 の 組織 は次 の とお り。

*鉄 道 局 長(DiredorGeneralofRailways)、 同代理(Substitute)、 出納 部長(ChiefController

la電erChiefCashier)の 下 に、

(1)列 車運 行 の営 業 を統 括 す る遅 輪 事 業 部 長(TrafficSuperintendent)

(2)機 関 車の 運転 、 修理 、 客 車の 修理 な どを統 括す る機 関 車 部 長(LocomotiveSuperintendenD

の2名 を 置 く。

◆ な お、 この ほか に鉄 道建 設 を 担 当す る区 間担 当エ ンジニ ア(SectionEngineer)、 技 師長(Chief

Engineer)が 存在 す るが 、 事業 報 告書 で は報告 され て いな い。

文 献3517、87;国 立 古文書 館史 料

1898年3月 末(及 び1896年4月)現 在 の タ イ 鉄 道 局 の 国 籍 別 職 員 の 構 成 。

*合 計90名(1896年4月 は51名)。 タ イ人25名(19名)、 イ ギ リス人28名(9名)、 ドイ

ツ人15名(8名)、 デ ンマ ー ク人6名(3名)、 オ ラ ンダ人5名(6名)、 オ ー ス トリア人4名(1

名)、 ポ ル トガ ル人3名(3名)、 ア メ リカ人2名(0名)、 イ タ リア人1名(0名)、 ス ウ ェー デ ン人

1名(0名)、 フラ ンス人0名(1名)、 スイ ス人0名(1名)。

☆別 表 作 成 、本書 の表V-24を 参 照 の こ と。

◆原 資 料NA5Yo,5.6/17,1'Repor重D岸5...forlApril1896b31March18981'
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PKPSVol.16.352-353:N8

「サヤーム鉄道管理規則補遺(ラ ッタナコーシン暦117年)」

*ア ヘンの鉄道敷地内、列車内持ち込み禁止と罰則規程。最近、鉄道敷地内でのアヘンの不法売買が増え

ているので、鉄道管理規則を補充する。

*不 法所持がわかった場合、全部のアヘンの没収とその市場価格の半分の罰金を科す。逆に係官にアヘン

の不法所持を通報して逮捕 した場合、通報者は没収アヘンの市場価格の25%の 報奨金を与えられる。

PKPSVol.16.359-368:N9

「乗車賃を払う必要のない切符発行に関する鉄道局のための土木省大臣布告(ラ ッタナコーシン暦117

年)」
*乗 車賃支払い不要の職位。当時の鉄道局の職制の法律的呼称が判明す る。

(1)鉄 道局長、(2)セ クションエ ンジニア(工 区建設担当技師)、(3)経 理部長、(4)運 輸

部長、(5)鉄 道工場長、(6)倉 庫管理課長、(7)駅 収入検査官、列車検査官、(8)鉄 道局医師、

(9)電 信検査官、(10)検 査官、車掌

BTWM1898/04/12

"ProgressontheKoratRailway:TheFeverSeasonI量 コ ー ラー ト線 鉄 道 建 設 労 働 者 の 状 況

*バ ンコ ク タイ ムズ紙 、 コー ラー ト線 の建設 地 区 で熱病 が発 生 し、 支障 を きた して いる と報 道。 「先月

31日 に大 きな嵐 が 起 こ り、現 在 も大雨 が続 いて い る。 そ う した 中、多 くの ラオ ス人 、 中国 人の 鉄 道建 設

労働 者が 熱 病 に倒 れ て お り、熱 病 の も っと もひ どい地 区で は(鉄 道 建設 労働 者 を含 め て)1日 当た り13

名の 割合 で 死 者 がで て い る。 こう した病気 の ため に人 頭税 の徴 集 もま まな らな い」

◆1日 、13人 の割 合 が正 しい報告 か ど うか 、要 注意。

文献3517、254;国 立古文 書館 史 料

バ ン コ ク=ペ ッ ブ リー 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を デ ンマ ー ク人 技 師 キ ン チ(P.B.C.Kinch)が 申 請 す

る 。計 画 で は タイ政 府 の 資金 で まず建 設 し、 完成後 、 政府 か ら運営 権 の リー スを 得 よ う とす る もの。 結

局 、認 可せ ず 。

◆原 資料:NA5Yotha,5.2!18
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BTWM1898/09/08

"SiamesePrincesAbroad:AnEnglishTourandltsOblects .'1ブラ チ ャ ッ ト殿 下(1881年 生 ま

れ 、 ラ ーマ5世 王 の第35子 。 の ち鉄 道局 総 裁、 商務 運輸 大 臣)、 ペ ンパ ッタ ナ ポ ン殿 下(1882

年 生 ま れ 、 第38子 。 の ち農 業 副大 臣補 佐)殿 下 、 ウ ッテ ィ チ ャイ 殿 下(1883年 生 ま れ、第

42子 。 の ち海 軍 司令 官 、参 謀 総長)の 英 留 学 組3名 が 、 イ ギ リス の エ ン ジニ ア リ ン グ に 関 す る 視

察 旅 行 を 行 な う 。

☆ブ ラチ ャ ッ ト殿下 はす で に18カ 月、 ハ ロ ウ校 で勉 強 。 国王か らエ ン ジニ ア リングの 勉 強 を命 じられ

る。 クラー ク(H.G,AtkinsonClark)が 付 き添 い役 とな って 、8月6日 か ら14日 、 イ ギ リス各地 で 視舞

旅行 を行 な う。

*8月6日/イ ー トンを 出発 。 バ ーケ ンヘ ッ ドで造 船所 見学(Laird'sShipbuildingWorksat

Birkenhead)、 リバ プ ール へ

*8月10日/完 成 したば か りの鉄 道 を見 学(HeabnLodge&Wortleyrailwayline)

*8月11日/蒸 気機 関の 工場(steamploughworks;Messrs.JphnFowler&Company)

◆注:各 皇 子 の経 歴 は末 廣 調査 。人 名 はす べ て誤 った表 記 。

文献3517、94;BTWM1898/11/04;イ ギ リス領事 官 報 告

鉄 道 建 設 の 苦 力 労 働 者 、 エ ン ジニ ア の 病 死 に つ い て 。
"HealthontheRailwayWorks ."BangkokTimes.

1897年 か ら1898年 の 間 に、 山岳地 帯 では 、毎 月16-18%の 罹病 率 に加 えて 、2091名 の

苦 力 の う ち 約9%が 死 亡 し た と、鉄道 局 直属 の 医師ヘ イ ズ(Dr.HeywardHays)が 報告 す る。

☆1900年 の イ ギ リス領 事 報告 で は、 コー ラ ー ト線 の建 設 中 に、 数千 人 の苦 力 の死 者 がで た と報 告 。 ま

た、少 な く と も19名 の イ ギ リス 人 技 師 と11名 の そ の 他 ヨー ロ ッパ 人 が 死 亡 した と報 告 。

◆原 資料 θ〃〃5んOoη5α ノar月θρorf,51a加1900,p.11)

文 献3517、254

バ ン コ ク=ラ ー トブ リー=ペ ッブ リー 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を ア メ リカ 人 技 師 ベ ン ネ ッ ト(LE.

Bennet量)が 申 請 す る 。 この 計画 は、 アメ リカの 在 タイ領 事 官ハ ミル トン ・キ ング(HamiltonKing)の

後押 しも得 て い た。結 局 、認 可 せず 。

文献3517」02-103

鉄 道 院(RailwayBoard)の 新 設 を 提 案 。

*イ ギ リス人 財務 顧 問 リベ ッ トカル ナ ック(Rivett-Carnac,FinancialAdviser、 もと ビル マ財政 官

AccoUntant-GeneralofBurma)が 、従 来 の鉄 道 局 に代 えて 、新 た に鉄道 院(RailwayBoard)の 新 設 を

提案 す る 。 この鉄 道 院 は鉄道 局長 、大蔵 大 臣、 土木 大 臣、財 務顧 問 、英 系香 港上 海 銀行 の タイ支 店 長の5

名 か ら構 成 す る 。 ドイ ツ人 が 支配す る鉄道 局の 影響 力 を削減 す るた めの 画策 。

◆ 注:ド イ ツの総 領 事 、ベ ー トゲ 鉄道 局長 は この案 に反 対す る。国 王 も結局 、 この案 を却 下 す る。
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文 献3517、74-75;文 献3518、125

タ イ 政 府 と キ ャ ン ベ ル 社 の 間 の コ ー ラ ー ト線 を め ぐ る係 争(3)

☆1897年11月 の ボ ッセの調 停案 に対 して、 イギ リスは 同意せ ず 、イ ギ リス の首 相 や サー ル スベ リー

外 務次 官 の友 人 で あ る ク ラ ー ク(SirEdwardClarke)を1899年2月 、 新 た な 裁 定 者 に 任 命 し

た 。 ク ラー ク はボ ッセの提 案 を再 検討 し、 タイ政 府は5万 バ ーツ では な く、275万 バ ー ツ(16万 ポ ン

ド)の 賠 償 を支 払 うべ きで ある と勧告 す る(1901年3月28日)

◆ 原 資料:TelegramPrasiddMoDewawongse,30March1901,NA5KrasuwangYotha5.3/15

◆ タイは イ ギ リス との 対立 を 恐れ て、 この提 案を結 局 、受 諾 した。

BTWM1904/09/14

"AnOldRallwayConcession尉 ダ ン ロ
ッブ へ の 鉄 道 建 設 認 可 を 廃 棄 に す る 。

*1891年3月 に ソ ンク ラー=ケ ダー間 の鉄 道建 設 の コ ンセ ッシ ョ ンを、 イ ギ リス 人の ダ ンロ ップ(

CharlesDunloP)に 与え たが 、8年 間以 内 に着工 して建設 を 完了 させ る とい う契 約条 項 を守 る こ とが で き

なか った ので 、1899年3月4日 に、 タイ政 府 は コ ンセ ッシ ョ ンを廃 棄 した。

PKPSVol.16.540-541:N10

「イ ギ リス 人 ダ ン ロ ップ に 与 え た ソ ン ク ラ ー 、 サ イ ブ リー(ケ ダ ー)間 の 鉄 道 建 設 の コ ンセ ッ

シ ョを 廃 棄 す る土 木 省 の 布 告 」 。

*1891年3月4日 、 シ ンガポ ール のチ ャール ガ ンロー プ(CharlesDunlop)と 、 タ イ政 府 の代 表 、土

木 大 臣 グ ロム ク ン ・ナ リッ トサナ ラー ヌ ワ ッ トテ ィウ ォ ン殿 下の 間で 、 ソ ンク ラー国 とサ イ ブ リー国 間 の

鉄 道 建設 を め ぐる契約 を 結ぷ 。 この契 約 の第8条 で は8年 間以 内 に建設 を 完了 させ る こ とを 明記 。 建 設が

実 施 され な い ため 、1899年3月4日 、契約 を 破棄 す る土木 大 臣の布 告が 発 布 され る。(出 所 「ソ ン

ク ラー、 サ イ ブ リー両 国 の鉄 道建 設契 約 書の 廃棄 に関 す る土木 省布 告(ラ ッタナ コー シ ン暦117

年)」)

BTWM1935/03/23

コ ー ラ ー ト線 建 設 の 延 長 工 事 で 、 レー ル の 最 先 端 が コ 「 ラ ー トか ら15km以 内 の 地 点 に ま で 達 した 。 す

で に 耕 作 者 た ち は 鉄 道 が 彼 らの 産 物 を 運 搬 す る こ と に感 謝 を 示 して い る 。

Thisextension,andthemeansitaffordsoftappinganimportantagriculturaldistrictmarksa

distinctadvanceintheusefulnessofthecountry'sfirstStateRailway.

文献3527(RSRS1898)

r第2回 鉄道局年次事業報告書』のなかで、ペートゲ鉄道局長がスタッフの病気、人材不足につい

て訴えるる
"Severaltimeswegotintoserioustroublethroughsicknessofboththetrafficandengine

personnel,andthetrafficcouldonlybekeptupwiththegreatdifficulty.Imustfurtherpoint

out,thatthemaintainingofapropertrafficstaffatthesalaries,whichwepaytothemen,wilI

notbepossiblewithoutapensionlaw."
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文 献3527(RSRS1898)、2・3

鉄 道 収 入 の 国 際 比 較 。

*『 第2回 鉄 道 局年 次事 業 報告 書 』の なか で、 ベ ー トゲ鉄道 局長 が キ ロ メー トル 当 りの鉄 道 収入 の国 際

比較 を行 い 、営 業 成績 の順 調 な ことを強 調、 イギ リス側 の 「コー ラー ト線 は非 効 率」 とい う批 判 に反 論 す

る。

☆1898年 度 のkm当 り収 入 は タ イ の 場 合 、3486バ ー ツ。 一方 、 ビル マ鉄 道 の 場合 、 最 初の5

年間(1876-1880年)の 平均 はkm当 り3370バ ー ツ。17年 後の1897年 に6200バ ー

ッ によ うや く増加 。

イ ン ド鉄 道 の場 合 には 、1853年 に開 通。1860年 当時 で、km当 り3250バ ーツ。1897年 現

在 、7560バ ー ツ。 た だ し、 日本 の鉄道 は、1874年 当 時(東 京=横 浜開 通 は1872年)、km当

り2万2700バ ー ツ とタ イの6倍 以 上 の収入 とな って い る。 これは主 と して 人 口密 度 の違 い で あ る と説

明す る。

文 献3517、98

コ ー ラ ー ト線 が 、 パ ー ク チ ョ ン ま で 開 通 す る 。

BTWM1899/05/01

"TheMoulmein -SiamRailway .o'エ ル ギ ン卿(LordElgin)が 、1898年 にモ ウル メ イ ンを 訪 問 し、

モ ウ ル メ イ ン=タ イ 領=ミ ヤ ワ デ ィ 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を 語 る 。 これ に よって 、 未利 用 の彪 大 な地 域

の木材 が 輸送 可 能 とな り、 テナ セ リウム、 モ ウル メ イ ン地 域 の繁 栄 につ なが る と構想 。

☆ タイ領 は 、150マ イ ル離 れ た ラヘ ー ン(タ ー ク)ま で建設 。 その後 、400マ イル 離れ た バ ンコ クま

でっ な げよ うとい う計 画 。

☆物価:家 畜は チ エ ンマ イか ら現 在年 間5000頭 。 チエ ンマイ の卸値 は1頭 当 た り15-30ル ピー 、

他 方 、 モ ウル メイ ンで は1頭 につ き35-45ル ピーで売 買 され てい る。

BTWM1899/05/06,7-8

'ITheF「enchinSiam:HowbadlytheyhavePlayedtheircards ・"チエ ンマ イ 線 建 設 の 可 能 性 を 詳 し

く論 じる 。

☆ バ ンコ ク=チ エ ンマ イ 間 は タイの 中 で も もっと も豊 か な地域 で あ り、 そ こ ら じゅ うで コメを 作 ってい

る。鉄 道 を建 設す れば 、 コ メを は じめ地方 の産 物 をバ ンコ クに搬送 す る こ とが 可 能 とな る。

☆ コ メ の 値 段:バ ンコ クで は トン当た り5ポ ン ド10シ リング。 一方 、 チエ ンマ イ で は 自分 の家 で精 米 し

た ものが2ポ ン ド以 下 。

(1897年 現在 、チ エ ンマ イ の籾 は100篭 当た り25-35ル ピー。 チ エ ンマ イ か らバ ン コ ク の 運

賃 は1マ イ ル1ト ン当 た り半 ペ ニ ー 。 したが って 、 トン当た り13シ リ ング4ペ ニ ー とな る。

文 献3517、86;国 立古 文書 館史 料

大 臣 会 議 で 、 鉄 道 建 設 の 「基 本3原 則 」 を 決 定 す る(重 要)。

*主 要 路線 を政府 直 属 とす る。(1)主 要 路線 、 すな わ ち コー ラー ト(ナ コ ンラー チ ャ シーマ ー)線 、 チ

エ ンマイ に延 び る 予定 の北 部 線 、マ ラ ヤ半 島に延 び る南部 線 の幹 線鉄 道 は、す べ て鉄 道局 が建 設す る。

(2)東 部 タイ地 域 の よ うに、外 国勢 力 がバ ンコクを 攻撃 す る際 に利用 す る恐 れ の あ る地 域 で の鉄 道 建設

は禁止 す る 。(3)そ の他 の 鉄道 路線 につ いては 、民 間企 業 の建設 を認 め る。

◆ 原 資料NA5Yo,5.2/19、MinutesofCabinetMeeting,29June18gg.
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文献3527(RSRS1898)

『第2回 鉄道 局 年次 事 業報 告 書(ラ ッタ ナ コー シ ン暦117年 、1898-99年)』 を、 ベ ー トゲ鉄 道

局 長が 土 木大 臣宛 て に提 出す る。 同報 告書 は 、 さ らに土木 大 臣か ら国王(7月)に 奏 上 さ れ た。

PKPSVol.17.67-68:N11

「ペ ッブ リー線鉄道建設用地に関す る土木省布告(ラ ッタナコーシン暦118年)」

*ペ ッブ リー線の鉄道用地指定のあとは、線路の両脇各15ワ ー(30メ ー トル)は 、鉄道関連施設の建

設などのために、住民のチャップチョーン(土 地占取)を 禁止する。また、鉄道指定用地の売買、名義変

更、譲渡は鉄道局の事前許可がない場合、行えない。

*指 定用地で土地所有者の間で価格が合意 した場合には、鉄道局長に報告し、その同意を求める。合意 し

ない場合には、第3者 が調停にたち、裁定者(PhuTatsinchai)を 設定する。この裁定者の権限は絶対的

なものである。

文献3006,13

南 部 線(バ ン コ ク ノ ー イ=ペ ッブ リー 間)建 設 に 着 工 す る 。完 工 は1903年6月(文 献301,11

は4月 完 工 とな って い る)。 標 準 軌で はな く狭 軌(メ ー トル軌)を 採 用 す る。

文献3517、88-89;国 立 古文 書館 史料

タ イ 人 技 師 の 最 初 の 海 外 鉄 道 研 馨 派 遣 。

タイ 人土 木 技 師ル ア ン ・ラ ム パ イ ポ ン(LuangRamphaiponboriphat)を 、 イギ リス に鉄道 研 修 な らび

に鉄 道局 の ヨー ロ ッパ 代 理人 のた め派遣 す る。

〈背 景 〉ベ ー トゲ 鉄道 局 長 は、 イ ギ リス人 の顧 問 技 師 ブ ラ ンデ ル(MossBlundell,Consul量ing

EngineerandPurchaseAgentinEurope)と 対立 。1898年 夏 に ブ ラ ンデ ル を汚 職 そ の他 の疑 惑 で解

雇 しよ う とす る。 これ に対 してイ ギ リス総領 事 が抵 抗、 新 しい イギ リス人技 師顧 問を 送 り込 む画 策 を行

う。結 局 、 ベ ー トゲ鉄 道 局長 は顧 問技 師 と同格 の、 た だ し別 の職 名 で ドイ ツ 人 レー ベ イ ン(Herr

RehbeinofLeipzig)を 雇用 。 ただ し、 これ は暫 定 措置 と し、 国王 に タイ人 技 師 の ヨー ロ ッパ派 遣 を 提案

した 。

◆ 注:ベ ー トゲ は 、ベ ル リンにあ る シ ャル ロッテ ンブル グ技 術院 を卒 業 し、 タ イ に帰 国後 、 鉄道 局 に入 っ

て コー ラー ト線 の建 設 に従事 して いたル ァ ン ・ラ ムパ イポ ンに白羽の 矢 をあ て る。 国王 はた だ ちに この 申

し入 れ を 承認 した 。
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文 献3517、91。92;国 立古 文書 館史 料

コ ー ラ ー ト線 の 鉄 道 建 設 の 苦 力 労 働 者 につ い て 。

☆ 非熟 練 労働 は タ イ人 、熟 練 労働 は 中国 人苦力 が 行 う。 コー ラー ト線 は、55km地 点 まで は東 北 タイ の

タイ人(ラ オス 系)が 担 当 した。 ジ ャングル の切 り開き のほか 、土 砂 の運 搬 は女性 も参加 。

☆ 山岳 地帯 に入 る と、 重労 働 の岩 の切 り くず し、 熱病 の狙 嶽 な どが あ りタイ人 を 集 め に くい。 タイ人 は橋

柱 の建 設 、 コ ン ク リー トの混 合 、建設 資材 の 運搬 な どに もっぱ ら従事す る。1899年 当 時 、約0・

625バ ー ヅ の 日 当 。

☆ キ ャンベ ル社 も鉄 道 局 も中国人 よ りは 、監督 者 に対 して臆病 で 、かつ ひ とたび 訓練 す れば 規 則 に従順 な

タイ人 の方 を好 ん で雇用 しよ うと した。 一方 、 中国人 苦力 の場 合 には 、 「出来 高 払 い賃 金」 が 原 則 であ

る。

◆原 資 料NA5Yo,5.611GehrtstoBethge,13January1899;NA5Yo,5.6/35Bethgeto

MinisterofPubricWorks,7November1899.

PKPSVol.17.118-121:N12

「ペ ッ ブ リー線 鉄 道 建 設 土 地 買 収 に 関 す る 勅 律(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦118年)」

*鉄 道 用地 収 用 の ため に、 土木 係 官(KhaluangYolha)1名 と、地方 係 官(KhaluangThongthi)1名 を

任命 す る こと。以 下 、 ほか の路 線 で も同 じ。

文献3065,93

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦118年

文 を収 録。

ゲ ンコーイ とパ ー クチ ョー ン間の 鉄道 開通 に 関す る土木 省 の説 明」。 全

文献3065,98-99

「ラッタナコーシン暦118年 国王の北部線建設のご視察に関する報告」、全文を収録。

BTWM1936/01/18(Original1900/01/12)

バ ン コ ク 路 面 電 車(BangkokTramwaysCo.,Ltd.)、 パ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社(PaknamRailway

Co.,Ud.)、 サ イ ア ム 電 気 会 杜(SiamElec量ricityCompany)の3つ の 会 社 が 合 併 す る と 報 道 。
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PKPSVol.17.144-145:N13

「ペ ッ ブ リー 線 鉄 道 建 設 土 地 収 容 の た め の 担 当 官 任 命 に 関す る 土 木 省 布 告(ラ ッタ ナ コ ー シ ン暦

118年)」

*1899年12月4日 の土木 省布 告 に したが って、鉄 道用 地収 用係 官2名 を 任命 す る。土 木係 官は鉄 道

局技 師 の ル ワ ン ・ラ ッタ ーチ ャー ンプ ラチ ャ ック★、地 方係 官 は巡 察 局次 官 ル ワ ン ・ノ ラパ ック プル ッ

テ ィコー ン☆の2名 。

BTWM1900/03/15

"RailwaysandTramwaysinSiam"

*ア メ リカ の領 事 官報 告 か らの抜 粋。 「1889年 か ら馬 車 によ る交通 は始 ま ったが 、 鉄道 はパ ー クナ ム

線 が1893年(4月11日 一末 廣)に まず 開通 し、 そ の後1897年 にバ ン コ ク=コ ー ラー ト線 の 一部

が 開通 した。 この建 設 に要 した 資材 はすべ て イギ リス、 ドイ ツ、 ベル ギー の製 品で賄 った 。バ ー ンメー

ジー(◆ 注:バ ー ンパ ー チ ー)か ら分 岐 して チエ ンマ イ に至 る400マ イ ルの 鉄 道 はす で に事業 が開 始 さ

れ 、最 初 の50マ イル(1マ イル=1・6キ ロ)の 第1区 間 は現 在 、建 設 中で あ る」

「一方 、 路 面電 車 の方 は 、1887年 に シ ンジケ ー トが コ ンセ ッ シ ョンを取 得 。1889年 に馬車 を 導入

し、 の ち1892年 か ら トロ リー シス テムへ 転換 した。 この 路 面 電 車 は 車 両 、 機 械 、 電 線 を ア メ リ カ

か ら購 入 し、 レール は ヨー ロ ッパ か ら調 達 した」

文 献3528(RSRS1899)

r第3回 鉄道局年次事業報告書』のなかで、ベー トゲ鉄道局長がスタッフの不足を訴える。

☆ 「運輸部の1899年 度のスタッフ数は60名 で、前年度1898年 度の63名 か ら減った。これは、

列車運行本数が増えたにもかかわらず、適当な人材がいないことにもとつく。また、バンコクを離れて地

方の駅の業務につかせるのも大変難 しい」と指摘する。

文献 ドイ ツ人 名 録,186

初代鉄道局長ベー トゲ,在 任期間中にバ ンコクでコレラにより病死。替わりにゲーアツを第二代目

鉄道局長に任命する。

BTWM1904109130;文 献3531(RSRS1903)

'IRoyalStateRailways;TheTrafficReport
,PechaburiLine"ペ ッ ブ リー 線 の 建 設 につ い て 。 「第

7回 鉄 道 局 年次 事業 報 告 書』 よ り。

*こ の月 か らペ ッブ リー線 の建 設 を開 始す る。 メー トル軌 で、バ ン コク ノーイ駅=ペ ッブ リー駅 間

151kmの 距離 。

◆注:完 成 は1903年3月31日 。
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文 献3065,100

「ラッタナコーシン暦119年 ベー トゲ氏の死去とゲーアツ氏を鉄道局長に新たに任命することに関す

る土木省の布告」。布告全文を収録。

BTWM1904/07/06

"TheDirector-GeneralofRailway"

*ベ ー トゲ 鉄 道 局 長 の 死 去 に伴 い 、 ヘ ル マ ン ・ゲ ー ア ツ(HermannGeMS)鉄 道 局 技 師 長 が 、 第

2代 目の 鉄 道 局 長 に 任 命 さ れ る 。就 任 当時 、 コー ラー ト線 、 ロ ッブ リー線 が309km、 ペ ッブ リー線

が151km、 計460kmの 営業 キ ロだ った 。以 後 、北部 線 の延 長を 総指 揮す る。

BTWM1904/07/06

「ITheDirector -GeneralofRailway'1ヘ ル マ ン ・ゲ ー ア ツ 第2代 鉄 道 局 長 の 経 歴(1854-

1914)

*ゲ ーア ッ(HermannGeMs)は 、1893年1月(◆ 注:2月18日 の ま ちが い)タ イ に到 着。 バ ン

コク建 設工 区(コ ー ラー ト線 の最初 の建設 工 区)の 担 当責 任者 、及 び 技 術 サ ー ビ ス局 の 技 術 総 責 任 者

(SuperinlendingEngineerinchargeofTechnicaIOffice)に 任命 され る。

*1894年9月28日 、 ロー ンズ(OberbauraRohns)の 死去 に伴い 、局 長 秘 書 兼 技 師 長

(SecretaryandChiefEngineer)に 任命 され る。 技 師長 はア ズ マ ン(Asmann)・ ロー ンズ につ い で3

番 目。

*1900年5月3日 、第2代 目の鉄 道 局長 に任命 。北部 線の 延長 を 総指 揮す る。

*1901年1月 初 め か ら4月 終 わ りまで北 タイ 各地 を視 察旅 行。 ウ ッタ ラデ ィ ッ トか らムア ン ・プ レー

経 由 では な く、 ラ コ ンに抜 けるル ー トを 決定す る。1903年 と1904年 に ピサ ヌ ロー クへ2回 、 ウ ッ

タラ デ ィ ッ トへ1回 、 それ ぞれ視 察旅 行 。

*1904年7月6日 、11年 半 の勤 務 の あと鉄 道局 を退 職。rデ リー号 」 に乗 って イ ン ド経 由、 ドイ ツ

へ の 帰国 の旅 にで る。 鉄道 局 長 の後任 は ヴ ァイ ラー(LuisWeiler)。

BTMW1900/08/09;文 献3528(RSRS1899)

1'TheRailwayReporto'r第3回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1899年 度)」 の 要 約 をバ ンコ ク

タイ ム ズ紙 が報 道(1)。

*バ ンコ ク=ア ユ タ ヤー 間 の鉄 道貨 物輸 送 は、河 川 輸送 と競合 す る ため伸 び て いな い。 バ ン コクの 手前

バ ー ンスー 駅 とア ユ タヤ ー の ひ とつ 手前 バ ー ンポ ー駅の 積み荷 は173ト ン。 これ に対 し、両 駅 とバ ン コ

ク、 アユ タヤ ー駅 を除 い た あ との駅 で の積 み荷 はわ ずか に3ト ン。 ゲー ア ツ鉄 道 局 長 は危 機感 をつ の ら

せ 、 何 らか の対 策 を講 じな い と鉄道 発 展 は将 来望 め な い と進言 した。

*バ ンコ クか らパ ー クプ リュ ウまで の家 畜 運賃 、水 牛1頭 、従 来1-6バ ー ツを3バ ー ツに統 一 。

*貨 物輸 送 収入 の 内訳 。1899年 度17万7144バ ーツ。 うち籾3万3943バ ー ッ 、家 畜

8746バ ー ツ、 そ の他 貨物7万741バ ー ツ、鉄 道資 材6万3723バ ーツ。
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BTMW1900!08109;文 献3528(RSRS1899)

r第3回 鉄 道 局 年次 事 業報 告 書(1899年 度)』 の 要約 をバ ンコ ク ・タイ ムズ 紙 が報 道(2)。

*乗 客 昇 降数 、 も っと も多 い月(3月)1863名/日 、 も っと も少 な い月(9月)1046名 。乗 車 率

は51・2%。 荷物 の 積 み降 ろ しに手 間取 り、 時 間 どお り発 着 しな い とい う問題 が あ る と報 告。

*バ ン コ ク 冨 ア ユ タ ヤ ー 聞 の 乗 車 賃 。 アユ タヤ ーま では キ ロ当 り1ア ッ ト。 ア ユ タヤ ー を越 え る場 合 に

はキ ロ当 り2ア ッ ト。2等 客 車 は その倍 の レー ト。 これ に対 して 、 ま もな く通 しで キ ロ当 り1・5ア ッ ト

(3等)の 乗 車 賃 を設 定 す る予 定。

文 献3529(RSRS1900)、1

コーラー ト線 の列車運行を開始する。

や貨物の運送も兼ねていた。

1日1便 。11月10日 まで は、鉄 道建 設 資 材運 搬 列車 が 、旅 客

文 献3040,11

コ ー ラ ー ト線,ゲ ン コ ー イ=ナ コ ン ラ ー チ ャ シー マ ー(コ ー ラ ー ト)間 の 全 長139キ ロが 開

通 。 これ コ ー ラー ト線 は全 線 開通 す る。

BTWM1900/12/14

oITheRailwayTenders'1鉄 道 建 設 を め ぐる 英 独 の 角 逐

*イ ギ リス人 、 バ ンコ クタイ ムズ 紙 に、鉄 道 資材 の入 札へ の不 満 を投書 で訴 え る 。 「読者 か らタ イム ズ紙

編集 部へ:イ ギ リスの製 造 業者 が鉄 道資 材 を シャム に提 供 できな いの は 、他 の 注文 に 掛か り切 りにな っ

て い るか らだ とい う話 は本 当 か ど うか 、教 え を請 いた い。 じっ さいの理 由 は、 ドイ ツ人 の鉄 道局 職 員 が資

材 の注文 を仕 切 ってい るため に、 入札 が正 常 に行 われ て いな いか らで はな いの か」

文献3529(RSRS1900)、1

国王 と王妃の御臨席のもと、 コーラー ト線の開通式を行 う。

◆建設工事そのものは、1900年10月 に完工していた。

文献3003,176

コー ラ ー ト線 の 開 通 式 に ラー マ5世 王 、 王 妃 が ご臨 席 。 両陛下 はバ ンコ クか ら コー ラー トまで試 乗 。

総 工 費 は1758万5000バ ーツ、 総距 離数 は264キ ロに達 す る。

文 献3065,100-110

「ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦119年 ナ コ ンラ ー チ ャ シ ー マ ー(コ ー ラー ト)線 開 通 に 関 す る ご報

告 」 。報 告 書全 文 を 収録.

☆土 木大 臣 によ る コー ラ ー ト線 開通 の報 告 ・上 奏文 と、それ に対 す る国 王の ご返 事 は く文 献311,1斜 一

胴6>に 全 文 収録 。
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BTWM1901/01/14

"Siam'sRailways:AF「enchAPPreciatioバinOoσrr'θrd'月aイ 帥oηg
,フ ラ ン ス 人 が コ ー ラ ー ト線

開通 に危 惧 。

☆ レ ミー ル(Mr.Ch.Lemire)が 、 コー ラー ト線 、 ロ ッブ リー線 の開通 に 対 して 、 フ ラ ンス人 政治 家 に警

告 を 発す る 。

*コ ー ラー トは彪大 な 交 易の 中継 地 で あ り、 コー ラー ト線 が 通 じた こ とで、 ノ ー ンカ ーイか らウボ ンに至

る(フ ラ ンスが 権益 を もつ)地 域の 交易 は、 この新 しい鉄 道 に よ って 支 配 され る だ ろ う

*こ の建 設 が タイ人 の み に よ って実 施 され たな らば 、あ ま り問題 はな い。 東北 タイ は、 土地 開発 で あれ 、

農 業 、工 業 、金 融 で あれ 、外 国人 に対す る コ ンセ ッショ ンは まず われ われ フラ ンス人 にのみ 与 え られ る こ

とを忘 れ るべ きで はな い と主 張。 た だ し、 『週 刊 バ ンコクタ イム ズ紙』 は、何 も事 実 を 知 らな い フ ラ ンス

人 政 治家 へ の警 告 だ ろ う とコ メ ン トす る。。

BTWM1901/02/05

ヨー ロ ッパ人 の 鉄道 局 ス タ ッフ、 ヨハ ネス(Johannes)が 、ペ ッブ リー線 の バ ー ンポ ン地 区 で 、 タイ人

(中 国人?)に 殺 され る 。普 段 か ら彼 は人使 いが 荒 い と言 わ れて いた 。

*2月6日 殺 人犯 人 アー イ ・ニ ンを 逮捕す る。彼 は村 長 の息子 。

PKPSVol.17.627-628:N16

「バ ー ンポ ン地 区 内の べ ッブ リー線土 地 買収 の ため の土木 係官 と地 方係 官 の任命 に 関す る布 告(ラ ッタ ナ

コー シン暦119年)」

*土 木 係 官 は鉄 道局 セ ク ショ ンエ ン ジニ ア補佐 の チ ュ ンヘ ダ ー(◆?外 国 人)★ 、 地 方係 官 は西 部 郡長 の

ル ワ ン ・ポ ラ ホマサ ー ン★

文献3529(RSRS1900)、AnnexF,

ヨー ロッパ人(ド イツ人)の 機関手が給水車によじのぼって墜落。折からとおりかかった貨物車に礫か

れて死亡。

PKPSVol.17.570-571:N15

「ペ ッブリー線鉄道建設の土地に関する土木省布告(ラ ッタナコーシン暦119年)」
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文 献3517、76-77;文 献3518、125-126

タ イ 政 府 とキ ャ ン ベ ル 社 の 間 の コ ー ラ ー ト線 を め ぐる 係 争(4)

〈経 緯 〉*1897年11月 のボ ッセ の調停 案 に対 して イ ギ リス側 は同意 せず 、 ク ラー ク(SirEdward

Clarke)を1899年2月 、 新 裁定 者 に任 命 。

*1900年3月3日 。 クラ ーク はボ ッセ の提案 を再 検 討 し、当 事者 の 聞 き取 りを 再度 行 う ことを 決定 す

る。

*こ の 当時 、ベ ー トゲは コ レラに罹 って病床 にあ る。

☆1901年3月28日 。 ク ラ ー ク は 、 タ イ 政 府 に5万 バ ー ツ で は な く275万 バ ー ツ(16万

ポ ン ド)と い う 巨額 の 賠 償 を 新 た に 勧 告 す る 。

◆原 資料:TelegramPrasiddhitoDewawongse,30March1901,NA5KrasuwangYotha5.3115

*タ イ政 府 は、 ク ラー クの新 提案 を 受 け入れ て、275万 バ ー ツの賠 償金 を支 払 う こ とに同意 したが 、

「この決 定 は、 イ ギ リス との 戦争 に発展 す る動 きを 回避す るため の一 種 の貢 ぎ物 で あ った」(Holmの 解

釈)。 ただ し、 こ う した不 公 正 に対 して は、 チ ュ ラー ロ ンコー ン王 が の ちに非 難 を込 め て コメ ン トして い

る(4月7日 付 け 電報 を 参照)。

BTWM1902/07/25

"SiamIsStateRailway:Adminis重ration"鉄 道 局 の 職 員 に つ い て 『第4回 鉄道 局 年 次事 業 報 告書 』 よ

り。

*1900年 度(ラ ッタ ナ コー シ ン暦119年 度)の 鉄 道 局の 職員 数 は、運 輸 部(TrafficControI

Depa吐ment)は80名 、機 関 車部(LocomotivesDepadment)は25名 、技 術 サ ー ビス部 は不 明。

文献3529(RSRS1900)、6

『第4回 鉄 道 局 年 次 事 業 報 告 書 』 の な か で 、 鉄 道 局 長 ゲ ー ア ッ(H.Gehrts,DirectorGeneralof

Railways)が 、 効 率 的 な 鉄 道 運 営 の 困 難 さを 訴 え る 。 コ ー ラ ー ト線 の ジ ャ ング ル に お け る 熱 病 が 原 因 と 報

告 。
"Thedifficultyinmaintaininganefficienttrafficservicehasincreasedduringtheyearunder

report,owingtotheunhealthinessofthenewlyopenedmountainouspartoftheKoratline,where

junglefeverisprevalentamongsttheemployes."

☆ 鉄 道 局 ス タ ッ フ の 数 は 、 コ ー ラ ー ト線 の 開 通 の た め 、 運 輸 部 が60名 か ら80名 、 機 関 車 部 が20名 か

ら25名 に そ れ ぞ れ 増 加 と報 告 。

◆ 注:1897年 以 降 の 部 門 別 職 種 別 ス タ ッ フ 数 の 推 移 は 、 本 書 の 表V-25を 参 照 。

文 献3529(RSRS1900)、2

全 線 の 乗 車 運 賃 を 改 訂 す る 。 従 来 の1等 、2等 、3等 に 対 して 、 新 た に4等 を 設 置 。 一般 旅 客 の

需 要 に応 え る。 新 料金 体 系 は、 バ ンコク=コ ー ラ ー ト間 が、km当 り、1等 が4・5ア ッ ト、2等 が3

ア ッ ト、3等 が2ア ッ ト。4等 は、 バ ンコク=ア ユ タヤ ー 間が0・9ア ッ ト、 アユ タヤ ー=コ ー ラー ト間

が1・4ア ッ ト。 これ に よ り、 最低 の乗 車賃 は 、バ ンコ ク=ア ユ タ ヤー 間で0・6ア ッ ト、 アユ タヤ ー=

コー ラー ト間 で0・1ア ッ トの 引 き下 げ とな った。 なお 、 同 日か ら、 「山間 部特 別 運賃 制 度 」 も導 入す

る。
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文 献3040,11

北 部 線 、 パ ー ンパ ー チ ー=ロ ッ ブ リー 間 の 全 長43キ ロ が 開 通 。

BTWM1901/04/30

[IANewRiceMill"ボ ル ネ オ 社(TheBorneoCompany)が 新 しい 機 械 精 米 所 を 完 成
。

同社 の 製材 所 の近 くに 立地 。 ボ ル ネ オ 社 の 支 配 人 キ ンチ(E.H.Kinch)(◆ 注:キ ンチ は 鉄道 建 設計

画 を しば しば 申請 した 人物 の 一人)、 同社 の主 任技 師ブ ラ ック(J.K.Black,superin量ending

engineer)、 その 他 タイ の地 元 の精 米 エ ンジニ アや 友人 が参 加 して 開業 式 を行 う。

☆精 米 所 の設備:工 場 と倉 庫 は完 全 に別 にす る。 両者 は木造 であ るが 、エ ンジ ン室 は レ ンガづ く り、 ボ イ

ラー室 は鉄 製 の部 屋 に な って い る。 ラ ンカ シ ャー製 の2つ の ボイ ラー は、長 さ30フ ィー ト、 直 径 が7

フィ ー ト。

*エ ンジ ンは600i.h.P.thedrivingwheelhavingadiameterof18feetwi量haweighlof12tons.

Thelengthofstrokeis48inches,theengineworking60revolutionsperminute.

*工 場 は ダ ウソ ン社(Messrs.DowsonandTaylor)の スプ リ ンクラー を備 え付 け、 電気 をつ けて い る。

生産 能力 は、籾5000ト ン、1等 米 白米2万4000ト ン、24時 間操業 で あ る。 これ らの精 米 用機 械

は ダ グラ ス社(Messrs.DouglasandGrantofKirkcaldy)か ら3万5000ポ ン ドで 購入 した もよ う。

BTWM1904/07/06

"TheDirector -GeneralofRailway"

ゲ ー ア ツ 鉄 道 局 長 が 北 部 線 延 長 路 線 決 定 の た め 、4カ 月 弱 に及 ぷ 北 タ イ 視 察 旅 行 に 出 発 。

1901年1月 初 めか ら4月 末 まで約4カ 月。

*出 発 当時 、 ロ ッブ リー=パ ー クナム ポ(ナ コ ンサ ワ ン)区 間 で レール を敷設 中。 また、 パ ー ク ナム ポ=

ピ ッサ ヌ ロー ク区 間 で は土木 築 堤工 事 と架橋 工事 、 さ らに ピ ッサ ヌ ロー ク=ウ ッタ ラデ ィ ッ ト、 ラ コ ン ・

ラ ムパ ー ン区 間で は測 量 を 実施 中 であ っ た。調査 地 、視 察旅 行 は次 の とお り。パ ー クナ ムポ か らラヘ ー ン

(タ ー ク県)、 ムア ン ・ター ン(MuangTern)、 ラ コ ン ・ラムパ ー ン、チエ ンマ イ。 さ らにム ア ン ・ン

ガオ 、パ ヤ オ、 チ エ ンラー イ まで行 き、チ エ ンセ ンで メ コ ン川 を横切 り帰 途 の旅 に。 ウ ィエ ンパ ー パオ 、

チエ ンマイ 、 ラム パ ー ン、 プ レー、 ウ ッタラデ ィ ッ ト、 ピ ッサ ヌ ロー ク と回 る 。4月 末 にバ ン コクへ戻

る。 ム ア ン ・プ レー 経 由 で は な く、 ラ ムパ ー ンに 直 接 抜 け る 路 練 を 最 終 的 に 決 定 す る 。

*1903年 と1904年 に は、 ピッサ ヌ ロー ク2回 、 ウ ッタラデ ィッ ト1回 、 視察 旅 行 を実 施 。

BTWM1901/05/25

"TheProposedLightRailwayl"

ハ ンス レイ(GHunsley)が 、 プ ラプ ッタバー ト軽 便鉄 道の 事業 化調 査 を開 始す る と報 道 。 ナ ラ ーテ ィ ッ

プ親王 が コ ンセ ッ シ ョンを取 得 した もので 、 ロ ッブ リー線 の バ ー ンガモ ッ トか らプ ラ プ ッタバ ー トを越 え

てプ ラ ナ ラーイ 王 の 旧宮殿 へ とつな が る路線 で、 総 距離 は35キ ロ。

BTWM1901/05/25

1'TheProposedLightRailwayllバ ンコ ク=ア ユ タ ヤー 間の旅 客輸 送 は、鉄 道 が 完全 に河川 輸 送 を駆 逐 し

た と報 道 。 ただ し鉄 道 の運 賃 は1バ ー ッ(4サ ル ン)、 河川 ボー トの 方 は3サ ル ン。

341



BTWM1901/07/17

'IFrenchlndo -ChineseRailwaysllト ン キ ン=雲 南 鉄 道 建 設 計 画
。

*イ ン ドシ ナ総督 と フラ ンス の銀 行 団の 間で交 わ され た、 トンキ ン=雲 南 間鉄 道 建設 の 計画 が フ ラ ンス政

府 によ って承 認 され る 。今 後 は 国会の 承認 が必 要 とな る。 ラオ ケ イ(Laokay)か ら雲南 まで468km。

ハ イ フ ォ ンか らラオ ケ イ は385km。 ハ イ フ ォ ンか ら雲 南 まで の全線 は 、75年 間の権 利 。

BTWM博01/07/08

'IRailwayNdes:VacanciesandChanges'1鉄 道局 の経 理担 当 のパ タ ー ノ ッ ト(Paternott)が 死去 した

ため 、後 任 と して、 コー ラー ト線 のセ クシ ョ ンエ ンジニア の書記 であ るダ ッセ ン(JD.Dossen)を 任命 す

る予 定 と報 道 。 ダ ッセ ンは かつ て ラ ングー ンで 銀行 の仕 事 をや って いた 経験 が あ る。

BTWM1901/09/26

鉄 道 建 設 並 び に 賠 償 金 の 支 出 につ い て 。

*1900年12月 末 まで に、 少 な くと も2100万 バ ー ツが過 去10年 間 の鉄 道 建設 に使 用 され た。 こ

れ らの資 金 は 国の 財政 収 入 か ら充 当 されて い る。 この ほか に、1901年1月 か ら3月31日 まで に 、

キ ャ ンベ ル 社 との 調停 に280万 バ ー ツ、1901年 度 の建 設 に200万 バ ー ツが 使 用 され る。 結 局 、

1901年 度 まで に合 計2700万 バ ーツ とい う彪大 な 資金 を使 用す る こ とにな る と 『財 務顧 問 報告 』 が

報 告 。

BTWM1901/11/26

'量Siam'sSta量eRailways:Replyto電heFinancialAdviser'oイ ギ リ ス財 務 顧 問 の 批 判 に 対 して
、 ドイ

ツ 人 鉄 道 局 長 が 反 論 。

*イ ギ リス人 の 財務 顧 問 報告 書 に よる鉄 道局(R.R.D.)の 鉄道 建設 の 批判 に対 して 、 ゲー ア ツ鉄 道局 長 が

た だ ちに反 論 を行 う。 そ の全 文を 『週 刊 バ ンコク タイ ム ズ紙 』が掲 載。 ゲ ー ア ツ鉄道 局 長 は、 他 国 の初期

の建 設 費 の数 字 を一 覧 と して 掲 げ、 タイ の場合 が 決 して 高 くな く、む しろは るか に 良好 で あ る こ とを強調

す る。

☆ キ ロ メ ー トル 当 りの 建 設 費(バ ー ツ)は 、イ ギ リス(1892年)48万1280、 ドイ ツ

(1893年)21万2000、 ア メ リカ(1892年)13万6900、 イ ン ド(1892年)13万

2400、 ブ ラ ジル(1888年)15万5170、 日本(1893年)12万5620、 ジ ャ ワ

(1890年)11万560、 タイ(1900年)7万2000。

◆注:1902年1月7日 に掲 載 され た 「バ ンコ クタイ ムズ紙 』 の読者 の反 論 も参照 。

BTWM1901/10/10

"AffairsinSiam:Railways
,ATimesCorresPondentatBangkoko'コ ー ラ ー ト線 建 設 苦 力 に つ い

て

*「 バ ンコ ク=コ ー ラ ー ト間が2カ 月前 によ うや く開通 した。 この 建設 に は人命 、資 金 、時 間、 訴 訟(タ

イ政 府 とキ ャ ンベ ル社 の 係争 を指す)の いず れ を と って も、 多大 な 損失 を伴 った。 コー ラ ー ト線 は長 さ に

して260キ ロメー トル にす ぎな いが、 建 設 には8年 間以上 を要 し、そ の間 に32名 の ヨ ー ロ ッパ 人 と

7000名 以 上 の 苦 力 の 死 者 を 出 した 」
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BTWM1901/10/10

"AffairsinSiam:Railways
,ATimesCorrespondentatBangkok"

*現 在 、 鉄 道 局 の 給 与 支 払 い 総 額 は2万2000ポ ン ドに 達 す る 。一 方 、建 設 費 用 は12万 ポ ン ド。

この状 況 で なす べ き こ とは、 財政 不 足の た め十 分 な仕 事 がな い以上 、 過剰 な ス タ ッフを 解雇 す る こ とで あ

る とバ ン コ クタイ ムズ 紙 が報 道 。

◆ 注:暗 に ドイ ツ人 技 師 の解 雇 を示 唆?

*北 部線 の調 査 が現 在 、 始 ま ってい るが 、建 設 ス タ ッフの主 た る関心 はむ しろ南 部線 の 新規 建 設 の 方 に向

か って い る。

BTWM1901/10/10

1'AffairsinSiam:Railways
,ATimesCorrespondentatBangkok'oキ ロ 当 た り建 設 費 の 推 計 。

*建 設費 は105万5100ポ ン ド。1キ ロ当 り3981ポ ン ド。 また、 キ ャ ンベ ル社 との 間の 係争 に よ

り16万1000ポ ン ドの損 害 賠償 が加 わ った ため、 キ ロ当 りの 建設 費 は1600ポ ン ド上昇 す る見 込 み

であ る。 そ れ に諸経 費 雑 費 を加 え る とキ ロ当 り50ポ ン ドが さ らに上 乗せ され る見 通 し。

BTWM1901/10/2.2

1'ALightRailwayCompany。oプ ラ プ
ッ タバ ー ト軽 便 鉄 道 会 社(PrabadTramwayCo.,Ltd、)の 発 起

につ い て 。

*設 立発 起 年月 日は不 明 。1株100バ ー ツ。35万 バ ー ツの資本 金 。3500株 の うち、700株 は 発

起 人 の ナ ラー テ ィ ップ親 王 に無 償割 当。2200株 はそ の他 の発起 人 に割 当。 残 り600株 が 一 般 に公 開

され る。 タール ア か らプ ラバ ー トまでの19kmの 距 離 で、 路線 区 間の木 材、 薪 、石 材 の採 取 権 利 も与 え

られ る。

◆注:路 線 図 は、 本書 の 鉄道 地 図、 図1-2を 参照 。

BTWM1901/10/25

IITheTongkin9 -YunnanRailway"フ ラ ンス ・イ ン ドシ ナ=雲 南 鉄 道 会 社(TheCompagnie

FrancaisedesCheminsdeferdeI'lndo-Chinee量duYunnan)が 設 立 され る 。

*資 本金 は1250万 フ ラ ン。 ラオ ケ イか ら雲南 までの468km。 この 会杜 には 、ハ イ フ ォ ン=ラ オ ケ

イ間 の385kmの 鉄 道 建設 の 権利 も与 え られ る。1903年4月1日 まで にハ ノイ;ハ イ フ ォ ン間 に、

さ らに1905年4月1日 まで にハ ノイ=ラ オ ケイ 間 に、 それ ぞれす べ ての車 輌 、設 備 の配 置 を 完 了す る

ことが義 務 づ け られ る。 ま た、1907年 まで に雲 南 に至 る線 路 の建 設 を終 え る こ とが 条 件。

BTWM1901/11/07

"LigMRailways'。 路 面 電 車 も し くは 軽 便 鉄 道 の 新 しい2つ の 路 線 が 承 認 さ れ る
。

*ひ とつ は 、バ ー ンル ワ ン運 河 の南 側か らチ ョム トー ン寺 につ な が る2・5マ イ ル の距 離 の路 線 。情 報 筋

によ る と、 最近 まで東 京 の タ イ人代 表 だ ったプ ラヤ ー ・リッ トピロ ンローナ チ ェー ト(PhrayaRitbirong

Ronachet)が 権利 獲 得者 と報 道。

*も うひ とつ は 、 キ アム ホ アヘ ン社(謙 和興 行、KiamHoaHen9&ComPany:)の 反 対側 、 サ ー ン運 河 に

沿 って、 バ ー ンル ワ ン運 河 を横 切 り、ペ ッブ リー線 のア マ リン寺駅 につな が る路線 。 この路 線 の 事 業化 調

査 は 、ギ ッテ ィ ンズが 行 った よ うだ 。
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BTWM1901/12/18

'。RailwaysEmployes"鉄 道 の 機 関 手 を イ ン ド鉄 道 か ら確 保 す る
。

*イ ン ド鉄 道 の機 関手3名(Greene,Maddox,Johnson)を ペ ッブ リー 線の 運行 に派遣 。一 方、 セ イ ロ ン

政府 の鉄 道 で 働 いて いた2名(H.Lover,Janies,Robinson)の 機 関手 は、1899年 か らヒ ンラ ップ=

コー ラー ト間 の 建設工 区 で 働 く。彼 らの着 実な 働 きぶ りは さ まざま のセ クシ ョ ンエ ン ジニア の評 価 を得 、

1カ 月分 の 特別 賞与 が給 付 された。

*貨 物担 当課 長(trafficcontroldepartment)と して、 過去5年 間 働 いて い たイ ン ド人(D.Pesbuli)

が、 自分 の 商 売 を始 め るた め に退職 を 申請 。代 わ りに運 輸部 の イ ン ド人(GBomonli)を 任命 す る。 なお

近 い将来 、 そ の 弟が 職を 継 ぐ予定 と報 道。

PKPSVol.18.314:N18

「鉄 道 時 刻 表 に 関 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦120年)」

*1月1日 よ りバ ンコク=ア ユ タヤ ー間 の時刻 表 を変更 。 アユ タ ヤー行 き下 りは 、バ ンコク発午 後3時

42分 、 ラ ンシ ッ ト着午 後4時44分 、 アユ タヤ ー着午 後5時55分 。 他方 、 バ ンコ ク行 き上 りは、 ア ユ

タヤ ー発午 前6時40分 、 ラ ンシ ッ ト着7時52分 、バ ンコク着午 前8時56分 とす る 。所 要 時 間は下 り

が2時 間13分 、上 りが2時 間16分 。

BTWM1902/01/07

1'TheRailwayDispute'o鉄 道 建 設 を め ぐる 英 独 の 角 逐

◆1901年11月26日 掲 載 の 記 事 に 対 す る反 論

*ド イ ツ人鉄 道 局 長の反 証 は誠実 で はな い。 まず 、財 務顧 問 の批判 は上 海 の ドイ ツ人 に よる鉄道 建 設 の 批

判 で あ ってバ ンコ クの そ れ で はな い 。バ ンコ クタイ ムズ紙 の編 集者 は その 点を 明 確 に して いな い。

*パ ンチ ャー ド社 の調査 に よ ったた め、 請負人 の キ ャンベル 氏は ゲ ン コーイか ら先 の 山岳部 の建設 計 画 に

つ い て十 分 な見 通 しが な か った。 一 方、 鉄道 局 も多数 の ス タ ッフを抱 え てい たが 、 当時 は山岳 部 の調 査 が

で きる ス タ ッフが 一人 もい なか った 。 あ とにな って 、鉄 道局 は よ うや く 自分 の所 の エ ンジニ アを調 査 に派

遣 す るが 、 それ も1年 間 だ け、 しか も30km区 間 の調 査 だけだ った。 これ では 到底 コ ー ラー ト線 を信 用

す る ことは で きな い。

*バ ンコ ク=ア ユ タヤー 間 の橋 、駅 はす で に劣化 が 始 ま ってい る。 問題 が多 い。

◆注:1901年10月9日 付 け記 事 も参照 。

BTWM1902/01/07

1[TheRailwayDispute"鉄 道 建 設 を め ぐ る 英 独 の 角 逐

☆ 重 要/す で に(ゲ ー ア ツ)鉄 道局 長 が、 タイ政 府 に対 してすべ て のイ ギ リス人 エ ン ジニ アを解 雇 せ よ と

の提 案 を行 った とい う噂 が あ る。 タイ 政府 は この 提案 を拒否 すべ きだ。 鉄道 局長 は他 国 の建 設費 を 引合 に

出 して 比較 を 行 ったが、 こん な こ とは なす べ きで はな か ろ う。 そん な こ とをす れ ば、 コー ラー ト線 の 数多

くの欠 点 を晒 す こ とに な る だけ だか らで ある。
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BTWM1902/01/14

1'TheBurma -YunnanRailway9'雲 南 向 け鉄 道 建 設 を め ぐ る英 仏 の 角 逐

*フ ラ ンスの イ ン ドシナ 罵雲 南鉄 道建 設の 具体 化 に対抗 して、 イギ リスの なか で も、 ビル マ=雲 南鉄 道建

設 の運動 が活 発化 す る 。

BTWM1902/01/24

"MalayandARailwayQuestion"鉄 道 建設 をめ ぐる英 仏の 角逐

*マ ラ ヤ 半 島 縦 断 鉄 道 の 議 論 の 紹 介

☆2月1日 には イ ン ド、 ビル マ の鉄道 政策 につい ての コメ ン トを掲 載 。1'SiamandARailwayPoIicyo'

BTWM1902/03/21

"RailwayGaugeinSiam"タ イ の 鉄 道 軌 道 の 不 統 一 に つ い て
。

*オ ース トラ リア のバ ラバ ラの鉄 道軌 道 問題 を取 り上 げ た 『ア メ リカ ン ・エ ンジニ ア リング誌 』 の記 事 を

紹 介 しな が ら、 タ イ に警告 を 発す る。

*コ ー ラー ト線 は1・435メ ー トル軌 、ペ ッブ リー線 は1メ ー トル軌 、 他方 、 最近 承 認 され た プ ラ プ ッ

タバ ー ト線 は2フ ィー ト軌 間で あ る。軌 間 の統一 は、 す でに イギ リス、 ア メ リカ 、 イ ン ドで も大 き な 問題

にな って い る。 そ して いず れ の 国で も軌 間 の標準 化 が検討 されて い る。
"SurelySiammightbenefitfromtheseexperiencesbyadoptingauniformsystem

,andthusavoid

beingreferredtoas'anothercaseofbuildingfortodaywithoutregardforthetomorrow.ｰ

BTWM1902/03/27

"TheRailwayTenders"

*タ イ ムズ 紙 やそ の他 の 新 聞 に タイ政 府の外 務省 次 官(SecretaryofStateofForeignAffairs)が 、 鉄道

の車 輌の 公 開入 札 に 関す る政 府 の公 告 を掲 載 した と報道 。 申込 みの期 限 は4月1日 ま で。

◆鉄 道局 が 直 接行 うの では な く、 この 時期 は外務 省 を通 してい る。

文献3530(RSRS1901)、1-2

運 賃 引 き 下 げ と旅 客 数 の 増 加

1901年4月1日 付 けの 運賃 改 訂(引 き下げ と4等 の新規 導入)に よ り、 旅客 数 は 前年 度44万 人 か ら

85万 人 に ほぼ倍 増 。旅 客 収入 も40万4900バ ー ッか ら67万8600バ ー ツへ68%の 増 加 を 示

す。 同 じよ うに、 貨物 収 入 も23万 バ ー ツか ら42万 バ ー ツへ と順調 に伸 びる。 これ は籾 の 搬送 増 加 が貢

献 して い る。

文献5110、141;PKPS

「ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦120年 人 力 車 法 」 に よる と、 乗 車運 賃の 取 り決 めは 次 の とお り。

*距 離25セ ン以 内(1km以 内)客1名4ア ッ ト、 同2名6ア ッ ト

*距 離50セ ン以 内(2km以 内)客1名6ア ッ ト、 同2名8ア ッ ト

*距 離75セ ン以 内(3km以 内)客1名8ア ッ ト、 同2名10ア ッ ト

それ以 上 、1km延 び る毎 に2ア ッ ト増 し。待 ち時 間は15分 か ら1時 間 まで が4ア ッ ト、 それ を越 え る

場 合 には 、1時 間 につ き4ア ッ ト増 し。

◆ 単位:1バ ー ッ=4サ ル ン=64ア ッ ト。
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文献3530(RSRS1901)、4

1902年3月 末 現 在 の車 輌 保有 台数 は次 の とお り。機 関車14輌 、客 車36輌 、貨 車211輌 。

◆注:1897年 以 降 の車 輌 保有 台数 の推 移 は、 本書 の表 皿一1を 参 照。

PKPSVol.18.378-381:N19

「北部線鉄道建設月地買収のための勅律(ラ ッタナコーシン暦121年)」 を公布する。

BTWM1902/07/10

"RailwaysinSiam:ImportanceoftheTenderQuestion"

*ア メ リ カ の 領 事 館 報 告 が 、 タ イ の 鉄 道 業 に つ い て 、 か な り詳 しい 報 告 を 行 う。 そ の な か で 、 過 去10年

間 の 事 業 の 中 で 、 タ イ は 必 要 な 資 材 を 「閉 鎖 され た マ ー ケ ッ ト(Underthepresen量management,which

hasalwaysinsistedonbuyingsuppliesinaclosedmarket,railroadshaveprovedpoor

financieringforthelittlekingdom)」 か ら購 入 して き た 。 そ の 結 果 、 鉄 道 は 王 国 に と っ て 高 い 買 い 物

に な っ て い る 。 す で に 現 在 の 方 法 は 決 定 的 に 間 違 っ て い る と の 意 見 が あ り、 改 善 を と る 方 向 に 向 か っ て い

る 。

◆ 注:公 開 入 札 、 自 由 競 争 を 主 張 す る 報 告 。

PKPSVoi.18.439-440:N20

「北 部 線 ア ユ タ ヤ ー 、 ナ コ ンサ ワ ン州 の鉄 道 建 設 用 地 買 収 の た め の 土 木 係 官 と地 方 係 官 の 任 命 に

関 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦121年)」

(1)サ ナ ーム チ ェー ング村 の土木 係 官 はギ ッ テ ィ ンズ 鉄 道 局 技 師(Gitthins)、 バ ー ンチ ョ ンケ ー は

ス ミス(R.F.Smyth)、 両村 の地 方係 官 は ロ ッブ リー 県都所 在 郡長 ル ワン ・ラー ム ブ ラー ヌ プ ラキ ッ ト。

(2)チ ャイ ナ ー ト地 区 は、 ル ワ ン ・ラ ターチ ャー ン鉄 道局 技 師 とル ワ ン ・ガ セ ー トサ ンパ ヤ ー ン郡長 、

(3)ナ コ ンサ ワ ン地 区 はカ ノ ー ヴ ァ鉄 道 局 技 師(Canova)、 チ ュ ンヘ ダ ー鉄 道 局技 師(?)の2名 と

プ ラ ・パ ユ ハ ピバ ー ン、 及 び ナー イ ・パ ーイ郡長 の2名 を それ ぞれ任命 す る。

◆注:一 般 に土 木 係 官 は外 国人 技 師が 、地方 係官 は当該 地 区の郡 長 が任命 され る こ とが多 か った よ うだ。

文 献3517、114-115

北タイの シャン挨がプ レーで叛乱を起 こす。8月4日 にはラムパーンを攻撃。北部線の軍事目的の鉄

道建設の必要性が高まる。

〈経緯〉

*1901年10月 ラーマ5世 王、ボー トを使ってウッタラディットまで視察旅行を実施。

*1902年1月 南タイのペッブリー線がほぼ建設完了。ラーマ5世 王は、北タイの視察旅行の結果も

踏まえて、北タイ山岳部の鉄道建設の事業化調査を指示する。

*1902年8月 鉄道局の北部線鉄道建設事前調査の報告書が提出される。
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BTWM1902/08/12

'oTheRisingintheNorth"プ レー 県 に お け る シ ャ ン族 の叛 乱 に つ いて
。

☆1902年7月25日 に、 ムァ ン ・ロー ング(MuangLong)の 約300名(600名?)の シ ャ ン族

が プ レーの 町 に押 しか け 、政 府機 関 や警 察署 を襲 った。少 な くともそ の 日に15名 の 政府 役 人が 殺 され

た。 ま た、1万8000ル ピー の金 を強 奪す る。

☆7月30日/北 タイ のサ ワ ンカ ロー クの駐 屯部 隊 の兵士 が 、プ レー に制圧 のた め に派 遣 され る

(BTWM1902/08/08)o

☆8月1日/政 府 はプ ラ ・ス ラ リッ トが率 い る1000名 の 北部 兵士 と、ル ワ ン ・プ ラチ ャ ンが 率 い る

1000名 の別 の 部隊 を プ レー に派 遣す る。指揮 官 はチ ャオ プ ラヤー ・スラサ ック モ ン トリー とプ ラ

ヤー ・ア ヌチ ッ トの二 人(BTWM1902108/11》 。

☆8月11日 、12日 サ ワ ンカ ロー ク、つ いで ピチ ャイ か ら派遣 され た政 府 軍が プ レー に到 着す る。

噂で は シ ャン族 の うち200名 近 くが殺 され、残 りは 山岳 部へ と逃 げ てい った 。14日 頃 まで に は平静 を

取 り戻 す(

BTWM1902/08/14)0

文 献3517、115-116:PubricRecordOfficeFO

鉄 道 局 に よ る北 部 線 建 設 の た め の 調 査 報 告(TheNothernReporl)を 国 王 に 提 出 。

*1902年7月 の 「シ ャン族 の プ レー地 域で の叛 乱」 が大 き く影響 。大 臣会 議 は 、 も し鉄道 が 建 設 され

て いた な らば 、す み やか に鎮圧 部 隊を 派遣 で きたで あ ろ うと判 断。 北部線 の 建設 の加 速 化 に 同意 す る。

◆原 資 料UKR)422156,ArchertoLandsdowne,27August,1902

BTWM1902/10/06

"ln量heRailwayDepar電ment瞠 鉄 道 局 の 機 関手 の 採 用
、 そ の 他 の 人 事 に つ い て 。

*シ ュネ ル(Schnerrド イ ツ人)運 輸 部 長(TrafficSuperintendent)が10月 に帰 国 す る予 定。

*ペ ッブ リー線 の建 設が 完 了 したた め、 ご く一 部 の技 師(Andersen)を 除 い て 、大半 の技 師 は ロ ップ リー

=パ ー クナ ムポ線 の 建設 に振 り向け た。

*イ ン ド人機 関手(Pestonji)を マ ッガ サ ン工 場 の フ ォーア マ ンに昇格 させ る。

*機 関手 の2名(Claessen,Freckmann)が 退職 し、 中国の鉄 道 に移 転 した。 その た あ新 しい機 関 手2名

(Wakil,Tbdd)を イ ン ド鉄 道 か ら、 また別 の2名(Wait,Jacobs)を 英領 マ ラヤ連 邦鉄 道 か ら、 それ ぞ

れ補 充 した 。

文 献3054,241-242

在パ リ全 権 公使 プ ラ ヤー ・ス リヤー ヌワ ッ トとフ ラ ンス外 務大 臣デ ール カ ッセ(TheoPhileDelcasse)の

間で タ イ 仏 橘 定 を 締 結 。 タ イは,ル ワ ンプ ラバ ン,チ ャムパ サ ッ ク,マ ノー プ ライ の領 土 を放 棄 。 そ の

代 わ りにチ ャン タブ リー 県の 領土 権 を全 面 的に 回復。 た だ し,当 時の フラ ンス議 会 は植 民地 放 棄 の 気運 が

強 く,政 府植 民 地省 と対立 。

BTWM1902/10/09

"NewRailwayPolicyinSiam"北 部 線 の 本格 的 な 工 事 開 始 に つ い て
。

*情 報 筋 によ る と、 タイ政 府 は 本格 的 に北部 線 の建設 を 開始 す る こ とを 決定 した。 パ ー クナ ム ポ まで の建

設 は1905年4月1日 の 開通 を 目指 して 、進 め られて い る。 聞 くところ によ る と、工 事 は 拍車 が 駆 け ら

れ、4年 間 以 内 に ウ ッタ ラデ ィ ッ トまで開通 す る こ とを 目指 してい る。
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BTWM1902/10/22

「IAftertheStrikeinBangkok'o人 力 車 夫 の ス トライ キ につ い て
。

*裁 判所 で18名 の 中国人 の 苦力 が裁 判 にかか って いる。 容疑 はニ ュー ロー ドに お いて 、他 の人 力 車夫 を

脅 して、仕 事 を や め させ ス トライキ を強要 した こ と。彼 らは 、石 を投 げて警 察 官 を攻 撃 した。

文 献3517、115;国 立 古文書 館 史料

北 部 線 建 設 の 本 格 的 開 始/ラ ーマ5世 王 、 マ ヒ ッ ト大 蔵 大 臣宛 て の文 書 の なか で、 北 部線 建 設 のた め に

30万 バ ー ツの 建 設資 金 を手 当て す る と、ゲ ー ア ツ鉄道 局 総裁 に伝 え た こ とを 述 べ る。 この金額 は、 ロ ッ

ブ リーか らパ ー クナ ムポ を通 過 して ピサ ヌロー ク、 ウ ッタ ラデ ィ ッ トに 向か う鉄 道 建設 の 開始 を 意味 し

た。

(原 資料NAYo,5.9/13,KingtoMahi電,300ctoberlgO2)

◆か くて 、1902年11月 に 、 ロ ッブ リー 誤パ ー ク ナ ム ポ 間117kmの 区 間 の 建 設 が 開 始 さ

れ る。

さ らに、1903年1月 には、 パ ー クナム ポ=ピ ッサ ヌ ロー ク間139kmの 区間 建設 が 開始 され る。

BTWM1902/12/16

'ITheRailwayTenders瞠'ア メ リカ領事 館 が
、 タ イ鉄道 の公 開入 札 に アメ リカ人 製 造業 者 の 積極 的 な参 加

を訴 え る。

*バ ンコ クの ア メ リカ領 事 が、 あ らゆ る形 での ア メ リカ とタイ との交 易 の拡大 の 奨 励 を決 定す る。鉄 道 局

の公 開入 札 に も積 極 的 に参加 す る こ とを勧 め る。 入 札の 応募 は フ ィラデ ル フ ィアの 商業 会 議所

(CommercialMuseumatPhiladelphia)に も送 付 す る ことを主 張 。

BTWM1903/01/15

"ThePetchaburiRailwayo。 ペ
ッブ リー線 ま もな く開通 。

*国 王 の列 席 を あお ぐ開通 式 の準備 が進 ん で いる。 鉄道 その もの は 完全 に完 成。 す で に砕 石 列車 が走 って

お り、乗 客 も毎月 曜 日に ラー トブ リーか らバ ンコ クに 向か うこの 列 車へ の 同乗 を認 め られて い る。バ ンコ

クか らラ ー トブ リーの帰 りの列 車 は毎 火 曜 日。 ラー トブ リーか らペ ッブ リー行 き の列車 も週1回 走 って い

る。

文献3517、115;国 立 古文書 館 史料

北部 線 、パ ー クナ ムポ=ピ サ ヌロー ク間139km区 間 の鉄道 建設 が 開始 され た 。

◆ 注:1902年8月 の 北部 線建 設調 査 報告 に も とつ く。

PKPSVol.18.525-544:N21

「タ ー チ ー ン 鉄 道 会 社 設 立 勅 許 に 関 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン 暦121年)」

*設 立 発 起 人 は 次 の11名 。 な お 、 建 設 請 負 者 は キ ンチ(PB.C.Kinch):PhrayaPhiPhatkosa;E・M・

Kinch;P.B.C.Kinch;Seagrammer(?);S.Dornesor(?);H.Dehlholm;C.S.Yoth;AC.Hones;

J.Mckay;J.McEwen;C.Sandreczki
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PKPSVol.18,545-547:N22

「北 部線 の 土地 買 収 に関す る勅律 補 遺(ラ ッタナ コー シ ン暦121年)」

*鉄 道 用 地 に指 定 され た場 合 に は、線 路 の両 脇40ワ ー(80メ ー トル)の 用 地 へ の チ ャ ップチ ョー ン

(占 取)、 売買 、譲 渡 を 禁 じる。

BTWM1903/02/12

o'TachinRailwayCompany:FirstReportllタ ー チ ー ン鉄 道 会 社 の 第1回 役 員 会 議 が 開 催 さ れ る 。

ロー ポ ー ヨ ー ム(LohPohYomeRoad)通 りに あ る 本 社 で 会 議 。 出 席 者 は 、 役 員 のEMKinch,J.

Mackay,C.S.George,Th.Kramer,J.McEwen,S.Sandreczki

*1902年12月28日 に 発 足 。 国 王 か ら勅 許 会 社 と して 登 録 を 許 可 さ れ る 。 資 本 金 は25%が す で に

払 い 込 ま れ 、15万8750バ ー ツ に な っ て い る 。

文 献3518、133(注16)

土 木 大 臣 が 、 タ イ 人 エ ン ジニ ア 育 成 の た め に エ ン ジニ ア リ ン グ 関 係 の 海 外 留 学 を 提 案 す るが 、 大

臣 会 議 で 却 下 さ れ る 。

(原 資料:Memorandum16February1903,NA5,KrasuwangYotha5.1/40)

文 献3054,254-256

1902年 の タイ 仏協 定 を受 けて,フ ラ ンス 側 が 「イ ン ドシナ 鉄 道 計 画 」 を 提 案 。(1)ス ワ ンナ

ケー トか らメ コ ン川 を 横 断 し,ノ ー ンカー イを通 過 して再 度川 を横 断,ビ エ ンチ ャ ンに抜 け るル ー トと

(2)ウ ボ ンを 通過 して カ ンボ ジ アに抜 け,さ らに サイ ゴ ンに達す るル ー トの 二 つを 計 画。 フ ラ ンス議 会

の反 対で 同年3月 に計 画 を撤 回す る。

文 献3532(RSRS1903);BTWM1904/09/30

'[RoyalSta量eRailways=TheTrafflcReport
,PetchaburiUne"ペ ッ ブ リ ー線 の 建 設 に つ い て

(1)。 『第7回 鉄 道 局 年次 事 業報 告書 』(pp.4-5)が 、 同線 の建設 につ いて詳 しい報 告 を 行 う。

*1m軌 道 に した の は、将 来 、 ビル マ、 マ ラヤ連邦 鉄 道 と接続 を考 え た ため(4ペ ー ジ)。

*1900年4月 に建設 開始 。

*1901年11月 、 レール の敷 設 を開 始、1902年10月 に完 了 。

*1903年3月31日 に ペ ッ ブ リー線 の 建 設 完 了 。

*総 建 設 コス トは788万 バ ー ツ、 メー トル軌 道 でバ ンコ クノーイ 駅=ペ ッブ リー駅 間151km。km

当 り5万2200バ ー ツ。 予 想外 に コス トが上 昇 したの は、 ヨー ロ ッパ で の鉄 道 資材 の 価格 高騰 と、銀 価

の大 幅な 下 落 によ る。

*151kmの 間 に29の 駅 も しくは停 泊所が あ る。 この うち、バ ンコ クノー イ駅(kmO)、 ター チ ン

河 を横 切 るバ ー ンカ メ ン駅(km34)、 メー ク ロン川 に達す るバ ー ンポ ン駅(km68)、 メ ー ク ロ ン

川 を横 切 る ラー ブ リー駅(km100)、 終 点の ペ ッブ リー駅(km151)の5っ が 主要 駅 。 その ほ か

で は、 プ ラバ トム駅(km48)と ポー タ ラム駅(km82)の2つ が 重要 。 カ ー ブは 、最 小半 径

600mに 押 さえ て緩 やか で あ る。
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文献3532(RSRS1903)4-5;BTWM1904109130

IoRoyalStateRailways;TheTrafficReport
,Pe電chaburiLine"ペ ッブ リー 線 の 建 設 に つ い て

(2)。 『第7回 鉄 道 局年 次 事業 報告 書』 よ り。

*3つ の 鉄 橋(も っと も長 い のは メー クロ ン川 の150m=チ ュ ラー ロンコ ー ン橋)と122mの 木 製 の

橋 を 架 け る。

*鉄 道用 地 の 収用 につ いて 。 土地 収用 はバ ンコ ク ノー イ駅 の周辺 だ けで トラブ ル や困 難 が生 じ、 あ とは順

調 に進ん だ。 費用 は1平 方 米 あた り0・035バ ー ツか ら13バ ーツ 。水 田 の 場 合 に は 、 国 王 の 土 地 と

して 無 償 収 用 。 た だ し、 住 宅 と 果 樹 の 移 転 に か か っ た 費 用 は 、 つ ね に 補 償 して い る(4ペ ー

ジ)。

*土 木工 事 は240万 立 方 米 、147万 バ ー ツの 総 コス ト。1立 方 米 当 り0・614バ ー ツの コス トがか

か った 。最 低 は0・41バ ー ツ、 最高 は2バ ー ッ。

*車 輌保 有 台 数 は 、機 関車8輔 、 客車30輌 、貨 物家 畜車49輌 、砕 石 ・籾 貨 車60輌 、木 材 搬 送車3

輌 、 ワ ゴ ンク レー ン車1輌(5ペ ー ジ)

*転 轍機 と機 関 車車 庫 は 、バ ンコ クノー イ、 ラ ー トブ リー、 ペ ッブ リーの3つ の 駅 にあ る。 また 、修 理工

場 はバ ンコ ク ノー イ駅 に。

BTWM1903111/15;文 献3532(RSRS1903)

1'Siam'sStateRailway;Adminis電rationll鉄 道 局 の 職 員 に つ い て
。r第6回 鉄 道 局 年 次 事 業 報 告 書 』

よ り。

*1902年 度(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦121年 度)の 鉄 道 局 の 職 員 数 は 、 運 輸 部(TrafficControl

Department)が90名 、 機 関 車 部(LocomotivesDepar!ment)が37名 、 技 術 サ ー ビ ス 部 が25名 の 計

152名 。

*な お 、1901年 度(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦120年 度)の 鉄 道 局 の 職 員 数 は 、 運 輸 部(TrafficControl

Depanment)が87名 、 機 関 車 部(LocomotivesDepartment)が36名 、 技 術 サ ー ビ ス 部 が20名 の 計

143名 。

文献3517、121-124;国 立古 文 書館 史料

北部線の建設資金調達をめ ぐっての議諭/鉄 道借款

*従 来から、鉄道建設資金については、(1)外 国借款の利用と(2)国 内財政収入の充当(鉄 道収入は

国庫収入から分離 して鉄道建設のために運用する)の2つ の方法がある。 リベット=カ ルナック財務顧問

は、1902年11月 にタイが金本位制に移行 したことを考慮して、建設資金を外国借款に依存 したほう

が有利との議論を展開する。他方、政府も北部線は全長400kmに 及ぷので、国内財政収入では到底賄

えないと判断。

*テ ーワウォン外務大臣とダムロン内務大臣は、外国借款とりわけイギ リスの借款を利用 して、鉄道建設

の速やかな建設と外交のバランスの維持を主張。これに対してパ リに駐在のス リヤーヌワット・ヨーロッ

パ代表はタイの主権を理由に対英依存に反対する(1903年3月4日 スリヤーヌワットからテーワ

ウォン外務大臣への電報)

*ラ ーマ5世 王は、1893年 のパークナム危機におけるイギ リスの対応に対 して強い不信感を抱 く。

1896年 の英仏のタイ緩衝地帯協定に対 しても不信を募らせる。 しか し、テーワウォン外務大臣たちの

提案を基本的には了承。タイの独立を守ることを最優先する(1903年4月6日)(124ペ ージ)

文 献3040,11

南 部 線 の トン ブ リー=ペ ッブ リー 聞,全 長150キ ロが 開 通 す る。
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文 献3518、126

タ イ 政 府 と キ ャ ンベ ル 社 の 間 の コ ー ラ ー ト線 を め ぐる 係 争(4)。

☆ イギ リスへ の不 信 感 を露 わ に した国 王 の電報(1903年4月7日 の 国王 の在 イギ リス大 使 ス リヤ ー ヌ

ワ ッ トへ の電報)。

「ど うで あれ 、私 達 は もはや イギ リスを信 頼 して いな い。1893年 の 時 に(フ ラ ンス との武 力 衝 突 を指

す)、 大 きな教 訓 を 学ん だ 。 その あ と続 いた一連 の事件 の 時 には、 イギ リスは私 達 を 開発 す る(exploit)

意 図が ま だあ り、 常 に礼 儀正 しく手 を貸 す よ うな態 度を とって きた 。 しか し、 い まや イ ギ リス は私達 を 本

気で 助 け るつ もりは な い。 イ ギ リス も結 局 は、 フ ラ ンス と同 じなの だ」

(原 資料:TelegramKingtoSuriyanuwat7April1903,NA5KrasuwangKan-tangPrathet35/

3)

BTWM1903/04/18

"Le量tersonSiam開
,0θ かafεMRobertdeCaixフ ラ ンス人 に よ るタ イに お け る外 国人勢 力 の 影響 に

つ い ての 議論 。

*パ ー クナ ムか らバ ンコ クまで のチ ャオ プ ラヤー 川 は、 ま るで ドイ ツ の 植 民 地 だ 。 大 半 の船 が い まや ド

イ ツの国 旗 を掲 げ て いる 。

*鉄 道:バ ン コ ク と コー ラ ー ト間 の 鉄 道 は 文 字 通 り政 治 鉄 道(politicalrailway)で あ る。 少 な くと

も60キ ロは 山岳地 の 森 の 中を横 切 って お り、 ジ ャングル の熱 病で1万 人 の苦 力が 発 れ た。263kmの

鉄道 建 設 に7年 間か か ってい る。

BTWM1903/04/27

o'TheSiam -AnnamRailwayProposall'
,Oo〃r〃 θrSa@oη ηa'5。 フラ ンス領 イ ン ドシナ総 督 が 、 ビン

か らハ ッ トライ、 パ ーチ ム ボ ウ ン、 ス ワ ンナケ ー ト、 メ コ ン川 の右岸 、 ウボ ン、 そ してバ ン コク=コ ー

ラー ト線 へ と連 結 す る鉄 道 を 「た だ ちに建設 す る」 よ う決定 した と現 地 の新 聞 が報 道。

BTWM1903/05/20

"TheTenderQuestion:Mr
.RiveU-Carnac8sLe量 量er."0ε ρθ助 θOoloη`a1θ ロ ン ドンの 「タイ ムズ

紙 』 が フ ラ ンス の雑 誌 に載 った記 事 を再 録す る。 これ を カル ナ ック ・タイ 政府 財務 顧 問 が投 書 で議 論 し、

話題 とな る 。公 開 入 札 に お け る ドイ ツ企 業 の 独 占 につ い て

*カ ル ナ ック氏 は 「い ま や タイ の鉄道 は ドイ ツの 独 占 とな り、 ドイ ツ人 の大 臣(◆ 注;鉄 道 局 長 の こ と)

によ って 実 際に は支 配 され て い る。他 の 国の メ ーカ ーが公 開入 札で 鉄道 資材 を 落札 す る ことは不 可 能 だ と

考 え てい る。 」。 とは いえ 、 同氏 は 国王が 入札 を 重視 し、 特定 の国 の メー カー を優 遇す るよ うな措 置 は と

らな い と主 張 した事 実 を紹 介 し、 改 あて大 衆 の関心 を 喚起 した。

BTWM1903/06/04

'IFranceandRailwayExtensioninSiam
.1'コ ー ラ ー ト線 と フ ラ ン ス の 立 場 。

☆イ ギ リスの新 聞 『グ ラス ゴ ウ ・ヘ ラル ド(α おgow〃 θrald)』 の記事 を紹 介 。 フラ ンス は、1902年

に タイ と条 約改 訂 を締 結 す る はずで あ った が、現 在 まで 延期 してい る。 これ は イ ン ドシナ の植 民 地 当局

が 、 コー ラー ト線 を延 長 して メ コ ン川 まで到達 す る鉄 道建 設 計画 を、 で き るだ け フラ ンス に有 利 な よ うに

仕 向 け るた めの 政 治 的意 図が あ るか らだ 。 ラオ スを タイ の影響 力か ら切 り離す こ とが 目的 で あ る。
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BTWM1903106/15

"RailwayMaterialforSiam:OpeningoftheTenderSTo -day ."鉄 道 資 材3万3806ト ン の 公 開 入

札 の 結 果 が 公 表 され る 。 内訳 は 、 レール3万 トン、犬 くぎ950ト ン、 レー ル の継 ぎ 目板1826ト

ン、 ベア リング板750ト ン、 ボ トル、 ナ ッ ト270ト ン、 ス プ リング ウォ ッ シ ャー10ト ン。

*イ ギ リス 、 ドイ ツ、 イ タ リー、 ベ ルギ ー 、ハ ンガ リー 、 ロ シア 、 日本(三 井 物 産)の 計22社 が入 札 。

当初 予定 され てい た ア メ リカの企 業 は今 回 、1社 も参加 しなか った。 一 番低 い価 格 は ベル ギ ーの 会 社。

レー ルは ユ ニ ッ ト当 り6-7ポ ン ド。

*一 括入 札 と、 資 材 ご との入 札 の2つ の形態 が あ り、一 括以 外の 落札 もあ るの か ど うか質 問が で たが 、

ゲー ア ツ鉄道 局 長 は い っ さい 回答 に応 じなか った。

BTWM1903/06/15

"RailwayMaterialforSiam;OpeningoftheTendersTo -day ."鉄 道 資 材3万3806ト ン の 公 開 入 札

の 結 果 が 公 表 され る 。 こ の 入 札 に は 、 次 の 人 々 も 同 席 した 。

★HermannGehrts
,TheDiredor-GeneralonheRoyalSiameseStateRailways鉄 道 局 長

★Kbke
,ChiefEngineer鉄 道 局 技 師 長

*PhrayaSathian
,UnderSecretaryofMinistryofPublicWorks

*W .J.F.WilliamsonActingFinancialAdviser

*C .E.W.Stringer,H.B.H.viceconsul

*Dauphinot
,CommercialAttacheattheFrenchLegation

*ErnestFranck
,Belgian,Charged'Affaires

*J .Mackayetc.

BTWM1903/06/29

"SiameseRailway"乙'oρ1η ノoηofSaigonイ ン ド シ ナ の 人 が タ イ の 鉄 道 建 設 に 危 機 感 を 募 ら せ る
。

"TheSiameserailwaysconstructedwithSiamesecapital;haveenrichedBritishcontractorsand

aboveallGermans,andhavebeendirectedagainstusinsuchamannerastodivertthetraffic

whichsofarhasfollowedthecourseoftheMekong.Overandabovethecommercialdamage

caused,theseLao;wayswilIbefromthepointofviewofstrategy,amenaceofwhichonesees

onlytooclearlytheimportance;havingthusfarseenthem,itonlyremainsforustotakesuch

measuresaswillcounterbalanceSiameseintrigues,andwhichwillassuretousthefree

dominationofacountrywhichbelongstous,andforwhichsomuchFrenchbloodandtreasurehas

beenexpended."

B丁WM1904!02/05

"ThePaknamRailway"

*パ ー クナ ム鉄 道 会社 の 役員 手 当て は月10バ ー ツ ときわ めて低 い。 他方 、 バ ンコ ク ドック社(Bangkok

DockCo.,Ltd.)の 役員 手 当て は 、年1750ポ ン ド(2916バ ー ツ)が 支払 わ れ て い る。
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文献3054,254-256

タイ政府 とフランス政府の間で領土協定.先 の1902年 協定の領土割譲の確認と共に,ル ワンプラ
バン国のフランス領有権の絶対性を認める.ま た,メ コン河流域でのタイ軍隊は,タ イ人兵士及びタイ国

籍を持った指揮官のもとにあること.代 わりに,チ ャンタブリーに駐在のフランス軍は直ちに撤退する.
*同 時に,バ ンコクか らメコン河流域をつな ぐ運河,鉄 道の建設は,タ イ人以外の外国人 と共同

で行なう場合,事 前にフランスとの協議 ・承認を必要 とす る(第7項)/プ ラタボーン国★(当 時,

タイ領)か らプノンペンに至る鉄道の共同建設を将来検討する(第9項).

文 献3517、255

東部 タイに木材搬送用のシーラーチ ャー軽便鉄道の建設をチ ャオプラヤー ・スラサ ックモ ント

リーが申請す る。

文献3532(RSRS1903)、3及 び付 表

第7回 鉄 道 局年 次 事業 報 告書 の 「1903年 度 コー ラー ト線 、 ロ ップ リー線 の 部 門別 運営 費 支 出 内訳 」

に よる と、 鉄 道 局 の 部 門 編 成 は次 の4つ 。(注 部 門別 の支 出報 告 は この年 が初 め て 。 した が って 、 こ

の頃 、4部 局体 制 が定 着 した と見 られ る)。

(1)本 部(HeadOffice)支 出は全 体 の1・6%

(2)運 輸 部(TrafficDepartmenD全 体 の18・32%

(3)機 関 車部(Locomo電iveDepartment)全 体 の34・3%

(4)エ ン ジニ ア リング部 も し くは保線 部(EngineeringforWayandWorksDepa貢ment)全 体 の

45.78%a

ま た、支 出費 目別 で み る と(3ペ ー ジ)、 給与 賃 金34・89%、 一般 支 出3・86%、 保 線34・

09%、 列 車運 行22・29%、 枕 木取 り替え ほか4・87%と な って い る。

◆注 コメ ン ト:運 営費 に 占め る人件 費 の比 重を 国際 比較 す る必要 あ り!!

文献3517、255

ラ ンシ ッ ト運河=プ ラ ーチ ー ンブ リー 間の 鉄道建 設 計画 を ナ ラーテ ィップ殿 下が 申請 す る。結 局 、 認可 せ

ず 。

文献3054,404

在 タイ大 使 館 の ミネ(峰?)が 土 木 大 臣ナ リッ ト殿 下を 通 じて 国王 に、北 部 線 の 鉄 道 建 設 に 日本 人 苦

力 を 派 遣 した い が ど うか と い う打 診 を 行 な う 。 ラーマ5世 王 は,こ の 計画 に反 対,結 局 実 現せ ず 。

◆原 典:NARo5,Yotha5.9/1928/2467,June3,Ro.So,123;do。,14/396,June6,Ro.So.

123.
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文献3517、117-118;国 立 古 文書 館史 料

北 部 線 建 設 の た め の 外 国 人 労 働 力 につ い て(1)イ ン ド人 労 働 者 の 輪 入 計 画 、 日 本 ・オ ラ ン ダ 政

府 へ の 申 し入 れ

*北 部線 建 設 の ため、 ヴ ァイ ラー新 鉄道 局長 は 、 イ ン ドか ら建設 労働 者 の輸入 を ナ リッ ト土木 大 臣に提 案

す る。 また 、オ ラ ンダ政 府 は西 ジ ャワの農民 の雇 用 を、 また 日本 政府 は 日本 の 出稼 ぎ農 民 の 雇用 を進 言 す

る。

*こ れ らの 提案 に対 して 、 ラ ーマ5世 王 は、 労働 力輸 入 は タイの 主権 を侵 犯 す る彪 大 な治 外 法権 を生 みだ

す 恐 れが あ る こ と、鉄 道 局 はす で に、 コー ラー ト平原 の ラオ ス人 を建 設 労働者 と して で き る限 り雇用 す る

方 針 を決 め た はず で あ る こ とな どの理 由で、 拒絶 す る。

◆ 原 資料NAYotha,5.9!19,NaritbKing,3June1904;do.RoyalMemorandum,3June

1904

文献3517、118;国 立 古 文書 館史 料

北 部 線 建 設 の た め の 外 国 人 労 働 力 につ い て(2)中 国 人 労 働 者 と賃 金 水 準

*し か し、鉄 道 局 は結 局 、 ラオ ス人 で はな く中国人 を雇 用す る こ と決 定 した 。理 由は、 政 府 は建 設 完了 を

急 い でお り、 中国 人苦 力 の方 が効 率 的 で募集 が容 易 だ ったか らで あ る。

*中 国人 労働 者 は 、 中国 本土 か ら直 接導 入す るか 、バ ンコクか ら連 れ て きた。 た だ し、 鉄 道 が通 過す る地

区の 中国 人 を雇 用 す る こ と もあ っ た。例 えば 、1905年 には、 ピチ ッ ト=ウ ッタラ デ ィ ッ ト=サ ワ ンカ

ロー ク地 区 の綿 花 農 業 労 働 者(客 家 系 中 国 人)が 、 ピサ ヌ ロー クか ら北上 す る 山岳 地 や、 バ ー ンダ ー

ラー か らサ ワ ンカ ロー ク間 の鉄道 建 設 に参加 した。 なお 、彼 らは 鉄道 建設 の場 合 には 、1日 に1・5

バ ー ツ を 稼 い だ 。 他方 、 綿花 の 収穫 労働 は、 そのあ た りで は1日0・5バ ー ツが 相場 で あ った。

◆ 原 資料NA5Yo,5,1/47,Repon.23December1905

文 献3517、118-120;国 立 古 文書館 史 料

北部線建設のための外国人労働力 について(3)中 国人労働者 に代替 してタイ人憲兵隊、ラオス

人を導入する試み

*中 国人労働者は乱暴で規律を乱す。エンジニアを殺害したりもするので、ダムロン内務大臣は憲兵隊を

建設労働に投入 しようとした(1905年)。 しかし、この案は実現せず、替わりに 「鉄道警察隊」を従

来の首都省か ら分離独立 して拡充 し、取締り壷強化する(1906年4月1日 の記事を参照)

*1907年10月 鉄道局は北部線の建設に、可能なかぎりラオス人を投入することを決定する。

文 献3511,166-167

ドイ ツ人鉄 道 技 師 ヴァイ ラ ー,こ の 日付 けの ドイ ツの 父 親宛手 紙 の中 で,鉄 道 開 通 に よ る 北 タ イ 地 方 の

生 活 の 大 き な 変 化 を 記 録 す る 。 「鉄道 の 開通 によ り,家 の屋 根は藁 葺 きか ら トタ ン屋 根へ 変 わ り,布

地,服,灯 油,ビ ール な どが 入 って きた.灯 油の 値段 は1缶8バ ー ツか ら3バ ー ツに低 下.普 通 の人 々 も

高位 高官 の人 と同 じもの を持 ちつ つ あ る」

◆ 注=ミ ュ ンヘ ンの博 物 館で は現 物 を確認 で きず 。

☆ ま た別 の手 紙(日 付 不 明)で は,北 部線 の 建設 は,洪 水 や地 形 の難 しさ,河 川 の蛇 行,労 働 力不 足 な ど

が 重 な って,困 難 を極 め て いる。 と くに雨 期 は仕 事 にな らな い.エ ン ジニ ア は極 度 に不 足 してい るの で,

月1000マ ル ク(注500バ ー ツ)も 払 って い る.人 足 は中 国人 で,大 半 はバ ンコ クか ら連 れ て き

た.日 当 は1日1マ ル ク」 と報告 。
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文 献3533,7 (RSRS1904/05)

ラー マ5世 王,特 別 列 車 でバ ー ンパ イ ンの離 宮 に旅行.8月7日 にバ ンコ クに戻 る。

文 献3565,29(タ イ文)

タイ 政府,再 度 ヴ ァイ ラー(LuisWeiler)の 雇用 を 要請 す る。

*ヴ ァイ ラ ー の そ の 後 の 職 歴/1896年 にサ ラブ リー まで鉄道 建 設が 完工 した のを 契機 に,ヴ ァイ

ラー は タイ 政府 との契 約 更新 を 断 る.気 候 な どの問題 で タ イは身体 にあ わな い とい うの が理 由。1897

年 か ら3年 間,中 国 の青 島 で鉄 道建 設 に従事.1901年,一 時 ドイツ に帰 国 した後,ヨ ル ダ ンの鉄 道 建

設 に3年 間 従事.タ イ政 府 の要 請 に応 じて再 び タイ 鉄道 局 に復 帰.北 部線 の建 設 を 指導 す る。

文 献3533,7(RSRS1904);文 献3054,340

第3代 目 の タ イ 王 立 鉄 道 局 長 に,ド イ ツ 人 の ル イ ス ・ヴ ァイ ラ ー(Lui8woilor1863-

1918)を 任 命 。1917年6月5日 まで13年 間.彼 は,1893年,ベ ー トゲ 鉄 道局 長 の 招聰 で来 タ

イ.北 部 線 の建 設 工事 を 指揮 す る.

☆建 設工 事 の様 子 や 問題,タ イ の政 治社 会 につ いて,ド イ ツの父 親(も と鉄道 技 師)に 毎週,手 紙 で詳細

に書 き送 って いた(ミ ュ ンヘ ン博物 館 に現物 は所 蔵 され て いる).

BTWM1904/07/06

"TheDirector -GeneralofRailway"ゲ ー ア ツ 第2代 鉄 道 局 長 が 鉄 道 局 を 退 職 して 帰 国 、 後 任 に

ル イ ス ・ヴ ァイ ラ ー(LuisWeiler)を 任 命 す る。

*こ の 日、 ゲ ーア ツ は、 「デ リー号 」 に乗船 して ドイ ツへ の 帰 国の途 につ く。 タイ鉄 道 局 勤務 は11年

半 。一 方 、 ヴ ァイ ラ ーは 、1893年2月 、ゲ ーア ツ と同時 に、鉄 道 局へ 招聰 され、 パ ー ク プ リュウ(サ

ラブ リー)区 間 と ヒ ンラ ップ区 間の鉄 道 建設 の工 区担 当 エ ン ジニ ア(セ ク シ ョ ンエ ンジニ ア)に 任 命 され

る。5年 間 の勤 務 の あ と、 中国 の シ ャ ン トゥンで技術 担 当責任 者(SuperintendingEngineerofChina

ShantungRailway)、 トル コのエ イ シ ャマ イナ ー線 の技 師長(ChiefEngineerinAsiaMinor,

Turkish)を 歴 任 して、 タイ に再度戻 る。

BTWM1904/07/12

"SiameseStateRailways"FarEasternReview
.

*ハ ミル トン ・キ ング(HamiltonKing、 ア メ リカ 人 タイ政 府顧 問)が 寄 稿 。 タイ鉄 道 建 設 の進 捗 に伴 う

鉄 道 資材 の 需要 は彪 大 に な って い る。ア メ リカの メーカ ーは もっと この点 に 関心 を もち、入 札 に応 じるべ

きだ と主 張す る。

文 献3566,119-120

鉄道局長ヴァイラーの日記より(バ ンコク).日 本人,中 国人苦力の導入について(1)

「現在作っているタイの鉄道の建設費は全部で2700万 バーツ.年 間の純収入は100万 バーツだか

ら,建 設費の4%に 相当する.こ の鉄道建設で重要な点は労働の問題だ.鉄 道の大半は人の少ない所を通

過するし,交 通の要所になる川の分岐点もそう多いわけではない.ゲ ーアツは,最 初はイギリスやオラン

ダの植民地から労働力を導入するつもりだった.と ころが,タ イ人はそのことがヨーロッパ諸国との政治

問題に発展することを恐れて,こ の計画に反対 した.」
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文 献3566,119-120

鉄道局長ヴァイラーの日記より(バ ンコク).中 国人苦力の導入(2)

「そこでゲーアツは,政 府に対 して 日本か ら労働者を輪入 しようと計画 し,日 本の会社 と契約を

結ぷ段取 りをつけた.王 都にいる日本の外交官(◆ 注:確 認できず)も,そ の計画に関心を示 した。そ

して,私 たちが働いている(土 木)省 も同意を出そうとした.し か し,最 終段階になって,国 王が これ に

反対 し,中 国人を導入す ることを希望 した。私は国王のこの方針は正しいと思う。その結果,私 は中

国の広東やシンガポールの新聞に,北 部線建設には合計400万 立方米に及ぷ土木工事が必要であるとい

う募集広告を出すことにした。このやり方で,新 しい中国人の請負会社と多数の中国人労働者を募集する

ことができればよいのだが」と日記に記す。

PKPSVol.19.268-269:N23

「ダンロップ氏のサイブ リー州グ リム村か らソンクラー州の間の鉄道建設に対す る国王の勅許契

約書の無効 に関する土木省布告(ラ ッタナコーシン暦123年)」
*す でに1899年3月4日 付けで、ダンロップ氏との契約は破棄を布告している。以後、この契約にも

とつくいかなる権限もダンロップ氏はもはやもっていないことを、重ねて土木大臣ナリットサナラーヌ

ワットティウォンが布告する。

PKPSVol.19.268-269:N24

「ダンロップ氏のナコンシータンマラー ト州の鉄道建設に対する国王勅許の契約を破棄する布告(ラ ッタ

ナコーシン暦123年)」

BTWM1904/08/15,16,17

"RoyalRailwayDepartment:OpeningofTenders"

*鉄 道 局 が 、 ヴ ァ イ ラ ー 鉄 道 局 長 、 ク ロ ー ク 技 師 長(E.Kloke)な ど の 立 会 い の も と 、48輌 の 客 車(1

等 、2等 、3等)、11輌 のguardsandluggagevans、128輔 の 貨 物 車 、 そ れ と 関 連 鉄 道 部 品 ・資 材

の 公 開 入 札 の 結 果 を 公 表 。

*入 札 に 応 じ た の は37社 。 ドイ ツ11社 、 イ ギ リス10社 、 ベ ル ギ ー9社 、 デ ン マ ー ク2社 、 オ ー ス ト

リア2社 、 オ ラ ンダ1社 、 イ タ リァ1社 、 タ イ1社(Messrs.ClarkeandCo.orsiamWagonCo.,Ltd.of

Bangkok)o

◆ 注:詳 しい 情 報 は8月16日 、17日 の 「週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』 に 掲 載 。 も っ と も低 い 価 格 は 、 車

両 が ベ ル ギ ー の 会 社(CompagneCentraledeConstruction,S.A,Belrium)、 ス ペ ア パ ー ツ もベ ル ギ ー

の 会 社3社 だ っ た 。

☆9月17日 、 ベ ル ギ ー の2社 に 決 定 。 車 両 関 係(1-11の 入 札)は コ ンパ ー ニ ュ ・セ ン トラ ー レ社

(CompagnieCentraledeConstructionSocieteAnonyme),Haine,SaintPierre)、 ス ペ ア パ ー ツ

(12-14の 入 札)は ソ シ エ テ ア ノ ニ ー メ ・ラ ン ダ ス ト リー社(SocieteAnonymeL。lndustrie,

Louvain)に 決 定 。 そ れ ぞ れ 入 札 価 格 は も っ と も低 か っ た(BTWM1904/09/17)。
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BTWM1904/10/11

ooANewRailway'03年 前
、1901年 にギ ッテ ィ ンズが 、東部 線 の シー ラー チ ャー 線 の調 査 ・測 量 を

行 う。 しか し、北 部線 の延 長 に建設 資金 を 投入 す るため 、 シー ラー チ ャー線 の建 設 は事 実 上 棚上 げ にな っ

た と、 『週 刊バ ンコ クタ イム ズ紙』 が 報道 。

文 献3566,124-125

当 時 の ピ ッ サ ヌ ロ ー ク の 様 子 。

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(ナ コ ンサ ワ ンと ピ ッサ ヌ ロークの 間).km364地 点の メナ ム川 に鉄

橋 を架 け る仕 事 につ い て。 川 の幅 は通 常 は120mで あ るが,雨 期 で洪 水 にな る と380mに 川 幅 は拡 大

す る./「 ピッサ ヌ ロー クの 町 は,ヨ ー ロッパ 人 の 目か ら見 る と,建 築 も人 口 も大 きい とは 言 えな いが,

その よ うに見 る の は間違 って い る.タ イ のよ うに人 口が 少 な く国土 が広 い 国で は セ ンタ ー にな っ てい る か

らだ.ピ ッサ ヌ ロー クに は軍 人の 姿 も見 いだせ る。 ヨー ロ ッパ 人は 我 々の工 区 担 当エ ン ジニ ア を別 にす る

と,測 量地 図局(SurveyDepartment)の2名 の外 国人 が,1万6000分 の1の 地 図の 作成 に従事 して

いる。 そ の ほか 森林 局 の チー ク材 担 当職員1名 と2名 の宣 教 師が い る」

BTWM1904/11/21

'1TradeofNorthernSiam:Communicalions ."チ エ ンマ イ=バ ン コ ク間 、 チ エ ンマ イ=モ ー ル メ イ

ン間 の 交 通 状 況 に つ い て 詳 し く報 告

*バ ンコ クとチ エ ンマ イ 間。 チ エ ンマイ はバ ンコ クに次 いで 、 シ ャム の第 二の 都 市で あ る。 た だ し、 バ ン

コ クか ら商 品を 納入 す る ため に は、 川の 流れ に逆 ら って ボー トで行 か ざるをえ ず 、5-10週 間 が 必 要

で あ る 。一 方 、 ビル マ の モー ル メイ ンか らチエ ンマイ の交通 は馬や ラバ に よ る輸 送 で あ り、1カ 月 か か

る 。 モー ル メイ ン=チ エ ンマ イ の輸送 は 、1頭 につ き35ル ピー、 っ ま り39ポ ン ド/ト ンとな る。 しか

もモ ール メイ ンか らは小 さな 梱包 品 しか 輸送 で きな い。 なお 、貨物 をバ ンコクか ら送 る 場合 には 、通 常 、

35ル ピー/セ ン、っ ま り17ポ ン ド4シ リングの輸 送 費が かか る。

*ロ ッブ リーか らの北 部線 延 長工 事 は、 この地 域 を しば しば襲 う洪 水 に悩 んで い る。 な お、 バ ン コク=ピ

サ ヌ ロー ク間は1906年 末 に、チ エ ンマイ ま での鉄 道 は1912年 中 に、 それ ぞれ 建 設工 事 を 完 了す る

予定 であ る 。

BTWM1904/11/21

IITradeofNor量hernSiam:Communications ."チ エ ンマ イ=バ ン コ ク 間 鉄 道 建 設 労 働 者 につ い て 報

告

*労 働問 題 が北 部線 の建 設の 深 刻な 問題 で ある 。苦力 の 大半 は これ まで 中国人 で賄 って きた。 現 在 は地 元

の人 間、 と りわ けラオ ス人を 活 用 して い る。 中 国人 苦力 は、 独立 してい るだ け でな く、 よ り高 い 賃 金を 求

めて 、絶 え ず サ ボ タ ー ジ ュ を 行 って い る 。地 元の 労 働力 利用 は、 鉄道 沿線 の 人 口が 希 薄 であ るた め、 望

めな い。 た だ し、地 方 政 府 は地 元の 労働 力 の調達 に熱心 で ある。"

Atpresentsomeoftheofficailsconcernedappeartobeapatetic,nottosayantagonicinthe

matter".

文献3533,7(RSRS1904)

ドイ ツの皇 太子 アダ ルベ ル ト(RoyalHighnessPrinceAdalbert)、 特別 列 車で バ ーパ イ ンの離 宮 を訪 れ

る。 そこで 国王 の歓 待 を受 け る。 その後 、 アユ タヤー を汽車 で訪 れ た後 、6日 にバ ン コ クに戻 る。
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BTWM1905/01/04

タ ー チ ー ン 鉄 道 会 社 の 開 通 式 の 模 様 を バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 が 報 道(1)。

*皇 太 子 ナ コ ン サ ワ ン殿 下(ChaoPhrayaKrommakhunNakhonsawan)、 ナ レー ト土 木 大 臣 、 テ ー ワ

ウ ォ ン外 務 大 臣 、 プ ラ ヤ ー ・サ テ ィ ア ン土 木 省 次 官 、 イ ンタ ラ テ ィ ボ デ ィ地 方 政 府 省 次 官 な ど王 族 、 閣 僚

が 多 数 参 加 。 そ の ほ か 、 ル イ ス ・ヴ ァイ ラ ー 鉄 道 局 長 、 キ ン グ(HamiltonKing)、 稲 垣 満 次 郎 、 ベ ケ ッ

ト(W,RD.Beckett)、 ウ ェ ス テ ンガ ル ト(J.1.Westengard)な ど も列 席 。

*一 方 、 タ ー チ ー ン鉄 道 会 社 関 連 者 の 出 席 は 次 の とお り。PhrayaPhiphat-kosa(Chairman》;H,C.

Andersen(Manager),;P.B.C.Kinch(Contractor),L.Th.Unverzigt(Secretary),;E.M.Kinch

(Director),;J.Mackay(Director)J.McEwen(Director),;C.Sandreczki(Director);Mrs.

Lenz.

B丁WM1905/01/04

タ ー チ ー ン鉄 道 会 社 の 開 通 式 の 模 様 を バ ン コ クタ イ ム ズ紙 が 報 道(2)。

*33キ ロメー トルの距 離 。 全部 で8っ の駅(Bangkok,Tala電Pin,BanKhunChien,BangPoh,Ban

NamChun,KhokKwai,BangKhom,Thachin)を 設 置。2輌 の機 関車(計4600kg)を 運 行 。建

設 費用 は110万 バ ーッ 。

*午 前9時10分 にゲ ス トを 乗せ てバ ン コクを 出発。10時20分 に ター チー ン駅 着 。 帰 りは午 前10時

55分 発 、12時10分 着 。 最高 時速 は45km。

BTWM1905/02/10

"TheSiam -BurmaRailwayScheme"

が 大 き く取 り上 げ る 。

ビルマ=タ イ=雲 南 鉄道 につ いて、 『ラ ングー ンタイ ム ズ紙 』

文 献3533,7(RSRS1904}

プ ラ バ ー ト(プ ラ プ ッ タ バ ー ト)で の お 祭 り。20日 まで特別 列車 を運行 。 例 年 同 じ。2月11日 か

ら20日 ま で この お祭 りを汽 車で 訪 れた 人は計3万2723名 。約4万 バ ー ツの 営業 収 入(4ペ ー ジ)が

ある。 この ほか,11月19日 か ら24日 に行 な われ る プ ラバ トム(ナ コ ンパ トム)の お祭 りに も,2万

2883名 の 人 出 が あ り,こ の2大 祭 りが鉄 道の 稼 ぎ頭 と報告 。

文 献3566,129

セ ク シ ョ ン ・エ ン ジニ ア の 国 籍 別 分 布 に つ い て 。

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラーの 日記 よ り(バ ンコ ク)。1905年 現 在,鉄 道局 の 職員 は313名.う ち243名

が ス タ ッ フ,70名 が エ ンジニ ア(Bau)で あ る.ス タ ッフ部門 の多 くは タイ人,エ ンジニ アは 外 国人 が 占

め る.鉄 道 工 区 の 建設 工 事を 指揮 す る工 区担 当エ ン ジニ ァ(Sektionsingenieuren,superintending

engineer)は 計17名.内 訳 は ドイ ツ人8名,イ ギ リス 人4名,タ イ 人2名,デ ンマ ー ク人2名,イ タ リ

ァ人1名 とな って い る。
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BTWM1905/03!09、23-25

ooARoadtoPenang"マ ラ ヤ 半 島 縦 断 道 路 建 設 計 爾 につ い て
。

*サ イア ム ・エ ン ジニ ア リング協 会(TheEngineeringSocietyofSiam)で ウェ ステ ンポル ツ

(Westenholz)が 、 ペ ナ ン=バ ンコク間の 縦断 道路 建設 の 可能 性 とそ の経済 効 果 につ いて基 調 講演 を行

い、 大 きな 話題 とな る。 そ の時 の講 演記 録 を3ペ ー ジにわ た って掲 載。

*シ ンガ ポ ー ル=ペ ナ ン=バ ン コ ク の 所 要 時 間:現 在 、郵 便船 はペ ナ ンか らシ ンガ ポー ル が36時

間、 シ ンガ ポ ール か らバ ンコ クが4日 間弱 かか って い る。 も し、 道路 が で きれば 、 ペ ナ ンか ら半 島 の道 路

入 り口まで3時 間 、 そ こか らペ ッブ リー まで600マ イ ル、30時 間、ペ ッブ リー か らバ ン コク まで高 速

の船 で4時 間、 計37時 間 で 済 む 。 予定 され る建 設 費用 は1マ イル 当 り2800バ ー ツ、 計168万

バー ツと見 積 る(24ペ ー ジ)

◆注:3月24日 、3月27日 、3月30日 、4月5費 日、4月23日 に も、 この 問題 の 特 集記 事 を掲

載 。

BTWM1906/03/09

'ITheStateRailways"鉄 道 局が2つ の 支 線 建 設 を 検 討 中 と報道 す る
。

*北 部線 、 ピチ ャイか らス コ ー タイ も し くはサ ワ ンカ ロー クに接続 す る支 線 。 これ に よ り幹線 と ヨム川 の

中心 地 を鉄 道で 結 ぷ こ とに な る。サ ワ ンカ ロー クの 場合 に は、支 線 の全長 は30km。

*南 タイの ペ ッブ リー線 の プ ラバ トム駅 か ら北上 して スパ ンブ リー に接続 す る支 線 。 プ ラテ ー ンを 迂 回 し

てス パ ンブ リー に行 くと、支 線 の全 長 は92km。

文 献3517、255

南タイ、ナコンシータンマ ラー ト=ロ ーンピブーン間の鉄道建設計画を地元住民が申請。タイ政

府は認可 したが建設されず。

文 献35鳩7、125;FAR1906,9

外 国 借 款/タ イ 政 府 、 最 初 の 鉄 道 借 款 を 結 ぷ 。100万 ポ ン ド、 年4・5%の 利 子 。

(原 資 料MinistryofFinance,月 θρoπofε θ々 月 ηa〃01amdγ,5θ1o〃 孟ヵθ 助(プgθfof5,a加for孟 ヵθ

Yearof1906/1907,1907,p.9)

StatisticalYearbook1923No.8,78

外国借款/第1回 鉄道借款協定の締結について。合計100万 ポン ド、利率は4・5%。

鉄道建設資金の補充のため、国庫準備金への組み入れを条件に、イギリス(香 港上海銀行)と フランス

(インドシナ銀行)に 依頼 して、ロンドンとパリで公募する。元本の返済は、遅くとも1911年3月 か

ら。
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BTWM1905/03/30

'IAR(旧dbPenang"ペ ナ ンか らバ ン コ ク ま で の 建 設 費 用 見 積 りの 訂 正
。

*ウ ェステ ンホル ツの 試 算 では 、km当 り1700バ ー ツ、 合計200万 バ ー ツ。 しか し、バ ンコク タイ

ム ズ紙 に寄 せ られ た試算 で は 、(1)く い打 ちにkm当 り20バ ー ツ、(2)整 地 に100バ ー ツ、

(3)土 木 工事(12m幅)に は 、kmあ た り9600立 方 米 の土壌 が 必要 と して4320バ ー ツ、

(4)舗 装 工事(4m幅 、15cmの 厚 み)に1200バ ー ツ、(5)橋 梁 建 設 に はkmあ た り320

バ ー ツ、(6)労 働 者 や資 材 の置 き場 建設 費 に(1)一(5)の10%の 費 用596バ ー ツ。合 計 、

1km当 り6556バ ー ツ。 した が って、1000kmの 道 路 に は656万 バ ー ツ 、 ウ ェステ ンポ ル

ツの試算 の3倍 以上 の 費用 が かか る と主 張。

文献3534,3(RSRS1905)

*コ ー ラー ト線 と同様,北 タイ線 の建 設 のた めの砂 利石 は現地 で調 達.

*北 部 線 の た め の レー ル は,す べ て イ ギ リ ス に 発 注 。3万 トン,17万2000ポ ン ド。 なお 、 その

他 の鉄 道 資材 用 の鉄 鋼 製 品3万 ポ ン ドは,ベ ル ギ ー の 会 社 に 発 注 す る 。 ロ ッブ リー か らの レール 敷設

は,1905年4月1日 か ら開始 した。

BTWM1905/04!13

"RailwaysinSiamoI2つ の 新 し い鉄 道 支 線 建 設 計 画 が 浮 上 す る
。(1)現 在 のバ ンコク=タ ーチ ー

ン間 の ターチ ー ン鉄 道 とほぽ 同 じ距 離(38km)で 、 ター チー ン、 ナ コ ンチ ャイ シー 川か らメ ー ク ロ ン

川 河 口を結 ぷ 路 線 、(2)コ ー ラー ト線 の支線 で 、 コー ラー トの駅 か らムー ン川 の ター チ ャ ンを結 ぶ

17kmの 路 線 。

BTWM1905/05/22

'ProposedSiam -CambodiaRailway'

☆ サ イ ゴ ンの新 聞 『オ ピニ オ ン紙 』 に
、 ジロ ウな ど(LieutsGiraud,Leroy,ChauveDを メ ンバ ー とす

る鉄 道建 設調 査 隊 の提 案 が掲 載 され る。 計画 で は、 コム ポ ンチ ャムか らウボ ンにつ なが る路線 。

文献3534,7(RSRS1905)

鉄 道 局 の 技 師 長 ク ロ ー ク(Kloke,ChiefEngineer)が 退 任,ド イ ツ に 帰 国 す る 。7月12日,新 し い 技

術 担 当 責 任 者(SuperintendingEngineer)と し て,ド イ ツ 人 メ イ ヤ ー(Meyer)が 就 任 。

文献3534,7(RSRS1905)

土 木 大 臣 に 新 た に ク ロ ム マ ル ワ ン ・ナ リ ッ ト親 王 を 任 命 、プ ラヤ ー ・ス リヤー ヌ ワ ッ トは退任 。

BTWM1905/06/24

1'TheKing'sTour'1国 王 の 南 タ イ 旅 行(6月21日 一7月11日)の 公 式 日程 が発 表 され る
。

☆6月21日/特 別 列 車 でバ ンコー ク ノーイ を 出発。22日/プ ラチ ュア ップキ ー リー カ ンで 泊 ま り。

23日/チ ュム ポ ン、25日/ソ ンク ラー に到 着 、29日/ト レ ンガ ヌ、30日/バ ッタニ ー、7月2日

/ナ コ ン シタ ンマ ラー ト 同地 に しば らく滞 在、 大型 船 で沿岸 を視 察。7月11日 、 バ ン コクに戻 る。
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文献3517、256

サ ラ ブ リー=タ ン ヤ ブ リー 間 の 鉄 道 建 設 を シ ュ ミ ッ ト社(Schmidt,FertschandGo.ofBangkok)

が 申 請 。結 局 、認 可 せず 。

PKPSVol.20.284-291:N25

「メークロン鉄道会社設立の国王勅許に関す る布告(ラ ッタナコーシン暦124年)」*設 立発

起人はタイ側7名 、外国人8名 。

PKPSVol.20.294-296:N26

「東部線鉄道建設用地買収のための勅律(ラ ッタナコーシン暦124年)」

PKPSVol.20.296-299:N27

「東部線鉄道建設用地買収に関する土木省布告(ラ ッタナコーシン暦124年)」

文献3536,14(RSRS1907)

国王,勅 令 によ り,東 タイ 線(バ ンコ ク=チ ャチ ュ ンサオ 間)の 鉄道 建設 のた めの 土地 収 用 を指 示 。全 部

で1787ラ イ の土地 の

収用 。 費用 は全体 で約5万 バ ー ツ、1ラ イ 当 り28バ ー ツで収 用す る。*東 タ イ 線 の 建 設 は1905年

11月 か ら 開 始.

PKPSVol.20.300-301:N28

「東 部 線 鉄 道 建 設 用 地 買 収 の た め の 係 官 任 命 に 関 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦124年)」

*ル ワ ン ・ラ ッタ チ ャー ン鉄道 局 職員 ★を土木係 官 に、 ル ワ ン ・ノラパ ックプル ッテ ィコー ン首 都省 職 員

を クル ンテ ープ州 の地方 係 官 に それ ぞれ任 命。 一 方、 プ ラーチ ン地 区で は 、ル ワ ン ・ラ ッター チ ャー ンを

土木 係 官 に、 ル ワ ン ・ガ セー トサ ンパ キ ッ ト・チ ャチ ュ ンサオ 県都 所在 郡長 を地 方 係 官 に それ ぞれ 任命 し

た。

BTWM1905/11/02,22

*1904年4月1日 よ り北 部線 ロ ッブ リー=パ ー クナ ムポ 間の レー ル敷 設工 事 を 開始 す る。 まず ロッブ

リー駅 か ら レー ル を敷 設 、の ちパ ー クナム ポ駅 側 か らも レー ルの敷 設 を進 め、1905年8月28日 に 両

者 がつ な が って 、 レール の敷 設 を完 了 した 。
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PKPSVol.20.319-320:N29

「北 部線 鉄 道建 設 用 地買 収 の ため の係 官任命 の た めの布 告(ラ ッタナ コー シ ン暦124年)」

*ア ッカ ーマ ン(◆ ドイ ツ人 のア ル トマ ンか?)、 フア ドン村 のセ ク シ ョ ンエ ン ジニ ア を土木 係 官 に、 ル

ワ ン ・ナ ロ ンル ア ング リ ッ ト、 ピッチ ッ ト県副 知事 ★を地 方係 官 に それ ぞれ任 命 した。

BTWM1905/09/18

o'TheSiamStateRailways .'Ir第8次 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1904年 度 版)」 の 要 約

を、 「週 刊 バ ンコ ク タイ ムズ紙 』 が紹 介す る。

BTWM1905/08/09

"TheSiameseTramwayCo
.,Ltd.9110月1日 、 サイ ア ム路面 電車 の 開業式 を 予定 通 り行 うと報 道 。30

輌の 電車 を い っき ょに投 入す る。 国王 用 には特 別 電車を 準備 す る と報 道 。

*発 電設 備 は 、200KW直 流 方 式(BowetandLindlay)で3基 、 コ ンデ ンサ ー は ウ ィー ラー社

(WheelerEngineeringCo.,Ltd.)の 製 品 を使用 す る。

*建 設 は 途 中1週 間 、 中 国 人 苦 力 が サ ボ タ ー ジ ュ に 入 った り して 問題 があ った。 休 日を要 求、 も しく

は監 督官 が 手 間仕 事 を認 め な い ことへ の不 満に端 を 発 した ス トライ キ。 ス トラ イキ の あ とは 、十 分 の休 暇

を与 え た。

BTWM1905/08/09,11-12

9'TheSiameseTramwayCo
.,Ltd.:OfficialOpeningbyTheKingooサ イ ア ム 路 面 電 車 の 開 業 式 典 を 国

王 ご 臨 席 の も と行 う。

*午 前8時 前 、皇 太 子が サ ー ムセ ー ンの ドゥア ンタ ワ ンノー ク通 りにあ る会社 の本 社 に到 着 。 さ らに午 前

8時 少 し過 ぎに 国王 が到 着 。 ナ ラーテ ィ ップ親 王(会 社 の会 長)と 役 員 が 出迎 え る。 それ まで に会 場の 周

りは 見物 客 で こった が えす 。

*国 王が 銀 製 の最 後 の ボル トを締 め る。 その あ と、 ナ ラー テ ィ ップ 親王 が国 王 に ご報 告。 建 設 は19・

5km、 ち ょ うど18カ 月 で完 成す る。

*朝 食の あ と、パ イ ロ ッ トカ ー、 ロイ ヤル カー 、 その他4輌 の車 輌 に試 乗 し、路 線 を ひ とわ た り回 る。 会

社支 配人 の ス ミス(Smyth)が 国王 一行 を案 内 した。

*午 後1時 か ら4時 半 まで は、 一般 客 に公 開す る。

*10月2日 か ら営 業 開 始 。

文献215,156

ボリパットスクムパン殿下(当 時,海 軍局長)の 国王への上奏文(10月3日)の 中で,日 本が

1904年 に,海 軍省 に対 して研鯵生の派遣を打診 してきた。タイとロシア,他 のヨーロッパ諸国

との友好関係の維持を理由に,海 軍は当面は断った.し かし,ド イツへ2名 派遣する費用で日本には8名

派遣できる.国 費節約のためには日本留学も検討した方がよいと国王に具申する.
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BTWM1905/10/09

"TheSiamBudgd:FinancialAdviserReport"ラ
ッタナ コー シ ン暦124年(1905-1906年)

の財政 報 告

*政 府 は、 ヨー ロ ッパ ー般 投 資 家 に、鉄 道 を通 じた わが 国 の開発 に参 加 す るよ うに ア ッ ピールす る。

*昨 年 の 建 設費 の 返却 の ため に、す で に25万 ポ ン ドの特 別 資金 を一 般財 政 か ら移 転 させ て い る。 残 りの

65万 ポ ン ドにつ いて もす で に手 当て はすん で お り、今後 の建設 費 も確保 。 全体 の 鉄 道借 款 は90万

5000ポ ン ドに のぼ る見 込 み であ る。 。

BTWM1905パ1/01

"TheRoyalRailwayDePadment:TheOPeningohheNewLine
.ol北 部 線 、 バ ー ン パ ー チ ー=パ ー

ク ナ ム ポ(ナ コ ン サ ワ ン)間 が 開 通 。 国 王 、 皇 子 、 王 族 な どが 多 数 ご臨 席 の も と 、 バ ー ンパ ー チ ー 分 岐

駅 で 盛 大 に 開 通 式 が 開 か れ る 。

☆ この 開 通 式 に 出 席 した 主 な 外 国 人 技 師 、 鉄 道 職 員(こ の 日、 功 労 者 に 授 勲 が な さ れ る)の リス トは 次 の

と お り。

☆WeiIer,L(鉄 道 局 長 》;Schnerr,F.(運 輸 部 長};Meyer,H.K.(技 師 長 兼 秘 書 長);

☆Gmins,H・;Passmore,N・K・;Goetz,A.;Doehring,V,;Smyth,RF.(以 上 、 工 区 担 当 エ ン ジ ニ ア/

セ ク シ ョ ンエ ン ジ ニ ア);

☆Fenrich,0・;Thiel;KuangGini(以 上 、 本 部 事 業 部 職 員 》;Galland,L;Go量thard,M.(以 上 、 工 場 ・

機 関 車 サ ー ビ ス 部};Neidhardt(運 輸 事 業 部};

☆LuangRamphaiphong;LuangRattacharnprachak(以 上 、 ア シ ス タ ン ト ・セ ク シ ョ ンエ ン ジニ ア}

☆NaiThongYou(HeadclerkofTechnicalOffice);KhunPhinit;KhunWichit(駅 長)

文 献3534,2-3(RSRS1905)

土 木 大 臣 が 国 王 に 「ロ ッ ブ リ ーか らパ ー ク ナ ム ボ へ の 鉄 道 延 長 につ い て 」(10月31日)と 題

す る 詳 細 な 報 告 を 提 出 す る.ま た,11月1日 に は,同 線が 開通(118キ ロ).鉄 道局 局 長 ヴ ァイ

ラーが,そ の経過 報 告 を英 文 で 提 出す る。

☆ パ ー ク ナ ム ポ ー 線 につ い て.1897年12月 に ロ ッブ リー線 の 建設 開始.ロ ッブ リー まで の 開通 は

1901年4月1日.1902年5月 か ら ロッブ リー=パ ー クナ ムポ 間の 工事 開 始.パ ー サ ック河 を横切

る102メ ー トル の鉄橋 を建 設.そ の他,2つ の 鉄橋,28の 木 製 の橋 を架 橋 。木 製 の枕 木 に替 え て,鉄

鋼製 品の枕 木 を初 めて 試験 的 に使 用す る.

文献3040,11

ロ ッブ リー 営 パ ー ク ナ ム ポ 間,全 長117キ ロが 開 通 す る 。
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文 献3534,3(RSRS1905》

ヴ ァイ ラー の報 告。 パ ー ク ナ ム ポ 線 に つ い て(続 き).

☆ 北部 線 の線 路 レール の 発注 は,約3万 トン(17万2000ポ ン ド相 当)は,イ ギ リス に対 して行 な

う.そ の他,マ イ ナ ーな 資材(3万 ポ ン ド)を ベ ル ギー に発注 。

☆パ ー クナ ム ポ線 の ため,12輌 の機 関 車(ド イ ッ,51万2000バ ーツ)と187輌 の客車,貨 物 車

(ベル ギ ー,3万9000バ ー ツ)を 発 注す る.

☆ 同線 の キ ロ当 り建 設 コス トは4万8200バ ー ツ.コ ー ラー ト線 は単 価が6万7000バ ーツ,ロ ッブ

リー線 は4万8200バ ー ツ,南 部 ペ ッブ リー線 は5万3300バ ー ッ.

BTWM1905/11/02,22-23

北 部 線 ロ ッブ リー=パ ー ク ナ ム ポ 間 建 設 の 歴 史(1)

☆ 『第8回 鉄 道 局 年次 事 業報 告書(1904-1905年)』 、北 部線 、バ ー ンパ ーチ ー か らパ ー クナ ム

ポ間 開通 に伴 い、 北部 線 の建 設 の詳 しい 報告 を 国王 に奏上 。 『週刊 バ ンコ クタイ ム ズ紙 』 が その 内容 を 詳

し く報道 。

☆前 史 と建 設 史

*1898年11月 バ ー ンパ ーチ ー=ロ ッブ リー 区間 の レール敷 設 開始 。

*1900年7月23日 、 レー ルの 敷設 が完 了。 鉄鋼 製 の枕木 は6・5バ ー ツ、 それ に対 して木 製 の 枕木

は1・50か ら1・75バ ー ツ と安 く、 国 内で調 達 で きる。

*1900年 末 か らロ ッブ リー=パ ー クナ ムポ 間118kmの 建設 を実 質 的 に開 始す る。 しか し、

1901年3月 、 建 設 を 中 断 。 す べ て の 資 材 、 人 力 を 南 タ イ の ペ ッブ リー 線 の 建 設 に 回す 。

1902年5月 、 パ ー クナ ム ポ線 の 建設 を再 開す る。

*1904年4月1日 よ り ロ ッブ リー駅 か らレール の敷 設開 始。 の ちパ ー クナム ポ駅 か ら も レー ルの 敷 設

を進 め、 両 者が つ なが った のが 、1905年8月28日 。

BTWM1905/11/02,22-23

北 部 線 ロ ッ ブ リー 篇パ ー ク ナ ム ポ 間建 設 の 歴 史(2)

☆建 設 費 用 につ い て:

*土 地収 用 費 は、km当 り60バ ー ツ、ペ ッブ リー線の2091バ ー ツに比べ は るか に安 くす む 。

*土 木事 業 は120万 バ ーツ 、1立 方米 当 り0・75バ ー ツ、 も しくはkm当 り1万170バ ー ツ。 これ

はペ ッブ リー線 の0・61バ ー ツ、km当 り9208バ ー ツ よ り高 くっ く。

☆鉄 道 建 設 資 材 に つ い て:

*レ ー ル の 発 注 は 合 計3万 トン、20万2000ポ ン ドに達 す る。 この うち17万2000ポ ン ドが イ

ギ リス、残 りの3万 ポ ン ドは ベル ギ ーの会 社 に発 注す る。

*機 関車 、車 輌 は、 パ ー クナ ムポ線 が12輌 の 機 関車(ド イ ッに発 注、51万2000バ ー ツ)、187

輌 の 客 車 は ベ ル ギ ー に 発 注 。

BTWM1905/11/02,22-23

北 部 線 ロ ッ ブ リ ー=パ ー ク ナ ム ポ 問 建 設 の 歴 史(3)国 王 が 鉄 道 建 設 の 国 家 的 重 要 性 を 強 調

☆ 以 下 の 文 章 は 、 鉄 道 局 長 の パ ー ク ナ ム ポ 線 開 通 に 対 す る 国 王 の 感 謝 と 激 励 の 言 葉 。

"Isimplyrepeatwhatiswellknownwhenlsaythattheconstructionofrailwayshasnotonlythe

greatestinfluenceuponthedevelopmentofacountry,butisalsothemoststrikingevidenceof

thatdevelopment.Nopublicworkdevisedbyhumaninventionhasproducedsomarkedaneffect

upontheadministrationofacountryanduponthecharacterandprosperityofitsinhabitants"
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BTWM1905/11/14

"BangkokandWirelessTelegraphy"

ドイ ツ ・テ レフ ンケ ン社 の 技 師 ロー レンツ(OscarLorenz)が 、蘭領 東 イ ン ドのバ タ ビア等 に 出 張す る。

ロー レンツ は、 タイ に お ける2ケ 所(バ ンコク と コー シーチ ャン)の 無 線 電信 基地 の 実 験作 業 を 指導 して

きた。 帰 国後 、 タイ政 府 が テ レフ ンケ ン社 の2つ の電信 基地 を 引 き継 ぐが ど うか につ い ての 決 定 を下 す 予

定。 た だ し、 問題 は2つ 。 初期 投 資の 回収 を ど うす るか 、 そ して タイ人 に無 線 電信 を 維持 で きる技 術 能力

が あ るか ど うか 。

BTWM1905/09/29

o'TheRoyalRailwayDepadment'1鉄 道 局が 建設 す るペ ー トリユ ウ線
、 公式 には東 部 線(Eastern

Line)の 建 設 が、11月 末 よ り開始 され る予定 と報 道。 この 建設 は 、イ ギ リス 人の ギ ッテ ィ ンズ

(Gittins)が 担 当す る予定 であ る。

BTWM-1905/12/11,10-13

8'TheFirstCensusinSiam:MemorandumontheCensusl'最 初 の 人 ロ セ ン サ ス の 結 果 を 発 表
。r週

刊 バ ンコ ク タイ ム ズ紙 』 が要 約 して 紹介 す る。

*ゴ ラ マガ ー ン ・ア ムパ ー(郡 長)、 パ ラ ッ ト・ア ムパ ー(副 郡長)、 村 の古 老 な どの 協 力 を得 て 実施 す

る。詳 しい 報告 は後 期12州(モ ン トン)の み。 全 国 の 人 口 合 計 は668万6846人 。

◆ 前 期 調 査8州:337万2146人/(1)イ サ ー ン(東 ラオ ス)91万5750人 、(2)ウ ドン

(北 ラオ ス)57万6947人 、(3)バ ン コ ク49万8677人 、(4)パ ー ヤ ップ48万5568

人 、(5)ク ラ ンタ ン30万 人推 定 、(6)ケ ダー21万9000人 、(7)ブ ー ラパ ー20万8868

人 、(8)ト レンガ ヌ11万4895人 。

◆ 後 期 調 査12州:330万8032人/(1)ナ コ ン シタ ンマ ラ ー ト64万5545人 、(2)ア ユ

タヤ ー48万4236人 、(3)コ ー ラー ト40万2068人 、(4)ラ ー トブ リー34万4402人 、

(5)プ ラ ーチ ー ンブ リー28万2053人 、(6)ナ コ ンチ ャイ シー24万6734人 、(7)ナ コ ン

サ ワ ン22万8497人 、(8)ピ ッサ ヌロー ク19万6739人 、(9)プ ー ケ ッ ト17万8599

人 、(10)チ ュムポ ン12万9901人 、(11)チ ャンタブ リー9万4977人 、(12)ペ チ ャ

ブ ー ン7万4281人 。

文 献206,27-28

海 軍 兵 学 校 の 海 外 研 修 第1号 と して,研 修 生11名 を,日 本 に 派 遣.海 軍 の資 金 を使 用.7名 は海 軍

兵学 校 の生 徒.残 り4名 は特待 生.

☆ 「デ リー」船 で1905年12月19日,出 発.シ ンガ ポ ール経 由で 日本 へ.日 本 海軍 は機 密保 持 の た

め,軍 事 演 習 ・研 修 の受 け入 れ を拒 否.機 械エ ン ジニ ア リングの研 修の み を認 め る.11名 の うちの一 人

は,1909年 に神戸 で研 修途 中,病 死.こ の ことか ら3年 以 上の研 修 で あ った こ とが類 推 で きる.

◆注:以 後,海 軍 海外 研 修 生 を デ ンマ ー ク,イ ギ リスな どに拡 充 して い く.〈11名 の研 修 生 の リス ト

は,文 献206,27-28に あ り〉

文 献3065,136-137

「ラ ッタナ コー シ ン暦124年

す る報告 」 、全 文 を収 録 。

国王 のバ ー ンパ ーチ ー,ロ ッブ リー,パ ー クナ ムポ 線建 設 の ご視 察 に 関

365



PKPSVol.20.466-467:N30

「ピチ ャイ地 区、 ウ ッタ ラデ ィッ ト地 区の鉄 道 建設 用地 収用 の ため の土 木係 官 、地 方 係 官の 任命 に関す る

布 告(ラ ッタ ナ コー シ ン暦121年)」

*1903年3月1日 の 布 告 に したが い、係 官 を任命 。 土木 係官 は 、 当時 ウ ッタ ラデ ィ ッ ト地 区で 鉄道 建

設 に 従事 して い たセ ク シ ョ ンエ ン ジニ ア、 ゴーツ(AGoe[orGo廿)を 、地 方係 官 は ピサ ヌ ロー ク州 の官

吏 プ ラ ・ウ ィチ ッ トキ リー★を任命 す る。

文献3517、256

ペ ッ ブ リー 冨 ナ コ ン シ ー タ ン マ ラ ー ト=ソ ン ク ラ ー=ケ ダ ー 間 の 南 部 線 の 建 設 計 画 を 在 タ イ の イ

ギ リス 商 会 ル イ ス ・Tレ オ ノー ウ ェ ン ズ 社(LouisT,Leonowens,Ltd.)が 申 請 す る 。結 局 、認 可

せ ず 。

文 献3517、130-131;国 立 古文 書館 史料

イ ギ リス の 商 会 ル イ ・Tレ オ ノ ー ウ ェ ンズ 社(LuisT.Leonowens,Ud.)が 、 ペ ッ ブ リ ー か らケ

ダ ー ま で の 半 島 縦 断 鉄 道 の 提 案 を タイ 政 府 に 行 う 。

(原 資料NA5Yo,5.5/26,LeonowenstoSuriya,3February1906)

*す でに 、 イ ギ リス の鉱 山会 社 は スズ鉱 石 や資材 を 運搬 す るため に 、半 島部 の鉄 道 の建 設 を 要請 して い

た。 イギ リス側 は これ を よ い機 会 と見 て、 タイ政 府 に圧 力 をか ける。 バ ンコ クのイ ギ リス領 事ベ ケ ッ ト

(W.R.D.Becke量t)は 、ル イ ・Tレ オ ノ ー ウ ェ、ンズ社 の提 案を推 進 しよ う とす る。

*1906年5月 ス リヤ ー ヌ ワ ッ トは、南 部線 の 建設 は あ くまで政 府 の主導 権 を 残す べ きで、 民 間 企 業

導 入 に 反 対 す る 長 文 の 提 案 を 大 臣 会 議 に 提 出 。

国立古文書館史料

プラヤー ・スクムナイウィニ ット土木大臣より国王への奏上。タイ人エンジニアの問題について

く1)a

*タ イには鉄道建設の技術がないため、 ドイツ人技師を多数招聰して建設を行なった。完成した後は保線

の仕事があるが、タイ人自身でこれを行なうこともできない。そのたあ、再び外国人に頼らざるをえな

い。

*運 輸事業は、現在 ドイツ人のシュネルのところで一括して行なっている。タイ人をこの分野で使うため

には長い時間がかかるので、これまた外国人に頼るしかない。
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国立古文書館史料

プ ラヤー ・ス クム ナイ ウ ィニ ッ ト土木 大 臣 よ り国 王へ の奏 上 。 タ イ 人 エ ン ジ ニ ア の 問 題 につ い て

(2)a

*ヴ ァイ ラー鉄 道 局長 の方 針 。 比較 的 や さ しい技 術 で済 むの は㍉(1)運 輸 関係(exPloitationsection)

と、(2)保 線 事 業の2つ 。 こ の2つ の 部 暑 に タ イ 人 を 送 り込 み 、 そ こ で 実 習 を 行 な わ せ て 、 徐 々

に タ イ 人 エ ン ジニ ア を 育 成 す る方 が よ い と い う方 針 。'

*ヴ ァイ ラー は鉄 道局 の 中 では 絶対 的 な権 限を持 って お り、 これ に意 見を 述 べ る ことが で き るの は 国王 し

か いな い。 で きれ ば、(ヴ ァイ ラーを牽 制 す るため に も)鉄 道局 全体 を監 督 す る外 国人 顧 問 を任命 す るの

が賢 明 で あ る。 その候 補 と して は 、す で に15年 間、 タイ の鉄道 局 で働 いて い るギ ッテ ィ ンズが よい。

◆資 料:NAR5Ydha5.1/40,"RuangEngineedhainaiKromRotfai.。 「fromNaretbtheKing,

February23,1906.

文献3566,136

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ーの 日記 よ り(バ ンコク).「 い まは コ メの季 節 で ある.今 年 は と くに作 柄 は よい.バ

ンコク に輸送 され る コ メの量:は,平 均 して1日 に10ト ン積み の 貨車 で70台 に及 ぶ.今 年 度(農 業 会

計)の コメ の収入 は高 い と思 う」,

文 献3566,137

鉄 道局 長 ヴ ァイ ラーの 日記 よ り(バ ンコ ク).「2月15日 に,国 際公 示 広告 を 行な い,300輌 の 貨物

車 の納 品 を募 った.同 じよ うに,16輌 の機 関車 の公 募広 告 も行 な った.3輌 の で っか い貨 物 車牽 引用機

関車 は,す で にハ ノ ーバ に あ るエー ゲ ス トル フ社(EgestorffinHannover)に 発 注 した.メ ナ ム川 に架 け

る鉄橋 の 資材 の 国 際入 札 も現 在 行な うと ころで ある.こ れ はタ イで一 番大 きな橋 に な る予 定 だ.最 初,私

は こ の 鉄 橋 資 材 を ドイ ツ に発 注 しよ う と した が,す ぐに イ ギ リ スか ら ク レ ー ム が つ い て し ま っ

た.イ ギ リス,フ ラ ンス,ベ ル ギー の値 段の 見積 り もとる計画 で あ る.こ れ は現在,激 しい 国際競 争 に

な って い る.国 際 入札 を 行 な う と,フ ラ ンスは決 ま って敗 け,ベ ル ギーが た いが い落 札 す る.入 札 の条 件

の一 つ に,橋 の 設 計 にか な った資材 の形 状 を定 めて い るの で,今 回 は ドイ ツが 落札す るだ ろ う し,私 もそ

う信 じてい る」 と 日記 に記す 。

文献3534,3(RSRS1905》

2448年 度の コー ラ ー ト線,ロ ップ リー線の 現在 の車 輌保 有 台数 は,機 撰坤18,客 車36,貨 車

251輌.

☆パ ー クナ ムポ線(ナ コ ンサ ワ ン:北 部線)の ため の車 輌 は,機 関車1'を,-客 車187を 新 た に購 入 し

た.機 関 車 は す べ て ドイ ツ に 発 注 。51万2000バ ー ヅ.187輌 の 貨 車 は ベ ル ギ ー の 会 社 に 発

注.3万9000ポ ン ド.い ず れ も会 社名 は不 明

文献3534,3(RSRS1905)

路 線 別 キ ロ メ ー トル 当 りの 建 設 コ ス トは次 の とお り.コ ー ラー ト線6万7000バ ー ツ,ロ ップ リー

線4万8200バ ー ッ(総 額205万 バ ー ッ),ペ ッブ リー線5万3300バ ー ッ,パ ー クナ ム ポ線5万

7600バ ーツ(推 定),全 体 の平均 は6万0703バ ー ツ.
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文 献3517、119;国 立 古文 書館 史料

鉄 道 警 察 隊(RailwayPolice)の 本 部を 、従 来 の首都 省(Minis量ryofLocalGovernment)か ら分 離 独
・立 し

、鉄 道局 の 直 轄 とす る。

☆設 立 の 背 景:1904年 以 降、 中国人 労 働者 を使用 して 北部線建 設 を 行 って き たが 、 中国 人 た ちは 凶暴

であ り、 エ ンジニ ア を殺 害 した り喧 嘩が 絶え な い。 その ため 取 り締 ま りを強化 す るため に、鉄 道 警察 隊 を

拡 充 強化 し鉄 道 局 の直 轄 とす る。人 員 は72名 。

◆原 資料NAYo,5.1/33,telegramSuriyabKing,5December1905;do.,23May1906

文 献215,156

ボ リパ ッ トス クム パ ン殿 下(当 時,海 軍 局長)の 国王 へ の上 奏文(5月15日)の 中で,海 軍 兵学 校 の 生

徒 を特 別 研修 生 と して,す で に 日本 に送 り,川 崎 港 な どで研修 を受 けて いる こ とを,国 王 に ご報 告.

文 献3566,137-138

鉄 道 局長 ヴ ァイ ラー の 日記 よ り(バ ンコ ク).「 今年 は,コ レラで死 ん だ ヨー ロ ッパ人 が 多 い.普 通 は

ヨー ロ ッパ人 が 死 ぬ こ とは珍 しい こ とだ」 と 日記 に記 す 。以下,運 河 の水 が 問題 で あ る こ と.対 策 と し

て,彼 らは 自分 達 で井 戸 を掘 った こ とを 記録 す る。

文 献3517、132-133;国 立 古文 書 館史 料

ラ ー マ5世 王 、 日本 へ の 関 心 を 示 す 。

*ラ ーマ5世 王 、 タ イ陸軍 司 令官 の ナ コ ンチ ャイ シー親王 を 、 日露 戦争 の戦 勝 式典 に 日本へ 派遣 す る。

*1907年1月 タイ海 軍 、神 戸 の川 崎造 船 に4隻 の軍艦 を発注 す る

◆原 資料:大 阪 毎 日新 聞1906年2月16日;報 知 新 聞1907年1月5日 ほ か)

BTWM1906/06/05

o'TheMinisterofPublicWorks
."プ ラ ヤ ー ・ス ク ム ナ イ ウ ィ ニ ッ トが 新 し い 土 木 大 臣 に 任 命 さ れ

る 。 も と の 土 木 大 臣 プ ラ ヤ ー ・ス リヤ ー ヌ ワ ッ トは す で に 大 蔵 大 臣 に 就 任 して い る 。

*プ ラ ヤ ー ・ス ク ム は 、 当 時 、 ナ コ ン シ ー タ ンマ ラ ー ト州(モ ン トン)の 総 督(HighCommissionerof

theMonthonNakhonsritthamrat)

文献3005,15

陸 軍 エ ン ジニ ア 課(KongThahanEngineor)を 軍 工 兵 局(KromThahanChang)に 改 組 す

る。 土木 工 学 、道 路 ・橋 ・建物 な どの 建設 技術 の訓 練 を担 当。
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文 献3566,138-139

鉄 道 局 長 の 北 部 線 建 設 視 察 旅 行 。

鉄 道 局長 ヴ ァイ ラーの 日記 よ り(ピ チ ャイ とピ ッサ ヌ ロー クの間)。 「ウ ッタラ デ ィ ッ トの 町か ら陸路 で

ラ ムパ ー ン とメー ワ ンを 目指 して 出発す る.こ の よ うな旅 は大 変 なので,十 分 な事 前 準備 が 必要 だ.そ こ

で,40名 の運 搬 人,荷 物運 搬 用 の2頭 の象,6頭 の馬か らなる旅 行隊 を編 成 して出 発 した.こ の旅 程 は

山が 多 い.キ ャラバ ン隊 が通 る 山道 は 狭い が,私 が 思 った以 上 に,人 の往来 は多 い よ うだ.ウ ッタ ラ

デ ィッ トは,メ ナ ム川 の 船 の終 点 であ り,同 時 に北 部や東 部 に 向か うキ ャラバ ン隊の 始発 に もな ってい

る.こ のキ ャラバ ン隊 は,そ こか らさ らに中国南 部 や仏領 イ ン ドシナへ と向か ってい く」(P.138)

「ウ ッタ ラデ ィ ッ トか らラムパ ー ンの 都 に行 くに は7日 間か か る.人 口は5万 人,バ ンコ久 チ エ ンマ イ

に次 ぐ,タ イ で は第 三 の都 市 で ある」(p.139)

BTWM1906/08/03

51TheBudgetReport:RailwayConstruction"外 国 借 款/鉄 道 借 款 につ い て
。

ラ ッタナ コー シ ン暦123年 、 ロ ン ドン とパ リで起 債 した鉄 道借 款100万 ポ ン ド(ネ ッ トの 受 け取 りは

90万 ポ ン ド5000ポ ン ド)(1450万 バ ー ツ)の 残 高は 次の とお り。1904年 度498万

6976バ ー ツ、1905年 度 、580万 バ ー ツ。 したが って 、371万3024バ ー ツの残 。 残 高 は

14万 ポ ン ドを 現金 で ロ ン ドンの香港 上 海銀行 の 口座 に、残 りは ヨー ロ ッパ 諸 国の政 府 債 券 に投 資 す る。

BTWM1906/09/01

噛oTheRoyalS電ateRailways:AnnualRePod
.1'r第9次 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1905年

度 版)」 の 要 約 を 、r週 刊 バ ンコク タイム ズ紙』 が紹 介す る。

BTMW1906/9/12,19-20

機 関 車16輌 の 公 開 入 札/鉄 道局 、客 車用 機 関車9輔 とそ の補充 部 品、 貨物 車用 機 関車7輔 とその 補充

部 品の公 開 入札 を 行 う。 イ ギ リス、 ドイ ツ、ス イ ス、 ス ウェーデ ン、 フ ラ ンス、 ア メ リカ な ど計34社 が

入 札 に参 加 。結 局 、 ドイ ツのハ ノー ヴ ェル シェ ・マ シネ ンバ ウ社(HannoverscheMaschinenbauAG・

vermallsGeorgEges量orff)が 落札(BTWM1906/11/27)。

BTWM1906/09/12

"TheRailwayTenders .胴9輌 の客 車用 機 関車 と7輌 の貨 車用 機 関車 の公 開入 札 の結 果 を 公表 。 計34社

が入 札(別 表作 成 、 参照)。

☆11月27日 、 ドイ ツ の会 社(HannovascheMaschinenbau)に 決定 。

文 献3517、256

ペ ッブ リー=英 領マ ラヤ間の鉄道建設計画をダブ(R.W.DufD及 びイギ リス金融 グル ープが申請

する。認可せず。
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PKPSVol.21.93-94:N31

「北部 線 の鉄 道 用地 の 土 地所 有者 の 変更 を禁 止す る勅 律(ラ ッタナ コー シン暦125年)」

*線 路 の 両脇40ワ ー(80メ ー トル)の チ ャ ップチ ョー ン、譲 渡、 売買 を禁 止 す る布 告 。

文 献3518、'133(注16)

タ イ 人 エ ン ジ ニ ア 育 成 の た め に 、 土 木 大 臣 ブ ラ ヤ ー ・ス ク ム が エ ン ジニ ア リ ン グ 関 係 の 留 学 推 進

の 提 案 を 行 う が 、 大 臣 会 議 で 却 下 さ れ る

◆注:原 資 料:SukhumbKing,24November1906NA5,KrasuwangYotha5.1/50

国立古文書館史料

プ ラヤ ー ・ス クム ナイ ウ ィニ ッ ト土 木 大 臣よ り国 王へ の奏 上。 タ イ 人 の 鉄 道 局 長 の 可 能 性 に つ い て 。

*フ ラ ンス人 の リノヴ ェ ンズ(?)の 意見 、 タイ の鉄道 局 長 はタ イ人 であ るべ しとい う意 見 を まず 紹介 す

る。

*方 針 と して は 、北部 線 、 南部 線 、東 部線 に それ ぞれ別 の 国の鉄 道 局長 を任 命 す る と い う方 針 。

*仮 にタ イ人 を鉄 道局 長 に任命 した と して も、 それに 見合 う知識 が な い。結 局 、 外国 人技 師の意 見 を 聞か

ざるを得 な い こ とにな る。 また、 タ イ人 を鉄道 局 長に し、 現在 の局 長 を顧 問に 替 えて も、 また彪 大 な給 与

を払 わ な い とい けな い 。

◆ 注:タ イ人 鉄道 局長 の実 現 に はま だ消極 的 な態 度。

◆ 資料:NAR5Yotha5.1140fromPhraySukhumnaiwiniUotheKing,November24,1906.

PKPSVol.21.95-99:N32

「北部線鉄道建設用地の収用に関する布告(ラ ッタナコーシン暦125年)」

PKPSVol.21.102-103:N33

「東部線から分岐しチャオプラヤー川貨物駅に至る鉄道建設用地の土地所有者の変更を禁止する勅律追補

(ラッタナコーシン暦125年)」

PKPSVol.21.105-106:N34

「東部線から分岐しチャオプラヤー川貨物駅に向かう鉄道建設用地の買収に関する布告追補(ラ ッタナ

コーシン暦125年)」
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PKPSVol.21.107-115

「EnglnoorlngSociotyofSiamCo.⊥td.に 国 王 の 勅 許 を 与 え る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン 暦

125年)」

*設 立 発 起 人 は 次 の17名 。

*HommanvanderHeide;C
.Sandrezcki;MomrachawongSuwaphan;H.???;Jonnason;T.H.

Golemann(?);E.Boch;J.Mackay;J.Stratchon(?);J .Sanvatora(?);H.Polano;JohnM.

Dunlop;G.H.Mann;C.W.Andersen;J.Bock;J.W.Hansley.

◆ 注:主 と して デ ン マ ー ク人 、 オ ラ ン ダ 人 、 ドイ ツ人 、 イ タ リア 人 な ど で 構 成 す る 。

文 献206,36

海軍機械エ ンジニア学校を新設.海 軍兵学校の生徒から選抜して,エ ンジニア訓練の専攻コースを設

置.海 軍軍事教育局管轄,5年 制.

◆注:タ イ最初の本格的な機械工学専門の学校か?

文献3065,146

「ラッタナコーシン暦125年 プラットホームに入って汽車に乗る場合には,駅 で切符を買う必要があ

ることについての土木省鉄道局の説明」、全文を収録。

PKPSVol.21.115

「土木大臣の地位に関する布告(ラ ッタナコーシン暦125年)」

*プ ラヤー ・スクムナイ ウィニ ッ ト土木大臣代理を、正式の土木大臣に任命する。

プ ラ ヤ ー ・ ス ク ム ナ イ ウ ィ ニ ッ ト(PhrayaSukhumnai-winit:PanSukhum)が 土 木 大 臣 に 就 任 す

る(1907年11月 ま で).

BTWM1907/01/03

"ARailwayBridge
."北 部 線 の ウ ッタ ラデ ィ ッ ト近 くの川 に架け る橋 の建 設 の公 開入 札 を実 施 。 イ ギ リ ス

の 会 社(ClevelandEngineeringCo.ofDarlington)に 決定 。 建設 費用 は総 額12万 ポ ン ドに 達 す る。
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BTWM1907/02/06

1'ARailwayBridge
.ooシ ンガ ポ ー ル の 新 聞 が 南 部 線 の 建 設 計 画 に つ い て コ メ ン ト。 イ ギ リ ス 、 ドイ

ツ 、 タ イ の 対 立 が 露 わ にな る 。

☆バ ンコ クか ら南 に延 び る鉄 道 の建 設計 画 は、 半 島 に権 益 を有す るイ ギ リスの 関 心を 呼 ん で いる 。建 設 を

担 当す る鉄 道局 、 したが って建 設 自身 も ドイ ツ人 の支配 下 に ある。 もっ と も重 要 な 問題 は 、バ ン コク、 ペ

ナ ン、 シ ンガ ポ ール 間 の運 輸 の権 限が ドイツ人 の手 に渡 るか もしれ な い とい う こ とで、 そ うな れ ば 由 々 し

き こ とだ と、 警告(1月8日 の記事)以 下は これ に対す る 『週刊 バ ンコク タイ ム ズ紙 』 の解 説 。

☆TheDirector-GeneralofRailwayshad,hefe随sure.nodesireto巳IGermanise"theline,butl

evenithehad,hewasnotarmedwithefficientpowertodoso.

☆建 設 の ため の 新 しい鉄 道 借 款300万 ポ ン ド(4・5%利 付 き)は 、 ドイ ツが75万 ポ ン ド、 イ ギ リス

とフ ラ ンスが そ れ ぞれ112万5000ポ ン ド提供 して い る。 借款 へ の貢献 は ドイ ツが も っ とも少 な い

と、 暗に南 部 線 建設 を ドイ ツ人が 行 うこ とを牽 制 。

文 献3518、133(注16)

タイ 人 エ ン ジニ ア の 育 成 方 針 。

タイ人 エ ン ジニ ア 育成 の た め に、 タイ人 と ヨー ロ ッパ人 のエ ンジニ アの賃 金 率(payscales)を 同等 にす

る とい う提案 を 、 土木 大 臣 プ ラヤー ・ス クムが行 うが、 若い 王族 の 関心 を引 き起 こす こ とは なか った、 と

イギ リス 大使 館 が 本 国へ 報告(原 資 料:BeckeUtoGrey,17January1907PRO,FO422/61)

StatisticalYearbook1923No.8,80

外 国 借 款/第2回 鉄 道 借 款 の 橘 定 を 締 結 す る。300万 ポ ン ド、 利 率 は4・5%。

*鉄 道建 設 費用 の 補 充の ため 、(1)ロ ン ドンで は香港 上海 銀行(HongkongandShanghaiBanking

Corporation)が112万5000ポ ン ド、(2)パ リでは イ ン ドシナ銀行(BanquedellndoChine)が

112万5000ポ ン ド、(3)ベ ル リンで は ドイ ッ ・ア ジァ銀 行(Deutsche-AsiatischeBank)が75

万 ポ ン ドを 、 それ ぞれ 引 き受 け る。元 本 の返済 は1913年3月 か ら。

PKPSVol.21.128-129:N35

「北 部 線 鉄 道 建 設 用 地 の 買 収 の た め の 土木 係 官 と地 方 係 官 を 任 命 す る 布 告(ラ ッ タ ナ コ ー シ ン暦

125年)」

*1906年11月27日 の 布告 に もとづ き係 官 を任命 す る。 ラムパ ー ン都 地 区 まで の 土木 係 官 は、 当 時

ウ ッタ ラデ ィ ッ ト地 区 の 建設 を担 当 してい た地区 責任 者 カ ノー ヴ ァ(イ タ リア人:GCanova,Division

Engineer)。 他方 、 地方 係 官 は、 ピチ ャイ地 区を ル ワ ン ・ナ リナー トセニ ー/ピ チ ャイ 県 副知 事貢が 、 ラ

ムパ ー ン地 区を ル ワ ン ・プ ー トン トゥラー ヌ ラ ッグ が、 パ ーヤ ップ州 プ レー 地 区を ク ン ・スラバ ンノラ

ガ ー ゾ が 、 それ ぞれ任 命 され た。
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PKPSVol.21.148-149:N36

「東部線の新工場建設のための土地拡張に関する布告追補(ラ ッタナコーシン暦125年)」

◆注:マ ッガサ ン鉄道工場を指す。

BTWM1907/09/20

8'RoyalRailwayDepartment:Expansionandlmprovements
.闘新 し い機 関 車 修 理 工 場 の 建 設 契 約 に

つ い て 。 建設 は順 調 にい ってお り、 現在 は メイ ンテ ナ ンスの 作業 が始 ま った 。

☆新 しい機 関車 修 理工 場 の 建築 請 負 い工事 は、 イ ギ リスの コル ペ ッ ト(AJ.Corbett,represen量ativeof

StraitsEngineeringSyndicate)に6000ポ ン ドで 与 え られた 。新 工場 は マハ ー ナ ー ク運 河の サパ ー

トゥーム に建設 の計 画 。

☆一 方 、修 理工 場 に備 え付 ける電気 機 械設 備 は ドイ ッ企 業 に1750ポ ン ドで 発注 の 予定(◆ 注:実 際 は

イ ギ リス の会社)。

◆ 注:11月23日 の 『週 刊バ ンコク タイ ムズ紙』 の 報道 を参 照。

文 献3517、120;国 立 古文 書館 史料

北 部 線 建 設 の た め の 外 国 人 苦 力 ・労 働 者 に つ い て 。

*同 労 働者 は、可 能 な か ぎ り中 国人 では な くラオ ス人 を雇 用す る方 針 を、 鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ーが ス クム 土

木 大 臣に伝 える 。

(原資 料NA5Yo,5.9/13,WeilertoSukhum,240cbber1907)

◆ 文献5110(Wiyada,PP.125-126)。 年 次 は 明記 して いな いが 、1902年 か ら1907年 の フ ァイ

ル の 中 に、北 部線 建 設 で は 中国 人苦 力が 人手不 足 を 背景 に たえず賃 上 げ要 求 を行 って い る。 その た め、 中

国 人 に対 抗 して 、 イ ギ リス 保 護 民 の ケ ー ク ガ ー リ ン グ族 、 フ ラ ンス保 護 民 の カ ム 族 な ど を 導 入

し、 賃 金 の 引 き 下 げ を 図 ろ う と した 。

BTWM1907/11/23

新 しい鉄 鋼製 の 客車 修 理 ・組 立 工場 は、 ホ ワ ー ズ 社(HowarthErskineLtd.)が 建 設請 負 を獲 得 した 。

また 、工場 はイ ギ リス製 の資 材 で作 るだ け でな く、備 え 付 ける3台 の電気 モ ー ター も著 名 な イギ リスの 会

社 ヒギ ンズ社(Higginbostom&MannockLtd.,Manchester)が 納 品す る こ とに な った。 ホー ワーズ 社 は

か く も重大 な工 事 を獲 得 して、 ま こ とに 目出度 い と報道 。(BTWM1907/11/22)

◆ 注:ド イ ツ企 業が 次 々 と鉄 道 関係 の落 札 を進 めて きた ことへの焦 りと不 満が 現 れ て い る。

ク ロ ム マ ル ワ ン ・ ナ レ ー トウ ォ ー ラ リ ッ ト殿 下(KromluangNaret-worarit:Kridakon)

が 土 木 大 臣 に 就 任(1912年4月 まで)。

文 献3511,167

ドイ ツ 人 技 師 エ ミル ・ア イ ゼ ンホ ッフ ァ ー(EmilEisenhofer)が,来 タ イ.北 部線 の鉄橋 の架

橋 作 業 を指 導す る。 の ち,ク ンター ン ・トンネ ルの 掘削 作 業 も指導 。

◆ ク ンター ン ・ トンネル の項 目を見 よ。
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文献3040,11;文 献3008」27

東 部 線,バ ン コ ク 竃 チ ャ チ ュ ンサ オ 間,全 長61キ ロ が 開 通 す る 。 北 部 線,パ ー ク ナ ム ポ=ピ サ

ヌ ロー ク 間,全 長139キ ロが 同 じ く開 通 。

*バ ンコ ク=チ ャチ ュ ンサオ 間 は、 ボ ー トに よる2日 間の旅 程か ら2時 間 に短縮 され る(文 献3008、

127へ 。一シ")

文 献3536,14-15(RSRS1907)

鉄 道 局 局 長 ヴ ァ イ ラ ー,r東 部 線,北 部 線 延 長 線 開 通 の歴 史(HistoryofTwoRailwaySections

OpenedtoTraficon24thJanuary1908)」 と題 す る報 告 書 を 国 王 に 提 出 。 この 中 で,両 線 の建 設

過程 の状 況 を 詳 し く報 告.

☆東 部 線 に つ い て 。1905年8月 か ら建設 開始.枕 木(MaiTengRan9)は コー ラ ー ト地方 か ら,砂

利石 は チ ャチ ュ ンサ オ な どか ら確 保.車 両は,北 部線 も合 わせ て,16輌 の機 関車 を ドイ ッか ら(5万

9714ポ ン ド),73輌 の 客車,貨 車 をイ ギ リスか ら(3万7375ポ ン ド),180輌 の籾,砂 利石

貨 物 車を ベ ル ギ ーか ら(2万5030ポ ン ド),そ れ ぞ れ購入 す る.東 部線 の開 通 に よ り,バ ン コク=

チ ャチ ュ ンサ オ間 の旅 程 はそ れ までの ボ ー トに よる旅行 で1-2日 間か ら、2時 間へ 大 幅 に短縮 され る.

文献3536,15(RSRS1907}

『東 部線,北 部 線延 長 線 開通 の 歴史 』 と題 す る報告 書(続 き)。

☆北 部 線 延 長 に っ い て(パ ー クナ ムポ=ピ ッサ ヌロー ク間 開通)。1903年1月 か ら建 設 開始.し か

し,1年 の う ち7カ 月 は 洪水 の た め工事 中止.水 を 防 ぐため2-3メ ー トル,場 所 に よ って は6メ ー トル

以上 の盛 り土 が 必要.そ の た め 築 堤 工 事 の 平 均 コ ス トは,通 常 の1万1000バ ー ツ1kmに 対

し,3万 パ ー ッ に も は ね 上 る.

*93の 橋(う ち鉄 橋 は4,残 りは木製 の橋)を 建 設.枕 木 はパ ー クナ ムポ の 森か ら,砂 利 石 はパ ー ク ナ

ムポ と ピチ ッ トか らそ れ ぞれ 確保.全 体 の建 設 コス トは未確 定で あ るが,約1050万 バ ー ツ.キ ロ当 り

7万6000バ ー ッ(他 の線 の 平均 は1万1000バ ー ツ),築 堤 工事 の コス ト高 に よ る.こ の 時 点 では

チエ ンマ イ へ の延 長 を計 画 して い たが、 途 中で 中止 とな る。

陸軍 工 兵 局 の機構 改革 。6部 局(6師 団),8中 隊(kongroi)

BTWM1908/08/03

"RoyalStaIeRiaiways=Progressof電heNorthemLine'ク ン タ ー ン ・ トンネ ル の 苦 力 に つ い て
。

*「 労 働 問題 は 困難 を 示 して い る。 中国 人 は空気 が悪 い か ら と言 い張 って 、 トンネ ルの な か での 作業 を 拒

絶 して い る。 も っと も、 法外 な賃 金 を支 払え ば トンネル の中 で も働 くが 、鉄 道 局 は そ う した支 払 い は した

くな い 。一 方 、 ラオ ス人 が 代 わ りにそ う した仕事 を 引 き受 けてい る。 い まや トンネ ル の 両 側 で の ほ とん

どす べ て の 仕 事 は ラ オ ス 人 が や っ て い る 。最 近 、ヘ イ ズ(HeywardHays)鉄 道 局 付 き医 師が この地 方

を視 察 し、 労 働者 の熱 病 へ の 対策 を講 じた。 イ ン ド人の 医師1名 が その ため 医療 活動 に従 事す る こ とに

な った。 」
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BTWM1908/10/01

ooStateRailwayTenders:TendersforISmalllronMaterials∵'鉄 道 資 材 の 公 開 入 札 の 結 果 が 公 表 さ

れ る 。

☆鉄 鋼製 品 の5つ の資 材:(1)7万5000の 継 ぎ 目板(フ ィ ッシュ プ レー ト);(2)30万 個 の 継

ぎ 目板用 ボ トル とナ ッ ト;(3)210万 個 の スパ イ ク;(4)36万 個 の ボル トの座 金(ス プ リング ワ

シャ)一;(5)27万 枚 の ベ ア リングプ レー ト。

ドイ ツ、 ベ ルギ ー 、 イギ リスな ど計21社 が 入札 に応 じる。

PKPSVol.22.394-404:N38

「メークロン鉄道会社設立のための国王勅許 に関する布告(ラ ッタナコー シン暦127年)」

BTWM1908/10/14

"TheNorthernLine
."ヴ ァイ ラ ー 鉄 道 局 長 が 、 国 王 に 同 行 して 北 部 線 建 設 の 視 察 旅 行 に 出発 。

ヴ ァイ ラ ー 自身 は、10月20日 にバ ンコ クへ 戻 る予定 。

PKPSVol.22.410-411:N39

「ピ ッサ ヌ ロー クか らバ ー ンダー ラ ー間 の北部 線 の開通 に関す る布 告(ラ ッタナ コ ー シ ン暦127年)」

文献3040,11

北 部 線,ピ サ ヌ ロ ー ク=バ ー ンダ ー ラ ー 間,全 長69キ ロ が 開 通 す る 。

BTWM1908/11/12,pp.2-5

"TheRecordReignCelebrations:NationlsMemorialUnveiled ・o'国王 、 ラ ー マ5世 王 の 在40周 年

記 念 式 典 が 盛 大 に 行 な わ れ る 。 「週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』 が ラ ー マ5世 王 の 業 績 を 詳 細 に 紹 介 す る 。

文 献3567、169-170

ヴ ァイ ラーの 日記か ら。1908年 当 時 、 タ イ に お け る 政 府 お 雇 い 外 国 人228名 の 分 布 。

☆ イ ギ リス人110名(関 税 局 、測 量地 図局 、鉱 山局 、警 察局 、教 育 省 、司法 省 な ど)。

☆ ドイ ツ 人45名(う ち35名 が 鉄 道 局 に 雇 用)

☆ デ ンマ ー ク人42名(海 運 関係 が 多 い)。

☆ イ タ リア人13名(土 木 省 が 多い)

☆ オ ラ ンダ人8名(灌 海 局)

☆ フラ ンス人7名(司 法省 判 事 、エ ン ジニ ア リングー般)

☆ ア メ リカ人3名(政 府総 顧 問GeneralAdviser、 ほか)
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文 献3065,150-156

「ラ ッタ ナ コー シ ン暦126年 パ ー クナ ムポか らピサ ヌロー クま で北部 線 を延 長 建設 す る ことにつ いて

の 国王へ の ご報 告 」.報 告書 の全文 を 収録。

◆パ ー ク ナム ポ は ナ コ ンサ ワ ンの こ と.

BTWM1909/01/05

"PublicWorksintheNorth .'1土 木 大 臣 が 北 部 線 の 視 察 旅 行 に 出 発 す る 。

*土 木 大 臣 は、 ヴ ァイ ラ ー鉄道 局 長 とギ ッテ ィ ンズ土木 省技 術顧 問 を 同行 して 、 北部 の視 察 に 出発 。 レー

ル の最 先端 まで行 き、 同 時 に今後 延長 す る予定 の プ レー まで視察 に行 く予定 で あ る。

文 献3517、256

バ ッ タ ニ ー=サ イ ブ リー=ケ ダ ー 間 の 鉄 道 建 設 計 画 を オ ラ ン ダ 人 フ ー ゲ ル ヴ ェル フ(Arthur

Hoogeruwerf)が 申 請 す るが 、結 局認 可せ ず 。

BTWM1909/01/06

1量MotorsinSiam"ActingBritishConsulW .N.Dunnの 報告 。

*タ イで は モ ー ター ボ ー トが 重要 。 エ ンジ ンは輸 入す るが、 ボー ト自身 は国 内で 建造 す る。 イギ リス製 の

エ ン ジ ンが最 近 入 ったが 、既 存 の 会 社 は ドイ ツ 製 の エ ン ジ ンを 好 ん で い る 。1907年 に外 国人 が 経

営 す る2つ の ボー ト会 社 が河 川運 行 を 開始 した。 バ ンコクの南 に あ るパ ー クラー ト(Paklat)の 村 で は、

「ボ ー ト=路 面 電 車路 線(MotorTramway)」 が建設 され た。パ ー クナ ム路 面 電車会 社 で は 、 モー タ ー

ボー トと路 面 電車 を連 結 したの で、 そ れに よ ってバ ンコクへ の ア クセ ス が容易 にな った。

BTWM1909/01/14,15

"ThePeninsularRailway""RailwayVision"January15th

*キ ンバ ー(SirHenryKimber,ChairmanonheSouthlndianRailwayCompany)が 「フ ィ ナ ン

シ ャル レ ビ ュ ー 紙 』 に 、 イ ン ド鉄 道 の 将 来 に つ い て 寄 稿 。 そ の な か で 、2つ の 可 能 性 の あ る 路 線 を 提 案 。

ひ とつ は 、 上 海 か ら揚 子 江 を 経 て 、 チ エ ン グ トゥ 、 パ ー モ に 至 る 路 線 。 も うひ とつ は メ ナ ム 川 沿 い に 雲 南

に 通 ず る 路 線 。 後 者 は 、1892年 の 「英 シ ャ ム ・コ ミ ッ シ ョ ン 」 の リ ー ダ ー だ っ た ア ー チ ャ ー

(Archer)の 構 想 。

BTWM1909/02/07

oIMachineryinRiceCultivation"デ ンマ ー ク人の ア ダム セ ン(Dr ・Adamsen)が 、 ラ ン シ ッ ト運 河 で

機 械 に よ る 米 作 を 試 み た と報 道 。新 しい耕転 機 は10馬 力 、3ト ンの 重量 。 一人 の 人 間で 、20名 分 の

人 力 と20頭 の水 牛の 仕 事 を こなす 。 また、 フーバ ー社(Huber&Co.↓td.=Ohio)が 建 造 した脱 穀機 も

最 近導 入 した。 これ た と1000束 の稲 を数 日か けて脱穀 してい たの が、 わず か に20時 間で 終 え る こ と

が で き る。
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文献3054,350

プ ラ ヤ ー ・ガ ン ラ ヤ ー ン マ イ ト リー(ProfessorJensI.Wes量engard,ア メ リカ人,タ イ政 府 顧 問)★

が,南 部 線 鉄 道 建 設 で イ ギ リス に よ る不 正 な 行 為 を 非 難 。 タイ政 府 とイ ギ リスの 間 で,南 部 線 につ い

て は イギ リス人技 師 を排 他 的 に雇用 す る,と い う密 約 が あ った ことを暴 露 当 時,ド イ ツの 在 タ イ大使 は

ゴル ッ(FreiherrvonderGol量z)。 赴任 したばか りで事 情を 分か らず.

◆ ウエ ス テ ンガ ー ドは,1907年 か ら15年 まで タイ政 府顧 問(GeneralAdviser).帰 国後,ハ ー

バ ー ド大学 法律 学 校 の教 授 に な る(文 献3500,Aldrich,肋 θ梅 γのf力θ50σ £力,p.377)

文 献3054,315-316

連 邦 マ レー 鉄 道 と タ イ 政 府 の 間 で,鉄 道 借 款 協 定 締 結.南 部線 の建 設 資金 と して,イ ギ リス が400

万 ポ ン ドの 借款 を 提供.条 件 は,年 間4%の 低利,た だ し使 用 は年 間75万 ポ ン ドを越 え な い こ と.14

年 間は元 利 返還 の 猶予.15年 目か ら返済

*こ の見 返 りと して,タ イ政 府 はマ レー半 島北部 の4力 国,サ イ ブ リー,ク ラ ンタ ン,ト レ ンガ ヌ,プ ル

リスを英 領 マ ラヤ に割 譲 す る.こ の 協定 は,ダ ム ロ ン親王 内務 大 臣が 推進.

*ラ ー マ6世 王 期 に,さ らに75万 ポ ン ドの追加 借款.1923年7月 末 現在,南 部 線 建 設 に使 った借 款

の最終 総 額 は463万 ポ ン ド(12万 ポ ン ドは結 局,使 用 せず).

StatisticalYearbook1923No.8,82-83

外国借款/第3回 鉄道借款の橘定の締結について。合計400万 ポン ド、利率4%、 返済期 聞

は40年 以内。

南部線建設のための資金として、イギリスから借款。英領マラヤ連邦政府と鉄道局の間で締結する。元本

返済は1924年3月10日 から。

なお、このときの外国借款と引替に、タイ政府は南タイ4県 、'、 プル リス、ケランタン、の領土を

英領マラヤ連邦政府に割譲 した。

☆1913年11月 英領マラヤ鉄道とタイの南部線を連結することで合意。このため、さらに75万 ポ

ン ドの追加借款協定を締結。

文献3029、75;国 立 古文 書館 史料

イ ギ リ ス か ら の 鉄 道 借 款 に 秘 密 協 定 を 付 与 。3つ の 条 件 を 合 意 。

(1)南 部 線 の建 設 に 関わ る測 量 その他 の 事業 につ いて 、英 領 マ ラヤ連邦 鉄道 は他 に先 ん じて権 利 を有 す

る こ と。

(2)タ イ 政府 は 南部 線 建設 にあ た って、 イギ リス人技 師 を建設 担 当総責 任 者 に任命 す る こ と。

(3)タ イ政 府 は 南部 線 を英 領 マ ラヤ に将来 、接 続す るべ く約束 す る こと。

◆ 原 資料:KongBannasanFile34,SamnuanlTon1,1IFaemKu-nganSangThangRotfai,1'Pho.

So.2447-2466(1905-1923年)
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BTWM1909/03/26

o'ABangkokRailway:DiscussedintheFrenchChamber"フ ラ ン ス 商 業 会 議 所 の ヴ ィ レイ ン(M.

GaudindeVillaine)が 、 イ ン ド シ ナ の 鉄 道 、 タ イ の 鉄 道 、 雲 南 鉄 道 計 画 に つ い て コ メ ン ト 。

"Trans -IndochineseRailwaymusthaveitsterminus.Thecolonialadministrationhadmade

mistakeinallowingSiamtoestablishtherailroadconnectingBangkoktotheMekong.Itwastobe

fearedthatallthetrafficoftheUpperLaosmightbetransportedtoBangkok,tothedetrimentof

Saigon.Toavertthisdangeranewlinewillhavetobebuilt."

BTWM1909/03/29

llSiamlsRailwaypolicy:FurtherCons量rudionofNorthernLinetobeAbandoned"北 部 線 建 設 の

中 断 。

*タ イ鉄 道局 は、 サー ラー メー プア ックの地 点で 北部線 の 延長 をや め、 チ エ ンマ イ まで の鉄 道敷 設 は放 棄

した もよ う。 この政 策 の 変化 は、 純然 た る財政 の 不足 に よ る。 な お、1910年11月 ま では現 在 の 予算

で 建設 を 続 け る見込 み 。

文 献3054,323-324

バ ンコク ・タ イム ズ紙 が'暉Siam'sRailwayPolicy"と 題 す る記 事を 掲載.そ の 中 で,北 部 線 の建 設 を 中断

し,南 部 線 に シ フ トした政府 の政 策 を,鉄 道 政策 の抜 本 的変 更 と報 じる.こ れ が 引 き金 に な って,陸 軍 局

の 皇 子 ナ コ ン チ ャ イ シ ー 殿 下 費(デ ンマ ー ク留 学)が,北 部 線 建 設 中 断 は 国 土 保 全 に と っ て 危 険

な 政 策 と,ラ ー マ5世 王 に訴 え る.

☆ ラーマ5世 王,バ ン コク ・タイ ムズ の政府 批 判 は,北 部線 の 中断 に不 満 な鉄 道 局長 ベ ー トゲ の 画策 によ

る記 事 と見 る.

BTWM1912/01/24

91SiamIsRailwayPolicy ."1909年3月29日 、 北 部 線 に つ い て は 建 設 の た め に 新 規 に 借 款 を 行

わ な い と い う方 針 が 決 定 され る 。 た だ し、 建設 その もの は小 規 模 なが ら続 け る。

*1912年1月 、 チ エ ンマ イ まで北 部線 を延 長 す る とい う方針 が 再度 、考 慮 され る こ とにな った 。事 業

計画 は現在 検 討 中。

BTWM1909/04/03

"RailwayDeveloPmentinSiam:SomeHintsfromAFrenchCritic"鉄 道 建 設 計 画 を め ぐ る タ イ
、

フ ラ ン ス の 対 立 。 仏 領 イ ン ドシ ナ の 鉄 道 建 設 計 画 に 対 抗 す る タ イ 側 の 提 案 ・計 画 が 常 に 存 在 す る と、 フ

ラ ン ス 人 が 危 機 感 を 訴 え る 。

"InanycaseitwoulddispleaseusgreatlytoseeaSiamese(i .e.Anglo-German)railwayfrom

BangkoktoBattambong,inoppositiontoourfutureSaigon-Battambongline;toseetheBangkok-

KoratlinecontinuedtotheMekong,thatistosaytotheheartofLaosinoppositiontoour

projectedrailwayfromSaigontoPnompenh,UbonandVientiane;toseeaBangkok-Chiengmai

linereachinginafewstepstotheYunnanfrontier,inoppositiontoourrailwayfromHanoito

Yunnansen."
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BTWM1909/04/06

"Siam'sRailwayPolicy"

通 し と報 道 。

北部線鉄道延長の中断は財政上の問題なので、3、4年 先には再開される見

BTWM1909/04/17

"RailwayNoteIo北 部 線 の 建 設 責 任 者
、 橋 梁 技 師 に つ い て

*北 部 線鉄 道延 長 が 中 断 され て も、か な りの数 の ス タ ッフ(技 師)は 南 部線 の建 設 に 振 り向 け られ る こと に

な るの で 、仕事 を じっさ い に離れ る人 間 の数 は そ う多 くはない と予測 。

*2万 トンのべ ッセ ー マ ー鉄 鋼製 の レー ルの公 開入 札 が今 週な され たが 、 この レール は 北部 線 で は な く南

部線 で使用 され る こ とに な ろ う。

*北 部 線 の建 設 を担 当 して いた アル トマ ン(Altmann)と ス ミス(GGSmyth)の 両 名 の技 術 担 当責 任 者

は、現 在 バ ンコ クの 本 部 に帰 って次 の指 示を 待 って いる。

*ギ ョー ツ(Goortz)、 バ ー ンダ ー ラーの橋 梁 を架 け る専 門技 師の おか げで架 橋 作 業 が完 了 す る。

ギ ョー ツは橋 の 支柱 を 担 当。 彼 はい った ん本 国へ 帰 国 したあ と、今 度 は南 部線(?)の 建設 に従 事す る 予

定(BTWM,1909106108)

*コ ルベ ッ ト(AJ.CorvbeU)、 バ ー ンダー ラーの 橋 の建設 に8カ 月従 事 して い たが 、 本 日、 当地 か らバ

ンコク に戻 って きた(BTWM1909106108)

国立古文書館史料

ヴ ァイ ラー 鉄道 局長 、 北 部 線 建 設 に 従 事 して い た 技 師 職 員 の 中 か ら15名(ド イ ツ 人11名 、 イ ギ

リス 人4名)を 選 び 、 そ の 退 職 許 可 を 国 王 に 申 請 。 資金不 足 で北 部線 の 建設 を 縮小 した ため 。

☆一 方、 ギ ッテ ィ ンズは 、南 部 線建 設の た めに新 た に9名(イ ギ リス人4名 、 ドイ ツ人5名)の 雇 用を 国

王 に 申請 す る。

◆資 料:国 立古 文 書館 史 料(NAYotha5.5/24)ナ レー ト土木 大 臣か ら国王 への 奏 上(ラ ッタ ナ コー シ ン

暦128年4月20日)

◆注:こ の 資料 には4月5日 付 け退 職者 の リス ト、給 与 な どが添 付 され て いる。 本 書 の表V-30を 参

照 。

文献3518、133(注16);国 立 古文書 館 史料

土 木 大 臣 が 、 タ イ 人 エ ン ジニ ア 育 成 の た め に 土 木 工 学 専 門 の 技 術 養 成 学 校 設 立 の 提 案 を 行 うが 、

大 臣 会 議 で 却 下 さ れ る

◆原 資料:NarettoKing,23Apri11909NA5,KrasuwangYotha5・5/24
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国立古文書館史料;文 献3029、73

新 た に 開 始 さ れ る 南 部 線 の 建 設 技 師 を 任 命 す る 。 イ ギ リ ス 人5名 、 ドイ ツ 人5名 、 イ タ リ ア 人1

名 、 タ イ 人3名 。

(1)Gittins(イ ギ リス 、 南 部 線 建 設 総 責 任 者);(2)Canova(イ タ リ ア 、 地 区 担 当 エ ン ジニ ア);(3)

Knight,G.T.(イ ギ リス 、 地 区 担 当 エ ン ジニ ア);(4》Goetz,A(ド イ ツ 、 地 区 担 当 エ ン ジニ ア);(5)

Martin,A・F.(イ ギ リス 、 測 量 技 師 長);(6》PhraRamphaiphongboriphat(タ イ 、 工 区担 当 エ ン ジニ

ア);(7》PhraRaUhachan-prachak(タ イ 、 工 区 担 当 エ ン ジ ニ ア);(8)Smyth・R・F・(イ ギ リ ス ・

工 区 担 当 エ ン ジ ニ ア);(9)Smyth,J.C.(イ ギ リス 、 工 区 担 当 エ ン ジニ ア);(10)Strauss,V(ド イ

ツ 、 工 区 担 当 エ ン ジニ ア);(11》Doehring,V.(ド イ ツ 、 工 区 担 当 エ ン ジニ ア);(12}Momchao

Chatchusak(タ イ 、 ア シ ス タ ン トエ ン ジ ニ ア 、 土 木 省);(13}Dr.Beyer,K・(ド イ ツ 、 ア シ ス タ ン ト

エ ン ジ ニ ア);(14》Kinningers,J.(ド イ ツ 、 ア シ ス タ ン トエ ン ジ ニ ア)

◆ 資 料:NAR5Yotha7/265,"KromaluangNaretworaritKrapbankhomthunPhrabatsomdet-

phrachaoyuhuaruangKan-sangthangRotfaiSaiTai,"23MesayonRo.So.128.

BTWM1912/01/25

"TheNorthernLinel'タ イ 政 府 は
、 北 部 線 建 設 を 中 止 す る と い う声 明 を 発 表 。 サ ー ラー メー プ ワ ッ

ク よ り先 の延 長 は 、純 然 た る資金 上 の 問題で 実施 で きな い。.かりに継続 す る とす れば 、150万 ポ ン ドの

追 加 借款 が必 要 にな る と発表 。

文献3054,318,340

国王,南 部 線建 設 統括 責 任者 と して,イ ギ リス 人 技 師 ギ ッテ ィ ン ズ(HenryGi壮tins)を 鉄 道 局 南 部

線 局 長(ControllingEngineeroftheRoyalSouthernStaleRailway)禽 に 任 命 す る.

◆ 注:ギ ッテ ィ ンズ は,カ ナ ダの鉄 道建 設 に従事 した後 、 タイで のパ ンチ ャー ド調査 に参加 。そ の後,鉄

道 局 に採 用.上 級 エ ン ジニ ア★の地位 につ く。 ヴ ァイ ラーが鉄 道局 長 にな った後,彼 か ら鉄 道 局事 務 局

長,兼 土 木 省顧 問の 職 を 引き継 ぐ★.タ イ政 府 お雇 い外 国人 と して長 く,タ イ 側 か らも 「誠 実 な人 物,能

力 が あ る」 との評 価 を受 けて いた.1909年 の借 款協 定 で,南 部線 建 設責 任者 はイ ギ リス人技 師 とい う

付帯 条件 が つ い た ため,タ イ 政府 は,イ ギ リスが 送 り込 ん で くる前 に、 すで に よ く知 ってい るギ ッテ ィ ン

ズ を任命 した と言 われ る

文 献3054,327-328

ドイ ツ の 新 聞TheVossischeZeitungが,タ イ 政 府 の 鉄 道 政 策 の 変 更 を 報 道 。 北 部線 の建 設 中 断 に

よ り,こ れ に従 事 して い た ドイ ツ人技 師14名 が 失業 した事 実 と,南 部 線 の イギ リス人 支配 によ る今 後 の

影 響 を懸 念す る記 事を 掲 載.し か し,ド イ ツの在 バ ンコ ク大 使そ の他 の公 式 の反 対,対 抗策 は この 当時,

行 な われ な か った.

◆ 注:現 物 の記 事 は、 ベ ル リンで コ ピー済 み。

文献3054,321

南部線建設統括エ ンジニア★の新 しい地位に,ギ ッティンズを任命する.当 初は,北 部線の建設に従事し

ていた ドイツ人建設技師なども採用するが,ま もなく南部線の建設はイギリス人技師で固める.鉄 道局北

部線(ド イツ)と の対立が顕在化.
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PKPSVol.23.73-75:N40

「南部線鉄道建設用地収用に関す る勅律(ラ ッタナコーシン暦128年)」

PKPSVol.23.75-79:N41

「南部線鉄道建設用地の買収に関する布告(ラ ッタナコーシン暦128年)」

文献3040,11

北部 線 、バ ー ンダー ラー=パ ー ン トンプ ン(ウ ッタ ラデ ィ ッ ト)間,全 長51キ ロ と、 バ ー ンダ ー ラー=

サ ワ ンカ ロ ー ク間,全 長29キ ロが 開通.

☆バ ー ン トンプ ンか らメ ープ ワ ック(プ レー)に 向か う鉄道 建 設工 事 の途 中で,北 部 線 の建 設一 時 中断.

主 た る理 由 は建設 資 金不 足.南 部 線 の建設 に集 中す る.ド イ ツ人 技 師,あ る いは南 部 線=イ ギ リスの 影響

拡 大を 恐 れ る皇子 達 が,こ の 方針 に反 対。

BTWM1909/08/24

1'RoyalSouthernLine'1南 部 線 の 建 設 と 建 築 技 師 に つ い て

*ス ワ ン社(Messrs.SwanandMaclaren)は 、英 領 マ ラヤ鉄道 と タイ 鉄道 の 接続 につ いて 、 ソ ンク ラー

とケ ダ ーを結 ぷ とい う昔 なが らのル ー トを選 択 した。 な お、 この ル ー ト、 ソ ンク ラー=ケ ダ ー線 は 、

1893年 以 前 に 、い わ ゆ る 「チ ャー リー ・ダ ンロ ップ氏(CharlieDunlop)」 に コ ンセ ッシ ョ ンが 与 え

られ て いた が、 結 局実 現 しな か った。

*地 区 担 当 建 設 エ ン ジ ニ ア(divi8ionθngineor)。 現在 、南 部線 で はわ ず か に3名 の エ ン ジニ ア し

か 働 いて い な い。(1)ソ ン ク ラ ー 地 区:今 年の7月 にな って、 カ ノー ヴ ァ(Canova)が バ ンコ クか ら

派 遣 され 、 現在300名 の苦 力 を使 って 、 ソンク ラーの 北部 で延 長線 を建 設 指揮 。 ケ ダー に 向か って い る

ので はな い 。(2)ペ ッ ブ リー 地 区:ス ミス(Smyth)、(3)ト ラ ン地 区:ナ イ ト(Knight)、 トラ

ンか ら北 上す る鉄 道を 建 設 中。

◆注 コメ ン ト;4月 の 段 階 では ドイツ人 が入 って いたが 、結 局、 地 区担 当エ ンジニ アか ら外 した。 .

文 献3065,162-171

「ラ ッタ ナー コ シ ン暦128年 ウ ッタ ラデ ィ ッ ト,サ ワ ンカ ロー ク まで鉄 道 開通 に 関す る国王 へ の ご報

告」.報 告 書全 文 を収 録 。

☆ ピ ッサ ヌ ロー クか らウ ッタ ラ デ ィ ッ トまでの鉄 道 開通 に 関す る鉄道 局 の報 告 は く文 献31ち158-

161>に 全 文収 録.
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PKPSVol.23.173-175:N42

「南 部 線 鉄 道 建 設 用 地 指 定 の た め の 係 官 任 命 に 関 す る布 告(ラ ッタ ナ コ ー シ ン暦128年)」

*1909年8月1日 の布 告 に もとづ き、土木 係 官 と地 方係 官 を任命 す る。3つ の地 区 に大 き く分 け る。

☆ ラ ー トブ リー 州 ペ ッブ リー 地 区:ナ ーイ ・チ ン ・同地 区 のセ ク シ ョンエ ンジニア を 土木 係 官 に、 ペ ッ

ブ リー 県都 所在 郡 長 、 プ ラー ンブ リー 郡長 、ガ ム ヌー トノ ッパ ク ン郡 長 を それ ぞれ 地 方係 官 に任命 。

☆ ナ コ ン シー タ ン マ ラ ー ト州 ソ ン ク ラー 地 区 、 バ ッ タル ン地 区 、 ナ コ ン地 区:プ ラ ・ラ ムパ イ ポ

ンポ リパ ッ ト★同地 区の セ ク シ ョ ンエ ン ジニ アを 土木 係官 に 、 ソ ンクラ ー県都 所 在郡 長 、北 部 郡長 、 パ ー

クパ ヨ ン郡 長 、バ ッタル ン県都 所在 郡 長、 タ レー ノー イ郡長 、 ロー ンピブ ン郡長 ㌔ トゥ ンソ ン郡 長 を そ

れ ぞ れ地 方 係官 に任命 。

☆プ ー ケ ッ ト州 トラ ン地 区 か らナ コ ン シ ー タ ンマ ラ ー ト地 区:ナ イ ト(Knight)地 区エ ンジニ ア を

土 木 係官 に、 トラ ン県都 所在 郡 長、 カ オカ ー ウ郡 長 、バ ンラ ック郡長 を それ ぞれ 地方 係 官 に任 命 。

BTWM1910/09/22

"TheSta量eRailways:RepodomheTraffic
,NewPassengerTariff"r第13回 鉄 道 局 年 次 事 業

報 告 書1909年 度 」 の 要 約 よ り。鉄 道 運 賃 の 改 訂 に つ い て 。

*3等 の 客車 の 場 合。 初 乗 りか ら150kmま で 、2サ タ ン;150kmか ら300kmま で1・75サ

タ ン;300kmか ら450kmま で1・50サ タ ン;450kmか ら600kmま で1・25サ タ ン;

600km以 上 、1サ タ ン。 距離 に応 じて、傾 斜 的 に運賃 を安 くす る。た だ し、 バ ンコ ク=ア ユ タ ヤー 間

は 、従 来 どお り1kmに つ き1・4サ タ ンの運 賃 率 を適用 す る。

*「2等 運 賃 」 は 「3等 運 賃 」 のそ れ ぞれ1・5倍 、 「1等 運 賃 」は 「3等 運 賃 」 の2・5倍 とす る。

*旧 遅 賃 表 は 、 距 離 に 関 係 な くkm当 り画 一 の 運 賃 を 設 定 す る 。 バ ンコク;ア ユ タヤ ー 間を 除 く全

路線 で 、km当 りの値 段 は 「1等 」 が3ア ッ トも し くは4・68サ タ ン、 「2等 」が2ア ッ ト(3・12

サ タ ン)、 「3等 」が1・4ア ッ ト(2・18サ タ ン)。 バ ンコク=ア ユ タ ヤ ー間 は 「3等 」 が0・9

ア ッ ト(1・4サ タ ン)で 統 一 した。

BTWM1910/01/03

IIRailwayCons量rudion:LabbytotheEditorofBangkokTimeso'北 部 線 建 設 延 長 の 困 難 さ を 報 道
。

*12月29日 に 、 ピサ ヌロー クの北100kmか らウ ッタラデ ィ ッ トに 向か う区間 と、 サ ワ ンカ ロー ク

区 間の2つ が 新 た に設 置 され た。 これ らの新 区間 で は建設 が始 ま り河川 の土 砂 を 使 って い る。 しか し、川

の砂 は 豪雨 や 雨季 には 流 出す る し、乾 季 には埃 とな って乗 客や 車両 に悪 影響 を 与 え る。 そ のた め、 石灰 岩

に変 え た方 が よ い と提 案。

*為 替 レー トの変 動 で 、 ヨー ロ ッパの 鉄鋼 製 品な ど は以 前 よ り30%安 くな っ た。

BTWM1910/01/29

"RoyalSouthernRailway:OPeningofTenders幌 南部 線 の鉄道 車 両の公 開入 札の 結 果 を公 表す る
。

*5輌 の機 関 車 に41社 、130輌 の砕石 運搬 用 貨物車 に41社 の企 業 が 、 それ ぞれ 入札 す る。
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BTWM1910/09/22:RSRS1909

鯛TheStateRailways:ReportomheTraffic
,HistoryofRiverlineandRiverstationl'r策13回

鉄 道 局 年 次 事 業 報 告 書(1909年 度)」 の 要約 よ り。 マ ッガ サ ン支 線 と 新 チ ャオ プ ラ ヤ ー川 沿

岸 駅 の 建 設 に つ い て

*コ ー ラー ト線 、北 部線 の延 長 によ る貨物 の増 加 に伴 い、 ク ロー ン トーイ の近 くに貨 物 専用 駅 と支線 の 建

設 を決 定す る。

*1905年12月11日 の 勅律 で 、土地 収用 を 認め られ る。 川沿 い に長 さ1100m、 幅350mの 範

囲 にわ た って土地 収 用 を行 な う。土地 の 収用 は1910年2月10日 の勅 律公 布 か ら始 ま った。 全 部で

15万806平 方 米 の 土地 を22万1431バ ーツ で取得 。土 地 購 入 価 格 は1平 米 当 り1・46バ ー

ツ 。土 木工 事 は駅 舎 の 建設 を 含 めて、21万4413立 方 米 。1立 方 米 当 り16万4800バ ー ツの費 用

が かカ・る。

文 献3517、128

ク ロ ー ン トー イ 貨 物 集 積 駅 が 完 工 。 同時 に河 川 駅 も開 所 す る。

*1906年12月 に提案 。 ク ロー ン トー イ地 区に 長 さ1100m、 幅300mの 貨物 集 積所 を建 設計

画 。 チ ャオ プ ラヤ ー川 に面 し、 マ ッガ サ ン工 場か らは東部 線 でkm5・5の 地 点。

BTWM1910/03/05

齢RoyalSou量herRailway:TheA㏄eptedTenders"南 部 線 の タ ン ク 車5輌 と石 材 運 搬 用 貨 車130輌 の 公

開 入 札 結 果 を 公 表 す る 。 タ ン ク 車 は イ ギ リス の 会 社(BrushElectricalEngineeringCo.,Ltd.)で

5698ポ ン ド、 貨 車 は ベ ル ギ ー の 会 社(UsinesBraineIelComte;agentinThailandS.AB.)で 総

額9750ポ ン ドで 、 そ れ ぞ れ 落 札 。

BTWM1910/03/11

'匪TheSurveyDepar量ment:TheNewDirectorI'測 量 局 長 に
、 初 め て タ イ 人 で 参 謀 本 部 戦 略 局 長 の ル ワ

ン ・プ ー ワ ナ ー ト(U.一ColoneILuangPhuwanart)が 任 命 さ れ る 。 元 局 長 は ギ ブ リ ン(R.W.

Giblin)。 ル ワ ン ・プ ー ワ ナ ー トは フ ラ ンス とベ ル ギ ー に 留 学 し、 ベ ル ギ ー 陸 軍 幼 年 学 校(Belgian

lnfantryRegiment)に も参 加 。 帰 国 後 、 フ ラ ン ス ー タ イ 国 境 問 題 委 員 会 の 委 員 を 務 め る 。

BTWM1910/04/08

"RailwayUniformsoI鉄 道 職 員 制 服 の 発 注 に つ い て 公 開 入 札 を 実 施
。

*ブ ラウ ンゲル 本 部事 業 部 事務 局長 の 立会 いの もと、1850着 の カ ーキ色 の制 服 、160の 白 の制服 、

250の 帽 子、250の ヘ ル メ ッ トを 発注 の予 定。 カ ーキ色 制服 は1着 あ た り4・90バ ー ツ と5・40

バ ー ツでオ ッフ ァー あ り。入 札 に応 じたの は タイ の企 業(PanitSiam)と ドイ ツの企 業(Deutsche-

SiamesischeHandelsGesellscha貴)の2社 。

*S .Braunger,ChiefoftheCentralOffice,RoyalRailwayDepartment

BTWM1910/07/29

"TroubleatARiceMill
.'o精 米 所 で 労 働 争 議 。 タパ ー ン レックの ワ ッ ト ・夕 一キ ア ンの近 くにあ る マ ン

ス ン精米 所(MangSoon)で 、 ナー イ ・チ ュ ンに危 害 を加 え た と して 、31名 の 中 国人 とイ ン ド人が 逮 捕

され 、7月28日 に 国 際裁 判所 で審 議 が始 まった。
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BTWM1910105/03

"TheSouthernRailway:ASingaporeView撮 シ ンガ ポ ールの 「シ ンガポ ール ・フ リープ レス紙 』 に

載 った意見 を紹 介。1909年 に英 領マ ラヤ連 邦 政府 は 、 タイ鉄道 局 に対 して400万 ポ ン ドの 借款 を 与

え る契 約 を協 定 したが 、 マ ラヤ 半島縦 断鉄 道 建設 は経 済 的 にみて メ リッ トは何 もな い。 しか も結 果 的 に

は、英 領 マ ラ ヤの外 の 地 域の 発展 の ため に、連 邦 内の税金 負 担を高 め る だけ の政 策 で あ る と、激 しく批 判

す る。

文 献3517、129;文 献3541(RSRS1916),14

マ ッガサ ン鉄道修理工楊が完成する。

文 献3003,150:文 献3040,55

マ ッガサ ン鉄道工場が完成す る。

*マ ッガサン鉄道工場は1907年 から建設を開始 し、0・25平 方キロメー トルの敷地に車輌修理工場

が完成した。

☆同時にバ ンコク中央駅(フ アラムポーン駅)の 建設を開始する。

BTWM1910/09122

・11TheKingosBirlhday:Spe㏄hFromTheThroneIIチ ュ ラ ー ロ ン コー ン国 王 の 誕 生 日 に お け る お 言

葉 で 、鉄 道 建設 の 状 況を 説 明。

*北 部線 、 パ ー クナ ム ポ=ピ サ ヌ ローク間 は 山間部 の建 設 で、 しか も工 区が長 く、 費用 は きわ めて 高 くつ

く。 開通 後 も運 輪 収入 は見込 め な い。バ ー ンダ ー ラー まで北 進 して も運輸 収入 は大 き くな く、 む しろ建 設

費が かか るた め、 深刻 な 損 失を もた らす 。 「しか し、 に もか かわ らず 、 ウ ッタ ラデ ィ ッ トま で の本 線で は

営業 に 改善 が見 られ た。 現 在 は棚上 げにな って い るプ レー を経 由 してチ エ ンマ イ に至 る鉄 道 建設 計 画 は、

手 に 届 く範 囲 に な ってい る」

BTWM1910/10/26

1騨TheMekongValley:TheRailwayProposals
.'1仏 印の 新 聞(CourrierdlHaiphong)が 、 メ コ ン川

沿 い の 鉄 道 建 設 につ い て 計 画 を 報 道 。 これ につ いて 、 「週刊 バ ンコク タイ ムズ紙 』 が 詳 し く紹介 す る。

*2っ の ル ー トが あ る。 フエか らサ ワ ンカ ケー トに向か う路線(Barthelemy)。 も うひ とつ は 、 コ ンポ

ンチ ャムか らメ コ ン川 沿 い に タイ領 を通 って、 ケム マ ラ ッ トにつ なが る路 線。 校 舎 は350km、

2500万 フラ ンの建 設 コス トがか か る。 これ が完成 す れば 、 ラオ スをバ ン コクか ら切 り離 し、 サ イ ゴ ン

に結 び付 け る こ とがで きる とい う目論見 。

*ま た、 ウ ボ ンか らサ ワ ン カ ケ ー トに つ な げ る 路 線 と 、 ウ ポ ンか ら ノ ー ン カ ー イ につ な げ る 路 線

の 計 画 もあ る。 この場 合 、全 長800kmに 及 び、 しか も500kmは タイ領 を 通過 す る こ とにな る。

ラ ー マ5世 王 、 ご逝 去 。
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BTWM1910/10/24

'Dealhof量heKin9:CbseoftheRecordReigno'ラ ー マ5世 王(チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 王)が 逝

去 。 こ の 日午 前12時45分 、 尿 毒 症 の た め 。21日 の 夜 か ら容 態 が 悪 化 す る 。 診 断 書 の 署 名 を 行 った 医

師 団 は つ ぎ の と お り。Saisani重wong;F.Reyt重er;Borger(o★ 》;APoix.

*死 亡 時 の 様 子 は 、 『週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ紙 』 が 詳 し く報 道 。

BTWM1910/11/29

"RikishaLicences
."人 力 車 の ライ セ ンス交 付 は年2回 、 首都 省 が発 行す る。 その ため 、毎 日、首 都 省 の

建 物の 前 に は、審 査 を受 け る人力 車が 集 ま って くる。 いず れの 人力 車 も申請 許 可 を順 調 に済 ませ る ため に

見 た 目を よ くし、飾 り立て て い る ことだ。 他方 、 街の なか を走 ってい る人力 車 か らそ う した見 た 目の よ い

もの は消 え てい る。 不思 議 な ことだ と報道 。

PKPSVol.23.415-416:N43

「南部線鉄道建設用地収用のための地方係官に関する布告補遺(ラ ッタナコーシン暦129年)」

PKPSVol.23.389-397:N44

「パークナム鉄道会社設立の国王勅許に関する布告(ラ ッタナコーシン暦129年)」

BTWM1910/12/28

'8PetchaburiNoteslbyOurOwnCorrespondentol南 部 線 の 鉄 道 建 設 の 苦 力

☆ ヴ ァイ ラー鉄 道 局長 が 視 察。 バ ー ンタル ー区 間 での建 設状 況。 苦 力の様 子 。'

*ク リスマ スの あ と、 ヴ ァイ ラー局 長 が視 察。 南部線 延 長線 路 を使 って 、新 しい離 宮 を視 察す る。 公共 土

木 局 の 指示 の もとで 、現 在 バ ー ンタル ー に向 けて行 われ て い る道 路工 事 を視 察。 この道 路 工事 には 、バ ー

ンタル ー側 で150名 の 苦力 、 反対 側 で200名 の苦力 を使 って行 われ てお り、両者 の 間は4マ イ ル しか

な い。

文献5110、132;国 立古 文書 館史 料

砂糖キ ビ農業労働者の賃金水準について。

☆1日 の 日当。中国人8分 の3バ ーツから4バ ーツ。タイ人

☆1ラ イ当 りの単位賃金

*土 地の開墾 ・伐採

*土 地のすきかえ し

*畑 の畦作り

*穴 掘り作業

*キ ビの植え付け

*キ ビの手入れ

◆単 位:1タ ムル ン=4バ ー ッ、

4分 の1バ ーツ(1サ ル ン/日)

3バ ー ッ2サ ル ン(3・5バ ー ツ)

2バ ー ツ

3バ ー ツ

1バ ー ッ2サ ル ン1フ ァ ン(1と8分 の5バ ー ツ)

2サ ル ン

1タ ムル ン2サ ル ン(4・5バ ー ツ)

1バ ー ッ=4サ ル ン=8フ ア ン
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文献3005,19

ラ ー マ6世 王 、 飛 行 機(フ ラ ン ス の 会 社)初 乗 り。以 後、 飛行 機へ の 関心 高 ま る.

文献3005,

ブ ラ チ ャ ッ ト殿下(ク ロムマ ク ン ・ガ ムペー ンペ ッ ト)、 陸軍 第1師 団長 。陸 軍 工兵 長 兼務 。

文 献3005,19

陸 軍 工 兵 訓 練 学 校(RongrianFukhatKanChang・thahan)設 立 。

BTWM1911/04/17

ドイ ツ 人 技 師 ギ ョー ツ(A.Goeセ)が 、南 部 線 の地 区担 当エ ンジニ ァを退 任 し、 ドイ ツ領 南 ア フ リ.カ

で新 た に働 くことが 決定 。 ギ ョーツは 、1900年 に来 タ イ。北 部線 の 建設 に 一貫 して従 事 し、 と くに

バ ー ンダ ー ラー で橋 梁建 設 に携 わ った 。1909年 に橋 が完 了 して一 度 帰国 。再 び タイ に来 て南 部線 の建

設 を指導 して い た。 計11年 半、 タイ の鉄 道建設 に貢献 す る。

文献3040,11

北部 線,パ ー ン トンプ ン=メ ー プ ワ ック(プ レー 県)間,19キ ロが 開通.

文献3537,13(RSRS1911)

パ ー ン トンプ ン=メ ー プ ワ ック間が 開通.『 ウ ッタラデ ィッ ト(タ ー サオ)と メー プ ワ ック間 の路 線 の歴

史 』 と題 す る報 告 書 の 中で,こ の工 区,と りわ け419キ ロか ら427キ ロ地 点 の 間の 工 区建 設 工事 の 困

難 さを報 告.カ オ プ ング峠 は最大 傾斜 が20度 に及 び,カ ー ブ も角度 が鋭 い.426キ ロ地 点 で は,ウ ッ

タ ラデ ィ ッ ト地 点 か ら標 高182m上,峠 か ら70m下 の地 点 に長 さ352mの トンネル を掘 る.

BTWM1911/07/29

"RoyalSouthernRailway:OPeningofTenderso'南 部 線 の 建 設 の た め に
、2万 ト ン(メ ー トル 当 り

24・8kg)の レ ー ル の 公 開 入 札 の 結 果 を 公 表 。

*ギ ッテ ィ ンズ(H.Gittins,Con電rollingEngineer)、 ス ミス(EWyonSmith)が 立 会 う。 最 初 の 積 み

荷 は1911年11月 か ら。5社 が 応 札 。DickKerrandCo.↓td.,MitsuiBussanKaisha,Dianaand

Co,,Ltd.(Italy),StahIwerksverband(Dusseldorf》 ほ か 。 バ ン コ ク の 代 理 店 が 応 札 す る 。 積 み 出 し価 格

とバ ン コ ク=ペ ナ ン間 、 ま た は トラ ン、 ソ ン ク ラ ー 、 ま た は プ ー ケ ッ ト(Bandon)の3ケ 所 で の 積 み 降 ろ

し価 格(C.1.F.)の 双 方 を 提 示 す る 。 価 格 は 、 バ ン コ ク で トン 当 り6ポ ン ド2シ リ ン グ か ら8ポ ン ド19シ

リ ン グ ま で 。 最 低 価 格 は ドイ ツ の 会 社 。

☆8月22日 、 ドイ ツ の シ ュ タ ー ル ヴ ェ ル ク 社 が 落 札(バ ン コ ク の 代 理 店 は 、BehnMeyerand

Co.,Ltd.)(BTWM1911/08/22)a

386



BTWM1911/08/22

"RoyalSouthemRailwaゾ 新 し い 技 術 担 当 責 任 者 ス マ ー ト(LS .Smart,Superintendihg

MechanicalEngineer)が バ ン コ ク に 到 着 。 同 じ く、 南 タ イ 線 の 建 設 に 従 事 す る ドイ ツ 人 技 師Brochier

も、 同 じ船 デ リー 号 で 到 着 。

BTWM1911/09/22

ooSiamosNewCompanyLaw"タ イ で 会 社 法 が 発 布 さ れ る
。

☆ 経 過:1897年12月 に ヨ ー ロ ッパ 旅 行 か ら帰 国 した ラ ー マ5世 王 は 、 各 国 の 法 律 の 整 備 に い た く感

銘 した 。 そ の 結 果 、 翌1898年2月 に 、 突 如 、 法 律 検 討 委 員 会((沁deCommission)を 新 設 す る 。 そ の

委 員 は 次 の とお り 。

latePrincePhichit,ex-MinisterofJustice;princeofRachaburi,MinsiterofJustice;Rolin-

Jaequemyns,theGeneralAdviser;krikpatrick;Dr.MasaoToukichi;PhrayaPracha,chief

judgeofCivilCourt;KhunLuangPhrayakraisee(Ratanayat),chiefjudgeoftheCriminalCourt.

☆ こ の 法 律 検 討 委 員 会 の メ ンバ ー の 政 尾 藤 吉 が 、 カ ー クバ ト リ ッ ク と 協 力 して ま ず 最 初 の 「会 社 法 」 の 草

稿 を 作 成 し、 次 い で シ ュ レ ッサ ー が 検 討 に 参 加 した 。 さ ら にパ ドウ ー が 立 法 顧 問 に 任 命 さ れ て 、 同 委 員 会

が 手 を 加 え 、 今 回 の 会 社 法 の 公 布 の 運 び と な る。

*法 律 の 全 文 は 、PrachumkotmaiPrachamsok,Vol,24,1g11,pp.20g-284

BTWM1911/10/06

"RailwayTrafficinSiam"「 第14回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1910年 度)」 の 要 約

を、 週刊 バ ンコ クタ イ ムズ紙 が 報告 す る。 内容 は、事 業報 告書 自体か ら引用。 別 途 表記 。

BTWM1911/10/04

10月20日 か ら ヴ ァイ ラ ー鉄道 局 長が 、 北部線 延長 の視 察 のた め に、 ラムパ ー ン とそれ よ り北 部 に旅 行

す る計画 と報 道 。

*北 部 線 の 機 械 担 当 技 師 長 ドイ ツ 人 ギ エ ル ツ(Giertz,ChiefMechanicalEngineer)が 、10月 末

に ヨー ロ ッパ に帰 国の 予 定 と報 道。

BTWM1911/11/19

℃ommunicationandPrices「1全 国 の 籾 の 価 格 に つ い て の 公 式 調 査 の 結 果 を 発 表 。 た だ し、度 量衡

に違 いが あ るた め 、相 互 の比 較 は きわ めて 困難。

*1コ ーヤ ンの 籾 の価 格 は、 最低 が ペ ッチ ャブ ー ン州 の ロムサ ックの26バ ー ツ、最 高がパ ー ヤ ップ州 の

プ レー の200バ ー ツ。 プ レーでは1コ ー ヤ ンは4ピ クル スを意 味す る。 ロムサ ッ クは1コ ー ヤ ンがい く

らか不 明。 一方 、 コー ラー ト州 では 、 同一 の度量 衡 を使 って い るの で比較 が可 能 で あ る。 報告 によ る と、

籾1コ ーヤ ン当 た り、 チ ャイ ヤプ ームが47・5バ ー ッ、 コー ラー トが75バ ー ツ、 ブ リー ラ ムが100

バ ー ツ であ る。

文献3040,11

南 部 線 、 ペ ッ ブ リー=フ ア ヒ ン 間,全 長62キ ロが 開 通 す る 。
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ラ ー マ5世 王 の 葬 儀 を4万3千 人 の軍 を集 め、 サ ナー ムル ワン広 場で 盛大 に行 う。 総 合指 揮 官 は ブ ラ

チ ャッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)陸 軍 第1師 団長兼 工兵 長 。

文献3566,204

鉄 道 局 長 ヴ ァイ ラ ー の 日記 よ り(バ ン コ ク).北 部 線 の 建 設 に 従 事 し て い た ドイ ツ 人 の 数 は,

1909年 時 点 で34名(◆ 注:そ の 全 員 の 名 前 を 記 録).そ の 後,北 部 線 の 建 設 中 止 に 伴 い,18名

が や め,現 在 残 っ て い る ドイ ツ 人 は 計16名 で あ る.

☆ 名 前 一 覧 は 次 の と お り 。We皿er;Gier陀;Sc㎞e∬;Engelhard;Neidh肛dt;Gross;Lobeck;Krenpelt;Muller;

Rummel;Schadrich;Rabe;Eisenhofer;Altmann;Dorow;andWehler,

BTWM1912/01/20

"RoyalSouthernRailway:TendersforLocomo電ives .11南 部 線 の8輌 の 蒸 気 機 関 車 の 公 開 入 札 が こ

の 日朝 実 施 され 、 合 計29社 が 参 加 。 価 格 は1万6000か ら2万6000ポ ン ドの 間 。

*公 開 入 札 に 立 ち 会 っ た 鉄 道 局 の 高 級 職 員 、 技 師 は つ ぎ の と お り 。

L.S.Smart,ChiefMachnicalEngineerSouthernLine;PhraRamphaiphong,ActingControlling

Engineer;E.WyonSmith,Engineerincharge;CentralOfficeMr.Leth,Mr.Hansen,Mr.Diana,

Mr.Finnie,Mr.Kluzer,Mr.Schaarschmidt

◆ こ の 名 前 を 見 る か ぎ り、 南 部 線 は イ ギ リス 人 、 本 部 事 業 部 は ドイ ツ 人 が 多 い 。

BTWM1912/01/25

1'TheNorthernLine'Bタ イ 政 府 は
、 い った ん 中断 して い た 北 部 線 の 建 設 を 再 開 す る こ と を 決 定 し

た と 『バ ン コク タイ ム ズ紙 』が 報道 。

た だ し、1909年4月 、 政府 の声 明 に よ り、 サ ーラ ーメ ープ ワ ックよ り北 の鉄 道 の延 長 は 、純 然 た る資

金 の 問題 で 中 止す る と明言 してい るの で、 この 決定 の実 行性 は多 い に怪 しい と コメ ン ト。
"SiamandHerRailways:TheMonetaryAspect"

BTWM1912/01/26

"SiamandHerRailways:TheMonetaryAspect"

*1909年4月 の 政 府 公 式 声 明 で 北 部 線 の 建 設 を 中 断 。財政 顧 問報 告 に よ る と、鉄 道 建設 の ため

に 、 タイ政 府 は 、第1回 目の ロー ン145万 バ ー ツ と、第2回 目の ロー ン285万 バ ー ツ、 合計430万

バ ー ツを調 達 した。 一 方 、1904年 か ら1911年 まで に政 府が 支 出 した建 設 費用 は合 計3284万

バ ー ツ、 そ の他水 道 設 備 に380万 バ ー ツ使用 。 結局 、 さ しひき600万 バ ー ツが政 府 の手 元 に ま だ残 っ

て い るが 、 しか し、チ エ ンマ イ(756km)ま での 北部 線 を完成 させ るた め には 、1700万 か ら

1800万 バ ー ツの資 金 が さ らに必要 と見 積 られ て い る。

文 献3537,16(RSRS1911》

こ の 日,北 部 線 を デ ー ン チ ャ イか ら チ エ ンマ イ ま で 延 長 す る こ と を 決 定.延 長距 離 は222キ ロ,

費 用見 積 は1700万 バ ー ツ.し か し,実 際 には棚上 げに され る.
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BTWM1912/10/12;文 献3537(RSRS1911)

この日、タイ政府は中断 していたデー ンチャイ=チ エ ンマイ間の鉄道建設の再開を公式に発表す

る。残りの距離数はデーンチャイから222キ ロ。必要とされる建設費用は1700万 バーツ(『 第15

回年次事業報告書』)

PKPSVol.24.401-402:N46

「南部 線 、 とりわ け ソ ン クラー 国の 郡 とナ コン シー タ ンマ ラー ト州の 鉄道 建設 用 地収 用 の た めの 係 官変 更

に関す る布 告(ラ ッタナ コー シ ン暦130年)」

PKPSVol.24.400-401:N45

「南部線チュムポン州の鉄道建設用地収用のための係官任命に関する布告(ラ ッタナコーシン暦130

年)」

BTWM1912/01/30

"TendersforWagons"

*次 の 外 国 人 鉄 道 技 師 の 立 会 の も と 、 南 部 線 の ソ ン ク ラ ー 、 トラ ン、 バ ン ドン に 配 車 す る 低 側 板 貨 物 車

200輌 の 入 札 を 公 示 す る 。 入 札 は 計41社 。

落 札 決 定 は 、 イ ギ リス の メ トロ ポ リ タ ン社(MetropolitanAmalgama電edRaiIwayCarriageandWagon

Co.,Ltd.)で3万1025ポ ン ド

*L.S.Smart,ChiefMechanicalEngineer機 械 担 当 技 師 長

*PhraRamphai,ActingControllingEngineer

*E.WyonSmith,EngineerinchargeofCentralOffice

文献3054,354-355

南 部 線 の 機 関 車 車 両8輌 の 入 札 が 行 な わ れ る.ド イツ最 大 の車 輌会 社 フ ン シェル 社(Hunschel&Co・

inCassel),イ ギ リスよ り3000ポ ン ドも安 い値 段 で応 札 した に もかか わ らず,落 札 に失 敗.イ ギ リス

人 が不 当 に横槍 を 入 れ てい る と抗議.政 治 問題化 す る.今 回の入 札結 果 は 国王が 最 終 的 に検討 した とい う

ことで,一 応 け りをつ ける.

文献3005,20

陸軍、フランスに飛行機研究のためタイ人研修生3名 派遣.
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BTWM1912/03/04

"RailwaysTendersIoス マ ー ト機 械 担 当 技 師 長 の 立 会 の も と、 南 部 線 の4輪 貨 物 車 の 公 開 入 札 の 結 果 を 公

示 す る 。 入 札 は 計10社 。 落 札 決 定 は 、 イ ギ リ ス の ブ ラ ッ シ ュ 社(BrushElectricalEngineering

Co.,Ltd.;agen量HowarthErkskine)で9598ポ ン ド

BTWM1912/03/07

1IRailwaysTenders"南 部 線 の 進 捗 状 況 をr週 刊 バ ンコク タイム ズ紙 』が 報道
。

(1)ソ ンク ラー か ら北 に 向け てす で に70kmの 建 設が 終 了、(2)ト ラ ンか らの 鉄道 は60km建 設

す み、(3)ペ ッブ リー か ら トウ ンソ ンに 向けて84kmが 建 設完 了。(1)と(3)は トゥンソ ンで接

続 す る計 画 。 ただ し、 最近 の 洪水 で 、ペ ッブ リー に南 部 にお ける建 設工 事 は遅 れ や損 害 を蒙 った 。 また、

ギ ッテ ィ ンズ(Gittins,H.)、 南部線 鉄道 局 長 は現在 自国に 一時帰 国 して い るが 、機 械 担 当部 局 に数 名 の

セ ク シ ョン ・エ ン ジニ ア を派 遣 した。

BTWM1912/03/27

"TheSouthernLine:BritishFirms'Success"

*南 部 線 の 車 両 の 入 札 の 結 果 と 納 入 メ ー カ ー の 決 定 を 鉄 道 局 が 発 表 す る。 す べ て を イ ギ リ ス の 企 業 が 落

札 。

(1)機 関 車(1月20日 、 入 札 結 果 の 公 示)は ノ ー ス ブ リテ ィ ッ シ ュ社(NorthBritishLocomotive

Co.,Ltd.)

(2)200輌 の 砕 石 搬 送 貨 物 車(1月30日 、 公 示)は メ トロ ポ リ タ ン社(Metropolitan

AmalgamatedRailwayCarriage&WagonCo.,Ltd.)

(3)有 蓋 貨 物 車 ほ か 貨 車(3月2日 、 公 示)ブ ラ ッ シ ュ社(BrushEIectricalEngineeringCo・,Ltd・)

文 献3537,11-12(RSRS1911)

1912年3月 末 現 在 の鉄 道局 の 職員,労 働者 の数 は,2710名(内 訳,職 員Officials640名,監

視 員Wa量chmen57名,労 働者Workemen298名,苦 力Coolies1715名).

☆年 度 内の 事 故死 は,鉄 道 従業 員4名,不 法侵入 者5名 の計9名 。乗 客 の負 傷者1名 あ り.

◆注:い ず れ も本 書 の 表を 参照 。

文献3537,11(RSRS1911/12)

1912年3月 末 現 在 の車 両 の保 有台 数 は次の とお り.機 関車67輌,客 車250輌,貨 物 車944輌.

そ の他 発注 済 み の もの は,機 関車2輌,客 車11輌,貨 物 車20輌.

文献3537,判(RSRS1911/12)

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 に お け る 車 体 組 立 に つ い て 。

ラ ッタナ コー シ ン暦130年(1911/12年)の 「鉄 道局 年次 事業 報 告書 』 の 中 で,ヴ ァイ ラ ー鉄道

局 長 は次 の よ うに 報告.「 木 製 の客車 の 車体 は,マ ッガ サ ンの中央 工場 で 組 み立 て る こ とがで きるが,鉄

製 の土 台,シ ャー シー(車 枠)は ヨー ロ ッパ か ら輸入 して いる」(

◆ 注:こ の状 態 が 第二 次 大戦 まで続 く?
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BTWM1912/05/06

"HealthofBangkok閥 バ ン コ クで コ レラ が 大 流 行 す る
。

☆ バ ンコ ク市 内に お け る4月28日 か ら5月3日 までの1週 間で 、 コ レラ によ る死者 は203名 、 天然 痘

の 死者 は10名 に達 す る と、 『週 刊 バ ンコクタ イ ムズ紙』 が 報道 。毎 日の死者 の 数 も発 表 。

☆5月19日 か ら25日 まで の1週 間で 、 コ レラ によ る死 者 は97名 、天 然痘 に よる死 者 は6名(週 刊 バ

ンコク タイ ム ズ紙 、5月29日)。

☆6月16日 か ら22日 まで の1週 間で 、 コレラ によ る死 者 は18名 、天 然痘 に よる死 者 は4名(週 刊 バ

ンコク タイ ム ズ紙 、6月26日)。

BTWM1912/04130

'oTheNor量hernLine;LaoNotChineseLabour
,'o北 部 練 建 設 に ラ オ ス 人 苦 力 を 導 入 。 その 実態 を詳

し く報 道 。

*北 部 線 の 建設 は 、 これ ま で決 定 的に 中国 人を依 存 して き たが、 カ オプ ル ン ・ トンネ ル だけ は ラオ ス人 を

雇 用 してい る。 中国人 の 賃金 は 年 々上昇 の傾 向 に あ り、2、3年 前 に北部 線 の工 事 を 中止 した と きに は、

ご く少数 の 中 国人 頭家(タ ウケ)が 労働 力 を支配 し、 ある金 額以 下 の請負 い 額 を拒 絶 して い た。 しか し、

現 在 で は ラオ ス人 を雇 用 で き る よ うな った 。

こ う し た ラ オ ス 人 は 、 チ エ ンマ イ 地 方 、 ム ア ン ・ロ ン グ地 方 、 ウ ボ ンか ら や っ て き て お り、 ま

た か な り の 数 の カ ム 族(Khamus)が ル ア ン プ ラバ ンか らや って きて 工 事 に 従 事 して い る 。 そ の結

果 、 中 国人 苦力 の 賃金 も、地 元 の人 間 とさ して変 わ らな い金 額 で雇 え るよ うに な り、 あ る職 種 で は20

%、 平均 で は10%の 節 約 がで きてい る。 中国人 と比較 した場合 、 ラオ ス人 の効 率 は よ くな いが 、 しか し

貴 重 な労 働 力 であ る。 幸 い 、チ エ ンマ イエ 区の工 事 は それ ほ ど急 ぐ必 要 がな い。 仕 事 を急 げ ば急 ぐほ ど、

初 期 の コ ス トが高 くつ くこ とにな る。

BTWM1912/05/01

1「NorthernLine ."北 部 線 の 建 設 進 捗 状 況 。 デ ー ンチ ャイ とプ レー間 の建 設 は まだ完 了 して いな い。

メ ー ヨム川 の架 橋 工事 は乾期 しか で きな い。雨期 にな る と水 か さが急 速 に増 す た め、仕 事 が で きな い か ら

で ある。 この 工事 は ドイ ツ人 の アル トマ ン(Al電mam)が 指揮 し、パ ー クパ ンに建 設 本部 が あ る。 一 方 、

地 区担 当責 任者 は ア イゼ ンホ ッフ ァー で、 現在 はkm497地 点 のバ ー ンプア イ に本部 を 置 い てい る。 こ

こ数 カ月 、 新 しい エ ンジニ アの 到着 は ない 。

BTWM1912/05/03

11WaysofCommunicationsI'道 路 局 を 新 設 す る
。

*も と土 木 省(MinistryofPublicWorks)を 運 輸 省(MinistryofCommunications)に 改 編 。 そ れ と

同 時 に 土 木 局 と 運 河 局 を 統 合 して 、 道 路 局(DeaPrtmentofWaysofCommunications)を 新 設 す る 。

BTWM1912/05/10

。。RailwayClothing"鉄 道 局 が 制 服
、 制 帽 の 入 札 結 果 を 公 示 。

*鉄 道 局 は1850着 の カ ー キ 色 制 服 、160着 の 白 の 制 服 、250の 防 止 、250の ヘ ル メ ッ トを 公 開

入 札 。4社 が 応 じ る。SamosornKhaRachakam(13,609バ ー ッ 》,AbdulSamad(12,175バ ー ッ),

YapkwongSin(9,992バ ー ッ},PhanichSiam(10,652バ ー ッ}
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BTWM1912/05/23

[ISiamlsRailway'Oin月a'佃waγ5〈 メθ」帽

ベ ル ギ ー の 在 バ ン コ ク 領 事 官 が次 のよ うに発 言 。 「も し、 シャ ン州 南 まで北 部 線 が延 び れば 、 シ ンガ

ポー ル、 ペ ナ ン、 バ ンコ クは ラ ングー ン、 マ ンダ レイ と接続 す る ことに な る。一 方 、仏 領 イ ン ドシナ はサ

イ ゴ ンと コー ラー トを結 ぷ ことに最 大 の努力 を払 って いる。 しか し、 タイ 人 の 保 守 層 の 間 で は 、 サ イ ゴ

ン=コ ー ラ ー ト間 鉄 道 計 画 に は 相 当 の 反 対 が あ る 。他 方 、 タイの 鉄道 を英 領 マ ラヤや ビル マ と接続 す

る計 画の 方 が よ り実現 性 が あ りそ うだ」

BTWM1912/06/12

'ITheSouthernRailway:Constructi6nGoingOnOverTwoThirdsofLine"*南 部 線 の建 設 は今 か ら

ち ょう ど2年 半前 に開始 され た。今 日まで 約300キ ロメー トル が完 了 。全 長1125キ ロの うち、残 り

3分 の2の 建 設が いま進 ん で い る。

BTWM1912/06/14

1'TheNorthernLine
.o'北 部 線 の 苦 力 の 状 況 。

*デ ー ンチ ャイ か らメー ヨム 川 に向か う建 設現 場 では 、現 在1000人 の労 働 者(苦 力)が 働 い てお.り、

そ の うち75%が 近 くか らきた地 元の 人 間で あ る。す で にラ オス人 が鉄 道建 設 に 従事 して い る ことを 報道

したが 、鉄 道 建設 の仕事 が そ れ ほ ど重 労働 で はな く困難 で もない とい う評 判が た って か ら、 ホ ウ 族 や シ ャ

ン族 も労 働 力 に加 わ る よ う にな っ て い る 。 内務省 は かね てか ら、 移民 中 国人 よ りは地 元 の人 間 の雇 用

を優 先す る よ うに言 って きた 。

*メ ープ ア ックの駅 にお け る旅客 収入 は1911年6月 の1693バ ー ツか ら1912年3月 に は

3487バ ー ツへ 、貨 物収 入 は 同期 間2868バ ー ッか ら7379バ ー ツへ と、 着実 に伸 び てい る。

BTWM1912/07/16

"TheNorthernLine:Tendersfor12
,000TonsofRails"

北 部 線 の 建 設 に 必 要 な1万2400ト ンの レ ー ル の 発 注 先 の 公 開入 札 の 結 果 を 公 示 。3社 が 入 札 。

*8月29日=イ ギ リ ス の フ ィ ー ジ杜(Messrs・GFiegeandCo・,Ltd・agentLuisT・Leonowens・

Ltd.)に 決 定 。 ト ン 当 り7ポ ン ド。(B丁WMAugust29,1912}

BTWM1912/07/17

1'TheNor量hernLine:TendersforAccessories ."北 部 線 の 鉄 道 資 材 に つ い て 、 鉄 道 局 本 部 で 公 開 入 札

を 実 施 。12社 が 応 じ る 。7万5268ト ンの フ ィ ッ シ ュ プ レ ー ト、10万9616ト ンの フ ィ ッ シ ュ ボ

トル と ナ ッ ト、488ト ンの レー ル ス パ イ ク ス 、48ト ン の ス プ リ ン グ ウ ォ ッ シ ャ ー 。

*当 日、 入 札 に 立 ち 会 っ#鉄 道 局 の 幹 部 ・技 師 は つ ぎ の と お り 。

L.Weiler,Director-General;PhraGini;1.Simpson;E.Leth;W.Blankwaardt;C.Kramer.

◆ 北 部 線 の 場 合 、 大 半 が ドイ ツ 人 で あ り、 入 札 に 参加 した12社 の 企 業 も ドイ ツ か ベ ル ギ ー の ど ち らか 。

BTWM1912/08/10

"TheNorthernLine:TendersforAccessoriesAccepted"

北 部 線 の 建 設 に 必 要 な 鉄 道 資 材 の 発 注 先 を イ ギ リ ス 、 フ ラ ン ス に 決 定 。Messrs.FiegeandCo.

(agentofLuisT.LeonowensLtd.》fishplates752tons(6774ポ ン ド),railspikes488tons;

SocieteAnonymedesLaminoirs(agentofG.Kluzer&Co.}fishbolts109.616tons(1236ポ ン

ド);EduardVosslohlofVerdohlspringwashers4.8tons(104ポ ン ド)
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文献5110、125

ダ ム ロ ン親 王 の 観 察 。 鉄 道 苦 力 と タ イ 人 労 働 者 。

(引 用)「 鉄道 局 が 必要 とす る賃 労 働 者(1uk-changtham-ngan)の 数 は きわ め て大 き い。 賃 金 は現 在

の と ころ1日 当 り75サ タ ンにま で達 してい る。 しか しそれ で も働 く者 の数 は ま だ不 足 して い る。 とい う

の も、 タ イ 国 民(rasadon)が 仕 事 を 選 ぷ 際 に は 、 鉄 道 建 設 よ り も もっ と割 の よ い と考 え る仕 事 が

他 に た くさ ん あ る か らだ 。例 えば 、 伐採作 業 、 ヤー ン樹脂 油作 り、松 明作 り、 びん ろ う樹 乾燥 な どが そ

れで あ る」

BTWM1912/09/02

IISiamElectri6i量yCo
.,Ltd.:WillltPassfromDanishtoBelgianCon量rol."サ イ ア ム 電 気 会 社 の ベ

ル ギ ー の シ ンジ ケ ー トに よ る買 収 工 作 に つ い て 。

*現 在、 同社 は資 本金25万 ポ ン ド、2万5000株(1株=10ポ ン ド)を 発 行 。推 定 で コメ ンハ ーゲ

ンの デ ンマ ー ク人 投 資家 が1万5000株 、残 り1万 株 をバ ンコ ク在 住 の投 資 家が 所 有 して い る。 ベ ル

ギー の シ ンジケー トは、12月 末 に向 けて 、1株23・11ポ ン ドで買 い取 る方 針 を 決 めた とい う噂が 流

れて い る(1万 株 の オ プ シ ョ ンを取 得 した とい う報 告)。 しか し、過 半数 を保 有 す るに は1万2500株

が必 要。 国 王財 産 局(7000株 を所有)の 代 表で あ るプ ラ ・ボ リブー ンは 、株 を 売却 す る 意思 はな い と

表 明 。

◆9月4日 、12月5日 に も詳 しい報道 記事 あ り。

BTWM1912/10/11;文 献3537(RSRS1911)

IIRailwayTrafficReportolr第15回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書 ラ
ッタ ナ コ ー シ ン暦130年

(1911年 度)北 部 線 」 週 刊バ ンコクタイ ム ズ紙が その要約 を掲 載 す る。 。

☆1912年3月 末現 在 の従 業 員数 は、 計2710名(職 員640名 、監 視員57名 、 労働 者298名 、

苦力1715名)。1911年 度 は2904名(BTWMOctober12,1912)。

BTWM 1912/10/11

IITheNorthernRailway
.'Ir週 刊 バ ンコク タイム ズ紙 』の 社説 で、 北 部 線 の 年 次 事 業 報 告 書

(1911年 度)を 取 り上 げ る。

*ヴ ァイ ラー鉄 道局 長 の報 告 は きわ めて 注 目す べ き。 と くに ウタ ッラデ ィッ トか らメ ープ ア ック まで鉄 道

が通 じた こと によ り、 このル ー トの 唯一 の輸送 手 段 であ った キ ャラバ ン隊(駄 牛 商 隊)は 姿 を消 した。 た

だ し、 北 部線 の 収益 は そ れ ほ ど期 待 で きな い。 プ レー、 ンガ オ、 チエ ンラー イ、 チ エ ンセ ー ンな ど、キ ャ

ラバ ン隊 に依 存 してい る地 域 に鉄 道 が伸 びれ ば、 そ の分 の交易 の肩 代 わ りをす る程度 だ。工 区間 の 建設 費

はキ ロメ ー トル 当 た り9万9651バ ー ッとな り、最 大 の記録 を作 って しま った。

☆社説 は 、 プ レー、 チ エ ンマ イ と伸 び る現在 の 山間部 を通 る路 線 を批 判。 平野 部 の ンガオ 、 チエ ンラ ー

イ、 そ して 国境 につ な が る別 の ルー トを 放棄 した こ とを 暗 に批 判す る。 また 、 いず れ の 日か 、北 部 線が

「メ ー トル軌 」 に変 更 され るか も しれな い、 と予 測 を行 う。
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BTWM1912/10112;文 献3537(RSRS1911)

r第15回 鉄 道 局 年 次 事 業 綴 告 書(1911-12年)北 部 線 」 が 北部 線 の建 設 状 況を 詳 し く報

告。

*ウ ッタ ラデ ィ ッ ト.(タ ーサ オ)=メ ー プ ア ック(38・6km)の 建設 費用 は、384万6534バ ー

ツ。 キ ロ当 り9万9651バ ー ツ。 これ ま で の 建 設 の な か で も っ と も 高 い コ ス トを 記 録 す る 。 内訳 は

1900年 にな され た測 量16万1297バ ー ツ。 困難 な作 業の た め高 くつ く。 土木 工 事公 示 は270万

立方 米 、159万 バ ー ツ。1立 方 米 当 り0・94バ ー ツ。

*従 来 の 交通 手 段 は、 ウ ッタ ラデ ィ ッ トまでは ヤイ川 を ボ ー トで遡 り、 あ とは牛 や 馬 な どの動 物 に よ る陸

路輸 送 。 しか し、 そ の輪 送費 は トンキ ロ当 り1バ ーツを くだ らな い。 鉄 道 が 開 通 す れ ば 輪 送 費 は10分

の1か ら100分 の1に 劇 的 に低 下 す る だ ろ う 。鉄 道の 導入 は それ ゆえ 多か れ 少 なか れ現 在 の交 易 関

係 に革命 を もた らす 。

BTWM1912/10/23

r第3回 鉄 道 局/年 次 営業 報告 書(1911年 度)南 部線 』 よ り。1911年 度 の 南 タイ 線 の 鉄 道

建 設 労 働 者 の 状 況 。

*1911年 度 は 労働 供給 は比較 的 豊富 だ った。(1)契 約 べ 一 ス は5620名(内 訳 中 国 人

5100名 、 タ イ人220名 、 イ ン ド人300名)、(2)日 雇 い ベ ー ス=1920名(タ イ 人

1800名 、 中国人120名)、 合 計7540名 。

BTWM1912/10/23

『第3回 鉄 道 局/年 次事 業 報告 書(1911年 度)南 部線 』 よ り。

ギ ッテ ィ ンズ、 南部 線 鉄道 局 長が 昨 日、 南 タイ線 の視 察 を終 えて ラ ンス ワンか らバ ンコ クへ 戻 る。全 長

1151kmの うち残 ってい るのは323kmで 、現 在進 行 中で あ る。

*1909年9月 に南 部線 の 建設 が 開始 され てか ら1912年3月31日 ま で に使 用 した 建設 費 用 は

1126万7802バ ー ッ。

*1911年 度 中 に新 しい建 設 区間(チ ュムポ ン区 間)を 設 置 し、 アモ ン(GAmmon)を 区 間担 当責 任

者 に任命 す る。 そ の ほか の区 間 は、 ソ ンクラー区 間 、 トラ ン区間 、 ナ コ ン区 間、 バ ン ドン区 間

BTWM1912/10/23

"SouthernLine:AnnualReport"

線 」 の 要 約 を 掲 載 す る 。

r第3回 鉄道局/年 次事業報告書(1911年 度)南 部

BTWM1912/12/05

1ISiamElectricityCo .,Limi量ed:WhyDanishShareholdersareSelling,FearoftheFuture."サ イ

ァ ム電気 会 社 の 元会 長 ウ ェステ ンホ ル ツ との コペ ンハー ゲ ンでの イ ンタ ビュー記 事 。ベ ル ギ ーの シ ンジ

ケ ー トに株 式 を 売却 した経 緯 につ い て詳 し く報道 。

*1911年 の段 階で1株30ポ ン ドを 提案 。そ の後 、 デ ンマー クの株 主 は27ポ ン ド、 ベ ルギ ー側 は

22ポ ン ドの 買 い取 りを 提案 。結 局24ポ ン ド12シ リングで合意 。恐 らくベ ル ギ ー側 は1万6000株

を取 得 した と考 え られ る。 新 しい 株 主 は 、CompagnieMutuollodesTramway,Bru8801。 電気

関係 の技 師長 は デ ンマ ー ク人 のKnuds量onで あ ったが 、す で に帰 国 し、新 た にオ ラ ンダ人技 師が その 地 位

につ いて い る。 もとの我 が社 のデ ンマー ク人 の ス タ ッフ もか な り帰 国 して い るが 、 ス タ ッフの入 れ 替 え は

それ ほ ど頻 繁 で は ない し、多 くもな い。
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文献3040,11

北部 線,メ ー プ ワ ック=パ ー クパ ー ン間,全 長11キ ロが 開通.

BTWM1912/12/20

『財政顧問報告』(1911年 度)。 鉄道収入は合計46万4000バ ーツ。 「この鉄道収入でとくに指

摘すべきは、南部線の8万4000バ ーツが収入の増加に貢献している点である。一一南部線の収入の計

上は今回が初めて。合計からこの分を除いた金額が北部線、ペッブリー線からの収入である」(*ド イツ

人の北部線に対抗 し、イギリス人による南タイ線の貢献ぷりを示そうとする意図がありあり)

BTWM1913/01/13

'IDifficultiesofSurveyinginSiam"測 量 局 の 『1910年 度 年 次 活 動 報 告 書 』 の 内 容 を バ ン
コ ク タ イ

ム ズ 紙 が 詳 し く紹 介 。 と くに 、 ラ ー トブ リー 県 南 で の 測 量 の 実 態 を 事 例 に そ の 困 難 さ を 描 き 出 す 。 苦 力 の

賃 金 、 病 気 な ど も 触 れ る 。
"ThewagesofcooliesinSiamarecomparativelyhigh

,andaffectthecostofallworkperformedby

suchlabour.ThoseemployedintheSurveyDepartmentreceivedTcs.21amonth,equivalentto

aboutaschillingaday,andhavetopayfortheirownfood.Evenatthisratetheyaredifficultto

obtain,andhardtokeepinservice.Theengagementofnewcoolies,toreplacethoseleaving ,

anountedpracticallytocompletelyrenewingthewholelabourforcesinthecourseoftheseason .

Thiscausedinconvenienceandagreatlossoftime,asevenifasurveyorwasnotpreventedfrom

workingforlackoflabour,hegenerallyhadnotenoughcoolieowingtosichnessanddesertion ,and

sowascompelledtoworkveryslowly.

Malariafeverofadangerousnatureisextremelyprevalentinthedistrict,mostofthe

bhanaknganandcooliessufferedmoreorlessfromthisfeverandtherewereseveraldeathsdueto

it.Besidesthissomeofthemensufferedfromberi-beri,andthereweresomedeathsfrom

choleraamongthecoolies"

BTWM1913/01/13.24

1書Difficul量iesofSurveyinginSiam"測 量局の 「1910年 度年次活動報告書』地方での苦力
の賃

金、病気 なども触れ る。

「タイにおける苦力の賃金は相対的に高く、彼 らが行う仕事のコス トを高あている。測量局で雇用 され

る苦力たちの月の賃金は21バ ーツ、1日 当り1シ リングに相当し、しかも彼 らの食費も支払う必要が

ある。また、このように高い賃金でさえ、苦力を確保し仕事をさせていくのは困難だ。仕事をやめた苦力

の代わりに新たに苦力を雇っていくと、1シ ーズンでほぼ全員の入れ替えが生 じてしまうほどである。こ

のことが不便さと多大な時間のロスを招いている。そして、かりに測量技師が労働力不足を免れたとして

も、なお苦力の病気と逃亡が待っている。そのため、十分な労働力を確保することは容易でなく、これが

仕事を非常に遅 くさせる原因となっている。

危険な性質のマラリア熱は地方では狙藪をきわめ、職員や苦力の大半は、多かれ少なかれこの熱病に冒

されて、なかには死者もでる。そのほか、何人かは脚気に冒され、苦力のなかにはコレラで死亡する者も

出ている」
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文献3005,20

国 防 省 陸 軍 参 謀 局 の 中 に 、 鉄 道 課(PhanaokRotfai)を 新 設 。サ ワ ンカ ロー ク線 を軍 の訓 練 用 の た

め に借用 す る。訓 練 に は鉄道 局 が協 力 。

BTWM1913/03/29

'ITheStateRailways朋 ヴ
ァ イ ラ ー鉄 道 局 長 が 、3月21日 か ら 北 部 線 の 視 察 に 出 発 。29日 まで に

建設 現場 の 最先 端 で あ るパ ー ク ター と、 ク ンター ン ・トンネルの 視察 を 行 う。4月9日 にバ ンコ クに帰 還

す る予定 。

*エ ンゲル ハ ル ト運 輸事 業部 長 補佐(W.Engelhardt,AssistantTrafficSuPerintendent)が 、南 部 線 の

運輸 事業 部 長補 佐(assistanUrafficmanager)に 赴任 。バ ンコ クと フア ヒ ンの運 行 を担 当す る。

BTWM1913/04/09

"NakonLampangNotes:fromOurOwnCorrespondent
,Lampang"

*E.Altmann,ラ ム パ ー ン地 区 建 設 担 当 エ ン ジ ニ ア/DivisionEngineerinchargeofconstruction,

fromthepresentterminustoLampang

*E.Eisenhofer,チ エ ン マ イ 地 区 建 設 担 当 エ ン ジ ニ ア/DivisionEngineerinchargeonhe

constructionworkfromL_ampangtoChiengmai

BTWM1913/04/09

"NakonLampangNotes:fromOurOwnCorrespondent
,Lampang"

ク ン タ ー ン トンネ ル に つ い て 。

「ク ンタ ン ・トンネ ル は、 ラムパ ー ンとチ エ ンマ イの 間の 山を通 り抜 けるが 、疑 い もな く鉄 道局 が かつ て

直面 した 困難 さの 中で も最大 の もので あ る。 も っと も高 い線 路の 地 点は 海抜1900フ ィー トもあ る。 ト

ンネ ル の長 さは、 カオ プル ン(KhowPlung)の4分 の3マ イル の じつ に4倍 もあ る。 」

*「 敷設 した線 路 の 最先 端 か ら70-80マ イル離 れ てい る ため、機 械 、セ メ ン ト、 そ の他 の資 材 の搬 送

が きわ め て困 難 とな って いる 。現 在で は牛 を使 うこ と も考 えて い る。雨 期 にはパ ー クナ ム ポか らボー トを

使 って運 ぶ こ と も可 能 で ある が、 しか し必 要 な労働 力 を確保 す るの が大 変 だ」

BTWM1913/04/15

"OpeningofBranchLineSection"inPinangGazetts

ト ラ ン=ト ゥ ン ソ ン 間 の 南 部 線 支 線 の 試 運 転 を 報 告 。

*3月31日 朝9時30分 に 、 トラ ン駅 を 試 運 転 列 車 が 出 発 。 ナ イ ト、 ソ ン ク ラ ー=ト ラ ン 区 間 建 設 担 当

エ ン ジ ニ ア や 、 トラ ン知 事 、 副 知 事 、 鉄 道 局 技 師 な ど が 試 乗 す る 。 当 時 の 南 部 線 の 技 師 は 次 の と お り。

*B .T.K.Knight,SuperintendingEngineeroftheSingolaandTrangDivision

*J .C.Dumbleton,ActingDivisionalEngineer,TungSongDivision

*J .C.Malony,SectionEngineerTrangbranch

*R .K.CornishBowden,AssistantChiefMechanicalEngineer

*W .J.Claessen,StationManagerofTrang

*B .W.Jacobs,enginedriver
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BTWM1914/11/19

"ProvincialEducation"地 方 に お け る識 字 状 況
。 道徳 省 のr年 次 報告1911年 度 』 よ り。

*ア ユ タヤ ー(モ ン トン ・グル ンガ オ)の 識字 率 。年 齢が6歳 か ら17歳 ま での 調査 。 男子 は2万545

人 「読 め る」 に 対 し、4万3622名 が 「読 めな い(aanmai-ok)」 。女 子 は1872人 が 「読 め る」 に

対 し、6万2295人 が 「読 め ない 」。

文 献3538,11(RSRS1912)

1912年 度 末 の車 輌保 有 台 数 は次 の とお り.標 準 軌道 用(北 部線,東 北線)機 関車 は57輌,客 車

209輌,貨 物 車808輌;狭 軌道 用(メ ー トル軌 道,南 部線)は 機 関車10輌,客 車52輌,貨 物 車

109輌.合 計,機 関車67輌,客 車261輌,貨 物車917輌.

文献3538,羽(RSRS1912}

☆1913年3月 末 現在 の鉄 道 局 の職 員,労 働 者 の数 は,2785名(内 訳,職 員Officials703名,

監視 員Watchmen65名,労 働 者Workemen315名,苦 力Coolies1702名).

☆年 度 内 の事故 死 は,計8名(内 訳,従 業 員1名,構 内不法 侵入 者7名).

◆注:い ず れ も本 書 に別 表 あ り。

BTWM1914/09/18

1'RailwayTrafficRePor量"ペ
ッブ リー 線 の 経 営 を 北 部 線 局 か ら南 部 線 局 の 管 轄 へ 移 管 。

文 献3005,14,文 献3054,343-344

鉄道局を,北 部線鉄道局 と南部線鉄道局に組織上分離す る.北 部線は ドイツ人のヴァイラーが局長

として管理する.南 部線はイギリス人のギッティンズが技師長兼総責任者となって管理する.以 後,南 部

線のレールや資材の納入を巡って,ド イツとイギリスが激 しく競争,対 立する。

文 献3040,11

南部 線 ガ ンタ ン=フ ア イ ヨー ト間,全 長49キ ロが 開通 す る.
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BTWM1913/04/10

"TheNorthernLine:BigTunnelCommenced
,PossibleDifficulties"

ヴ ァ イ ラ ー 鉄 道 局 長 の 北 部 線 視 察 旅 行 鞭 告 。 ク ン タ ー ン ・ トンネ ル や 苦 力 問 題 な ど を 報 告 。4月

9日 にバ ンコ クへ帰 還 。 トンネ ルは1350メ ー トルで 、 山の両端 か ら掘 削 を始 め る。

「昨年 を通 じて(1912年 度を 指す)、 鉄道 の 敷設 が よ り険 しい 山岳 部 でな され る よ うに な った ため 、

(山 の生 活 に慣 れ て い る)ラ オ ス人 をで き るだ け雇 うよ うに して き た。 もち ろん 、主 た る理 由は 、 ラオ ス

人 の方 が 中 国人 苦力 よ りは るか に賃 金が 安 いか らで あ る。 その結 果、 今 で は400名 の 中 国 人 に 対 し

て 、1800名 の ラ オ ス 人 が 働 い て い る。1年 前の 比率 とは ち ょう ど逆 転 した。不 幸 な こと に ラオ ス

人 の 労働 供給 はま だ 限 られて いる。 ただ し、彼 らは定 期 雇用 の有利 さを理解 し始 め て お り、前 よ りたや す

くこの仕 事 に加 わ る望 み が 出て きて い る。」

BTWM1913/05/08

"PostsandTelegraPhsinSiam"r1911年 度 郵 便電 信局 年次 事業 報 告書 』 の要 約
。 郵 便 局 と 電

信 局 。

*1913年3月 現 在、 全 国95カ 所 に郵 便局 が あ り、 この うち国 内向 けの 為替 送 金 は28カ 所 、外 国向

け為 替送 金 は4カ 所 が兼 営 してい る。 ま た、128の 鉄 道駅 で郵 便 サー ビスを実 施 して お り、 同オ フ ィス

は鉄 道局 の 管 轄 にな って いる 。

*ま た、 全 国63カ 所 に電信 局 が あ り、 うち3つ(バ ンコク2と メー ホ ンソ ン、 ラ ヨー ン)が 電 信専 門、

残 りは郵 便 局 を兼 営 して いる 。鉄道 駅 で は84カ 所 で民 間 電信業 務 を扱 って い る。

BTWM1913/05/22

"TheSouthernRailway:PendingChangeofPolicy
,FromOurCorrespondentatSingaporeMay

22nd."

*ペ ナ ンガゼ ッ ト紙 は 、 タ イ 政 府 が ソ ン ク ラ ー か らバ ッ タニ ー に 向 か う鉄 道 敷 設 の 延 長 を 中 止 し、

1000名 の 苦 力 を 解 雇 した 。 これ は、 タイ 政府 が ソ ンク ラー線 と英領 マ ラヤの ケ ダ ー線 の よ り最短

ル ー トを新 たに建 設 す る 、す なわ ちバ ンコ クとペ ナ ンを直結 す る鉄 道を 敷設 す る 意図 を 示 した もの と解 釈

で き る。 なお 、 ス マー ト南 部 線鉄 道局 長代 理(LS.Smart,ActingControllingEngineerofthe

Sou量hernLine)も 、 「ペ ナ ンガゼ ッ ト紙』 の イ ンタ ビュー に答 え て、 その こと は十分 あ りえ る と述ぺ

た 。

*こ う した憶 測 に 対 して 、読 者か らタイ 政府 が ソ ンク ラーか らバ ッタニ ーに 向 けての 鉄 道建 設延 長 を 中止

した のは 、 ケ ダー線 との 接続 を狙 って新 ル ー トを 建設 しよ う とす るた めで はな く、他 の 理 由 に も とつ い て

い る との 投書 あ り(BTWMMay28,1913)

◆以 後 、 『バ ンコ クタイ ムズ 紙』 には、 英領 マ ラヤ鉄 道 と南部 線 の接続 を め ぐる記事 が 頻 出す る 。

文 献207,151-152

チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン国 王 文 官 官 吏 学 校 の 中 に,エ ン ジ ニ ア 学 校 ☆(3年 制)を 設 置 。の ちのチ ュ

ラー ロ ンコ ン大 学 工学 部 の前 身 とな る。2459年 に第1期 生が 卒業.計6名.鉄 道 局,灌 概 局,サ イ ア

ム電 力会 社 な どに就職 。

◆ 注:し か し、 この エ ンジニ ア学校 を卒 業 して も、 最高 で エ ン ジニ ア補 佐 ど ま り。
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BTWM1913/06/11

"TheRailwayQustion"inStraitEchoJune4
,1913

*『 ス トレイ ト ・エ コー紙 』 は、 バ ンコクの商 人 た ちに と って 、ケ ダ ー線 と南 部線 の 連結 は望 ま しい と報

道 。従 来、 バ ンコ クか ら トラ ンに郵 便 物 を鉄道 で運 び 、 そ こか ら船 でペ ナ ンに輸送 して い たの に対 し、 タ

イ領 の トラ ンとケ ダー線 を 接続 す れば 、 ヨー ロ ッパ 向 け郵 便物 の送 付期 間 は大 幅 に短 縮 で き る と主 張 。 こ

の メ リッ トが分 か らな い とす るな らば 、 「バ ンコクの 商人 や人 々は 自分 の利 害 に盲 目で しか な い」 と酷評

す る。

BTWM1913/06/21

"TheSouthernRailway"inPinangGazettsJunei3
,1913

内務 省 副大 臣プ ラヤ ー ・マ ハ ーア ンマー トは、 ダ ム ロ ン親 王 内務 大 臣 の代理 と して、 ラ ノー ン県 の国 司 プ

ラヤー ・ラサ ー トの 葬 式 に出席 。 同時 に この機 会 を利用 して、 トラ ン県 とサ トウー ン県 を視 察 。 その 際、

半 島部 を横 切 る。 情 報筋 によ る と、マ ハ ー ・ア ンマー トは 、 タイ政 府が 南部 線 と英 領 マ ラ ヤ鉄道 との接 続

を 、かつ ての イ ギ リス との 協定 に もとづ き完遂 す る計画 で あ る と伝 え た。

*こ の報 道 を め ぐって 、 『バ ンコク タイ ムズ紙 』が 憶測 記 事を 色 々 と掲 載す る。

文献3040,12

北部 線 、パ ーク ター=バ ー ン ピ ン間,13キ ロが 開通.

BTWM1913/07/01

"TheSouthernLine:WhatPenangiiasBeenTold"inPinangGazetts

ギ ッテ ィ ンズ 南 部 線 局 長 は 、4半 世 紀 に 及 ぷ タ イ 鉄 道 局 で の 仕 事 の あ と 、 健 康 を 完 全 に 害 して し ま い 、

(一 時 的 に)休 職 す る 。 代 わ りに ス マ ー トが トラ ブ ル の 山 を 引 き 継 ぐ こ と に な っ た 。 「1000キ ロ に 及

ぶ 建 設 の 情 勢 を 判 断 す る と 、 仕 事 は 上 の ト ッ プ の レ ベ ル で は 人 手 不 足 、 ボ トム の 利 用 可 能 な 労 働 力

の レ ベ ル で は 質 が 悪 く 、 人 数 が 不 足 し て い る だ け で な く 、 均 質 な 仕 事 の 成 果 を 得 る た め に 細 心 の

対 応 が 必 要 に な っ て い る 」 と 報 道 。
"Withascoreofengineersfor1

,000kilometersoftrack,thejobisunderstaffedatthetop,

whilethelabouravailableatthebottomisnotonlypoorinqualityandspareinnumbers,butit

requiresthemostdelicateofhandlingtogetevenindifferentresults."
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BTWM1913/08/07

'1丁heNorthernLine
,ProgressintheHills:fromOurOwnCorrespondent,ChiengmaiolJuly24,

1913ク ン タ ー ン ・ トンネ ル と ラオ ス 人 苦 力

「ここで の ラオ ス 労働 者 は、 季節 によ って変動 が あ る。 収穫 期 に は労働 力 の供 給 が減 り、農 閑期 に は増 大

す るが 、 ラオ ス 人 を活用 す る方法 は変 え るべ きで はな い。 ほぼ2年 前か ら、 ラオ ス人 の 利用 を導 入 して き

たが 、 中 国人 よ り安 くす む こ とが 分 か った。 その 上、彼 らが稼 ぐ金 は 国 内に留 まる 。」

☆ アル トマ ン(AI重mann)が 担 当 してい る建 設区 間(ラ ムパ ー ン=ク ンター ン)で は、 今 年 の6月 に 、

ラオ ス 人1170名 、 中 国 人200名 を雇 用 して い た 。 ラ ンパ ー ン=ク ンター ンの ひ とつ の先 の 区間

で も、 数100名 の苦力 が働 い てい る。

BTWM1913/08/07;文 献3538(RSRS1912)

"TheNorthernLine
,ProgressintheHills:fromOurOwnCorrespondent,Chiengmai"July24,

1913鉄 道 資 材 の 運 賃 が 高 い とい う話 。

*セ メ ン トを例 に とる と、バ ンコクの大 袋 ひ とつが 、 こ ち らで は小 さな袋10個 分 に相 当す る。 この小 袋

の小 売 り価 格 は1バ ー ツ。 と ころ が、現 在 建設 を終 わ った鉄 道 の レール の最 先端 か らク ンター ン ・ トンネ

ル までの 運 賃 が なん と2・25バ ー ッ もかか る。

BTWM1913/09/10,11:文 献3538(RSRS1912)

r第16回 鉄 道 局/年 次 事 業 鞭 告 書(1912年 度)北 部 線 」 の 要 約 を、r週 刊 バ ンコ クタ イム

ズ紙 』が 公 表。

*各 線 の な か で は、バ ー ンパ ーチ ー;ピ サ ヌ ロー ク線 の 収入 が悪 い。 た また ま 、チ ャチ ュ ンサオ(ペ ー ト

リュ ウ)に 至 る東 部線 が 同 じ時 期 に開通 したた め、 ピサ ヌロー ク線 の赤字 を 埋 め合 わせ る結 果 とな った 。

B丁WM1913/09/11;文 献3538(RSRS1912)

鉄 道 と ア ヘ ン輪 送 。 「第16回 鉄道 局/年 次事 業報 告書 』か ら。

*バ ンコ クに鉄 道 で搬 入 され たアヘ ンは30ト ン、逆 にバ ン コクか ら搬 出 した アヘ ンは25ト ン。バ ン コ

クか らの 搬 出 は、 東部 タイ、 コー ラー トが15ト ン、残 りは ウッタ ラデ ィ ト(夕 一 サオ)、 デー ンチ ャイ

経 由でプ レー に向 か った もよ うで あ る。 他方 、搬 入 され たア ヘ ンは、 パ ー クナ ムポ か ら鉄道 で輸 送 され た

もの。 これ らは 、 「リン グラブ ー(lingrabue)」 と言 われ て いる小 さなケ ー キ状 に 固め た もの で 、ボ ー

ル状 のイ ン ド製 とは異 な る。 リング ラブー はチ エ ンマイ 当局 が製造 者 か ら購入 す る。

BTWM1913/10/25

IITheNorthernTunnel:FromOurOwnCorrespondent'oク ンタ ー ン ・ トンネ ル と 苦 力
。

*ク ンター ン ・ トンネル は、 水 の漏 出が ラムプ ー ン側 で 生 じ、 トラ ブルの も とにな って いる。 いつ 完成 す

るのか は 、 ほ とん ど確 か な こ とは言 えな い。

*「 労 働 力 の供 給 は ま った く不 安定 で ある。1カ 月 前 には、 十分 の労 働力 が集 ま って い たが 、い ま や

200名 の 労働 者が 不 足 して い る。 あ らゆ る種類 の食 事 は高 く、苦 力 は快 適な 労 働条 件 を見 いだす こ とは

で きず 、 ご少数 しか長 く留 ま ろ うと しな い。 そ れ に彼 らの間 には病 人 も少 な くな く、 い ったん 病気 が 発 生

すれ ば 、彼 らを 引 き留 め てお くこ とは不 可能 に近 い」
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文献3040,12

北部 線、 パ ー クパ ー ン=パ ー ク ター間,全 長12キ ロが 開通 す る。

BTWM1913/11/14

"TheNorthernLine:HeavierLocomotivesinUse"

*鉄 道 局 では 山岳 部 の列 車 に 、 よ り牽 引力 の強 い機 関 車を使 いつ つ あ る。 コー ラー ト線 で は、 丘 陵地 で は

2輌 の機 関車 を連 結 して使 用 して い る。68・6ト ン クラス の機 関車 に対 し、81ト ンクラス の機 関車 を

新 た に採 用 す る こ とを 決定 した。

*機 械 担 当技 師長(P.Giertz;ChiefMechanicalEngineer)

BTWM1913/12/02

9'ThePeninsularRailways:SiamandTheF .M.S."ヤ ング(SirArthurYoung)は 、 ク ア ラ ル ンプ ル

の 連 邦 会 議 で 、 タ イ と英 領 マ ラ ヤ の 鉄 道 を 東 海 岸 、 西 海 岸 の 両 方 で 接 続 す る こ と に 両 政 府 が 合 意

した と報 告。 必 要 とあ れば 、 さきの400万 ポ ン ドに加 えて 、 同 じ条 件で75万 ポ ン ドの 追加 融 資 を タイ

政 府 に行 う こと も可能 で あ る と発言 。

BTWM1913/12/06

II丁heNor量hemRailway:ACorresponden1intheNorth"ク ンタ ー ン ・ トン ネ ル の 苦 力 に つ い て/

地 元 で の 雇 用 の 推 進(1)

*ト ンネル の先 端 はす で に390メ ー トル の長 さに達 した。 カオ プ ル ン ・ トンネル の場 合 には、562m

の トンネル を掘 るの に15カ 月 か か った。 これ に対 し、 ク ンター ンの場合 には 、 同 じ長 さを6・5カ 月の

ス ピー ドで 掘 って いる。 早 けれ ば16カ 月 で完 成す るだ ろ う。

*「 トンネル のす べ て の仕 事 はい まや(北 タイ の)地 元 の 労働力 で や って いる の で、 金 は国 の なか で 流通

してい る。 カ オ プル ンの トンネル の時 は、 中国 人請 負人 が仕 事 を行 ったの で、稼 いだ 金 の大 半 は国 外 に流

出 した 。鉄 道 局の 要望 に よ り、 自分 た ちの思 うよ うに で きる地元 の 人 間を使 って仕 事 を したいが 、 しか し

彼 らが仕 事 に慣 れ るま では 、鉄 道 局の 人 間達 は さま ざまの 問題 にぶ つか る だろ う。」
*"ltisthewishoftheRailwayAuthoritiestodotheworkwithallthelocallabourattheir

disposal,butuntilthelocalpeoplearemadeacquaintedwiththeworktherailwayauthoritieswill

havealotoftrouble.
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BTWM1913/12/06

"TheNorthemRailway:ACorresponden量imheNorth"ク ン タ ー ン ・ ト ン ネ ル の 苦 力 に つ い て/

現 地 雇 用 の 推 進(2)

*「 ク ン タ ー ン ト ンネ ル で 働 い て い る 連 中 は 、 習 慣 と し て 若 干 の 金 を 稼 ぐ と 仕 事 場 を 離 れ て し ま い 、

家 に い て 最 後 の 金 を 使 い 切 っ て し ま う ま で は 仕 事 場 に 戻 っ て こ な い 。 北 タ イ で の 生 活 費 は そ れ ほ ど

高 くな い か ら、 彼 らが 仕 事 を 離 れ て い る 期 間 は 結 構 長 い の で あ る 。 」
*"Asinthecustomwiththesemen

,afterearningafewticalstheylefttheirwork,tospendthe

moneyathometothelastcentbeforecommencingtoworkagain,andaslivinginthenorthisnot

expensivethesepeoplekeptawayalongtime"

「奇 妙 な こ と で は あ る が 、 しか し経 験 的 に い う と 、 ア ヘ ン の 常 飲 者 は ト ン ネ ル の 中 で の つ ら く 危 険 な

仕 事 に も っ と も 適 し て い る こ とが 分 か っ て い る 。 」
*"Itseemsratherstrange

,butexperiencehasshownthattheopium-smokersprovetobethe

mostsuitableforthehardanddangerousworkatthetunnel."

BTWM1913/12/20

"lnMonthonChumpon"

チ ュ ンポ ン地 区の 鉄道 建 設 の土木 工 事 は1年 間かか って完 了 した。 ゴ ッデ ン(S.Godden)は バ ー ンソ ン

(Bangson)工 区の 責任 者 で 、 ま もな く仕 事を 開始 す る。バ ー ンタパ ノー イ地 区 に いる バ トラー(T・S・

Butler,BangtapanoiorPatiu)は 、 同 じく数100人 の苦 力を使 って、 仕事 を 開 始 して い る。

文献3566,233-248

鉄 道 局長 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(バ ン コク).11月16日 か ら12月6日 まで,北 部 線 及 び ク ンタ ー

ン ト ンネ ル の 視 察 旅 行(本 年2回 目)の 詳 し い記 録.

☆ 「1908年 秋 に私 が 視 察 した 時 には,メ ー ヨムま での工 区の 建設 は もう始 ま って い た.そ して,川 の

向か い側 の 建設 は ラオ ス人 の労 働力 を 使 って行 な って いた.こ の仕事 を 指揮 して いた の は アル トマ ン

(Altmann)で,彼 は仕 事 を うま くや りこな した.そ の後,1909年 春 に,タ イ政 府が 北 部線 の建 設 の

続 行 を 中断 した.そ の際,私 は大蔵 大 臣 と契 約 につ い て話 を したが,私 は 中国人 の(賃 金 の)独 占的な 高

さ(MonoPolPreise)に 抵抗 す る こ とを,第 一義 に考 え て いた.た だ し,建 設が 中断す る と中 国人 は完 全

に姿 を消 した」(続 く)

文献3566,234-235

鉄 道 局長 ヴ ァイ ラー の 日記 か ら(バ ンコク).北 部 線 の 視 察 旅 行 記 録

☆ 「1911年 の 夏 に,メ ー プ ワ ック とデ ー ンチ ャイ の短 い工 区で,北 部線 の鉄 道 建設 が 再 開 され た.そ

こで,私 は 労働 力 の雇 用 につ いて は,自 由に決 定す る こ とがで きた.仕 事 は と くに急 い で いなか った の

で,気 分 的 に は楽 だ っ た.ア ル トマ ンは,(中 国人 苦力 に替 え て)地 元 の人 間 を試 しに労 働 力 と して使 っ

たが,彼 の あ とを 継 い だア イ ゼ ンホ ッフ ァー も同 じや り方 を踏襲 し,か な りの成 功 を 収 めた.だ か ら,私

と しては この方 式 を続 け よ うと思 う.し か し,労 働 力 は不 足 してい る.そ の た め,ま た 中 国人が 大 量 に

入 って くるのが 心 配 だ」 と記 録 。
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文 献3566,240-244

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ーの 日記 か ら.北 部 線 の 視 察 旅 行 。

☆11月27日 に メー トゥイ の駅 に到 着.そ こか らフ ィル マ ・レオ ノー ウ ェ ンズ(FirmaLeonowens)が

所有 す る船 を雇 って,パ ー クナ ムポ(注,ナ コ ンサ ワ ン)ま で下 る こ とにす る.「 鉄 道 資 材 ・機 材 を運 ぶ

た め に8隻 の船 をチ ャー タ ー した.費 用 は荷物 が1ト ン当 り100バ ー ツ.た だ し,8隻 の うち1隻 は人

の 乗れ る旅 客 用 なの で,150バ ー ツの 追加料 金 を と られた.私 の乗 った船 は,ほ か に3ト ンの 荷 物を 積

み込 ん で い たか ら,こ の船 だけ で費用 は450バ ー ツに達 した」

☆ 「帰 路 の旅 は,川 を 使 って パ ー クナ ムポ(ナ コ ンサ ワ ン)に 向か う.ム ア ンテル ン(MuangTern??)

の 町か らメ ー ピ ン川 まで は2日 間の旅.う ち合 計20時 間45分 が 船 に よ る旅 だ った.そ こか ら下 って い

くと,ワ ン川 と合 流 す る.途 中 の ラヘ ー ン(Rahaengタ ー ク)は,建 設 中の鉄 道 が交 差 す る とこ ろで,そ

の うちひ とつ の線 路 は ビル マ の ラ ングー ンか ら延 び て くる予定 だ.ま た,そ の ほか に もい くつ か の 路線 が

あ る」 と記 録.

文 献3566,248

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ーの 日記 か ら(バ ンコ ク,続 き).

☆ 「帰 路 の旅 は,川 を 使 って パ ー クナム ポ に向か う.12月9日,よ うや くパ ー クナ ムポ の鉄 道 駅 に到 着

した.ラ ム パ ー ン を 出 て か ら9日 間.こ の う ち85時 間 と2分 が 船 に よ る旅 だ っ た.下 りの船 で

は,反 対方 向か ら くる船(上 り線)に 出 会 ったの が,ワ ン川 では1日 平均7隻,貨 物 量 に して30ト ン.

一方
,ピ ン川 で は1日23隻,70ト ンだ った.ま た,ラ ムパ ー ンとチエ ンマ イの 間は,小 さな 船 が往 来

して いる」

◆ 注:さ す が 鉄道 エ ン ジニ アだ けあ って,所 要 時 間や 船 に よる貨物 運 送量 を,今 後 の鉄 道輸 送 との 関係 で

注意 深 く観 察 して い る)

BTWM1914/01/10

"TheNorthernLine:ABigViaduct"FromOurOwnCrrespondent
,Chiengmai17thDecember,

1913

*ク ンタ ー ン ・トンネ ルの 掘 削工 事が 順調 に進 ん で いる こ とを報告 で きて 嬉 しい 。す べ て の タイ 国 民が い

まや 北部 線 の進 行 状 況 に関 心 を 向け てい る。パ ー ヤ ップ州 で鉄 道調 査 が実施 され てか らす で に25年 が

た って い る。

*ト ンネル 工事 は、1915年4月1日 に完 了す る とい う見通 しであ る。

BTWM1914/01/10

"TheNorthernLine:ABigViaduct"FromOurOwnCrrespondent
,Chiengmai17thDecember,

1913ク ン タ ー ン ・ ト ンネ ル と苦 力 労 働 者

*先 月 は ク ンタ ー ン地 区 に は1800名 の 労 働 者 が い た 。 も ちろん彼 らは月 を とお して 働 い てい るわ

けで は ない 。 この 定着 の不 安定 性が 工 事の 遅れ の大 きな原 因 とな って いる。1カ 月 と どま って仕 事 を や ろ

うとい う労 働者 は ご く少 数 しか い ない 。 しか し、 い ったん 収穫期 が 終わ れば 、 多数 の 男 た ちが喜 ん で何 カ

月 も働 きに 来 る見 込 みが あ る。 ア イゼ ンホ ッフ ァー(E.Eisenhofer)セ ク シ ョ ンエ ン ジニ ア は、6000

名 の 苦力 の雇 用 が 可能 で あ る とい った 。

*苦 力 の健 康 状 態 は幸 い に よ い。 また 、労 働者 の宿舎 が 山のなか に あ る ことを考 え て も、 彼 らの生 活条 件

は よい。 現在 は2名 の タイ人 医 者が 医療 活動 に従 事 してい る。
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PKPSVol.26.348-349:N49

「北部線、パークチャン村からパークター村間の乗客 ・貨物線の開通に関する布告(仏2456年)」

文献3506、72・73

タ イ に お け る イ ン ド人 独 立 運 動 と鉄 道 建 設 労 働 者 。

☆ 北 部線 の 建設 労 働者 にパ ンジ ャブ人が 多 い。 かつ 北部 線 は ドイ ツ人 技 師が 指揮 す る。 そ こで 、反 英運 動

を 展 開す るた め、 北部 線 の ドイ ツ人 技 師 と コ ンタ ク トした 。

*2名 の イ ン ド人 運動 家(BholanathandNaniBose)が タイ に派遣 され る。バ ン コクの イ ン ド人 で はな

く、 北部 線 のパ コー工 区 で建 設 労働 に従 事 して い たパ ンジ ャブ人 とまず コ ンタ ク ト。 この工 区担 当エ ン ジ

ニ ア はル ー デル ス(Lueders)で 、彼 の協 力 の も とイ ン ド人賛 同者 を集 め る(AmarSingh,BalarSingh,

RamSingh,NarainSingh)。 ま もな く、革命 の指 示が バ ン ドンに伝 え られ 、 ドイ ツ人 鉄 道 技 師ダ ー リン

グ(Doerring)が 、ア リヤ ・シ ン(AryaSingh)と 連携 して、 イ ン ド人 独立 運 動 グル ー プ とバ ン コクの

ドイ ツ領 事 館 の 間に連 絡 網 が作 られ た。 こ う して、 かな りタイ では イ ン ド人 独立 運 動 が普 及 した。

文献3065,177

「仏暦2456年

録 。

ホテイ草を鉄道内に持ち込んで輸送することを禁止する布告」を公布.布 告全文を収

文 献3040,12;文 献3541,1(RSRS1917)

南 部 線,フ ア イ ヨ ー ト=ト ゥンソ ン間,全 長44キ ロ が 開 通 す る。 同 時 に ソ ンク ラ ー=バ ッ タ ル

ン 間,全 長112キ ロ も開 通 。

☆ 鉄道 局 年 次事 業 報告(2459年 度)に よる と(1ペ ー ジ),こ の 日,(1)フ ア ヒ ン=ワ ンポ ン間,

20キ ロ、(2)フ アイ ヨー ト=ト ゥンソ ン間,43キ ロ、(3)ソ ン クラー=バ ッタル ン間,108キ ロ

が,同 時 開 通.

BTWM1914/01/17

"SouthernLine:Tenders"

南 部 線 の 鉄 道 資 材 の 公 開 入 札(12月13日)の 結 果 と決 定 が 公 示 さ れ る 。

*レ ー ル 、 レ ー ル の 継 ぎ 目 板 、 ベ ア リ ン グ 板:ド イ ツの 会 社(StahlwerksVerband)。 ベ ン マ イ ヤ ー 社

(Messrs.BehnMeyer&Co.,Ltd.)が タ イ で の 代 理 店

*ボ(励 ナ ッ ト、 ス プ リ ≧ グ ワ ッ シ ャ ー 、 大 釘:ベ ル ギ ー の 会 社(U$inesLaLouviere)。 タ イ の 代 理

店 はS.A.B.Co,
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BTWM1914/01/30

1'ANor量hernTour;FirstGlimpseoftheHillsllPakTar
,January22nd鉄 道 開 通 に よ る 変 化 。 中

国 人 に よ る 地 方 経 済 支 配 に つ い て

*地 方 に お け る 経 済 は 中 国 人 、 バ ン コ ク の 中 国 人 が 牛 耳 って い る 。 青 田 買 い も行 わ れ 、 コ メ の 搬 送 は 完 全

に 中 国 人 の 支 配 下 に あ る。
"Theonlypersonwhowillpurchasehissurpluspaddy

,outofwhichhepayshisdues,inthe

Chinaman.TheChineseinneccessaryatthepresenttime,butaveryexpensiveneccessity.The

profitofthefarmersgoestoChinesehands,inotherwords,doesnotremaininthecountrytobe

reinvestedinbringingmorefieldsundercultivationandleadingtotheestablishmentofamore

prosperouscountryside."

BTWM1914/01/22

"ANorthernTour:Firs量GlimpseoftheHills'8鉄 道 開 通 に よ る変 化
。

*チ エ ン マ イ:鉄 道 が 開通 した こ とで、 北の都 もバ ンコクか らア クセ ス可 能 な所 とな っ た。 かつ て マ ック

ジル バ リイ(Dr・McGilvary)が チエ ンマイ に到達 した と きの よ うに、 うね うね と曲が り くね った メー ピ

ン川 を遡 る必要 は もはや な い。 ラムプ ー ンか らは 、 自動 車 で肥 沃 な平野 を横 切 って北 の都 に入 る こ とが 出

き る。 また 、 デー ンチ ャイ とプ レー間 も自動車 が利 用 で きる。 もっ と も決 して 快 適 な旅 で は ない が 。

*ピ サ ヌ ロ ー ク 「5-6年 前 に行 った とき と大 き く変 わ った 。鉄道 開通 の 影響 が 大 き い。 町 の通 りに は街

灯 がつ け られ た。 鉄道 の 駅 と川 の船 乗 り場 の間 は道 路が で きて い る。鉄道 が 開 通 した時 に は、 何 も建 って

いなか った 。 しか しい まや道 路 の両 脇 には 貸店舗 や ビル が立 ち並 ん で、 当局 の 財政 を 潤 して い る。」

文 献3565,37

鉄道 局 長 の ヴ ァイ ラー,北 部 線 のチ エ ンマ イま での 延長 の可 能性 につ い て,自 ら調 査 を行 な う.

文 献3052(プ ラヤ ー ・サ リッ トデ ィガ ー ンの 葬 式本)

サ マ ー ン ・パ ンヤ ー ラチ ュ ン(SamanPanya'achun,PhrayaSari!dikan-banchon,の ち タ イ人 第3代

鉄道 局総 裁 に就任1932年8月 か ら),1906年 か ら1911年 まで イ ギ リス 留学.マ ンチ ェス

タ ーで工 学 を 学ぶ.卒 業 後,各 地 で実 地研 修.帰 国後,こ の 日,鉄 道 局 総 裁 付 き企 画 課 技 術 補 佐 に 任

命 され る.初 任 給 は200バ ー ッ 。

BTWM1914/02/21

"SouthernRailwayTenders"

南 部 線の50の 鋼 鉄製 橋 と56の 橋 梁 用 スパ ンの公 開入 札(2月21日)の 結 果 を公 示 。22社 が入 札 に

参 加 。

BTWM1914/03/07

"TheSouthernLine"

南 部線 の 砕石 運 搬 用貨 車 と レール運搬 用 ボ ギー車 の公 開入札(3月7日)の 結果 を公 示。 砕 石用 貨 車 に は

計33社 、 レー ル用 ボ ギ ー車 には20社 が それ ぞれ入 札 に参 加 。
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PKPSVol.27.531-532:N54

「北部 線 、バ ー ン ピ ンか らナ コ ン ・ラムパ ー ン地 区 パ ー コー村 間の 開通 に 関す る布 告(仏 暦2457

年)」

文献3539,11(RSRS1913/14)

1913年 度(1914年3月 末)現 在 の 車両 保有 台数 は 次の とお り.機 関車59輌,

物 車806輌.

客車210輌,貨

文献3539,11(RSRS1913)

1914年 度末 現 在 の鉄 道局 の 職員,労 働 者の 数 は,2770名(内 訳,職 員Officials556名,監 視 員

Watchmen54名,労 働者Workemen292名,苦 力Coolies1868名).

☆ 年度 内の 事故 死 は,鉄 道局 従 業員3名,不 法 侵入 者6名,計9名 が礫 死.

文献3539,8(RSRS1913/14)

1914年3月 末 現在 の建設 路 線 と投 資規 模 は次の とお り.

(1)コ ー ラー ト線(バ ン コク=コ ー ラ ー ト)1767万 バー ツ,(2)東 部 線(バ ン コク=チ ャチ ュ ン

サ オ)342万 バ ー ツ,(3)河 川 線(RiverLine)(マ ッガ サ ン鉄 道 工場;河 川 ステ ー シ ョン)61万

バ ー ツ,(4)サ ワ ンカ ロー ク線(バ ー ンダ ー ラー=サ ワ ンカ ロー ク)82万 バ ー ツ,(5)北 部 線

(バ ー ンパ ーチ ー=パ ー クタ ー)3002万 バ ー ッ,(6)線 路 の 延長 と保 全 整備277万 バ ー ッ.合

計5537万 バ ーツ.

文献,運 輸省 記念 本,;文 献3054,510

土 木 省(Yothatikan)を 運 輪 省(Khamanakhom)に 改 組 す る 。 初 代 運 輸 大 臣 はChaoPhraya

Wongsanu-praphan(SathanSanitwong)、1926年4月 ま で12年 間 務 め る.

BTWM1914/03/28

巳'TheSouthernLineo'南 部 線 の 地 区建 設 担 当 エ ン ジ ニ ア につ い て

南 部線 に新 しい鉄 道建 設 区 間(ワ ンポ ン=コ ・ラ ック間)を 設置 。 同時 に 、地 区建 設 担 当エ ン ジニ ア の 移

動 を行 う。
★Passmoreペ

ッブ リー地 区か らプ ラ ン地 区へ
★ αGSmythプ ラ ン地 区か らフアヤ ー ング地 区へ

★PhraRatha(chanprachak}フ アヤ ー ング地 区に2年 就任
。バ ンコ クへ 呼び戻 す 。

★Orumラ ー トブ リー地 区へ 派 遣
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PKPSVol.27.84:N51

「南 部線 、 ラ ック島 ま で鉄 道 開通 、北 部線 、 ムア ンロー ン地 区バ ー ン ピ ン村 まで 開通 に 関す る布 告(仏 暦

2457年)」

BTWM1914/05/13

"MotorCarsinBangkok"バ ン コ ク の 自動 車 登 録
。

現在 、 首都 省(MinistryofLocalGovernment)登 録 局 に登 録 され てい る 自動 車 の 数 は701台 。 その う

ち250台 が賃 貸 し用 に使 わ れ てい る。 また 、 タイ字紙 に よる と、登録 義 務が ない30台 の王 族 用 車、

10台 の特 別仕 様 車 が あ る。 ま た、倉 庫 や店 頭 に20台 あ るので 、バ ン コ ク に は 現 在760台 の 自 動 車

が 存 在 す る 。

BTWM1914/04/09

"TheSouthernLine"

南部 線 の コ ・ラ ック(KohLak)区 間 が6月1日 か ら開通す る と 『週 刊バ ンコク タイ ム ズ紙 』 報道 。

BTWM1914/06/04

"RailwaySalariesol鉄 道 局 の 給 与 制 度
。

これ まで 、 タイ鉄 道 局(標 準 軌道 、 北部 線)で は、毎 年職 員 の給 与を 定期 的 に上 げ て き た。 しか し、月

40バ ー ツ以 上 の給 与 の職 員 に対 しては 、 この方 式 を廃止 し、人事 効果 を加味 した うえ で2年 に一 回の 昇

給制 度 に変 更 す る と発表 。

BTWM1914/06/08

"SouthernLineTenders"

南 部 線 の ボ ギ ー 車 と 貨 物 車 の 発 注 先 を 決 定 。 公 開入 札 の 結 果 、6輌 の ボ ギ ー 車 は イ ギ リス の ミ ッ ドラ ン

ド社(MidlandRailwayCarriageandWagonCo.,Ltd.)へ 、55台 の 貨 物 車 は ドイ ツ の ザ ッ シ ュ ジ ッ

シ ュ 社(SashsischeWagonFabrik)へ そ れ ぞ れ 決 定 した 。

PKPSVol.27.358-359:N52

「南 部 線、 トゥ ンソ ンか らク ゥーハ ーサ ワ ン間、 ロー ン ピブ ンか らナコ ンシー タ ンマ ラー ト間の 鉄道 開 通

に関す る布 告(仏 暦2457年)」

PKPSVol.27.377-378;N53

「バーンコークノーイ駅の土地収用の係官任命に関する布告(仏 暦2457年)」
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BTWM1914/11/14

151nWesternSiam"南 部 線
、 トラ ン と ナ コ ン シ ー タ ンマ ラ ー ト、 ソ ン ク ラ ー 間 が10月1日 に 開

通 。 これ に よ って、 マ ラ ヤ半 島西 海岸 の地 域で は大 きな経 済社 会変 化が 生 じて い る。

*コ メ ソ ンク ラー な どか ら トラ ンに コメを鉄 道 を使 って搬 入 して い る。 そ れ ま で は ビル マ か ら海 路 で

搬 送 す る 。 タ イ米 は質 が よ い だけ でな く、値 段 も安 いた め、 市場 か らビル マ 米 は駆 逐 され るだ ろ う。

*郵 便 これ ま では バ ンコクか ら シンガ ポール 、ペ ナ ンを経 て トラ ンに到 着 。 例 えば 、10月16日 のバ

ンコ クタイ ム ズ紙 は11月1日 に到 着(15日 間)。 鉄 道 を利用 して半 島 を横 切 った場 合 には6日 間で到

着 して い る。

*ト ラ ンには 中 国人 の秘 密 結 社(改 革 覚)が あ る。 当局 が取 締 を行 えば 、 中国 人 苦力 は お とな し く働 く

だ ろ うが、 それ はで き な い。

*ト ラ ンの 知事 プ ラ ・ナ ー ラーが 、健 康上 の理 由で退任 、 バ ンコクに療養 に向 か うの で 、盛 大 な送 別会 が

開か れ た。 後任 は も とサ トゥ ン知事 補 佐、 コパ 知事 補佐 の プ ラ ・ヨー タ ピタ ックで あ る。

BTWM1914/11/06

"SouthernLine:AnnualReport"

r第5回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1913年 度)南 部 線 」 の要 約 を掲 載す る。 事 業 報 告(1)

列 車 運行 中は 、(1)バ ンコク ノー イ=ペ ッブ リー間151km(投 資 額824万 バ ー ツ)、(2)ペ ッ

ブ リー;ワ ンポ ン間82km(同200万 バー ッ)、(3)ソ ンクラ ー=バ ッタル ン閥108km

(450万 バ ー ツ)、(4)ト ラ ン=ト ウ ンソ ン間93kン(350万 バ ーツ)の 計434km。

1913年 度 の総 収入 は109万6959バ ー ッ(1912年 度93万5272バ ー ツ)、 利益 は57万

3096バ ー ッ(同53万977バ ーツ)。'

BTWM1914/11/06

"SouthernLine:AnnualReport"

r第5回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1913年 度)南 部 線 」 の要 約 を掲 載す る。 鉄 道 建 設 の 進 行

状 況(2)

*全 長1191km。 ペ ッブ リー;ウ ー タパオ 間776km、 ウー タパ オ=ク ラ ンタ ン境 界 間

219km、 ウ ー タパ オ ーケ ダ ー境 界 間40km、 トラ ン支線93km、 ナ コ ン支 線35km、 ソ ンク

ラ ー支線28km。

*土 木 工 事 は1139万 立 方米 。木 製橋 は538ケ 所 。 うち372ケ 所 は完 成 。鉄 橋 は174ケ 所 、 うち

77ケ 所 が 完成 。 ロー ン ピブ ー ンの235mの 長 さの トンネル もほぼ完 成 、4分 の3が コ ンク リー ト製 。

*レ ー ルの 敷設 は9ケ 所 で657kmが 完 了。122万8725の 枕 木 を使 用 。1枚 あ た り1・30バ ー

ッ。 ま た、238kmの 電 信線 の敷 設 も終 わ る。

BTWM1914/11/06

"SouthernLine:AnnualReport"

r第5回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1913年 度)南 部 線 」 の要 約 を掲 載 す る。 鉄 道 建 設 労 働 者

の 報 告(3)

*1913年 度 の労 働 者の 状況 。(1)契 約 労 働:中 国人3306名 、 タ イ人 ・ラオ ス 人649名 、 イ ン

ド人7名 、 計3962名 。(2)日 雇 い 労 働:中 国人48名 、 タイ人 ・ラオ ス人3456名 、 イ ン ド人

70名 、計3574名 。合 計 は6880名 に達 す る(合 計7536名 の間 違い?)。

*バ ー ンタパ ン郡 で 生 じた熱病 の発生 以外 は 、労働 者 の健 康状 態 は よい。
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BTWM1914/11/28

'ITheNorlhernLine=OPeningtoChiengmai'1チ エ ンマ イ 開 通 の 見 通 し

*洪 水 のた め、 鉄道 の建 設 は 中断 して い る。7月 、8月 とだめ で、先 月(10月?)な ど も、工 事 は ま っ

た く行 われ てい な い。 この こ とが工 期 の大 幅な延 長 の原 因 にな って い る。

*ク ンター ン ・ トンネル に使 う資材 の一 部 は、 陸路 で象 を使 って運 んで い る。

*1912年4月 の建 設 工事 を 前提 にす ると、 北部線 が チエ ンマイ まで 開通す る には これ か ら先5年 はか

か る 。 も っ とも楽観 的な 見通 しで は、 ラムパ ー ンまで開 通 した あ と、12カ 月 でチ エ ンマイ ま で延 長 で き

るだ ろ う とい う話。 他 方 、慎 重 派 は18カ 月は かか る と見 てお り、1917年10月1日 が 開通 の 目処 。

文 献3005,21

陸軍工 兵 局 を改 称(KromChareThahanChang)。 陸 軍 工 兵 訓 錬 学 校 を 改 称(RongrianChang

Thaha")。 学 校 は 、 教 育 、 通 信 、 水 道 ・電 気 、 機 関 ・鉄 道 の4課 に 再 編 。

文 献207,21

1914年 当時,チ ュ ラー ロ ンコ ン国王 文官 官吏 学校 の管 轄 の もと,5つ の学 科(も し くは学 校)が 存 在

す る.

(1)医 学科(医 科 学 校)★,道 徳大 臣が学 長 を兼 任.

(2)教 員科(教 員 養 成 学校)★,フ.ラ ・アヌハ.一サデ イットヤーヌサーンが学 長.

(3)統 治学 科(王 宮 内,ピ マー ンチ ャイ シー大 門前 に学校),

MRW.SingnakPramotが 学 長(PhuAmnuwaikan).

(4)法 科(法 律学 校)★,司 法 大 臣が学 長 を兼任.

(5)エ ン ジニ ア 科(エ ン ジニ ア 学 校)費,プ ラ ・ア ヌパ ー トが 学 長.

PKPSVol.28.208;N56

「南 部線 トゥンソ ンか らス ラー トタ ーニ ー間の 鉄道 開 通 に関す る布 告(仏 暦2458年)」

BTWM1915/02/10

1'TrangNotes;FromOurOwnCorrespondentIBト ラ ンまで 鉄道 が通 じたおか げで
、 ソ ンクラ ーや ナ コ ン

シー タ ンマ ラー トの精 米 所 は地 元 に市場 を 見い だす ことが で きるよ うにな った 。精 米 業 も着 実 に増 え て い

る。 トラ ンで は 、 ビル マ か らの コ メ の 輪 入 は 途 絶 し、 鉄 道 で 搬 送 され る タ イ の コ メ だ け が 消 費 さ

れ る と報 告。

BTWM1915/02/11

"Confor量ableRailwayTravelllngll南 部 線 の 客 車 に つ い て
。

☆ 客車 は、 内部 が7フ ィー ト8・5イ ンチ の幅 で、 高 さは天 井の もっ と も高 い所 が8フ ィー ト1イ ンチ。

三 等 の客 車 は79人 乗 り。一 等 は個 室 にな って いて 、革 ば りの座 席や 大 きな鏡 が あ り、列 車 の なか にい る

とい う感 じを起 こさせ な い。

409



BTWM1915/03/09

'ITheNorthernLine"チ ャ オ プ ラ ヤ ー ・ウ ォ ンサ ー 運 輸 大 臣 が
、6週 間 に 及 ぷ 北 部 線 の 視 察 旅 行 か ら帰

り、 タ イ ム ズ 紙 の イ ン タ ビ ュ ー に 応 じ た 。
"(Constructionoftheline)wasalsomuchcheaperthanbefore

,asChinesecoolieshadnowbeen

dispensedwithandtheirplacestakenbythepeopleofthecountry.Labourwascheapand

plentiful,andthepeoplewerewillingtowork.Therewasmuchlesssicknessamongthemthan

amongtheChinese."

BTWM1915/06/25

o'TheBudgetRepoけ;ElevenMillionsSurplus .oo鉄道 の 資 金 調 達 に つ い て 。鉄 道 借款

☆ 『財政 報 告1914年 度 』 よ り。鉄道 建 設 には 、1905年 の100万 ポ ン ド、1907年 の300万

ポ ン ド、 そ して現 在 の475万 ポ ン ド(当 初 は400万 ポ ン ド)を 英領 マ ラヤ連 邦 か らの借 款 で賄 って き

た。 最初2つ は毎 年 の 収入 か ら元 利を 返済 してい く。3つ め の借 款 は必 要 に応 じて分 割 払 い方 式 を と って

い る。1916年3月 末現 在 、借 り入 れ残 高 は658万160ポ ン ドに達す る。

文 献3040,12

北部 線,バ ー ン ピ ン=パ ー コー 間,17キ ロが開 通す る.

BTWM1915/05/15

"SomeNeedsofSiam;TrainingforAScientificCareer
."科 学 、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 訓 練 と 国 内 で

の 育 成 が 必 要 と 、 灌 概 技 師 の ウ ォ ー ド(T.R.」.Ward)が 訴 え る 。

"Theannualdemandforscientificallytrainedrecruitsforofficersorsuboridinatesforthe

railways,roads,canalsandotherengineeringenterprisesinthecountry,nottomentionthe

demandinalliedbranchesofthescientificservicesmainstainedintheArmy,Navy,Mint,

Customs,&;shouldbesufficienttoprovideworkforamodernup-to-datetechnicalschoolin

whichtheYouthofthecountrycouldbeproperlyequippedtofilItheappointmentsthatmustnow

betakenupbyforeignersorforeigneducatedyoungSiamese."

PKPSVo1.28.52-54;N55

「北部線、建設用地の収用指定に関する勅律(仏 暦2458年)」

BTWM1915/06/02

'ITheRailwayTenders'o北 部 線 の 客 車 の 公 開 入 札 の 結 果 を 公 表
。 立 会 い は ヴ ァ イ ラ ー 鉄 道 局 長 ほ か 、

K.Koehler(MechanicalEngineer),NaiSaman(actingchiefoftheCentralOffice),A.Ulrich

(headclerk)o

☆ メ ー ワ ン川 に 架 け る 橋 の 公 開 入 札 も同 時 に 行 わ れ る 。 イ ギ リス 、 オ ラ ンダ 、 ドイ ツ 、 ア メ リ カ 、 ス イ ス

の 会 社 が 応 札 。

☆ 橋 梁 資 材 の 発 注 は 、 オ ラ ン ダ の 会 社(KoninklykeNederlanscheMaschinenfabrik)に 決 定 。 客 車

の 方 は 、 ア メ リカ の 会 社(J.G.BrillCompanyofPhiladelphia)が 、1万1902ポ ン ドで 落 札 。
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BTWM1916/09120:文 献3540(RSRS1915)

"TheBroadGaugeRailways"

☆陸 軍 作 戦 局 鉄 道 課 が 、 北 部 線 の バ ー ンダ ー ラ ー=サ ワ ン カ ロ ー ク 間 の 鉄 道 運 営 を 鉄 道 局 か ら受

託 す る 。 目的 は作 戦局 に属す る軍人 た ちの 訓練 の ため。 た だ し、経理 、統 計 作 業 は引 き続 き鉄 道局 が担 当

す る。

BTWM1915/09/24

'oTheBroadGa」geoRailways" .『 第18回 鉄道 局/年 次事 業報告 書

約 を、 『週 刊 バ ンコ クタ イム ズ紙 』が 紹 介す る。

1914年 度(標 準 軌)』 の要

BTWM1916/02/25

"PeninsularRailway"ペ ナ ン商 業会 議所 の報 告 に よる と
、

ス タ ー 間 が 開 通 し、 列 車 あ 運 行 が 開 始 さ れ た 。

1915年10月4日 に、 ペ ナ ン 累 ア ロ ー

BTWM1915/10/26

IIKhoonTanTunnel:FromOurOwnCorrespondent"
。 ク ン タ ー ン ・ ト ン ネ ル の 掘 削 工 事 が つ い に

貫 通 す る 。 チ エ ン マ イ 側 と ナ コ ン サ ワ ン側 の 双 方 か ら掘 っ て い た トンネ ル が 、 こ の 日午 後3時 、 つ い に 貫

通 した 。 ア イ ゼ ン ホ ッ フ ァ ー(Eisenhofer,DivisionEngineer)や 、 ギ ョ ッテ(Goette,Assistantof

WorksGoe廿e)た ち が 、 南 か ら 北 の 出 口 に 向 け て 潜 り抜 け た 。

◆ 注:ク ン タ ー ン ・ トン ネ ル の 「開 通 」 は1918年3月 、 列 車 の 運 行 開 始 は 同 年6月 の こ とで あ る 。

PKPSVol.28.346-347:N58

「ナ コ ン ・ラムパ ー ン地 区パ ー コー村 とメ ーチ ャン村 間 の列 車運 行 に関す る布 告(仏 暦2458年)」

BTWM1915/11/19

IITheSouthernLine;AnnualReportll
.r第5回 鉄 道 局/年 次 営 業 報 告(1914年 度)南 部 線

局 」 の 要 約 を、 「週 刊 バ ン コクタ イム ズ紙』 が報 道 。

☆機 関車 は32輌 。 うち半 分 が 開通 したラ イ ンで 運行 中 。

☆ 南 部 線 局 の 職 員 と 労 働 者 の 数 は、 建設 部 門 と運 行 部門 あわ せて 合計8299名 。 うち わ けは タ イ人

4381名 、 ヨー ロ ッパ人41名 、 中 国人3767名 、 イ ン ド人85名 、そ の他25名 。

BTWM1915/11/19

"SouthernLine:AnnualReport"

線 」 の 要 約 を 掲 載 す る 。

r第6回 鉄道局/年 次事業報告書(1914年 度)南 部

BTWM1915/11/29

"SouthernLineTrains"
.12月1日 よ り新 しい ダイ ヤで 、 ソ ンク ラー=ト ラ ン間を 運行 す る と鉄 道 局が

発表 。 トラ ン発午 前8時20分 、 ソ ンクラー着 午後6時13分 。他 方、 ソ ンク ラー発 午 前7時30分 、 ト

ラ ン着午 後5時30分 。
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文 献3040,12

北部 線 パ ー コー=メ ー チ ャー ン間,19キ ロが 開通す る。

文献3065,181

「仏 暦2458年

文を 収録 。

パーコー村からメーチャーン村まで鉄道開通に関する運輸省の布告」を公布.布 告全

PKPSVol.28.475:N61

「メーチ ャーンか らムア ン ・ラムパーン間の鉄道開通に関す る布告(仏 暦2458年)」

PKPSVol.28.476:N62

「南 部線 、 バ ー ングル ッ ト駅 か らプ ラチ ュア ップキ ー リー カ ン国バ ー ンサパ ー ンヤイ 駅 間の 鉄道 開通 に 関

する布 告(仏 暦2458年)」

BTWM1916/03/24

「IpaknamTrainLine"パ ー クナ ム鉄道 は、 ク ロー ン トーイか らバ ー ンチ ャ ック(BangChak)の 間の 新

ライ ンを 、4月 最初 めの 週か ら運行 す る と発 表 。新 しい 延 長線 は10・56km。 全 線 の半 分 に相 当す

る。乗 車 時 間 は約 半時 間 。

BTWM1916/03/31

'oTheNor電hernLineo'北 部 線 の チ エ ンマ イ ま で の 開 通 は 来 年4月1日 の 予 定 で あ
っ た が 、 戦 争 の

影 響 、 資 材 の 確 保 難 の た め に 遅 れ る と報 道。

文 献3540, (RSRS1915)

2458年 度(1916年3月 末)現 在 の機 関 車は60輌,客 車 は218輌,貨 物 車 は803輌(12

ペ ー ジ").

☆ 鉄道 局 職員,労 働 者 の 数 は,全 体 で2728名(内 訳,職 員576名,監 視 員46名,労 働 者workmen

314名,苦 力1792名)(以 上,14ペ ー ジ)

☆ 年度 内の事 故 死 は,計14名(内 訳,乗 客1名,従 業 員2名,線 路 構 内へ の不 法 侵入 者11名)(14

ペ ー ジ).

◆ 注:車 輌,職 員,事 故 と も,詳 しい推 移 が本 書の 別表 にあ り。
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文献3040,12

北 部 線,メ ー チ ャ ー ン 謂 ラ ム パ ー ン 間,全 長42キ ロが 開 通 す る.

BTWM1916/04/07

'`Developmentinthelnterior:UsesoftheRail
way.'。 鉄 道 の 開 通 が 北 タ イ の 経 済 に与 え た 影 響 。

と りわ け コメ、籾 の流 通 網の 拡大 につ いて 、週刊 バ ンコ クタイ ムズ紙 が 報道 。

☆ 「ピサ ヌ ロー ク に向 か う旅 程 のな か で最悪 の地 帯 は、 パ ー クナ ムポか ら北 に延 び る地帯 で あ る 。数 時

間 、列 車 は 山岳地 帯 を 走 る。 一年 の うちあ る時期 は、 エ レフ ァ ン トグ ラス(?)で 覆 われ て しま う。 その

た め 、北部 線 は貧 しい 区 間 とみな され、 それ ほ ど注意 を 払 って こなか った。 それ ゆえ 、 ゆ っ く りでは あ る

が確 実 に運 賃 収入 が 増加 して い るの は興 味深 い。 ピチ ッ ト周 辺や ピサ ヌ ロー クの 近郊 で は果 樹 園が 拡大 し

て お り、 これ が運 賃 収入 の増加 を もた ら して い る。 しか し、何 よ り重 要 なの は コ メで あ る。 籾 輪 送 は ま す

ま す 遅 賃 収 入 の う ち 重 要 な 部 分 を 占め つ つ あ る 。

☆鉄 道が 開通す る以 前 は、 この地 域の穀 物 は 河川 を使 ってバ ンコク に運 ば れ たが 、 た い した量 には な らな

か った。 しか し、 第 一 に鉄道 の存 在 と、第 二 に中 国人商 人 の活動 に よ り、穀 物 取 引 は増 加 し重要 性 を摩 し

てい る。 農 民 が鉄 道 の倉 庫 に籾 を持 ち込 み、バ ン コクの 中国人 コメ商人 の 代理 が これ を 受 け取 る。価 格 を

知 らせ る電 報が バ ンコ クか ら届 き、3日 後 に はバ ンコク に籾が 届 く。

☆ さ らに、 プ レー 県 の籾 さえ もバ ンコ クに搬送 され るよ うにな った。

BTWM1916/06/26

1'TheNorthernLine"北 部 線 の 国 王 専 用 の サ ー ム セ ー ン駅 が 、 ロ ー ンム ア ン通 りに 開 設 。駅 舎 の 玄

関は 、バ ン コク ドック社 が建 設 を請 け負 ったが、 実 際の 建設 には、鉄 道 局の エ ン ジニ ア た ち も参 加 した。

☆ この駅 舎建 設 に伴 って 、 ロー ンムア ン通 りの周 りでは 、投 機 目当 て の 土 地 の 買 い 占 め が 生 じた 。 例

えば 、 ロ ー ン ム ア ン土 地 シ ン ジケ ー ト(RongMuangLandSyndicate)な どの不 動 産 会社 が それ で あ

る。

◆注:タ イ語 の会 社 名 を確 認 の こ と!

BTWM1916/07/15

lTheSouthernLine:995KilometersOpenol南 部 線 のバ ー ンナ ー と チ ュ ン ポ ン 間 が 開 通
。 これ に

よ り、 チ ュム ポ ンか らソ ンクラー経 由で トラ ンに行 く半 島横 断の鉄 道が 利 用 で き るこ と にな る。 南 部線 は

全長995kmに 延 長。

☆チ ュム ポ ン発 ソ ン クラ ー、 トラ ン行 き は、毎 週 火曜 日、木 曜 日、 土 曜 日に運 行 。一 方 、 ソ ンク ラー、 ト

ラ ン発 チ ュム ポ ン行 き は 日曜 日、 火 曜 日、木 曜 日に運行 の 予定 。

BTWM1916/09/20

1'TheBroadGaugeRailways鯛r第19回 鉄 道 局/年 次 営 業 報 告 書(1915年 度)北 部

線)」 の 要 約 をr週 刊 バ ンコ ク タイ ムズ紙 』が 掲載 。
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文献3054,370-372

ドイツ人道路技師アモ ンをめ ぐるタイ英の対立。

元鉄道局南部線の建設に従事 した ドイツ人アモン(C.Ammon),道 路局技術顧問(1915年11月 から)

が,チ ュムポンからラノーンに抜ける道路建設の事前調査のために,タ イ政府から派遣される.イ ギリス

大使ダー リング(Doering)が,こ れを激 しく非難 「クラ地峡はビルマに陸路でつながるもっとも重要

な地域,そ うした地域に戦争中敵対国である ドイツ人技師を派遣するのははなはだ危険である」という抗

議文を運輸大臣を通じて外務大臣に送る.外 務大臣は,今 回の派遣はいかなる条件に照らしても妥当と反

論.

BTWM1916/10/12

"HeavyRainintheNorth:TheWashOutontheRaiIway"9月 の大 雨(ク ンター ンで1カ 月47・8

セ ンチ の 降雨 量 、 ラ ムパ ー ンは41セ ンチ)で 線 路 の路 肩 な どの土砂 が 洗 い流 され る。 ま た、 ク ンター

ン ・ トンネル で は 、バ ン コク側 で1万1000立 方 米、 チ エ ンマイ側 で7000立 方 米 の土 砂 が流 され

た 。北 部線 の今 回 の大 雨 に よ る被害 と補 修 費は3万 バ ー ツ と見積 る。

BTWM1916/11/03

"TheSouthernLine:TheAnnualReport"r第7回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1915年 度)

南 部 線 」 の 要 約 をr週 刊バ ンコ クタイ ムズ紙 』 が掲載 。

BTWM1916/11/22

1'TheNorthernLine"北 部 線 に使用 す る レール が、 ヨー ロ ッパ に おけ る戦争 で不 足す る。代 わ りに ア メ リ

カの メー カ ーが レール の提 供 を 申 し出て い るが、 金額 は トン当 り20ポ ン ド。 戦 争 前 の トン当 り7ポ ン

ドの3倍 近 い 高 い値 段 を要 求 してい る。

BTWM1916/11/25

"TheRailwayLoan'1英 領 マ ラ ヤ の 連 邦 会 議 が 合 計49万 ポ ン ドの 追 加 融 資 を 決 定 した と報 道/鉄

道 借 款。 まず1917年1月 に36万 ポ ン ド(う ち18万 ポ ン ド=154万 シ ンガ ポ ール ドル は、 鉄道 建

設 に使 用)、 残 り13万 ポ ン ドは1917年7月 の予 定。 後者 の うち鉄 道 建設 の 金額 は まだ不 明だ が、 比

率 は大 きい 見 通 し。

PKPSVol.29.254:N65

「北部 線 、 ナ コ ン ・ラ ムパ ー ンか らパ ー ク フアポ ン間の鉄 道 開通 に関 す る布 告(仏 暦2459年)」

PKPSVol.29.286-287:N66

「バ ンコクか ら南タイに至 る南部線全線開通の布告(仏 暦2459年)」
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BTWM1916/12/20

"PostandTelegraphDepartment
."rl915年 度 郵 便 電 信 局 活 動 報 告 書 」 の 要 約 をr週 刊 バ ン

コク タイム ズ紙 』 が掲 載 。

☆年 間 の国 内郵 便 物 の扱 い は手 紙269万 通(う ち119万 通 が 印刷物 郵便)、 小 包4万7827。

☆外 国へ の 手紙 は35万3635通(う ち21万8240通 が発 信 人払 い)、 小包2184。 一 方 、 海外

か らの受 け取 りは 、109万 通(44万 が 印刷物 郵 便)、 小 包1万1557。

☆電 話 サ ー ビス 。 バ ンコ クの 電話 交換 所 では現 在63名 が 働 いて い る。

1chiefoperator,26telephonists,7switchmen,41iemen,18workmen,1cablesplincer,6

assis量ants.推 定 で は 、1日 の 電 話 取 次 は平 均9320。 設 置 電 話 数 は 計895台 。 う ちわ け は、

バ ン コク766、 内線110、 ナ コ ンパ トム10、 サ ム ッ トプ ラカ ー ン2、 タ ンヤブ リー2、 バ ンコク公

衆 電話(Bangkokpubliccallstation)5

文 献3040,12

北 部線,ラ ムパ ー ン=パ ー ンフア ポ ン間,全 長33キ ロが 開通す る.

文 献3066,161

陸 軍 工 兵 局(KromCharothahanChang)を3部 局 に改 編.第 一 陸軍 工 兵局,第 二 陸 軍 工兵 局,

第三 陸 軍 工兵 局 の3つ.第 一 陸軍 工兵 局 の下 に第 一大 隊 国王 守備 隊(チ ャー ン ・サ ナ ーム)と 第 二 大 隊

(通信 技 術隊,KongPhanthi2ChangKhruangSanyan)を 配置 す る.

☆2466(1923年)に 再度,機 構 改革.

BTWM1917/01/08

IITheNorthernLine
.'1チ エ ンマ イ 地 区 担 当 技 術 責 任 者 に新 た に ア ル トマ ン(Altmann)を 任 命 、 赴

任 す る 。 そ れ まで チエ ンマ イ地 区 と ク ンター ン ・ トンネ ルの総 責任 者 で あ った アイ ゼ ンホ ッフ ァー は任 地

を離 れ た と報道 。

☆ 現 在、 北 部線 の 建設 は バ ー ン ・フア イポ ンとバ ー ン ・チ ュ ンポ ンの間 の 山間部 の難 所 に集 中 してい る。

その あ とか らチ エ ンマ イ ま での 土木 工事 はす で に完 了 して い る。

文 献3541,14(RSRS1916)

1916年 度 末現 在 の,鉄 道 局 の職員,労 働 者の 数 は5114名.う ちタイ人2730名,中 国 人

2194名,イ ン ド人69名,

1070名 を 大 き く越 え る.

◆本 書 の表5-1を 参照 。

ヨー ロ ッパ人24名.中 国人 は1635名 が建 設 事業 部 で,タ イ 人 の
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文献3541,7(RSRS1916)

1916年 度 内 に 新 規 の 機 関 車 は 増 加 せ ず.37輌(南 部 線 の み)の ま ま 変 更 な し.た だ し,〈4-6-

0>型 機 関 車5輌 を,イ ギ リス の 会 社(NorthBrnishLocomdiveCo,,ltd.)に 発 注 す る.11台 の エ ン

ジ ン を 年 度 内 に 修 理 す る.

☆ 一 方,客 車 に つ い て は,2等 ・3等 車 と3等 車 計14輌 を イ ギ リ ス の 会 社(MidlandRailway

CarriageandWagonCo.,Lrd.ofBirmingham)か ら新 規 購 入.ま た,国 王 お 召 し列 車(BogieRoyal

SaloonCarriage)を1輌,別 の 会 社(MetroPolitanCarriage&WagonFinanceCo.,Ltd.)か ら購 入 す

る.そ の 結 果,1917年3月 末 現 在 の 客 車 数 は,南 部 線 だ け で105輌 と な る.

文 献3040,12

南 部線,ハ ジ ャイ ニナー プ ラ ドゥー 間,全 長88キ ロが 開通す る.

文 献3517、167

第 一 次 大 戦 へ の 参 加/ア メ リ カ が 、 枢 軸 国 に 対 して 参 戦 を 宣 言 。 タイ 政 府 も 中 立 の 立 場 を 維 持 で き な く

な る 。 タ イ 側 と して は 、 列 強 と りわ け英 仏 に 対 して 、 タ イ の 存 在 を ア ッ ピー ル す る 格 好 の 機 会 と 考 え 、 連

合 軍 側 に 参 加 す る こ とを 決 意 。 そ の 時 の 参 謀 総 長 チ ャ ク ッ ラ ポ ン親 王 の 演 説 の 英 訳
"Asthismomentboth(BritainandFrance)

...arefightingdesperatelytopreservetheir

territoriesandtheirindependenceintact.If,therefore,werushtotheiraidshallwenoteffect

ourdesignofmakingthemlookuponusastheirtruefriendsandaswelldisposedtowardsthem?

Thiswillcausethemtoceasefromsqueezingus,andthusweshallgainthebreathingspacewe

desire.開

BTWM1917/05/04

1'JournalofHisMajestytheKing。sOfficialTourtotheSouthernProvinces"国 王 一 行
、 南 タ イ 旅

行 に 向 け て 特 別 列 車 で バ ン コ ー ク ノ ー イ 駅 を 出 発 す る 。5月17日 、 ナ コ ンシー タ ンマ ラ ー ト駅 か ら

バ ンコク戻 る。 約5週 間の公 式旅行 。

☆国 王の ほか 、 チ ャオ プ ラヤ ー ・ヨマラ ー ト首 都大 臣 、チ ャオ プ ラヤー ・ウ ォ ンサ ヌプ ラパ ッ ト運 輸大 臣

を 同行。 ペ ッブ リー、 プ ラチ ュア ップキ ー リーカ ン、 チ ュム ポ ンを 経て 、 自動 車 に乗 り換 え 、 さ らにラ ノ

ンには象 で 行 く。

☆今 回 の旅 行 で は全 体 で1400キ ロを列 車で 移動 した。バ ンコ ク=チ ュムポ ン間468キ ロ、 トラ ン=

ナ コ ンシー タ ンマ ラー ト間152キ ロ、 ナ コ ンシー タ ンマラ ー ト=バ ンコク間781キ ロ。 平 均 時 速 は バ

ン コ ク=プ ラ チ ュ ア ア プ キ ー リー カ ン 間 が50km、 プ ラチ ュア ップ よ り南 では 平均45kmで 走

る。

("TheRoyalTour,"BTWM1917/05/28)

文献3542,10(RSRS1917)

5月12日,コ ラ ー ト線 のバ ー ンパ イ ン駅 構 内で 中 国人苦 力が 線路 の上 で 寝て い て櫟 死.1917年 度 内

に計15名 が 事 故 で死 亡.こ れ とは別 に,ク ンタ ンの トンネ ル掘 削工事 で年度 内に6名 が 事故 死 す る(14

ペ ー ジ)
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文献3054,377;国 立 古文 書館 史 料

タ イ 鉄 道 局 の 改 組 問 題 。

閣議 で タイ 国 内在 住 の ドイ ツ人(鉄 道局,郵 便 電信 局,サ イ アム コマ ー シ ャル 銀 行な ど)の 処 遇=ド イ ツ

に タイが 宣 戦布 告 した場 合 の 国外追 放 につ い て,議 論す る.

☆鉄 道 局 の 改 組 につ い て 。外 務大 臣(ク ロムプ ラヤ ー ・テ ー ワウ ォ ン殿下)と 運輸 大 臣(チ ャオ プ ラ

ヤー ・ウ ォ ンサー ヌプ ラパ ッ ト殿下)が 対 立.国 王 は外 務 大 臣に近 い考 え を示 す.

☆外 務 大 臣 の 立 楊:ド イ ツ人技 師 は完 全 に追放.タ イ 人技 師 の養 成 の ため に,英 領 マ ラヤ連 邦 に研修 生

を派 遣 し,鉄 道 経 営 の現 地化 を図 る とい う意見(ガ ムペ ー ンペ ッ トも この意 見 に近 い).

☆運 輸 大 臣 の 立 場:ド イ ツ人 は追放 す るが,そ の他 の 国の技 師を招 聰 して,外 国 人運 営 を続 け る.海 外

研 修 は反 対.む しろ 国 内研修 を 主 張.

◆原 典:NARo,6,Ton15.111."Rai-nganSenabodiSapha,'01/60,May23,2460.

文献3054,37g

この 日の 閣議 で,国 王,同 盟 国側 に参加 す る意思 を 表 明,理 由は枢 軸国 側 には正 義(タ ンマ)が な い.実

際 は,イ ギ リス留学 の 時 か らイ ギ リス に共感 を もつ.当 時,海 軍 大 臣(ク ロム マル ア ン ・ナ コ ンサ ワ ン殿

下)は ドイ ツ留 学 の ため,枢 軸 国を 支持.一 般 に タイ人 は ア ジア近 隣で 植民 地支 配 を 行 な って い な い ドイ

ツに 共感 を示 して い た.

PKPSVoi.30.63:N67

「臨時鉄道局総裁任命 に関す る布告(仏 暦2460年)」

*ブ ラチャット(ク ロムマクン・ガムペーンペット)陸 軍第1師 団長兼陸軍監察長を鉄道局の臨時総裁に

任命する。

文 献3054,390,412;

国 王,鉄 道 局 長 ヴ ァ イ ラ ー の 替 わ りに,陸 軍 監 察 局 長 ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ン

ペ ッ トKromkhunKamphengphet-akharayothin,当 時35歳)を,鉄 道 局 総 裁

(Commi8810ner。General)★ に 任 命 す る.当 初 は特 別 の措 置 と して暫定 的な任 命.し か しその ま

ま正 規 の総 裁 と して 活動 し,1927年2月27日 まで約10年 間,鉄 道局 総 裁 と して 活躍 す る。

☆な お,チ ャオ プ ラヤ ー ・ウ ォンサ ー ヌプ ラパ ッ ト運輸 大 臣 は この人事 に反 対.鉄 道 局 長 の新 規 任命 はイ

ギ リス と相 談す べ き と主 張す る。
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文 献3065,185-186

「皇弟クロムマクン・ガムペーンペットアッカラヨーティンを暫定的な鉄道局総裁に任命する布告」を公

布する。布告全文を収録。

PKPSVol.30.249:N69

「北部線と南部線を同一局内に統合す る布告(仏 暦2460年)」

文献3003,183

北 部 線 鉄 道 局 と南 部 線 鉄 道 局 を 統 合 して,鉄 道 局(DθpartmentonhoS恒teRailwaysof

Siam:KromRot-faiLuang)に す る.

文 献3065,186-187

「北 部線 と南 部線 をひ とつ の 局 に統合 し,同 時 に皇弟 クロム マ ク ン ・ガム ペ ー ンペ ッ トア ッカ ラ ヨーテ ィ

ンを鉄道 局 総 裁 に任命 す る布 告」 を公 布す る.布 告全 文を 収録.

文献3054,401

この 日,ド イ ツ,オ ー ス ト リア,ハ ン ガ リー の 枢 軸 国 に宣 戦 布 告 。 ドイ ツ 人 を 鉄 道 局 か ら追 放 。

た だ ちに,次 の.3つ の 措 置を 取 る。

(1)ギ ッテ ィ ンズ(顧 問兼 南 部線 総責 任 者)を 鉄 道局 技 師長★に任 命.技 師長 は タイ鉄 道 の建 設,保 全 の

全責 任 を 負 う.

(2)イ タ リア人 カ ノー ヴ ァ(GCanova:道 路 局 技 師)を,北 部 線技 師長 ★に任命 。

(3)ド イ ツ人 の追 放 の後 を 埋め る ため に,道 路 局,国 防省,首 都 省,大 蔵 省 な どか ら,専 門家 ・技 師 を

出 向 させ る。

文献3005,27

タイ政府、第一次大戦に参戦。 ドイツを敵国と指定。タイ国内の ドイツ人の資産凍結、国外追放を開始。

☆鉄道局か ら ドイツ人を含む く敵国外国人〉計28名 追放(企 画部4名 、機関部5名 、保線部4名 、

建設部9名 、運輸事業部3名 、経理部1名 、その他2名).代 わりにイギリス人、タイ人技術者を導入

☆〈文献3040,48>で は,ド イツ人24名 を追放 となっている.
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文 献3511,167

ドイ ツ 人 追 放(続 き)ヴ ァ イ ラ ー と ア イ ゼ ンホ ッ フ ァ ー/ド イ ッ人 技 師 の アイ ゼ ンホ ッフ ァー と鉄

道 局長 ヴ ァイ ラー を直 ちに拘 禁.そ の後,釈 放す るが,ヴ ァイ ラー は この時,健 康 を害 す る.ド イ ツに帰

国す る途 中,ア フ リカ沖 で死 去 す る。

☆ 一方,ア イゼ ンホ ッフ ァーは 戦争 捕虜 と して イ ン ドへ 送還.1929年 に タイへ 帰 国.バ ンコ クで死

去.そ の 遣 骨は ク ンター ン ・ トンネ ル に埋葬 され る.

◆ 注:〈 文 献3565,24(ド イ ツ文),37(タ イ文)〉 で は,タ イ 政府 が ヴァイ ラ ーの永 年 の 功労 に報 い

るた め,逮 捕 拘 禁直 前 に 白象 勲2等 を授 与 。1918年1月16日,ア フ リカ 沖で 病死 。'

文 献3542,1 (RSRS1917)

タ イ 政 府 の 枢 軸 国 に 対 す る 宣 戦 布 告 で,鉄 道 局 に 所 属 す る 次 の28名 の ドイ ツ 人 な ど を 追 放 す る 。

(1)技 術 部 局4名(LWeiler,H.Ringelmann,Th,Schneider,AGerber),(2)機 械 サ ー ビ ス 部 局

5名(R.Schadrich,K.Kohler,LRumme1,K.Moller,GRabe),(3)保 線 事 業 部4名(E.Dorow,

H.Rundholzner,G.F,Wehler,R.Go廿e),(4)建 設 事 業 部9名(E.AI量mann,QLuders,R.

Eschenbrenner,W.Russ,HYvonCollen,F.Weiss,G.Haupt,F.Lampe,V.Boromitstrza),(5)

運 輸 事 業 部3名(F.Schnerr,W.Engelhardt,QNeidhardt),(6)本 部1名(AUlrich),(7)

道 路 事 業 部2名(GAmmon,Th.Rabus)。

◆ 注:詳 し い 一 覧 表 は 、 本 書 の 表5-32を 参 照 。

文 献3542,2(RSRS1917)

ドイ ツ 人 の 追 放 に 伴 い,新 しい 人 事 を 実 施 。(1)ヴ ァイ ラー に替 えて技 術 部 局(TechnicalOffice)

の 長 に農業 省 の モ ムチ ャオ ・チ ャラー トを任命,(2)ギ ッテ ィ ンズ(HenryGittins)を 鉄 道 全体 の総 責

任者(ChiefEngineer)に,(3)ギ ッブ(NormanGbb)を 南 部線 の 機械 技 師長 か ら全 鉄 道 の機 械 技 師

長(ChiefMechanicalEngineer)に,(4)カ ノー ヴ ァ(GCanova)を 道 路局 か ら北部 線 建 設総 責 任者

(ChiefConstructionEngineeroftheNorthernLine)に それ ぞれ任命 。

文献3542,3(RSRS1917)

ドイ ツ 人 の 追 放 に 伴 い,新 しい 人 事(続 き).

☆主 と して 陸軍 省 か ら,計17名 の 出向 を依頼.主 な もの は次 の とお り.鉄 道 局総 裁 ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロ

ム マ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ー ッ ト),総 裁秘 書 ドゥア ン ・パ ンヤー ラチ ュ ン(と もに陸軍 省),会 計 監査 長 官

代 理(ActingChiefAuditor)プ ラヤ ー ・チ ャイ ヨ ッ ト・ソムバ ッ ト(大 蔵省),運 輸 事業 部 長(Traffic

Superintendent)ル ワ ン ・ユ ッタ カー ンバ ンチ ャー(陸 軍 省)な ど。

◆注=詳 しい一 覧 表 は、 本書 の表5-31を 参 照。

BTWM1917/07/22,25-26

IISiamChooses
,HowltWasDonellタ イ政府 、 ドイ ツ ほか に宣戦布 告 。

*当 時、 タ イ 滞 在 の 「敵 国 人 」 は計267名 。 う ち 、 ドイ ツ人 が229名(在 タ イ 領 事 館 登 録

数)。 内 訳 は男150名 、 女37名 、 子 供42名 。オ ー ス トリア人35名 。ハ ンガ リー人3名 。
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BTWM1917/07/22,25-26

1'SiamChooses
,HowltWasDone「1(2》 タ イ 政 府 、 ドイ ツ ほ か に 宣 戦 布 告 。 当 時 、 タ イ 滞 在 の ドイ

ツ 人 の 職 業 は 次 の と お り。

☆ タ イ 政 府 雇 用:一 番 多 い の が 鉄 道 局(別 記)。 ほ か に 政 府 お 雇 い ドイ ツ 人 は 、 郵 便 電 信 局 、 大 蔵 省 、 農

務 省 、 教 育 局 、 政 府 医 療 局(GovernmentMedicalDepot)に い た 。

☆ 民 間 企 業:Windsor(1871),Markwald(1878},FalckandBeidek,B.Grimm.の4社 が 主 な 企

業 。

☆ タ イ で 登 録 し た 企 業 の 役 員 で ドイ ツ 人 を 含 ん で い た の は 、 次 の と お り。SiamCommercialBank,

BangkokDock,BangkokManufacturing,MeklongRailway,PaknamRailway,NaiSokTinMining,

TransportCo.,MotorLtd.。 ま た 、SiamSteamPacke量CompanyatAngthongに オ ー ス ト リア 人 の トラ

トニ ッ ク(Tratnik)が 従 業 員 と して 働 い て い た 。

BTWM1917/07/23,2-3

o。TheStateRailway'1鉄 道局 の ドイ ツ人
。

☆ 当 時 、 南 部 線 に2名 、 北 部 線 に23名 の ドイ ツ 人 が 働 く 。後 者は ク ンター ン ・ トンネル な ど重 要 な

工 事 に従 事 して い た。 政 府 は、 これ ら鉄 道建 設の ドイ ツ人技 師の代 替 を探 す と同時 に 、敵 か ら線 路 、橋 な

どの 攻撃 を 防 ぐた め の措 置が 緊 急 に必要 とな る。,

☆7月22日 の 午 後5時 か ら全 国で い っせ いに ドイ ツ人 、オ ース トリア人 、 ハ ンガ リー人 を拘 束 。鉄 道 局

で は 、技 術局4名 、機 械 サ ー ビス局6名 、保 線局3名 、 建設 局8名 、運 輸 局3名 、 事業 本 部1名 。 その ほ

か3名(PhraAmnuai-rothakit=F.Schnerr,Wehler,Ulrich)は 拘禁 はせ ず に 、退 職 あつ か い とす

る。 計28名(◆ 本書 の 表V-32を 参照)。

☆ 政 府は 、 ドイ ツ人 に替 えて 、戦 争 省(陸 軍)な どか ら代替 要員 を 出向 させ る。18名 の リス トを新 聞に

掲 載(◆ 本書 の 表V-33を 参 照)。

文 献3054,402;国 立 古 文書館 史 料

鉄 道 局 遅 営 の タ イ 人 化 方 針 に つ い て 。

国王 への 上奏 文 の 中で,ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マ ク ン ・ガ ムペー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総裁 が次 の よ うに訴 え

る.「 も し,タ イ 人 が相 当数(鉄 道 局 に)来 て くれ れば,鉄 道局 の タイ人 化(nationalisation)は 速 やか

に進 むで しょ う.で す か ら,タ イ人 エ ンジニ アの結 集が 必要 な わ けです★.も し集 ま らな い よ うで した ら

タイ 人が 修得 す る まで,国 際 化(internationalisationl外 国人 技 師 に事 業 を委 ね る)が 必要 にな るで しょ

う」 とい う提案 。 これが の ち に鉄道 局奨 学制 度 に発 展す る。

◆原 典:NARo.6,Kho,Kho,3!1.1電KromkhunKamphengPhetKrapbangkhomthunPhrabatsomdet

PhramongkutKlaochaoyuhua,"July27,2460.

文献3003,183

北部線(パ ンコクノーイ管理工場)と 南部線(フ アラムポー工場)と も,機 関車の修理補管は

マ ッガサ ン鉄道工場に一本化することを決定。
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文献3542,21 (RSRS1917J

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 に つ い て 。

☆北 部線 と南部 線 の統 一 に伴 い,二 っ に分か れ てい た鉄 道工 場 や資材 置 き場 を マ ッガ サ ン鉄 道工 場

(MakasanWorkshoP)に 統 合す る.そ れ まで進 めて い たカ ー ン トゥ リー工 場建 設計 画 は中止.同 地 区の

動 力 関連 機 械(Bellis,MorcomEngines,Cromptons'Dynamos,BabcockandWilcockBoiIers)は,

す べ てマ ッガサ ン鉄 道 工 場 に移 す.

☆統 合 に伴 い,マ ッガ サ ン鉄 道 工場 の タイ人 従業 員 の数 は,1917年6月 の202名 か ら1918

年3月 末 に は363名 に 増 加 す る.こ れ に よ っ て,熟 練 工 の不 足 の 一 部 を 解 消.

PKPSVol.30.326:N69

「道路局を鉄道局に銃合する布告(仏 暦2460年)」

文 献3054,402

ブラチャット(ク ロムマクン ・ガムペーンペット)鉄 道局総裁の要請に応 じて,道 路局を鉄道局 に統

合。 目的のひとつは,不 足す るエ ンジニアを道路局のタイ人エ ンジニア(土 木工学)で 補充す

る。

BTWM1926/01/16

第一 次 大戦 へ の参 加 に よ り、 それ ま で国立 図 書館 の館 長 であ った ドイ ツ人 の学 者 、 フ ラ ン ク フ ル タ ー

(Dr・QFrankfurter)を 解 任 。 代わ りに フラ ンスの 著名 な イ ン ド シナ 歴 史 学 者 セ デ ス(GCoedes,

ChiefLibrarianofNa!ionalLibrary)を 新館長 に任 命 す る(1918年 初 め か ら)。

◆注:セ デ スは、1912年1月 に東 方学 院 に勤 め、1914年11月 にイ ン ドシナ学 の教 授 とな る。 タ

イの 最初 の 訪 問 は1915年 で2カ 月 滞在 。 その後 、1917年 に短期 の 再訪 問 の あ と今 回 の就 任 とな っ

た。

文献3054,403国 立 古文 書館 史料

日 本 大 使 館 の 対 応 。

在 タ イ 日本 大 使 館 の 一 等 書 記 官 西(に し ・げ ん し ろ う)が,外 務 大 臣 宛 に,ド イ ツ 人 技 師 追 放 の 後 の 地 位

を 日 本 人 技 師 が 埋 め た い が ど うか と打 診.外 務 大 臣(ク ロ ム プ ラ ヤ ー ・テ ー ワ ウ ォ ン殿 下),こ れ を 丁 重

に 断 る.

◆ 原 典:NARo.6,Ton15.2/10.騙NishitoPrinceD6vawongse∴Copy,No.17/5204,August2,

1917;do.,"PrinceDevawongsetoNishi,"August2,1917.

BTWM1917/08/11

6'BudgetEstimatefor1917 -18 .'oand"TheFinanceof1915-16'1鉄 道 借 款(外 国 借 款)に つ い

て 。

☆1915年 度 の財 政 報 告。 総 支 出7027万 バ ー ツ。 うち鉄道 関係 は 北部 線建 設 が56万5000バ ー

ッ、南 部 線 が18万4000バ ー ツで 、合 わせ て74万9000バ ー ツ。

☆1917年 度 は 、鉄 道 借款 の 未使 用残 高 が579万5000バ ー ツ。通 常 、南 部 線 の建 設 は この 外 国借

款 か ら支 出 され るが、 今 年度 は 一般 会計 の 予備 費(TreasuryReserves)か ら支 出す る と説 明。 理 由は 明

らか に して いな い。
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文献207,37

チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 に4学 部 を 設 置 す る 。初 代学 部長 は プー ンシ リガセ ー ム ・ガ セ ー ム シー.

(1)医 学 部(KhanaPhaetsat),シ リラーチ ャ病 院を 併合,初 代学 部長 はプ ラヤ ー ・ウェー トシ ッ ト

(2)政 治 学部(KhanaRatprasason-sat),旧 文 官官 吏学 校 を発 展 初 代 学 部長 は プ ラヤー ・ウ ィ タ

ヤー プ リチ ャーマ ー ト.

(3)工 学 部(KhanaWisawakamasat),旧 エ ン ジニ ア学校(RongrianYantara-suksa)を 発 展.初

代 学 部 長 は プ ラ ヤ ー ・ニ パ ッ トク ンポ ン(も と鉄 道 局 技 師 、 イ ギ リス 留 学)。

(4)文 理 学部(KhanaAksonsatlaeWithayasat),旧 教員 養成 学校(RongrianFukhatKhru)を 発

展.

BTWM1917/10/04

IISouthernLineWorkshops
.開南 部 線 の 車 輌 工 場 を現在 の ガ ー ン トゥリー か らバ ン コクへ 移転 させ る予

定 と報 道 。 ガ ー ン トゥ リー はバ ンコ クか ら566km離 れて お り、戦 争 に よ って入 手 で きな い機 械 や 資材

を 除 けば 、 ほぼ 建物 自体 は完 成 して い る。 に もか か わ らず移 転す る のは おか しい と新 聞 が コ メ ン ト

◆ 注:北 部線 と南部 線 統 一の ため車 輌工 場 をマ ッガ サ ン鉄道 工場 に一 本 化す る。

文 献3566,280

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ー の 日記 よ り(バ ンコ ク).戦 争捕 虜 と して拘 禁 され た後,8月1日 に胆 嚢の 病気 にか

か る.10月24日,チ ュラー ロ ンコ ン大学 病院 に入 院 病 気を理 由に,10月1日 に捕 虜 の身 分 を解 除

され る.

◆注:受 勲 の話 は,結 局 日記 には 出現せ ず.

BTWM1917/10/15

1'TheFloods:TheNorthandMailo'記 録 的 な 洪 水 の た め
、 北 部 線 、 東 部 線 、 コ ー ラ ー ト線 な ど が

不 通 と な る 。バ ン コク=ア ユ タヤ ー間 は鉄道 、 そ こか ら蒸気 船 の連絡 が始 ま った。 ロ ッブ リー ま では船 で

行 き、 そ こで 再 び乗 り換 えて ラムパ ー ンまで 鉄道 で行 く。バ ー ンパ ーチ ーよ り東 も洪水 の た め不 通 。

BTWM1917/11/09

9'SouthernLineTraffic
.1'r第8回 鉄 道 局/年 次 事 業 報 告 書(1916年 度)南 部 線 」 の 要 約

を 『週刊 バ ン コク タイ ム ズ紙 』が 掲載 す る。

☆年 度末 の 総延 長 キ ロ数 は1083km。 キ ロメー トル 当 りの建設 コス トは 、(1)バ ン コ ク=ペ ッブ

リー 間5万5477バ ーッ;(2)ペ ッブ リー=ウ ー タパ オ間4万767バ ー ツ;(3)支 線4万

4248ノ'ミ ー ッ

☆総 収入 は208万3535バ ーツ、 支 出は115万4810バ ー ツ。諸 引 当の あ との 純 益 は70万

725ノ ぐ一 ッo

☆ペ ッブ リー の新 しい駅 舎 と給 水設 備 が1916年 度 に完 成。
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BTWM1917/i1/09

"TheRailways
."バ ン コ ク 霧 ア ユ タ ヤ ー 間 の 新 ダ イ ヤ 。11月10日 か ら実施 。 バ ンコ ク発(ア ユ タ

ヤー着)は 午 前7時(午 前9時32分)、 午 前10時10分(12時43分)、 午 後1時55分(午 後4

時24分)の3本 。 一 方 、 アユ タ ヤ発 バ ンコ ク行 きは午前7時13分 、午 後1時23分 、 午後2時22分

の3本 。

PKPSVol.30.448-450:N70

「鉄道、電信の時間使用に関する布告(仏 暦2.460年)」

文献3542,22(RSRS1917}

鉄 道 局 道 路 事 業 部(DopartmontofWay8)の 事 業 と 組 織 を 大 幅 に 改 組 す る 。(1)道 路(Land

Ways)を 国道(sta量ehighways),州 道(provinciaIhighways),そ の他(Byways)に3つ に分 け,

さ らに国道 は1級,2級,3級,な どに区分す る.(2)こ れ まで道 路保 全事 業 は道 路 事業 部 か ら州(モ

ン トン)に 派 遣 した人 物 を通 して行 な って いたが,こ の方 式 を廃止 し,以 後 の道 路保 全 は 中央 の 道路 事 業

部 の直 轄事 項 とす る。

文 献3566,282

ヴ ァ イ ラ ー 鉄 道 局 長 の 死 去 。

鉄道 局 長 ヴ ァイ ラ ーの 日記/息 子(ClemensWeiler)の 「あ とが き」 よ り.ヴ ァイ ラー は1917年

12月,デ ンマ ー ク船"マ グダ ラ号(Magdala)"に 乗船 して,バ ンコ クを 離れ,ド イ ツへ の帰 国の旅 に

つ いた.シ ンガ ポ ールか らア フ リカ に向か う船 の 上で 病気 が悪 化.モ ザ ビー ク海 峡沖 に差 しか か った所 で

死去 した.享 年54歳5カ 月.

文献3517、188

ブラチャット(ク ロムマクン・ガムペーンペッ ト)鉄道局総裁の命令により、新たに法律局(Legal

Departmont)を 設置す る。その目的は、これまで各部局でそれぞれ実施してきた報告書の作成や法律

関連事件の処理などをひとつに集め、部局の雑務を減らすため。しかしより重要な目的は、鉄道局の彪大

な予算を国王財産局、軍、灌概局、内務省、スアパー軍、皇子たちに勝手に濫用されないようにするため

の法的措置にあった。

文献3005,32

連邦 マ レー鉄 道 総 裁の ア ン トニ ー(P.A.An宝hony)、 南 部 線 との 相 互 乗 入 れ の 話 合 い の ため 、バ ンコ

ク訪 問。
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文 献3511,166一167(ド イ ツ 文);文 献3510,51(英 文)

難 航 した 北 部 線 の ク ン タ ー ン ・ トンネ ル 開 通 す る 。全 長1361メ ー トル、 高 さ53メ ー トル 。 当

時,東 南 ア ジア最 大 の トンネル.1918年6月28日 、 運行 開始 。

☆ ラオ ス 人 苦 力 と 博 打 につ い て 。

な お,こ の トンネ ル掘 削 を指 揮 したア イゼ ンホ ッフ ァー(EmilEisenhofer)の 回想 が,き わ め て面 白

い.そ れ に よ る と 「バ ンコクか ら連 れ て きた 中国人 苦力1000人 は,ト ンネ ル はお 化 けが 出る とこわ

が って,中 に入 ろ うと しな い.仕 方 が ない のでバ ンコク に送 り返 し,代 わ りに ウボ ン県 の ラオ ス人 を雇 っ

て掘 削を 行 な った.し か し,こ の ラオ ス人達 は無 類 の博 打好 きで,給 与 を支 払 うと皆,博 打 に夢 中 にな っ

て,こ れ も仕 事 に な らな い.そ こで,彼 らを小人 数 の グル ープ に分 け,給 料 日をず らす こ とで作 業 の遅 れ

を 回避 した」 と。

文 献3542,20 (RSRS1917)

1917年 度 中 に,29輌 の 燃料 用 貨物 車を バ ンコク ノーイ鉄 道工 場 で組 み立 て る.車 台 と車輪 は,ベ ル

ギ ー製 の8ト ン積 み砂 利石 運 搬車(8tonBraime-leComteBallastWagon)を 利用 す る.改 良前 は,薪

を4ト ン しか 積 載 で きな か ったが,改 良 に よ り8ト ンに増 加 で きた.

BTWM1918/06/05

'ITrainingfortheRailwayDepartmentll第1期 鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 の 合 格 発 表 と 合 格 者 の 出 身

を 「週 刊 バ ン コ ク タ イ ム ズ 紙 』 が 報 道 す る 。 工 学/エ ン ジニ ア リ ン グ専 攻4名 、 商 学/運 輸 専 攻4名 の 計

8名 。

(1}Sut.Palasiri1045点(20歳 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ校 、 工 学 専 攻)

(2)RianPhuUasuk1000点(19歳 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 工 学)

(3)KhlingTitanan983点(19歳 、 鉄 道 局 職 員 、 工 学)

(4)YenKunchan980点(21歳 、 チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 、 工 学)

(5)SomCharatsing950点 、(20歳 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 商 学/運 輸 専 攻)

(6)WarawirakonWarawan929点(18歳 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 王 族 出 身 、 商 学/運 輸)

(7)TawinKhuptarak926点(17歳 、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 商 学/運 輸)

(8)KimLeeKhemmani901点(16歳 、 テ ー プ シ リ ン校 、 商 学/運 輸)

文 献3005,33

チッ トラダー宮殿駅が完成す る。

文 献3005,33

南部線ハヂャイ=パ ダンバ ッサール 開通、英領マ レー線と接続す る。パダンバ ッサー ル駅は英領

マラヤとタイの共同利用。
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文 献3005,33;文 献3054,418-419

フ ラ ン ス の 資 本 家 ル ・ジ ョ ー ヌ(LoJouno),イ ン ドシナ と タ イ との 連 結 鉄 道 の 提 案 を 行 な

う 。計 画 で は3つ の 路線 の いず れ か.

(1)プ ラー チー ンブ リー 県=サ イ ゴ ン線(2)ウ ッタ ラデ ィ ッ ト=パ ーク ラー イ線(3)ウ ボ ンラ ー

チ ャターニ ー県=プ ノ ンペ ン線 の3つ.

☆ フ ラ ンスの 副大 使 モ ー グ ラー ス(GMaugras),タ イ政 府 は鉄道 建設 の 資金 が不 足 す るよ うで あ れば フ

ラ ンス企 業 が 支援 して もよい と提 案.→11月4日 の国王 の ガ ムペ ー ンペ ッ ト宛 手 紙 参 照.

文献3062、23-27

こ の 日、 鉄 道 奨 学 生 第1期 生 が ア メ リカ ・ボ ス トン に 向 け て タ イ を 出 発 。

☆7月27日lrLinan」 号 で午後4時 、 出発 。鉄 道奨 学生 名 の ほか、 司 法省1名 、私 費留 学 生2名 が 乗

り込 む。 この 時、 引率 者 と して同行 したの がプ ラヤー ・ラムパ イ ポ ンボ リパ ッ ト(当 時 、 ウ ドン線 の建設

担 当技 師責 任者)。

☆8月7日:香 港 に到 着 。 そ こで 「コ リア丸」 に乗 り換 え る。 客室 を6人 で共 有 し、 王族 の ウ ォラ ウ ィー

ラ ゴ ンも他 の奨 学 生 と 同 じよ う に部 屋 を共 有 した。

☆8月22日:長 崎、 到 着。 以下 、24日 神戸 、27日 横 浜。 横 浜見物 と一 部 は一 等公 使 訪 問。

☆8月30日:横 浜 を 出発 す る。 カ リフォルニ ア で働 く日本人 と結 婚す る予定 の50名 の 日本 女 性集 団 と

で くわ して驚 く。 それ ぞれの 女 性 は、 これ か ら結 婚 す る男性 の写 真 を持 ってい た。

☆9月8日:ホ ノルル に到 着 。

☆9月15日:サ ンフ ラ ン シス コの金 門 島に到着 。18日 出発 、3日 か か って シカ ゴへ 。

☆9月21日 、午 前11時 に汽 車 でボ ス トンに到 着 。現 国王(ラ ーマ9世 王)の 父 君 で あ る ク ロム マル ワ

ン ・ソ ンク ラー ナ カ リン殿 下 が駅 まで 出迎 えに来 て お り、奨 学生 一 同 ひ ど く恐縮 す る 。

◆ 出所:『 ル ワ ン ・シ リア ッカニ ガ ー ンの葬 式本 』。 ル ワ ン ・ク ンチ ャ ンラ ッタ ヤー トンに よ る回 想 よ り

(1961年12月8日 付 け)。

文献3517、178

マ ッガサ ン鉄道工場の拡張計画を承認する。

◆注:鉄 道局が承認?そ れとも大臣会議か?

PKPSVol.31.242-243:N72

「マッガサン村、東部線に面した鉄道局本工場建設のための土地拡張に関する勅律追補(仏 暦2461

年)」

◆注:マ ッガサン鉄道工場を北部線、南部線双方の車輌修理工場にするための拡張工事を認める法律。
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文献3054,409-414国 立 古 文書館 史 料

ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁,国 王 へ の 上 奏 文 の 中 で,こ れ ま で の

鉄 道 局 の 再 編,タ イ 人 化 の 経 緯 を 詳 し く説 明 す る.同 時に運 輸大 臣 ウォ ー ンサ ヌ プ ラパ ッ トとの意見

の対 立を 明 確 にす る.

☆1917年6月 か ら,北 部 線 と南 部 線 の 統 合 を計 画.し か し,運 輸大 臣に相 談 す る と反 対 され そ うな

の で,独 自に実 施 す る と報告.☆ ガムペ ー ンペ ッ ト総裁 は,一 応 重 要 な事項 の 決定 の 写 し は運輪 大 臣に送

付 して いた が,多 くの決 定 は大 臣 に相談 す る こ とな く,直 接 決定 を 下す.歳 可 が必 要 な 場合 には,直 接 国

王 と相談.運 輸 大 臣は強 い不 満を抱 く。

◆ 原典:NARo.6,Kho.Kho.5/13,'覇PrincePurachatratoKingRamaVl,olConf.,September25,

1918.(重 要文 書)

文 献3054,409-414国 立 古文 書館 史料

ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局総 裁,国 王へ の上 奏 文(続 き)

「現在,鉄 道 局 で 働 くタイ人 は1万1000人,収 入 は700万 バ ー ツ,支 出 は1300万 バ ー ツに達 す

る.タ イ の 中で は極 めて 大 きな部 署 で あ る.も し鉄道 局 総裁 に絶 対 的な権 限が 付 与 され ない な らば,あ ら

ゆる ことは成 し遂 げ る こ とが で きな い で しょう」 と,鉄 道局 総裁 の特 別 の地 位,非 常 時 の特 別措 置 を 強

調.ま た,向 こ う5年 間 の 間 に す べ て は(鉄 道 運 営 の タ イ 人 化)う ま く行 く と主 張 す る.

文 献3054,424-425 国立古文書館史料

国 王 か らブ ラ チ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 宛 の 手 紙 。 フラ ンスが 提案す るイ ン ドシナ との連 結 鉄 道の 計 画 は,

(1)領 事裁 判 権(治 外 法権)の 廃 止,(2)関 税 自主 権の 回復 を フ ラ ンス に認 め させ る ことを 条件 に,話

を進 め て もよ い と指 示.

◆注:第 一 次大 戦 終 結 の見 通 しの 中 で,国 王,外 務大 臣 な どはタ イが従 来 の不 平 等条 約 是正 の絶 好の 機 会

で あ ると みな す 。戦 後処 理 の 会議 の 中で 同盟 国 に対 して主 張す べ き と考 え る。

◆原 典:NARo.6Kho、Kho.5.1/2."PhrabatsomdetPhramongkutKbochaoyuhuatungKromkhun

Kamphengphet"'November4,2461.

文 献3054,428-431 国立古文書館史料

ウ ォ ンサ ー ヌ プ ラ パ ッ ト運 輪 大 臣 、 タイ 鉄 道 建 設 の 将 来 計 画 に つ い て 報 告 す る(Memorandumof

PolicyforFutureRailway-ConstructioninSiam)。 主 要 な計画 は次 の とお り。

(1)将 来 的 に は鉄道 を 全 面 的 に国有化 す る。 利益 が大 きい.

(2)こ れ ま で ドイ ツか ら輸 入 して いた資 材 を同盟 国に切 り替 え る.

(3)鉄 道 敷設 計 画.南 部線 を ビル マ(バ ンコク=ラ ングー ン),東 部線 を イ ン ドシナ(バ ンコ ク=サ イ

ゴ ン)に つ な げて い く.

(4)コ ー ラー トか らウ ボ ン,ウ ドンに伸 び る東北 部線 の支 線 を建 設す る.同 様 に北 部線 はチ エ ンラー イ

につ なげ る.

(5)1・435mの 標 準軌 に統一 す る.英 仏 は狭 軌 を採用.

◆原 典:NARo.6,Kho.Kho.5/19.'。MemorandumofPolicyforFu!ureRailway-Cons1ructionin

Siam,11November18,1918,(重 要 文書)。
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文献3517、178;国 立 古文 書館 史料

ウ ォ ンサ ー ヌ ブ ラ パ ッ ト土 木 大 臣が 、 国王 に メ ー トル 軌 問 統 一 計 画 を 奏 上 す る 。

その 他 の大 国へ 対 抗 し、 タイ 国 内の鉄 道 を統一 的 に運 営す るため 。

◆原 典:NA6Khamnakhom,5/19,WongsatoKing,18November1918)

目的 は 、 イギ リス

文 献3544,12(RSRS1919)

ス ミ ス(R.F.Smyth)を 地 区 担 当 エ ン ジ ニ ア(DivisionEngineer)か ら技 術 担 当 責 任 者

(SuPerintendingEngineer)に 任 命,昇 進 。 同 じ く,ル ワ ン ・ス ワパ ン ピ ッ タ ヤ ー コ ンを 機 械 エ ン ジニ

ァ 補 佐 か ら機 械 エ ン ジニ ア(MechanicalEngineer)へ 任 命 す る 。

PKPSVol.30.14-16:N73

「チ ャチュンサオか らアランヤプラテー ト間の鉄道建設用地指定に関す る勅律(仏 暦2462

年)」

文 献3047、 文 献3002、19-20

鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 に つ い て 。

*「 鉄 道奨 学 金 を受 けた 同期 生 の うち、 平 民 出身 の 子 弟 は 全 体 の60%を 越 え た 。 それ 以 外 は王 族 出

身 もいた し、高級 官 吏 出身 の 子 弟 もいた が、 しか しいず れに せ よ特 権 の ない人 々が 留学 試験 に合 格 したの

は 、か つ て ない ことだ った」(19頁)

*鉄 道 奨学 生 は第1期 生 、第2期 生 合わ せて18名 。 当 時す で にア メ リカに は多 数 の タ イ人 留学 生 が い た

が、 大 半 は政 府派 遣 の 留学 生 で あ った。 その ため 、家 柄 を重視 して あ くまで信 頼 の お け る学 生 を 選 抜 した

の で あ って、鉄 道 局 の試 験 の よ うに 門戸 を平 民 にま で開 くとい う ことは なか った(同 上 、20頁)。

◆ 「国 王 の こ意思 は、次 第 に 西欧 流 の民 主主義 の 原則 を導 入す る方 向に 向か っ てい た」(20頁)

◆注:鉄 道 奨学 生 第2期 生LuangPhisan-marakhawithun(CharunPhiankhian)の 回想

文 献3047、 文 献3002、18-20

鉄 道 奨 学 生 第2期 生 の ア メ リカ 出 発 の 様 子 に つ い て

*出 発 の 日は不 明。 合格 者 は 旅券 、旅 行 用の ス ー ツ、 特別 あつ らえの トラ ンクな どを配 給 され る。 金額 は

忘れ たが 、旅行 中 は こづ か い も支 給 され た。

*出 発 の 日、 ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道局 総 裁が 見 送 りに来 た。 船 上 で一 人

一人 と握 手 し激 励 す る
。 留 学 生 は総 裁 の見 送 りに感 激 し 大 い に士 気 が あが った(19頁)

*名 門王 族 で あ る ウ ォー ラ ワ ン家 の2名 の子 弟(シ テ ィヤー ゴ ンと プラ イマ ー ゴ ン)と も船 の中 で 親 し く

な る。王 族 が平 民 出身の 学 生 とうち と けるの も、 かっ て なか っ た こと。

*船 の旅 は、香 港 経 由(7日 間停 泊)、 長 崎、 神戸 、横 浜(東 京 で1日 見 物)に 寄港 しなが らサ ンフ ラ ン

シス コへ 。1カ 月 半 の旅 。 さ らにサ ンフラ ン シス コか らボス トンまで鉄 道 で 向か う。 航 海 の様 子 、 ボ ス ト

ン到 着前 後 の様 子 が詳 し く描 かれ て い る(22-27頁)。

◆ 出所:鉄 道奨 学 生 第2期 生LuangPhisan-marakhawithun(CharunPhiankhian)の 回想

BTWM1920/12/03

'IRailwayCons電ruction"東 部 線
、 チ ャ チ ュ ンサ オ か ら ア ラ ンヤ プ ラ テ ー トの 間 の 延 長 の 調 査 を 開 始 。

427



BTWM1919/07/22

℃holeraintheProvinces"コ レラ が 大 流 行 。 死 者 が 多 数 で る 。

☆1919年3月 罹病342人 、死 者232人;4月 罹病1462名 、死 者992人 、5月 罹病

3014人 、死 者2139人;6月 罹病2717人 、死 者1912人 。

◆注:衛 生 局 が 県別 ・月 別 の コ レラの罹 病 者 と死 者の 数 を発表 。1919年3月 か らは、毎 週 新 聞紙 上 で

週毎 県 別の 状 況 を報 告 。

文 献3517、178;国 立 古文 書館 史料

鉄 道 の 軌 間 統 一 に つ い て の 内 務 省 文 書 あ り。

(原 資 料NA7,Mahat-thai,4.1/6,'oStandardisationofGa," 22July1919)

文 献3517、180;国 立 古文 書 館史料

ブラ チ ャ ッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局総 裁 、道 路 建 設 に 比 較 して 鉄 道 建 設 の メ

リ ッ トを 主 張 。

*コ ー ラー トか らア ラ ンヤ プ ラテ ー ト、 ウボ ン、 コー ンゲ ー ン向け の輸送 手段 につ い て 、鉄 道 よ りは道 路

の方 が建 設 費 は2分 の1か3分 の1で 済 む。 しか し、鉄 道の 場合 に は(国 家 が)直 接 、収 入 を確 保 で き る

メ リッ トが あ る。 だか ら、道 路 以上 に鉄 道建 設 を推 進す る必 要 があ る と主張 す る。

◆原 資料NA7Mahat-thai,4.1/6,0'ProblemofCommunicationsinEasternMondhols,22July

1919

◆ 注 コメ ン ト:タ イ は近 隣諸 国に比 べ て、道 路 建設 は は るか に立 ち遅 れ てい た 。 その た め、 タイ を 「道 路

な き 国(roadlesscountry)」 と呼ぷ 外 国人 もいた ほ どで ある。

BTWM1919/07/23

1'TrainingfortheRailwaysII第2期 鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 の 合 格 発 表 と合 格 者 の 出身 学 校
、 出 自

(1)を 「週 刊 バ ンコ ク タイム ズ紙 』が 報道 。工 学/エ ン ジニ ア リング専 攻8名 、 商 学/運 輸専 攻2名 の

計10名 。

(1)SithiyakonWorawan979点(22歳 、王 族 、ナ ラテ ィ ップ殿 下の 息子 、 鉄 道局 職 員 、工 学 専攻)

(3)PraimakonWorawan886点(20歳 、王 族、 ナ ラテ ィップ殿下 の 息子 、 陸 軍戦 争省 軍 人 、 工学)

(2)SaraSaengchuto887点(17歳 、貴族 の息子Phrayaanudutwadi、 バ ンコ ク ・ク リス チ ャン

校 、 工学)

(4}SuiSirisuk856点(20歳 、 平 民の 息子NaiSali、 鉄 道局 職 員、 工 学)

(5》ThatMokaraphirom847点(19歳 、貴 族 の息 子KhunPhiromya、 ス ワヌグ ラ ープ 校、 工 学専

攻)
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BTWM1919/07/23

"TrainingfortheRailways脚 。 第2期 鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 の 合 格 発 表 と 合 格 者 の 出 身(2)

(6》SunchongBunyakhup846点(16歳 、 平 民 の 息 子NaiBunliang、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 工 学 専

攻)

(7》CharunPhiankhian795点(18歳 、 平 民 の 息 子NaiPhuen、 ス ワ ヌ グ ラ ー プ 校 、 工 学 専 攻)

(8)PhonChaimongkhon795点(16歳 、 平 民 の 息 子NaiLai、 テ ー プ シ リ ン校 、 工 学 専 攻)

(9)BanchongThammasak910点(21歳 、 貴 族 の 息 子PhrayaThammasarawe量 、 鉄 道 局 職 員 、 商

学/運 輸 専 攻)

(10)ChaloemChaiyasu重832点(20歳 、 平 民 の 息 子NaiCherm、 道 徳 省 職 員 、 商 学/運 輸 専 攻)

文 献3517、178;国 立 古文 書 館史 料

ラ ー マ6世 王 、 「メ ー トル 軌 間 統 一10力 年 計 画 」 に つ い て 認 可 を 与 え る。

☆ 背 景=ウ ォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ ト土木 大 臣が 、1918年11月 に 国王 に上奏 文 を 提 出。 「対抗 す る敵 国

を 打破 す る ため に タイ が と るべ き政策 は 、共 通の 軌 間を採 用 す る ことで あ る」

◆原 資 料:NA6Khamanakhom5/19,WongsanuphraphauotheKing,18Novemberlg18

文 献3047、28-30(ル ワ ン ・ウ ィ トゥー ンの 葬 式 本)

第2期 鉄 道 局 奨 学 生 、 横 浜 経 由で ア メ リカ の ボ ス トンへ 出 発 。10名 、 マ サ チ ュー セ ッツエ科 大 学

(MIT)ほ か。 サ ンフ ラ ン シス コ着 は11月4日 。<文 献:ル ワ ン ・ウ ィ トゥー ンの 『葬 式 本 』所 収 、

ル ワン ・ピサ ー ンの 克 明な 回 想録 、pp.28-30>。

BTWM1919/12/10

"LabourinSiam"ニ
ュー ヨー クで報 道。 国際 労 働 会 議 がニ ュー ヨー クで 開催 され た が、 労 働 者代 表 を派

遣せ ず 、政 府 外交 官 が代 理 出 席 したの は ラ テ ンア メ リカ地 域10力 国以 上 の ほか は、 中国 、ル ー マ ニ ア、

タ イだ け であ った。

BTWM1919/11/08

1'TheThroughRailway「o鉄 道 の 開 通 が バ ン コ ク と英 領 マ ラヤ の 経 済 関 係 を 緊 密 化
。 週刊 バ ン コク

タ イム ズ紙 が 社説 で紹 介 す る 。

☆1918年7月1日 、 マ ラ ヤ 半 島 縦 断 の 鉄 道 が 開 通 す る。 パ デ ンバ サー ル は、 タ イか らペ ナ ン、英

領 マ ラヤ に輸 送す る玄 関 口に あ た る。8619ト ンが 輸送 される が大半 は 食糧 で あ る。 パ デ ンバ サ ール を

通過 す る コ メは4670ト ン。 う ち3648ト ンが、 じつ にバ ン コクか らの コ メで あ る。 その ほか に、 籾

が1398ト ン、 これ は大 半 がバ ッタル ンか ら。 また 、1895ト ンの ヌカが 輸 送 され るが 、 ほぼす べ て

はバ ン コクか らの もの であ る 。 さ らに、152ト ンの 塩 も輸送 され るが 、 その ほ ぼす べ て もバ ン コクか ら

で ある。
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PKPSVo1.30.161-164:N74

「ナコンラーチャシーマーか らウボンラーチャターニー間の鉄道建設用地指定に関す る勅律(仏

暦2462年)」

文献3544,12 (RSRS1919)

北 部 線 の 延 長 工 事 、 ア メ リカ に 発 注 し た レー ル が 届 か な い た め 中 断 して い た が,こ の 日か ら 陸 軍

鉄 道 エ ン ジニ ア 部 隊(RailwayBaUalionofRoyalEngineers,陸 軍 工 兵 局 エ ン ジ ニ ア 部 隊 か?)が

作 業 を 再 開.そ の後,チ エ ンマ イか ら14キ ロ手前 の地 点ま で建設 が進 む.

文献3544,2(RSRSlglg》

ザ カ リエ(HAK。Zachariae,の ち マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 長)をAssistan重ChiefMechanicalEngineer

に 任 命.サ トク リフ(lnghamSutclife)を マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 付 き 機 械 技 師 長 補 佐(AssistantChief

MechanicalEngineerinchargeofWorkshoP)に 任 命 す る 。

文献3005,37

陸 軍 工 兵 局 を 改 称 す る(KromChareThahanChan9)。

文 献3544,1 (RSRS1919/20)

ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁,鉄 道 年 次 事 業 報 告 書 の 中 で,鉄 道 エ ン ジ

ニ ア 部 隊 禽 の 北 部 線 建 設 へ の 協 力 を 感 謝 す る.

rTheAdministrationofStateRailwaysgreatlyappreciatesthevalueofthehelpgivenbythe

RailwayBattalionoftheRoyalEngineers,whohaveundertakentheworkofplatelayingonthe

Northernline,andwhoserateofprogressinthisworkhasbeenastonishinglygood

◆ 注:こ の エ ン ジニ ア 部 隊 は 陸 軍 工 兵 局 エ ン ジ ニ ア 部 隊 の こ とか?100名 を 越 え る 彼 らの 記 念 写 真,

枕 木 を 敷 設 す る 写 真 も あ り。 コ ピー あ り。

文 献3544,7 (RSRS1919)

籾 の 搬 送 に お け る 鉄 道 利 用 につ い て 。

ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総裁,鉄 道年 次事 業 報 告書 の 中で,籾 の搬 送 に

つ いて報 告 す る.状 況 は次 の とお り。1915年 度,バ ンコクの精 米所 が受 け取 った籾 数量138万 トン

(う ち鉄 道 輸送 分14.7万 トン),1917年 度128万 トン(う ち14.6万 トン),1918年 度

120万 トン(う ち18万 トン),籾 搬 送 に 使 われ る鉄 道 の比 重 は ま だ10%か ら15%と 低 い.

文献3544,21(RSRS1919/20)

マッガサン鉄道工場を,北 部線,南 部線共通の車輌修理工場,機 械工場にする計画を検討する.こ れは,

両線の行政的な統一と軌道統一に対応するため.
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PKPSVol.32.222-225:N75

「チャオプラヤー川東岸、西岸の鉄道連結のための用地指定に関す る勅律(仏 暦2462年)」

文献3005,37

北部線の発着駅をバー ンスー駅,南 部線の発着駅をタ リンチャン駅にそれぞれ移す 。

文 献3544、1(RSRS1919};文 献3003,183

チ ャ オ プ ラ ヤ ー 河 に 架 け る ラ ー マ6世 王 橋,鉄 橋 の建 設 勅 令 を 公 布 す る 。

建 設 開 始.橋 本 体 の建 設 は1922年12月 か ら.1926年12月 に完工 。

1920年10月 か ら

文 献3005,37

タイ最初の民間飛行フライ ト、 ドー ンムアン空港か らチャンタブ リー県へ。飛行時間は1時 間38

分。航空郵便サービスも開始する。

BTWM1920/02/28,22-23

'塵TravelNotes;ByASiamese ."バ ン コ ク か ら シ ン ガ ポ ー ル ま で 鉄 道 等 を 利 用 した タ イ 人 の3日 間

の 旅 程 記 録 を 詳 し く報 告(1)。

☆1日 目:午 前7時 にバ ンコク発 の列 車 に乗 る。 午後7時 過 ぎ にチ ュム ポ ン着 。 チ ュムポ ン行 きの 列車 は

月 曜 、水 曜、 金 曜 に 出発 す る。 チ ュム ポ ンで1泊 。 そ こに は宿泊 所 があ り、 駅か ら車 で約20分 離 れ た所

にあ る。 車 の借 り上 げ料 は25サ タ ン。 中国人 のオ ー ナーが 駅 まで 迎え に くる。 宿 泊 費 は、1泊2バ ー ツ

か ら2・5バ ー ッ 。

☆ペ ッブ リーか らハ ー トチ ャオ ・サム ラ ン(HardchaoSamran国 王 の避 暑地 が あ る)の 間 に は軽 便鉄 道

が 走 って い る。 そ の ため 、 フ ア ヒ ンと並 ぶ観 光地 に発展 してい る。

☆2日 目:次 の朝 早 く(時 間は不 明)チ ュムポ ン駅 を出発 。 ラ ンス ワ ンに は午 前9時 着 。 ス ラ ー トター

ニ ー駅 には正 午 近 くに到 着。 こ こで列 車 は30分 、 停車 す る。 ス ラー トターニ ーの 市 街地 に行 くため に

は、 ここか ら船 に 乗 り換 え て さ らに1時 間を要す る。

BTWM1920/02/28,22-23

1'TravelNotes:ByASiamese .1'バ ン コ ク か ら シ ンガ ポ ー ル まで 鉄 道 等 を 利 用 した タ イ 人 の3日 間

の旅 程 記 録 を 詳 し く報 告(2)。

☆2日 目:ト ゥ ンソ ンの駅 に到着 。 ここで もチ ュム ポ ンと同 じで、 中国人 が 出迎 え 。 宿泊 所 に 案 内す る。

トゥンソ ンは ジャ ングル の 真只 中にあ る小 さな町 だが 、 そ こには、 ヨー ロ ッパ 人 、 中国 人 、 タイ 人 、マ

レー 人、 ヒン ドゥ人 、 タ ミー ル人 、 グ リン人(Klings)が 、仲 良 くや って い る。

☆3日 目:午 前6時 過 ぎ に トゥンソ ンを 出発 、 パデ ー ンバ サー ルに 午後2時30分 到着 。 こ こが タ イ と英

領マ ラヤの 国境 で 、 英領 マラ ヤ鉄道 に乗 り換え る 。入 管で旅 券 のチ ェ ック。多 くの金(バ ー ツ?)を こ こ

で換 金す る。パ デ ー ンバ サ ー ルを 午後3時 に 出発 。ア ロース ター に午後5時 到 着 。 シ ンガ ポ ール ま で行 き

たい 人 は、 宿泊 しな い で その ま ま行 くこと もでき る し、泊 まる こ ともで きる 。 その ま ま行 くと ス ンガ イ

バ ッタニ ーで夜 にな り、 ペ ナ ンには午 後9時 に到 着。 バ ンコ クを 出発 して3日 目にペ ナ ンの地 に着 く。
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BTWM1920/02/28,22-23

llTravelNotes:ByASiamese
."バ ン コ クか ら シ ンガ ポ ー ル ま で 鉄 道 等 を 利 用 した タ イ 人 の3日 間

の 旅 程 記 録 を 詳 し く報 告(3)多 数 の 日本 人 と 遭 遇 。

☆4日 目:ペ ナ ンか らシ ンガポ ール に は、毎 日2便 の急 行が 走 って い る。午 前7時 と午 後7時 。午 後7時

の便 に乗 った 人 は、 タ イ ピン、イ ポ ーを通 過 して 、 クア ラル ンプル に次 の 日の 朝 に到 着 す る。 そ こで シ ン

ガポ ール 行 きの列 車 に乗 り換 え るのだ 。

☆4日 目(続 き):ク ア ラル ンプ ルは 、英領 マ ラヤで もっ とも大 きい都 市 で あ る。 同時 に最 大 の鉄 道 の

駅 もあ る。 しか し、 人 に よ っては イポ ー こそが将 来 の英 領 マ ラヤの 中心 都市(capital)に 発 展す る と主 張

す る人 も ある 。

☆午 前7時 の シ ンガ ポ ール行 き急行 に私 は乗 った。 ま る1日 か けて ジ ョホール バ ル に午 後6時 に到 着 す

る。 そ して 、 シ ンガ ポ ール の駅 に は午後7時30分 か ら8時 頃 に到 着す る。

☆ペ ナ ンか ら シ ンガ ポ ール の旅行 中、 じつ に多 くの 日本 人 の男 と女 に巡 り合 った。 ほ とん どすべ て の駅 に

は 「ミカ ド」 の従 臣 が いた。

BTWM1920/03/16

"TheTenderforRails'1鉄 道局 が1万2500ト ン の レー ル と そ の 付 属 部 品 の 公 開 入 札 の 結 果 を

公表 す る。 応 札 は 計15社 。 内訳 は イギ リス8社 、 ア メ リカ5社 、ベ ル ギー1社 、 ドイ ツ1社 。 ドイ ツの

企業 は トン当 り48ポ ン ドで 最高 値 をつ け る。一 方 、バ ンコ ク ドック社代 理店 は、 も っと も低 く、22ポ

ン ド11シ リ ング。4社 は金 ドル(goldDollar)で 応 札。 その 金額 は 、 トン当 り76・3ド ルか ら87・

35ド ル の 間 とな る。 た だ し、具 体 的な企 業 名 と入札 金 額は 報道 せず 。

☆最 終 的 な落 札 は 、ア メ リカ の 企 業 に 決 定(BTWM1920/04/24)

文 献3545,1,2 (RSRS1920)

ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁,ヨ ー ロ ッパ と ア メ リカ の 鉄 道 事

情 視 察 の た め,機 械 エ ン ジニ ア,ル ワ ン ・サ リッ トガー ンバ ンチ ョ ン(AssistantWorkshoP

SuPerintendent,1932-33年 まで鉄道 局 総裁 に就 任)を 伴 って長 期 の 海 外 旅 行 に 出 発 .帰 国は

1921年3月1日.こ の間,モ ム チ ャオ ・チ ャラ ー トロー プル ーサ ン鉄道 局 総 裁補 佐(Assistant-

CommissionGeneral)が 任 務 を代 行.顧 問で技 師長 の ギ ッテ ィンズが 緊密 に補 佐 す る .

◆帰 国後 、 詳細 な報 告書 を 提 出。 た だ しオ リジナ ル はま だ未確 認。

BTWM1920/04/23

℃holeraandPlague:lntheProvincesl層 地 方 に お け る コ レラ の 死 亡 。

☆1919年4月 か ら1920年3月 ま での、 バ ンコクを 除 くコ レラの 罹病 者 は地 方 で 計4224名 、 死

亡 者 は3360名 に達 した 。

BTWM1920/04/24

陽TheTenderforRailso'レ ー ル の 発 注 先 、 ア メ リ カ の 企 業 に 決 定 。

☆1万2500ト ン の レー ル の 発 注 先 を 、 ア メ リカ の 会 社 グ ッ ジ ャ ー デ ラ ク ー ア 社(Messrs,Goodger,

Delacour&Co.,ofNewYork)に 決 定 。 バ ン コ ク の 代 理 店 は ル イ ・Tレ オ ノ ー エ ン ズ 社(LouisT.

LeonowensLtd.)a
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BTWM1920/04/24

IISomeFigures
.。1地方 とバ ン コ ク の 衛 生 状 況 。

☆地方 にお け る病 気。1918年 度 に イ ン フ ル エ ンザ が 流 行 し、5万 人 が 死 亡 した 。 さ らに

1920年3月 か らは、地 方 で コ レ ラ が 発 生 し猫 猴 を 極 め る 。

☆1919年 度 の 月別 地 方州(モ ン トン)で の病 死状 況(コ レラ以 外の病 気 を含 む)は 次 の 通 り。

1919年3月 、死 亡 者232名 、4月992名 、5月2139名 、6月1750名 、7月705名 、8

月206名 、9月377名 、10月334名 、11月804名 、12月946名 、1920年1月441

名 、2月56名 、3月233名 。合 計9215名 。

☆1919年 度 に、 バ ン コ ク で は 少 な く と も コ レ ラ で1340名 の 死 者 が で た 。

文 献3545,15(RSRS1920)

北部線、枕木の敷設がチエ ンマイまで達する。年度内に北部線の完成を予定する。

BTWM1920/05/01

IITheStateRailwayslI
.こ の 日、北 部 線 の 線 路 敷 設 が 、 バ ン コ ク か らチ エ ンマ イ ま で 完 成 し た 。

1892年3月 に鉄道 建 設 が始 ま り、 最初 の開 通 はバ ンコ ク=ア ユ タヤー 間(1897年3月)。

◆注1正 式 の 開通 は1992年1月1日 。 国王 の 誕生 日に合わ せ る。

BTWM1920/05/27,10

第3期 鉄 道 奨 学 生 、 選 抜 試 験 の 合 格 発 表 と合 格 者13名 の 出身 学 校 、 出 自 に つ い て(1)。 週

刊 バ ンコ クタ イム ズ紙 が 報道 。

◆ 注:合 格者 、 専 攻、 出身校 の 一覧 は 、文 献3057(17-18頁)に もあ る。

(1}PunSakuntanak704点(貴 族の 息子LuangSanpakitkoson、 ス ワ ヌグ ラー プ校 出身 、機 械工 学

専 攻)

(2)PrasomsriSinghawattana699点(貴 族 の息 子PhrayaPhitakthephaksorn、 鉄 道局/道 路 局

の 官吏 、 土木 工 学)

(3》AmphonSun-anan697点(平 民 の息子NaiChai、 ス ワヌ グ ラープ校 出身 、土 木 工学)

(4)ThaemPhechakasem661点(平 民 の息 子NaTum、 ス ワヌ グラー プ校 出身 、土 木 工 学)

(5)SaroenMungaradi648点(平 民 の息子NaiK、 ス ワヌグ ラー プ校 出身 、土 木 工 学)

(6)PhaPhochanaPhriew630点(平 民 の息子NaYin、 教 育省 の官吏;ス ワヌ グ ラー プ校 出 身、 土

木 工 学)
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BTWM1920/05/27,10

第3期 鉄 道 奨 学 生 、 選 抜 試 験 の 合 格 発 表 と 合 格 者13名 の 出 身 に つ い て(2)。 週 刊 バ ンコ クタ

イム ズ紙 が報 道 。

(7)BunthamMahawasu625点(海 軍軍 人 の息 子NaiPao、 テ ープ シ リン校 、土 木 工学)

(8}LekSukhawattana624点(平 民 の息子NaiTui、 ス ワ ヌグ ラープ 校 出身 、 土木 工 学)

(9)SamranSakharin617点(平 民 の息 子NaiYun、 ス ワヌグ ラー プ校 出身 、土 木 工 学)

(10》KriDecha量iwaong614点(王 族MomrachawongLek、 テ ープ シ リ ン校 出身 、 土木 工 学)

(11)YimPhungphrakhun671点(貴 族 の息 子LuangBuriatphichan、 アサ ンプ シ ョ ン校 出身 、商

学、 運輸 専 攻)

(12)KasemSriPhayak612点(平 民 の息 子NaiKhaek、 ス ワ ヌグ ラープ 校 出身 、 商 学、 運輸 専 攻)

(13)ChaiBuakhwan595点(平 民 の息 子NaiKhwan、 バ トゥム コー ンカ ー校 出身 、 関税 局 の官 吏 、

商学 、運 輸 専 攻)

文 献3057、16-17

鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験(第3期 生)に つ い て

*ル ワ ン ・ス ック ワ ッ トス ン トンは、1918年5月 に ス ワヌグ ラー プ校 の 中高等7年 目に進 級 した と

き、 サ ム ラー ンと知 り合 う。 当時 、 ク ラスは 「Kho-khwai」 。 「ク ラスKo-kai」 「Kho-khai」 と違 っ

て、 この ク ラス は他 の学 校 、例 えば テ ー プ シ リン校 や ボ ーウ ォ ンニ ウェー ト校 か ら編入 した生徒 の ため の

特 別 クラ ス。翌1919年3月 に進 級試 験 があ り、サ ム ラー ン、 レック、 プ ンの3名 が 、成 績優 秀 で 第8

年 目(現 在 の 高等5年)に 進級 す る。 担 当教 師はAG.Beaument

*ク ラ スの 仲 間 と と もに鉄道 奨 学生 の試 験 を受 け る。13名 の合 格 者の うち7名 を ス ワ ヌグ ラー プ校 が 占

める 。

◆出所:鉄 道奨 学 生 第3期 生LuangSukwatsunthon(LekSukhwat)の 回 想 よ り

☆ 一方 、 プ ン、 ア ム ポ ン、 サル ー ンは 高等7年 目は 「ク ラスKo-kai」 の 同窓生(PunSakuntarakの 回

想 、文 献3057」2頁)。

文 献3057、18

鉄道 奨 学 生 第3期 生LuangSukwatsunthon(LekSukhwat}の 回想第3期 鉄 道 奨 学 生 、 イ ギ リス

に 向 け て 出 発 。

☆鉄 道 奨学 生 第3期 生13名 と 自費 に よる留 学生(MomchaoPhoemyotlssarasena)★ の 計14名 が、

この 日、 イ ギ リスに 向 けてバ ンコクを 出発。 イ ー ス トエ イ シア テ ィ ック社(EastAsiaticCo,,Ud.)の 貨物

船(MS.Falstria、6000ト ン)に 乗 船。 乗 り換 えな しで 引率 者 もつか な い 。旅 費 は一 人50ポ ン ド

(500バ ー ッ)。 した が って1日 当 りの食 費等 込 みの経 費 は一 人8バ ーツ余 。

☆8月25日 に ロ ン ドンに到 着 。貨 物 船の ため航 海 に2カ 月 かか る。

◆ 出所:鉄 道 奨学 生 第3期 生LuangSukwa量sunthon(LekSukhwat)の 回想
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文 献3057、18-1g

鉄 道 奨 学 生 第3期 生/留 学 先 イ ギ リス で の 様 子 につ い て

*鉄 道 奨学 生 第3期 生12名(イ ギ リス)の うちサ ム ラー ン、 アム ポ ン、サ ル ー ン、 レ ックの4名 が 同 じ

部屋 に寄 宿 した 。1920年10月11日 、公立 学校(BournemouthMuniciPalCollege)に 入 学 して英

語 の勉 強 を始 め る。1921年9月12日 、プ リマ ウ ス 技 術 学 校(PlymouthTechnicalCollege、 ロ ン

ドンの 南 西、 海軍 基 地 の あ る港 町)に 入 学。 この 学校 に は第3期 生12名 の うち8名 が 入 学 した。

☆1922年10月2日 、サ ム ラー ンと レ ックの2名 は リーズ大 学(TheUniversityofLeads)に 入 学 。

数 学、 機械 工 学 な どを 勉 強。 きつ か ったの は土木 工 学。1926年7月3日 に卒 業 す る。

◆ 出所:鉄 道 奨学 生 第3期 生LuangSukwatsunthon(LekSukhwat)の 回想

PKPSVol.33.37-54:N76

「東部線建設のための土地その他不動産買収に関する勅律(仏 暦2463年)」

東部線延長工事のため,

を公布.

文献3545,1 (RSRS1920)

ペ ー トリユ ウ(チ ャチ ュ ンサ オ)と ナ コンナ ー ヨ ック間 の土 地収 用 に 関す る勅 諭

PKPSVol.33.89-108:N78

「東北部線鉄道建設のための土地その他不動産買収に関する勅律(仏 暦2463年)」

文 献3545,1 (RSRS1920)

東 北部 線延 長 工事 のた め,コ ー ラー トと 夕一チ ャン間の土 地収 用 に 関す る勅諭 を公布.

BTWM1920/09/27

"PbughingbyPower"農 業 機 械 化 の デ モ ンス トレー シ
ョ ン/☆ フォー ド社 の トラ クタ ーの 商 品展 示

会 と試運 転 を 、チ ャオ プ ラヤ ー ・ヨマ ラー トが 所 有す るサ ー ラデ ー ン(現 在 の ドゥシ タニ ・ホテ ル)の 近

くの 広場 で 開催 。 運輸 大 臣、地 方 政府 大 臣 ほか 、 主な 欧米人 経 営者 、 タイ人 、 中 国人 が多 数 見学 に集 ま っ

た。 フ ォー ド社(支 配 人 コイCoy;BangkokDockCo.,Ltd.)の タイの代 理 店 バ ンコク ドック社が 主催 。

☆農 業 機 械 化 の 試 み は 、過 去 ラ ンシ ッ ト運 河で 、 ドイ ツ人 の シ ンジケ ー トに よ りまず 行 われ 、 そ の後 デ

ンマ ー ク人 ア ダム セ ン(Dr.HansAdamsen)に よ って もっ と組織 的に行 われ た。 また 、 マ ッカー サ ー

(J.D.MaCarthur)も 、 コー ラー トの農 場 主 に機械 を送 る前 にバ ンコクで展 示 会 を 開催 した こ とがあ る。

BTWM1920/10/02,24

'IChiengmaiRailwayTerminus
・"チ エ ンマ イ の 駅 舎 建 設 請 負 い の 公 開 入 札 の 結 果 を 公 表 。 計4社

が 応 札 。地 元 の タイ企 業2社 が参加 。
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PKPSVol.33.161-181:N79

「チャオプラヤー川東岸、西岸連結の鉄道建設のための土地その他不動産買収に関する第二次勅律(仏 暦

2463年)」

文献3003,183

北部線 と南部線の線路軌道統一(メ ー トル軌)の ため工事開始.

まれな大事業.総 工費は155万 バーツ.

10年 後 に完成す る.ア ジアでは

BTWM1920/10/29,13

"RoyalTransPor量Minister"欧 米 視 察 旅 行 中 の ブ ラ チ ャ
ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ン ペ ッ

ト)鉄 道 局 総 裁 が 、 ロ ン ド ン で 会 見 。

☆ イ ギ リ ス 人 で あ る と い う 自 己 認 識 と イ ギ リ ス で エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 教 育 を 受 け た こ と の 誇 り を 強

調 。 以 下 引 用 。
"1am

,Isuppose,H.R.H.,butIwanttheEnglishpeopletothinkofmeratherasaworker.1've

beenaworkerallmylife,andIhopeIshallbethatrighttotheend.IcanclaimtobeEnglishin

upbringing,forIwaseducatedatHarrowandCambridge.IalsoservedintheRoyalEngineersat

ChathamandAldershot,andfurtherreceivedathoroughtraininginengineering"

(バ ン コ ク を 起 点 に 全 国 を 結 ぷ 放 射 状 の 完 壁 な 鉄 道 網 を 私 は 望 ん で い る 、 と 語 っ た あ と)師Many

Englishmenareemployedonthiswork,andyoungEnglishengineerswouldfindmanyopeningout

there.Theymust,however,bepreparedtoworkhard.Ihavenooneundermewhoisnot

thrusterandagluttonforwork.Siamlustnowisnofairylandforworkshies."

◆ 注:ガ ム ペ ー ンペ ッ トの エ リ ー ト主 義 、 イ ギ リス 志 向 が 窺 え る 。

文 献3065,196-197

「仏暦2463年 鉄道軌間の変更に関する記録」。記録全文を収録。

文 献3545,1-2,21 (RSRS1920)

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 と軌 道 統 一 事 業

北部 線,コ ーラ ー ト線 な どの 標準 軌道 を 南部線 の メー トル軌 に統一 す る ため,そ の方 法 につ いて 鉄道 局 技

術局(TechnicalOffice)が 検 討.既 存 の 線路(1・435m幅)の2本 の間 に第 三 の線 路 を 敷設 し,切

り替 え ・交 差 を行 な う.こ の 後,外 側 の線 路1本 を漸 次撤 去す る とい う方 式 を採 用.切 り替 え装 置 や ポイ

ン トの設 計 を8月1日,マ ッガサ ン鉄 道 工場 に依 頼.東 部線 と河川 線 の2つ で,11月20日 か ら試験 的

な作 業 が 開始 され る(16km).こ の 切 り替え 作業 は,カ.ノ ー ヴ ァ(GCanova,1921年4月1日 よ

り技 術担 当総 責任 者 に 就任)と その補 佐 た ちの協 力 に よ って順 調 に進 ん だ.
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文 献3040,3

10年 計 画 で,タ イ の 線 路 軌 道 の 統 一 事 業 を 開 始 す る.北 部線 の標 準軌 を メー トル 軌 に統 一 す る.北

部線 の在 来 線 の レール の 間に メー トル軌 を建 設 し,徐 々に古 い軌道 を剥が して い くや り方 を 取 る.

1930年 に 完 了.総 費用 は154万8144バ ーツ.

BTWM1920/12/03

'IRailwayConstruction"北 部線 は
、本 年末 まで にす で にチ エ ンマ イ まで線 路 は到 達 したが 、発 注 済 み の

鉄鋼 製 の橋 梁 資材 が ヨー ロ ッパ か ら届か な いため 、 進展 が見 られ な い。

☆1920年1月 よ り、 コー ラー トか らウボ ン間(310km)の メー トル 軌道 へ の 変更 の た めの 調査 が

開始 され た。

文 献3545,1 (RSRS1920)

チャオプラヤー川の両岸を連結する線路,橋 建設のための土地収用に関する勅諭を公布.

文 献3545,3 (RSRS1920)

南 部 線 建 設 担 当 技 師 長 シ ン ク レ ア(J.M,Sinclair,ChiefConstructionEngineeroftheSouthern

Line),退 職 す る.

BTWM1921/02/10

3lTramwayStrike"路 面 竃 車 の 労 働 者
、 運 転 手 が ス トラ イ キ 決 行 。

☆ この 日の朝 か ら、 サ イ アム 路 面電 車(SiameseTramwaysCompany)の 運 転 手 ほ か78名 の 労 働 者

が ス トラ イキ に入 る。 労働 者 の要 求 は3つ 。

(1)従 業 員(oPerator)の 給与 は、 ボ ー ナスを 含め て1カ 月(20日 間 勤 務)平 均55バ ー ッ に賃 上 げ

す る こ と。

(2)規 則 違反 や遅 刻 に対 す る会 社側 の 罰金 が きわ めて厳 しい。一 人 当 りの金 額 は月平 均2・5バ ー ツ に

達す る。会 社 側 は罰 金制 度 以 外 の手 段 も講 じるべ きであ る。

(3)労 働 者 は 強制 的 に会 社 の敷 地 内、 ターパ ンメ シー(?)に 居 住 させ られ て いるが 、 この点 を 再考 す

るこ と。 なお 、 これ ら3つ の 要求 につ いて会 社側 は 考慮す る と回 答。

文 献3545,24 (RSRS1920)

1920年 度 中 に、 マ ッガサ ン鉄 道 工場 で、 メー トル軌用 で木 製 車台 の家 畜輸 送 用 貨車1輌 の製 造 が 開始

され た。 しか し、年 度 内 に完 成 はせず 。

文 献3040,63

1921年4月1日 の 通 達 に よ り,南 部 線 の 技 師 ギ ッ テ ィ ン ズ は 退 職(4月9日)。 そ の 後 の 組

織 は 次 の と お り.

(1)北 部線 と東部 線 は イ タ リア人 技 師カ ノー ヴ ァ(Canova)が 統括.

(2)南 部線 は,イ ギ リス人 技 師 ス ミス(G.C.Smyth)が 統 括.

(3)東 北部 線 は タ イ人技 師 プ ラヤー ・ラムパ イポ ンボ リパ ッ トが統 括.こ の3名 を ガ ムペ ー ンペ ッ ト鉄

道局 総裁 が 統括 す る とい う組 織 図に再 編す る。
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文献3546,4(RSRS1921)

カ ノ ー ヴ ァ(G.Canova)を,技 術 局 付 き 技 術 担 当 責 任 者(ChiefofTechnicalServices)に 任 命 す

る(4ペ ー ジ)

☆ 技 術 局 の 拡 充 強 化 に つ い て(p.1)

Theimportanceofuniformityofdesignengineeringstructure,androllingstock,aswellas

researchesincertaindirectionsforthesakeofeconomyhavingbeenfullyrealised,theTechnical

Officehasbeenrecongnizedanditsscopeofworkenlarge.Mr.G.CanovawasappointedChiefof

TechnicalServices.Thereorganizationofthisimportantservicehasgreatlyfacilitatedthetask

oftheCommissionerGeneral,andestablishedamorehomogeneoussystemofworkinthe

EngineeringBranches.

文 献3046、55-56

重 要/ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁 、 外 務 大 臣 に 鉄 道 局 人 事 に

関 す る新 方 針3項 目を 通 知 す る 。 外 務大 臣(テ ー ワ ウォ ン殿 下)は これ を 了承 す る 。

(1)鉄 道 局 顧 問 の地 位 は廃 止 す る。 また 今後 、技 師長(NaiChang-ek)は,総 裁 が直 接 任命 す る。

(2)鉄 道 局 の 重要 な 地位 に ヨー ロ ッパ 人技 師 を雇 うこ とを廃止 す る。

(3)外 国 人が 辞 め た後 の地 位 を外 国人 で補 充す る ことは 、今後 一切 しな い。

◆注1ガ ム ペー ンペ ッ トは この 方針 を鉄 道局 の"nalionaljzatjoバ と呼ん だ。

文 献3546,4・5 (RSRS1921)

タ イ 鉄 道 局 に30年 間 務 め た ギ ッ テ ィ ン ズ(HenryGittins)が,健 康 上 の 理 由 で 退 職.ブ ラ チ ャ ッ ト(ク

ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ン ペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁 は,鉄 道 局 年 次 活 動 報 告 の 中 で,最 大 限 の 賛 辞 を 送 る.

JoiningtheDepartmentfromtheRailwaySurveysin1892,Mr.Gittinsrosetothehighest

rankattainableasAdviserandChiefEngineertotheDepartment.Onaccountofhishealthafter

thestrenousworkduringthewholeofhiscareerofover30yearsinthetropics,hefelt

compelledtoretireonawelldeservedpension.._(中 略).〃o'o!7〃 陥5か15fθo!7!710ヨ10ρ 加10!7!η 己!o!7

va/uedonaccountoftheripeexperienceofrailwaypracticeinSiam,buthissenseoffairness,

hissoundjudgementinallmattersappertainingtoadministration,hasmadehisworkinthe

Departmentmostva/uab/e....Apartfromhisrailwaywork,allthosewhocameincontactwith

himhavealwaysrecongnisedMr.Gittins'wholehearteddevotionforSiamandSiamese

interests.

文献3054,446-447

鉄 道 局 顧 問 の ギ ッテ ィ ン ズ,健 康 と 高 齢 を 理 由 に,鉄 道 局 を 辞 職 す る.タ イ側 は そ の補 充 に頭 を悩

ませ る.タ イ政 府,ギ ッテ ィ ンズ の人柄 と能力 を 高 く評価.タ イ政 府,ギ ッテ ィ ンズの 後任 と して イ タ リ

ア 人技 師 カ ノー ヴ ァ(22年 間,タ イ政 府 で働 く,年 長 者 と して尊 敬 され る)を 推 薦.し か し,イ ギ リス

が 同 国の 技 師を 強 く主 張 す るな らば,そ れ に従 って もよい とい う判 断.

☆ 一方,ギ ッテ ィ ンズ は,自 分 の退 職 の後,「 顧 問職(Thi-pruksa)」 の 廃 止 を提 言.同 時 に,鉄 道 の技

師 は イギ リス人 に こだわ る必 要 はな く,外 国か ら自 由に招 聰すべ き と主 張す る.

438



BTWM1921/04/09

"Mr
.H.Gittins'。 ギ ッ テ ィ ン ズ(HenryGittins)が 鉄 道 局 顧 問 を 退 職 、 帰 国 。 そ の 略 歴 を 報 道 。

*4月1日 、 国王 に 謁見 、 離別 の辞 を申 し上 げる

*4月9日 、 ブ ラチ ャ.ット(ク ロム マ ク ン ・ガム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道局 総裁 の 主 催 で 「お別 れ パ ー テ ィ」

を行 う。 タイ の慣 行 に したが って 、銀 製 のお茶 セ ッ トに よ る もて な しが な され た。

*4月10日 、 タイ を 出発 、 帰国 。

◆注:BTWM1909/08/27;BTWM1937/02/13、 も参照 の こと。

文献3054,451

鉄 道 局 技 術 担 当 責 任 者 カ ノ ー ヴ ァ,月 給 を2000バ ー ツ に 引 き 上 げ る 。 しか し,本 人 は鉄 道 局 で

の地 位 に不 満、 タイ 政府 はカ ノー ヴ ァに,ギ ッテ ィ ンズ の替 わ りと して 「技術 全 般 の顧 問(Chiefof

TechnicalService)」 ★の地 位 を与 え る こ とを 提案.一 方,本 人 は技 術顧 問(AdviserinTechnicaI

AffairsorTechnicalAdviser)★ の 地位 を要 求,

BTWM1921/04/29,7-8

1'SiamSta1eRailways:Mr
,Gittinslnterviewed."ギ ッ テ ィ ン ズ 元 タ イ 鉄 道 技 師 長 、rペ ナ ン ガ ゼ ッ

ト紙 」 の イ ン タ ビ ュ ー に 応 じ て 、 タ イ の 鉄 道 に つ い て 語 る 。
"ThemajorityoftheheadsofdepartmentswereSiameseaswerealsothelocomotivedrivers

,

firemen,guardsandotherworkers.Thedriverswerecapablecarefulmenandthesystemwas

freefromseriousaccidents."

☆ 部 暑 の 課 長 、 機 関 手 、 火 夫 、 監 視 員 な ど は す で に タ イ 人 に な っ て い る 。

☆ タ イ 鉄 道 の 灘 展 は 遅 々 と して い る 。 と い うの も 、 タ イ 政 府 は 鉄 道 と並 行 して 道 路 の 開 設 の 方 を よ り熱 心

に や っ て い るか ら だ 。 経 済 不 況 に よ る 建 設 資 金 不 足 よ り、 こ う し た 政 府 の 方 針 の ほ う が よ り大 き い 影 響 を

与 え て い る 、 と語 る 。

PKPSVol.34.14-15;N82

「チャチュンサオからアランヤプラテー ト間の鉄道建設用地指定に関する勅律(仏 暦2464年)」
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文献3517、 掲3;RD資 料

鉄 道 奨 学 生 の ア メ リカ 、 フ ラ ン ス 派 遣 の 理 由 に つ い て(重 要)

*セ イ モ ア(Seymour)は 、1921年6月6日 付 け の文 書 で、 ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロ ムマ ク ン ・ガ ムペ ー

ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁 の新 方 針、 つ ま り留学生 を イ ギ リスで はな くアメ リカ 、 フ ラ ンス に派 遣す る方針 に

対 して 、強 い懸念 を示す 。 「このま ま行 くと、 タイ鉄 道業 にお ける イギ リス の影 響 力が 沈 下 す る」 との危

機感 。

*ブ ラチ ャ ッ ト鉄道 局 総裁 の 考 え:ア メ リカ、 フ ラ ンス への 派遣 は、(1)従 来 の イ ギ リス 留学 の9年 間

に 対 して5年 間 に 短 縮 で き るため 即戦 力 にな る、(2)1年 間の 留学 派遣 費 用が 一 人 当 り500ポ ン

ドか ら380ポ ン ドに 節 約 で き るとい う2つ の 理 由。

◆原 資料UKPublicRecordOfficeFO422/77,SeymourtoCurzon,6June1921

◆ 注1=ブ ラチ ャ ッ ト鉄 道局 総 裁の も うひとつ の狙 いは 、 フ ラ ンス に留 学 させ る こ とに よ り、計 画 して い

るバ ンコ クと イ ン ドシナ鉄道 の 連結 の技 術 的 ノウハ ウを 習得 す るた め。

◆ 注2:当 時、 ヨー ロ ッパ は戦 争 中で学 生 を派 遣す るの は危 険 、ア メ リカが も っ とも安 全な 国で あ った こ

と も重要 な理 由。

BTWM1921/06/22

"Siam6sRailways:Bangkok -Penangin34Hours.圏11922年 初 め か ら適 用 さ れ る ペ ナ ン=バ ン

コ ク 間 の 新 しい ダ イ ヤ は、 次の とお り。

バ ンコク ノー イ発 、 午前7時 。チ ュムポ ン着、 午後7時 。 チ ュム ポ ン発 、午 後8時 、 トゥ ンソ ン着 、 翌 日

午 前5時30分 。 トゥ ンソ ン発 、 午前6時 、パ ー デ ンバ サール 着、 午前11時 半 。 プ ライ(ペ ナ ン)着 午

後4時45分 。 ☆駅 で の一 時停 止 を 除 くと、32時 間 と15分 で1144km(バ ンコ ク ーパ デ ー ンバ

サー ル 間973・72km、 パデ ー ンバ サー ル=ペ ナ ン間170・554km)の 距 離 を 走 る。 平 均 時 速

は35・5km。

BTWM1921/07/28

llRailwayAdministration .'1第4期 鉄 道 奨 学 生 の 合 格 発 表 。 た だ し名 前 の みで 、従 来 の よ うに得

点 、 出身 校 、 年 齢 、専 攻 、 出 自は報 道せ ず。

◆ 注:鉄 道 局 の 合格 発 表 の方 式 が変 わ った のか、 それ と も新 聞の 方 が詳 しい 報道 を 止 め たの か は不 明 。

◆ 注:第1期 生 か ら第7期 生 、推 薦 組の 鉄道 奨学 生 の一 覧 と留学 先 、そ の後 の職 歴 、経 歴 は 、本 書 の表VI

-1 、 表VI-2、 表VI-3を 参 照 。

BTWM1922/08/15

タイ の1921年8月15日 現 在 の登 録 自動車 台数 は 、乗 用車 が1435台(う ち1400台 が バ ンコ

ク)、 トラ ッ クが170台(同130台)。 他 方 、 フ ィ リピ ンは第1級 道路 が3000マ イ ル、1万

3341台 の車 が 登 録 され て い る(1921年 現在)。

PKPSVol.34.97-163;N83

「鉄道 ・道路整備法(仏 暦2464年)」

◆注:鉄 道、道路の建設、管理、土地収用について法的に整備 した最初の法律。

440



文 献3040,7;文 献3005,42

「仏暦2464年 鉄道 ・道路法」を制定す る。鉄道、道路行政の一本化と組織化を図る。これにより

公私を問わず,国 内の鉄道,道 路は政府(鉄 道局)の 支配下に置かれる.ま た,国 民が占有 ・利用する国

有地の鉄道用地収用方法,線 路 ・道路の建設と保全の方式,公 衆の安全の確保策などについて明記する

☆この法律にもとついて,1921年 度から,東 北部線延長,東 部線延長,チ ャオプラヤー川両岸結合線

などの土地収用のため,多 数の勅諭が公布される。

文 献3546,1(RSRS1921)

「仏 暦2464年 鉄道 ・道 路 法 」★を制 定.二 の 法律 に もとづ き,私 有鉄 道 の運 営 を管 理 統 轄す るた め

に,鉄 道 理 事 会(BoardofRailwayCommissioners)を 新 た に設 置 す る.同 理事 会 は私 鉄 の 事業 運

営,安 全 性,運 賃 決 定,経 営 内容 につ い ての方 針 を検 討す る.メ ンバ ーの 一部 は 鉄道 局 以 外 か ら任命 し、

公正 を 図 る.

文献3546,1(RSRS1921)

「仏 暦2464年 鉄道 ・道 路 法 」 を制定.

DepanmentofWays)に 改 組 す る.

この 法律 に もとづ き,道 路 部 局 を道 路 局(KromThang:

文献3546,1(RSRS1921)

この 年,鉄 道 局 の エ ン ジニ ア 関係 部 門 の 組 織 の 大 幅 な 改 革 を 行 な う.

(1)従 来 の建 設 事 業部 門 とは別 に,保 線(保 全)事 業 部 門 に も

保 線 担 当 技 師 長(ChiefEngineerforWaysandWorks)を 新 た に 設 置,8月15日 にス ミス(R・F.

Smyth,SuPerintendingEngineer)を 任命す る.な お,建 設 と保 全 の機 械 エ ンジニ アの 長 は,直 接鉄 道

局総 裁の 統 轄下 に入 る.

(2)技 術 局(TechnicalOffice)の 権 限,仕 事 の 範 囲 を 拡 充 強 化 す る.そ の た め,技 術担 当責 任者

(ghiefofTechnicalServices)を 設 置す る4月1日 に カノ ー ヴ ァを任命.

文 献3040,13;文 献3003,180

南 部 線 、 タ ン ヨ ン マ ッ ト=ス ンガ イ コー ロ ッ ク 間 が 開 通 す る 。 トンブ リー か ら ス ン ガ イ コー ロ ッ

ク ま で1144キ ロ の 全 線 開 通(1921年11月1日)。 英 領 マ ラヤの ク ラ ンタ ン州 の線 路 と接 続

す る.総 工 費 は6244万 バ ー ツ.

◆ 注:バ ッタニ ー支 線 の ス ンガ イ コー ロ ック と英領 マ ラヤの クラ ンタ ンが接 続 したの は 、1921年11

月1日 。

PKPSVol.34.289:N84

「東部線鉄道建設のための土地その他不動産買収に関する勅律(仏 暦2464年)」

441



BTWM1921/09/30

"DevelopmentofSiam:ToadsandRailwaysToBeBuilt
,

☆ タイ は現 在 、 「発展 の時 代」 に入 って いるが 、 と りわ け鉄 道局 総 裁の 個人 的 な力 量 によ って この方 針 は

支え られ て い る と報道 。

☆北 タイは 、今 年 は水 不 足 の ため 、河川 を 通 じた搬 送が で きな い。 通常 は 、9万7000本 の チ ー ク在 が

河 川 を通 じて集 まるが 、 今 年 は6万 本 しか な い。 したが って、鉄 道 と は 別 に バ ン コ ク と北 タ イ を つ な

ぐ幹 線 道 路 が ど う して も必 要 で あ る 。か さば る商品 、チ ー ク材、 コメ、 その 他 重 量の あ る もの の運 送 な

どは道 路 を 通 じて 行 な うべ き と、 ブ ラチ ャッ ト鉄道 局総 裁 が強 調 した。

文 献3005,43;文 献3006,61-62

ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁 、 デ ィー ゼ ル 電 気 機 関 車 の 導 入 を 企 画

す る 。見 積 りを 海外 か ら取 り寄せ る。1000馬 力 で6万 ポ ン ド.1928年 に試 験 的 に2輌 購 入 。

◆ 注:1931年 か らスイ ス製 の デ ィーセ ル電気 機 関車6両 を運 行.

☆蒸気 か らデ ィー ゼル 電 気機 関 車へ の本 格 的な変 更 は1961年 か ら.

文 献207,153

チ ュ ラー ロ ンコー ン大 学工 学 部,初 代 学 部長 プ ラヤ ー ・ニパ ッ トク ンポ ンが退 官.

後任 は,元 政 治 学部 長 の プ ラヤ ー ・ウィ タヤー プ リチ ャー マー ト.

海軍省へ移籍となる.

BTWM1931/07/04

南部線が英領マラヤのクランタ ン州の線路と接続す る。

PKPSVol.34.405-432;N86

「東北部線建設のための土地、その他不動産買収に関する勅律(仏 暦2464年)」

PKPSVol.34.403-404:N85

「ナ コ ンラーチ ャシー マー か らウボ ンラ ーチ ャターニ ー間 の鉄 道建 設用 地 指定 の勅 律(仏 暦2464

年)」
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文 献3546,2(RSRS1921)

国 王(ラ ー マ6世 王),東 北 部 線 延 長 工 事 を,タ ー チ ャ ン に あ る地 区 本 部 ま で トロ リー 車

(lnsPectionMotorTrolley)に 乗 っ て 視 察.建 設 に従 事 して いる鉄 道局 ス タ ッフ と陸軍 工 兵 局 の鉄 道

エ ン ジニ ア部 隊 αheRailwayBattalionofRoyalEngineers)を 観 閲す る。 さ らに ムー ン川 に架 け る橋

の 建設 も視察 す る。

BTWM1922/01/10

IIRailwayTenders:ResultofTendersforSuPerstructureofSteelBridges" .ラ ー マ6世 王 橋 の 鉄

橋 の 構 造 物 の 公 開 入 札 を こ の 日実 施 。1月10日 、 全47社 の 入 札 結 果(使 用 ト ン数 、 トン 当 り金 額)

を 新 聞 で 公 表 。 入 札 企 業 は 、 ドイ ツ11社(ク ル ップ 社 ほ か)、 オ ラ ン ダ10社 、 フ ラ ンス8社 、 イ ギ リ

ス7社 、 ベ ル ギ ー4社 、 ア メ リカ2社 、 イ タ リー1社 、 日本1社(三 井 物 産)ほ か 。

◆ 注:発 注 先 は フ ラ ンス の 会 社(Etablissements,Dayde,Paris)に 決 定 す る 。

文 献3040,13;文 献3005,46

北 部 線 、 チ エ ン マ イ ま で 開 通 す る 。 こ の 日 、 パ ー ン ヤ ー ン=チ エ ンマ イ 間,全 長72キ ロが 開 通

し、 北 部 線 の 全 線 が 開 通 した 。

☆ チ ュム ター ンか らチエ ンマ イ までの北 部 線の総 延 長距 離 数は661キ ロ.総 工費 は4682万 バ ーツ 〈

文 献3003,P.178>

☆ チ エ ンマ イ まで の 開通 に よ り,駅 前 に精 米所 が設 立,バ ンコク向 けの コメ輸 送が 始 ま る.そ れ まで は 河

川,運 河を 使用 して いた た め,時 間が かか りす ぎて,北 部 か らの コ メ輸 出 はな か っ た.

文献3546,2(RSRS1921)

北部線はすでに建設を完了していたが,ラ ーマ6世 王は自らの誕生日に合わせて開通を繰 り延べ,こ の

日,北 部線の開通を宣言する.同 日,線 路の沿線とチエ ンマイ駅では,開 通を祝う盛大な式典が行なわれ

た.

StatisticalYearbook1923No.8,86

第4回 外国借款協定の締結について。合計200万 ポンド、利率7%。 今回の外国借款は、鉄道

建設だけでなく、灌概設備並びに公共事業資金の補充も目的とする。全額、イギリス(香 港上海銀行)に

依頼 してロンドンで公募する。元本の返済は、遅くとも1928年3月 から。

文献3005,46

南部線で,バ ンコクノーイ と英領マラヤを結ぷ国際急行列車運行開始す る。週2本.

文献3546,2(RSRS1921》

国王(ラ ー マ6世 王),東 部 線 の延 長工 事 開始 を意 味す るkm61地 点 の最 初 の レー ル敷 設 式典 に,パ ー

ヌ ラ ンシ皇 子(FieldMarshalH.RH,PrincePhanurangsri)を 名 代 と して 派遣 な お 、 この東 部 線 延

長 工 事 も鉄 道 エ ン ジニ ア 部 隊(theRailwayBattalionofRoyalEngineers)が 担 当 す る.
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BTWM1922/01/11

"TheRailwaysll
.週 刊 バ ン コクタ イム ズ紙 の通信 員 が 、 タイの鉄 道 につ い て投 書 。 「最 近 、全 線 の車 輌 の

きれ い さ と鉄道 職 員 の応 対 の よ さに感 心 して いる 。数 年前 ま では両 者 と も絶望 的 だ っ た。 さ らに 、等 級 の

低 い 客車 の 客 の質 の 悪 さ は、 暴力 沙汰 に近 くひ どい もの だ った」 と。

BTWM1922/01/14

1'TheBigFouroftheSouthernLinell
.南 部 線 建 設 の 「四 人 組 技 師 」(aquartelofengineers)を 紹

介。(1)ギ ッテ ィ ンズ(Gittins)は バ ンコクの本 部 で総 指揮 、(2)ナ イ ト(Knight)は 、 トラ ンを始

点 とす る建 設 区 間の もと責 任者 。 数 カ月前 に帰国す る、(3)カ ノー ヴ ァ(Canova)は 、 ソ ンクラ ーを始

点 とす る建 設 区 間の もと責 任者 、(4)ス ミス(R.F.Smyth)は 、1909年 に北部 線 の 建設 か ら南 部 線

建設 に移管 、 ペ ッブ リーを 始 点 とす る建設 の もと責任 者。 この4名 の外 国人 技 師 の協 力 で 、南 部線 の建 設

は完 成 した と報 道 。

BTWM1922/01/16

"ThlrtyYearsofRailwayWorkinSiam:Chiengmai
,KedahandKelantanLinkedUpo'タ イ鉄 道業

30年 の発 展 を 、週 刊バ ンコ クタイ ムズ紙 が 報道す る。

☆ペ ナ ンか らバ ンコ クはか つ ては3日 間 かか って い た。 しか し、英 領 マ ラヤ線 との 開通 で 、60時 間 の 旅

程 が36時 間 に 短 縮 さ れ た 。税 関 も旅行 の途 中 でな され 、便利 にな って い る。

文 献3517、186

東部線鉄道建設のレール敷設作業に、陸軍工兵局エ ンジニア部隊を投入 し作業を続行す る。なお、同
エンジニア部隊はバンコク=チ ャチュンサオ間の軌道統一作業にも従事 している。

◆注:鉄 道局内部の建設エンジニアの不足を補うために、陸軍工兵局エンジニアに依存する体制が恒常化

する。

BTWM1922/03/02

バ ンコ ク ドック社 の定期 株 主 総会 が 開か れ る。 自動車 シ ョー ルー ムの新 築 、新 しい ドックの 建設 、業 務 の

拡大 な どで、 計170万 バ ー ツの 新 規投 資を 計画 。新 ドックは長 さ330フ ィー ト、 幅50フ ィー ト、 深

さ16・5フ ィー トとな る。 イ ギ リスの 土木 工学 院 に調査 を依 頼す る。

☆バ ン コ ク ド ッ ク社 の 支 配 人 は 、 も と鉄 道 局 の 技 師 シ ン ク レア(J.M.Sinclair)。

また、技 師責 任 者 アイ チ ソ ン(JohnAitchison,SuperintendentEngineer)は 、1897年 にバ ン コク

ドック社 に入 社 して以 来 、25年 間 働 く。今 年退 職 。
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BTWM1922/03/29

チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 の 入 学 と 試 験 制 度 。

チ ュ ラー ロ ンコー ン大 学 の入 学試 験 は、 最低 中等 教育6年 を 修了 す る必要 が あ る。 「通 学 組 」 は1学 期 に

つ き授 業料 は20バ ー ツ 、 「寮生 組 」 は1学 期 につ き100バ ー ッ。中等 教 育7年 修 了 の生 徒 は、 年40

バ ー ツに 引 き下 げ。

☆学 期 試験 は 、80点 が合 格 ライ ン。3度 続 けて 落第 す るか 試験 を さぼ った 場合 には 退学 処 分 とな る。

☆バ ンコク ク リスチ ア ン学 校(BangkokChristianCollege)の 卒業 式。14名 が卒 業 。 英語 コー スの 最 優

秀生 徒ChalermOsathanonが 表彰 され る。

文 献3546,3(RSRS1921)

法 律 担 当部 局(LegalBranch)の 仕 事 が,「 仏 暦2464年 鉄 道 ・道 路 法 」 の 公 布 で 大 幅 に 発

展 す る.土 地 収 用 に係 わ る係 争 事件 な どは 本部 に記 録が 集約 保 存 され る こ とにな る.ま た,係 争 の受 領 件

数 は2464年 度,民 事130件(2463年 度,67件),刑 事109件(同,77件)と 増 え るが,

処理 も進 む.な お,私 鉄 の 係 争を扱 うた めに,法 律 担 当 官(legalcontrol!ers)を 新 た に任命 す る.

文献3546,20(RSRS1921)

1921年 度の 鉄 道局 で の 実 習生 は22名 に達 した。

文献3546,20(RSRS1921}

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 の 中 に 新 しい 鍛 冶 工 場(newSmithy)が 完 成 す る 。 ま もな く蒸気 ハ ンマ ー,炉

が 設 置 され る予 定 で あ る

BTWM1922/04/24

r第3回 道 路 局 年 次 事 業 報 告 書(1920年 度)」 の 要 約 を、週 刊バ ンコ クタイ ム ズ紙 が紹 介 。

☆ ブ ラチ ャ ッ ト鉄道 局 総 裁 に代 わ って 、道路 局技 師 長プ ラヤー ・サ ラサ ー トシ リカ ン(ChiefHighway

Engineer)が 、 この年 か ら報 告を 行な う。

*ス タ ッ フ数 は2060名 。 うち1802名 が タイ人 。 ヨー ロ ッパ人 は6名 。

*第1級 国道 は83km、 第2級 国道 は114km(南43km、 北57km、 建 設 中 は南 で

14km)、 第3級 国道 は743km。

☆北 タ イ 、 ラ ム パ ー ン 蹴チ エ ン マ イ 間 の 輸 送 コ ス トの 比 較 。牛 馬の場 合 、244km、100kgの

荷物 に対 し60バ ー ツ。 つ ま り、2・46バ ー ツ/ト ンkm。 これ に対 して道 路 を 利用 した場 合 、

100kg、7バ ー ツ。0・29バ ー ッ/ト ンkm、 約9分 の1で す む。
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文 献3061、110-113

鉄 道 奨 学 生/第5期 生 の 選 抜 試 験(1)

☆通 常 は、3月 に 高等教 育8年 目の 最終 試験が あ り、 翌4月 に鉄道 局 の奨 学生 選 抜 試験 を行 う。 学 歴 は高

等教 育 の8年 目か卒 業 者 。応 募者 の 大半 は ス ワヌ グラー プ校 、テ ー プ シ リン校 、 バ トゥム コ ンカー 校な ど

の有 名 校 。 アサ ンプ シ ョ ン校 の 在校 生 も一部 受験 に参 加す る。

*年 齢 制 限 は、15-16歳 以 上 で、か っ25-27歳 未 満(111頁)。 応 募 者 は1922年 の場 合 、

200名 以 上 。 しか し試験 が 難 しい の と競争 が激 しいた め、 最終 日には50-60名 に減 って しま う。

◆ 注:鉄 道 奨 学 生LuangSmhiduriphat(SitWoramit)の 回想。 彼 はバ ー ミンガ ム大 学 商学 部 の卒 業 。

文 献3061、112-114

鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 の 内 容(2)

☆鉄 道 奨学 生 の 応募 は 、 「工 学/エ ンジニ ア コース」 と 「商学/運 輸 コー ス」 の2つ 。 試 験 は 全 部 で

12科 目 。 全科 目 と もす べ て100点 満点 で、1科 目の 試 験 時 間 は3時 間 。通 常 の 試験 で は 、科 目に よ

り100点 、60点 、40点 と満 点 は異 な り、 試験 時 間 も1、2時 間以 内に終 わ る こ とが 多 い。 そ れだ け

鉄 道 奨 学生 の選 抜 試 験 は厳 しい とい うこ と。

*12科 目の うち9科 目は、 コース に関係 の ない 「共 通科 目」 で、 重 要な科 目は算 数 、 英 語 、英 文要 約

(∈SSAYPRECIS)な ど。 これ に対 し 「選 択科 目」 は、 エ ンジニ ア コー スの場 合 が 、算 数 ★、科 学 ★、 運輸

コ ース の場 合が 地 理 、歴 史 ★、一 般 常識 ★な ど(113頁)。 当時の 高校 では 教 え て いな い数 学 の二 項定 理 や

英 文 要約 な ど もでて 、試 験 問題 は難 しか った。

☆ その ため 、受 験 者 は 高等教 育 校 の成 績優 秀者 が 多い 。通 常、 高校8年 目の最 終試 験 で1番 、2番 の 成績

優 秀者 は 「国王 奨 学生 試 験」 に応募 。鉄 道 奨学 生 は3番 以 下あ た りが挑 戦す る 。 実際 、1922年 度 の鉄

道 奨学 生 は3番 、4番 が 受験 して い る(112頁)

文献3061」14-115

鉄 道 奨 学 生 選 抜 試 験 の 様 子(3)

*試 験 は難 しい た め、 初 日、2日 目、3日 目と 日を 追 うに した がい受 験 者数 が 減 って い く。 最 終 日には

50-60名 く らい しか 残 らな い。 筆記 試験 が終 わ った後 、体力 測定(綱 渡 り、鉄 棒 、平 行 棒 な ど)も あ

るが、 形 式 的な もので 重要 で は なか った。

*筆 記 試験 が終 わ って1カ 月 余 たつ と、今度 は チ ュラ ー ロ ンコー ン病 院 での 身体 検 査 の通 知 が くる。

1921年 度 は14-15名(こ の うち合格 者 は9名)、1922年 度 は17-18名(同8名)に 通 知

が来 た。身 体 検 査 が終 わ ったあ と合格 発 表が あ る。ル ワ ン ・シ ッテ ィ ドウ リパ ー トは1921年 度 は身 体

検査 まで行 って 不 合格(当 時17歳)。2年 目の再受 験 で合格 す る。

◆ 注:鉄 道 奨 学 生LuangSitthiduriphat(SitWoramit)の 回想。 ル ア ン ・シ ッテ ィ トゥ リパ ッ トは第4

期生 の 試験(1921年4月)を 受 け たが不 合格 。第5期 生 の試 験(1922年4月)に 合格 した 。

文 献3547,1(RSRS1922)

寝台 付 き の1等 車 を ヨー ロ ッパ か ら購 入.バ ン コ ク=ペ ナ ン 間 の 国 際 急 行 列 車 に 寝 台 付 き 一 等 車 を 連

結 し運 行 を 開 始 す る.そ の結 果,1等 乗 客の数 は1921年 度 の293名 か ら1922年 度 には

1273名 に増加 す る.
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文献3005,48

チャオプラヤー河の鉄橋建設で公開入札を実施する。欧米17社 が応じる。イギリスとフランス各1社 が

落札.

文献3547,2(RSRS1922)

バ ン コ ク=コ ー ラ ー ト間 の 線 路 を 標 準 軌 か ら狭 軌(メ ー トル 軌)に 転 換 す る工 事 が 完 了 す る.な

お,バ ン コ ク;パ ー クプ リュ ウ間の 敷設 工 事は5月31日,ゲ ンコーイ=コ ー ラー ト間 の工 事 は6月7日

にそれ ぞれ 完了 した,

☆ これ によ って,東 北 部 線 に使 用 して いた 標準 軌用 の車 輌 を大量 に,ま だ転 換 工事 を 行 な って い な い北部

線 に 回す こ とが で き,輸 送能 力 の ア ップが可 能 とな る.

文 献3547,2(RSRS1922)

ハジャイ=ソ ンクラー間を結ぷ直通の鉄道が開通する。従来のようにウータパオを経由しな くてす

む.

文 献3061、115

第4期 鉄 道 奨 学 生 、 こ の 日 イ ギ リ ス留 学 に 向 け て 出 発 す る 。

☆ ペ ナ ン港 で 「CITYOFMANCHESTER」 号 に乗 船す るため 、南 部線 を使 って南 下。 第1日 目はチ ュム ポ

ン、第2日 目は トゥ ンソ ン、 第3日 目は ソ ンクラー に宿 泊、4日 目にペ ナ ンに到 着 。 そ こで フラ ンスの マ

ル セ ール行 きの船 に乗 り換 え 。 パ リ経 由、 カ レー、 ドー バ ー海峡 をへ て 、10月3日 に ロ ン ドンに到 着 す

る。8月31日 の 出発 か ら数 え て34日 間 の旅。

*旅 行 中 は、 鉄道 局 の エ ンジニ アで 、当 時 ヨー ロッパ 鉄道 視 察の任 務 を受 けた ス ッ カ プ ラ ー ロ ッ プ 殿 下

(MomchaoSukkapraropKamolat、 鉄道 局 の技 師)が 、 引率 者兼 監 督者 と して 同行 した。

◆ 出所:鉄 道奨 学 生 第4期 生LuangSitthiduriPhat(SitWoramit)の 回想

PKPSVol.35,404-492:N89

「東北部線鉄道建設のための土地その他不動産買収に関する勅律(仏 暦2465年)」

文献3040,13

コー ラー ト=タ ー チ ャー ン間,全 長21キ ロが 開通 す る。以 後,ウ ボ ン ラ ー チ ャ タ ー ニ ー ま で の 東 北

部 線 の 建 設 は,す べ て 狭 軌(メ ー トル 軌)で,外 国 人 技 師 の 助 け な しで タ イ 人 エ ン ジ ニ ア が 建 設

す る 。
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文献3547,1(RSRS1922)

バ ン コ ク=チ エ ンマ イ 間 の 北 部 線 で 週2便,急 行 列 車 の 運 行 開 始 。寝 台つ きの1等 車 の ほか,2等

車,3等 車,食 堂 車 を連 結 す る.急 行 の運 行 に よ りバ ン コ ク 累 チ エ ン マ イ 間 の 所 要 時 間 は ま る3日 間

か ら25時 間 半 に 短 縮 した 。

☆な お,デ ィーゼ ル 電気 機 関 車の本 格 的 な運行 によ り,1933年3月5日 か ら20時 間 半 に短 縮(文 献

346,RSRS1932,p.6).

BTWM1925/01/06

IlRailwayTraffic:SiamandMalaya
.Ilタイ と イ ギ リス(英 領 マ ラ ヤ)が 鉄 道 相 互 乗 り入 れ 協 定 を

締 結 す る 。

*タ イ鉄 道 局総 裁 ブラ チ ャ ッ ト(ク ロム マル ワン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)と 英 領 マ ラヤの 高 等弁 務 官 ギル

マー ト(SirLaurenceNunnsGuillemard,K.CB.HighCommissionerfortheMalayS!ates)の あい

だで 調 印。

◆ 『週 刊 バ ンコ クタ イ ムズ紙 』(1925年1月6日 号 、7日 号)に2ペ ー ジに わた って全 文 を掲 載 。 内

容 は 、(1)定 義 、(2)関 税適 用 の領 土範 囲 、(3)ス タ ッフ、(4)関 税対 象 、(5)貨 物 、 手 荷物

検 査 、(6)記 録 と申 し立 て、(7)2つ の鉄道 局 の特 別 の義務 。

BTWM1922/12/06

『バ ンコ ク衛 生 局年 次 活 動報 告 書(1921年 度)』(Dr.R.W.Mendelson,MedlcalOfficerofHeal書h

forBangkok)を 、週 刊 バ ンコ クタイ ム ズ紙が 要約 して紹 介す る。 ☆東 南 ア ジ ア 地 域 の 主 要 都 市 の 死 亡

率 ほ か の 比 較(1921年)/1000人 当 りの比 率。

*バ ンコク:死 亡 率32・6、 出 生率31・4、 乳 児 死亡 率221

*マ ニ ラ:死 亡 率25・7、 出 生率41・8、 乳 児 死亡 率140

*海 峡 植 民地=死 亡 率31・8、 出生率32・6、 乳児 死亡 率190

*バ タ ビア:死 亡 率40・1、 出生 率34・5、 乳 児死 亡率315

文 献3547,2,30(RSRS1922)

チ ャ オ プ ラ ヤ ー 川 の 東 岸 と 西 岸 を 結 ぷ ラ ー マ6世 王 橋 の建 設 を 開 始 す る 。 鉄鋼 構 造 物,土 台,支 柱

な どの建 設 は フラ ンスの 会社(LesEtablissementsDayde(e★ 》ofParis)が 請負 う。

BTWM1923/01/03

"τramwayStrike"サ イ ア ム 電 気 会 社 の 子 会 社 で あ るバ ン コ ク路 面 電 車(BangkokTramway

Co,,Ud.)の 労 働 者 が ス トラ イ キ 決 行 。1923年1月2日 ま で 。

*路 面 電車 の 運転 手 、切 符 売 りが ス トライキ に入 る。 首都 省 の本部 前 に集 ま り、 要 求項 目を書 い た文 書 を

係 官 に手 渡 す。

*背 景:検 査 官(lnspectors)の 何 名 か の不 当解雇 と、 ボー ナス の査定 の や り方 につ いて不 満 が あ る。

*一 方会 社 側 は 、 も っ と も利 用客 の 多い 時期 のた め、 乗務 員 、車輌 格納 倉庫 の担 当 官、 サ イ アム 路面 電 車

の従 業員 の 協力 を得 て運 行 を続 行 しよ うとす る。 その結 果 、 フア ラ ムポー ンか らバ ンラ ック 間は 通常 どお

りの 運転 。 サ ー ムセ ー ン線 の残 り とバ ー ンコー レム線 の運 転 は通常 の半 分 。平 常 時 の80%は ほ ぼ運 転 を

維 持 で きて い る と発 表。
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BTWM1923/01/15

IITheTramwaysStrikellサ イ ア ム 電 気 会 社 の 路 面 電 車 の ス トラ イ キ の 経 緯 に
つ い て 。 会 社 側 の コ

ミュ ニ ケ 発 表(1):労 働 者 の4項 目要 求 の 内容

◆ コ ミュニ ケ は1月15日 に公 表 され た。

☆12月31日 に 、従 業 員 た ちが まる で稲妻 の如 く、 出 し抜 けに ス トライ キに入 った 。 その 際 の従 業 員側

の 要 求項 目は次 の4つ で あ る。

(1)ボ ー ナ スを 引 き上 げ る。 増額 分 は年功 に関係 な く全員 同額 とす る こと。;(2)運 輸 長(Traffic

Superintendent)と2名 の タイ人 監察 係 長(SiameseChieflnspectors)を 罷 免す る こ と。;(3)会 社

の就 業 規 則 を文書 と して 刊行 す る こ と。;(4)制 服 、 食事 も し くは菓 子類 を無 料 配給 す る こと。

☆ 職場 復 帰 のあ と 、会 社側 は1月11日 ま でに労 働者 側 に要 求の 回答 を 伝え る と コ ミュニ ケ を発 表 す る。

文 献3547,1(RSRS1922》

運 輸 事 業 部 か ら,ホ テ ル,食 堂 車,待 合 室 な どの サ ー ビス 事 業 を 分 離 し独 立 の 部 局 とす る(Hotel

andRestaurantCarServiceBranch) .乗 客の ホテル な どへの サ ー ビス向 上 に対 す る要 求 に応 える た

め。

文 献3547,2, (RSRS1922)

バ ン コ ク と 北 部 線 の バ ー ンパ チ ー 間 に タ ブ レ ッ ト シス テ ム(TherlsTabletSystem機 関車運 転 手

に円 形の 証 票を 手 渡 して,列 車 運行 の安 全 を確保 す る方 式)を 導 入 す る。 これ に よ って 列車 の 通 行の 安全

確 認 は,業 務 用 の 電信 送 付か らタブ レッ トシステ ムに移 行.た だ し,こ の路 線 で も電 信 扱 い高87万 件 の

うち,な お安 全 確 認 のた め の業 務用 電信 が50万 件 を 占め て いた。

BTWM1925/03/19

1「Trans-AsiaticRailways:Siam`sShare"ブ ラ チ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 は ビル マ を 訪 れ
、植 民 地 政庁 と

鉄道 の接続 につ い て議 論す る。 また 、 タイ側 はす で に調 査を 開始 してい る。 ビル マ 側 は タイ の提 案 に原 則

的 に賛 成 の意 向 を示 したが 、 実現 す るた め には予 算 の問題 が あ る と指摘す る。

文献3040,55

マッガサ ン鉄道工場の 中に客車修理工場を開設。15ト ンの吊りクレーン2基 を設置。

BTWM1923/01/03

"TramwayStrike"サ イアム電気会社の路面電車の労働者のス トライキのその後
。

☆1月1日 に、労働者と会社側の話 し合い。乗務員の解雇については会社側は譲歩せず。他の項 目は検討

するということで概ね合意した。今回のストライキで会社側の施設には損害はないと発表。
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BTWM1923/01/15

o'TheTramwaysS量rikeooサ イ ア ム電 気 会社 の 路 面 電 車 の ス トラ イ キ の 経 緯 に つ い て 。 会 社 側 の コ

ミュ ニ ケ 発 表(2):会 社 側 の 回答12月31日 の 「4項 目要 求」 に対 して 、会 社側 回答 の 内容 。

(1)ボ ー ナス に 関 して は譲 歩す る。年 間2万7000バ ー ツを ボ ーナ スの財 源 と して新 た に充 当す る。

(2)制 服 、食 事支 給 につ い て は、 年間5000バ ー ツの追加 支 出 を行 う。;(3)会 社 の 就業 規 則 はす

で に刊 行 され て い る。;(4)要 求 に あ った職員 の 罷免 は で きない。

会社 側 は 同 時 に、別 の コ ミュニ ケを 同 じ1923年1月15日 に発表 。 従業 員側 に伝 え る。

☆ ま た、 「今回 の ス トライキ は ご く少数 の グル ー プ(clique)が 組織 した もの で あ り、 大半 のス トライ キ

労 働者 は 彼 らに脅 か され て参 加 した もので あ る」 との見 解 を発 表。

BTWM1923/01/13

IITheBangkokTramwayso8路 面 電 車 の 労 働 者 が 再 度 ス トラ イ キ を 決 行
。

*こ の 日朝 か ら、 バ ンコ ク路 面電 車 の労働 者が 、2回 目のス トラ イキ に入 った。 今 回 はサ イ アム 路面 電 車

会 社 の労 働 者 も参 加 。 ス トライキ の 噂は1月12日 か ら流 れ てい た。

*争 点 は、 解雇 に あた っての 会社 側 の就業 規則 と罰則 規定 。1月1日 ま での前 回 の ス トライ キを 受 けて 、

会社 側 は、 従業 員 の 給与 を月65-70バ ー ツか ら70-75バ ー ツに 引き上 げ た に合 意 。 これ は、 同 じ

よ うな職 種 の 中 で は よ り高 い 条件 で あ る。他方 、 一人 当 た りの罰金 は昨年 は1カ 月 平均3バ ー ツ に達す

る。 もち ろん 、勤 務 の 良好 な 者 は罰金 は課 せ られ な い。*こ の 日、会 社側 は50%の 運 行 を 維持 した。

◆注:正 確 には次 の とお り(1月15日 の会 社側 コ ミュニケBTWM1923/1/15)

*1922年 の 平 均 給 与 は 月68・58バ ー ツ 。 これ に 対 して1923年 は 平 均76・58バ ー

ツ に 引 き 上 げ る 。

*罰 金 は平 均 、 月3バ ー ツ まで とす る。 この 罰金 は会 社 の一 般会 計 に繰 り入 れ るの で は な く、従 業 員 の積

立金(ProvidentialFund)に 回 して い る。

BTWM1923/01/15

"TheTramwaysStrike"路 面 電 車 の 労 働 者 が 再 度 ス トライ キ を 決 行(続 き)

*ス トライ キ は続 い てい る。 会 社側 は、 朝7時 か ら夜8時 まで 電車 運行 を続 けて い るが 、バ ー ング コー レ

ム線 のバ ー ンマイ か ら先 は運 行 してい な い。

*第1回 目の ス トライキ の あ と、1月10日 にボ ーナ ス は支払 われ て い る。

BTWM1923/01/16

"TheTramwayS量rike'1サ イ ア ム 電 気 会 社 の 路 面 電 車 の 労 働 者 が ス トラ イ キ 決 行(続 き)

☆電 車 の 運 行 状 況/当 初 は検 査官(lnsPectors)を 充 て てい たが 、1月14日 か らは 労働 者 に脅 か され

たせ いか 、 彼 ら も出勤 しな くな った。

*1月13日 、300名 の 労 働 者 が ス トライ キ を 決 行 す る。

☆ ス トラ イ キ 参 加 者 へ の 対 応 。16日 午 後、 会 社側 は ス トライ キ分 を差 し引 いた 給与 とボ ー ナ スを支

払 って解 雇 す る 予定 。 ま た、 一人 当 り50バ ー ツの積 立 退職 金を 払 い戻 す と発表 。

*会 社側 は、 ス トライ キ に対 抗す るため に新 しい従業 員 を募 集 し、訓 練す る 旨を 通 知 した。

文献3005,53

技術者を優遇。ブラチャット鉄道局総裁、鉄道は国の営利事業であり、技術者に対して,給 与とは別に

ボーナスの支払いを営業収入に応じて支払うことを国王に奏上。国王はこれを許可する。
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BTWM1923/01/17

'OTheStrike時 『週 刊 バ ンコ クタ イム ズ紙』 が
、社 説 で路 面電 車の ス トライキ を 取 り上 げ る。 チ ャオ プ ラ

ヤ ー ・ヨマ ラー トは、 「これ は新 しい文 明(civilization)で あ り、 タイ に もつ い に それ が襲 って き た」 と

タ イ字紙 に書 く。 編 集 部 は 「我 々は 、 タ イ が い ま や 世 界 中 に 広 が る労 働 問 題 に 直 面 し始 め た こ と を

危 惧 す る 」 と記 す 。

BTWM1923/01/19,20

IITheTramwayDispute"路 面 竃 車 の 労 働 者 の ス トライ キ

*現 在 、解 雇 され た連 中 は会 社の 住宅 施設 に住 ん でい るが、19日 の 午後 まで に立 ち退 くよ うに会 社か ら

命 令 され た。 これ らの施 設 は 、バ ー ングラ ブー、 プア ラムポ ング、バ ー ング コー レム が 「黄 色 い 電車」

(◆ 注:バ ン コク路 面 電車)の 従 業員 用 、 ウ ォー ラチ ャ ック通 りがサ イ アム路 面 電車 の 従 業員 用 で あ る。

☆労 働 条 件:"TheTramwayTrouble.oo(BTWM1923/01/20)

*退 職 金 積 立:立 ち退 き を命 じられ た労 働者 の う ち数 名 の古 参 で信頼 で き る連 中が 、 職場 復 帰 を認 め られ

た。 た だ し、す で に払 っ た積 立退 職金50バ ー ツに達 す る までは 、ボ ー ナス を会 社側 が キ ー プす る。

*罰 金 につ い て:仮 に運 の悪 い従 業 員が 、3回 ほ ど脱 線事 故 を起 こ した とす る と、 彼 の罰 金 は12バ ー ツ

にな る。 そ して、 高額 の 罰金 が続 くと解雇 処分 の 対象 とな る。

*ボ ー ナ ス につ い て:昨 年 ま で は、新 人 よ り も古 参の 方が よ り多 くの ボー ナ スを 取得 して い たが 、今 年

の1月 か ら一 律 支 給 と な っ た 。 これ に よ り、 実額 で みて古 参組 は1カ 月8バ ー ツ、1922年 入 社 組 は

20バ ー ツの 引 き上 げ とな ってい る。

文献3547, (RSRS1922)

連 邦 マ レ ー 鉄 道 と の 合 同 会 議/1月20日 か ら21日 ま で,バ ンコ クの鉄 道局 本 部 で,連 邦 マ レー鉄道

(FederatedMalaySta電esRailway)と 第2回 目の合 同会 議 。 タイ=英 領 マラ ヤ 間の 国 際急 行 列車 に関す

る運 輸 協 定 な どを話 し合 う.当 時の 英領 マ ラ ヤの鉄 道局 長 はア ンソニ ー(P.A.Anthony,GeneraI

Manager)o

BTWM1923/01/29

loTheTramwayServices:lmprovingConditions
.o'路 面 電 車 が1カ 月 ぷ り に ほ ぽ 正 常 運 転 に 戻

る。1月28日 、 サ ー ム セー ン線 は、 通 常の 運行 に復 帰 した。29日 、30日 まで に は他 の 線 、 サイ ア ム

路面 電車 も通 常運 行 に戻 る見 通 しで あ る。 ただ し、 電車 の運 行時 間 は人 手 不足 の た あ制 限 されて いる。 今

後、 早朝 、 つ い で夕 方 の便 を 増発 す る計 画。 現在 、 霞 車 の 運 行 は 新 し く雇 用 した 労 働 者 で 賄 っ て い

る 。 少数 の 古参 の 連 中が 職 場復 帰 したが 、大半 は新 しい連 中 で運 営 し、 ス トライ キ参 加 者 の再 雇 用 は考 え

ない と会 社 側が 主 張 。

◆注:「 週 刊バ ン コ クタイ ム ズ紙 』 のス トライキ報 道 は連 日続 い てい たが 、 この 日で一 応終 わ る。

文献3547,4(RSRS1922)

ア ン デ ル セ ン(GAndersen)を ホ テ ル サ ー ビ ス 事 業 部 長(ChiefintheHotelService)に 任 命 す る.

文 献3547,33(RSRS1922)

1922年 度,25名 の 学生 実 習生 と4名 の学 生機 関車 運転 手 が,機 械 サ ー ビス事 業 部 で実 習 を受 ける 。
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BTWM1923/04/09

"RamaVlBridge;FirstStoneLaid
.'1バ ー ン ソ ンで ラ ー マ6世 王 橋 の 着 工 式 が 行 わ れ る 。 チ ャオ プ

ラヤ ー ・ウ ォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ ト運 輸大 臣 、ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マル ワ ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局

総 裁 ほか 、 主な 外 国人 な どが 招待 され る。 また 、 当時の 鉄道 局 の幹 部の 名前 と職位 が 詳 しく報 道 され て い

る。

PKPSVol.36,15-18:N90

「ナ コンラーチ ャシーマーか らコー ンゲー ン県間の鉄道建設用地指定に関す る勅律(仏 暦

2466年)」

BTWM1923/06/30

mASuccessfulBangkokCompany:CapitalPaidBackFiveTimes
.o'パ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社30年 史

操 業30周 年 を記 念 して、 『週 刊バ ンコク タイム ズ紙 』が 特集 。

☆ 略 史:1886年 に ロ フタス(AlfredJohnLoftus)と ドゥ ・リシュ リュ ウ(Admirallater

CommondoredeRichelieu)の2名 が50年 間 の コ ンセ ッ シ ョンを 取得 す る。1893年 に 操 業 開 始 。

それ か ら現 在 まで30年 間 に約450万 バ ー ツを稼 ぐ。払 い込 み資 本金 は40万 バ ー ツ。 ま た、純 利 益 総

額 は290万 バ ー ツ、 配 当総 額 は200万300バ ー ッ。 したが って、 投 資家 には5倍 にな った 。

*も と も とサ ーム ヨー クを始 発駅 に しよ う と したが 、結 局 この計 画 は放 棄 され 、 現在 の よ うに フア ラム ポ

ングを始 発駅 とす る。 な お 、 フア ラ ムポ ング地 区の 土地 所 有者 プ ラ ヤ ・シ ンハ セ ー ニ ー とは土地 問題 を

め ぐって 長 く法 廷 で争 って い たが、 結 局、 会社側 が2万350バ ーツ 払 う ことで 決着 が つ く。

*1909年 に資 本金 を50万 バ ー ツに 引き上 げ る。会 社 の資 産が 増加 した ため の処 置 。

BTWM1923/06/30

"ASuccessfulBangkokCompany:CapitalPaidBackFiveTimes
,IIパ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社30年 史

(続 き)☆ 歴 代 の 支 配 人:

(1)H.Hanneman,nicknamedKingNiels;(2)H.FixanengineerontheoldMahaChakri;(3)

H.E.HansenlatermanagerofB.M.C(BangkokManufacturingCo.,Ltd.);E.A.C.(EastAsiatic

Co・,Ltd・)sawmillatBandon;(4}T.A.Gottsche,1898年 に 会 社 に 入 り1903年 か ら支 配 人 。20

周 年 を 指 揮 す る 。

☆1912年 か ら 電 気 軌 道 車 を 走 らせ る 。

文献3005,58

南部線で食堂車のサービスを開始する。
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文 献3548,4(RSRS1923》

鉄 道 理 事 会(theBoardofRailwayCommissioners)の 権 限 を1923年12月21日 の 勅 諭 で 強

化 す る 。 構 成 メ ンバ ー は 次 の12名.

☆(1)MomchaoChalart(鉄 道 局 総 裁 代 行,理 事 長),(2)PhrayaAnurakkosa(経 理 部 長 代 理},(3)

RF.Smyth(保 線 担 当 技 師 長),(4)PhrayaWist-dulayaratthanakit(運 輸 事 業 部 長 代 理),(5)

PhrayaSaritdikan-banchon(機 械 担 当 技 師 長),(6)MomchaoThongchue(法 律 担 当 責 任 者) ,(7)

PhrayaIndramontrl(不 明},(8)G.Canova(技 術 局 付 き技 師 長),(9)PhrayaChindaPhirom(不

明L(10)PhrayaSarasat-sirilak(不 明),(11)PhrayaNagaranurak(不 明),(12》Phraya

Komarakun-montri(不 明)。

◆ 注:人 名 の う し ろ の 職 位 は 末 廣 の 調 査 に よ る 。

BTWM1923/12/24

ブ ラチ ャ ッ ト鉄 道 局総 裁 が 、 ヨー ロ ッパ、 ア メ リカの 視察 旅行 に出発 。 目的 の ひ と つ は 鉄 道 奨 学 生 の 現

況 を 視 察 す る た め 。留 守 の 期 間は 、 モムチ ャオ ・チ ャ ラー トが 総裁 代 理を 務 め る。

☆ 道路 局 長兼 道 路技 師長 プ ラ ヤー ・サ ラサ ー ト(PhrayaSarasatsirilak,ChiefHighwayEngineer)、

商 業発 展 局 秘書 プ ラ ・ゴマ ラ グー ンモ ン トリー(PhraKomarakunmontri,SecretarytoteBoardof

CommercialDevelopment)の2名 を 新 たに鉄 道 理 事 会(BoardofRailwayCommissioners)の 委員

に任 命 。

◆ 注:鉄 道、 運輸 関係 と商業 発 展局 との緊密 な関係 を示 して いる。

文 献3548,1(RSRS1923)

1918年 に 設 置 した 鉄 道 局 内 の 鉱 物 燃 料 課(FuelMiningBranch)を 閉 鎮 す る。 鉱 山局(Royal

DepartmentofMines)に 移 管す る.同 課は 燃料 問題 の検 討,い くつ か の地 域 で の鉱 物燃 料 資 源 の探 査 を

行な い報 告 書 を提 出 した。

文 献3548,21(RSRS1923)

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 で 大 幅 な 設 備 更 新 を 実 施 。(1)古 い製 鉄設 備 を新 しい鋳鉄 設備 に切 り替 え る

(oldSmithytoaFoundry)。(2)新 しい客車 修 理工場 が 完成 し,作 業 を 開始 す る。(3)新 しいバ ッ

テ リー工 場 が完 成 す る。

文 献3005,59;文 献3548、1 (RSRS1923)

国王 ご臨席のもと、 プア ヒンの鉄道ホテル開所式を行 う。

文 献3548, (RSRS1923)

機 関 車 検 査 長(LocomotiveSuperintendent)プ ラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィ ガ ー ン バ ン チ ョ ン を 機 械 担 当

技 師 長(PhrayaSaritdikan-banchon,ChiefMechanicalEngineerlstCouncillor)に 任 命,昇 進 人

事.ラ ン ク も 昇 進 す る。
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文 献3549,1,3(RSRS1924};文 献3548,1

ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ル ワ ン ・ガ ム ペ ー ン ペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁,1924年1月15日 か ら12

月2日 ま で10カ 月 以 上 の 海 外 視 察 の 旅 行 に 出 発 。 鉄 道 局 特 別 検 査 官 サ ン ドバ ー グ 氏(C.P.

Sandberg,lnspectingEngineer)を 随 行.目 的 は,契 約 を 取 り結 ん で い る 各 企 業 の 仕 事 の 進 捗 状 況 を 視

察 す る た め.帰 国 後,写 真,図 版 入 りの 報 告 書 を 提 出.訪 問 先 は 次 の と お り。

*EstablissementsDayde(e*)atCreil:steelworkforRamaVIBridge;

*Batignolles'WorksatNantes:newlocomotivesonorder;

*HanomagatHannover:conversionworkofstandardgaugeintometergauge;

*DeVriesRobbe(e*)atGorinchem ,Holland:steelbridges;

*CravensRailwayatSheffield:bogiecoachesconstruction

*deWendelat?:rollingofrails

BTWM1924/02/02

バ ン コクを 中心 に天然 痘 が 流行 。1923年4月1日 か ら1924年1月26日 まで の累 計 は、 バ ンコ ク

が 罹病 者 が649名 、死 者360名 。 全 国は罹 病829名 、死 者392名 にの ぼ る。

文 献3548,6(RSRS1923)

1923年 度 の鉄 道 総 収入 は855万 バ ー ツ,前 年度774万 バ ー ツに比 べ10.5%の 伸 び を示 す。 増

収 の 要 因 は,(1)ピ ッサ ヌ ロー ク,ウ ッタラ デ ィ ッ ト,夕 一サ オ,チ エ ンマ イ,サ ワ ンカ ロー クな どの

地 方 主要 交 易都 市(Principaltradingcentres)で の 乗 客の昇 降 数が 増加 した こと(と くに2月 と3月 に

集 中),(2)貨 物 輸 送能 力 の増 強 に よる貨物 収入 の大 幅 な増加(前 年 比15.7%増 加)に もとつ く。

文 献3548,17-19 (RSRS1923)

車 輌 関 係 の 発 注 と納 入 、 マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 で の 車 体 組 立 。

☆24輌 の鋼 鉄 製 メ ー トル軌 用 ボギ ー 客車 の車 枠 シャー シーを イ ギ リスの 会社(CravensCarriage&

WagonCo,,Ltd,,England)よ り納 入.す べ て マ ッガ サ ン鉄 道 工場 で車 体を 組 み立 て る。

☆6輌 の路 面電 車 用 シ ャー シーを納 入.マ ッガサ ン鉄道 工 場で 組 み立 て る.MotorRail&TramCar

Co.,Ltd.

☆9輌 の 路 面 トレー ラ ーの シ ャー シーを納 入.車 体 を同工 場 で組 み立 て る。

文献3548,21(RSRS1923)

1923年 度には29名 の学生研修生と4名 の機関車訓練生を機械事業部に配属、訓練を行な

う。

BTWM1924/05/27

lllsanProvinces
."東 北 タ イ の 交 通 状 況 につ い て

*イ サ ー ン州 の 総督 プ ラヤー ・ラー チ ャナ グ ンは、バ ンコクに滞 在 して いた が 、 フ ラ ンス領 ラオ ス総 督 の

出迎 え の た めに ウ ドンに 帰還 した。 その 際、 鉄道 局総 裁 代理 が、 プ ラヤ ー ・ラーチ ャナ グ ンの ため に キ ャ

タ ピラー車 を提 供。 コー ラー トか らコー ンゲー ンまで送 った。 この道 路 を利 用 した旅 行 以前 には 、 コー

ラー ト=コ ー ンゲ ー ン間 は、 水牛 車 を利 用 して9-10日 間かか った。 また 、 コー ラー トか らウ ドンま で

の旅 は20日 間 。 それ が 、今 回 のキ ャタ ピラー 車の 旅で は2日 間の 道路 の旅 で す む。
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文 献3549,2(RSRS1924)

コーラー トか らコー ンゲー ンに伸びる東北部線延長工事を開始する。まず46キ ロの工区につい

て,建 設契約の請負を行なう。

BTWM1924/07/17

南部 線 を利 用 した ヨー ロ ッパ 人旅 行者 が 『lnter-Ocean』 に記事 を 投稿 。 タイ鉄 道 の サ ー ビス の よ さ、 き

れ い さ、 ボ ーイ の礼 儀 の正 しさをベ タ ほめ。 食堂 車 での対 応 は東 洋 で他 に類 が ない とほめ る。

BTWM1925/01/31

"ThroughRailways(社 説)'oフ ラ ン ス で
、 イ ン ドシ ナ とタ イ を 接 続 す る 鉄 道 建 設 の 検 討 が 公 式 に

表 明 さ れ る 。

*フ ラ ンスの雑 誌 「7bσr15切 θ」が,パ リのイ ン ドシナ委員 会(Comitedel'lndochineinParis)で 、 連

結鉄 道(バ ンコク とア ンコ ール ワ ッ ト、 サ イゴ ンの 間)の 計画 を検 討 してい る と報道 。 この計 画 は 昔か ら

あ るが 、公 式 に表 明 され たの は 今回 が初 め て と解 説 。

*コ ンニ ャ ック ・イ ン ドシナ総 督(Dr.Congnacq,theGovernorofCochinchina)は 、 サ イ ゴ ン ーバ ッタ

ムバ ン間 の鉄道 建 設 には5年 間か か り、4000万 ピア ス トルの 費用 が必 要 と見 積 る。 また 、 タイ 側 は鉄

道 を ア ラ ンヤプ ラテ ー トまで 延長 す るか 、 ある いは ウボ ン、 コ ンゲ ー ンまで延 長 す る必 要 が あ る と も述 べ

る。

文 献3549,4(RSRS1924)

プ ラ ヤ ー ・プ ラ シ ッ トサ ラ ガ ー ン運 輸 事 業 部 長(PhrayaPrasitsalakan,TrafficSuperintendent,

Colonel),ヨ ー ロ ッパ へ の 海 外 研 修,視 察 旅 行 か ら 帰 国 。

文 献3549,2(RSRS1924)

北部 線

る.

バ ンコク=バ ー ン ミー 間(km161地 点)で,メ ー トル軌 道 に よる列 車 運行 を 初 め て 開始す

PKPSVol.37,149-150:N93

「鉄 道 局 の 名 前 変 更 に 関 す る 布 告(仏 暦2467年)」

*今 後 、 正 式 の 名 称 と し て 「サ イ ア ム 鉄 道 局(KromRotfaiLuwanghaengKrungSayam)」 の 名 前 を

使 用 す る 。 ま た 、 つ ぎ の よ う な 表 記 を 使 用 して も よ い 。RotfaiLuwanghaengKrungSayam,Rotfai

Luwangな お 、 略 称 は 「ロ ー フ ォー ロ ー(Ro.Fo⊥o.)」 とす る 。

◆ タ イ 鉄 道 局 の 英 語 名 の 名 称 変 化 は 次 の とお り。

*設 立 か ら1917年:RoyalRailwayDepartment(RDD)

*1917年7月27日 、 北 部 線 、 南 部 線 の 統 合 後:RoyalStateRaiIways

*1924年10月20日 以 降:RoyalRailwaysDePartment
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PKPSVol.37,233-251:N94

「サイアムの領土とケランタン、サイブ リー、プル リス、そして英領マラヤ連邦の間での列車運

行 に関す る契約を実施す る布告(仏 暦2467年)」
*タ イと英領マラヤ鉄道の接続に関する公式の取り決め。

文 献3549, (RSRS1924)

イ タ リア 人 カ ノー ヴ ァ技 術局 付 き技 師長(GCanova,ChiefEngineeroftheTechnicalOffice)が 退職 。

彼 は1899年10月28日,べ 一 トゲ 局長 時代 にタイ 鉄道 局 に技 師補佐 と して入 局 。爾 来,25年 間,

鉄道 局 の 建設 部 門 で働 い た。

文 献3549,27(RSRS1924)

マ ッガサン鉄道工場で,作 業 ・労働方式について全面的な見直 しを行う。その結果作業者,管 理者

の仕事はより満足のいくものになった.こ の年度より,マ ッガサン鉄道工場の労働時間を,8時 間半か ら

8時 間に短縮。賃金の支払 も時間給に変更(◆ それまでは日給ベース?)

☆通常の修理,保 守,製 造作業のほかに,道 路局のために,自 動車,道 路建設車,ト ロッコ車の組立,修

理を行なう,

文 献3549,1(RSRS1924)

この年,初 め て 国王 が 南 部線 及 び 国際線 を利 用 して 、バ ンコ クと シ ンガ ポー ル との 間 を往 復 す る。 ブ ラ

チ ャ ッ ト鉄 道 局 総裁 は,連 邦 マ レー鉄道 のヘ ンシ ョウ鉄 道局 長代 理(P.H.Henshaw,ActingGeneral

ManageroftheFederatedMalayStateRailway)のt窃 力 に対 して,謝 意を 表す る.

文献3040,13

東 部 線,チ ャ チ ュ ンサ オ=ガ ビ ンブ リー 間,全 長100キ ロが 開 通 す る 。

文 献3005,60

鉄道局保線課会議で、すべての木製橋を鉄橋に変えることを決定する。

文献3549,2(RSRS1924)

ブラチ ャッ ト鉄道局総裁,ヨ ーロッパ視察旅行帰国後,鉄 道事業の見直 しを指示する。とくに保

線事業の重要性に鑑み,全 国の各管区の保線担当技師を招集.バ ンコクの本部で1925年1月5日 から

6日 まで会議を行なう.主 な議題は,(1)木 製橋を鉄橋に代える作業,(2)木 材,燃 料の供給方法の

見直し,(3)レ ール関係道具の修理方法,(4)保 線事業部と他の事業部とのより調和的な連携をめざ

す計画策定など。
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BTWM1925/01/17

o'ATriptoChiengmai:byEdwardE
,Long'1チ エ ンマ イ へ の 交 通 の 旅 程 日数 短 縮 に つ い て 。

*そ ん なに 古 くな い昔 には 、 チ エ ン マ イ ま で 行 くの に22日 間 か そ れ 以 上 の 日数 が か か っ た 。 い ま

では 、バ ン コクを水 曜 日の夜 出発す る と、 翌木 曜 日の夜 にはチ エ ンマ イに到 着 す る。 また、 チ エ ンマイ で

火 曜 日の 朝 の汽 車 に乗 れ ば 、翌水 曜 日の夜9時 に は首都 バ ンコク に着 く。往 復 に かか る 日数 は わず か2日

間だ。

文 献3549,3(RSRS1924)

この 年 か ら海 外 に 派 遣 した 鉄 道 奨 学 生 が 帰 国 、 鉄 道 局 で 働 き 始 め る 。 計8名 .内 訳 は第1期 生7

名,推 薦 組1名.採 用 時の 職 位 は技 師補佐(AssistantEngineer),機 械 担 当技 師補 佐(Assistant

MechanicalEngineer) ,運 輸検 査官(Trafficlnspector),通 訳(lnterpreter).

文 献3549,111-12(RSRS1924)

1924年 度 は,米 の豊 作,鉄 道 営業距 離 の延 長 と新規 車 輌 の急増 が相 侯 って,未 曾 有 の 収入 増 加 につ な

が った と報 告す る。他 方,支 出の 方は 洪水 が少 な か ったた め減 少 し,収 益 も増 加 した。

☆総 収入 は2467年 度455万 バー ッ(2466年 度,413万 バ ー ツ),10.1%の 伸 び.

文 献3005,61;文 献3040、13

東 北 部 線 、 タ ー チ ャー ン 驕 ブ リー ラ ム 間 が 開 通 す る 。

PKPSVol.38,10-53:N96

「ナ コ ンラ ーチ ャ シー マ ーか ら コー ンゲ ー ンに至 る鉄 道 建設 のた め の土地 その他 不動 産 買 収 に 関す る勅 律

(仏暦2468年)」

BTWM1925/07/15

客 車 の 資 材 、 器 具 の 公 開 入 札 の 決 定 を 公 表 。2月 に 公 示 、6月29日 に 入 札 結 果 を 公 表 、32社 が 入 札

に 参 加 す る 。 今 回 、 決 定 を 公 表 。(1)Angles,Plateworkド イ ッ の 企 業Orenstein&KoppeI

(2)801tsandnuts,screwsイ ギ リス の 企 業PaulPickenpack

(3)Doorfittings:ベ ル ギ ー の 企 業CanonIeGrand

(4)Corrugatediron:ベ ル ギ ー の 企 業BraineIeComte

(5)Lampbrackets:ベ ル ギ ー の 企 業CanonleGrand

PKPSVol.38,131-137:N97

「バー ンプア トー ン鉄道会社設立の国王勅許に関す る布告(仏 暦2468年)」
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BTWM1925/08/25

1'RoadsinSiam"パ ー ン プ ア トー ン鉄 道 会 社(Bang翠uaD硬gRa勘ay(め .,Ltd.)

*1923年1月 にプ ラ ヤー ・ウ ォー ラ ポ ンサ ピパ ッ トが 、す で に権利 を獲 得 。 資本 金 は110万 バ ー

ッ、1万1000株(1株=100バ ー ツ)発 行 。 出資者 は大 半が イ ッサ ラ セー ナ ー ・ナ ア ユ タヤ ー一

族 。 会社 の主 た る メ ンバ ーは 、プ ラヤ ー ・ス ラガ セー トソー ポ ン(土 地 登録 局 長)、 ル ワ ン ・プ ラ ゴー プ

ヨ ン トラキ ッ ト(鉄 道 局)、 ナー イチ ュン ・ドウ シッ ト(新 規採 用)。 ノ ンタブ リー、 バ トゥム タ ー

ニ ー 、バ ン コクの3県 を カバ ーす る。

ラ ー マ6世 王 、 ご 逝 去 。

文献3550,1(RSRS1925)

ラー マ6世 王 の 崩 御 にあ た っ て,ブ ー ラチ ャ ッ ト鉄 道局 総裁 が,そ の治 世期 間(1910-25年)の 鉄

道発 展 を 総括.も っと も重要 な仕 事 は,「 仏暦2464年 鉄道 ・道路 法」 の 公布 に よる法 的整 備,次 い

でメ ー トル軌 道 へ の統 一 で あ った と報告 す る.

文 献3005,61

ブラ チ ャ ッ ト(ク ロムマ ル ワ ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道局 総裁 、 陸軍 工兵 局第 二 課 長 の プ ラ ・ア ラー ム

ロー ンチ ッ ト(PhraAramronchit)と 協力 して 、陸 軍 の電信 ・電話設 備 更新 を決 定す る。最 新 電 信 機

器 で あ る マ ッ コ ニ ー 製 を 購 入 。Co.Cho.Nung(Chare-chang1)Systemと 呼ぷ 。350キ ロ離 れ た

所 で も交信 可 能.

文 献3550, (RSRS1925)

1925年 度 か ら,す べ て の メ ー トル 軌 用 の 貨 車 に は,

brake)を 装 着 す る 。 客車 はす で に数 年前 か ら使 用。

真 空 自動 制 動 機(automaticvacuum

BTWM1926/Ot/09

'ITravelinSiam:SeventhRotarianDinner"
.バ ンコクの ロタ リー ク ラブの 晩 餐会 にお け る講演 会 で 、

測量 地 図局 の ケ ンプ(P.R,Kemp)が 講 演。 ピサ ヌ ロー クの 時間 距離 。

*24年 前 、1902年 にバ ンコ クに到 着。 ま もな く、 ピサ ヌロー クに 測量 調査 にで か け た。 当 時 、 線 路

は ロ ッブ リー ま で しか 完 成 して お らず 、 ピ サ ヌ ロ ー ク ま で は約12日 間 の 旅 。 そ れ が 今 で は12

時 間 で 行 け る と報 告 。

*1907年 、 ナ コ ン シタ ンマ ラー トで 、 タイ と しては 初め て 「三角 測 量」 を 開始 す る。

文 献3010(カ セー ムの葬 式 本)

カセ ー ム ・シー パ ヤ ック(KasemSripayak),鉄 道 奨 学生 第3期 生,イ ギ リスの バ ー ミンガ ム大 学 商学

士,1925年12月 に 帰国 。 この 日,鉄 道 局 に運輸 検 査官(Trafficlnspecbr)と して入 局 。 初任 給 は

200バ ー ッ。 な お,1910年 代 末か ら、 海外 留学 生 の帰 国後 の初任 給 は文 系 が 月200バ ー ツ、理 系

が250バ ー ッで あ り、理 系 ・工 学 系 に有利 な給 与体 系 とな って いた 。
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BTWM1926/01/16

1'Bangkok -UboninThreeDays .llブラチ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 一 行 が 東 北 タ イ 、 ウ ボ ン線 お よ び メ コ ン

川 流 域 の 自 動 車 道 路 の 視 察 旅 行 を 行 う。

*1日 目、 ゲ ー ン コイに 宿泊 。2日 目、 シーサ ゲ ー トに宿泊 。3日 目に は ウボ ンに到着 。 ウボ ンか ら建 設

中の レー ル の最 先端 まで は128km。

*ウ ボ ンか らさ らに モー ター ボ ー トで ピム ンま で。 そ こか ら ラオ ス道路 を使用 して車 で 旧パ ーサ ック
、 さ

らに ナ コ ン ・チ ャ ンパ サ ック まで(52km)。 国境 で 自動車 道路 の建 設 が な され て い る。

*鉄 道 が通 じた こ とに よ り、 ス リンか らバ ンコクに100輌 にの ぼ る籾 貨 車が 運 行す る よ うにな った
。

文献3550,2(RSRS1925)

メー トル軌 道へ の 統一 は 順 調 に進 み,1926年1月 まで に北部 線 はkm633地 点 ま で線 路 の交 換 が 完

了。 一方,同2月 ま で に東 北部 線 は,km126地 点 まで 標準 軌道 の レー ルの 撤去 が 終 了 した。

文 献3550,1(RSRS1925)

鉄道局経営のパヤータイパ レス ・ホテルがオープン。故ラーマ6世 王がタイにおける観光業と近代ホ

テルの発展を願 って、宮殿の土地を鉄道局へ寄付 し、ホテルを建設する。

文献3550,2(RSRS1925)

サ ー ム セ ン政 府 発 電 所(GovernmentElectricPowerStation)を 鉄 道 局 の 管 轄 へ 移 す 。 も とも と,

発 電所 は首 都省 の もと に置 かれ たが,首 都 省を 内務 省 に併合 す るに伴 い,い ったん は 発 電所 を 都市 行政 局

(DepartmentofMunicipalAffairs)に 移管 した。 しか し,鉄 道 の 発展 が著 しい こ と,近 い 将 来,バ ン
コ ク近 辺 の鉄 道 が 電気 化 され る見込 み なの で,そ の 管理 運営 を鉄 道局 に移管 させ る とい う趣 旨。

☆ この 措 置 に伴 い,鉄 道局 の な か に新 た に 電 気 ・電 信 ・信 号 部(DepartmentofElectric,Telegraph

andSignalServices)を 設 置 。 同時 に これを統 轄 す る責任 者 と して電 気 担 当 技 師 長(ChiefElectic

Engineer)を 置 く.同 技 師長 は鉄 道 の電気 ,電 話,電 信,信 号 関係 の 一切 を統 轄 す る。

文献3005,62

パヤータイ宮殿鉄道ホテルの開所式に国王ご臨席。

文献3550,4(RSRS1925)

プ ラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィ ガ ー ン バ ン チ ョ ン機 械 担 当 技 師 長(PhrayaSaritdikan-banchon,Chief

MechanicalEngineer,1stCouncillor)を 機 械 事 業 部 か ら新 設 の 電 気 事 業 部 へ 移 籍 電 気 担 当 技 師 長

(ChiefElectricalEngineer)に 任 命 す る,

文献3550,4(RSRS1925)

ザ ッ カ リエ 技 術 局 付 き 技 師 長 補 佐(H・A.K.Zachariae,AssistantChiefEngineerofTechnical

Service)を 機 械 事 業 部 の 機 械 担 当 技 師 長(ChiefMechanicalEngineer)に 任 命 ,昇 進.

文 献3550,3(RSRS1925}

1925年 度 に11名 の海 外 か ら帰 国 した留学 生 を採用 す る.そ の 全員 が鉄 道 奨学 生 .

7名,第3期 生 が4名,技 師補 佐,機 械技 師補 佐,運 輸検査 官 に任命.

内訳は第2期 生が
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文献3550,6(RSRS1925)

1925年 度 の鉄 道 総収 入 は1612万 バ ー ッ(2467年 度 は1388万 バ ー ツ)で16%び 大幅 な 増

加.内 訳 は 北部 線(チ ャオ プ ラヤ ー川 の東 岸)が1081万 バ ー ツ(同,933万 バ ー ツ)で67%を 占

め,南 部 線 が残 り530万 バ ー ツ(同,455万 バ ーツ)を 占め る.南 部線 の伸 び が北 部線 のそ れ を上

回 ったの は,線 路 沿線 上 の土 地 開発 が進 ん だ こ と,客 車 貨車 の 配備 が,こ の地 区 で大 き く増 加 した こ との

2点 に よ る.

文 献3550,10-11(RSRS1925)

鉄 道 に よ る コ メ 輪 送 は 急 速 に 伸 び て い る。

☆ 北 部 線 に つ い て 。1925年 度 は2万5466ト ン(19万5880バ ー ツ),1924年 度 の1万

4461ト ン(12万3451バ ー ツ)よ り77%伸 び る.と くに コー ラー トが その 中心 で あ り,

9817ト ン(前 年 度3147ト ン)に 達 す る.

☆南 部 線 につ い て 。1925年 度 は5万5544ト ン(37万2551バ ー ツ),1924年 度 の4万

4170ト ン(28万834バ ー ッ)よ り急 速 に伸 びる.し か も,全 体 の3万5435ト ンは南 部 地域

(と くにバ ッタル ンと ソ ンク ラー),英 領 マ ラ ヤへの 輸送 で あ り,バ ンコ クノ ーイ駅 向 けは2万2061

トンに過 ぎな い 。

文献3550,22(RSRS1925)

マ ッガサ ン鉄道工場 で,木 製車台を使ったメー トル軌道用の有蓋貨車250輌 の組立を開始す

る。ただ し,年 度内には1台 も完成せず。そのほか,木 製車台を使ったメー トル軌道用高側板貨車1輌 を

組み立てる。

文 献3550,24(RSRS1925)

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の ク レー ン機 械 に つ い て 。

マ ッガサ ン鉄 道 工場 の 機 関車 修理 工場 で は,オ ーバ ーヘ ッ ドク レー ン機械 が不 適 当な た め,新 しい メー ト

ル軌 道 用 の機 関 車 の修 理 に支 障が 生 じて い る。 これ らの機 関車修理 の た め に新 しい 工場 の建 設が 求 め られ

て お り,現 在 そ の準 備 と計 画 が進 ん でい る。新 工 場 では 「80ト ン能 力の 電気 ク レー ン機 械」 を 設 置す る

予定 で,1926年 度 か ら使 用 開始 が見込 まれて い る。 ク レ ー ン機 械 は ドイ ツ の ア ウ ス ブ ル グ 社 に 発

注 済 み 。(MaschinenfabrikAugsburugA.G.,Germany).

☆ マ ッガサ ン鉄 道 工 場 で は,通 常 の車 輌修 理 や保線 事 業,建 設 事業 部 の仕 事の ほか に,道 路局 の 車 や機 械

の修 理 を行 な った。 そ の他,発 電所 の 運営 が新 た に加 わ った こ とに よ り、 その 電 気機 械 修 理 も手 掛 けて い

る.

BTWM1926/03/29

"CommunicationsandCommerce
.o'商務 省 と運 輸 省 の 統 合 に つ い て 。

*商 務 省(5年 前 にBoardofCommercialDevelopmentか ら省 に昇格)と 運輸 省(12年 前 に設立)の

2つ は、過 去 著 しい成 長 を遂 げ て きた。 したが って 、 これ らの事 業 を別 々にす る ので は な く、 ひ とつ に ま

とめ た方 が よ りい っそ うの成 長 を期 待 で きる。 現商 務大 臣 チ ャ ンタブ リー は、 す で にい ろ い ろな地 位

(memberoftheSupremeCouncilofState,PresidentoftheCommitteeStudyingtheOpium

Question,PresidentoftheBoardofCommercialDevelopment)の ほか に、 よ り上 の 重 要 なポ ス トが 予

定 され て い る。 ま た、 現運 輸 大 臣の チ ャプ ラヤ ー ・ウ ォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ トは退 職 す る 予定 。 した が って

新 しい大 臣 には 鉄道 局 総裁 の ブ ラチ ャ ッ トを任命 す る こ とにな った。
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文献304,62

商務省と運輸省を統合 し、商務運輸省に改組する。初代大臣にブラチャット(ク ロムマル ワン ・ガム
ペー ンペ ッ ト)鉄 道局総裁を任命。ブラチャットは鉄道局総裁と大臣を兼任する。

文献3551,1(RSRS1926)

こ の 日,ク ラ ム(J.A.Crum,DivisionEngineer),管 区 担 当 技 師 を 機 械 事 業 部 技 術 責 任 者

(SuPerintendingEngineer)に 任 命 、 同 時 に,プ ラ ・ス ワパ ン ピ ッ トヤ ー ガ ン機 械 技 師 を 機 関 車 検 査 長

(PhraSuwaphan-phityakan,MechanicalEngineer,promotedtoLocomotiveSuperintendent)に

任 命 す る.

文献3551,9(RSRS1926)

運 輪 省 と商 務 省 の 統 合 に よ り鉄 道 局 で も人 事 異 動/チ ャラー ト鉄 道 局総 裁 補佐(MomchaoChalart

Lopioesan,AssistantCommisioner-General,2ndGrandCouncillor)が 商 務 運輸 省 へ 移籍 。 「鉄 道

局 は この 人 事 によ り,有 能 で実 績の あ るエ ンジニア を失 うこ とにな る」 と,過 去10年 間の チ ャラ ー トの

貢 献 に謝 意 を表 す る。

文献3551,33(RSRS1926)

電 気 事 業 関 係 の 分 離 独 立 に 伴 い(1926年2月),信 号 機 の 設 置 状 況 に つ い て の 記 録 が 報 告 書 に 掲 載 さ

れ る.現 在,使 用 し て い る 信 号 機 の 納 入 元 は 次 の4企 業.た だ し,原 理 は どれ も 同 じ,

(1)ド イ ツ の ジ ー メ ン ス 社(Siemens&Halske),26駅,51ポ ス ト.(2)ド イ ツ の ア ー エ ー ゲ ー

社(AIIgemeineElectricitatsGesellsha費:AEG.),バ ン コ ク に 自動 連 結 信 号 機2つ.(3)イ ン ドの.

ザ ッ ク ス ビ ー 社(Saxby&Farmer,Itd.),16駅,34ポ ス ト.(4)タ イ ア ー 社(Tyerls&

Co.,Ltd.).

◆ 注:1927年 度 か ら の 推 移 を 表3-8に 作 成 、 参 照 。

文 献3040.13

東 北 部 線,プ リー ラ ム=ス リ ン間,全 長44キ ロ が 開 す る 。
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BTWM1926/05101,30-32

ooProblemsofSiam:AnlndustrialFrame
.1「経 済 改 革 構 想 、 国 家 の 経 済 管 理 に つ い て(1)「 パ ー

スペ クテ ィブ」 の ペ ンネ ー ム に よる タイ経 済政 策構 想を 『週刊 バ ンコク タイ ムズ紙 』 が 詳 し く報道 。

*毎 月 、数 千 人 に及 ぷ 中国人 が 移民 でや って くるが 、彼 らの間 には 失業 者 は見 られな い 。労 働組 織 が き わ

め て よ くで きて い る(タ イ人 は 現在 、失 業 に悩 んで い る)。 教育 水 準か ら言 え ば 、わ れ われ(タ イ人)は

中国人 よ り上 な の に、 経 済 的な地 位 は 中国人 の 方が よ い。 したが って、 中 国人 移民 を 制 限す べ き で ある。

*問 題 解 決 のた め に、 商 務運 輸省 の 権 限 と機 能 を拡大 す る。 まず 、政 府所 有 の 商店 、 中央 ス トア 局(政

府 商 業 局 、CentralStoreDePartment)を 新設 し、 政府 関連 の 商 品は一 括 して取 り扱 う。 そ して 全 国地

方 の タイ人 商店 に この 中 央 ス トアを 通 じて卸 売 りを 行 う。

*同 時 に 、工 業 局(Depar量mentoflndustry)を 新 た に設 置 し、地 方の 農村 工 業 、手 工 業 を促 進す る。

地場 で 製造 され た製 品は 中央 ス トア に供 給す る。

◆末 廣 注:の ちの ピブー ン政 権 の県 商事 会社 設立 計 画 に瓜2つ 。 誰 の構 想(タ イ人)か 、 出所 は何 か

チ ェ ックす る必 要有 り!!

BTWM1926/05/01,30-32

"ProblemsofSiam:AnlndustrialFrame
.oo経 済 改 革 構 想 、 国 家 の 経 済 管 理 に つ い て(2)

「*こ こで の 提案 の 骨 子 、す な わ ちタ イ が 工 業 発 展 の た め の 近 代 的 な経 済 へ の 移 行 に必 要な 手 段 は次

の3点 。

(1)ま ず 流 通機 構 を 政府 が 自 ら作 る こ とで 、消 費 を支 配す る。

(2)次 い で 、 消費 を 支配 す る こ とで、供 給 の方 も規 制す る。

(3)最 後 に、両 者 を統 合 す る こ とで、既 存 の経 済組 織(◆ 注:中 国 人の ことか?)に 対 抗す る。

た だ し、 私 は 国家 が 永久 に経済 を管 理 す る ことを 提案 してい るの では ない 。わ れ われ タイ 人大 衆 が 自身 で

経 済 を管 理 す る こ とが で き るま での期 間 だ け、国家 が 経済 に介 入す る ことを言 って い るだ け だ。

*ま た、 この構 想 と並行 して 、 コ メ の 管 理 、 貯 蓄 銀 行 の 設 立 、 協 同 組 合 組 織 の 設 立 を 、民 衆 の繁 栄 を

助 ける ため に進 め る必 要 が あ る。

BTWM1926/05/27

"TheUniversity
."1925年 度 のチ ュラー ロンコー ン大 学卒 業試験 の 合格 者 は次 の とお り。

*医 学 部16名 、 政 治学 部11名 、 工 学 部8名 、 看護 学校22名 、SchoolofMidwifery13名 、 薬学 学

校5名 。

BTWM1926/06/01

"CarsforUpCountry:TheSta重eRailwayslLatest
.'1こ の 日の朝 、鉄 道 局 は 四輪駆 動 の ル ノ ー 社 製6

輪 車 を 、地 方 で の輸 送 に使 用 す るた め、 試運 転 を行 う。 他の6輪 車 との 違い は 、 ガ ソ リンで は な くチ ー ク

材 の薪 を焚 いて 走 らせ る点。 まず ガ ソ リンでエ ンジ ンを始動 したあ と、 薪 を使 用す る。1時 間 当 り5-6

ポ ン ドの チ ー ク材 が必 要 と報 道 。
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文献3551,9(RSRS1926》

運輸 省 と商務 省 の 統合 に よ り,鉄 道 局 で も人事 異動/ト ー ン ジ ュ ー 法 律 課 長(MomchaoThongchue

Thammachat,LegalSecretary,3rdGrandCouncillor)が,商 務運 輸省 商 業 登記 局 局長(Directorof

DepartmentofCommercialRegistration)へ 移籍,昇 進 トー ン ジュー は,も と も と裁 判 官 か ら鉄道 局

へ 移 る.鉄 道 建 設,土 地 収用 な どに係 わ る法律係 争 や訴 訟 の制 度化 に尽 力す る.鉄 道 局 の法 律 部 局 の整

備,発 展,訓 練 を 行 な った の は彼 の業 績 であ る.

文献3005,65

国王、マ ッガサ ン鉄道工場を視察する。

BTWM1926/07/22

1'CholerainBangkok:CasesandDeathsStillDeclining .'1バ ン コ ク を 中 心 に コ レ ラ が 大 流 行 す る 。

*1926年4月1日 か ら7月17日 ま で に 、 全 国 で6709名 が 罹 病 、4355名 が 死 亡 。 バ ンコ

ク は1708名 が 罹 病 、921名 が 死 亡 、 トン ブ リー は684名 罹 病 、408名 が 死 亡 。 ナ コ ン シ タ ン マ

ラ ー トで も622名 が 罹 病 、378名 が 死 亡 。

BTWM1926/07/31

IICommunicationsinSiam:SpeechbythePrinceofKambaengBelra
.II1910年 か ら15年 間 の

タ イ 鉄 道 の 発 展 に つ い て(1)第 一 次 大 戦 と 輪 送 の 発 達 。

*「 第 一 次 世 界 大 戦 が 何 に 起 因 す る の で あ れ 、 そ れ は タ イ に 関 す る 限 り 、 道 路 、 鉄 道 、 河 川 、 航 空 の 手 段

を 通 じた よ り速 い 輸 送 手 段 の 発 展 を 加 速 させ る 上 で 、 も っ と も幸 い な 影 響 を 与 え た 。 こ れ は 、 主 と し て 、

そ して 熱 心 に 戦 争 目的 の も と で 研 究 研 究 され た 完 全 燃 焼 型 の エ ン ジ ンに よ っ て い る が 、 そ れ は の ち に 平 和

的 な 手 段 へ と適 用 さ れ た 」
"ForwhateverelsetheGreatWarwasresponsible

,ithadamosthappyeffectasfarasSiamis

concernedinspeedingupthedevelopmentoffastermeansofcommunicationsbyroad,rail,river

andair.Muchisduetotheperfectionofinternalcombustionengines,primarilyandactively

studiedforwarurosesandthenaliedtoeacefuimeans."

◆ 出所:ロ ー タ リク ラブの 晩餐 会 で のブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マプ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局総 裁 の 講

演 よ り
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BTWM1926/07/31

"CommunicationsinSiam:SpeechbythePrinceofKambaengBelra
."1910年 か ら15年 聞 の

タ イ 鉄 道 の 発 展 に つ い て(2)鉄 道 網 と5本 の 指 。

*タ イの 輸送 網 の構 図 は 、 ち ょ うど私 自身 の広 げ た手 にあて はめ る こ とがで きる。 す な わ ち、手 首 は 南部

線 、 親指 は ビル マへ と繋 が る鉄道 、 人差 し指 は北 部線 、 中指 は コ ンゲー ン線 、薬 指 は ウボ ン線 、 そ して小

指 は東 部線 に該 当す るか らだ。外 国 との 接続 は、 私 の考 え では これ らす ぺて の路 線 に影響 を与 え る。

(1)国 際 的な鉄 道 接 続 の動 きの な か にタ イの鉄 道を うま く結合 させ る。(2)わ が 国 の商 業 に経 済 的な

重要 性 を もた らす よ う配慮 す る。

(3)い か に 時 間 を 短 縮 し、 い か に 輪 送 コ ス トを 短 縮 した か 。

☆1910年 当 時 、北 部線 は バ ー ン トンプ ン(509km地 点)ま で しか 通 じてな い 。 当時 、チ エ ンマイ

に行 くに は 当時8日 間 は かか る。 それ が 今で は26時 間 で着 く。

☆ チエ ンマイ まで の経 費 は昔 は2000か ら3000バ ー ツ もかか った。 しか も、 最初 はボ ー トで 、 その

後 は荷物 運 び人 と運 搬用 の動 物を 雇 って 陸路 で行 かな けれ ば な らなか った。 その 後、 ラ ーマ6世 王 の初 期

に は、1名 か ら2名 の特 別 仕 立て の車(salooncar)を まず借 り切 って(鉄 道 で)ク ンタ ー ン トンネ ルの

手前 まで行 き、 そ こか らは馬 と荷 車 によ って チエ ンマ イ まで行 ったが 、 その場 合 には800か ら1200

バ ー ッか か った。 いま や人 々は57・10バ ー ツの切符 代 を払 えば26時 間で 快 適 にチ エ ンマイ ま で行 け

る し、か りに 寝台 、 食事 代 を含 め て も67バ ー ツで行 け るの であ る。

BTWM1926/07/31

1℃ommunicationsinSiam:SpeechbythePrinceofKambaengBelra
."1910年 か ら15年 間 の

タ イ 鉄 道 の 発 展 に つ い て(4)道 路 の 発 達 に つ い て

*道 路 局 の仕 事 で 、道 路 網 の発達 は きわ だ って進 ん だ。 ラムパ ー ンか らチエ ンラーイ は 、道 路 が ま だな い

とき には7日 か ら10日 の旅 が必 要 だ った。 しか し、道 路が で きた こ とに よ り、 ラム パ ー ンの駅 か ら1日

以 内 で着 くことが 可能 とな っ た。

*「 東 北 タ イ(イ サ ー ン)の 州 も、 ここ数 年 の 間に 同 じことが 起 こって い る。 例え ば 、 ノ ー ンカ ーイ に

行 くのに1923年 に私 は15日 間かか ったが 、 いまで は乾 季 な らば、 バ ン コ ク か ら4日 間 で 行 く こ と

の で き る 距 離 と な った 。

*「 バ ン コクか らメ コ ン川へ 行 く場 合 に、 どの よ うな地 点で あれ 、 昔は何 カ月 もか か って いたが 、 い ま で

は平 均4日 か ら5日 間で 辿 り着 け る とい って も過 言 では な い。」

文 献3005,65

鉄道長距離電話の使用を開始す る。同じ日、電信基地の事業運営の権限を、海軍省から郵便電信局に

移管する。いずれもブラチャット商務運輸大臣の新方針にもとつ く。

文 献3551,4(RSRS1926)

ヴ ァ レ ン ヌ ・仏 印 総 督(Varenne,Govemor-Generalof[ndochina)が,ラ ー マ6世 王 鉄 橋 の 完 成

を 祝 っ て 訪 問 。 同 時 に タ イ 鉄 道 局 総 裁 と タ イ=イ ン ドシ ナ 間 の 輸 送 協 力 に つ い て 話 し合 い を 行 な う.な

お,こ の 会 談 の 席 上 に は,カ ン ボ ジ ア,ラ オ ス,ア ンナ ンの 高 等 官 も 同 席 した(Baudoin,Resident

SuperieurofCambodia,」 …g§旦,ResidentSuperieurofFrenchLaos幽,ResidenttSuperieur

ofAnnam),
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文 献3040,13

東 部 線 、 カ ン ボ ジ ア と接 続 す る。 ガ ビ ンブ リー 置ア ラ ンヤ プ ラ テ ー ト間 、 全 長94キ ロ が 開 通 。

文 献3551,4(RSRS1926)

北部線で 「メー トル軌」 による列車運行を初めて開始,な お,同 年 「第3の 線路(真 ん中の線路)」

を敷設する作業は,北 部線,東 北部線とも完了.外 側の 「第2の 線路」を取り外す作業は,現 在,保 線事

業部が実施中である。

BTWM1926/11/26

'IRailwayWorkshoPs"マ
ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 の 公 開 入 札 。

*さ る9月30日 に公表 され た公 開入 札 の結果 、 マ ッガ サ ン鉄 道工 場 の新 しい組 立 工場 家 屋 の建 設(屋 根

部分 と建 築 物 の2つ)に は 、 計12社 が応 じた。

*こ の 日、 屋根 の 部分 は、 バ ンコク ドック社(BangkokDockCo.,Ltd,)に4万800バ ー ッで 、建 築 物 は

チ ン ・ンゴ ック(ChinNgok)に12万5000バ ー ツで 、それ ぞれ請 負 わせ る こ とに 決定 す る。

文献3551,29-30(RSRS1926)

マッガサン鉄道工場の新 しい機関車修理工場の工事を開始.従 来の工場では,新 しく購入した機関車に見

合うクレーン機の不足で困難な状況が続いている.そ れを別にすると,同 工場は,車 輌修理と並行して,

道路事業部,保 線事業部,機 械事業部,建 設事業部,サ ームセーン発電所の機械修理,保 守の作業などを

行なった。

文 献3066,161

陸 軍 工 兵 局(KromCharethahanChang)、3部 局 を2部 局 に 改 編 。第 一 陸軍 工 兵局(国 王 守備

隊),そ の下 に2つ の 大 隊 す なわ ち第一 工兵大 隊(KongPhanThahanChangthilRaksaPhraong)

と第一 通信 大 隊(KongPhanThahanSuesanthi1)を 設 置す る.一 方,第 一 通信 大 隊 の下 には さ らに2

つ の 中隊 を配 置.第 二 陸軍 工 兵 局は ア ユ タヤー に本部 を 設 置.第 二工 兵 大隊 と第 二 通 信大 隊 の ふ たつ.

☆第 一 通信 大 隊長 は,ル ワ ン ・ヨー タ ナ ッテ ィガー ン(1926年),ル ワ ン ・イ ンタ ール ア ンデ ー ト

(1927-31年):第 二 通信 大 隊長 は ル ワ ン ・ピチ ャイ ピタ ック(1926年),ル ワ ン ・ヨー タナ ッテ ィ

ガ ー ン(1927-31年)が 就 任.

文献3517、197

鉄 道 局 職 員 の 「タ イ 人 化 」 に つ い て

*ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロムマ ク ン ・ガム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局総裁 は、基 本方 針 と して 鉄道 局 職 員 の 「タイ

人 化 」を 進 め る。1917年 か ら1925年 まで は と くに 中国 人 の雇用 に大 きな変 化 は なか った が 、

1925年11月26日 に ラ ーマ6世 王が 死去 し、ラ ーマ7世 王 が 新 たに即 位す る と、本 部 事業 部 、 経理

部 、他 の 事務 職 に 従事 す る 中 国人 に対 して 、退 職 も しくは タイ 国籍 へ の変更 を 迫 っ た。
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文献3065,209-216

「仏暦2469年 ラ ーマ6世 王橋 開通 に関す る国王 へ の ご報 告」.全 文 を収 録 。 な お,〈 文 献

3065,203>に は,チ ャオ プ ラヤ ー河 を架橋 す る橋 の建 設 に関 す る記録 を 収 め る。

BTWM1927/01/03、19-21;文 献3005、66

1膿RamaIV
.Bridge:OPenedbytheKing."ラ ー マ6世 王 橋 の 開 通 式 典 が 行 な わ れ る

*チ ャオ プ ラ ヤ ー 川 の 東 西 を つ な ぐ歴 史 的 な 事 業 を 計 画 した 故 ラ ー マ6世 王 の 偉 業 を 讃 え る た め に 、 同 国

王 の 誕 生 日1月1日 に 合 わ せ て 、 ラ ー マ7世 王 が 開 通 式 を 行 う 。

☆ 国 王 の お 言 葉rRamaVIBridgemaybeconsideredoneofthegreateslachievementsofHisReign

andisthusafittingRoyalmonumenttoHislateMajesty.ForthisreasonWehavechosenthelst

ofJanuary,HisNatalDay,fortheperformanceoftheopeningceremony."

☆ ブ ラ チ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 の 貢 献 に つ い て 。llThefacUhatHislateMajestychoseas

CommissionerGeneralofStateRailways,amostcleverandableman,andentrustedhimwiththe

taskcarryingoutHispolicy,whichhasbeenachievedwithsuchbrilliantsuccess,wasagaina

signofHissoundjudgementinputtingtherightmanintherightplace."

BTWM1927/01/03,19-21

1'RamaIV .Bridge:OPenedbytheKing.llラ ー マ6世 王 橋 の 開 通 式 典 につ い て(2)

☆1月1日 、 午後2時5分 に フア ラムポ ング駅 を 最初 の列 車 が 出発、 川を 渡 った。 国王 は橋梁 建 設 に たず

さわ った ス タ ッフ を功 労す るため に、 以下 の鉄 道 局の 技 師 とフ ラ ンス人技 師 に勲 章 を 授勲 。

*J.A.Crum;LuangPrakopchatrakit;ChaoKawilanaChiengmai;PerreM.Lortet;P.Siret

☆ ラ ー マ6世 王 橋 の 概 要(BTWM1927/01/03,14-15)

*長 さは全 長442・08m。5つ の ブ ロ ック に分か れ る。真 ん 中が120m。 そ の両 脇 が84m。 裾 野

が77・04m。 幅 は10m。 橋 の上 部構 造 は コ ンク リー ト建 造物 が1万7433立 方 米 、鋼 鉄 の仕 事 は

2631ト ン。建 設 契 約 の 総 費 用 は278万4113バ ー ツ 。上 部の 構造 物 は1926年2月 に完

成 。

文献3551,1(RSRS1926)

ラ ー マ6世 王 橋 の 開 通 式 を行 な う.国 王の 特別 演説 の 英語 訳を 転載.「 ラー マ6世 王橋 の 開通 を 祝 う本

日この 日の 式典 を こと さ ら嬉 しく思 う.今 日この 日は,わ が国 の歴 史の 中 で も,も っ と も重要 な 出来 事 の

ひ とつ と して記 録 され るで あ ろ う … ラーマ6世 王橋 の建 設 は,今 日ま でサ イ ア ムで な され た もっ と も

偉 大 な仕 事 の ひ とつで あ る.橋 は2つ の異 な る軌 間の鉄 道 を ひとつ に統 一 した だ けで な く,人 々の 往 来 や

将 来の 自動 車 に よる往 来 を可 能 に したか らであ る.将 来,道 路が 建 設 されれ ば,チ ャオ プ ラヤ ー川 を は さ

ん だ両 岸,バ ンコ クと トンブ リー 間の往 来 も可能 とな る」 と演説.
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BTWM1927/01/03,19-21

IIRamaIV
.Bridge:OpenedbytheKing.ooラ ー マ6世 王 橋 の 開 通 式 典 に つ い て(3)

*ラ ー マ6世 王 橋 の 開通 にあ た って 、 ラーマ7世 王が鉄 道 局総 裁 に与 え た謝 辞 。 輪 送 手 段 の 開 発 と商 業

発 展 は 緊 密 な 関 係 に あ る 。

「王 国の いか な る地 域 で あれ 、輸 送 に費 用がか さむ。特 別 の 関心 を輸送 手段 の 費 用 の低 下 と迅 速 化 に向 け

な けれ ば な らな い。 そ の後 、 商業 発展 局 がわが 国 の貿 易商 業 の育成 の ため に設 置 され た が 、輸 送 手段 に関

わ る官吏 が この商 業 発展 局 の メ ンバ ー と して任 命 され た。 これは、 故 ラ ーマ6世 王が 、 貿易 商 業 の育 成 に

は輸 送手 段 手段 こ そが き わめ て重 要 なテ コにな る とい う信 念 を も って い たか らにほ かな らな い」

BTWM1927/01/06,38-39

1'TheKhgGoesNorth:FirstofHisLine
."ラ ー マ7世 王 、 国王 ・王 妃 の 北 タ イ 、 チ エ ンマ イ へ の

旅 行 。

以下 、え んえ ん と克 明 な 報告 が連 日、 『週刊バ ンコク タイム ズ紙』 に掲 載 され る。特 派 員 も派 遣 して リア

ル タ イム で報 道 。歴 代 の 国 王 と して は 初 め て の チ エ ンマ イ 訪 問 。

*1月6日 午 前8時 、 チ ッ トラダー 宮殿 駅か ら出発、 ピ ッサ ヌロー クに 向か う。 多数 の 王族 、 閣僚 、 外 交

官が 見 送 り。 同 行者 は 、 ダ ム ロ ン内務大 臣、 ブ ラチ ャッ ト(ク ロム マプ ラ ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)運 輸 商 務

大 臣、 鉄道 局 か らは運 輸局 長 、機 械 技 師長な どが 同行。他 の 王族 、 国王、 王妃 の 僕 も多 数 同行 す る。

*お 召 し列 車 は10両 編 成 。(1)ヴ ァンと3等 客車 、(2)3等 客車 、(3)2等 寝 台車 、(4)1等

全 日用 車 、(5)食 堂 車 、(6)厨 房車 、(7)特 別客 車、(8)国 王 ・王妃 用 の昼 用 サ ル ー ン車 、

(9)国 王 ・王 妃用 の夜 間用 サル ー ン車 、(10)運 輸 商務 省大 臣用特 別 客車 の10両 。1等 、2等 の 特

別 寝台 車 は マ ッガ サ ン鉄道 工 場 で 内装改 造を 行 う。以 下 、旅 行の様 子 は省 略。

文 献3005,66

バ ンコ ク=バ ー ンス ー間 の複 線工 事 が完 了す る。

文 献3551,6(RSRS1926》

1926年 度 に,7名 の鉄 道 奨学 生 が帰 国,入 局 す る.内 訳 は2期 生1名,3期 生6名.

文 献3551,15(RSRS1926)

☆籾 か ら精 米 状 態 で の 鉄 道 輸 送 へ の 変 化 に つ い て,1926年 度 の年次 事 業報 告 書 は次 の よ うに述べ

て い る.「 地 方 に お ける精 米 所の 生 産拡 大 とその 数 の増加 が続 い て いるの で,国 内の コメ(鉄 道)輸 送 は

決定 的に増 加 した.フ ア ラム ポ ー ン(バ ンコ ク中央駅)の 貨物 倉庫 は,数 年 前 ま で は籾 で一 杯 で あ った

が,い ま や コ メで埋 ま ってい る。 籾 の取 引 は,ラ ー マ6世 王通 りのバ ー ンソ ン(BangSon)や チ ャオ プ ラ

ヤー河 口駅(RiverStation)の 方へ 移 って しま った 」

文 献3552,5(RSRS1927)

3名 の 鉄 道 局 幹 部 に,4月20日 か ら11月19日(22日)ま で,大 学 院 で の 研 修 の た め ヨ ー ロ ッパ 出

張 を 命 じる.3名 は 次 の とお り.{1}LuangPrakopyantrakit,SectionEngineer,3rdCouncillor,

(2)LuangRot-ratthawichan,MaintenanceEngineer,3rdCouncillor,(3)PhraChakr-

rathabodi,ManagerofHotelBrand,2ndCouncillor.
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BTWM1927/04/22

バ ン コ ク=ア ン コ ー ル ワ ッ ト間 が 列 車 と車 で じつ に12時 聞 で す む 。

*ブ ラチ ャ ッ ト商 務 運輸 大 臣一 行 が、4月21日 の午前6時15分 に ア ンコール ワ ッ トを 出発 。 そ の 日の

うち の午 後6時10分 にバ ンコ ク中央駅 に到着 し、記録 を 打 ち立て た。 同時 に、 ア ンコー ル ワ ッ ト

(415km離 れ て い る)は 、 い まや東 北 の コー ラー ト、 北の ピサ ヌロー ク、 南 のチ ュム ポ ンに行 くよ り

も短 時 間で 行 け る距離 とな っ た。

BTWM1927/09/17,57

オ ー ス トラ リア を 訪 問 中 の ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ プ ラ ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)商 務 運 輪 大 臣 が 、 絶 対

王 政 に つ い て の 見 解 を 述 べ る 。 オ ー ス トラ リア の 新 聞 に 掲 載 され た イ ン タ ビ ュ ー 記 事 を 『週 刊 バ ン コ ク

タ イ ム ズ 紙 』 が 再 録 、 紹 介 。

☆ 工 業 や 商 業 で は 近 代 化 を 進 め て い る が 、 統 治 の 面 で も近 代 的 発 展 を 進 め る意 図 が あ る の か ど う か との 質

問 に 対 して 。

答 え:WearegraduaIlyeduca重ingthepeople,andbeforeyoucanaIlowrepresentative

government,youmusthaveacertainpitchofeducation.Atpresentwehavenotreachedthat

pitch,and,therefore,representativegovernmentwouldnotbeadvisable.Ifwehadthatjustnow

wewouldbedominatedbyacertainclassofpoliticalbosses,andcorruptionwouldbecomerife."

BTWM1927/09/17,57

オ ー ス トラ リア を 訪問 中の ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務 運 輸大 臣が 、国 内での

精力 的 な活 動 を披 涯 。 オ ー ス トラ リア の新 聞に掲 載 され た イ ンタ ビュー記 事 を 「週 刊 バ ンコ クタ イ ムズ

紙』 が 再録 、 紹 介 。国 内 での 活動 につ いて。 「咋年1年 間 に 、 私 は 合 計2万5000キ ロ の 旅 を 行 っ

た 。 これ は世 界 を一 周 す る距 離 であ る。 どうや って旅 を したか。鉄 道 、 自動車 、 象 、 そ して私 自身 の足 を

使 って動 き 回 った。 」

◆注:実 際 、 ブ ラ チ ャ ッ トは きわ め て精力 的に動 き 回 ってい る。1926年12月 に は、 南部 線 の橋 の 事

.故の 視察 の た め に、24日 にバ ンコクを 出て 、km770地 点を 視察 、27日 には 帰還 。 往復

1540kmを65時 間で 移動 して い る(BTWM1926/12/28)。

文献3552,5(RSRS1927)

機 械 事 業 部,機 関 車 工 場 ボ イ ラ ー 検 査 長 の パ ワ ー(R.H.Power,ChiefBoiIerlnspector,Mechanical

Service),退 職 す る 。

文献3552,5(RSRS1927)

ス ミ ス 技 術 局 付 き 技 師 長(R.FSmyth,ChiefEngineerinchargeofTechnicalService)、

以 上 の タ イ 鉄 道 局 で の 仕 事 を 終 え 、 退 職 す る.

27年 間

文献3552,5(RSRS1927)

プ ラ ヤ ー ・ラ ムパ イ ポ ン ポ リパ ッ ト建 設 担 当 技 師 長(PhrayaRamphaiphong-boriphat,Chief

Cons量ructionEngineer,3rdCouncillor)、36年 間 の タ イ 鉄 道 局 で の 仕 事 を 終 え 退 職 す る 。

◆経 歴 は 、本 書 の 表VH-5を 参 照 。 同時 に次 の記事 も参照 。BTWM,March8,1928
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文献3005,68

プアラムポー ン駅 のラーチャターニー鉄道ホテル開所式に国王 ご臨席。

文献3552,1(RSRS1927)

バ ンコ ク中 央駅 の 中 に ラー チ ャ ターニ ー ホテル(RajdhaniHotel)を 開設す る.

関局 と郵 便局 の 支所 も併 設す る.

このホテルの中には,税

BTWM1928/01/27

プ ラ ヤ ー ・サ ラ サ ー トシ リラ ッ ク を タ イ 人 第2代 目鉄 道 局 総 裁 代 理 に任 命 。

*ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロム マ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総裁 は 、兼任 の ま ま商 務 運輸 大 臣 に就 任 した

(1926年5月15日)が 、大 臣の仕 事 が激務 の ため 、鉄 道局 総裁 の仕 事 を代 理 に 委譲 す る こ とを 決定

した。

文 献3517、196

ブ ラ チ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 兼 商 務 運 輸 大 臣 に 替 え て 、 プ ラ ヤ ー ・サ ー ラ サ ー ト シ リ ラ ッ ク を 第2代 目 タ

イ 人 鉄 道 局 総 裁 に 任 命 す る 。 総 裁 代 理 か ら総 裁 へ 。

☆ ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ ク ン ・ガ ム ペ ー ンペ ッ ト)鉄 道 局 総 裁 の 業 績 に つ い て 、 イ ギ リス の 外 交 文 書 は

高 い 評 価 を 与 え る 。
"
.....HeisoneofthemostableandiscertainlythemostenergeticofallthelateKing

Chulalongkorn'ssons.....theSiameserailwaysaretoday,thankstohisenergyandabilityawork

ofwhichanymanmightbejustlyproud."(UKFO422/85,"NotesonLeadingPersonalities.")

◆ 外 交 史 料 は 、 末 廣 が オ リ ジ ナ ル を コ ピ ー 済 み 。

文 献3552,1-2(RSRS1927》

ブ ラ チ ャ ッ ト鉄 道 局 総 裁 が 退 任 。 タイ鉄 道 局総 裁 ブ ラチ ャッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)

が,兼 任 して いる商 務 運 輸大 臣の仕 事 が激 務の ため,総 裁 の職 か ら退 任.後 任 は,道 路 担 当 技 師 長,総

裁 補 佐 の プ ラ ヤ ー ・サ ラ サ ー トシ リラ ッ ク(PhrayaSarasatsirilak,ChiefHighwayEngineer,

3rdGrandCouncillor)(p.2).

☆1927年 度 の 『年 次 事業 報告 書 』 には1916年 度 か ら1927年 度 の 間の,ブ ラチ ャ ッ ト総 裁 時代

の鉄 道 の 発展 が紹 介 され てい る。 延 長キ ロ数 は この 間,38%の 伸 びに 留 ま ったが,総 収入 は91%,利

益 は115%の 伸 びを 示 した 。

BTWM1928/04/02

08RailwayExlension!'チ ャオ ・ガオ ウ ィラー ・ナチエ ンマ イ ほか 、20名 の ス タ ッフが 、新 しい鉄道 延

長の 測量 調 査 の ため に 出発 す る。 これ は 、 ロ ッブ リーか ら28キ ロ北上 し、バ ー ンパ ー チ ーか ら66キ ロ

地点 にあ るバ ー ン ミー を始 発 と して 、現 在の コー ラー ト線 に 平行 して走 る新 しい路 線(支 線)建 設 の事前

調査 の た め。

◆注1:こ の鉄 道 は 結局 、 建 設 され なか った 。

◆注2:こ の あ と、 彼 らを乗 せた 飛行 機 が墜 落行 方不 明 とな り、大 騒動 とな る。4月12日 以 降 の 「週刊

バ ンコク タイ ムズ 紙 』 の記 事 を参 照。 一 時は行 方不 明 、死 亡 の観測 が流 れ たが 、 墜落 現場 で 発見 、一 命 を

取 り留 め る。
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文献3552,11(RSRS1927)

1927年 度 に,前 年 度 に比 ぺ籾 と コメ,と りわ け コメの鉄 道輸 送が 飛躍 的に伸 びた.籾 は1927年 度

50万909ト ン(1926年 度,35万4998ト ン),金 額 は336万 バ ー ッ(同,216万 バ ー

ツ).一 方,コ メの輸 送 は,内 地 の輸送 が1927年 度8万8970ト ン(1926年 度5万2123ト

ン),英 領 マ ラヤ への 輸 出 は4万3607ト ン(同,2万6200ト ン),両 者 を合 わせ た収入 は117

万バ ー ツ(同,58万 バ ー ツ)で あ った.

文 献3552,3(RSRS1927)

1927年 度 に,海 外 か ら帰 国 し た 学 生7名 を 採 用.う ち6名 が 鉄 道 奨 学 生.内 訳 は,4期 生5名,推 薦

組1名 。 残 りの1名 は,モ ム チ ャオ ・ ドウ ー ラパ カ ー ン(MomchaoDulapakan,B.A.Cantab.appointed

toUnderForemanofGovernmentPowerStation:July28,1927)

文献3005,70

郵便電信局、テレフンケン社製の通信機器を設置。国外との通信が恒常的に可能となる.

BTWM1928/03/14

'「RailwayDevelopmen量
.oo東 北 タイ の ス リン県で 、 同 日か ら水 田にか け る土 地税 を 決 め た法律 が 公布 され

る見 込 み。 鉄 道 の 開 通 が ス リ ン県 に 繁 栄 を も た ら し、 その こ とで新 た に土地 税 を 徴集 す る ことを 政府

が 決 定 した。 土地 は 「ナ ー フ ァー ング ローイ」 の 分類 で、 収穫 面積 に従 い 、第5等 級 の ラ ンクがつ け られ

てい る。 その結 果 、土 地 税 は1ラ イ 当 り40サ タ ンとな る。

文献3553,2(RSRS1928)

ル ワ ン ・パ ッ トラ キ ッ トコ ー ソ ン(LuangPhatrakit-koson,AssistantChiefofCentraloffice)を,本

部 事 業 部 長(ChiefCen量ralOffice)に 任 命 す る.

文献3553,5(RSRS1928)

モ ー ム チ ャ オ ・ ス ー ム サ ワ ッ ト機 械 担 当 技 師(MomchaoSoemsawa霊Kridakon,MechanicaI

Engineer,3rdCouncillor),海 外 研 修 の た め,1928年5月16日 か ら翌1929年1月19日 ま で

8カ 月 間,ヨ ー ロ ッパ へ 出 張 す る.

文 献3005,71

「仏暦2471年 協 同組合 法」 を 制定 。 ブ ラチ ャッ ト(ク ロムマル ワ ン ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務運 輸

大 臣が 積極 的 に働 きか ける。

文 献3005,72

タイ全国の電力工場の管轄を、商務運輸省に一元化する。
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文献3553,5(RSRS1928/29)

マ ッ ガ サ ン の 各 工 場 長 に タ イ 人 を 任 命 す る 。

ル ワ ン ・ロ ッ トラ ッ タ ウ イ チ ャ ー ン機 械 担 当 技 師(LuangRotイatthawichan,MechanicalEngineer,

3rdCouncillor)を バ ン コ ク ノ ー イ 工 場 か らマ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の 機 関 車 修 理 工 場 ,機 械 工 作 工 場,製 鉄

鋳 鉄 工 場 の 各 工 場 長(inchargeofErectingandBoilerShop;MachineShop;SmithyandFoundry

ShopofMakasanWorkshops)へ 任 命.同 じ く,ル ワ ン ・ソ ー ポ ン ピ ッ トヤ ー ポ ン機 械 担 当 技 師(Luang

Sophon-phityaphon,MechanicalEngineer,3rdCounclllor)を 客 車 貨 車 修 理 工 場 の 工 場 長(in

chargeofCarriageandWagonShops)に 任 命 す る .

文献3040,13

東北 部線 、 プアイ タ ップ タ ン=シ ーサ ゲ ー ト間,全 長34キ ロが 開通す る。

文 献3040,55;文 献3005,77

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 に 機 関 車 修 理 工 場 を 新 設 す る 。5基 の ク レー ンを配 置 す る。

☆ ク レー ンの 内訳 は次 の とお り(文 献3040、55)

(1)機 関車 の 組 み付 け と修 理:80ト ンク ラスが1基 、5ト ンクラ スが1基 。

(2)炭 水車 の 修理:25ト ンクラス が1基 、10ト ンクラ スが1基 。

(3)牽 引車(tender)の 修 理:10ト ンク ラスが1基 。

文 献3553,1(RSRS1928/29}

プ ラ ヤ ー ・サ ラ サ ー ト シ リ ラ ッ ク(PhraSarasatsirilak,3rdGrandCouncilbr)鉄 道 局 総 裁 代 理

を,正 式 の 第2代 目 鉄 道 局 総 裁CommissionerGeneralofRai[waysに 任 命.

☆ プ ラ ヤ ー ・サ ラ サ ー トは,初 代 道 路 局 長(ChaokromThang;1911-17年),お よ び 鉄 道 局 に 道 路

局 が 併 合 さ れ た 後 も 道 路 担 当 技 師 長(実 質 上 の 道 路 局 長 、Nai-changThang:1917-28年)を 務 め

る.

BTWM1929/06/15,48-49

"NakonRalasimaCircle:LecturebyMinisterofPubliclnstruction
.II教 育 大 臣が コ ー ラ ー ト霜 ウ

ボ ン間 の 旅 行 に つ い て 詳 細 な 報 告 。

*12月23日 、バ ンコ クを 出発。 コー ラー ト、ブ リー ラム、 ス リン、 シー サ ゲ ー ト、 ウボ ンと鉄 道、 自

動車 の旅 行 を行 な う。1月2日 、チ ャ ンパ サ ックか ら帰 路の 旅 に。

*コ ー ラー トか らウ ボ ンへ の 旅 の間 、鉄 道 沿 線 で 常 に 見 た の は コ メ 、 木 材 、 豚 の3つ 。木 材(mai

payung)は 、 短 く切 り揃え て 束ね 、バ ンコ クに運 んで 中国 に輸 出す る 。一方 、豚 はバ ンコ クに運 ん で シ

ンガポ ー ル に輸 出。3つ と も鉄道 が 開通す るま ではバ ン コクに運ぷ すべ が なか った ため 、東 北 部 で はあ ま

り盛 ん で なか った。

◆注:教 育 大 臣 ター ニ ー殿 下 の 、教 員 会 議で の講 演記 録 の翻訳 。
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文献3005,82

「プッタ橋の架橋 のための土地収用に関する勅律」を公布する。同時に、同架橋工事の特別委員会

の委員長に、ブラチャット(ク ロムマプラ ・ガムペーンペット)商 務運輸大臣を任命する。

文献3553,2(RSRS1928)

ノ ー ンナ ム ク ン鉄 道 局製 材 所(NongNamKhoonRailwaysSawM川s)を 閉 鎖 し,売 却 す る.

文献3553,17(RSRS1928)

この 年度,ウ ッタ ラデ ィ ッ ト地 区 の鉄道 保 線作 業 で,

し,全 体 的 に見 る と作 業 は順 調 に進 ん だ。

建 設 労働者 の 数名 が コ レラに よ って死 亡 した.し か

文 献3553,26(RSRS1928)

この年 度,機 械 サ ー ビ ス 部 の 機 構 改 革 を 実 施.運 輸機 械 サー ビスの仕 事 が増 大 した ため,仕 事 の責 任 を

管 区担 当機 械 技 師(DistrictMechanicalEngineer)に 移す.こ の 技師 は直 接 的 に は機 関車 担 当責 任 者

(LocomotiveSuperintendent)の 直 属 とす る.

☆管 区は4つ に な る予 定 第1管 区 は南 タ イ管 区(ト ゥ ンソ ンに本 部),第2管 区 は東 北 タ イ管 区(コ ー

ラー トに本 部),第3管 区は 北 タイ管 区(ウ ッタ ラデ ィ ッ トに本部 を設 置 の予 定),第4管 区は バ ンコ ク

に本 部.

文献3553,30(RSRS1928)

マ ッガサ ン鉄道工場の熟練労働者の不足を訴える。以後,繰 り返 しこの問題は報告される。

文 献3045、27

サ イ ア ム ・エ ン ジニ ア 協 会 禽が 設 立 され る(1)。

☆ タ イ鉄道 局 の エ ンジニ ア(技 師)が 中心 とな って協 会 を設 立。 エ ンジニ ア は いず れ も外 国 留学 組 で学 士

の称 号 を持 つ 。 一方 、1917年10月 、チ ュラー ロン コー ン大学 に工 学 部が 設 立 され たが 、彼 らの場 合

に は 「卒業 資 格 証書(prakat・niyabat)」 のみ与 え られ 、学 士(parinyawisawakamasatbanthit)の

称号 は 与え られ なか った。 国 内の 工学 部卒 業者 は、鉄道 局 、郵 便電 信局 、 灌概 局 に入 って技 術 関 係 の分 野

で働 い て も、 チ ャー・ング(技 手)の 資格 しか な く、 ナー イ ・チ ャー ング(技 師)に はな れ なか った。 技 師

の部 下 と して入 局 し、技 師に 出世す るに は何十 年 とか か った。 そ の結果 、 外 国 留 学 組(hua-nok ,外 の

頭)と 国 内 卒 業 組(hua-nai,内 の頭)の あ い だ の 関 係 は 必 ず し もよ くな か っ た 。
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文献3045、27

サ イ ア ム ・エ ン ジ ニ ア 協 会 脅の 活 動(2)。 外 国留学 組 と国 内卒 業組 の対 立。

☆ 同協 会 は、鉄 道 局 の外 国 留 学組 を 中心 に設立 され 、 活動 は講 演や 外 国人技 師 が タ イを 訪れ た場合 にそ の

歓迎 パ ー テ ィーな どを行 な う。

不 幸 に して、 彼 らエ ンジニ ア(技 師 、 ナーイ ・チ ャー ング)た ちは、 学士 の 資格 を もた ない チ ュ ラー ロ

ンコー ン大 学の 工 学部 卒 業者 た ちを メ ンバ ー に迎え 入れ よ うと しな か った。

◆注:そ の 結果 、1934年 にチ ュ ラー ロ ンコー ン大学 の 工学 部卒業 生 た ちは 、独 自に 「チ ュ ラ ー ロ ン

コ ー ン大 学 工 学 協 会 」 を 設立 す る こ とにな る。

文 献3553,1(RSRS1928)

国 王 夫 妻,南 部 線 を 使 っ て は じめ て プ ー ゲ ッ トま で 旅 行 。1月14日,チ ッ トラ ダー宮 殿 を 出発 .翌

15日 朝,バ ッタル ン駅 に到 着.バ ッタル ンか らガ ンタ ンまで第9号 線(Southern .StateNo.9)を 使 っ

て,自 動 車 で 半 島を横 切 った後,ガ ンタ ンの近 く リボ ン島か ら船 に乗 り,プ ーケ ッ トに上 陸す る.帰 路

は,2月11日,ガ ンタ ン線 の トラ ン駅 で汽車 に 乗 り,翌 日12日 の朝,フ ア ヒ ンに到 着.フ ア ヒ ンで休

憩,同 日12時 半 に出発 して,チ ッ トラダー宮 殿到 着 は その 日の 夕方 。

BTWM1929/01/24

国 王 ・王 妃 が 南 タ イ へ 旅 行 に 出 発 。 トラ ン、 プ ーゲ ッ トな どを 回 り、ス ズ採 掘 会社 な どを視 察 。 ダ ム ロ

ン内務 大 臣 の ほか 、鉄 道 局か らは プ ラヤー ・プ ラ シ ッ トとザ ッカ リエが 同行 す る。

◆ 以後 、 『週 刊 バ ンコ クタ イム ズ紙 』 は連 日、 国王 の旅行 状 況 を詳 し く報道 す る。

文 献3554,3(RSRS1929)

2月21日 か ら10月11日 ま で 約8カ 月,ル ア ン ・チ ャル ー ンサ ニ ッ トウ ォ ン機 械 担 当 技 師(Luang

Charunsanitwong,MechanicalEngineer,3rdCouncillor) ,大 学 院 コ ー ス の 研 修 の た め ヨー ロ ッパ へ

出 張.帰 国 後 は 機 械 事 業 部(機 械 サ ー ビ ス 部)に 配 属.

BTWM1929/04/13

IITheRailwaysofSiam:Progressofth
eWorkofConstruclionatthelstMarch,192gl'と 題 す る

論 文 が 「イ ン ドシナ経 済 評論(L'EveilEconomiquedelllndochine)』 に掲載 され る。1929年3月 現

在 の鉄 道 建 設の 進行 状 況

☆ コー ンゲ ー ン線:レ ール の先端 はバ ンコクか ら308km地 点(コ ーラ ー トか ら42km)ま で完

了 。土木 工事 の方 は450km地 点 、 コー ンゲ ー ンの 直 前 まで終 わ って い る。

☆ ウ ボ ン線:シ ー サ ゲー ト(km515)ま で は列 車が 運行 。

☆ ピル マ と の 連 絡 鉄 道:4年 前 に、 モール メイ ン=イ ェ(Ye、km141)ま で 開通 。1930年 まで

に は シ ン ビュ ウ ビ ン(Sinbyubuin,km225)、1932年 まで には メル グイ(Mergui)ま で 開通 の

予定 。1929年 にメル グイ か ら国境(km177)ま で の調査 は完 了 し、1931年 には 工事 が 開始 さ

れ る見込 み 。他 方 、 この 線 は プ ラチ ュァ ップ キー リー カ ン(メ ル グイか ら190キ ロ、バ ンコ クへ は

318キ ロ)に 接 続す る予定 。

☆ も しこの メル グイ線 が 完成 す れば 、 ラ ングー ンとバ ンコク間(495キ ロ)は 、 ペ ナ ン経 由の海 路 に比

べ て800キ ロ、 陸路 で654キ ロ短縮 され る。

*将 来 、 鉄道 が つ なが る と、 サ イ ゴ ン=バ ンコク=モ ウル メイ ン=ア キ ャブ=カ ル カ ッタは鉄 道 で5日 間

の 旅 とな る。 バ ンコ ク=モ ウル メ イ ン間(1298キ ロ)は 鉄道 で36時 間 の旅 。
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文 献3553,6(RSRS1928}

4名 の 鉄道 奨 学 生(第5期 生)を,鉄 道局 技 術局 か ら道路 局(DepartmentofWays)へ 移管す る.

文 献3553,3(RSRS1928)

1928年 度,海 外 留 学 生12名 を 採 用 す る.そ の うち9名 が 鉄 道 奨 学 生(4期 生1名,5期 生6名,6

期 生1名,推 薦 組1名:詳 しい 報 告 は 別 表 本 書6-1、2参 照)。 残 りの3名 は 次 の と お り.Momchao

Wotyakan(B.A.Cantab.,AssistantArchitect,1928/5/7);KhaoNaPomphet(E.E.ofRensselaer

PolutechnicInstitute,Troy,AssistantElectricalEngineer,1928/5/10);KosaiyaSukhwanit

(DiplomatofMITUSA,Assistant日ectricalEngineer,1928/11/6).

文献3553,8(RSRS1928》

コ メ の 鉄 道 輸 送 につ い て/1927年 の コメの収 穫 は,過 去5年 間の平 均 よ り100万 ピクル も減 少.

その ため,1928年 度 の 鉄道 収入 に も影 響 し,前 年 に比 ぺ,鉄 道 の総 収入 は 初 めて 低 下 した.

☆ 地 方の 精 米所 が 鉄道 輸 送 を利 用す るよ うにな る.そ の結 果,従 来 の籾 に よ る搬送 か ら精 米 形 態へ と,コ

メ輸送 が 移行 して い る.ち なみ に,精 米 によ る輸送 は1923年 度 の1万62ト ンか ら1928年 度 の

10万6164ト ンへ10倍 に伸 び る.(12ペ ー ジ)

文献3554,1(RSRS1929)

ラーマ1世 王通 り、パ ドゥンクル ンガセーム運河に架けた歩道橋、陸橋(KasamSuek)の 開通

式に国王 ご臨席。この陸橋の建設は鉄道局が担当する。タイ最初の歩道橋。

BTWM1929/06/26

タイ鉄道局と英領マラヤ鉄道の合同会議が、バ ンコクのパヤータイホテルで行われる。主要議題は9月1

日から開始する国際急行線の新しい時刻表。

BTWM1929/09/14,57-58

1「TheMemorialBridge:SiameseEngineerExplainsProlect
."メ モ リア ル 橋 の 架 橋 に つ い て(鉄 道

局 技 術 サー ビス局 の タ イ人 技 師ル ワ ン ・プ ラゴー プ ヨ ン トラキ ッ トが 、9月13日 に説 明 会を 開 く)

*1929年6月30日 、 ロ ン ドンで 公 開入札 を行 な う。 計6社 が 応 じる。

*同 年7月25日:建 設 請 負 い は イ ギ リス の ドー ル マ ン社(Messrs,Dorman,LongandCo・,Ltd・)

に決定 。 同 社 は イギ リスで も最 大手 の鉄 鋼 メー カ ー兼建 設 エ ンジニ ア リング会 社 であ る。入 札価 格 は橋 本

体 が24万4332ポ ン ド、 附属 品が7万5093ポ ン ド、合 計31万9425ポ ン ド。

*長 さ230メ ー トル、 鉄道 だ けでな く道路 もつ け る。 は ね橋形 式 。 国王 は バ ン コ ク 側 の 自 分 の 土 地 を

提 供 す る だ け で な く、 建 設 費 の 半 分 を 国 王 財 産 局 で 賄 う と表 明 。

*こ の メモ リアル 橋の 建 設 は、 トンブ リー地 区20万 人 を東 岸の バ ンコク側 と陸路 で 結 び付 け るた め の、

新 しいバ ン コク都 市計 画 の一 貫 と して行 な って い る。(BTWM1929/08/19)
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BTWM1929/07/22

1「SendingSiameseStudentsAbroad;PrinceVarnvaidyakaralsViews
.1摩ワ イ ワ イ タ ヤ ー コ ン殿 下

(当 時 、 イ ギ リス 大 使)の 「留 学 」 観 。(◆ 注:き わめ て興 味深 い見 解)

☆ 「海 外 へ の タイ 人学 生 の 派遣 は必 要 か?」 とい う質 問 に対 して 、 「もちろん そ うです 。 しか も政府 に

よ って。becauseneithergeneralnortechnicaleducationinsufficientlydevelopedinSiamto

ensureadequatetrainingforthehigherpostswhichusedtobe,orarenow,heldbyEuropeans.

☆ 「近 代 文 明を 特 徴づ けて い るの は組 織で あ る。方 法 、 規 律 、 そ して 協 力 は き わ め て 重 要 だ 。 チ ー ム

ワ ー ク こ そ が 、 私 た ち タ イ 人 が ま ず 学 ぷ べ き も の で あ り 、パ ブ リックス ク ールや 大 学 は その 最適 の場

で あ る」 「タ イ人 に と って は、 限定 された専 門知 識 よ り一般 教養 の方が よ り重 要 であ る」

☆ 「学 生 は留 学 が1年 で も遅 れ れば 、 それ だけ一 般教 育 か ら得 る利益 も減 って い く。学 生 は 最低5年 間 、

可 能 であ れば10年 間 、 ヨー ロ ッパ に 留ま るべ き だ。 ただ し15年 間以上 の 滞 在 は必 要な い」

BTWM1929/08/09,45

"TheStateRailways;PartialElectrificationDecidedUpon
.1'政 府 は 、 バ ン コ ク近 辺 の 鉄 道 電 化 実

施 を 決 定 した 。

*薪 の 集積 場 の スペ ー スが もはや バ ンコ クにな い こと、 デ ィーゼ ル電 気機 関車 の 方が 蒸 気機 関車 よ り牽 引

力 に優 れ て いる こ とな どの理 由か ら、鉄道 電 化計 画の 部分 的 実施 を決定 。 と りあ えず の 対 象路 線 は

(1)バ ンコ ク=バ ー ンパ ーチ ー;(2)東 部線 の マ ッガサ ン駅 まで;(3)ラ ー マ6世 王 鉄 橋 と夕 一 リ

ンチ ャ ン駅 まで;(4)南 部 線 のバ ー ンコク ノーイ駅 か らナコ ンパ トム駅 ま で。

文 献3517、205-206

デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 導 入 計 画 とバ ン コ ク電 化3力 年 計 画

*ブ ラチ ャ ッ ト( .クロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務 運輸大 臣は、 大 臣会 議 に13輔 の デ ィーゼ ル 電

気 機 関車 を300万 バ ー ツで購 入す る計画 で ある ことを報 告。 さ らに 、850万 バ ー ツの追 加 予 算 で、

コー ンゲ ー ンか ら ノー ンカ ー イ、 ナ コ ンパ ノムへ の東 北部 線延 長 の電化 計画 を 提案 す る。

☆ 一 方、1929年7月30日 、 ブ ラチ ャ ッ トが 休養 のた め ヨー ロッパ 出張 中の大 臣会議 では 、 プ ラ

ヤー ・サ ー ラサ ー トが 、850万 バ ー ツを か けて、 バ ンコク地 区の 電化 計画 を 提案 し承 認 済 み で あ った。

か くて、 政府 予 算 の配 分 を め ぐって対 立が 明確 とな る。

文献3050,90

ブ ラチ ャ ッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務 運輸 大 臣、電 話 シ ス テ ム の 近 代 化 の た め 調 査 団

の 海 外 派 遣 を 奏 上 。

文 献215,174

この年から,司 法省の海外研修生派遣(留 学,年3名)は,帰 国後の司法省での勤務を義務づける.こ の

方式はすでに鉄道局が採用。最低7年 間の同局での勤務を義務づけていた。

文 献3554,23(RSRS1929)

従来バンコクノーイ工場で行なっていた南部線の貨車整備作業を,ト ゥンソンの鉄道工場に移管する.
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BTWM1930/01/10

1'TheMemorialBridge:HisMajes重yLaystheFoundationStone
."メ モ リ ア ル 橋 の 着 工 式 を 、 国 王

ご 臨 席 の も と 行 な う 。

文献3554,4(RSRS1929)

1930年1月15日 か ら,ス ー ト ・パ ー ラ シ リ電 気 担 当 技 師 補 佐(SutPalasiri,Assis電antElectrical

Engineer,1stDePutyCouncillor)が,信 号 関 係 の 技 術 研 修 の た め,イ ン ドに 出 張.

PKPSVol.42,292-294:N100

「コーンゲーンか らノー ンカーイ、及 びナコンパ ノム間の鋏道建設用地指定に関する勅律(仏 暦

2472年)」

文 献3554,4(RSRS1929)

1930年3月30日 か ら,プ ラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィガ ー ンバ ンチ ョ ン電 気 担 当 技 師 長(Phraya

Saritdikan-banchon,ChiefElectricalEngineer,1stCouncillor),鉄 道 局 の 代 表 と して 国 際 鉄 道 会

議 に 出席 す る た め と,も ろ も ろ の 技 術 研 修 の 為 に ヨ ー ロ ッパ へ 出 張 す る 。

文 献3554,2(RSRS1929)

1929年 度,4名 の鉄 道 奨 学生 が 帰国,入 局す る.内 訳 は5期 生1名,6期 生2名,推 薦組1名 。

文献3554,19(RSRS1929)

デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 を デ ン マ ー ク と ス イ ス に 発 注 す る 。

バ ンコク管 区 の デ ィーゼ ル 電気 機 関車へ の切 り替 え計画 は,燃 料用 の薪 をバ ンコ クに持 ち込 む こ とを 避 け

る こ とで,薪 置 き場 や転 車装 置を取 り外 し,ス ペ ー スを確 保す る こ とに ある.発 注先 は,次 の とお り.

*6輌 の900HP型 と1輌 の1400HP型 は デ ンマ ー クの 会社.A/SFrichs,Denmark

*6輌 の450HP型 は スイ スの会 社.SulzerBrothers,Winterthur,Switzerland.

*す べ て の 電気 系 統 付属 品 は,ス イ スの会社 へ 発注.Oerlikon,Switzerland

文 献3003,150;文 献3016(チ ャル ンの葬 式 本)

この 日、 ヨー ロ ッパ 人 に替 わ って,タ イ 人 チ ャル ン ・サ ニ ッ トウ ォ ン(LuangCharun-

sanitwong)が 初 め て マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 長 に就 任 す る 。チ ャル ンの 地位 と階級 は 「マ ッガ サ ンエ 場

統括 エ ン ジニア 兼第1級 機 械 技 師」★

476



文献3040,13

東 北 部 線,ウ ボ ンま で 開 通 す る 。 シーサゲ ー ト=ウ ボ ンラーチ ャターニ ー 間,全 長61キ ロが 開通 。

文 献3555,1(RSRS1930)

この 日をもってすべての線路がメー トル軌道 に統一される。また,外 側にあった標準軌道用の線路の
撤去も完了。標準軌道用車輌も完全に引き払った。

BTWM1930/03/03

IITheNorthernLines:lmprovedTrainSer
vices.II北 部 線 、 東 北 部 線 が 新 ダ イ ヤ で 運 行 。

☆ チ エ ンマ イ 急 行:週2便(水 曜 日、 日曜 日)。 バ ンコク発午 後4時(旧 ダイ ヤ、 同 じ)、 チ エ ンマ イ

着 翌 日午 後6時(6時 半)。 チエ ンマイ発(金 曜 日、 火 曜 日)。 チ エ ンマ イ発 午前8時(旧 ダイ ヤ 、7時

10分)、 バ ンコ ク着 翌 日午前9時45分(10時5分)。

☆ ピサ ヌ ロー ク行 き:バ ン コク発午 前7時15分(旧 、6時40分)、 ピサ ヌ ロー ク着 午後6時25分

(午後6時22分)。 ☆ パ ー クナ ムポ 行 き:バ ンコ ク発午 前8時15分(旧 、8時5分)、 ピサ ヌ ロー ク

着 午後6時25分(午 後7時 ち ょうど)。 ☆ コー ラー ト行 き:バ ンコク発午 前8時15分(旧 、8時5

分)、 ピサ ヌロー ク着 午 後6時35分(午 後7時 ち ょ うど)☆ ロ ッブ リー行 き:バ ンコ ク発 午後1時41

分(午 後12時45分)、 ロ ッブ リー 着午後7時20分(6時30分)。

PKPSVol.43_102:N103
、

「鉄道 ・道路整備法(補 遺(仏 暦2473年)」

BTWM1931/02/28

"TheSiamMatchFactory
."タ イ の マ ッチ製 造 工 場 が 生 産 を 開 始 す る 。

☆ ヨー ロ ッパ最 大 手 の マ ッチ製 造 会社(SwedishMatchCo.Ltd.)の タイ 子会 社 ・サ イア ム マ ッチ フ ァク

トリー(SiamMatchFactory,TheBorneoComPanyservedasthemanagingagent)が 、1930年

に新 しい工場 を ワ ッ ト ・プ ラ ヤー ク ライの ボル ネオ 社製 材所 の敷 地 内 に建設 す る こ とを 決定 。

☆1930年4月 、工 場 建設 を 開始 。

☆1930年8月 、生 産 を 開始 。 当初 、 日産33梱(生 産能 力 は 日産100梱)。 商 標 は 、

◆ な お、 この時 の タイ 国 内の マ ッチ 需要 は年 間4万6000梱 。 月3800梱 で あ る。

☆1931年2月21日 、2交 替24時 間操 業 体 制 に 入 る。 労 働 者 数 は 昼 間 勤 務 が325人 、 夜

間 勤 務 が225人 で あ る 。 これ に よ って月産 の 生産 高 は200梱 近 くに上昇 して い る。

文献3555, (RSRS1930)

9月8日 か ら11月28日 ま で,鉄 道 局 総 裁 は病 気 の た め 休 職.そ の 間 ,プ ラ ヤ ー ・プ ラ シ ッテ ィ サ ー ラ

ガ ー ン運 輸 事 業 部 長(PhrayaPrasi宝thi-saIakan,TrafficSuperintendent)が,総 裁 代 行 を 務 め る 。
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BTWM1930/09/24

路MotorsandRailways:PlainLessonsforSiam
・'o英領 マ ラ ヤ に お け る 自動 車 と 鉄 道 の 競 合 。

*タ イ と違 って 、英 領 マ ラヤ で は 自動 車 の伸 びが 著 しい。 登録 台数 は 、1929年 と1921年 を 比較 す

る と、29年 現在 、 トラ ックが4113台(21年 、205台)、 商 業用 の 自動 車 、バ スが1万486台

(1640台)、 個 人 用乗 用車 が8579台(1341台)と な って い る。 自動 車 に よ る旅客 、 貨物 の 運

賃 が 鉄道 に大 き な影 響 を与 え て いる と報道 。

文献3555,4(RSRS1930)

プ ラ シ ッ ト ・メ ー ナ サ ワ ッ ト電 気 担 当 技 師 補 佐(PrasitMenasawat,AssistantElectricalEngineer,

1stDeputyCouncillor)が,デ ィー ゼ ル 電 気 機 関 車 に 装 填 す る 電 気 機 械 設 備 の 視 察 の た め,ヨ ー ロ ッパ

へ 主 張 。 機 関 車 を 発 注 し て い る デ ン マ ー ク の 会 社(Frichs,AahusofDenmark)と ス イ ス の 会 社

(Sulzer&Co.,Ltd,Switzerland)を 視 察 。 同 じ く,ス イ ・シ リサ リ機 械 担 当 技 師 補 佐 も 同 行,機 関 車 σ

建 設 状 況 を 視 察 す る 。

文献3556,5(RSRS1931)

1930年11月30日 か ら翌1931年9月2日 ま で10カ 月,プ ラ シ ッ ト電 気 担 当 技 師 補 佐(Prasit

Menasawat,AssistantElectricalEngineer,1stDeputyCouncillor)と ス イ ・シ リサ リ機 械 担 当 技 師

補 佐(SuiSirisali,AssistantMechanicalEngineer,1stDeputyCouncilior)の2名 を ヨ ー ロ ッパ で

の 技 術 研 修 の た め,長 期 出 張 さ せ る.帰 国 後 は 二 人 と も機 械 事 業 部 に 配 属 。

◆ 注:デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 導 入 の た め の 研 修 。 な お 、 こ の2名 と も鉄 道 奨 学 生 で あ る 。

文献3555,3(RSRS1930)

イ ギ リ ス 人 サ ト ク リ フ(lnghamSutcliffe,SuperintendingEngineerofMakasanWorkshops)元

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 長(1919-1930年/3月)が 、 任 期 満 了 で 退 職 。

文献3555,21(RSRS1930)

6輌 の デ ィ ー ゼ ル 電 気150HPレ ー ル 車 を デ ンマ ー クの 会 社 に 発 注 。AS,Frichs,Aarhus,

Denmark

☆1931年3月 現在 の 貨車 の 保有 台数 は,ボ ギ ー型貨 車 が149輌,4輪 の 貨車 が3064輌,計

3213輌.

文 献3555,24(RSRS1930)

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 の 熟 練 労 働 力 の 不 足 を 訴 え る.同 時 に 機 関 車 修 理 に 必 要 な 熟 練 労 働 は,機 関 車 保

守 の 熟 練 労 働 と 競 合 す る こ と を 指 摘.
*Locallackofskilledlabourcontinuedtobefelt

,althoughduringtherecentyearsthestandardof

theLocomotiveRunningStaffhasbeenraisedconsiderably.Butprogressinthisdirectionwill

naturallybeslowasthisServiceisentirelydependentonitselffortherecruitingofthe

necessarylabourfortheRunningServiceaswellastheWorkshops.
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BTWM1931/02/10

"TheStateRailways:AJapaneseContract .81日 本 の 合 同 橋 梁 メ ー カ ー が 、 超 安 値 で 鉄 橋 の 建 設 を

落 札 す る 。

*日 本 の グル ープ が 、6万 円(6000ポ ン ド)と い う利 益の でな い極 め て安 い 価格 で 、欧 米 諸 国の 競 争

相手 を し りぞ け、 鉄橋 建 設 を 落札す る。 日本の 鉄道 長 官エ ギ氏 は、 「日本 の機 械工 業 の 外 国市 場 を 開拓す

る こ とは、 さ しあ た りの利 益 にな らな くて も、必 ず や 国の利 益 につ なが る」 と発 言。

◆注:タ イム ズ紙 の 東京 特 派員 か らの 記事 。

文献3555,24(RSRS1930)

ル ワ ン ・チ ャル ンサ ニ ッ トウ ォン,マ ッガサ ン鉄道 工場 長代 理 が,突 然 病死 す る 。 その ため,鉄 道 局 は大

きな 損失 を蒙 る.

◆注:ル ワ ン ・チ ャル ンサ ニ ッ トウォ ンは子供 の 時か ら利発 であ ったが 、癩 痴 の持 病 が あ っ た(チ ャル ン

の葬 式本:文 献3016)

文献3555,2(RSRS1930)

1930年 度,4名 の海 外 か らの 帰国 学生 を採 用.

7期 生1名,推 薦 組1名.

全 員が鉄 道奨 学 生.内 訳 は5期 生1名,6期 生1名,

文 献3555,8(RSRS1930)

タ イ=英 領 マ ラ ヤ 間 の 国 際 線 の 利 用 客 の 数 は 減 少.1等 車2509名(1929年 度,2821名),2

等 車3042名(同,4109名),3等 車1万3415名(同,1万9077名).な お,1等 車 の

ク ー ポ ン券 の 取 り 扱 い は,ト マ ス ク ッ ク社(ThomasCook&SonLtd.)が565枚(1929年 度,

917枚),ア メ リカ ンエ キ ス プ レ ス 社(AmericanExpressCo.,Ltd,)が393枚(同,409枚)で

あ っ た.

文献3555,9(RSRS1930)

経 済不 況 によ りコ メの輸 送量 が激減 す る.1929年 度 の11万5538ト ン(110万 バ ー ツ)か ら,

1930年 度 は9万5650ト ン(80万 バ ー ツ)へ 低 下.バ ンコ クへ の搬 入 も6万1769ト ンで,前

年 度 か ら1万9677ト ン も低 下す る,

BTWM1931/04/06;文 献3517、209

阯巳TheStateRailways
.llそ れ まで徴 集 して いた 「山 岳 部 特 別 料 金 制 度 」 を 廃 止 す る 。経 済 不 況 に よ り

鉄 道 収入 が激 減 した こ とに対 応 し、 運賃 を 値下 げ した こ とに伴 う措 置。 山岳 部料 金 は 、 コー ラー ト線 で は

55km、 北 部 線 で は202kmに つ いて 、 それ ぞれ徴 集 して い た。

文献3556,1(RSRS1931)

深刻な経済不況の影響で,鉄 道利用客の数が激減 し,鉄 道収入も大幅に低下.こ れに対抗するためと,国

民の負担を軽減するため,国 王の指示により旅客,貨 物 とも遅賃をいっせいに引き下げ る.
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BTWM1931/03/30

o'TheS量a電eRailways:HeavyReductioninTraffics
.1'経 済 不 況 に対 応 す る た め に 、 鉄 道 運 賃 の 山岳

部 特 別 料 金 制 度 を 廃 止 す る 。 遅 賃 低 下 の状 況 。

*従 来、 コー ラ ー ト線 はゲ ン コー イか らパ ー クチ ョンま での55kmを 「山岳 部 」 と し、特 別 料 金

(1km当 た り50サ タ ン)を 徴集 して きた。 そ のた め、 コーラ ー ト=バ ンコ ク間 の10ト ンの コメの 運

賃 は 、通 常 運賃78バ ー ツ、 プ ラス 「山岳 部料 金」28バ ー ッの計106バ ー ッ。

*北 部線 の 場合 には 、 ピサ ヌ ロー ク管 区の バ ー ン ピンか らタ ーチ ュム プー まで の202kmが 「山岳 部 」

に指 定。 そ の結 果 、 チエ ンマ イ=バ ン コク間の10ト ンの コメの運 賃 は、通 常 運賃164バ ー ツ、 プ ラス

「山岳部 料 金」102バ ーツ の計266バ ー ツ。

文献3556,1,2(RSRS1931)

ノー ンワ ッ ト(km295.08地 点)か らプア ヤ イ(km345.58地 点)ま でが 開 通.そ の 後,延 長 の線 路

では,大 小 さま ざ まの橋 を 「記 録 的な ス ピー ド」 で建設 しつ つ あ る.こ の調 子 で い くとプ ア ヤイか らコー

ンゲ ー ン(km449.72)ま で の開通 は1933年 度 まで には実 現 しそ うと報告 す る。

BTWM1931/04/28

llNewRailwayService
."東 北 部 コ ー ンゲ ン支 線 、 コ ー ラ ー ト=ブ ワ ヤ イ 間 が 開 通 。旅 客用 列 車

は 、 コー ラ ー トを午 前7時 半 出発、 プ アヤ イ に午 前10時40分 着。

文 献3005[文 献3069]、124

鉄道 奨 学生 第7期 生 ア ー トが、 この 日フ ラ ンス留学 か ら帰 って 、鉄 道局 機械 エ ン ジニア 部 に機 械 技 師補 佐

と して入局 す る。

*当 時 、技 師長 は デ ンマ ー ク人 のザ ッカ リエ(H,Zachariae)。 技 師長 と同時 に マ ッガ サ ン鉄道 工 場 長 も

兼ね る。技 師 長 の 月 給 は 月800バ ー ツ 。 ア ー トの初 任 給 は250バ ー ツ 。機 械 エ ンジニ ア部 マ ッ

ガ サ ン工場 副 工 場長 はLuangRot-ratwichan、 機械 担 当課 長はPhraSuwaphanphithayakon、 技 師 長 付

き機 械 技 師 はPunSakuntanakで あ った(◆ アー トの 回想 よ り)

文 献3005[文 献3069]、124

鉄道奨学生の帰国後の給与
*当 時、ブラチャット鉄道局総裁は、自身が陸軍工兵局出身のため、工学エンジニア系を重視した。外国

で機械工学、土木工学、電気工学の学士を修めた ものは、帰国後の初任給は月250バ ーツ。商

学、会計の学士を修めた場合の初任給200パ ーツと格差をつ ける。そのため、後者のグループは

やっかむこともあった。 「月250バ ーツの給与は当時としてはきわめて高い水準だった。保線担当など

で地方に出張している技師の場合、県知事(chaomuang)と 給与水準は同じかそれよりもよいくらいで

あった。また、ある保線担当技師は、月250-300バ ーツの給与は到底使いきれなくて、土地や棟割

り長屋(tukthaew)を 毎月購入 していたというくらいだった」(124頁)

◆出所:鉄 道奨学生 第7期 生アー トの回想より
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BT1931/05115;文 献3517、208

'。JapaneseSteel
。"日本 の 鉄 鋼 メ ー カ ー(三 井 物 産 株 式 会 社 が 代 理)が 、 初 め て タ イ 鉄 道 資 材 の 入

札 で 落 札 。 後 発組 な の で、 か な りの 出血 を覚悟 で500ト ンの鉄道 資材 の売 り込 み を行 う。

◆ 注:経 済不 況 の なか 、 日本 の タ イ進 出、鉄 道局 へ の食 い込 み は この あ と積 極化 す る。

BTWM1931/06/05

'。RailwayEmPloyes
."タ イ と 英 領 マ ラ ヤ の 鉄 道 職 員 ・労 働 者 の 人 種 別 構 成 比 較 。

☆ タ イ 鉄 道:現 地人(タ イ人)1万1791名(92%)、 他 のア ジア地域944名(8%)、 ヨー ロ ッ

パ人16名'(0%)。

☆英 領 マ ラ ヤ 鉄 道:現 地 人1095名(6%)、 他 の ア ジア地 域1万8302名(94%)、 ヨー ロ ッ

パ 人174名(1%)。

文献3556,1(RSRS193霊}

プ ラヤ ー ・サ ラサ ー トシ リラ ック鉄 道局 総裁 が,6月10日 か ら12月15日 ま で,ヨ ー ロ ッパ へ 視察 旅

行.

BTWM1931/06/06

11TheStateRailways;AndtheComingDiesel
.'o鉄 道 局 総 裁 の ヨ ー ロ ッパ 視 察 旅 行 、 デ ィ ー ゼ ル 電

気 機 関 車 の 製 造 視 察 。

*プ ラヤ ー ・サ ー ラサ ー トシ リカ ン鉄 道 局総裁 は 、イ ギ リス 留学 の長男 と共 に、6月12日 ヨー ロ ッパ に

向 けて 出発 。7月3日 、 スイ ス ・チ ュー リ ッヒの スル ザ ー社(SulzerofWinterthur)で 製 造 中 のデ ィー

ゼル 電気 機 関車(450馬 力)、 デ ンマ ー ク ・ア ルザ スの ブ リ ッシュ社(S.FrischofAarhus)に 発 注 中

のデ ィーゼ ル 電気 機 関車(900馬 力)も 視察 の 予定 で ある 、 と報 道。

文 献3556,1(RSRS1931);文 献3040、13

バ ン コ ク=ク ロ ー ン ・ラ ン シ ッ ト間 で 初 め て 複 線 が 開 通 。

文 献3005,97

ブ ラ チ ャ ッ ト商 務 運 翰 大 臣 、 国 王 最 高 顧 問(Apiratmontri)に 任 命 さ れ る 。 この 制度 は1932年

立憲 革命 のあ と廃 止 され た。

文 献3557,12-13(RSRS1932)

大 恐 慌 に よ る経 済 不 況 の 影 響 で,鉄 道 収 入 が 激 減 。1930年4月 の月180万 バ ー ツか ら1931

年10月 には74万 バ ー ツま で下が る.そ の後 若干 回復 す るが,1932年8月 には再 び76万 バ ー ツ に低

下.と くに旅客 収入 の減 少が 著 しく,貨 物 収入 は1932年 度 に は全 体 の53%を 占め る まで に な った

(17ペ ー ジ).

文 献3556,1(RSRS1931)

ヨー トセ ー に,鉄 道 局 の新 しい 中央 倉庫 が完 成。 鉄道 貨物 集 荷 セ ンター にな る。
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文献3556,4-5(RSRS1931)

この日いっせいに鉄道局スタッフ、技師に対 して,「 プラ」もしくは 「ルワン」の称号と欽賜名を授与す

る。25名 の授与者のうちじつに19名 を鉄道奨学生が占める。

◆注:な ぜこの時期,大 量の称号授与を行なったのか?1932年9月 の大幅な機構改革と鉄道奨学生

の積極的な採用と関連が或るかどうか?

BTWM1931/12/01

o'TheNewTimeTable:BetweenBangkokandPenang
,"バ ン コ ク=ペ ナ ン間 に デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関

車 を 導 入 。 これ に よ り所 要 時 間 は5時 間 速 くな る 。

*新 しい 時刻 表 は 次の 通 り。 週2便 、往復 。

水 曜 日:バ ンコ ク午後4時 発 、 プ ライ翌木 曜 日午 後5時49分 着 、ペ ナ ン午 後6時30分 着 。

土 曜 日:バ ンコ ク午後4時 発 、 プ ライ翌木 曜 日午 後5時49分 着 、ペ ナ ン午 後6時30分 着 。

*新 しい 運賃:個 室は88・50バ ー ツ。 旧運賃 で は137バ ー ッ。

文 献3556,1、23(RSRS1931)

バ ン コ ク=ペ ナ ン 間 の 国 際 鉄 道 に 初 め て デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 を 導 入 。 それ に よ って,同 地 点 間の

所要 時 間 は従 来 の蒸 気機 関車 に よ る31時 間半か ら26時 間 半へ と,5時 間短 縮 され る.な お,バ ンコ ク

駅発 は午 後4時,ペ ナ ン着 は 翌 日の午 後6時 半。 また、 これ に伴 い鉄 道郵 便 サ ー ビス を開 始。

BTWM1932/03/24

1'G
.C.Smyth.o'こ の 日、 ス ミスが25年 間働 いた鉄 道局 を退 職す る。 タイ鉄 道 建 設 に貢 献の あ った 「ス

ミス鉄 道 三 兄 弟 」 を 詳 し く紹 介 。

(1)JamesS.Smyth(Long):コ ーラ ー ト線 の建 設 に参加 。 その 後 、サ イ ア ム路 面電 車 会社(Siam

TramwaysCo.,Ltd.)の 初代 支配 人 、バ ンコ ク ドック社(BangkokDockCo.,Ltd.)の 支 配 人 に就任 。

(2)R.F.Smyth(Bob):1898年 に鉄道 局 に入 る。 北部 線建 設、1909.年 か ら南部 線 建設 に従事 。

1921年 、 保線 担 当技 師長 、1927年 、 技術 局付 き技 師長 、1927年11月 、鉄 道 局 を退 職。

(3)G.C(GolbertCanning)Smyth:1907年 、 鉄道 局へ 入 る。 北部 線 建設 、1909年 、 南部 線

のペ ッブ リー 地 区建 設責 任 者 、以 後、1929年 ま で南部 線 の建設 に 従事 。

文献3556,3(RSRS1931)

1931年 度 に2名 の鉄 道 奨 学生 が帰 国.鉄 道 局 に入 局す る。 第7期 生 と推 薦 組.

文献3556,11(RSRS1931)

コ メ の 鉄 道 輸 送 に つ い て/コ メの鉄 道輸 送量 は,2473年 度 の10万3766ト ンか ら2474年 度

の12万5016ト ンへ と増加.し か し,4月1日 施 行の 運賃 の い っせ い 引 き下 げの 影 響 で,収 入 の 方 は

同期 間,90万 バ ーツか ら65万 バ ー ツへ 大 幅に減 少.こ の減 少分24.4万 バ ー ツの 半分 に相 当す る

12万7千 バ ー ッは ウボ ンラーチ ャターニ ー線 の みで発 生 す る。

文献3556,26(RSRS1931}

1931年 度 内 に マ ッ ガ サ ン 鉄 道 工 場 で 建 設 した 格 納 庫 ほ か は 次 の と お り。

*1Motorcarshed,1Bicycleshed,EntranceGate,Checknumberroom
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文献3556,1-2(RSRS1932}

チ ャオ ブ ラ ヤ ー 川 に 架 か る プ ッタ 橋(メ モ リア ル 橋)の 開 通 式 が,国 王 ご列 席 の も と 行 な わ れ

る 。

☆着工 式 は1930年1月9日.わ ず か15カ 月 で完成 させ る,建 設 請 負 会 社 は イ ギ リス の 会 社

(Dorman,Long&Co.,Ud.,Middlesborough,England).技 術 局 付 き技 師 長 の ス ミ ス(CG.Smyth,

TechnicalOfficeandResidentEngineer)が 技 術 指 導 を 行 な う 。

◆ 注:こ の時 点 で も橋 梁 専 門の タ イ人技 師 は育 って い ない。1950年 代 に架 け られ た3つ の橋 の場 合 に

も、 日本 の請 負 い会 社 と 日本 人 技 師(フ ル サ ワな ど)が 支援 した(文 献3074、 フ ルサ ワの葬 式 本 、参

照)。

BTWM1932/05/21

'8BangkoktoSingapore:SuccessfulDieselRun
."900馬 力 、 デ ンマー クの フ ィ リッシ ュ社 製 の

デ ィーゼ ル電 気機 関車 が 、 この 日初 めて バ ンコクを 出発 、 シ ンガ ポ ール の新 しい 夕一 ミナル に到 着 す る。

デ ィ ーゼ ル電 気機 関車 の導 入 に よ り、バ ン コ ク 冒 シ ンガ ポ ー ル 鉄 道 の 旅 は54時 間 に 短 縮 さ れ た 。

BTWM1932/05/27

'railwaysandRoadsinSiam;SomeDelailsofCos重
.II鉄 道 と 道 路 の コ ス ト比 較 。

*ブ ラチ ャッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務 運輸 大 臣、元 鉄道 局 総裁 が 主 催す るバ ン コク ・

ロー タ リー クラ ブの 週1回 の 定例 昼食 会 で、 ジャ ワのエ ンジニ ア 、 ウ ィ リックス(H.Wirix)を ゲ ス トス

ピー カ ー に呼ぷ 。 彼 は 「ア メ リカ 、オ ラ ンダ、 蘭 印の鉄 道 と道 路の 競争 」 につ い て詳 細 な統 計 を 示 しつ つ

比 較 を行 な い、 「長距 離 にお いて は、道 路 は鉄 道 と比べ て 決 して不 利で は ない 。 タ イの 場合 、 鉄 道 は国 有

だか ら道 路 網を 拡 大す る上 で きわ めて 有利 な立 場 に ある」 と報 告す る。

☆ これ に対 して 、 ブ ラチ ャ ッ ト殿下 は 、 タイの 具体 的 な数字 を 掲 げて遠 回 しに道路 建 設推 進 論 を 批 判。

☆建 設 費:鉄 道 は平 坦部 は4万8000バ ーツ/km、 山岳 部は8万3000バ ーツ 、平 均6万5000

バ ー ツ。 一 方、 道路 は1万 バ ー ツか 、せ いぜ い2万 バ ー ツです む。

☆維 持 補 管 費:鉄 道 は年 間430バ ー ツ/km、 現 在 は480バ ー ツ/kmに 上昇 して い る。 これ に対 し

て、 道 路 は損 耗 が よ り激 し くかつ 早 く、 そ のた め年 間800-1000バ ー ツ/kmに も達 して しま う。

したが って、 経済 的な観 点か ら見た 場合 、必 ず しも道路 建設 が有 利 とは 言え な い、 とい う主 張。

BTWM1932/05/30

"RailwayFares
."南 タ イ 国 際 線 の 旅 客 運 賃 に つ い て 。

*為 替変 更(100バ ー ツ=80ド ル)に 伴 う、 南部 線 、英領 マ ラ ヤ鉄 道 の運 賃 の 改訂 を発 表 。 な お、 運

賃 とは別 に個室 、 座 席の 特 別料 金(2-10バ ー ツ)、 急 行料 金1バ ー ツが加 算 され る。

☆バ ンコ ク=ペ ナ ン=1等 車60・20バ ー ツ;2等 車35・20バ ー ッ;3等 車23・40バ ー ッ。

☆ バ ンコ ク=シ ンガ ポ ール:1等 車97・40バ ー ツ;2等 車53・10バ ー ツ;3等 車35・40バ ー

ツ。
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BTWM1932/06/06

"RailwaysandAgricu8ture
.'8経 済 不 況 と 政 府 投 資 、 鉄 道 か 農 業 か?

*6月2日 掲 載 の投 書 。 現在 の タイ の経 済状 況悪 化 の 中で、 政府 資金 を鉄 道建 設 な どに 向 け るよ りは農 業

の改 善 に 回 した 方が 、 長期 的 な 発展 の ため には よい 」 とい う意見 。

*こ れ に対 して 、6月6日 に反論 の 投書 を紹 介。 「先 の 投書 は、 ナ コ ンパ ノムへ の 東 北部 線 延長 工 事 を延

期す る こと を示 唆 して い るが 、農 業 の発 展 は健 全 な基 盤 がな けれ ば(つ ま り鉄 道 イ ンフ ラの 整備)実 現 し

な い し、長 期 的 に見 て 、 タイ の 農業 が近 隣地 域 と コメ貿 易 で競争 す る こ とを 困 難 にす る」 と反論 す る。

文 献3500、91-92

人民党による立憲革命が起 こる。絶対王制が崩壊。

BTWM1932/06/29

"TheNewSiam:FirstMeetingofthePeoplelsSenate
.'1人 民 党 、 最 初 の 上 院 議 員70名 を 任 命 す

る。

◆注:こ の時 の 議員70名 の な かで 鉄 道 局 関 係 者 は、ル ワ ン ・デー チ ャテ ィ ウ ォ ン(Krmechatiwong,

Luang)(1932年11月 、 マ ッガ サ ン鉄 道 工場 長 に昇 進、王 族)と ウ ドム ・サニ ッ トウ ォ ン

(1932年9月 、 運輸 事 業 部運 輸 課長補 佐 に昇 進 、王 族)の2名 。

BTWM1932/06/30

ooTheNewSiam:AnEntirelyNewSetofMinisters
.1'新 しい 内 閣 を組 閣 す る 。 商 務 運 輪 省 と 農 業

省 を 統 合 、 農 業 商 務 省 を 新 設 。

*農 業大 臣チ ャオ プ ラヤ ー ・ピチ ャヤナ ー トと、商務 運 輸大 臣 ブラ チ ャ ッ ト(ク ロム マ プ ラ ・ガ ム ペ ー ン

ペ ッ ト)元 鉄 道 局総 裁 は辞 任 。新 しい農 業商 務大 臣 には 、チ ャオ プ ラヤ ー ・ウ ォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ トを任

命 す る。 チ ャオ プ ラヤ ー ・ウ ォ ンサ ー ヌプ ラパ ッ ト新 大 臣は 元運輸 大 臣 で、 当 時鉄 道局 総 裁 の ブ ラチ ャ ッ

トと対 立 した。

BTWM1935/11/15

カ ンボ ジアの プ ノ ンペ ン=モ ン コ ンボ レイ(MongkolBorey)間 が開 通す る。

文 献3044、39;国 立 古文 書館 史料

鉄 道 局 保 線 労 働 者 が 賃 上 げ 要 求 。

*東 北 の コ ー ラー ト駅 の保 線 課 の労 働者 と指 導者 ワ ライ(WaraiChoemkramon)が 、賃 上 げを 要 求。 理

由は、 自分 た ちの経 済 の 困窮 と、鉄 道局 の職 員(公 務 員)に 対 して は給与 引き上 げがす で にな され て い る

とい う もの。 これ に対 して、 農業 商 務大 臣 は、 「職務 に対 して頭 を使 う仕 事 と、単 な る筋 肉労働 とは性 格

が違 う。身 体 を 使 うだけ の仕 事 は、 現在 の 日給50サ タ ンで 十分 で あ り、 引き上 げ に応 じる必要 な い」 と

回答 した。

◆原 資 料:NASo.Ro.0201,40/969タ イ語 表記 を見 よ。
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BTWM1932/07/20

"Siam'sProblems:AsSeenbyASenatorll上 院 議 員 で 資 本 家 の マ ン ゴ ン ・サ ー ム セ ー ン の 「経

済 改 革 案 」 の 要約 を 、r週 刊 バ ンコ クタイ ムズ紙 』が 紹介 す る。

◆ フル テキ ス トは 、 タイ 語紙 に掲載 され てい る。

BTWM1932/09/12,29

"PhyaSarasatra
."鉄 道 局 総 裁 プ ラ ヤ ー ・サ ラサ ー トが 突 然 、 辞 任 。

*「 週刊 バ ンコ ク タイ ムズ紙 』 は 、 「い さ さか 驚 いた こ とに、 鉄道 局総 裁 プ ラヤ ー ・サ ラー サー トが49

歳で 辞任 した。 タイ は 明 らか に有能 で経験 に 富ん だエ ン ジニ アを失 う ことに な る」 と冒頭 で 指摘 す る。

◆プ ラヤー ・サ ラサ ー トの経 歴 は、本 書の 表VH-2を 参照 。

文献3557,2(RSRS1932》

プ ラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィ ガ ー ン バ ン チ ョ ン(PhrayaSaritdikan-banchon)を,プ ラ ヤ ー ・サ ラ サ ー

トシ リラ ッ ク に 代 え て,第3代 目 鉄 道 局 総 裁 に任 命.

PKPSVol.45,219-221:N106

「鉄道 ・道路整備法 改訂補遺(仏 暦2475年)」

文献3557,2(RSRS1932》

「仏暦2475年 鉄 道 ・道 路 法 改正 法」 を公 布.「 仏 暦2464年 鉄 道 ・道 路法 」 を 改正 す る(第

8,9,10,11,109条).こ れ に も とつ いて,鉄 道 局 の 機 構,組 織,職 制 が 大 幅 に 改 組 さ れ

る.

◆ 注:本 書 の組 織 図 図4-3を 参照 。

文献3557,2-3(RSRS1932}

「仏暦2475年 鉄 道 ・道 路 法 改正 法」 の第4条 の規 程 に も とづ き,鉄 道 委 員 会 の メ ンバ ー を 新 た に

任 命.16名 の うち14名 が 任命 理 事。

文献3044、43;国 立 古文 書館 史 料

マ ッガサ ン鉄道工場の労働者数の減少 と労働時間の切 り下げ。

☆1930年 と1932年 を比べた場合、マッガサ ン鉄道工場では労働者数は1070名 か ら998名
へ、週平均の労働時間は44時 間か ら35時 間へと低下 している。
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文 献3040,55,;同 右 ・英 文11

鉄 道 局 を 運 輸 省 か ら農 商 務 省 に 移 管 す る。 鉄 道 局 総 裁 の 上 に,13名 の 委 員 か らな る鉄 道 委 員 会

(RailwaysCommi廿ee)を 新 設.こ の委 員会 が鉄 道局 を 管轄す る体 制 を取 る.(1938年5月25日

に再 改組)

☆ 同 時 に,マ ッガ サ ン鉄 道工 場 の技 師 長(NaiChang-Ek)と 工 場長(PhuAmnuwai-kanRong-ngan)

の 職位 を 分離 す る。 た だ し1938年 に再度 統合 。

文献3557,3-4(RSRS1932)

☆1932年 の 機 構 改 革 の 機 要/

*「 仏暦2475年 鉄 道 ・道路 法 改正 法」 の公 布 に伴 い,鉄 道 局 の機 構を 大 幅 に改 組 す る.従 来 の鉄 道

局総 裁 を 頂点 とす る 中央 集権 的 な体 制か ら,管 区(4つ の管 区)へ の権 限委 譲が 主 な特 徴

(1)本 部 事 業 部(CentralService)。 総 務法 律担 当課(AdministrationandLegalSection職 制,

GeneralSecretary)と 統計 課(StatisticsSectionStatistician)の2つ を 置 く。

(2)遅 翰 事 業 部(Tra侑cService:TrafficSuperintendent).機 械 サ ー ビス部 の 運 行課(Running

Branch)を 併合 す る.大 き く,総 務 課(CentralBureau),運 輸課(OperatingBranch:operatmg

manager),営 業 課(CommercialBranch:commercialmanager)を 置 く.運 行 課 は列 車 の運 行 と車

輌の 保守 の 双 方 に責 任 を もつ.

*営 業課 は 鉄道 収 入 に係 わる 全て を統 轄.貨 物,旅 客,食 堂 ・配膳,情 報 資料 の4つ の 係 を 置 く.

文献3557,4(RSRS1932}

☆1932年 の 機 構 改 革 の 概 要(続 き)/

(3)エ ン ジニ ア リ ン グ サ ー ビ ス部(EngineeringService).こ れ までば らば らだ った エ ンジニ ア リ

ング関係 の 仕事 を ひ とつ の命 令 系統 に統一.総 務課(Central8ureau),工 場 課(MakasanWorks)保

線 課(PermanentWaysandWorks),建 設課(ConstructionDivision)の4つ の課 を 置 く.4課 は 技

師長(ChiefEngineer)が 統 轄 す る,総 務課 の 下 に訓練 学校 係(TrainingSchoolSection)を 置 く.

*マ ッガ サ ン工 場 課 の下 に4つ の工 場 の工場 長 を 置 く.

*保 線 課 全体 は技 術担 当責任 者(SuperintendingEngineer)が 統 轄,技 師長 に直 属 す る.同 責任 者 の も

とに,4つ の管 区 保線 担 当責 任 者 と,技 術局 つ き技 師長,電 信 電話 信号 技 師長 を 置 く.

*倉 庫 担 当 部局(NationalStoresDePartment)を 新 設す る.

(4)地 方 と 各 管 区 に お け る 組 織 ・職 制 には,部 付 きの 管 区総責 任 者(DivisionSuPerintendent)

と,エ ン ジニア リングサ ー ビス部付 きの管 区技 師責 任者(DivisionEngineer)の2つ を 置 く.前 者 は列

車 の運 行 に係 わ るす べ て の業 務,後 者 は管 区の保 線,保 守,建 設,信 号 電信 に係 わ る業 務を 統轄 す る.
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BTWM1932/10/06;KrungdebDailyMail1932/10/03

1阯TheLabourProblem"鉄 道 労 働 者 の ス トラ イ キ/鉄 道 労 働 者 の 賃 上 げ 要 求 に 対 す る 当 局 の 回 答

☆当 局 に提 出 され た賃 上 げ 要求 に対 して、 当局 側の 回答 。 鉄道 局の 出版 物 に掲 載 され 、 これ を 『クル ン

テー プ ・デ イ リー メイル 紙 』が 詳 し く紹 介 す る(10月3日 の 記事)。

*人 民党 が 公務 員 の給 与 は最 低 月30バ ーツを保 証 す る と公 表 した が、 これ は有 能 な職 員 の み に適 用 され

る基 準で あ って 、 肉体 労 働者 は 同 じ金額 を 期待す べ きで は ない 。

*鉄 道 労 働 者の 現行 賃 率 は班 長(headmen、550名)が 日給80サ タ ン、 一般 労 働者(3500名)が

50サ タ ンであ る。 なお 今後 、 年 間一人 当 り10サ タ ンの特 別手 当 てを支 給す る ため に、14万7825

バ ー ツの 財源 を 確保 した 。

BTWM1932/10/25

'oBangkokFirstTradeUnion;lnaugurationCeremony"路 面 電 車 労 働 協 会 の 結 成 式 が 行 わ れ る

*シ ー パ ヤ ー 通 りで 、 路 面 電 車 労 働 協 会(Tramwaymen'sAssociation)の 設 立 発 足 式 が 行 わ れ る 。 出 席

者 は 約200名 。 主 な 顔 ぶ れ は 次 の とお り。

PrinceSakonWannakanWorakan(商 務 農 務 省 次 官),PhrayaSundaraPhimon,PhrayaBures

Phadungkit,PhrayaPhakdlnorasetな ど。 プ ラ ヤ ー ・パ ホ ン陸 軍 司 令 官 は 他 の 緊 急 の 用 事 の た め 参 加

が で き な か っ た が 、 祝 辞 を 寄 越 した 。

☆ 協 会 委 員 長 は タ ワ ッ ト ・ル ッ テ ィ デ ー ト。 協 会 の 目 的 に つ い て 、 次 の よ う に 挨 拶 す る 。
"ThisTramwaymen'sAssociationisthefirstlabourassociationtocomei

ntolawfulexistencein

Siam.Itsaimslieinthetrainingofthegoodmoralcharacterofthemembers;inexchanging

knowledge;inpromotinghappiness,pleasureandhealth;inassistingagedandGrippedmembers;

andinteachingmemberstoexerciseeconomy.Theresulttobeexpectedfromsuchidealswill

alsogotobenefitthecountryatlarge."

BTWM1932/10/29

IITheRailwayMen;AnlntimateView"鉄 道 労 働 者 の12項 目要 求 と当 局 の 回 答
:月a〃way

Gazα 惚 に鉄 道 局総 裁(プ ラ ヤー ・サ リッ トデ ィガ ー ンバ ンチ ョ ン)が 行 った 回答 の紹 介 。

☆要 求(1):第1火 夫、 第2火 夫(ボ イ ラー マ ン)は 数 年 以上 この作業 に従事 して い る。 昇進 試 験 を受

け させ るべ きで あ る。 また 、昇 進 試験 を受 けるた め には何 年の 勤続 が必 要 か明 確 にす べ きであ る?

*回 答:機 関車 課 の職 員 の ポ ス トは限定 され て い る。第1火 夫 が機 関手 へ昇 進す る機会 は、 増員 が な けれ

ば 、 現在 の ス タ ッフが 死 亡す るか病 気 に な らな い 限 りあ りえな い。 同 じ規 則は 第2火 夫 が第1火 夫 へ 昇進

す る際 に も適用 され る。

☆ 要 求(2)=機 関 手代 用 は あ くまで 「代 用」 で あ って、 実 際の任 務 は遂 行 で きな いの か?

*回 答:第1火 夫 が 機 関手 の 資格 に近 い 技術 を もち 、他方 で ポス トの空 きを待 って い る状 態 で、 な おか つ

「機 関手 代理(actingenginedriver)」 の ポス トが な い場 合 に は、暫 定 的 に 「機 関 手代 用(substitute

driver)」 とす る。 た だ し、 給与 は機 関 手 と同基 準 で払 うこ とは しない。
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BTWM1932/10/29

IITheRailwayMen:AnlntimateView闘 鉄道労働者の12項 目要求 と当局の回答(続 き)

☆要求(3):「 定年退職者に対する年金」に該当しない場合でも、退職者や病気による退職者の職員に

対して退職金(給 付金)を 支払うべきである。

*回 答:年 金は貢献 した職員に対してのみ支払われる政府の報奨金である。それ以上に、給与はまず地位

とランクの位階勲(サ ンヤーバット)の 昇進があって、初めて決まる。したがって、地位とランクの昇進

がなければ、 「公務員法」にもとついて年金や退職金を支払うことはできない。(◆ 低いランクの中途退

職者は対象外となる)

☆要求(4):機 関手が、夜の危険な運行などで事故を起こして死亡 した場合、本人の葬儀費と子弟が自

活できるまでの生活費を当局が面倒をみるべきである。
*回 答:こ うした事故の大半は本人の不注意にもとついており、しかも政府に損害を与え乗客の人命を奪

うこともある。したがって考慮する必要はない。

☆要求(5):賃 金、超勤手当てを引き上げるべきである。

*回 答=政 府から支給されている賃金は、他の部局と比べても有利である。仮に賃金や手当てを引き上げ

るとすると、職員の数を減らさなければならない。

BTWM1932/10/29

IoTheRailwayMen;Anlntima量eViewoo鉄 道 労 働 者 の12項 目要 求 と 当 局 の 回 答(続 き)

☆要 求(6):過 去 と同 様、 従 業員 の家 族 に対す る優 遇 パ スを復 活 させ るべ きで あ る。

*回 答:従 業員 が 任 地 を移 動す る際、 家族 が 同伴す る時 に限 って、 こう した優 遇パ スを 提供 して き た。

☆要 求(7):地 方 の機 械 サー ビスに従 事す る事務 職員 に対 して も、運 輸課 の 乗務 員 と同 じ制服 を 支給 す

べ きで あ る。

*回 答:制 服 は公 衆 に サー ビスを認 知 して も らうため であ り、乗 務 員 と機械 サ ー ビスの 事務 職 員 の仕 事 の

内容 は異 な るの で、 その必 要 は ない 。

☆要 求(8):年3着 の 制服 の 支給 を機 械サ ー ビス部 門に は支給 すぺ きであ る 。制 服 な しで 働 い てい た場

合、 処 罰 され るの で、 自分 で 制服 を特 別 に あつ らえ る必 要が あ る。

*回 答:現 在 、 当局 で考 慮 中。 しか し、勤 務時 間外 に制服 を着 た り粗末 に扱 った り して 、 制服 を み だ りに

着古 す の を注 意 すべ きで あ る。
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BTWM1932/10/29

"TheRailwayMen:AnlntimateView"鉄 道 労 働 者 の12項 目要 求 と 当 局 の 回 答(維 き)

☆要 求(9):機 械 サ ー ビス部 門の従 業 員は 、すべ て仕事 場 に移動 す る際 、貨 物 車 に便 乗 で き る特 権 を与

え るべ きで あ る。 前 の規 定 で は、機 械 サ ー ビス部 は月給51バ ー ツ以上 の もの に この 特 権が 供与 され て い

たが 、運 輸 部 は25バ ー ッ以 上 で あ った。 さ らに新 しい規定 で は81バ ー ツ以 上 とな って い るが 、運 輸 部

では それ 以 下の 給 与 の もの で も前 と 同 じ特権 を 利用 してい る。 こ う した待遇 の 差 は不 公 正で あ る。

*回 答:現 在 、検 討 中で あ る。 ただ し、 貨車 に空 きが あ り方 向が 同 じとき に限 って 認 め てい る ので あ っ

て、 移動 の ため に貨 車 全 部を 使 用 した り、特 別 の貨 車を 配車 す る こ とは な い。

☆ 要 求(10):機 関車 検査 官 は、 以前 は帽子 にガ ル ーダ(王 鳥)の 紋 章 をつ け る こ とを許 され て いた

が 、理 由不 明の まま最 近 取 り外 しとな った。 他方 、 運輸 部の 方 は引 き続 きガ ル ー ダの紋 章 を つ け てお り、

25-30バ ー ツの特 権 を得 て い る。 なぜ こ う した 特権 を 中止 した のか 。

*回 答:機 関 手 と機 関車 検 査官 の 区別 を 明確 にす る ため、 ガル ー ダの紋 章 を取 り外 した。 な お、 ガ ル ー ダ

の紋 章 は給 与 とは ま った く関 係 がな い。

☆要 求(11)=機 械 サ ー ビス部の 従業 員 は、以 前 は 自宅 で 医 師の往 診 を受 け る こ とが で きたが 、 なぜ

い ま はだ め なの か。

*回 答:今 年 の8月16日 付 け599号 通 知、 医 師の欄 を 読む よ うに。

BTWM1932/10/29

"TheRailwayMen:AnlntimateView61鉄 道 労 働 者 の12項 目要 求 と 当 局 の 回 答(続 き)

☆要 求(12):同 じ部 局 に所 属 してい る機械 サ ー ビス担 当 と運輸 営業 担 当の 間 で は、 本人 の希 望 が あ

れ ば 自由な 異動 を 認 め るべ き であ る。機 械 サー ビスか ら運 輸へ の異 動は 、 電信 の モー ス システ ム につ い て

2、3カ 月 の研 修 を受 ければ 習 得 で きる し、場 合 によ って は駅長 に もな れ る。 ま た、 運輸 営 業担 当 も、英

語 さえ習 得す れ ば機 械 サ ー ビス に異 動 で きる。

*回 答:職 務 の異 動 は直 属 上 司の 権 限で あ って、 本人 の問 題 では な い。 ただ し、 異動 の希 望が あ る場合 に

は、 まず 直属 上 司 に その 旨を 表 明す る こ とはで き る。 容 認 で きる異動 とは、所 属 す る部 署 に 十分 な 人が す

で にお り、他 方 、希 望 す る部 署 の人 が不 足 して い る ことが は っき り して い る場合 の み で あ る。

◆注/コ メント:基 本的には機械サービス関係に関与 している労働者、職員が、運輸営業担当との待遇の

差、不公正な扱いに不満やねたみを抱き、これを申し立てたという感じである。いまの労働組合の行動様

式とほとんど変わっていない。組織的な行動ではなく各人の不満がそのまま反映 している。

文献3557,(RSRS1932)

経済不況の中で経営不振が続 くパヤータイパレス ・ホテルを閉鎖する。陸軍病院に改組。

PKPSVol.45,387-389:N107

「鉄道 ・道路整備法 改訂補遺(仏 暦2475年)」
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文献3557,6(RSRS1932)

ク ラ ム 保 線 担 当 技 師 長(J.A.Crum,ChiefEngineerforWaysandWorks)が 退 職.鉄 道 局 技 術 相 談

役(ConsultingEngineer)に 任 命 す る.

◆ 注:か つ て の 鉄 道 局 顧 問TechinicalAdviserofRailawayと 違 っ て,権 限 は な い 。

文 献215,176-177

この 年 よ り,国 費 留 学 生 の 奨 学 金 給 付 の 基 準 を 変 更 す る 。

(1)イ ギ リス,ア メ リ カ:<ル ンヤイ>400-500ポ ン ド",<ル ング ラー ン>300-400ポ

ン ド,〈 ル ンレ ック>200-300ポ ン ド。

(2)フ ラ ン ス,ド イ ツ,イ タ リー,デ ンマ ー ク,ベ ル ギ ー,日 本:<ル ンヤイ>350-450

ポ ン ド,〈 ル ング ラー ン>250-350ポ ン ド",〈 ル ン レ ック>150-250ポ ン ド。

(3)フ ィ リ ピ ン:年1500バ ー ツを 越 えな い こ と.

(4)ビ ル マ:年1200バ ー ッを越 えな い こ と.

BTWM1933/01/05

脚IRailwaysChanges ."鉄 道 局 経 理 担 当 関 係 の 人 事 異 動 。 プ ラ ヤ ー ・チ ャ イ ヨ ー トソ ム バ ッ ト(Phraya

Chaiyot-Sombat)を 、 経 理 担 当 監 査 役(ComptrolleroftheAccountsService)に 任 命 。 ル ワ ン ・ロ ー

プ ル ー キ ッ ト経 理 課 長 は 、 チ ャ イ ヨ ー トの も とで 働 く こ と に な る 。

◆ 注:ル ワ ン ・ロ ー プ ル ー キ ッ トは 、 の ち バ ン コ ク銀 行 初 代 支 配 人 に 就 任 す る 。

BTWM1933/02/11

lllnNorthEasternSiam:RailwayOfficialsTour
.1'鉄 道 局 長 を 団 長 とす る 鉄 道 グ ル ー プ(遅 輸 、

信 号 、 電 信 、 技 術 、 道 路 担 当)が 、 東 北 タ イ の 視 察 大 旅 行 を 行 な う。

☆1月22日 、 バ ンコ クを 出発 。普 通列 車 でプ アヤ イ分 岐 点ま で。23日 、 コー ンゲ ンに到 着(鉄 道 開通

は1933年4月)。 そ こか らは 自動 車旅 行。 ウ ドン、 ノー ンウェ ー ン、 ノー ンカ ー イへ 。27日 、 サ コ

ンナ コ ンに到 着 。 ナ コ ンパ ノム経 由で ノー ンカー イ に戻 り、往 路 と同 じルー トで'=、2月3日 に バ ン

コ ク に 戻 る 。バ ンコク=コ ー ンゲ ン往復900キ ロメー トル 、 自動 車 によ る旅行 は870キ ロメ ー トル に

達 した。

BTWM1933/02/22

ManilaTribune,February9,1933:"PurachatraisVisitorHere,PrinceSaysNewGovernment

ofSiamisSatisfactoryandEfficient'1ブ ラ チ ャ ッ ト元 鉄 道 局 総 裁 が マ ニ ラ 訪 問 。2週 間 の 滞 在 の あ

と、2月20日 に シ ン ガ ポ ー ル 経 由 で バ ン コ ク に 帰 国 の 予 定 。 フ ィ リ ピ ン土 木 運 輸 次 官(Bagtas)、 在 マ

ニ ラ の タ イ 領 事(AttorneyPerkins)、 マ ニ ラ 鉄 道 会 社 の 支 配 人(JosePaez)が 、 殿 下 と 会 見 。 殿 下 は

「革 命 後 の タ イ の 新 政 府 に 満 足 して い る 旨」 を 報 道 す る 。

文献3557,6(RSRS1932)

北 部 線(チ エ ン マ イ 線)の 急 行 列 車 に デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 を 導 入.こ れ に よ って,所 要 時 間 は

26時 間 か ら20時 間 半 へ と5時 間 半 の 短 縮.新 しい ダイヤ は,バ ンコク午 後6時 発(旧 ダイ ヤ,午

後4時 発),チ エ ンマ イ翌 午 後2時 半 着(同,翌 午後6時 着)と,チ エ ンマ イ午 前10時 半 発(同,午 前

8時 発),バ ンコ ク翌午 前8時 着(同,午 前9時45分 着).

◆注:チ エ ンマ イ に急行 列 車 を導 入 した のは,1921年11月 。
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文 献346,7(RSRS1932}

鉄道 開 通36周 年 記念 式典 を 行 な う.

◆ 注:タ イ鉄 道局 では,バ ンコク=ア ユ タ ヤー間 が 開通 した1897年3月25日 を鉄 道 元年 とす る。

文献3557,9(RSRS1932}

1932年 度 に 、 立 憲 革 命 の 影 響 で 多 数 の 鉄 道 局 技 師 が 他 部 局 に 転 出 す る.主 な 異 動 は 、

*PhraPhatrakitphit -koson,ChiefofCentralOffice .toMinistryofAgriculture&Commerce.

★PhraSuwaphanphityakan
,LocomotiveSuperintendent,tolrrigationDepartment(農 商 務 省 灌 概

局)
★PhraPrakopyantrakit

,SectionEngineer.tolrrigationDepartment.(同 上)

★LuangRot-ratthawichan
,MechanicalEngineer,toDepartmentofWays.(農 商 務 省 道 路 局)

★Ph「aP「akatkolasilP
,DivisionEngineer・toBangkokWaterworksDivision.(内 務 省 バ ン コ ク 水 道

課)
★KawilawongNaChlengmai

lSectionEngineer,toKromWangnok,theRoyaiHousehold.(宮 内 庁 ワ

ン ノ ー ク 局)

文 献3557,15(RSRS1932)

鉄 道 輪 送 と 河 川 、 道 路 と の 競 合 に つ い て 。

1931年 度,1932年 度 の鉄 道収 入 の減 少 は経済 不 況の 結果 で あるが,同 時 に他 の輸 送機 関の 発達 も

影響 を及 ぼ して い る.(1)小 型 エ ンジ ンを搭 載 したボ ー ト,水 上 タ クシー に よ る河川 ・運 河輸 送 が拡 大

した こ と.(2)道 路建 設 に よ り自動 車 輸送 が増 大 して い る こと.例 えば,ソ ンクラ ー=ハ ジャイ=サ ダ

オ 間,ナ コ ンパ トム=バ ー ンポ ン間な どでは,鉄 道輸 送 は大 きな ダ メー ジを受 けた.

文献3040,13

東 北 部 線,プ ア ヤ イ 菖 コ ー ン ゲ ー ン間,全 長104キ ロが 開 通 す る 。

BTWM1933/04/04

"TheRailways
.1[鉄 道 局 総 裁 に 、 郵 便 電 信 局 長 代 理 の プ ラ ヤ ー ・プ ラ キ ッ トコ ー ン ラ サ ー トを 任

命 す る 。*4月3日 に、 も と総 裁 の プ ラヤー ・サ リッ トデ ィガー ンバ ンチ ョ ンか ら仕 事 を 引 き継 ぐ。プ ラ

ヤ ー ・サ リッ トデ ィガ ー ンは 、電 気担 当 技 師長 に復帰 す る。 なお 、 プ ラヤー ・プ ラキ ッ トは 、 も と もとは

鉄道 局道 路 局 で働 い て お り、 運輸 関係 の経 験 があ る。 ま た、4月1日 付 けで 、鉄 道局 か ら出 向 中の農 業 商

務省 秘書 長 プ ラ ・パ ッ トラキ ッ トコー ソ ンを 、鉄 道局総 裁 秘書 長 に任命 す る。
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BTWM1933/04/11

'IBangkokTramways:NewRuleforStaff
.llバ ン コ ク 路 面電 車 の 従 業 員 の 新 しい 就 業 規 則 を 決 定 す

る(1)従 来5年 毎 に給 与 を改 訂 して いた のを 、毎 年1バ ー ツず つ 引 き上 げる 。(2)会 社 付 き医 師 か ら

病 気 証明 書 を発 行 され た者 は、 医療 費 の全額 を会 社 が負 担す る。 従来 は 医療 費 の一 部 の み給 付。(3)弔

慰 金 支払 い の対 象 につ いて枠 を広 げる。 また、退 職積 立 金 は死者 の親 族 に払 い戻 す 。 従来 は払 い戻 しがな

か った。 以上 の3条 件 に合意 す る職 員 は、4月15日 か ら5月15日 の 間 に会社 側 と新 た に調 印す る こ

と。1

◆4月18日 まで に263名 の 職員 が新 労働 規則 に調 印 す る。大 半が 常雇 い 組(BTWM,1933/04/18)

BTWM1933/05/15

"TheCivilService;NewLawsinForce
.II政府 官 庁 の 機 構 改 革 。7つ の 省(国 防 、 内務 、大 蔵 、経

済、 司法 、 教 育、 外 務)に 再編 す る。 鉄 道 局 は 経 済 省 の 管 轄 下 に 置 く。経 済省 には この ほか に12の

局 。 大 臣官 房 、次 官 室 、農業 、水産 、 森林 、土 地鉱 山、灌概 、商 業 、協 同組 合 、 郵便 電 信、 港 湾 、科 学技

術 。

◆注:経 済 関係 の 所轄 官 庁(商 務省 、商 務 運輸省 、農業 商務 省、 経 済省 な ど)と 構 成 す る局 の変 遷 は 、葬

式 本 「」 に あ り。

BTWM1933/06/13

olTheBangkokTramways
.o'バ ン コ ク 路 面 竃 車 の 労 働 遅 動 の 経 纏 。

*バ ンコク路 面 電車 の ス トライ キを 受 けて、4月 か ら新 しい 就業規 則 が 出 され た。 この就 業 規則 には、6

月現 在 、325名 の職 員 が合 意 の署 名を 行な って い る。

*こ れ に対 して 、路 面 電 車 労 働 協 会(組 合)(TramwayWorkmen曇sAssociation)委 員 長 の タ ワ ッ

ト ・ル テ ィ デ ー トが、 内務 大 臣宛 て に抗 議 と政 策 介入 を要 請す る手 紙 を提 出。 内務大 臣は 権 限外 で あ る

と して介 入 を拒 否 。 タ ワ ッ トは手紙 の 内容 を タイ 字新 聞 に公表 した。

*タ ワ ッ トの行 動 は 組合 内部 の反 発 を引 き起 こ し、組合 総 会 の新 しい執 行部 選 挙 で は、 タ ワ ッ トは落 選 す

る。 組合 は 昨年 、解雇 され た従 業員 の職場 復帰 を 求め る決 議 を採択 す る。

*6月6日 の組 合 総 会 で、 内務 大 臣宛 て に嘆願 書 を 出す こ とで 合意 。

◆注:路 面 電車 労 働 協会 内の対 立 、会社 側 が提 案 した新 しい就業 規 則(賃 金 引 き 上 げな ど)を め ぐる労 働

者 側 の対 応 。

BTWM1933/06/13

o'TheBangkokTramways
,llバ ン コ ク 路 面 電 車 会 社 の 労 働 遅 動 と新 しい 就 業 規 則 、 賃 金 体 系 。

*新 しい就 業 規 則 の もとで は、 電車 検査 官(lnspectors)は 月給 とボー ナ ス込 み で月60バ ー ツ、1年 間

に2-90バ ー ツの昇 給 が あ る。一 方、 電車 運転 手 は月 給 とボ ーナ ス込 みで 月35バ ー ツ、1年 間 に1-

50バ ー ツ の昇 給が ある 。 その他 に、月3バ ー ツの食 事 手 当て、 医療 費 の補償 が あ る。 昨年 か ら、1年 間

フル に働 い た もの に対 しては 、退 職 時 に運転 手 は20バ ー ツ、検査 官 は40バ ー ツの退 職 金 を支 給 す る よ

うに な った。
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BTWM1933/07/20

o。TheStateRailways
."鉄 道 局 総 裁 の 頻 繁 な 交 替 に つ い て 。

*1932年6月 の立 憲 革命 以後 、鉄 道 局総 裁 は、政 治 的な 判断 で頻 繁 に交 替 して い る。4月 に新 しい総

裁 が任命 され たば か りで あ るの に、す でに プ ラ ・ウ ィ トサ ダー ン、 スー ムサ ワー ト、 プ ラヤ ー ・サ リッ ト

デ ィガー ンバ ンチ ョンの3名 の名 前 が総 裁候 補 と して挙 が ってい る。 マ ッガ サ ン鉄道 工 場 の 労働 者 で あ っ

て も、 同僚 の 推薦 が あ れば 総 裁 に名乗 りを上 げ る ことが で きる し、 プ ラヤー ・パ ホ ン首 相 が これ を 承認 す

る こと もあ りそ うだ とい う、 バ カげ た噂 さえ 流れ て い る。

◆注:実 際 には、1933年7月23日 付 けで、 プ ラヤ ー ・ウィ ッ トサ ーダ ン ドゥンラヤ ラ ッタキ ッ ト運

輸事 業部 長 が鉄 道 局 総裁 に任命 され た。

*鉄 道局 総 裁 は建 設 と運 営 の双 方 を統 括す るため 、高 い能 力が 要請 され る。4-5年 間 は総 裁 の 地位 に留

ま らな い と鉄道 業 に悪影 響 を与 え るだ ろ う と、 『バ ン コクタ イム ズ紙』 が憂 慮 す る。

BTWM1933/08/09

"EconomicReconstruction
.ll新 しい 「経 済 会 議 」(CouncilofEconomics)の メ ン バ ー を 任 命 す る

勅 令 が 公 布 され る 。

☆ 第10条:委 員長 は経 済大 臣。

(1)職 務 に も とつ くメ ンバ ー11名(大 蔵 次官 、 内務 次官 、経 済次 官 、農 業局 長 、 主計 局 長 、灌 滅 局

長 、商 業局 長 、鉄 道 局総 裁 な ど)。

(2)専 門家 メ ンバ ー7名:① チ ャオ プ ラヤー ・ヨマ ラー ト、② チ ャオ プ ラヤ ー ・ピヤ ナー ト、 ③ プ ラ

ヤ ー ・ス リヤー ヌ ワ ッ ト、④ モ ーム チ ャオ ・サ コ ンワー ナ コ ン、⑤ プ ラヤー ・パ クデ ィ ノー ラセ ー ト、 ⑥

プ ラ ヤー ・プ リダ ーナ リベ ー ト、 ⑦ チ ョー ト・クムパ ン(も と鉄道 局 運輸 部)。

(3)ア ドヴ ァイザ ー4名:RaymondB.Stevens,JamesBax!er,CharlesLIEvenque,Dr.Hugh

McCormickSmith

◆注:1933年 の マ ンゴ ン ・サ ー ムセ ー ン提 案 の 「国家経 済 会議 」の 構成 メ ンバ ー と比較 す る と興 味 深

い。 マ ンゴ ンの方 は よ り実業 家 、専 門家重 視、 外 国人経 済顧 問は排 除 して いた 。 た だ し、 マ ンゴ ンの提 案

は実 現せ ず 。

PKPSVol.46,341-342:N108

「鉄道 ・道路整備法 改訂補遺(仏 暦2476年)」

BTWM1933/09/21

'8TheGovernmentlsProgramme:ForEconomicDevelopment
.ll政府 が 経 済 発 展 政 策 に つ い て 明 ら

か に す る 。

*『 週刊 バ ンコ ク タイ ムズ紙 』 の報 道 に よる と、政 府 の経 済発 展政 策 は次 の4つ を柱 とす る。

(1)経 済 発展 に関 わ る全 般 的な支 援。 ① と くに財 政 面を 重視 、② 独立 の 通通 貨 局(も しくは中 央銀 行)

の設 置、 ③ 輪 送 面 で の 改 善(と くに鉄道 、 電信 、電 話の 充 実 と遠隔 地 で交通 の 不 便 な所 で の道 路 建 設)

(2)農 業 への 支援 。 ① 農業 信 用の 拡充 、 ②協 同 土 地 購 買 組 合 の 設 立 を通 じた 、土 地 な し農 民 の支 援 、

③ 農業 試 験場 の 成果 の 普及 。

(3)産 業へ の 支援 。 ① 商標 、特 許 、著 作権 な ど法 的整 備、 ②民 間企 業 が 引き受 け るの には 巨額 す ぎる投

資 を公 企 業 、 政 府 企 業 が 積 極 的 に 肩 替 わ りす る 、③ 労働 時 間、 労働 安全 基準 な ど労 働 法 の 制 定 。

(4)商 業 へ の支 援 。 ① コメ輸 出の ため の サイ ロ建設 、② 海 外で の タイ製 品 の市 場 拡大 、 ③ タ イ 人

(Siamese)の 輸 出 入 、 保 険 会 社 の 設 立 促 進 。
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BTWM1933/10/10

IIRailwaysandHighways
.oo1932年8月31日 の鉄 道理 事会 を解 散 。新 し い 鉄 道 理 事 会(Railway

Commission)の メ ンバ ー13名 を 任 命 す る 。 これ は、 「仏暦2476年 鉄道 ・道路 整 備法 改 訂法 」

に も とつ く。 旧 メ ンバ ー と異 な る のは次 の3名 。(1)ル ワン ・ピブ ー ンソ ン クラー ム;(2)ス ー ムサ

ワー ト ・グ リダー ゴ ン(鉄 道 局 技 師長);(3)ア ピパ ンマイ トリー外 務大 臣 。

BTWM1933/10/一 一一

ポ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 が 起 こ る 。

☆10月11日:東 北 の コー ラー ト、北 の ナ コ ンサ ワ ン、南 のペ ッブ リーな ど で、 現政 府 の や り方 に不 満

の 軍の 部 隊が 、 ボ ワラデ ー ト親王 を かつ い でい っせ い に叛 乱 を起 こす(こ の あ と、政 府 に6項 目要 求)。

この 日、列 車 を 使 って バ ンコ クへ 向 か い、12日 未 明 に ドー ンムア ンを 占拠 す る。

☆10月13日 、政 府 軍が アユ タヤ ー に集 ま った叛乱 軍 を ほぼ制 圧す る。

☆10月16日 、 ドー ンム ア ンに集 ま った2000名 の叛 乱 軍は 、列 車を 使 ってサ ラプ リー 、ゲ ン コー

イ 、パ ー クチ ョ ン とコー ラ ー ト線 に沿 って敗走 す る。 政府 軍 の追撃 を かわ す ため 、各 地 で橋 その 他鉄 道 施

設 を破壊 して い った。

☆10月23日 、 ゲ ン コーイ 、パ ー クチ ョ ンに逃 げ込 ん でい た叛 乱軍 を ほぼ制 圧 。

☆10月24日 、叛 乱軍 は コー ラー トか らさ らに コー ンゲ ンへ逃 げよ うとす るが 失敗 す る。

☆10月25日 、 ボ ワ ラ デ ー ト親 王 は ウ ボ ン経 由 で カ ン ボ ジ ア 、 ベ トナ ム へ と亡 命 す る 。

ボ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 と軍 、 鉄 道 局 につ い て 。

◆ 末 廣の 注:ボ ワ ラデ ー ト親王 の叛 乱 は、 軍 と鉄道 局 の関係 を変 え る転 機 にな った。

叛 乱 の拠 点 とな った コ ー ラー トで は、 東北 部線 の建 設担 当技 師、 モー ムチ ャオ ・ス ッカ プ ラー ロ ップ(の

ち逮 捕、 終 身刑)が 協 力 し、各 地 で も鉄 道 局の 職員 、駅 長 、技 師な どが 、叛 乱軍 のバ ン コクへ の進 駐 な ど

を 助 け た。 一方 、 政府 軍 も鉄 道 と鉄 道 の電信 設備 を フルに使 って叛乱 軍 の制 圧 に 向か った。 つ ま り、 この

と きの叛 乱 は 内戦 や革 命 に 、 「鉄道 」 が決定 的な役 割 を果 た した最初 の 事件 で あ った。

文 献3015、111-115

陸 軍 工 兵 局 通 信 部 隊 の ル ワ ン ・セ ー リー ル ン リ ッ トほ か4名 が 、 ドー ン ム ア ンで 叛 乱 軍 に 拉 致 さ

れ る 。

☆10月11日 夜 か ら12日 未 明。 ル ワ ン ・セ ー リール ン リッ トは、 ドー ンム ア ンを 占拠 した叛 乱 軍 と陸

軍通 信 部 隊(ア ユ タヤ ー)を 説得 す るた め に、 プ ラヤー ・パ ホ ン首相 兼 陸軍 司令 官 の 「親 書 」を 持 って、

ドー ンム ア ンに 向か う。 ル ワ ン ・セ ー リール ン リ ッ トが 選ば れた のは 、叛 乱 軍 の リー ダ ーの 一人(ル ワ

ン ・ロ ップバ ー ンダー ン陸軍 工兵 局第 一 部隊 長)を よ く知 ってい たか ら。

☆ も うひ とつ の大 きな 要 因は 、ル ワ ン ・セ ー リール ン リッ トが1932年 の立 憲 革命 の 中心人 物 の一 人 で

あ り、 プ ラヤ ー ・パ ホ ンに信頼 され てい たた めで あ る。
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文 献3015、111-115

ル ワ ン ・セ ー リー ル ン リ ッ トほか4名 の 拉 致 。

☆ しか し、ル ワ ン ・セ ー リー ル ン リッ トた ちは説 得 に入 る前 に銃 で威 嚇 を受 け、4名 と もア ユ タヤ ー陸 軍

工兵 局 指令 室 に拉 致 され て しま った。 この時 、拉 致 され た陸軍 工兵 局通 信 部隊4名 の う ち3名 が 、 の ち タ

イ 国 鉄 総 裁 「3人 組 」 とな る。 な お10月16日 、 政 府軍 との 戦闘 の末 、 無事 解放 され る 。

(1)ル ワ ン ・セ ー リール ン リッ ト陸 軍少 佐(当 時、37歳 。 の ち鉄道 局 長、 タイ 国鉄 総裁1951-

59年)

(2)サ ワイ ・サ ワイ セ ンヤ ー ゴ ン陸 軍 中尉(当 時、29歳 。 の ち タイ 国鉄 総 裁1959-64年)

(3)ク ン ・ピヤ ラ ッ トロナ ユ ッ ト陸 軍 中尉(レ ック ・ピヤ ラ ッ ト)

(4)セ ン ・チ ュ ラチ ャー リッ ト(当 時、25歳 。 の ち タイ 国鉄 総 裁1965-71年)

◆注:1934年 に マ ッガ サ ン鉄道 工場 でス トラ イキが 生 じ、軍 が 調停 に乗 り込 ん だ 際 に も、 サ ワイ 、 ク

ン ・ピヤ ラ ッ ト、 セ ー ンが 、ル ワ ン ・セ ー リーを助 け て鉄道 工場 に赴 いた。

文 献3062、55-56

ボ ワ ラ デ ー ト親 王 の 叛 乱 と 鉄 道 局 職 員 ・技 師 の 処 分 。

*ボ ワラデ ー ト親王 の叛 乱 に関連 して逮 捕 され た り、鉄 道局 か ら追放 された 主 な人 物 は次 の とお り。

(1)モ ムチ ャオ ・スカ プ ラー ロ ップ ガ モ ラー ト(東 北部 線建 設技 師 、終身 刑)

(2)モ ー ムチ ャオ ・ウ ィセ ー トサ ック チ ャヤー グー ン(保 線 技 師)

(3)ル ワ ン ・ウ ィター ンヨ ンタガ ム(鉄 道 奨学 生第3期 生 、保 線技 師)

(4)ク ン ・ア ッカニ ー ロッ タガー ン

(5)ス ング ワ ン ピサ ー ンプ ッ ト

(6)ア ル ン ・プ ンナ ー ク

(7)チ ュア ・チ ョム ウ ィ ッ ト

(8)カ ープ ・ピヤ ポ ン

(9)ル ワ ン ・シ リア ッカニ ーガ ー ン(鉄 道奨 学生 第1期 生、 電気 技 師)

BTWM1933/12/24

IITheDismalScienceofEconomics:PrincePurachatra'sAddress
."ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロ ム マ プ ラ ・ガ

ム ペ ー ンペ ッ ト)元 商 務 運 輸 大 臣 、 ク ア ラ ル ン プ ル の ロ ー タ リー ク ラ ブ で 、 「タ イ の 経 済 開 発 」 の 過 去 と

現 在 に つ い て 講 演 を 行 な う。
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BTWM1934/01/20

'IMakasanLabourers:WantMoreMoney
."マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の800名 の 労 働 者 が 、 首 相 官 邸

に 請 願 書 を 提 出 す る 。

*請 願 書 に書 か れ た不 満 は次 の とお り。1933年9月 の労 働者 の要 求 で、 当局 は賃 金の 引き上 げを約 束

したが 、 そ の後 そ れを 守 って い ない 。 また、 ボ ワラデー ト親 王の叛 乱(1933年10月10日)の と き

に は制圧 に協 力 し、軍 か ら感 謝 され た。 叛乱 が終 わ った後 、 地位 が昇 進 した 職員 連 中 は給 与 の増 額 を受 け

て い るが 、労 働者 達 は 何 の恩 賞 も受 けて いな い。

*1月24日 経 済 省 で 、鉄 道労 働者 の 請願 ・不 満 を検討 す る会 議が 開 かれ る。

文 献3044、47-48;タ イ 語 新 聞 プ ラ チ ャ ー チ ャ ー ト

労働 運動/マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 の 労 働 者800名 が デ モ 行 進 、 プ ラ ヤ ー ・パ ホ ン首 相 に 嘆 願 を 行

な う 。鉄 道 局 の扱 い は公 正 で はな く、賃 金 も労 働者 の みは2年 間据 え置 き にな って い る とい うのが 、 主 な

不 満 。指 導 者 は、 ハ イ ・ス ック ラモ ン コン とサ ウ ェー ング ・イエ ンサ ム ッ トの2名 。

BTWM1934/02/01

"LabourinBangkok:ThatThreatenedStrike
."バ ン コ ク精 米 所 労 働 者 が ス トラ イ キ 決 行

*政 府 は 、 問題 の検 討 の ため に 、国 会議 員マ ンゴ ン ・サ ー ムセー ンに対応 策 を委 ね る 。

*1月30日 、 マ ンゴ ンは、 タワ ッ トと ワー トは 、 も しス トライ キを決 行 すれ ば 、 両者 と も刑 事 訴追 は免

れな い と伝 え る 。

*し か し、 結 局 、 精 米 所 労 働 者 の 一 部 が ス トラ イ キ に 入 る 。 クロー ン ・バ ー ンル ア ンで は5つ の精

米所 、 サ ーム セ ー ンで は3つ の精米 所 、 それ とイ ー ス トア ジアテ ィ ック社 の精 米所 とチ ンセ ン(振 盛)の

大 きな精 米 所 が少 な くと も操 業 を停 止 した。 また 、水上 タ ク シー に乗 って 、河 川 沿 いの 精米 所 に仕 事 を や

め るよ う に との伝 令 が送 られ た と報 告 が あ った。 た だ し、 全面 的な ス トライキ に は発 展 して いな い。

BTWM1934/02/07

llAnAPPearromLabour:AgainsttheDeathSenten
ces'巳 タ ク シ ー 運 転 手 な ど が ボ ワ ラ デ ー ト叛 乱

関 与 の タ イ 人 政 治 犯 の 死 刑 判 決 に 抗 議 して 、 首 相 官 邸 に 助 命 請 願 。

*ダ ー ン ンガム ・タイ チ ャイ ヨー、 チ ャル ー ン ・ア ウ ッ ト、 チ ュア ン ・リキ ゴ ー ンの3名 の 政治 犯 の死 刑

判決 に抗議 す る、 タ ク シー運 転手 、 失業 者、 そ の他 多数 の民 衆 グル ープが 、助 命 嘆 願。 タイ 人が タイ人 の

命 を奪 うの はや あ るべ き であ る との 内容 。助命 嘆願 書 に は、 失業 者代 表 、マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 労 働 者 の

代 表 、バ ー ン クラブ ー 、バ ー ンラムプ ー 、サ オチ ンチ ャー ン、バ ー ンラ ック、 バ ー ンタ ワイ 、 トロー ク

チ ャ ン、 な どの各 民 衆 グル ー プ の代表 の署 名 が添 付 され てい る。

BTWM1934/02/12

llThatStrike:LabourBusyLearning
.IIバ ン コ ク 精 米 所 労 働 者 の ス トラ イ キ(続 き)

*ス トライ キ の指 導 者 タ ワ ッ ト、 ワー ト、 他 の5名 の委 員 会 メ ンバ ー(?) 、50名 の 苦 力頭 が 、2月

10日 の午 後 、首 相 官邸 に赴 く。首 相 秘書 ル ワン ・ダム ロ ンナー ワー サ ワ ッ トと会 談 。

◆ 注=精 米 労働 者 の代 表 は 、 その後 、路 面 電車 労働 者協 会(TramwaymengsAssociation)に 行 き 、話 し

合 い を行 う。
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文献3062、56、74

ル ワ ン ・シ リア ッ カ ニ ー ガ ー ンを 、 ボ ワ ラ デ ー ト親 王 叛 乱 に 関 与 した 容 疑 で 、 鉄 道 局 か ら解 職

(経 済省 の 省令)。 嘆願 書 が で る 。

◆注:ル ワ ン ・シ リア ッカニ ーガ ー ンの詳 しい経歴 につ い ては 、別 表 あ り。

BTWM1934/02/23

"LabourinBankok:MoreTro
uble'1路 面 電 車 労 働 者 協 会 が ス トラ イ キ を 準 備

*精 米 業者 と労働 者 の 間 で、 再 び緊 張が 高 まる。3つ の精 米所 が 、最近 のス トライ キを 扇動 した20名 の

労働 者 の再 雇 用 を拒 否 。3000人 以 上 の精米 所 労働 者が この件 を不正 と考 え、 対処 を 路 面 電車 労 働者 協

会 に検 討 を依頼 す る。 も し再雇 用 を認 め ない な らば、 新 たな ス トライ キを 行 うと示 唆す る。
'IATramwayStrikeThreatened?

二ForNextMonth"路 面 電 車 労 働 者 協 会 が ス トライ キ を 準 備

☆背 景:(1)同 協会 の メ ンバ ーが しば しば解雇 され てい る こ と、(2)路 面 電車 の 就 業規 則 が きわ め て

厳 しす ぎ る ことの2つ の 理 由 で、 ス トライキの 形 に似 た職 場放 棄を 検討 中と、 が報 道(1634/02/

21)a

BTWM1934/02/27

IIANewService
."バ ン コ ク=ア ラ ン ヤ プ ラ テ ー ト=プ ノ ンペ ン間 の 新 しい 列 車 運 行(毎 日)が 開

始 さ れ る と発 表 。新 ダイ ヤ を公 表す る。

*プ ノ ンペ ン発 午 前5時40分 、 バ ッタ ムボ ン着12時10分 。 バ ッタ ンボ ン発午 後2時10分 、 モ ン

コ ンボ レイ着午 後4時10分 。 モ ン コンボ レイ発5時40分 、 ア ラ ンヤ プ ラテー ト着 午 後7時30分
。 ア

ラ ンヤ で一 泊。 翌 朝 出発 、 バ ンコ クは午前9時15分 着。

道路 局記 念本:1955,5

道 路 行 政 を 鉄 道 局 か ら都 市 土 木 局(KromYothathesaban)に 移 管 す る.

文 献3044、48

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 労 働 者2000名 が ス トラ イ キ 決 行 。 タ イ 史 上 最 大 規 模 の 労 働 運 動 と な る 。

*5名 の指 導 者 に率 い られ た労 働 者が 、 フ アラム ポー ン中央駅 に結 集 し、 列車 の 運行 を 止 め る。 配 付 され

た ス トライ キ の理 由書 は次 の とお り。

「鉄道 局 総 裁 は公 正 さを 守 らず ★、 国を 繁栄 させ よ うと も して いな い。権 力 を濫 用 して弱 者 を抑 圧 し搾 取

す るだ けで あ る。 そ こで鉄 道 局 の 労働者 、 事務員 、 職員 は一 致 団結 して、政 府 か ら公 正 な扱 い を受 ける ま

で 列車 の 運行 を 一 時止 め る こ とに した 」(ρra餉aoんaf,2477/04/28)

☆5名 の 労働 運動 指導 者★(1)ハ イ ・ス ックラモ ンコ ン;(2)サ ウェー ン ・イ エ ンス ン トン;(3)

プ ラ ヨ ン ・ス ッテ ィサ ワー ン;(4)エ ー ク ・カムパ ーノ ン;(5)ク ル ン ・ワ ッタナ ウ ィ タヤ ガ ー ン
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BTWM1934/04/27,23-25

o'TheNewSiam=RailwaymenonStrike
,TheAimsofLabourTo-day.1圏 バ ン コ ク 管 区 の 鉄 道 労 働 者

が ス トラ イ キ を 決 行(1)。

*朝 か らバ ンコ ク駅 の 作業 はすべ て 中止。 本 部の 近 くに ポ スター を掲示 。

*ス トラ イ キの 参加 者 の一 部 は、 経済 省大 臣(StateCouncillorofEconomicAffairs)の プ ラ ・サ ラ

サ ー トポ ン カ ンの 自宅 に押 しか けた。 彼 はかつ て 「555」 のペ ンネ ーム で 、社 会主 義 的な経 済 計画 案

を提 示 したが 、 実 際 には実 行 す る気配 がな い と、 強 く批判 す る。

*午 前11時 、 首相 官 邸 でプ ラ ヤー ・パ ホ ン首 相 と労 働者 側が 会見 。 労 働 者 側 は 、 軍 が 鉄 道 運 営 を 直 接

担 当す る よ う に要 求 。逆 に首相(陸 軍)は

この 申 し出を 拒否 。 文 官の 仕 事を 軍の 組織 が 引 き受け る こ とは許 され ない と返 答 す る。 た だ し、 労働 者 の

不 満を検 討 す る ため の委 員 会 を設 置す ると約 束。

*マ ッガ サ ン鉄道 工場 労 働 者 の リー ダーの 一人 は ナ ー イ ・ハ イ(NaiHai)

文献3044、49

労働運動/鉄 道労働者のス トライキに対す る政府の対応。
*プ ラヤー ・パホン政権は、ただちにプラヤー ・サーラサー トポンカン経済大臣、アヌットソントゥラ

ガーン警察局長、警察高官をフアラムポーン駅に派遣 し、交渉に当たらさせたが、妥結の方向を見いだす

ことはできなかった。む しろ労働者側は、鉄道局幹部で 「公正でない」人物16名 の罷免要求を首相に突

き付け、事態はますます紛糾する。

文献3044、50

労働運動/鉄 道労働者のス トライキに対 し、政府は問題解決のために 「労働者委員会」☆を新たに

設置す る。タイで初めての本格的な労使協議会。

☆委員長はプラヤー ・スンタラピピットほか10名 のメンバーで構成する。労働者代表には(1)プ ラ

チャーヌグン労働組合代表、(2)印 刷工労働組合代表、(3)路 面電車労働組合代表の3つ 。

☆1934年4月29日 までに鉄道労働者は日給50サ タンから1パ ーツへの賃上げを勝ち取 る。
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タイ語紙 プ ラチ ャーチ ャー ト;文 献3044、49-50

労働 運 動/鉄 道 労 働 者 の ス トラ イキ に対処 す る ため 、政 府 は 鉄 道 局 総 裁 、 同 補 佐 、 運 輪 事 業 部 長 、

マ ッ ガ サ ン工 場 長 、 同 工 場 長 補 佐 の 地 位 に 、 陸 軍 か ら 「代 行 」 を 派 遣 す る こ と を 決 定 。

☆暫 定 的 な 人 事 は次 の と お り(◎ は の ち確定 、△ は暫 定)。

(1)鉄 道 局総 裁 代 行:プ ラ ・ウ ドム ヨー ターテ ィユ ッ ト陸軍 少佐(◎)

(2)鉄 道 局総 裁 補佐 代 行:ル ワ ン ・チ ャム ナー ンユ ッタ シ ン(△)

(3)運 輸 事業 部 長代 行:ル ワ ン ・チ ャー ンソ ンク ラー ム陸軍 少佐(◎)

(4)マ ッガ サ ン鉄道 工 場 長★代 行:ル ワ ン ・ポ ラホ マ ヨー ト陸軍少 佐(△)

(5)マ ッガ サ ン鉄道 工 場 長補 佐代 行:ク ン ・ウ ドム ソ ーラユ ッ ト陸軍 大尉(?)。

◆注1:原 資料 ρrao力aoカa',2477/04/28

◆注2:こ の時 の オ ウ ラヤ ー ・パ ホ ン政 府 の軍 に よ る 「代行 」派 遣 を契 機 に、 鉄道 局 に お け る 「鉄 道 奨 学

生 」=ブ ラチ ャ ッ ト派 の 優位 が 崩れ 、 軍主 導の 鉄道 運営 が 確立 す る と見 て よ いか ど うか?

BTWM1934/04/30,2

"LabourinSiam:ANewCommittee
."労 働 問 題 を 検 討 す る 特 別 委 員 会 を 経 済 省 に 新 た に 設 置 す る

と 決 定 。 経 済 省 の な か に 事 務 局 を 設 置 す る 。 雇 用 者 と 被 雇 用 者 の 間 で トラ ブ ル が 生 じた 場 合 に 、 委 員 会 は

調 停 の 役 目 を 果 た す 。

☆ 委 員 会 メ ン バ ー は 次 の と お り 。

(1)PhyaSundaraBibidh(PhrayaSuntharaphiphit)

(2)NaiTaiPanikaputr

(3)KhunSamaharnHitagadi

(4)Lieut.DongdamglaiObhas

(5)Lieut.naNenTalalakshana

(6)NaiJunhaPindhanonda

(7)NaiFaknaSongkla

(8)PresidentofthePrajanukulAssociation(?)

(9)PresidentofthePrinters'Association

(10)PresidentoftheTramwaymen'sAssociation

◆ 正 式 の 名 前 、 タ イ 語 ス ペ リ ン グ は あ とで 要 チ ェ ッ ク 。
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BTWM1934/04/30,3

"TheseRailwayStrikes;Committeetolnves1igate
.o'経 済 省 が 、 鉄 道 労 働 者 の ス トラ イ キ に 関 し

て 特 別 検 討 委 員 会 を 設 置 す る と公 表 。

*政 府 は さ ま ざまの 鉄道 労 働者 の不 満 を検 討す るたあ に 、特 別委 員 会 を設 置す る と述 ぺ た 。 メ ンバ ーは 、

不 満 を 申 し立 て た グル ー プか ら代 表2名 、 この 不 満申 し立 て に反 対 してい る グル ー プ(バ ンコ ク管 区以外

の例 えば 、 北 タイ 管 区 な ど)か ら代 表2名 、経 済省 か ら1名 、 軍か ら2名(ル ワ ン ・サ リッ トユ ッタ シ

ン、 ル ワ ン ・セ ー リール ン リッ ト)の 計7名 。 同委 員会 は 、本部 の 占拠 閉鎖 、 バ ンコ ク駅 の 占拠、 マ ッガ

サ ン鉄道 工 場 の 閉鎖 の件 につ いて も検 討す る 予定 。

*鉄 道 局 幹 部 の 次 の4名 を15日 間 、 勤 務 停 止 の 処 分 に した と 発 表 。

(1)LengSrisomwong,CommercialManagerofTrafficBranch(鉄 道奨 学 生 第4期 生)

(2}LuangSunthonthephasadin,DivisionEngineerofCentralDivision(鉄 道 奨 学 生第4期 生)

(3}PunSakuntanak,OPeratingManagerofOperatbnsBranch(鉄 道 奨 学 生第3期 生)

(4}MomluangUdomSanitwong(鉄 道 奨学 生推 薦組)

◆注:処 分 の理 由は不 明。 しか し、いず れ も鉄道 奨 学生 で 、 ブラチ ャ ッ ト元 鉄道 局総 裁 の もとで育 て られ

た 中核人 物 。 この 背 景 を検 討す る必 要 が ある。

BTWM1934/05/03

llTheRailwayStrike:LeadersExaminedbyPolice;OtherLabourersView
."鉄 道 労 働 者 の ス トラ

イ キ と地 方 支 部 の 対 応 に つ い て 。

*北 部 線 パ ー クナ ム ポ管 区 の職員 が 、バ ン コク管 区の労 働者 の 「鉄道 幹 部16名 の罷 免 要求 」(例 えば 、

現 鉄道 局 総裁 ウ ィサ ダ ー ン、運 輸事 業部 営業 課長 カセ ーム ・シーパ ヤ ックの 罷免 要 求)に 対 して、 行 き過

ぎで あ る と抗 議 文 書 を配 付す る(タ イ字 紙 の報道 を 紹介)。

BTWM1934/05/04

鉄道労働者ス トライキについて

*政 府広報部(PublicityBureau)が 、鉄道ス トライキについて、コミュニケを発表。政府は労働者たち

の要求にあわせて当該幹部を罷免し、軍による鉄道運営に方針を切り換えるという噂と誤解が飛び交って

いるが、政府は検討委員会を設置して公正な措置をとるように努力していると発表。

*た だし、労働者の要求を受けて、一部の幹部は15日 間の勤務停止処分にしたとも発表。

BTWM1934/05/10

1'TheRailwayEnquiry;SittingstoContinueDaily"鉄 道 労 働 者 ス トラ イ キ
。 鉄 道 ス トライキ に関す

る検 討委 員 会が 審 議 を続 行。 午後1時 か ら5時 まで 、検 討委 員会 を 開催 。労 働者 側 は 新 た に36項 目を

委 員 会 に 提 出す る 。

*他 方、 運 輸 事 業 局 の 職 員 が 、労 働者 たちの 現鉄 道局 総裁 を 含む 幹部16名 の 罷免 要 求 と今 回 の ス トラ

イキ に対 して 、 これ に反 対す る文書 を公 表す る。

◆ 注:工 場 労働 者 と運 輸 事業 部 の ホ ワイ トカ ラー のあ いだ の対立 。
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BTWM1934/05/11

IITheRailwayStrike
,"鉄 道 労 働 者 ス トラ イ キ につ い て 。 警察 局 は、今 回の鉄 道 ス トライ キ の指 導 者

3名 を 告訴 した。

*逮 捕 さ れ た ス トラ イ キ の 指 導 者 は 次 の と お り 。

(1)NaiHaiSukramongkhon;(2)NaiEkKampananon;(3)NaiSavaengYensamut

BTWM1934/05/12

"TheStateRailways:ChargesPreferred
.ll鉄 道 労 働 者 ス トラ イ キ

*鉄 道 ス トライ キ を指 導 した グル ープ が要 求 してい る16名 の 罷 免 の 理 由 は 次 の とお り
。(1)従 業 員

に対す る非 公正 な扱 い(unfairtotheemployees)、(2)労 働者 側 の給 与 の 引 き上 げを 考慮 しな か っ

た、(3)ボ ワ ラデー トの叛 乱 扇動 に 関わ った 関係者 の 秘 匿、(4)自 分 に有利 な こ と しか しな い。

*5月10日 に は 、 コー ラ ー トの鉄道 労 働者 が、 現鉄 道局 総 裁の 退陣 とその ほか15名 の 罷免 を 要 求す る

バ ンコ ク管 区の 労働 者 の行 動 を 批判 し抗 議す る文 書 を配 付 した。

BTWM1934/05/15

olTheRailways:TwoDimissals"鉄 道 労 働 者 ス トラ イ キ に つ い て

*新 しい鉄 道局 総 裁(◆ 代 行)、 プ ラ ・ウ ドム ヨー ターテ ィガ ー ンが 、パ ッ ト(NaiPhadSodhorn)と

サ ム ラー ン(NaiSamranKham-khiow)の2名 を 、 北部 線の 労働 者 を扇動 して検 討 委 員会 の 活動 に反

対 した こ とを理 由に解 雇 す る とい う通達 を 出す 。理 由 は、 その こ とに よ り鉄 道局 の秩 序 を乱 した。

*こ の通 知 と同時 に、 鉄 道局 総 裁 は、 公的 な仕事 につ いて はいか な る手 段 であ れ、 英 語 で 情 報 を 流 す こ

と を 禁 止 す る通 達 を だ す 。

BTWM1934/05/23

'ITheStateRailways:CommentfromK
ualaLumPur88英 領 マ ラ ヤ の 新 聞 が タ イ 鉄 道 局 の 混 乱 と 無 秩

序 ぷ りを 厳 し く批 判 。

*革 命以 前 には タイ の 中で も もっ ともよ く組織 された タ イの鉄道 局 が 、い まや 悪魔 の よ うな 日 々を迎 え て

い る。革 命 後 、す で に5名 の鉄 道 局総 裁が 就任 した。 労働 者 たち は10名 を越 え る幹 部 ス タ ッフの罷 免 を

要 求 。代 わ りに軍 人 を導 入 しよ う と して い る。

*こ の期 間 、鉄 道 局の 同僚 で総 裁2名 が 、 総裁 の罷 免 を要求 す る労 働者 た ち に抗 議 した。 と ころ が、 そ の

総 裁 が 「不 安素 乱 」を もた ら したか どで、逆 に解 雇 され て しまった。 ま さにrATrulyGilbertian

situation」(◆ 注:イ ギ リスの喜 劇作 家 ギルバ ー トの ドタバ タ喜劇 を 指す) 。

文 献3015、119-120

マ ッガサ ン鉄道工場の経営が労働者のス トライキで不安定化。政府が軍の調査団を5月 か ら7月

まで3カ 月間、派遣す る。その中にルワン ・セー リール ンリッ ト(陸 軍工兵局。のちの鉄道局長、タ

イ国鉄初代総裁)が いた。

☆従来、 ヨーロッパ人が技師長やエンジニアを務めたため,保 線担当技師以上の間の連絡や執務記録は

すべて英語を使用。部局間の連絡も英語を使用 した。そのため、調査団に加わっていた若手軍人(セ ー

ン・チュラチャー リット、のちのタイ国鉄総裁)が タイ語に翻訳 し、事態の把握に務めた(◆ 以上、セー
ンの回想)。
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BTWM1934/08/07

"TheRailways:FindingoftheCommitte
."鉄 道 局 に 設 置 さ れ た 「労 使 問 題 検 討 委 員 会 」 の 活 動

に つ い て 。

*労 使 双 方 か ら問 題 に な っ て い る 案 件 を 提 出 して 第 三 者 を 交 え て 協 議 す る と い う もの 。 運 転 手 の 怠 慢 ・事

故 、 部 署 の 上 司 の 従 業 員 の 扱 い や 不 公 正 な 待 遇 、 公 的 資 金 の 運 用 へ の 疑 念 な ど を 議 題 と して 取 り上 げ 、 謎

責.懲 戒 処 分 な ど を 検 討 す る 。

*委 員 会 の メ ン バ ー は 次 の と お り 。

(1)Co;.PhrayaAphaisongkhram(担 当 省 庁 代 表);(2)Lt-Col.LuangPrasitthi-yutthasin(第

三 者 代 表);(3》Lt.一Col,LuangSeriRoengrit(同 上);(5)KhunSamaharnHitagadi(労 働 者

側 代 表);(5》Lt.DongdamGlaiophat(同 上);(6)PhrayaChaiyot-sombat(官 吏 側 代 表);

(7)しuangDetsahakom(同 上)

文 献3066,162

陸軍 工 兵通 信 課 を,陸 軍工 兵 局第5課(通 称,チ ョー ロー5)に 改 称 す る.第5課 長 は,ル ワン ・セー

リー ル ン リッ ト(チ ャル ン ・ラ ッタグ ン)陸 軍 中佐.1936年 に再 度,機 構 改 革(1936年,参 照)

文 献3045、27

「チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 工 学 協 会 」 が設 立 され る。

☆外 国留学 組(hua-nok)の みが 設 立 した 「サ イア ム ・エ ンジニ ア協 会」 に対抗 して 、チ ュラ ー ロ ンコー

ン大 学 工 学部 卒 業生(学 士の 資格 が な い)が 、 同協会 を 設立 。主 な設 立 メ ンバ ーは 次 の とお り。

(1)LuangWiwonwithayuthep(PhanomThephasadinNaAyuthaya)仏 暦2461年 卒、 郵 便 電信

局

(2》PrasitChantharadecha仏 暦2461年 卒 、 マ ッガサ ン鉄 道工 場

(3)ChatPhukkaman仏 暦2472卒 。

*と くに ル ワ ン ・ウィ ウ ォ ンは、チ ュラー ロ ンコー ン大 学工 学部卒 で 、 イギ リスで 学士 を 取得 した人 物 で

あ り、外 国 留学 組 と国 内組 の橋 渡 しを行 な い、設 立 の 中心 とな る。

◆1943年 、2つ の 協 会が 合併 して タ イ 国 技 術 者 協 会(WisawakamSathanhaengPrathetThai:

Wo.So.Tho.)に 発 展す る。
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BTWM1935/01/14,p.12

IIRailwayFreight
.9'籾 と コ メ の 鉄 道 運 賃 の 引 き下 げ に つ い て 。

*1930年 度 に、経 済 不 況 を理 由 に、 コ メにつ いて は15%、 籾 につ い ては30%の 運賃 の 引 き下 げ を

実施 し、 「山岳 部 特別 料 金 制度 」 も廃 止 した。

☆北 部線 、 チ エ ン マ イ=バ ン コ ク 間 の10ト ン当 た りの 籾 と コ メ の 運 賃 の 引き下 げ状 況 は次 の通

り。 仏暦2473年 籾126バ ーツ、 コメ266バ ーツ。 仏 暦2476年 籾75バ ー ツ、 コ

メ110バ ー ツ。 仏暦2477年 末 籾57バ ー ツ、 コ メ98バ ー ツ。

BTWM1935/04/10

"TheStateRailways:JapaneseTenderAccepted
."タ イ で の鉄 橋 の 公 開 入 札 で 日本 企 業 が 落 札 。

*『 大 阪毎 日新 聞 』の 報道 に よる とヤ鉄 道局 が架 橋す る鉄橋 に三 井物 産が 代理 で入 札 した 日本 の メー カ ー

が 落札 。鉄 鋼 建造 物 は1544ト ン、価 格 は16万 バ ーツ。 タイの エ ン ジニ ア は、 かつ て1931年 、 日

本 に任 せ た鉄 橋 の架 橋 工事 の 技術 水 準 に満足 した模様 。 なお 、200ト ンの 暗渠 の工 事 はイ ギ リスの会 社

に決定 した。

BTWM1935/04/20

"TheBangkok -HanoiRailway .'1バ ン コ ク と ハ ノ イ を 結 ぷ 鉄 道 建 設 計 画 が 再 浮 上 す る 。

*オ ッタ ワ会 議 で、 フ ラ ンス とその植 民地 の 間で 会議 が 開催 され 、 その場 で、 棚 上 げ にな って い た メ コ ン

川沿 い の鉄 道 建設 計 画 が再 び浮 上 した。 もと もとは1930年 に ア ンナム とメ コ ン川 の ターケ ー ク

(Thakek)沿 いの鉄 道 建 設 に8000万 フラ ンを投 資す る予定 であ ったが、 北 ア ンナ ム での 問 題が 生 じる

前 に この金 は灌 概 計画 に振 り向 け られ た。 一方 、 タイ の側 で も、 コー ンゲ ンか ら2つ の ル ー トで イ ン ドシ

ナ に接続 す る鉄 道 計画 が あ る。 そ の一 つが 夕一 ケ ー ク と連結 す る計 画 であ った が 、経 済不 況 の あ と立 ち 消

え とな り、 現在 ど うな って い るか は不 明で あ る。

BTWM1935/07/09

llPrincePurachatra:ArrivalatLosAngelse
."ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)元

鉄道 局 総 裁、 元 商務 運 輸大 臣の新 しい事 業。 この 日、 ブ ラチ ャ ッ ト殿 下 はサ ンフ ラ ン シス コに到 着 。 目的

は 、東 洋 で 映画 を製 造 す る会 社 を買 収す る ため。

◆ 注:ブ ラ チ ャ ッ ト殿 下 は、1932年 の立 憲革 命以 後 、 シ ンガ ポ ール に拠 点を 移 し 自分 の事 業 を 開始 し

た。 その ひ とつが 映 画製 造 の 事業 。

BTWM1935/06/10

IlTheRailwayComission
.'1鉄 道 理 事 会 メ ン バ ー を 任 命 す る 。 「改 訂 鉄 道 ・道 路 整 備 法 」 の 第9条 の

規 定 に も と つ く。 鉄 道 関 連 及 び 法 律 専 門 家 の 任 命7名 と、 職 務 に も とつ く任 命8名 の 合 計15名 。

☆ 専 門 家 と し て の 任 命7名;PrinceSakonwannakan;PrinceSoemsawatKridakon;Phraya

Prakitkolasat;PhrayaManawaratsewi;KhunSamahanhittakit;PhraPhinitthanakon;Phra

Sarasat-bannakhadi

☆ 職 務 に よ る 任 命8名:経 済 省 代 表 、 鉄 道 局 長 、 公 共 事 業 都 市 局 長 、 郵 便 電 信 局 長 、 国 防 省 代 表 、 大 蔵

省 代 表 、 外 務 省 代 表 、 内 務 省 代 表 。
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BTWM1935/06/05

'oTheUniversi量y
."チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 工 学 部 卒 業 の 学 士3名 全 員 が 鉄 道 局 に 就 職 。

*こ の週 の 政府 官 報 に チ ュ ラー ロ ンコー ン大学 各学 部 の学士 授与 とその 就職 先 の紹 介 が な され て い る。 そ

れ に よる と、

(1)医 学 部:6名 に学 士 授与 。Pho.の 学 位。 うち5名 が陸軍 、残 り1名 が プ ーケ ッ トの 医 師 に。

(2)工 学 部:3名 に学 士授 与 。Wo.の 学位 。3名 が 全 員が タ イ鉄 道 局 に就 職。

(3)文 理 学部(政 治学 部):3名 に学士 授与 。Ro,の 学 位 。 うち2名 が 郡庁 、 残 り1名 が 内務 省 に。

(4)教 育 部:3名 に学 士 授与 。Kho.の 学位 。全 員が 教 育局 に。

◆従 来 は、 単 な る卒 業試 験 合格 者 。 この年 か ら 「学 士」 扱 い とな る。

文献207,154

チ ュ ラ ー ロ ン コ ー ン大 学 の 工 学 部 が 、 初 め て 工 学 士 の 称 号(parinyawisawakamasatbanthit)を 授

与.(1)土 木 エ ン ジニ ア12名,(2)機 械 エ ンジニ ア8名,(3)電 気 エ ンジニ ア12名 の 計32名 。

◆注1:そ れ まで は 「卒業 証 明書(Prakat-niyabat)」 の発 行の み で、学 士 で はな か った。

◆ 注2:1917年 にチ ュラー ロ ンコー ン大学 に工学 部 が設 置 され たが 、 その 卒 業生 は学士 の資格 を 持 た

ず 、海外 留学 組(hua-nok)と 国内留 学組(hua-nai)の 間 で、待 遇 の歴然 と した格 差 が あ った 。

文 献3559(RSRS1935)、1

鉄 道 局 総 裁(Phu」banchakanrotfai)を 鉄 道 局 長(AlhibodiKromRotfai)に 変 え る 。

◆ 注=こ の職 位 は1951年7月1日 、 鉄道 局が タイ国 鉄 に改組 され る まで続 い た 。

文 献3559(RSRS1935)、1

鉄 道 局 総 裁 補 佐(AssistantDireαor-Genera1)の 新 しい 地 位 を 設 置 す る。

*鉄 道 局 補佐 と して 、機 械担 当技 師長 プ ラヤ ー ・サ リッ トデ ィガー ンを 任命 す る。

BTWM1935/08/05

"DeathofM「
,T・A・Gottsche:AnOldBangkokHand"デ ンマ ー ク 人 技 師 ギ ュ ッチ ェ(Captain

TheodoreAmandusGottsche)の 略 歴 と1882年 当 時 の デ ンマ ー ク 人 の 様 子 を 詳 し く報 道 。

*1859年11月19日 生 まれ 。1935年8月4日 、 デ ンマ ー クのEsblergの 自宅 で死 去 。

*1882年8月14日 、 タイ にチ ャオ プ ラヤー 号で到 着 。王立 海 軍 に雇 われ 外 国人 と して雇 用 され る。

*1893年7月13日 の フ ラ ンス との海 戦 では 、海 軍指 揮 官 と して 闘 う。

*パ ーク ナ ム鉄道 会 社 設立 の あ と、32年 間 、 同社の 支配 人 と して貢 献。

*そ の他 、サ イ ア ム電 気 会社 、バ ンコ ク製造 会社 の発 展 に貢 献。
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BTWM1936/02/08

1'Travelin電heCountry:ThePhimaiOdyssey
."イ ギ リス人 が 、 ロー タ リー ク ラブで 、東 北 タイ の鉄

道 、 自動車 旅 行(1月24日 か ら26日)の 様子 を詳 しく報告 。バ ンコ クか ら コ ー ラ ー トま で の 鉄 道

所 要 時 間 。

*バ ンコク駅 を午 前9時50分 に出 発。2時 間半 でバ ー ンパ ーチ ーの 分岐 点 に到 着。 そ こか ら1時 間で ゲ

ンコ ーイ駅 に到着 す る。 さ らに ゲ ン コー イ駅か らは機 関車 が2連 とな り、 コー ラー ト高 原 の勾 配 を あが っ

て い く。 ムオ ック レク駅か らは ジャ ングルの 中 に入 る。午 後6時30分 、 コー ラー ト駅 に到着 。8時 間

40分 の 旅 。

BTWM1936/01/29,9

300輌 の貨車の公開入札で、日本の車輌シンジケー ト(弥 生会)が 落札す る。 日本、イギ リス、

アメリカ、 ドイツ、イタリア、フランス、ベルギーの27の 企業が公開入札に応じていたが、日本の入札

がベルギーに次いで安かったこと、日本に技術的経験があることを理由に、政府は同国に発注先を決定す

る。

*機 関車車輌会社グループは 「弥生会」 と呼ばれる協会を結成している。今回の300輌 の貨車は、日本

車輌会社、川崎車輌会社が鋼鉄製貨車を各100輌 ずつ、大阪汽車製造会社と田中車輌会社が木製貨車を

各50輌 ずつを分担して製造し納入するというもの。

BTWM1936/03/02

11RailwayTenders:EightLocomotivefromJapan
."8輌 の ミカ ド型 機 関 車 の 発 注 先 は 、 日本 の 機

関 車 車 輌 メ ー カ ー 合 同 グ ル ー プ(三 井 物 産 が 代 理)に 決 定 す る 。総 額 は38万7200円 。

*ま た、 ギ ャラ ッ ト型<2-8-2>機 関 車2輌 は 、 ドイ ツのヘ ン シェル社(Henschel&Sohn,AG.)に

決 定 。1万7000ポ ン ド。

☆ この公 開入 札 は1月2日 に実 施 され 、22社 が応 じた(BTWM1936/01/02)

文 献3559(RSRS1935)13,27,35,3g,42

1935年 度 末 の 鉄 道 局 職 員 、 労 働 者 数 は次 の とお り。

☆ マ ッガ サ ン鉄 道 工 場:合 計1078名 。ス タ ッフ55名(内 訳:タ イ人53名 、 ヨー ロッパ人1名 、

その他1名)、 労働 者1023名(タ イ人874名 、 ヨー ロ ッパ 人0名 、 中国人147名 、 そ の他2名)

(27頁)。

☆保 線 局:職 員 と労 働者 の 合 計数 は、 タイ人7592名 、 中 国人92名 、 イ ン ド人124名(13頁)。

☆ コー ンゲ ー ン 置 ノ ー ン カ ー イ 間 の 建 設 事 業:合 計1841名(タ イ人1747名 、 中国 人93名 、

その他1名)。 請 負業 者 を通 じた もの951名(タ イ人858名 、 中国人93名)、 鉄道 局 の直 接 雇用

879名(タ イ人879名 、 そ の他1名)、 ス タ ッフ11名(タ イ人11名)(35頁)。

☆バ ー ン ス ー 駅 の タ ミー ナ ル 拡 張 工 事:平 均職 員 、労 働者 数149名(タ イ人141名 、 中 国人7

名 、イ ン ド人1名)(39頁)

☆バ ン コ ク駅 の 新 築 工 事:職 員、 労働 者数121名(タ イ人108名 、 中国人13名)(42頁)

505



B丁WM1936/06/30

"SiamTo ・day:HighwayConstruction.o'道 路 整 備 事 業18力 年 計 画 につ い て 内 務 大 臣が 言 及 。

*6月25日 に行 われ た ラ ジオ放 送 で、 ル ワン ・ダム ロンナー ワー ト内務大 臣が 、 「道 路 整 備事 業18力

年 計 画」 につ いて 述べ る。合 計1万4900キ ロに及ぶ 道路 を全 国 に建 設す る。予 定 の建 設 費 は1億

5300万 バ ー ツ。最 初 の5力 年計 画 では 、3000万 バ ー ツを 投 資す る。 現在 、12の 新 しいル ー トの

調 査 を行 って い る。 これ は1030キ ロに達 して いる。

◆ 注:輸 送網 整 備 計画 は鉄道 か ら道 路へ と移行す る。

BTWM1936/06/26

"SiamesePassport
."

1572通 で あ る 。

1933年 度から1935年 度まで3年 間に外務省が発行した旅券は、合計

BTWM1936/09/10

"TheAssembly:RailwaysandHighwaysAct ,"下 院議 会 で、バ ッタル ン県 出身 の 国会 議員 タ ッ ト ・

ラ ッタ ナパ ンが 、 「1921年 鉄道 ・道 路 整備 法」 の 改訂 を求 め る動 議 を提 出 。絶 対 王制 の もとで 制定 さ

れ た この 法 律 の も とで は、 運賃 を は じめあ らゆる事 項 を、鉄 道局(プ ラス道 路局)が 統括 す る こ と にな っ

て い るが 、 これ は権 限の 集 中 であ る とい う批判 。

BTWM1936/09/07,6-8

11ThePaknamRailway:HoldsLastGenera}Meeting .loパ ー ク ナ ム鉄 道 会 社 の 最 後 の 株 主 総 会 が 開

か れ る 。政 府 に対 して 、35万 バー ツ で売却 す るか 、 それ と も解 散す るかの 選択 の 総 会。

BTWM1936/09/15,6-7

ooPrincePurachatra;PassesAwayinSmgapore
.08ブ ラ チ ャ ッ ト(ク ロムマ プ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ

ト)元 商 務 運輸 大 臣、 元 鉄 道 局 総 裁 が 、 シ ンガ ポ ー ル で 死 去 す る 。享 年54歳 。

◆ 注:2ペ ー ジにわ た って 、 ブ ラチ ャ ッ ト殿下 の 略歴 と業績 を紹 介(ブ ラチ ャ ッ トの 経 歴 につ い ては 、本

書 の 表を 参 照)。

以 下 、9月 、10月 を通 じて ブ ラチ ャッ ト殿下 に 関す る記事 が頻 出す る。 「バ ン コク ・タイム ズ紙 』 並 び

に ヨー ロ ッパ 人社 会 の ブ ラチ ャ ッ ト殿 下 に対す る 関心 の強 さの 現れ 。以 下 は主 な 記事 。

*"TheLatePr

*"TheLatePr

*"TheLatePr

*"TheLatePr

*'ITheLatePr

*"TheLatePr

ncePurachatra:ASingaporeComment."Sept.21

ncePurachatra:Fiftienth-dayRitesinBangkok."Sept.22.

ncePurachatra:AndL'allianceFrancaise."Sept.26

ncePurachatra:TheLastHomecoming."Oct.6.

ncePurachatra:OutstandingSonofSiam."Oct.7.

ncePurachatra:HundredthDayRites."Dec.21

506



BTWM1936/10/02

ブ ラ チ ャ ッ ト元 鉄 道 局 総 裁 の 立 憲 革 命 後 の 仕 事 。
"PrincePurachatra:TroughRevolutiontoCommerce

."SirRobertHollandwritestoTheTimesof

September21st.

*「 彼 の若 す ぎ る死 は、1932年 の革 命 に よ って 彼 自身 の仕事 が な くな った こと によ る シ ョックで加 速

され た よ うに思 う」。 ブ ラチ ャッ ト殿下 は、革命 の あ とは 、 シ ンガ ポー ル を基盤 とす る商 売 に鞍 替 え を し

た。新 しい 仕 事 は 映 画 制 作 と ネ オ ン ラ イ トの 製 造 会 社 であ り、 しば しば バ ンコ クに も帰 国 し、 パ ー

テ ィー を催 して い た。

BTWM1936/09/29

"Siam'sNewLocomotives:ArriveFromJapan
.1'日 本 に発 注 した ミカ ド型 機 関 車8輌 の う ち4輌

が 到 着 。 あ さ ひ さん(?)丸 によ って運 ばれ る。 日本 国 鉄 のエ ンジニ ア 、 タ グ(◆Mr.S,Tagu?田 口の

ま ちが い?)と4名 の機 械技 師が付 き添 い、 これ らの機 関 車の組 立 に従 事す る 予定 。

文献3040,13

チッ トラダー宮殿とマ ッガサ ン鉄道工場をつな ぐ全長3キ ロの鉄道が開通する。

文献3066,162

陸 軍 工 兵 局 第5課 を,陸 軍 参 謀 局 通 信 課(PhanekThahanSuesanKromSenathikanThahan-bok)に

改 組 す る.同 時 に 通 信 兵 学 校 課(KongRongrianThahanSuesan)を 設 立.

文 献3003,150

マ ッガサ ン鉄 道 工場 の 中 に新 しいバ ッテ リー工場 が 完成.

BTWM1941/11/24

最初の鉄道時刻表(英 語版)を 作成、配付する。

BTWM1937/01/14-16,01/19

シア ウ ・フ ッ トセ ン(瀟 彿 成)が 南 京政 府 の招待 に応 じて 国民党 の 会議 に 出席 。 また 、 のイ ンタ ビュー に

応 じて、 タイの 政 治、 経 済、 労 働状 況、 コメ問題 につ い て 、か な り詳細 に意 見 を 開陳す る。

*タ イの コメは 現在 、 海外 で よ く売 れ てい るが 、 それで もコス トは 高い 。 その ひ とつ の大 きな原 因 は コメ

の 鉄道 運賃 が きわ めて 高 い こ とにあ る。 そ お結果 、遠 隔 地 か らバ ン コクに コメ を搬 送す る こ とを妨 げ て い

る。鉄 道 局 は地 方 の産 物 や コ メに依 存 して いな い以 上、 運賃 率 につ いて 再考 す べ き だ とい う意 見(1月

19日 の 報道)。
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BTWM1937/02/05

"NewRailwayChief:WelcomedbyStaff
.oo陸 軍 工 兵 局 長 の ル ワ ン ・セ ー リ ー ル ン リ ッ ト陸 軍 中 佐

(◆4月 か ら陸 軍大 佐)を 、 新 しい 鉄 道 局 長 に 任 命 す る 。

*2月4日 、鉄 道 局の あ らゆ る職員 が、 本部 の玄 関 前 に集 ま って 新 しい 局長 の初 登 庁 を 出迎 え た。 ル ワ

ン ・ロ ッ トラ ッタ ウィチ ャー ン、マ ッガ サ ン鉄道 工場 長 が歓 迎の 辞 を述べ る。 ル ワ ン ・セ ー リー は軍 服

姿 で 登 庁 。 「規律 は 戦 闘部 隊 だ けに必 要 な もので はな い。 それ は文 民 サー ビス に も不 可 欠 だ」 と訓示 を 述

べ る 。

BTWM1937/02/03,pp.12-13

'巳Siam'sRailwayPioneer:Mr
.GittinsDiesinLondon."タ イ 鉄 道 建 設 に 貢 献 し た ギ ッ テ ィ ン ズ

(HenryGittins)が 、 今 朝 ロ ン ド ン で 死 去 し た 。

◆ 詳 しい 経 歴 を 紹 介 。 本 書 の 第IV部 を 参 照 。

☆1858年11月18日 、 イ ギ リス の ク リ フ ト ン(Clifton)生 ま れ 。

BTWM1937/02/05

仏 暦2490年 度(1937年 度)の 鉄 道 予 算 に つ い て 。

*経 済 省鉄 道 局 の一 般 会 計:1184万 バ ー ツ。 内訳は 人件 費274万 バ ー ツ、 一 般 支 出423万 バ ー

ツ、 緊急特 別 費140万 バ ー ッ。

*資 本 会 計:道 路 建 設 積 立570万 バ ー ツ 、鉄 道 建 設235万 バ ー ツ 、 灌概195万 バ ー ツ、 砂糖

産業125万 バ ー ツ、 協 同組 合 運動100万 バ ー ツ、製 紙産 業75万 バ ー ツ、郵 便 電信 事 業72万 バ ー

ツ、繊 維産 業70万 バ ー ツ、 燃料 経 営69万 バ ー ツな ど。

BTWM1937/05/05

IIRailwayTenders;JapaneseTendersLowestl'8輌 の<2 -8-2>型 機 関 車 の 公 開 入 札 に16

社 が 応 札 。 日本 企 業 が も っ と も低 い 価 格 を つ け る 。

*CIFベ ー スで 、三 井物 産 が42万 バ ーツ。以 下 、 ドイ ツの シュ ワル ッ社 が46万 バ ー ツ、 ドイ ツ の クル ッ

プ社 が46万 バ ー ツ、 ドイ ツのヘ ンシェル社 が47万 バ ー ツ、ベ ル ギー のハ イ ネセ ン トピエ ール 社 が56

万バ ー ツ とい う結 果。

BTWM1937/04/24

プラプ ッタバー ト軽便鉄道会社の解散。官報に掲載される。

文 献3003,151

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 拡 張 計 画 委 員 会 を 設 置 す る.機 関車,客 車,貨 車の 各修 理 工 場 の拡 張 と設 備 の近

代 化 を 目指す.委 員会 の 提案 は,工 場敷 地 内4地 区に分 けて新工 場 ・家 屋を 建 設す る.(1)本 部,

(2)技 術訓 練 学 校,(3)機 関車,客 車,貨 物 車 の修 理工 場,(4)修 理 用 の格 納 庫,資 材 置 き場 の4

つ.

☆ 総 費用 は500万 バ ー ツ.工 期 は6年 間.1938年 か ら着工 す る.し か し,戦 争 の ため 工事 を 中断.

機 械 資材 を 地方 に分 散 させ ざ るを得 ず,こ の近代 化 計画 は完 了 しな か った.(続 き あ り)
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文献3003,151

マ ッ ガ サ ン鉄 道 工 場 拡 張 計 画 委 員 会 を 設 置,メ ンバ ーは次 の通 り.

(1)委 員 長 ス ーム サ ワー ト ・グ リダー ゴ ン工 場長,技 師 長;(2)委 員 ル ワ ン ・ロ ッ トラー トウ ィ

チ ャー ン(の ち工 場 長);(3)委 員 ル ワ ン ・ウ ィ トゥー ンウ ィテ ィー ゴ ン(の ち工 場 長);(4)委

員 ル ワ ン ・ウ ィテ ー トヨ ン トラキ ッ ト;(5)委 員 プ ン ・サ グ ンタナ ー ク(の ち鉄道 局 長)

BTWM1937/10/27

IIThePaknamRailway:AndtheLiquidation
.'1パ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社 が 解 散 す る 。 この 日の 株 主総 会 で

解 散を 決定 。 一 時 は政 府へ の 売却 も考え られ て いたが 、結 局解 散 の道 を選 ぶ。 出資 者 は1株70バ ー ツの

払 い戻 しを受 け る。

◆ 注:パ ー クナ ム鉄 道 会社 は1889年 に設立 、1891年7月 に着 工式 、1893年4月 に 開通 。 開通

か ら数 え て44年 間の 営業 の 幕 を下 ろ した。

BTWM1938/02/05

IlTheStateRailways:AQuestionofPay
.II鉄 道 局 の チ ョ ンケ ー 採 石 場 で の ス トラ イ キ につ い て 。ル

ワ ン ・セ ー リール ン リッ ト鉄道 局 長 は、 チ ョンケ ー(Chongkae)の 採石 場 での ス トライ キ は労 働 者全 員 の

あ いだ で起 こ った とい う噂 が あ るが 、実 際は700名 以上 の労 働者 の うち10名 か ら20名 が 参加 して い

る にす ぎ な い と、 『チ ャー トニ ヨム紙 』 の代表 に答 え る。 労働 者 は地元 の 人間 で あ るが 、一 部 は ウボ ンか

らも来 て い る。

BTWM1938/03/22

llTheUbolExPress;WelcomedonMaidenJourney6'バ ン コ ク =ウ ボ ン間 の 東 北 部 線 で 急 行 列 車 を

遅 行 す る 。 ブ リー ラム で は400名 以 上 の人 々が 集 ま って歓 迎 した。 現在 、18時 間 で運 行 。 したが っ

て、 いか な る 区間 で も時 速50kmを 越 え る こ とはな い。 因み に南 部線 で は昼 間 は平 均 時速65km、 夜

間は45kmを 維 持 して い る。

BTWM1938/05/25

'ICasualitiesonRailways:AYear「sFigures
,"1937年 度 の 鉄 道 事 故 の 増 加 に 警 告 を 発 す る 。

1937年 度 の 事 故 は次 の とお り。 鉄道 職 員、死 者5名(負 傷者23名)、 一般 人58名(同41名)、

家 畜櫟 死77頭(同106頭)。 事 故 の増加 に対 して 、 レールの 上 で寝 た りしない よ うに啓 蒙 を徹 底 し、

同時 に警 告 のポ ス タ ーを 貼 る と、ル ワ ン ・セー リー ル ン リッ ト鉄 道局 長が 談話 を発 表(タ イ ・マイ 紙か ら

の 転載)。
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文 献3003,152;AnaRomayanOn葬 式 本

鉄 道 局 の 機 構 改 革:を 実 施.鉄 道 局長 ★の もとに5部 局 を 置 く.

(1)本 部 事 業 部(CentralAdministra象ion);(2)土 木 エ ンジニア リング部(Engineering

Service);(3)機 械 エ ンジニ ア リング部(MechanicalService);(4)運 輸事 業 部(Traffic

Service);(5)経 理 部(AccountsService)

☆ マ ッガ サ ン鉄 道 工場 の 工場 長 は、技 師長が 兼任 す る(昔 に戻 す)

◆ 注:機 構 改革 後 の組 織 図 は、 本書 の 図4・5を 参 照。

BTWM1938/07/09

68PaknamRailway:NowLiquidated
.'1パ ー ク ナ ム 鉄 道 会 社 の 解 散 式 が 行 わ れ る 。

BTWM1938/08/17,11-12

'ISiameseLabourBill;SenttoGovernmenfIタ イ 人 労 働 者 保 護 法 制 定 の 議 論
。

*通 常国 会 で多 数 の議 員 か ら提 出 され た 「タイ人 労働 者 保護 法」 の審 議が 活発 に行 われ る。

☆ 将来 、 タ イ人 の ため に確保 すべ き職種 と して艀 の労 働 者が あ る。 この分 野 に は熟練 の タイ人 が 存在 して

い る のに 、外 国人(中 国 人)の 手 にあ る。か くの ごと く、 タイ人 がな すべ き仕 事 を外 国人 が支 配 して いる

事 例 が多 い こ とを どう思 うか 〉な どの質 問。 例 えば、 人 力車 の改造 は タイ人が 行 な った。 しか し、 この 改

造 で利 益 を得 たの は外 国 人 で あるの は不 当 では ない のか(DimBhuribadhanaの 質 問)

文献3040、58

1938年(39年?)、 マ ッガサ ン鉄道工場に新 しい機関車修理工場が建設 され る。修理作業

の方法について。

☆新しい機関車修理工場は、計16輌(大13輌 、小3輌)の 修理能力をもっている。修理作業は

16の 工程に分割されており、各工程に5日 間(1日8時 間労働)か かるので、1輌 の修理能力は約80

日間かかる。

☆理論的には1工 程5日 間として、1工 程完了ごとに次の車輌の修理を受け入れることができる。 した

がって、1カ 月稼働日数を25日 間と考えると1カ 月に5輔 、年間60輔 の修理が可能なはずである。 し

か し実際には16輌 しか対応できない。

文献3040、57

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の 機 関 車 修 理 と現 場 作 業 組 織 。

☆ 新 しい 機 関車 修 理工 場 で は、16の 作 業工 程 に分 割 し、各 工程 に従 事 す る熟練 労 働 者(chang)を 、組

(Mu)に 組 織す る。 例 えば 、Musomphrao,Musomluksupsin-ailaekhruangkhIuanな どが それ

で あ る。 そ して 、 最終 工 程 で組 み付 け を行 な う。

☆ 方法 は 、機 関車 を順 次 移動 させ るの では な く、 固定 して おいて 組 ご とのエ ン ジニ ア や労 働 者が ひ とつ の

機 関車 を 修理 して い く。
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文 献3040、58-59

マ ッガ サ ン鉄 道 工 場 の 技 師 、 フ ォ ア マ ン、 熟 練 労 働 者 の不 足 に つ い て 。

☆機 関車 の種 類 は、 ドイ ツ製 、 イギ リス 製、 ア メ リカ製 、ス イス製 、 日本 製な ど20種 類 に及 ぶ 。 そん た

め 、必 要 な設備 や 道 具が 不 足 してい る。

☆1932年6月 の 立憲 革 命 に よ り、ブ ラチ ャッ ト(ク ロム マ クプ ラ ・ガ ムペ ー ンペ ッ ト)商 務 運 輸大

臣、 元 鉄道 局総 裁 が 退任 した 。 その結 果 、彼が 実施 した鉄 道研 修 も1932年 以 降 中断 して しま い 、エ ン

ジニ ア(wisawagon)や フ ォアマ ン(sarawat)の 絶 対 的な不 足 が生 じてい る。加 えて 、 熟練 労 働 者

(changfi-moe)、 と りわ け機械 関係 の熟練 者(changkhruang-moe-kon)の 不 足 が著 しい 。 その た

め、 外 国か ら新 しい機 械 や 道具 を購 入 して も、 結局 、使 い こな せ ない でい るの が現 状 。

文 献3040、58

マ ヅガサン鉄道工場 に新 しい機関車修理工鳩が建設される。

☆そのほか、熔接工場なども完成 した。これに続いて電気修理、客車修理、貨車修理工場の新設が計画さ

れたが、1941年12月 の戦争参加により、結局棚上げになった(文 献3040、56)

BTWM1938/03/03

98Five-YearPlan:OfHighwayConstruction .'1内 務 省 都 市 土 木 省 が 「道 路 建 設5力 年 計 画 」 を と り

ま と め 、 発 行 す る 。1936年 度か ら始 ま った3000万 バー ツによ る 「道 路 建設5力 年計 画 」 の実

施 、 計画 内容な どを記 載 。 全 国の 開通 した 「道 路地 図」 を 添付 して い る。

*1940年 度(最 終 年 度)現 在 の 建 設 の 状 況 。 合計3040km。

(1)北 部 地区:581km(1936年 度 現在 は300km);(2)中 部地 区:1024km

(同 、91km);(3)東 部 地区:999km(同 、30km);(4)南 部 地 区:436km

(同 、124km)

文 献3040,75-76

マ ッガ サ ン工 場 内 に,鉄 道 技 術 学 校(RongrianWisawakamRotfai)を 開 校 す る 。 「立 憲革 命 記念

日 「民 族 の 日」 に合 わ せ て開 校。1937年 に設 置を 決定 。 マ ッガサ ン工 場 内 に校舎 を 建 設す る。

☆ 目的 は(1)鉄 道 に 関す る知 識 と技 術 を教 え る、(2)地 方 に配 属 され てい る鉄道 職 員 の子 弟 の教 育 も

引 き受 け るの2っ 。

☆学 校建 設 には3年 かか り、総 額5万6181バ ー ツを投 資 した 。
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文 献3040,75-76

鉄 道 技 術 学 校 に つ い て

☆1940年7月10日 か ら授業 開始 。 当初 は、機 械 エ ンジニ ア リング課 に所 属 す る。 同課 長 が校 長 を兼

任 す るが 、 の ち プ ラ ヤ ー ・サ リ ッ トデ ィ ガ ー ンバ ン チ ョ ン元 鉄 道 局 総 裁 が 校 長 に就 任 した 。

☆ 当初 の予 定 で は(1)機 械 工学60名(1940年 の入 学 、30名)、(2)土 木 工 学30名(同 、

30名)、(3)運 輸60名(同 、60名)、 の 計150名(実 際 の 入 学 は120名)の 生 徒 。3年

間 の学年 の受 験 資格 は 、16歳 以 上 で20歳 以 下 、 中等教 育6年 以 上 を終 えて い るこ と、健 康 で あ る こ と

の以 上3っ 。

◆ 注1:1943-45年 の3年 間 に、314名(1943年 、120名;44年 、124名;

45年 、70名)の 卒 業 生 を 送 りだ した 。

◆ 注2:1945年8月30日 、 同学 校 の管理 を 鉄道 局機 械 エ ン ジニ ア リング課 か ら総 務課 に移 管す る。

注記参照

1940年 度 末 の 自 動 車 保 有 状 況 は次 の とお り。

(1)乗 用車6000台 、(2)乗 り合 い 自動 車770台 、(3)貨 物 自動車5150台 、(4)そ の他

自動 車145台 の合 計1万2065台 。 人 口1265人 につ き1台 で 、 きわ め て普及 率 は 低 い。

◆ 注記:鉄 道 省(日 本)「 南 方交 通調 査 資料 第二 部 第二 分 冊 泰 國 交通 篇』 昭 和17年4月 、48頁 。

文 献3040,13

東 北 部 線,

通 。

ウ ドン タ ー ニ ー ま で 開 通 す る 。 コー ンゲ ー ン=ウ ドンターニ ー 間,全 長120キ ロが 開

BTWM1941/06/05

。'TheStateRailways:OPeningofFurtherExtensions ."「 タ イ 国 民 の 日」(革 命 記 念 日)に 合 わ

せ て 、 コ ー ン ゲ ン=ウ ド ン間 の 開 通 式 と、 ア ユ タ ヤ ー=バ ー ンパ ー チ ー 間 の 複 線 完 工 式 を 行 な

う 。 ま た、 この 日を記 念 して、 南部線 のス ラー トターニ ーか らパ ンガー並 びに グ ラ ビー に向 か う支 線 の延

長 工事 も開始 した 。

文献 道路 局 記念 本1955,5

道 路行 政 を 独立 で 扱 う国家道 路 局(DepartmentofRoyalRoad)を 運輸 省 の 中 に設 置.

BTWM1941/11/24

"StateRailways;ChangingNomenclature
."い くつ か の 駅 名 を 変 更 す る 。バ ー ン コー ク ノーイ駅 を

「トンブ リー駅 」 に、東 部線 の ペ ー トリュ ウ駅 を 「チ ャチ ュ ンサオ駅 」へ 、 東 北部 線 の ワ リン駅 を 「ウ ボ

ンターニ ー駅 」 へ それ ぞれ変 更 す る。

*1936年 に最 初 の時 刻 表(英 語版)が 作成 され たが 、 今回 その 改 訂版が 発 行 され た。

文献3003,60

タイ鉄道局の従業員数は2万2360人 に達する.
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